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はじめに

このマニュアルは，次のプログラムプロダクトの機能概要，およびポータルの構築方法につい
て説明したものです。
• uCosminexus Portal Framework

uCosminexus Portal Frameworkは，企業ポータルを構築および運用するソフトウェアです。

■対象読者
このマニュアルは，uCosminexus Portal Frameworkを利用して企業ポータルを構築される方
を対象としています。また，次の知識を持っていることを前提としています。
• Cosminexus上でサーブレットや JSPを運用できる知識
• ディレクトリサーバまたは DBを運用・管理できる知識
• HTMLおよび XMLの知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編，章と付録から構成されています。

第 1編　概要編

第 1章　ポータルの概要
uCosminexus Portal Frameworkの処理概要，特長，構成，ポータルとポートレットの概要など，
uCosminexus Portal Frameworkをご使用になる前に知っておいていただきたいことについて説
明しています。

第 2編　構築編

第 2章　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
uCosminexus Portal Frameworkのインストール方法，環境変数の設定，Portal Managerのセッ
トアップ方法，および起動・終了方法について説明しています。

第 3章　リポジトリサーバの構築
リポジトリサーバの構築方法について説明しています。

第 4章　ポータルサーバの構築
ポータルサーバの構築方法について説明しています。

第 3編　カスタマイズ編

第 5章　ポータル画面のカスタマイズ
画面テンプレートのカスタマイズ，およびレイアウト形式のカスタマイズについて説明していま
す。
I



はじめに
第 6章　ポータル機能のカスタマイズ
uCosminexus Portal Frameworkの機能のカスタマイズ，および認証方法のカスタマイズについ
て説明しています。

第 7章　ポートレットの登録
ポートレットの登録手順，およびポートレット登録時の注意事項について説明しています。

第 4編　運用編

第 8章　ポータルの運用
ポータルの起動方法と終了方法，およびログの設定について説明しています。

第 5編　リファレンス編

第 9章　カスタマイズに使用するライブラリ
ポータルをカスタマイズするときに使用するライブラリについて説明しています。

第 10章　設定ファイルとコマンド
uCosminexus Portal Frameworkの設定ファイル，およびコマンドについて説明しています。

付録 A　自動デプロイされたポートレットのセキュリティ向上方法
自動デプロイされたポートレットのセキュリティ向上をさせる際に必要となる設定について説明
しています。

付録 B　uCosminexus Portal Frameworkのアンインストール
uCosminexus Portal Frameworkのアンインストール手順について説明しています。

付録 C　バージョンアップ手順
uCosminexus Portal Frameworkのバージョンアップ手順について説明しています。

付録 D　Collaboration - Online Community Managementを使用する場合の設定
Collaboration - Online Community Managementを使用する場合の設定について説明していま
す。

付録 E　メッセージ
uCosminexus Portal Frameworkが出力するメッセージおよび対処について説明しています。

付録 F　監査ログメッセージ
uCosminexus Portal Frameworkが出力する監査ログのメッセージについて説明しています。

付録 G　各バージョンの変更内容
各バージョンでの変更内容について説明しています。

付録 H　このマニュアルの参考情報
関連マニュアル，このマニュアルで使用している略語の意味などを説明しています。

付録 I　用語解説
このマニュアルで使用する用語について説明しています。
II



はじめに
■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別に次の
流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。

■操作方法の説明で使用する記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用して操作方法を説明しています。

記号 意味

{　} ユーザが指定する内容を示します。
III



はじめに
■構文の説明で使用する記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用して構文の要素を説明しています。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

［　］ メニュー名，ウィンドウ名，ボタン，またはキー
ボードのキーを示します。

記号 意　味

　｜ 横に並べられた複数の項目に対する項目間の区切りを示し，「または」の意味を表します。
（例）A｜ B
　Aまたは Bを指定することを示します。

　＿ 括弧で囲まれた複数項目のうち 1項目に対して使用され，括弧内のすべてを省略した場合
にシステムが取る標準値を示します。
（例）〔A｜ B〕
　何も指定しない場合は Aが指定されます。

{　} この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを意味します。項目が
横に並べられ，記号｜で区切られている場合は，そのうちの一つを選択します。
（例）{A｜ B｜ C}
　A，B，または Cのどれかを指定することを示します。

［　］ この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを意味します。複数の項目が横に並べ
て記述されている場合は，すべてを省略するか，記号 { }と同じくどれか一つを選択しま
す。
（例 1）［A］
　「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示します。
（例 2）［B｜ C］
　「何も指定しない」か「Bまたは Cを指定する」ことを示します。

　… この記号の直前の項目を繰り返し，複数個指定できることを示します。
（例）A…
　Aを複数個指定できることを示します。

記号 意味
IV
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第 1編　概要編

1　 ポータルの概要
この章では，uCosminexus Portal Frameworkの処理概要や特
長，構成，画面構成など，uCosminexus Portal Frameworkを
ご使用になる前に知っておいていただきたいことについて説明
します。

1.1　uCosminexus Portal Frameworkとは

1.2　uCosminexus Portal Frameworkの特長

1.3　uCosminexus Portal Frameworkで使用できるポートレット

1.4　uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別

1.5　uCosminexus Portal Frameworkの構成

1.6　uCosminexus Portal Frameworkの画面構成と遷移

1.7　uCosminexus Portal Frameworkの構築
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1.　ポータルの概要
1.1　uCosminexus Portal Frameworkとは

uCosminexus Portal Frameworkは，企業ポータルを構築および運用するフレームワーク
です。

情報システムが複雑になり，情報量も増加してくるにつれて，ユーザが情報へアクセス
する時間や手間も増加しています。そこで，必要な情報がどこにあるかをユーザが判断
するのではなく，散在する情報を 1か所に集めて，情報へ効率良くアクセスする仕組み
が考え出されました。これをポータルと呼びます。

ポータルのうち，企業が保有する業務システムや社外Webサービスなどの情報への入り
口となり，個人に必要な情報を 1か所で取得できるポータルが，企業ポータルです。

企業ポータルには，次の利点があります。

●情報を 1か所に集約できる
ユーザに必要な情報はポータル 1か所に集まっているので，情報にアクセスする時間
や手間を省けます。また，ユーザは情報によってアクセス先を変える必要がないので，
情報の見落としも防げます。

●必要な情報を迅速に取得できる
企業では，業務や役職が異なると，必要な情報も異なります。ユーザ一人一人がどこ
にアクセスすれば必要な情報が得られるかを判断していては，情報を取得するために
時間を費やしてしまい，効率良く業務を進められません。企業ポータルでは，ユーザ
が的確な情報を迅速に取得できる枠組みを構築できます。

uCosminexus Portal Frameworkは，企業の内外にある多種多様なコンテンツ・業務シ
ステムの情報を集約する機能や，集約した情報をユーザ一人一人に対して最適な情報に
なるように組み合わせて提供する機能などを備えています。これらの機能によって，上
記の利点を生かした効果的な企業ポータルを構築できます。

uCosminexus Portal Frameworkの機能詳細は，「1.2　uCosminexus Portal 
Frameworkの特長」を参照してください。

uCosminexus Portal Frameworkを利用して企業ポータルを実現する際の処理概要を次
の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-1　uCosminexus Portal Frameworkの処理概要

ユーザは，インターネットにアクセスするときも，メールを読むときも，uCosminexus 
Portal Frameworkで構築したポータルにアクセスします。uCosminexus Portal 
Frameworkは，Webサーバやグループウェアサーバなどから情報を取り込み，アクセ
スしたユーザに必要な情報をポータル画面に表示します。モバイル（携帯電話）からア
クセスした場合はモバイルに合わせた表示形式で情報を表示します。

ポータルとは
散在する情報を１か所に集めて，情報へ効率よくアクセスする仕組みをポータルと
呼びます。また，そのような目的で構築され，幾つかのポートレットで構築された
Webサイト自身もポータルと呼びます。

ポートレットとは
3



1.　ポータルの概要
ポートレットとは，ポータル上で動作するアプリケーションコンポーネントです。
uCosminexus Portal Frameworkは，情報（コンテンツ）をWebサーバやグループ
ウェアサーバからポートレットに取り込みます。ポートレットは，取り込んだコン
テンツをポータル画面に表示します。また，取り込むコンテンツに応じた，異なる
種類のポートレットが必要となります。そのため，ポータル画面に表示したいコン
テンツに対応する種類のポートレットを作成して，ポータルに登録します。
ポートレットには次の意味も含まれます。
• ポータル上で動作するアプリケーションコンポーネント
• ポータル画面内に表示される領域名

ポートレットの種類については，「1.3　uCosminexus Portal Frameworkで使用で
きるポートレット」を参照してください。
また，ポータルおよびポートレットの画面構成と画面遷移については，「1.6　
uCosminexus Portal Frameworkの画面構成と遷移」を参照してください。
4



1.　ポータルの概要
1.2　uCosminexus Portal Frameworkの特長

uCosminexus Portal Frameworkは，次のような特長を持っています。

●情報を一画面に統合できる
ポートレットを介して，社内外の情報やアプリケーションを一画面に統合して表示で
きます。一画面に統合することで，ユーザが情報へアクセスする時間を短縮できます。
詳細は，「1.2.1　情報の統合」を参照してください。

●ポータルをパーソナライズできる
ユーザは，組織や役職に応じて，表示するコンテンツの構成を選択できます。
一人一人に最適になるように，ポータルをカスタマイズできます。
詳細は，「1.2.2　パーソナライズ」を参照してください。

●ほかのポータルに配置されたポートレットを表示できる
ほかのポータルに配置されているポートレットを呼び出して，ポートレットとして表
示できます。
詳細は，「1.2.3　分散ポータル」を参照してください。

●ポータルの運用管理の権限と作業を切り分けられる
コンテンツが表示される画面のレイアウトを「運用管理者」が管理し，コンテンツの
内容を「経営者」が参照するというように，ポータルを管理するユーザと利用する
ユーザの権限を明確に切り分けられます。また，ポータルの構築作業と運用管理作業
を異なるユーザが実施したり，運用管理権限の一部を別のユーザに委譲したりして，
運用管理に伴う作業の切り分けや分散ができます。
詳細は，「1.2.4　運用管理機能」を参照してください。

●シングルサインオンできる
ユーザ IDが異なるアプリケーションに，そのつどログインする必要なく使用できま
す。アプリケーションごとにユーザ IDとパスワードを使い分ける必要がなく，ユー
ザのログインの煩わしさを解消します。
詳細は，「1.2.5　シングルサインオン」を参照してください。

●コンテンツへのアクセス制御ができる
管理者は，組織や役職に応じて，表示するコンテンツへのアクセスを制御できます。
一部の部署や役職だけに必要な情報を，特定のユーザだけに表示できます。
詳細は，「1.2.6　コンテンツへのアクセス制御」を参照してください。

●外部Webサイトへのデータ連携ができる
ポートレットのコンテンツから抽出したデータを送信した，外部Webサイトと連携す
ることができます。これにより，ポータルシステムとWebサービスを連携することが
できます。
詳細は，「1.2.7　スマートナビゲーション」を参照してください。

●複数のポートレット間で業務連携ができる
一つのイベントで複数のポートレットを動作させることができます。複数のポート
5



1.　ポータルの概要
レットで業務連携が可能になるため，業務効率を向上させるポータルサイトを構築で
きます。
詳細は，「1.2.8　ポートレット間通信」を参照してください。

●ドラッグ &ドロップなどの操作によって入力ミスを削減できる
ポートレットにデータを入力する場合，別のポートレットからデータをドラッグ &ド
ロップしたり，コピーしたりして入力できます。このため，データを直接入力するこ
とによる入力ミスを削減できます。
詳細は，「1.2.9　クライアントサイドデータ通信」を参照してください。

●いつでもどこでも情報にアクセスできる
携帯電話からもポータルを使用できるので，ユーザは外出先からいつでも情報を取り
出せます。詳細は，「1.2.10　モバイルでの利用」を参照してください。

●ポートレットをメニューから簡単に表示できる
メニューバーにポートレットを登録すると，メニューをクリックするだけでポート
レットを表示できます。また，ポートレットの中で特に頻繁に利用する画面への
ショートカットリンクを登録したり，ポートレットを新規ウィンドウに表示したりで
きます。詳細は，「1.2.11　ナビゲーションメニュー」を参照してください。

●使用する言語およびタイムゾーンを切り替えられる
海外などでポータルを使用したい場合など，個人ごとに使用する言語やタイムゾーン
を切り替えられます。詳細は，「1.2.12　言語およびタイムゾーンの切り替え」を参照
してください。

●サンプルのポートレットをすぐに使える
環境を設定すれば，すぐに使えるアクセサリポートレットを，サンプルとして提供し
ています。サンプルには，ポータルサーバ上にある各種ポートレットの新着情報を一
望できる Information Viewポートレットや，Webページへのリンクを登録するリン
クポートレットなどがあります。
詳細は，「1.2.13　アクセサリポートレット」を参照してください。

1.2.1　情報の統合
企業内外に散在する情報やアプリケーションを一画面に集約できます。また，タブを使
用して表示する情報を目的別に切り替えることができます。これにより，ユーザが情報
にアクセスする時間や手間を省くことができます。

ポータル画面を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-2　ポータル画面

1.2.2　パーソナライズ
所属組織や業務，役職などによって，ユーザ一人一人に必要な情報は異なります。ユー
ザ一人一人に必要な情報を表示するポータル画面を作成することで，ユーザにとって使
いやすいポータル画面にすることができます。これをパーソナライズと呼びます。

uCosminexus Portal Frameworkのパーソナライズには，次の 2種類があります。

• 管理者によるポータルの標準画面の作成
• ユーザによるポータルの標準画面の表示内容変更

パーソナライズ情報とは
ポータルの標準画面の内容や，各ユーザがカスタマイズしたレイアウトやポート
レットの設定などの情報を，パーソナライズ情報といいます。

（1） 管理者によるポータルの標準画面の作成

管理者は，ユーザがポータルに最初にアクセスしたときに表示されるウェルカム画面の
レイアウト，およびユーザがログインしたあとに表示される標準のホーム画面のレイア
ウトを作成できます。

管理者によって，あらかじめポータルの標準画面を設定しておくと，ユーザが所属する
組織単位や役職ごとに，ポータル画面に表示されるポートレットやレイアウトを設定す
7



1.　ポータルの概要
ることもできます。

ウェルカム画面
ウェルカム画面は，すべてのユーザがログインする前に表示されます。例えば，
ウェルカム画面には，ポータルユーザ全員に知らせたい情報や検索ポートレット，
電話帳などを表示します。

標準のホーム画面
ユーザがログインしたあとは，ユーザのホーム画面が表示されます。システム管理
者は，各ユーザの情報に基づいて，所属組織や役職ごとに標準のホーム画面のレイ
アウトを選択できます。システム管理者は，所属組織ごとにレイアウトを選択して，
各部の業務に関するポートレットをあらかじめ標準のホーム画面に表示できます。
総務部用と営業部用のレイアウト選択例を次の図に示します。

図 1-3　レイアウト選択例

総務部用のホーム画面には，総務部で使用する業務システムのポートレットを選択して，
営業部用のホーム画面には，営業部で使用する業務システムのポートレットを選択しま
す。

ウェルカム画面およびホーム画面の標準レイアウトの作成については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

（2） ユーザによるポータルの標準画面の表示内容変更

ログインしたあとに表示されるホーム画面を，ユーザごとに表示内容を変更できます。
ホーム画面の表示内容を変更することをカスタマイズと呼びます。また，システム管理
者が標準のホーム画面を作成している場合も，ホーム画面のカスタマイズができます。

ユーザは，ポートレットの種類，レイアウト，および画面の色を変更できます。また，
カスタマイズした内容をカスタマイズ前の内容に戻すこともできます。

各ユーザによる標準画面のカスタマイズ方法については，マニュアル「uCosminexus 
Portal Framework　ユーザーズガイド」を参照してください。

1.2.3　分散ポータル
uCosminexus Portal Frameworkを使用してポータルを複数配置している場合，各ポー
タルに配置されているポートレットは，ほかのポータル上でも表示できます。このよう
8



1.　ポータルの概要
に，一つのポートレットを複数のポータルで共有する環境を分散ポータルといいます。

分散ポータルの例を次の図に示します。

図 1-4　分散ポータルの例

ポートレット Aは，ポータル Aに配置されていますが，ポータル Bからポートレット A
を呼び出すことで，ポータル B上でもポートレット Aを表示できます。このように，ほ
かのポータル上にあるポートレットを呼び出して表示されるポートレットを，分散ポー
トレットといいます。この例では，ポータル B上に表示されるポートレット Aが分散
ポートレットとなります。

また，このマニュアルでは，分散ポータルの環境でポートレットを呼び出すポータルを
分散クライアント，呼び出されるポートレットを配置しているポータルを分散サーバと
呼びます。この例の場合，ポータル Aが分散サーバ，ポータル Bが分散クライアントと
なります。

1.2.4　運用管理機能
uCosminexus Portal Frameworkの運用管理機能では，次のことができます。

●管理者と利用者の切り分け

●管理者の作業の切り分け

●運用管理作業の分散化

運用管理機能でできることの詳細を，次に説明します。
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1.　ポータルの概要
（1） 管理者と利用者の切り分け

ポータルの運用管理に必要な情報は，運用管理者が運用管理ポートレットで設定します。
このため，次の図に示すように，管理者と利用者の権限を明確に切り分けられます。な
お，uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別の詳細については，「1.4　
uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別」を参照してください。

図 1-5　管理者と利用者の切り分け

運用管理者は，運用管理ポートレットにだけアクセスし，実際のコンテンツはアクセス
10



1.　ポータルの概要
できなくするような運用方法もできます。例えば情報システム専門の他部署や運用保守
専門の他企業などにポータルの運用管理作業を依頼できます。

（2） 管理者の作業の切り分け

大規模な組織の場合，システム管理者がすべての情報を管理するのは困難です。運用管
理ポートレットによって管理単位ごとに管理者を設定すれば，各管理単位でポータルの
運用を管理できます。この管理者を部門管理者と呼びます。運用管理者の作業負荷を軽
減できるので，大規模なポータルの管理が容易になります。uCosminexus Portal 
Frameworkでは，これらの管理単位をポータル管理グループと呼びます。

（3） 運用管理作業の分散化

運用管理者は，部門管理者に次の権限を委譲できます。

• リソース（ポートレットおよび標準画面レイアウト）の利用権限の設定
• レイアウトの管理（レイアウトの編集・表示／非表示／強制表示設定）
• ポートレットの選択
• ポートレットの生成
• ポートレットパラメタの変更

大規模な組織の場合，運用管理者がポータル管理グループ全体を管理するのではなく，
部門管理者を設定して運用管理作業を分散化できます。運用管理作業を分散化すること
で，運用管理者の作業負荷を軽減して効率的に運用を管理できます。また，ほかのポー
タル管理グループに影響を与えないで，ポータル管理グループごとに独自の設定ができ
るようになります。

部門管理者を設定して運用管理作業を分散化した例を次の図に示します。
11



1.　ポータルの概要
図 1-6　部門管理者の設定例

運用管理機能の詳細は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガ
イド」を参照してください。

1.2.5　シングルサインオン
uCosminexus Portal Frameworkは，一度のログインで複数のシステムとシームレスに
連携するためのシングルサインオン機能を提供しています。ユーザは，システムごとに
ログインしたり，作業ごとにシステムを使い分けたりする必要がありません。

シングルサインオンの概要を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-7　シングルサインオンの概要

シングルサインオンには次の３種類の処理があります。次の番号は，図中の番号に対応
しています。

1. uCosminexus Portal Frameworkへのログイン
2. ポートレットから業務システムへのログイン
3. 業務システムへの直接アクセス

次にそれぞれの処理の概要について説明します。

（1） uCosminexus Portal Frameworkへのログイン

uCosminexus Secure Unify - SSOや SiteMinderなどのシングルサインオン製品やクラ
イアント証明書などから取得した認証情報を用いて，uCosminexus Portal Framework
にログインすることができます。また，カスタムログインモジュールを作成し，
uCosminexus Portal Frameworkへのログイン方法をカスタマイズすることができます。

（2） ポートレットから業務システムへのログイン

ポートレットから業務システムにログインする方法には，次の３種類の方法があります。

● uCosminexus Portal Frameworkにログインしたときの情報やユーザから送信された
情報を用いて業務システムにログインします。

●初回の認証時など，認証情報がないときに，画面上から認証情報を入力して，次回ア
クセス時からは入力された情報を用いて業務システムに自動的にログインします。

● uCosminexus Portal Frameworkにログインしたユーザが業務システムにログインす
るときの情報（ユーザ IDおよびパスワード）を，Cosminexus統合ユーザ管理フレー
13



1.　ポータルの概要
ムワークのシングルサインオンマッピングテーブルに登録しておき，業務システムを
表示するときにシングルサインオンマッピングテーブルから取得したユーザ IDおよ
びパスワードを用いて業務システムにログインします。

（3） 業務システムへの直接アクセス

ポートレットから業務システムにログインしたときの情報を引き継いで，業務システム
に直接アクセスします。

1.2.6　コンテンツへのアクセス制御
ユーザの条件に応じて，ポータル管理グループごとにポートレットをアクセス制御でき
ます。アクセス制御をすれば，特定のユーザだけで情報を共有できます。

アクセス制御したポートレットの例を次の図に示します。

図 1-8　アクセス制御したポートレットの例

マネージャの所属するポータル管理グループにだけ経営情報のポートレットを設定して
アクセス権を与えると，マネージャだけが経営情報のポートレットにアクセスできます。
担当者はアクセス制御されているため，経営情報のポートレットがあることさえ知るこ
とができません。
14



1.　ポータルの概要
ポータル管理グループにアクセス権を与える方法については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

1.2.7　スマートナビゲーション
ポートレットのコンテンツから抽出したデータを送信して，外部Webサイトと連携する
ことができます。この機能を，スマートナビゲーションといいます。

スマートナビゲーションの例を次の図に示します。

図 1-9　スマートナビゲーションによってWebサービスを連携させた例

ユーザがポートレット上のデータを右クリックすると，連携するWebサービスのメ
ニューが表示されます。連携するWebサービスのメニューをクリックすると，右クリッ
クしたデータが送信されて，Webサービスを利用することができるようになります。

スマートナビゲーションを利用するための設定方法については，「5.6　スマートナビ
ゲーションの設定」を参照してください。

1.2.8　ポートレット間通信
ポートレットのコンテンツを表示するだけではなく，ポートレット間で情報を通信でき
ます。このため，各ポートレットで行っている業務情報の共有化を図り，業務を連携で
きます。この機能をポートレット間通信といいます。
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1.　ポータルの概要
ポートレット間通信の例を次の図に示します。

図 1-10　ポートレット間通信によってポートレットを連携させた例

ユーザが＜リンク集＞ポートレットから作業 Aを選択すると，＜デスクトップ＞ポート
レットおよび＜ヘルプ＞ポートレットにイベントが通知されます。この通知によって，
作業 Aの内容が＜デスクトップ＞ポートレットに，作業 Aの解説が＜ヘルプ＞ポート
レットに表示されます。

なお，ポートレット間通信によってポートレットを連携する場合の，ポートレットの開
発方法については，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発
ガイド」を参照してください。

1.2.9　クライアントサイドデータ通信
データを入力する項目が多くある場合，直接入力では入力ミスが発生するおそれが高く
なります。このような入力ミスを削減するため，ポートレットでデータを入力する場合
に，別のポートレットから該当するデータをドラッグ &ドロップしたり，コピーボタン
を利用してコピーしたりして入力できます。この機能をクライアントサイドデータ通信
といいます。

クライアントサイドデータ通信には，次の機能があります。

●ドラッグ &ドロップ機能
ポートレットにデータを入力するときに，別のポートレットからデータをドラッグ &
ドロップして入力する機能です。例えば，メールのポートレットでメールを作成する
場合に，電子アドレス帳のポートレットから宛先をドラッグ &ドロップしてメールに
貼り付けることができます。

●データフォーム転送機能
ポートレットにデータを入力するときに，データを選択して入力する機能です。
16



1.　ポータルの概要
クライアントサイドデータ通信ができるポートレットの開発方法については，マニュア
ル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

1.2.10　モバイルでの利用
ユーザは PCだけでなく，携帯電話でポータルにアクセスできます。

ポータルにアクセスできるデバイスを次に示します。

• HTML4.01対応のWebブラウザのある PC
• iモード対応 HTML2.0に対応した iモードの携帯電話
• Version 3.3 for HDMLに対応した EZwebの携帯電話

1.2.11　ナビゲーションメニュー
ポートレットをメニューバーに登録すると，ポートレットを簡単に表示できるようにな
ります。このメニューバーを，ナビゲーションメニューといいます。ナビゲーションメ
ニューを使用すると，よく利用するポートレットをすべてポータル画面に表示しておか
なくても，必要なときにだけ簡単に表示できるようになります。

ナビゲーションメニューを次の図に示します。

図 1-11　ナビゲーションメニュー

ナビゲーションメニューにポートレットを登録すると，そのポートレットのメニューが
表示されます。このメニューをクリックすると，ポートレットが最大化表示されます。
また，新しいウィンドウを起動して，ポートレットを表示することもできます。リンク
集に，よく参照するWebページへのリンクを登録したり，ポートレットの中でも特によ
く利用する特定の画面へのショートカットリンクを登録したりもできます。

ナビゲーションメニューの詳細は，次の個所を参照してください。

• ナビゲーションメニューを使用するための環境設定方法：
「5.5　ナビゲーションメニューの設定」

• ナビゲーションメニューの操作方法：
マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイド」

• ナビゲーションメニューに登録できるポートレットの開発方法：
マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」

• ナビゲーションメニューに登録できるポートレットの，ポータルへの登録方法：
「7.11　ナビゲーションメニュー対応ポートレットの登録」
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1.　ポータルの概要
1.2.12　言語およびタイムゾーンの切り替え
海外などでポータルを使用したい場合など，個人ごとに使用する言語およびタイムゾー
ンを切り替えられます。

●使用する言語の切り替え
ポータル画面に表示される文字列の言語は，日本語，英語，またはシステム管理者が
登録した言語の中から選択できます。また，ポータルでの言語の選択を解除し，Web
ブラウザの設定に従うこともできます。
日本語，英語以外の言語を表示させるためには，ストリングリソースを追加する必要
があります。また，ストリングリソースの文字列を変更することで画面に表示する
メッセージを変更することもできます。ストリングリソースをカスタマイズするため
に必要な情報については，「6.3　ストリングリソースのカスタマイズ」を参照してく
ださい。

●タイムゾーンの切り替え
J2SE1.4で定めるカスタムタイムゾーン IDを利用して，タイムゾーンを切り替えら
れます。

なお，使用する言語およびタイムゾーンは，次の方法によって切り替えられます。

• ユーザが使用しているWebブラウザの言語設定を切り替える
• ポータル画面の利用者用レイアウトカスタマイズ機能で切り替える

ポータル画面の利用者用レイアウトカスタマイズ機能で切り替える方法については，マ
ニュアル「uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイド」を参照してください。

また，言語およびタイムゾーンの切り替えに対応するポートレットの開発方法について
は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照
してください。

1.2.13　アクセサリポートレット
uCosminexus Portal Frameworkでは，独自でポートレットを開発する必要がなく，環
境設定するだけでそのまま使用できるサンプルとして，アクセサリポートレットを提供
しています。

アクセサリポートレットは，次のディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥accessaries

アクセサリポートレットの種類を次に示します。

•  Information Viewポートレット
ポータルサーバ上にある各種ポートレットの新着情報を一望するためのポートレット
です。このポートレットを使用すると，各種ポートレットをポータル画面に表示しな
くても，新着情報の件数・一覧・内容を参照したり，新着情報の内容に応じて操作し
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1.　ポータルの概要
たりできます。例えば，新着情報がメールである場合は，メールのポートレットを開
かなくても，Information Viewポートレット上から直接返信したり，転送したりでき
ます。
Information Viewポートレットを使用するための環境設定や Information Viewポー
トレットに新着情報を表示できるポートレットを開発したい場合は，製品に同梱され
ている「uCosminexus Portal Framework - Information View　システム管理者ガイ
ド」を参照してください。また，Information Viewポートレットの操作方法について
は，Information Viewポートレットから表示されるヘルプを参照してください。

• リンクポートレット
各ユーザがWebページへのリンクを登録するポートレットです。リンクポートレット
を使用する場合は，製品付属のドキュメントを参照してください。

• メールポートレット
メールサーバと連携してポータル画面で受信メールが表示できるポートレットです。
メールポートレットを使用する場合は，製品付属のドキュメントを参照してください。

• iframeポートレット
Webコンテンツをインラインフレーム内に表示するポートレットです。各ユーザが，
表示するコンテンツを選択できます。iframeポートレットを使用する場合は，製品付
属のドキュメントを参照してください。
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1.　ポータルの概要
1.3　uCosminexus Portal Frameworkで使用で
きるポートレット

ここでは，uCosminexus Portal Frameworkで使用できるポートレットの種類，および
各種ポートレットを取り込んで表示する処理について説明します。

uCosminexus Portal Frameworkでは，次のポートレットを使用できます。

• カスタムポートレット

• Fileポートレット※

• Webポートレット
• 分散ポートレット
• Webコンテンツポートレット

注※　正式名称はMulti File Portletですが，このマニュアルでは Fileポートレットと
表記します。

それぞれのポートレットの特長を示します。

カスタムポートレット
カスタムポートレットは，JSPやサーブレットの技術を用いて独自のポートレット
を作成するポートレットです。動的なページを作成したり，企業独自の業務システ
ムをポータルに統合したり，既存のアプリケーションと連携したりできます。例え
ば，既存のメールシステムをポータルに統合することで，ユーザはポータルから未
読メールを読めます。また，携帯電話（ｉモードおよび EZweb）からアクセスでき
るポートレットも作成できます。
カスタムポートレットには，使用する APIによって，標準 APIポートレット，およ
び日立 APIポートレットがあります。

標準 APIポートレット
標準 APIポートレットは，Java Portlet Specification 1.0に従って作成する
ポートレットです。
このポートレットの開発方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。また，標準 API
ポートレットをポータルに登録する方法については，「7.2　標準 APIポート
レットのデプロイ」を参照してください。

日立 APIポートレット
日立 APIポートレットは，uCosminexus Portal Frameworkの APIを用いて作
成するポートレットです。このポートレットの開発方法については，マニュア
ル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照して
ください。また，日立 APIポートレットをポータルに登録する方法について
は，「7.4　日立 APIポートレット（PAR形式）のデプロイ」，または「7.6　日
立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポートレットの設定」を参
20



1.　ポータルの概要
照してください。

Fileポートレット
Fileポートレットは，HTML，CHTML，またはHDMLの各言語で記述されたファ
イルをポートレットとして表示します。例えば，イントラネット上の各部署のお知
らせを，一つの Fileポートレットに統合できます。また，携帯電話からアクセスで
きるポートレットも作成できます。
このポートレットの開発方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。また，Fileポート
レットをポータルに登録する方法については，「7.6　日立 APIポートレット（PAR
形式以外）および Fileポートレットの設定」を参照してください。

Webコンテンツポートレット
Webコンテンツポートレットは，外部のWebサーバからコンテンツを取得し，取得
したデータを加工してポータルに表示するポートレットです。取得できるコンテン
ツは，HTML，RSS，または XMLで記述されたページです。
Webコンテンツポートレットは，運用管理ポートレットでコンテンツの取得先や加
工の方法などを設定することで，ポートレットが作成されます。このポートレット
を使用するための設定については，「7.7　Webコンテンツポートレットの設定」を
参照してください。また，このポートレットを作成する方法については，マニュア
ル「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

Webポートレット
Webポートレットは，HTMLで記述されたWebページをポータルに取り込むポー
トレットです。ポータルサーバ内のローカルコンテンツ，および外部のWebサーバ
のコンテンツをポータルに統合できます。Webページをポートレットとしてポータ
ルに統合することで，ベーシック認証，プロキシ認証，およびフォーム認証に対す
るシングルサインオンができるようになります。また，コンテンツをフィルタリン
グしてWebページの一部分をポータルに取り込めます。例えば，顧客情報などのイ
ンターネットの情報をポータルに取り込めます。また，携帯電話（ｉモード，およ
び EZweb）からアクセスできるポートレットも作成できます。
Webポートレットには，Multi Web Portlet，Web App Portlet，およびWeb Page 
Portletの種類があります。Webポートレットの種類については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してくださ
い。
このポートレットの開発方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。また，Webポート
レットをポータルに登録する方法については，「7.8　Webポートレットの設定」を
参照してください。

分散ポートレット
分散ポートレットは，ほかのポータル上に配置されたポートレットを取り込むポー
トレットです。例えば，他事業所で構築しているポータル上のポートレットを表示
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1.　ポータルの概要
することができます。
このポートレットを作成する方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。また，分散ポート
レットをポータルに登録する方法については，「7.9　分散ポートレットの設定」を
参照してください。

uCosminexus Portal Frameworkが各種ポートレットを取り込んで表示する処理を次の
図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-12　ポートレットの取り込み
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1.　ポータルの概要
1.4　uCosminexus Portal Frameworkのユーザ
種別

uCosminexus Portal Frameworkは，ユーザによって作業できる内容が異なります。

uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別を次に示します。

表 1-1　uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別

ユーザ種別 作業できる内容

システム管理者 ポータルを構築したり，ポータル全体を管理した
りするユーザです。次の作業ができます。
• uCosminexus Portal Frameworkのインストール

uCosminexus Portal Frameworkのインストー
ル，環境変数の設定およびポータルを構築する
ためのツールである Portal Managerをセット
アップします。なお，Portal Managerの概要に
ついては，ついては，「1.7.2　Portal Manager」
を参照してください。

• ポータルの構築
Portal Managerを使用してポータルを構築でき
ます。なお，構築時にはポータルの運用を管理
する運用管理者を設定します。

• ポータルのカスタマイズ
ポータル画面やログ出力の設定などをカスタマ
イズできます。

• ポートレットの登録
ポートレットを新規にポータルに登録したり，
登録されているポートレットの設定を変更した
り，ポータルから削除したりできます。

• ポータルの起動および終了
ポータルを起動および終了できます。

運用管理者
（システム管理者によって設定される）

ポータルの運用を管理するユーザです。運用管理
ポートレットを使用して，運用管理情報の設定変
更ができます。運用管理ポートレットの概要につ
いては，「1.7.3　運用管理ポートレット」を参照
してください。

部門管理者
（運用管理者によって設定される）

特定のポータル管理グループだけの運用を管理す
るユーザです。運用管理ポートレットを使用して，
管理権限を持つポータル管理グループに対して，
運用管理情報の設定変更ができます。運用管理
ポートレットの概要については，「1.7.3　運用管
理ポートレット」を参照してください。

ポートレット開発者 ポートレットを開発するユーザです。
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1.　ポータルの概要
ポータル利用者 ポータルを利用する一般ユーザです。次の作業が
できます。
• ポータルへのログイン
ポータルにログインして，情報を参照できます。

• 各自のポータル画面のカスタマイズ
利用権限がある標準画面レイアウトの表示を選
択したり，ポートレットをポータル画面に表示
するかどうか選択するなど，各自のポータル画
面をカスタマイズできます。

ユーザ種別 作業できる内容
25



1.　ポータルの概要
1.5　uCosminexus Portal Frameworkの構成

ここでは，前提となるプログラムプロダクトや OS，および uCosminexus Portal 
Frameworkの構成例について説明します。

1.5.1　uCosminexus Portal Frameworkの動作環境
uCosminexus Portal Frameworkに必要なプログラムプロダクトを次の表に示します。

表 1-2　前提となるプログラムプロダクト一覧

注※　Active Directoryをご使用になる場合は，「3.5.2　リポジトリに Active Directoryを使用する
場合の設定」を参照してください。

前提 OS
P-2443-7394 uCosminexus Portal Frameworkの前提 OSは，Windows Server 
2008 x86，Windows Server2008 x64，Windows Server 2008 R2，Windows Server 
2012，Windows Vista，Windows XP，Windows 7，またはWindows 8です。
P-2943-7394 uCosminexus Portal Frameworkの前提 OSは，Windows Server2008 
x64，Windows Server 2008 R2，またはWindows Server 2012です。

uCosminexus Portal Frameworkのソフトウェア構成例
uCosminexus Portal Frameworkのソフトウェア構成例を次の図に示します。

Webアプリケーションサーバ 次のどれかを使用します。
• uCosminexus Developer Standard 08-00以降
• uCosminexus Developer Professional 08-00以降
• uCosminexus Service Architect 08-00以降
• uCosminexus Application Server Standard 08-00以降
• uCosminexus Application Server Enterprise 08-00以降
• uCosminexus Service Platform 08-00以降
• uCosminexus Developer 09-00以降
• uCosminexus Application Server 09-00以降

ディレクトリサーバ
（リポジトリにディレクトリ
サーバを使用する場合に必
要）

次のどれかを使用します。
• Sun Java(TM) System Directory Server Enterprise Edition 6.3　以
降

• Oracle Directory Server Enterprise Edition 11g
• Active Directory※

DBおよび JDBCドライバ
（リポジトリに DBを使用す
る場合に必要）

使用できる DB
次のどれかを使用します。
HiRDB（Version8，または Version9）
Oracle（Oracle9i，Oracle10g，または Oracle DataBase 11g）
SQL Server 2005

使用できる JDBCドライバ
JDBC1.2または JDBC2.0
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1.　ポータルの概要
図 1-13　uCosminexus Portal Frameworkのソフトウェア構成例

uCosminexus Portal Frameworkは CosminexusのWebアプリケーションサーバ上
で動作します。また，CosminexusのWebアプリケーションサーバの一部である統
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1.　ポータルの概要
合ユーザ管理フレームワークを使用し，ディレクトリサーバや DBと連携してユー
ザ管理ができます。
なお，分散ポートレットを使用する場合のソフトウェア構成については，「1.5.2　分
散ポートレット使用時の構成」を参照してください。
また，負荷分散機を使用する場合のソフトウェア構成については，「1.5.3　負荷分散
機使用時の構成」を参照してください。

1.5.2　分散ポートレット使用時の構成
分散ポートレットを使用する場合に必要なプログラムプロダクトは，uCosminexus 
Portal Frameworkに必要なプログラムプロダクトだけです。分散ポートレットを使用す
る場合にだけ，必要なプログラムプロダクトはありません。

分散ポートレットを使用する場合のソフトウェア構成例を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-14　分散ポートレットを使用する場合のソフトウェア構成例（リポジトリにディレ
クトリサーバと DBを使用する場合）

1.5.3　負荷分散機使用時の構成
負荷分散機によってリクエストを振り分ける場合に必要なプログラムプロダクトは，
uCosminexus Portal Frameworkに必要なプログラムプロダクトだけです。

負荷分散機を使用する場合，共通リポジトリの設定が必要です。負荷分散機を使用する
場合のソフトウェア構成例を次の図に示します。
29



1.　ポータルの概要
図 1-15　負荷分散機を使用する場合のソフトウェア構成例（リポジトリにディレクトリ
サーバと DBを使用する場合）

！！！！ 注意事項
 

生成される URLにはサーバ名が含まれるため，この構成で特定のポータルサーバに直接ア
クセスしている場合の URLを，別のポータルサーバでは使用できません。URLを保存して
使用する場合は，必ず負荷分散機を経由してアクセスするか，または URLを取得したサー
バを使用してください。
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1.　ポータルの概要
1.6　uCosminexus Portal Frameworkの画面構
成と遷移

ここでは，uCosminexus Portal Frameworkで構築したポータルおよびポートレットの
画面構成と遷移について説明します。なお，ポートレットの画面構成および遷移は，
ポートレットの種類によって異なります。

1.6.1　ポータル画面の構成と遷移

（1） ポータル画面の構成

ポータル画面の構成を次の図に示します。

図 1-16　ポータル画面の構成

ポータル画面は，複数のポートレットとヘッダー，タブ，フッター，およびメニューの
各領域から構成されます。ヘッダー，タブ，フッター，およびメニューの４つの領域は
ナビゲーションバーと呼び，ナビゲーションバーからログイン画面やホーム画面へのリ
ンクなどのナビゲーションをします。また，タブを使用すると，ポートレットを分類し
て表示できます。
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1.　ポータルの概要
（2） ポータル画面の遷移

ポータル画面の遷移を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-17　ポータル画面の遷移の例
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1.　ポータルの概要
ポータル画面の遷移

● 1-1　ウェルカム画面
ポータルにアクセスすると，最初にポータルのウェルカム画面が表示されます。ウェ
ルカム画面にはお知らせなどが表示されます。

● 1-2　任意のWebブラウザ画面
任意のWebブラウザ画面から，使用したいポートレットの URLを直接指定してポー
タル画面を表示することもできます。

● 2-1　［ログイン］画面
ウェルカム画面の［ログイン画面へ］アンカーをクリックすると［ログイン］画面が
表示されます。

● 2-2　［ログイン］画面 (URL指定時 )
WebブラウザでURLを指定して呼び出した［ログイン］画面が表示されます。URL
指定して呼び出した［ログイン］画面からユーザ名およびパスワードを入力してログ
インすると，ユーザのホーム画面または URLで指定したポートレットの最大化表示
画面が表示されます。なお，ログイン後にポートレットの最大化表示画面を表示する
には，ポートレットの設定が必要です。設定方法については，「10.2.1　ポートレット
定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）」または「7.6.3　［その他の項目］に設定できる
内容」を参照してください。

● 3　［パスワード変更］画面
ウェルカム画面，または［ログイン］画面の［パスワード変更］アンカーをクリック
すると［パスワード変更］画面が表示されます。ここで，uCosminexus Portal 
Frameworkにログインするパスワードを変更します。なお，パスワードを変更でき
るのはログインする前だけです。パスワードの変更方法については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイド」を参照してください。

● 4　ホーム画面
［ログイン］画面からユーザ名およびパスワードを入力してログインすると，ユーザの
ホーム画面が表示されます。

● 5-1　最大化画面
任意の画面から直接ポートレットの URLを指定したり，ホーム画面で最大化ボタン
をクリックしたりすると，ポートレットの最大化画面が表示されます。最大化画面の
復元ボタンで，ホーム画面に戻れます。

● 5-2　新規ウィンドウ画面
ホーム画面のナビゲーションメニューで［新しいウィンドウに表示する］チェック
ボックスをチェックした状態でメニューをクリックすると，その選択したメニューの
ポートレットが新規ウィンドウ画面に表示されます。

● 5-3　［レイアウト編集画面］
ホーム画面の［レイアウト変更］アンカーをクリックすると，［レイアウト編集画面］
が表示されます。この画面から，表示するポートレットを選択したり，レイアウトを
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1.　ポータルの概要
変更したり，さらに使用言語やタイムゾーンを設定したりしてホーム画面をカスタマ
イズできます。カスタマイズ方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ユーザーズガイド」を参照してください。

● 6　ログアウト
ポータルを終了する場合は，［ログアウト］アンカーをクリックします。ログアウト後
はログイン前と同様にウェルカム画面が表示されます。

ホーム画面のナビゲーションメニューは，デフォルトで表示されるように設定されてい
ます。ナビゲーションメニューを使用しない場合は，プロパティファイルの設定を変更
してください。設定の変更方法については，「10.1.1(25)　ナビゲーションメニューの設
定」を参照してください。

画面遷移をカスタマイズして，ウェルカム画面を表示しないで［ログイン］画面を表示
したり，ログアウト後にログアウト画面を表示したりもできます。画面遷移のカスタマ
イズの詳細は，「5.4　画面遷移の変更」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

ポータル画面の操作では，次の点に注意してください。
• Webブラウザの標準ツールバーにある［戻る］ボタンを使用しないでください。使用す
ると，Webブラウザに表示されている情報とポータルサーバで管理している情報が異
なってしまいます。

• Webブラウザを閉じるボタンで終了した場合，カスタマイズ情報が登録されていない場
合があります。

1.6.2　ポートレットの画面構成と遷移（標準 APIポートレッ
ト）

ポータルのホーム画面には，複数のポートレットを表示できます。ここでは，標準 API
ポートレットの画面構成および画面遷移について説明します。

（1） ポートレットの画面構成（標準 APIポートレット）

標準 APIポートレットの画面構成を次の図に示します。

なお，次の画面は標準の画面構成です。ポートレットのタイトルバーは，画面のテンプ
レートを使用してカスタマイズできます。カスタマイズ方法は，「5.2.3(3)　メニュー
ベースタイトルバーテンプレート」を参照してください。
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1.　ポータルの概要
図 1-18　ポートレットの画面構成（標準 APIポートレット）

ポートレットは，uCosminexus Portal Frameworkが生成するタイトルバーと内容表示
領域から構成されます。詳細を次に説明します。

タイトルバー
タイトルバーの右端には，次に示すボタンが表示されます。ただし，ポートレット
を新規ウィンドウに表示している場合はボタンは表示されません。

（ビューボタン）

クリックすると，ポートレットのコンテンツが内容表示領域に表示されます。

（ヘルプボタン）

ポートレットにヘルプが設定されている場合に表示されます。クリックすると，
内容表示領域にヘルプが表示されます。

（編集ボタン）

ポートレットに編集画面が設定されている場合に表示されます。クリックする
と，内容表示領域にポートレットの編集画面が表示され，URLやパラメタなど
を設定できます。設定できる内容はポートレットによって異なります。

（元に戻すボタン）

ポートレットが最大化表示または最小化表示されている場合に使用できます。
クリックすると，最大化表示または最小化表示したポートレットを元のサイズ
に戻します。

（最小化ボタン）

クリックすると，ポートレットを最小化表示（タイトルバーだけを表示）しま
す。
ただし，対象のポートレットが強制表示ポートレットの場合には，このボタン
は表示されません。

（最大化ボタン）

クリックすると，ポートレットを最大化表示（ポータル画面全体にこのポート
レットだけを表示）します。

（閉じるボタン）

クリックすると，ポートレットを閉じます。ただし，次の場合には表示されま
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せん。
• ポータル画面にポートレットが一つだけ表示されている場合
• 対象のポートレットが強制表示ポートレットの場合

内容表示領域
ポートレットの内容が表示されます。

なお，ポートレットの表示状態と各状態で表示されるボタンの関係の詳細は，
「5.2.6(3)(a)　ポートレットに表示されるボタン（標準 APIポートレットの場合）」を参
照してください。

（2） ポートレットの画面遷移（標準 APIポートレット）

標準 APIポートレットの画面遷移を次の図に示します。

図 1-19　ポートレットの画面遷移（標準 APIポートレット）

ポートレットの内容表示領域に表示される画面は 3種類あります。ビューボタン，ヘル
プボタン，および編集ボタンをクリックした場合は，ポートレットの大きさはそのまま
で，内容表示領域に表示される画面が切り替わります。

ポートレットの内容表示領域に表示される画面の遷移を次の図に示します。
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図 1-20　ポートレットの内容表示領域に表示される画面の遷移（標準 APIポートレッ
ト）

1.6.3　ポートレットの画面構成と遷移（標準 APIポートレッ
ト以外のポートレット）

ポータルのホーム画面には，複数のポートレットを表示できます。ここでは，次に示す
標準 APIポートレット以外のポートレットの，画面構成および画面遷移について説明し
ます。

• 日立 APIポートレット
• Fileポートレット
• Webポートレット
• 分散ポートレット
• Webコンテンツポートレット

（1） ポートレットの画面構成（標準 APIポートレット以外のポートレット）

標準 APIポートレット以外のポートレットの画面構成を次の図に示します。

なお，次の画面は標準の画面構成です。ポートレットのタイトルバーは，画面のテンプ
レートを使用してカスタマイズできます。カスタマイズ方法は，「5.2.3(3)　メニュー
ベースタイトルバーテンプレート」を参照してください。
38



1.　ポータルの概要
図 1-21　ポートレットの画面構成（標準 APIポートレット以外のポートレット）

ポートレットは，uCosminexus Portal Frameworkが生成するタイトルバーと内容表示
領域から構成されます。詳細を次に説明します。

タイトルバー
タイトルバーの右端には，次に示すボタンが表示されます。

（ヘルプボタン）

ポートレットにヘルプが設定されている場合に表示されます。クリックすると，
別のウィンドウにそのポートレットに対応するヘルプ画面が表示されます。

（編集ボタン）

ログインしたあとに表示されるホーム画面で，パーソナライズできる各ポート
レットに表示されます。クリックすると，ポートレットの編集画面が最大化状
態で表示され，URLやパラメタなどを設定できます。設定できる内容はポート
レットによって異なります。
ただし，ポートレットを新規ウィンドウに表示している場合には，このボタン
は表示されません。

（最小化ボタン）

ポートレットを最小化表示（タイトルバーだけを表示）します。
なお，このボタンはシステム管理者によって設定されている場合だけ表示され
ます。
ただし，次の場合には表示されません。
• ポートレットを最大化表示している場合
• ポートレットの編集画面を表示している場合
• ポートレットを新規ウィンドウに表示している場合

（最大化ボタン）

ポートレットを最大化表示（ポータル画面全体にこのポートレットだけを表示）
します。
ただし，次の場合には表示されません。
• ポートレットの編集画面を表示している場合
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• ポートレットを新規ウィンドウに表示している場合

（閉じるボタン）

クリックすると，ポートレットを閉じることができます。
ただし，次の場合には表示されません。
• ポータル画面にポートレットが一つだけ表示されている場合
• 対象のポートレットが強制表示ポートレットの場合
• システム管理者が閉じるボタンを表示しない設定にしている場合

（元に戻すボタン）

ポートレットが最大化もしくは最小化表示されたとき，または編集画面が表示
されたときに表示されます。
クリックすると，最大化表示または最小化表示したポートレットを元の状態に
戻します。または，編集した内容を反映しないで，編集画面を閉じます。
ただし，ポートレットを新規ウィンドウに表示している場合には，このボタン
は表示されません。

内容表示領域
ポートレットの内容が表示されます。

なお，ポートレットの表示状態と各状態で表示されるボタンの関係の詳細は，
「5.2.6(3)(b)　ポートレットに表示されるボタン（標準 APIポートレット以外のポート
レットの場合）」を参照してください。

（2） ポートレットの画面遷移（標準 APIポートレット以外のポートレット）

標準 APIポートレット以外のポートレットの画面遷移を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-22　ポートレットの画面遷移（標準 APIポートレット以外のポートレット）
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1.　ポータルの概要
1.7　uCosminexus Portal Frameworkの構築

ここでは，ポータルの構築から運用までの作業の流れ，ポータルの構築に使用する
Portal Managerおよび運用に使用する運用管理ポートレットについて説明します。

1.7.1　構築から運用までの作業の流れ
uCosminexus Portal Frameworkのユーザ種別ごとに，構築から運用までの作業の流れ
を次の図に示します。
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1.　ポータルの概要
図 1-23　uCosminexus Portal Frameworkの構築から運用までの流れ

各作業の内容を次に説明します。
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1.　ポータルの概要
1. uCosminexus Portal Frameworkのインストール
ポータルサーバに uCosminexus Portal Frameworkをインストールし，
uCosminexus Portal Frameworkの基本設定および Portal Managerのセットアップ
を行います。uCosminexus Portal Frameworkのインストールの詳細は，「2.　
uCosminexus Portal Frameworkのインストール」を参照してください。

2. リポジトリサーバの構築
アクセス制御とパーソナライズで使用するユーザ情報や設定した情報を格納するため
のリポジトリサーバを構築します。uCosminexus Portal Frameworkでは，リポジト
リとしてディレクトリサーバや DBが使用できます。リポジトリサーバの構築の詳細
は，「3.　リポジトリサーバの構築」を参照してください。

3. ポータルサーバの構築
ポータルサイトを稼動させるためのポータルサーバを構築します。ポータルサイトを
管理する単位であるポータルプロジェクトを作成して構築します。ポータルサーバの
構築の詳細は，「4.　ポータルサーバの構築」を参照してください。

4. ポータルのカスタマイズ
システム管理者が，ポータルをカスタマイズします。ポータル画面の編集や，レイア
ウト形式の設定，ログの出力形式の変更などができます。これは任意の作業です。デ
フォルトのポータルの設定を変更したい場合だけ作業してください。
この作業の詳細は，「5.　ポータル画面のカスタマイズ」および「6.　ポータル機能の
カスタマイズ」を参照してください。

5. ポートレットの開発
ポートレット開発者がポータルに表示したいポートレットを開発します。この作業の
詳細は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」
を参照してください。

6. ポートレットの登録
システム管理者が，Portal Managerを使用してポートレットをポータルに登録しま
す。この作業の詳細は，「7.　ポートレットの登録」を参照してください。

7. ポータルの起動
システム管理者が，構築したポータルを起動します。この作業の詳細は，「8.1　ポー
タルの起動と終了」を参照してください。

8. 運用管理の設定
7.で起動したポータルに，運用管理者または部門管理者がログインして，運用管理
ポートレットで運用管理に必要な情報を設定します。この作業の詳細は，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

9. ポータルの運用
ポータル運用時に，運用管理者または部門管理者が運用管理ポートレットで運用管理
の設定を変更します。この作業の詳細は，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

1.7.2　Portal Manager
uCosminexus Portal Frameworkでは，uCosminexus Portal Frameworkの構築を支援
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1.　ポータルの概要
するツールである Portal Managerを提供しています。Portal Managerを使用すればシ
ステム管理者はWebベースの画面で各種設定を行うことができます。

（1）  Portal Managerの画面構成

Portal Managerの画面構成を次の図に示します。

図 1-24　Portal Managerの画面構成

メニュー部
Portal Managerのメニューが表示されます。メニュー構成および各メニューで設定
できる内容については，「(2)　Portal Managerで設定できる内容」を参照してくだ
さい。

タイトル部

選択したメニューのタイトルが表示されます。

メイン部
選択したメニューの設定項目が表示されます。ここで各メニューを設定します。な
お，メッセージもメイン部に表示されます。

イベント部
登録や削除などのイベントを実行するボタンが表示されます。

（2）  Portal Managerで設定できる内容

Portal Managerのメニュー構成，および各メニューで設定できる内容について次の表に
示します。
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1.　ポータルの概要
表 1-3　Portal Managerのメニュー構成および設定できる内容

メニュー構成 設定できる内容

第 1階層 第 2階層 第 3階層

ポータル
プロジェ
クトの選
択

－ － ポータルを構築するときにポー
タルプロジェクトを新規に作成
したり，ポータルの設定を変更
するときにポータルプロジェク
トを選択したりします。
詳細は，「4.2　uCosminexus 
Portal Frameworkのセット
アップ」を参照してください。

リポジト
リの設定

ログインモジュールの登録 － uCosminexus Portal 
Frameworkにログインすると
きに使用する，認証モジュール
を登録します。
詳細は，「4.3　ログインするた
めの設定」を参照してくださ
い。

接続情報 新規作成 接続情報（リポジトリにアクセ
スする際に必要な，リポジトリ
の種類や URLなどの情報）を
新規に作成します。
詳細は，「4.4.1　リポジトリの
設定（ディレクトリサーバ）」
または「4.5.2　リポジトリの設
定（DB）」を参照してくださ
い。

修正 接続情報を修正します。
詳細は，「4.4.2　リポジトリの
変更（ディレクトリサーバ）」
または「4.5.3　リポジトリの変
更（DB）」を参照してくださ
い。

構成情報 新規作成 構成情報（ポータルで利用する
情報を特定するためのベース
DNやテーブル名などの情報）
を新規に作成します。
詳細は，「4.4.1　リポジトリの
設定（ディレクトリサーバ）」
または「4.5.2　リポジトリの設
定（DB）」を参照してくださ
い。

修正 構成情報を修正します。
詳細は，「4.4.2　リポジトリの
変更（ディレクトリサーバ）」
または「4.5.3　リポジトリの変
更（DB）」を参照してくださ
い。
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1.　ポータルの概要
マッピング情報 ユーザ情報 リポジトリのディレクトリサー
バまたは DBで使用している各
情報の属性を，uCosminexus 
Portal Frameworkで使用する
ための設定をします。
詳細は，「4.6.1　マッピング情
報の設定手順」を参照してくだ
さい。

グループ情報

組織単位情報

一括削除 設定されているマッピング情報
を一括で削除します。
詳細は，「4.6.2　マッピング情
報の一括削除」を参照してくだ
さい。

ポート
レットの
設定

ポートレット定義 Multi Web Portlet ポータルに登録するWebポー
トレットの種類ごとに，共通す
る項目（プロキシサーバのホス
ト，コンテンツキャッシュの有
効期間など）を設定します。
詳細は，「7.8.1　共通定義
（Webポートレット）」を参照し
てください。

Web Page Portlet

Web App Portlet

Distributed Web App 
Portlet

ポータルに登録する分散ポート
レットに共通する項目（プロキ
シサーバのホストおよびポート
番号）を設定します。
詳細は，「7.9.1　共通定義（分
散ポートレット）」を参照して
ください。

ポートレットの追加・変更・
削除

－ ポートレットを新規に登録した
り，登録されているポートレッ
トの設定を変更したりします。
詳細は，「7.6　日立 APIポート
レット（PAR形式以外）およ
び Fileポートレットの設定」，
「7.8　Webポートレットの設
定」，または「7.9　分散ポート
レットの設定」を参照してくだ
さい。

メニュー構成 設定できる内容

第 1階層 第 2階層 第 3階層
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1.　ポータルの概要
PAR形式のポートレットの
追加

－ PARファイルをポートレット
としてポータルにデプロイしま
す。
詳細は，「7.4　日立 APIポート
レット（PAR形式）のデプロ
イ」を参照してください。

PAR形式のポートレットの
削除

－ ポータルにデプロイしたポート
レットを削除します。
詳細は，「7.5　日立 APIポート
レット（PAR形式）のアンデ
プロイ」を参照してください。

ポータル
サイトの
設定

レイアウトの設定 レイアウトの基本設定 ポータル画面に表示するポート
レットの最大行数や列数，横幅
のサイズを設定します。
詳細は，「5.3.2　最大行・列数
および横幅サイズの設定」を参
照してください。

レイアウトパターンの
設定

ユーザ登録形式（ユーザが任意
に設定するレイアウトの形式）
について，表示するポートレッ
トの列数や横幅のサイズを設定
します。
詳細は，「5.3.3　ユーザ登録形
式の設定」を参照してくださ
い。

エンコーディングの設定 － デフォルトのエンコーディング
を設定します。
詳細は，「6.2　デフォルトエン
コーディングの設定」を参照し
てください。

ポートレット並列実行の設定 － ポータルの性能チューニングと
して，ポートレットに表示され
るコンテンツの並列表示と，並
列表示で使用するスレッド数を
設定します。また，ポートレッ
トにコンテンツが正しく表示さ
れるかを監視するポートレット
の障害監視についても設定しま
す。
詳細は，「6.9　性能チューニン
グと障害監視」を参照してくだ
さい。

ログ・トレースの設定 － uCosminexus Portal 
Frameworkのログおよびト
レースの出力について設定しま
す。
詳細は，「8.2　障害対策」を参
照してください。

メニュー構成 設定できる内容

第 1階層 第 2階層 第 3階層
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1.　ポータルの概要
（凡例）　－：該当するメニューがありません。

1.7.3　運用管理ポートレット
uCosminexus Portal Frameworkでは，uCosminexus Portal Frameworkの運用管理の
情報を設定する，運用管理ポートレットを提供しています。運用管理者および部門管理
者は，運用管理ポートレットを使用して，ポータルの運用管理情報を設定することがで
きます。なお，運用管理の詳細は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　運
用管理者ガイド」を参照してください。

（1） 運用管理ポートレットの画面構成

運用管理ポートレットの画面構成を次の図に示します。

図 1-25　運用管理ポートレットの画面構成

タイトルバー
ポートレットのタイトルとボタンが表示されます。

キャッシュのクリア － Webポートレットのキャッシュ
を強制的にクリアします。
詳細は，「7.8.4　キャッシュク
リアの実行」を参照してくださ
い。

サーバの設定 － 運用管理者を設定します。
詳細は，「4.8　運用管理者の登
録」を参照してください。

メニュー構成 設定できる内容

第 1階層 第 2階層 第 3階層
49



1.　ポータルの概要
共通メニュー領域
すべての管理項目で共通して使うメニューが表示されます。ツリーメニュー領域で
選択する項目に応じて，表示されるメニュー項目も変わります。

ツリーメニュー領域
ポータル管理グループ，ポートレットグループ，組織をツリー形式で表示します。

タブ領域
ツリーメニュー領域で選択する項目に応じて，操作項目がタブ形式で表示されます。

メッセージ表示領域
運用管理者によって運用管理環境が更新されるときに，メッセージが表示されます。
異常が発生して更新できない場合は，エラーメッセージが表示されます。正常に更
新された場合は，「運用管理情報が保存されました」というメッセージが表示されま
す。

メイン領域
共通メニュー領域，ツリーメニュー領域またはタブ領域で選択した操作をするため
の内容が表示されます。

（2） 運用管理ポートレットで設定できる内容

運用管理ポートレットのメニュー構成，および各メニューで設定できる内容について次
の表に示します。運用管理者と部門管理者で設定できる内容が異なります。

表 1-4　運用管理ポートレットのメニュー構成および設定できる内容（運用管理者）

メニュー構成 設定できる内容

ツリーメニュー領域 タブ領域

グループ管理 全般 ポータル管理グループの設定内容を確認できます。

タイトル ポータル管理グループのタイトルや説明文を設定で
きます。

管理者 ポータル管理グループの管理者を設定できます。

利用者 ポータル管理グループの利用者を設定できます。

ポートレット ポータル管理グループで使用するポートレットを設
定できます。次の設定ができます。
• ポートレットのアクセス権（管理権限および利用
権限）の設定

• ポートレットの生成

レイアウト ポータル管理グループで使用する標準画面レイアウ
トを設定できます。次の設定ができます。
• 標準画面レイアウトのアクセス権（管理権限およ
び利用権限）の設定

• 標準画面レイアウトの作成
• 標準画面レイアウトの表示の設定

インポート・エ
クスポート

ポータル管理グループで使用するポートレットまた
はレイアウトをインポートまたはエクスポートする
ことができます。
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1.　ポータルの概要
表 1-5　運用管理ポートレットのメニュー構成および設定できる内容（部門管理者）

ポートレットグループ管理 全般 ポートレットグループの設定内容を確認できます。

タイトル ポートレットグループのタイトルを設定できます。

ポートレット ポートレットグループに所属するポートレットを設
定できます。

ユーザ管理 全般 組織情報を確認することができます。

組織 組織情報を設定することができます。

ユーザ 組織に所属するユーザを設定できます。

メニュー構成 設定できる内容

ツリーメニュー領域 タブ領域

グループ管理 全般 ポータル管理グループの設定内容を確認できます。

ポートレット ポータル管理グループで使用するポートレットを設定
できます。次の設定ができます。
• ポートレットのアクセス権（管理権限および利用権
限）の設定

• ポートレットの生成

レイアウト ポータル管理グループで使用する標準画面レイアウト
を設定できます。次の設定ができます。
• 標準画面レイアウトのアクセス権（管理権限および
利用権限）の設定

• 標準画面レイアウトの作成
• 標準画面レイアウトの表示の設定

インポート・エ
クスポート

ポータル管理グループで使用するポートレットまたは
レイアウトをインポートまたはエクスポートすること
ができます。

メニュー構成 設定できる内容

ツリーメニュー領域 タブ領域
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第 2編　構築編

2　 uCosminexus Portal 
Frameworkのインストール
この章では，uCosminexus Portal Frameworkのインストール
方法，環境変数の設定，Portal Managerのセットアップ方法，
および起動と終了方法について説明します。

2.1　インストール

2.2　環境変数の設定

2.3　Portal Managerのセットアップ

2.4　Portal Managerの起動と終了

2.5　Windows Server 2012，Windows Server 2008，Windows 8，Windows 7
またはWindows Vista使用時の注意事項
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
2.1　インストール
この節では，uCosminexus Portal Frameworkのインストール方法について説明します。

2.1.1　前提プログラムのインストール
uCosminexus Portal Frameworkを構築するときにインストールが必要なプログラムに
ついて説明します。インストール方法については，各プログラムのマニュアルを参照し
てください。

（1） アプリケーションサーバ

uCosminexus Portal Frameworkを構築するときにアプリケーションサーバに必要な前
提プロダクトを次の表に示します。

表 2-1　前提となるプログラムプロダクト一覧（アプリケーションサーバ）

（2） リポジトリサーバ

uCosminexus Portal Frameworkを構築するときにリポジトリサーバに必要な前提プロ
ダクトを次の表に示します。使用するリポジトリサーバについては，「3.4　リポジトリ
の検討」を参照してください。

表 2-2　前提となるプログラムプロダクト一覧（リポジトリサーバ）

Webアプリケーションサーバ 次のどれかを使用します。
• uCosminexus Developer Standard 08-00以降
• uCosminexus Developer Professional 08-00以降
• uCosminexus Service Architect 08-00以降
• uCosminexus Application Server Standard 08-00以降
• uCosminexus Application Server Enterprise 08-00以降
• uCosminexus Service Platform 08-00以降
• uCosminexus Developer 09-00以降
• uCosminexus Application Server 09-00以降

プログラムプロダクトの種別 プログラム

ディレクトリサーバ
（リポジトリにディレクトリ
サーバを使用する場合に必
要）

次のどれかを使用します。
• Sun Java(TM) System Directory Server Enterprise Edition 6.3　以
降

• Oracle Directory Server Enterprise Edition 11g
• Active Directory※

DBおよび JDBCドライバ
（リポジトリに DBを使用す
る場合に必要）

使用できる DB
次のどれかを使用します。
HiRDB（Version8，または Version9）
Oracle（Oracle9i，Oracle10g，または Oracle Database 11g）
SQL Server 2005

使用できる JDBCドライバ
JDBC1.2または JDBC2.0
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
注※　Active Directoryをご使用になる場合は，「3.5.2　リポジトリに Active Directoryを使用する
場合の設定」を参照してください。

2.1.2　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
uCosminexus Portal Frameworkをインストールする方法を示します。uCosminexus 
Portal Frameworkは前提プログラムをインストールしたアプリケーションサーバにイン
ストールします。

1. Administratorsグループのユーザでログインします。

2. Setup.exeを起動します。

3. [次へ ]ボタンをクリックします。
ユーザ名，会社名を入力するダイアログが表示されます。

4. ユーザ名，会社名を入力します。

5. [次へ ]ボタンをクリックします。
インストールディレクトリを指定するダイアログが表示されます。

6. インストールディレクトリを入力します。
指定したフォルダの下にインストールされます。デフォルトのインストールディレク
トリを次に示します。
<OS(Windows)のインストールドライブ>:¥Program 
Files¥Hitachi¥CosmiPortal

7. [次へ ]ボタンをクリックします。
プログラムフォルダを指定するダイアログが表示されます。

8. プログラムフォルダを指定します。
デフォルトでは，「uCosminexus Portal Framework」です。

9. [次へ ]ボタンをクリックします。
指定した内容を確認するダイアログが表示されます。指定した内容を確認してくださ
い。

10.[次へ ]ボタンをクリックします。
インストールが始まります。インストールが終了すると，インストールが終了したこ
とを通知するダイアログが表示されます。

11. [完了 ]ボタンをクリックします。
インストールが終了します。

2.1.3　uCosminexus Portal Frameworkのディレクトリ構成
ディレクトリ構成を次の図に示します。
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
図 2-1　ディレクトリ構成
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
2.2　環境変数の設定
uCosminexus Portal Frameworkをインストールしたサーバマシンで設定する環境変数
について説明します。

（1） 環境変数

Portal Managerのセットアップ，uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンド
を実行するときに次の環境変数を設定する必要があります。

• JAVA_HOME
• COSMINEXUS_HOME
• PORTAL_INSTALLDIR
• COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

また，uCosminexus Portal Frameworkを実行するときにWebアプリケーションサーバ
の環境変数を設定する必要があります。Webアプリケーションサーバの環境変数につい
ては，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　システム構築・運用ガ
イド」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　システム構築・
運用ガイド」を参照してください。

（2） 環境変数の設定方法

［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］－［システム］の，［詳細］タブの
［環境変数］ボタンをクリックすると表示される［環境変数］ダイアログで，次の環境変
数を定義します。

表 2-3　設定する環境変数（P-2443-7394 uCosminexus Portal Frameworkの場合）

変数名 値

JAVA_HOME {Cosminexusインストールディレクトリ}¥jdk

COSMINEXUS_HOME※ 1 {Cosminexusインストールディレクトリ}

PORTAL_INSTALLDIR※ 1 {uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
注※ 1　インストーラによって設定されます。

表 2-4　設定する環境変数（P-2943-7394 uCosminexus Portal Frameworkの場合）

注※ 1　インストーラによって設定されます。

COSMINEXUS_PORTAL_C
LASSPATH※ 1

{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥castor.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥ecs.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥hitachiportal.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥jakarta-oro.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥portletwebsso.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥portletwebssolib.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥velocity.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥village.jar;
{system_drive}:¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥classes¥hntrlib2j.jar

変数名 値

JAVA_HOME {Cosminexusインストールディレクトリ}¥jdk

COSMINEXUS_HOME※ 1 {Cosminexusインストールディレクトリ}

PORTAL_INSTALLDIR※ 1 {uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}

COSMINEXUS_PORTAL_C
LASSPATH※ 1

{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥castor.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥ecs.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥hitachiportal.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥jakarta-oro.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥portletwebsso.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥portletwebssolib.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥velocity.jar;
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥lib¥village.jar;
{system_drive}:¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥classes¥hntrlib2j64.jar

変数名 値
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
2.3　Portal Managerのセットアップ

uCosminexus Portal Frameworkのインストール後に，次の設定をすることで Portal 
Managerをセットアップできます。

1.［スタート］－［プログラム］－［uCosminexus Portal Framework］－［Portal 
Manager　セットアップ］をクリックします。
Portal Managerの J2EEサーバが作成されます。

2. SecurityManager定義ファイル（server.policy）を設定します。
次に示すディレクトリに格納されている SecurityManager定義ファイル
（server.policy）を編集します。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ
}¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥portaladmin

SecurityManager定義ファイル（server.policy）に次の設定を追加します。
 
grant codeBase
"file:{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/admin/
appdir/PortalSetup/-"{
  permission java.lang.RuntimePermission "loadLibrary.*";
  permission java.lang.RuntimePermission "queuePrintJob";
  permission java.lang.RuntimePermission "setFactory";
  permission java.lang.RuntimePermission "getClassLoader";
  permission java.lang.RuntimePermission "createClassLoader";
  permission java.lang.RuntimePermission "accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessClassInPackage.sun.misc";
  permission java.lang.RuntimePermission "readFileDescriptor";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect,resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", 
"read,write,delete,execute";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
};
 

3. J2EEサーバをカスタマイズします。
次に示すディレクトリに格納されているユーザプロパティファイル
（usrconf.properties）にポート番号を設定します。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ
}¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥portaladmin

　
同一マシンで複数の J2EEサーバを同時に起動する場合，使用するポート番号が重な
らないように，usrconf.propertiesファイルのユーザ定義を正しく設定する必要があ
59



2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
ります。ポート番号の設定については，次の説明を参照してください。
•「4.2.4(2)　ポート番号の変更」
• マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リファレンス　定義編
（サーバ定義）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リファレン
ス　定義編（サーバ定義）」

　
ユーザプロパティファイル（usrconf.properties）の設定例を以下に示します。
 
ejbserver.http.port=8080
 

なお，コマンド（pmsetup.bat）を使用して Portal Managerをセットアップする方法も
あります。pmsetup.batコマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus Portal Frameworkの
コマンド」を参照してください。

別の PCから Portal Managerを使用したい場合
uCosminexus Portal Frameworkをインストールしたアプリケーションサーバとは
別の PCから Portal Managerを使用したい場合は，PortalSetup.propertiesファイ
ルとユーザプロパティファイル（usrconf.properties）を編集する必要があります。
PortalSetup.propertiesファイルへは，AD_IPに，Portal Managerを起動できる
ユーザ（システム管理者）の IPアドレスを設定します。なお，複数の IPアドレス
を指定する場合は，コンマで区切って指定してください。PortalSetup.properties
ファイルは，次のディレクトリ下に格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥admin¥conf

PortalSetup.propertiesファイルの内容を次に示します。
 
AD_WKDIR=wk_adportlets
AD_TRSDIR=trs_adportlets
ADPORTLETS_HOME=adportlets
AD_IP=IPaddress
AD_SEP=/
 

ユーザプロパティファイル（usrconf.properties）へは，
webserver.connector.http.permitted.hostsの値に，Portal Managerへの
アクセスを許可するホスト名または IPアドレスを設定します。なお，複数のホスト
名または IPアドレスを指定する場合は，コンマで区切って指定してください。ユー
ザプロパティファイル（usrconf.properties）は次のディレクトリ下に格納されてい
ます。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ
}¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥portaladmin

ユーザプロパティファイル（usrconf.properties）の設定例を以下に示します。
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
 
webserver.connector.http.permitted.hosts=IPaddress,IPaddress

！！！！ 注意事項
 

• 09-00より前のバージョンからバージョンアップする場合，PortalSetup.propertiesファ
イルは製品出荷時の状態に戻ります。別の PCから Portal Managerを使用する設定を
行っている場合は，再セットアップ後に再度別の PCから Portal Managerを使用する設
定を行ってください。

• J2EEサーバで使用するポート番号を変更して，Portal Managerのセットアップを行う
場合は，次の手順で J2EEサーバを設定後に PortalManagerのセットアップを行ってく
ださい。

1. J2EEサーバのセットアップ
Cosminexusの cjsetupコマンドで J2EEサーバをセットアップしてください。J2EE
サーバ名は「portaladmin」としてください。なお，cjsetupコマンドについては
Cosminexusのマニュアルを参照してください。

2. J2EEサーバをカスタマイズします
次に示すディレクトリに格納されているユーザプロパティファイル
（usrconf.properties）にポート番号を設定します。
　
格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ
}¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥portaladmin

　
なお，ネーミングサービスのポート番号の設定を変更した場合，PortalSetup.properties
ファイルにネーミングサービスの指定を設定する必要があります。
PortalSetup.propertiesファイルの設定例を次に示します。
　
jp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandarguments=-nameserver 

corbaname::localhost:901

　

• PortalManagerは Cosminexusのパフォーマンストレーサは使用しません。このため，
パフォーマンストレーサのログに，KFCT75500-Eおよび KDJE30300-Wが出力されま
す。監視対象から除外してください。
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
2.4　Portal Managerの起動と終了

ここでは，Portal Managerの起動方法および終了方法について説明します。

2.4.1　Portal Managerの起動方法
Portal Managerの起動方法について説明します。

1.［スタート］－［プログラム］－［uCosminexus Portal Framework］－［Portal 
Manager　起動］を選択します。
Portal Managerの J2EEサーバが起動されます。

2.［スタート］－［プログラム］－［uCosminexus Portal Framework］－［Portal 
Manager］を選択します。
Portal Managerの画面が表示されます。表示される画面を次の図に示します。

図 2-2　Portal Manager起動時の画面
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2.　uCosminexus Portal Frameworkのインストール
！！！！ 注意事項
 

上記の手順で Portal Managerを起動できない場合は，J2EEサーバで使用するポート番号
がほかで使用されている可能性があります。
usrconf.propertiesファイルに設定されている次のポート番号が他と重複しないよう設定し
てください。
• ejbserver.http.port（内蔵 HTTPサーバのポート）
• webserver.connector.ajp13.port（Webコンテナとの通信用ポート）
• ejbserver.naming.port（ネーミングサービスのポート番号）
• ejbserver.rmi.naming.port（RMIレジストリのポート番号）

なお，ネーミングサービスのポート番号の設定を変更した場合，PortalSetup.properties
ファイルにネーミングサービスの指定を設定する必要があります。PortalSetup.properties
ファイルの設定例を次に示します。
　
jp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandarguments=-nameserver 

corbaname::localhost:901

　
また，内蔵 HTTPサーバのポート番号の設定を変更した場合，［スタート］メニューから
Portal Managerを起動できません。次の手順でコマンドから Portal Managerを起動してく
ださい。
1. ［スタート］－［プログラム］－［uCosminexus Portal Framework］－［Portal 

Manager　起動］
Portal Managerの J2EEサーバが起動されます。

2. Portal Managerを起動します。
Webブラウザ上で次の URLを指定します。
http://{Portal Managerのサーバ名称 }:{ポート番号 }/PortalSetup/admin/

portalsetup/index.jsp

ポート番号の設定の詳細は，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リ
ファレンス　定義編（サーバ定義）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　
リファレンス　定義編（サーバ定義）」を参照してください。

2.4.2　Portal Managerの終了方法
Portal Managerの終了方法について説明します。

1. Portal Managerの画面でWebブラウザの閉じるボタンをクリックします。
Portal Managerの画面が閉じます。

2.［スタート］－［プログラム］－［uCosminexus Portal Framework］－［Portal 
Manager　停止］を選択します。
Portal Managerの J2EEサーバが終了します。
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2.5　Windows Server 2012，Windows Server 
2008，Windows 8，Windows 7または
Windows Vista使用時の注意事項

ここでは，Windows Server 2012，Windows Server 2008，Windows 8，Windows 7ま
たはWindows Vistaで，uCosminexus Portal Frameworkを使用してポータルを構築，
運用する場合の注意事項について説明します。

2.5.1　管理者特権で実行する必要がある操作
ここでは，Windows Server 2012，Windows Server 2008，Windows 8，Windows 7ま
たはWindows Vistaを使用している場合で，管理者特権で実行する必要がある操作につ
いて説明します。なお，システムドライブを Cドライブとして説明します。

（1） uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドの使用

uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドは，管理者特権で実行する必要が
あります。uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドは，「管理者：コマンド
プロンプト」で実行してください。

「管理者：コマンドプロンプト」は，Windows Server 2008またはWindows Vistaで提
供されている機能を使用して起動してください。起動方法の例を次に示します

1. [スタート ]ボタンをクリックします。

2. [プログラム ]－ [アクセサリ ]を選択します。

3. [コマンド プロンプト ]を右クリックして，[管理者として実行 ]をクリックします。

管理者のパスワードまたは確認を求められた場合は，画面の指示に従って，パスワード
を入力するか，または確認情報を提供してください。

（2）  uCosminexus Portal Frameworkが提供する定義ファイルの更新

<OS(Windows)のインストールドライブ >:¥Program Files以下のディレクトリにあ

る定義ファイルをメモ帳などのテキストエディタで更新する場合は，テキストエディタ
を右クリックして，[管理者として実行 ]をクリックして管理者特権で起動し，更新して
ください。

（3） Portal Managerの使用

Portal Managerのセットアップ，起動および停止は管理者特権で実行する必要がありま
す。

Portal Managerのセットアップを管理者特権で実行する方法の例を次に示します。
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1. [スタート ]ボタンをクリックします。

2. [プログラム ]－ [uCosminexus Portal Framework]を選択します。

3. [Portal Manager　セットアップ ]を右クリックして，[管理者として実行 ]をクリック
します。

管理者のパスワードまたは確認を求められた場合は，画面の指示に従って，パスワード
を入力するか，または確認情報を提供してください。
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3　 リポジトリサーバの構築
この章では，リポジトリサーバの構築方法について説明しま
す。

3.1　リポジトリサーバの構築手順

3.2　ユーザ管理情報の検討

3.3　共通情報の検討

3.4　リポジトリの検討

3.5　ユーザ管理情報用リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合の設
定

3.6　ユーザ管理情報用リポジトリに DBを使用する場合の設定

3.7　共通情報用 DBの設定
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3.1　リポジトリサーバの構築手順
リポジトリサーバの構築手順を次に示します。なお，図中の［］で囲まれた数字は，参
照先を表します。

図 3-1　リポジトリサーバの構築手順

ポータルの使用目的は大きく分けて次の 2種類があります。

• ポータルでユーザ認証だけする
• ユーザごとにアクセス制御をしたり，ポータル画面をカスタマイズしたりする

ここでは，それぞれの場合の構築手順について説明します。

（1） ポータルでユーザ認証だけする場合

ポータルでユーザ認証だけする場合は，図 3-1の「ポータルにログインする」の手順に
沿って構築します。
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（2） ユーザごとにアクセス制御をしたり，ポータル画面をカスタマイズした
りする場合

uCosminexus Portal Frameworkでは，アクセスできるユーザをポータル管理グループ
（ポータルサイトを管理する単位）ごとに設定するアクセス制御や，ユーザごとにポータ
ル画面のレイアウトを変更したり，特定のユーザに共通のポータル画面のレイアウト
（標準画面レイアウト）を作成したりするパーソナライズを利用できます。

ポータルでユーザごとにアクセス制御やパーソナライズをする場合は，図 3-1の「アク
セス制御・パーソナライズを設定する」の手順に沿って構築します。

各手順について説明します。

1. ユーザ管理情報の検討
アクセス制御とパーソナライズで使用するユーザ管理情報を決定します。詳細は
「3.2　ユーザ管理情報の検討」を参照してください。

2. 共通情報の検討
全ユーザで共通の情報（共通情報）を設定するかどうかを検討します。詳細は「3.3
　共通情報の検討」を参照してください。

3. リポジトリの検討
手順 1.および手順 2.で検討した情報はリポジトリに格納されます。それぞれの情報
を格納するリポジトリを検討します。詳細は「3.4　リポジトリの検討」を参照して
ください。

4. ユーザ管理情報用リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合の設定
ユーザ管理情報用のリポジトリとして使用するディレクトリサーバを設置し，
uCosminexus Portal Framework用の設定をします。詳細は，「3.5　ユーザ管理情報
用リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合の設定」を参照してください。

5. ユーザ管理情報用リポジトリに DBを使用する場合の設定
ユーザ管理情報用のリポジトリとして使用する DBを設置し，uCosminexus Portal 
Framework用の設定をします。詳細は，「3.6　ユーザ管理情報用リポジトリに DB
を使用する場合の設定」を参照してください。

6. 共通情報用 DBの設定
共通情報用 DBを設置し，uCosminexus Portal Framework用の設定をします。詳細
は，「3.7　共通情報用 DBの設定」を参照してください。
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3.2　ユーザ管理情報の検討
ユーザ管理情報とは，uCosminexus Portal Frameworkにログインして使用するユーザ
の属性や組織情報などの情報で，ユーザ認証に使用する情報やパーソナライズ情報など
の格納およびアクセス制御やパーソナライズをするために使用します。ユーザ管理情報
には次の情報があります。

• ユーザ情報
ログインするユーザのユーザ識別子，役職，所属組織などの属性を定義した情報です。
ユーザ認証に使用する情報やパーソナライズ情報もユーザ情報に格納します。

• グループ情報
複数のユーザの集まりを定義した情報です。グループ情報にはグループに所属する
ユーザを定義します。

• 組織単位情報
X.501ディレクトリモデルで定義されている組織単位（organizationalUnit）に上位
組織単位を一意に示す情報を加えた情報です。

この節では次の検討を行ってください。

• どの識別子でアクセス制御やパーソナライズするかを検討します。
• ユーザ管理情報に対応させるディレクトリサーバのエントリ属性や DBのテーブルの
カラムを決定します。

この節で検討した識別子を用いて，運用管理ポートレットでアクセス制御やパーソナラ
イズの設定をします。運用管理ポートレットの詳細については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

3.2.1　アクセス制御やパーソナライズに使用する情報の検討
ここでは，アクセス制御やパーソナライズに使用する識別子について説明します。

（1） ユーザ識別子

ユーザを一意に識別する情報です。ユーザ識別子を使用すると，ユーザごとにアクセス
制御やパーソナライズができます。ユーザ識別子はログイン時にも使用するため，ユー
ザ識別子に対応する属性やカラムを用意する必要があります。

リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合，ユーザ識別子はディレクトリサーバ
のユーザエントリの属性を使用します。uid属性などが対応します。

リポジトリに DBを使用する場合，ユーザ識別子はユーザ管理のための情報が格納され
ているテーブルのユーザ IDが格納されるカラムを使用します。

（2） グループ識別子

ユーザが所属するグループを表す情報です。グループ識別子を使用すると，任意のユー
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ザを一つのグループにまとめて，グループごとにアクセス制御やパーソナライズができ
ます。

リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合，グループ識別子はディレクトリサー
バのグループエントリの属性を使用します。オブジェクトクラス groupOfUniqueNames
の cn属性などが対応します。

リポジトリに DBを使用する場合，グループ識別子はグループ情報が格納されている
テーブルのグループ識別子を表すカラムを使用します。

（3） 役職識別子

ユーザの役職を表す情報です。役職識別子を使用すると，役職ごとにアクセス制御や
パーソナライズができます。

リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合，役職識別子はディレクトリサーバの
ユーザエントリの属性を使用します。title属性などが対応します。

リポジトリに DBを使用する場合，役職識別子はユーザ管理のための情報が格納されて
いるテーブルのユーザの役職を表すカラムを使用します。

（4） 組織単位識別子

ユーザが所属する組織（組織単位）を表す情報です。組織単位識別子を利用すると，組
織単位ごとにアクセス制御やパーソナライズができます。また，ある組織に設定したア
クセス権や標準画面レイアウトをその配下にある組織にも適用できます。

リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合，組織単位識別子はディレクトリサー
バの組織単位情報を示すエントリの属性を使用します。ou属性が対応します。

リポジトリに DBを使用する場合，組織単位識別子は組織単位情報が格納されている
テーブルの組織単位識別子を表すカラムを使用します。

組織単位識別子の使用例を次の図に示します。

図 3-2　組織単位識別子の使用例

上記の図の営業部に設定したアクセス権や標準画面レイアウトは，営業 1課および営業
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2課にも引き継がれます。

3.2.2　リポジトリ項目の検討
ここでは，アクセス制御やパーソナライズに使用する識別子に対応させるリポジトリの
項目（ディレクトリサーバのエントリ属性や DBのテーブルのカラム）について説明し
ます。

（1） ユーザ情報

ユーザ情報はログインするユーザ単位にユーザエントリを作成します。ユーザ情報で使
用する項目を次に示します。

表 3-1　ユーザ情報で使用する情報

（凡例）　○：必須　×：任意

ユーザ情報には，上記のほかに任意の項目を追加することができます。任意に追加した
項目をユーザ定義項目と呼びます。ユーザ定義項目は，アクセス制御やパーソナライズ
に使用することができます。

（2） グループ情報

uCosminexus Portal Frameworkがサポートしているグループ情報の仕様を次に示しま
す。

• グループにはメンバを配置する
• 各グループには複数のメンバを配置できる

ユーザ情報で使用する項目 説明 必須

ユーザ ID ログインするユーザの IDです。ユーザ
識別子として使用します。

○

ユーザ表示名 ログインするユーザの表示名です。運用
管理ポートレットでユーザ管理を行う場
合に必要な項目です。

×

パスワード ログインするユーザのパスワードです。
ユーザ IDとパスワードでログインする
場合に必要な項目です。

×

パーソナライズ情報を表すキー ユーザのパーソナライズ情報を格納する
項目です。ユーザごとにパーソナライズ
をする場合に必要な項目です。

×

役職情報 ユーザの役職情報です。役職識別子とし
て使用します。役職識別子を使用する場
合に必要な項目です。

×

所属情報 ユーザの所属組織を示します。組織単位
識別子を使用する場合に，ユーザが所属
する組織の組織単位識別子を格納します。
複数の組織に所属することはできません。

×
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• 各メンバは複数のグループに所属できる

グループ情報で使用する項目を次に示します。

表 3-2　グループ情報で使用する項目

（凡例）　○：必須　×：任意

グループ情報はディレクトリサーバと DBで作成方法が異なります。ディレクトリサー
バと DBでグループ情報を作成する例を次に説明します。

（a）リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合

リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合，グループ単位にグループエントリを
作成します。グループエントリの作成例を次の図に示します。

グループ情報で使用する項目 説明 必須

グループ名 グループの名称です。グループ識別子と
して使用します。

○

所属メンバー グループに所属するメンバの情報です。 ○

上位グループを表すキー 上位グループの情報です。ディレクトリ
サーバの場合に指定できます。

×
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図 3-3　ディレクトリサーバ構成

各グループエントリには，オブジェクトクラス groupOfUniqueNamesの属性である
uniquememberに，ユーザエントリの DNを設定します。複数のメンバを配置する場合
は，複数のユーザエントリの DNを設定します。

（b）リポジトリに DBを使用する場合

リポジトリに DBを使用する場合，グループ識別子はグループ情報が格納されている
テーブルのグループ名を表すカラムを使用します。

グループ情報が格納されているテーブルの例を次の図に示します。
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図 3-4　グループ情報が格納されているテーブル例

グループエントリに所属するメンバを表すカラムに，ユーザ識別子を格納します。例え
ば，上の図の例では，所属するメンバを表すカラム（所属メンバー）でユーザ（taro）
を検索すると，project1および project2がグループ識別子として作成されます。

（3） 組織単位情報

uCosminexus Portal Frameworkがサポートしている組織階層の仕様を次に示します。

• 上位組織が複数の下位組織を持てる
• 各組織には複数のメンバを配置できる
• 各メンバは複数の組織に所属できない（兼務できない）

組織単位情報で使用する項目を次に示します。

表 3-3　組織単位情報で使用する項目

（凡例）　○：必須　×：任意

ディレクトリサーバと DBで組織単位情報を作成する場合の例を次に説明します。

（a）リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合

ディレクトリサーバでの組織単位の例を次の図に示します。

組織単位情報で使用する項目 説明 必須

組織単位 ID 組織情報の IDです。組織単位識別子と
して使用します。

○

組織表示名 組織の表示名として使用します。運用管
理ポートレットで組織ツリーを表示する
場合に必要な項目です。

×

上位組織を表すキー この組織が所属する上位の組織情報の組
織単位識別子の情報です。

○
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図 3-5　ディレクトリサーバでの組織単位の例

組織単位エントリには，組織階層を表現するために，上位組織を表すキーに上位組織を
示す DNを格納します。最上位の組織には，上位組織を示す DNを格納しません。例え
ば，eigyou1と eigyou2は，図 3-4の営業部に所属するので，eigyou1と eigyou2の組織
単位エントリには eigyouの組織単位エントリの DNを格納します。また，honsyaは最
上位組織なので，ほかの組織単位エントリの DNを格納しません。

ユーザエントリには，ユーザが所属する組織単位の組織単位エントリの DNを格納しま
す。これによって，ユーザとそのユーザが所属する組織単位を結び付けます。例えば，
図 3-5の uid=taroのユーザは eigyou1に所属するので，eigyou1の組織単位エントリの
DNを格納します。eigyou1は，組織階層で eigyouおよび honsyaに所属するので，
eigyou1に所属する uid=taroのユーザは，eigyou1，eigyou，および honsyaの三つの組
織に所属していると考えます。そのため，uid=taroのユーザエントリに格納した
eigyou1の組織単位エントリの DNを基に，eigyou1，eigyou，および honsyaの三つの
組織単位識別子が生成されます。同様に uid=hanakoのユーザは eigyou2に所属するの
で，eigyou2，eigyouおよび honsyaの三つの組織単位識別子が生成されます。

組織単位識別子はユーザが所属するすべての組織に対して生成されるため，上位組織の
honsyaや eigyouに設定したアクセス制御やパーソナライズを，下位組織の eigyou1や
eigyou2に所属するユーザに適用できます。

（b）リポジトリに DBを使用する場合

組織単位情報を格納するテーブルと，ユーザ管理のための情報が格納されているテーブ
ルの関係の例を次の図に示します。
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図 3-6　組織単位情報を格納するテーブルとユーザ管理のための情報が格納されている
テーブルの関係の例

組織単位エントリには，組織階層を表現するために，上位組織を表すキーに上位組織を
表すカラムを格納します。最上位の組織の場合，上位組織を表すカラムには何も格納し
ません。例えば，図 3-6の「組織単位情報を格納するテーブル」で，営業 1課
（eigyou1）と営業 2課（eigyou2）は営業部に所属するので，上位組織を表すカラムに営
業部の組織単位（eigyou）を格納します。また，本社（honsya）は最上位組織なので，
上位組織には何も格納しません。

ユーザエントリには，ユーザが所属する組織単位の組織単位エントリの値を格納します。
これによって，ユーザとそのユーザが所属する組織単位を結び付けます。例えば，図 3-6
の「ユーザ管理のための情報が格納されているテーブル」で，ユーザ（taro）は eigyou1
に所属するので，eigyou1の組織単位エントリのキー値を格納します。eigyou1は，組織
階層で eigyouおよび honsyaに所属するので，eigyou1に所属するユーザ（taro）は，
eigyou1，eigyou，および honsyaの三つの組織に所属していると考えます。このため，
ユーザ（taro）のユーザエントリに格納した eigyou1の組織単位エントリのキー値を基
に，eigyou1，eigyou，および honsyaの三つの組織単位識別子が生成されます。同様に，
ユーザ（hanako）は eigyou2に所属するので，eigyou2，eigyou，および honsyaの三つ
の組織単位識別子が生成されます。

組織単位識別子はユーザが所属するすべての組織に対して生成されるため，上位組織の
honsyaや eigyouに設定したアクセス制御やパーソナライズを，下位組織の eigyou1や
eigyou2に所属するユーザに適用できます。
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3.3　共通情報の検討
共通情報とは，運用中の全ポータルサーバで共通の情報のことです。複数のポータル
サーバが存在する場合に共通情報を定義すると，全ポータルサーバでその情報を共通で
利用できるようになります。共通情報として定義できるのは，運用管理者が編集する次
の情報です。

• 標準画面レイアウト
ウェルカム画面やホーム画面のレイアウトの情報です。共通情報として定義しない場
合は，各ポータルサーバのポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）で管理
します。

• ポータル管理グループ
ポータルに登録された標準画面レイアウトやポートレットを利用したり変更したりす
る権限をどのユーザに与えるか管理するための情報です。共通情報として定義しない
場合は，各ポータルサーバのポータル管理グループ定義ファイル
（EmPowerment.xmlファイル）で管理します。

• ポートレットグループ
ポートレットグループの名称や階層関係の定義情報，およびポートレットの名称や所
属しているポートレットグループなどの登録情報です。共通情報として定義しない場
合は，各ポータルサーバのポータル管理グループ定義ファイル（EmPowerment.xml
ファイル）で管理します。

• Webコンテンツポートレットのパラメタ値
Webコンテンツポートレットの名称やパラメタ設定値の定義情報です。共通情報とし
て定義しない場合は，各ポータルサーバのパラメタ値保存ファイル
（ComponentParameters.xmlファイル）で管理します。

複数のポータルサーバが存在する場合にこれらの情報を共有する場合は，共通情報を定
義してください。なお，ポータルサーバを複数台で構成する場合，共通情報を設定する
ことを推奨します。また，標準画面レイアウト情報，ポータル管理グループ情報，ポー
トレットグループ情報，およびWebコンテンツポートレットのパラメタ値情報は，どれ
か一つだけを共通情報とすることはできません。共通情報を定義する場合は，四つとも
共通情報として設定されますのでご注意ください。

共通情報を使用する場合の前提条件
共通情報のリポジトリには DBを使用します。ディレクトリサーバは使用できませ
ん。
リポジトリの DBと，共通情報の関係を次の図に示します。
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図 3-7　DBと共通情報の関係

共通情報の更新時の処理
共通情報が格納されるリポジトリ（共通リポジトリ）は，別サーバから同時に更新
を要求されるおそれがあります。このとき単純に上書きすると，別のサーバで設定
した内容が消されてしまう場合があります。
これを回避するため，共通情報を利用する場合は更新時に排他制御が行われます。
排他制御の処理を次の図に示します。

図 3-8　共通リポジトリの更新時の排他制御

共通情報を更新した内容は，即時に各サーバに反映されるのではなく，使用する
ポータルサーバに利用者がログインしたタイミング，または更新処理をしようとし
たタイミングに，それぞれのサーバに反映されます。

共通情報で使用するリポジトリの設定については，「3.7　共通情報用 DBの設定」を参
照してください。
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3.4　リポジトリの検討
ユーザ管理情報や共通情報はリポジトリに格納されます。格納されたリポジトリ情報は，
ポータル利用時にリポジトリから取得されます。リポジトリには，ディレクトリサーバ
または DBが使用できます。リポジトリに格納できる情報を次の表に示します。

表 3-4　リポジトリに格納する情報と格納できるリポジトリの種類

（凡例）　○：格納できます。　－：格納できません。

リポジトリの使用例を次に示します。

●リポジトリとしてディレクトリサーバだけを使用する
すべての設定情報をディレクトリサーバに格納します。
ポータルの運用環境が次のような場合に，この使用方法を採用してください。
• ディレクトリ情報をほかのシステムでも活用する場合
• パーソナライズや標準画面レイアウトの追加・変更を頻繁に行わない場合
• 共通情報を使用しない場合

●リポジトリとしてディレクトリサーバと DBを使用する
ユーザ情報の一部の属性（パーソナライズ情報や役職情報など）をディレクトリサー
バから切り離して，DBに格納します。また，所属組織情報やグループ情報を DBに
格納できます。
ポータルの運用環境が次のような場合に，この使用方法を採用してください。
• 構築済みのディレクトリ情報をユーザ認証に使用できる場合
• パーソナライズや標準画面レイアウトの追加・変更を頻繁に行う場合
• ポータルサーバを複数台で構成し，共通情報を使用する場合

●リポジトリとして DBだけを使用する
すべての情報を DBに格納します。
ポータルの運用環境が次のような場合に，この使用方法を採用してください。
• ポータルシステム専用のリポジトリを構築する場合
• ポータルサーバを複数台で構成し，共通情報を使用する場合

ポータルの運用環境に応じて，どの方法を採用するか決定してください。

リポジトリを使用するための作業の詳細は，次の個所を参照してください。

• リポジトリとしてディレクトリサーバを使用するためのディレクトリサーバ側の設定
「3.5　ユーザ管理情報用リポジトリにディレクトリサーバを使用する場合の設定」

格納する情報 リポジトリの種類

ディレクトリサーバ DB

ユーザ管理情報 ○ ○

共通情報 － ○
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• リポジトリとして DBを使用するための DB側の設定
「3.6　ユーザ管理情報用リポジトリに DBを使用する場合の設定」，および「3.7　共
通情報用 DBの設定」
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3.5　ユーザ管理情報用リポジトリにディレクト
リサーバを使用する場合の設定

ユーザ管理情報用リポジトリとしてディレクトリサーバを使用するには，次の作業を行
います。

1. ディレクトリサーバの設置
uCosminexus Portal Frameworkを使用する環境でディレクトリサーバを使用してい
ない場合は，ディレクトリサーバを設置します。ディレクトリサーバを設置済みの場
合，この作業は不要です。

2. ディレクトリサーバでの設定
ディレクトリサーバにリポジトリ情報を格納するため，次の設定をします。
• uCosminexus Portal Framework専用の属性およびオブジェクトクラスの追加
• ユーザ情報の作成
• グループ情報の作成
• 組織単位情報の作成

ディレクトリサーバでの設定作業の詳細は，「3.5.1　ディレクトリサーバでの設定」
を参照してください。なお，Active Directoryを使用する場合は，「3.5.2　リポジト
リに Active Directoryを使用する場合の設定」を参照してください。

3.5.1　ディレクトリサーバでの設定
ディレクトリサーバにリポジトリ情報を格納する場合は，次の設定が必要になります。

• uCosminexus Portal Framework専用の属性およびオブジェクトクラスの追加
• ユーザ情報の作成
• グループ情報の作成
• 組織単位情報の作成

ここでは，Sun Java System Directory Serverを使用した場合の設定方法について説明
します。Active Directoryを使用する場合は，「3.5.2　リポジトリに Active Directoryを
使用する場合の設定」を参照してください。

（1） uCosminexus Portal Framework専用の属性およびオブジェクトクラスの
追加

uCosminexus Portal Frameworkは，ユーザが使用している標準画面レイアウト情報な
どのパーソナライズ情報や所属組織情報をディレクトリサーバのユーザエントリに保存
します。また，uCosminexus Portal Framework固有の組織単位識別子を参照してアク
セス制御を行います。そのため，アクセス制御やパーソナライズをする場合は，パーソ
ナライズ情報や組織単位識別子を格納するため，ディレクトリサーバに uCosminexus 
Portal Framework専用の属性およびオブジェクトクラスを追加する必要があります。た
だし，パーソナライズを行わない場合および組織単位識別子をアクセス制御に使用しな
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3.　リポジトリサーバの構築
い場合，追加する必要はありません。

ディレクトリサーバでの設定手順を次に示します。

1. スキーマの拡張
ディレクトリサーバに uCosminexus Portal Framework専用の属性およびオブジェク
トクラスを追加します。

2. オブジェクトクラスの追加
スキーマの拡張によって生成された属性を使用するために，ユーザエントリにオブ
ジェクトクラスを追加します。

（a）スキーマの拡張

スキーマの拡張は，LDIFファイル（hptlschema.ldif）を使用して設定します。

hptlschema.ldifファイルの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥ldap

スキーマの拡張には，ldapmodifyコマンドを使用します。ディレクトリサーバが起動し
ていることを確認し，hptlschema.ldifファイルを ldapmodifyコマンドでディレクトリ
サーバに登録してください。

ldapmodifyコマンドの構文例を以下に示します。

 
ldapmodify -h {ホスト名} -p {ポート番号} -D {管理用のバインドDN} -w {パス
ワード} -c -f hptlschema.ldif
 

LDIFファイルを使用してスキーマを拡張すると，次の属性およびオブジェクトクラスが
追加されます。

ディレクトリサーバに追加される属性を次の表に示します。

表 3-5　追加される属性

属性タグ名 OID 構文 説明

hptlPersonalizeInfo 1.2.392.200010.7.4.76 CIS uCosminexus Portal Frameworkのパーソ
ナライズ情報を格納します。

hptlDepartmentDN 1.2.392.200010.7.4.77 DN 所属する組織単位エントリの DNを格納し
ます。

hptlTitleOrder 1.2.392.200010.7.4.87 CIS 予約項目です。※

hptlDepartmentNam
e

1.2.392.200010.7.4.88 CIS 予約項目です。※

hptlDisplayOrder 1.2.392.200010.7.4.89 CIS 予約項目です。※
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注※　Groupmax Collaborationと連携する場合，Groupmax Collaborationが使用します。
Groupmax Collaborationと連携しない場合でも追加は必要です。

ディレクトリサーバに追加されるオブジェクトクラスを次の表に示します。

表 3-6　追加されるオブジェクトクラス

（b）オブジェクトクラスの追加

ポータルにログインするすべてのユーザエントリにオブジェクトクラス hptluserを追加
します。なお，この手順は，すでに構築済みのディレクトリサーバに uCosminexus 
Portal Framework専用の属性を追加して，追加した属性を使用する場合に必要な手順で
す。

hptluserをユーザエントリに追加するには，LDIF更新文を作成して ldapmodifyコマン
ドで追加します。

LDIF更新文の例を次に示します。

 
dn: uid=taro, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
changetype: modify
add: objectclass
objectclass: hptluser
 
dn: uid=hanako, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
changetype: modify
add: objectclass
objectclass: hptluser
 

hptlNickName 1.2.392.200010.7.4.90 CIS 予約項目です。※

hptlActualUid 1.2.392.200010.7.4.91 CES 予約項目です。※

オブジェクトクラ
ス名

（親オブジェクト
クラス）

OID 必
須
属
性

任意属性 説明

hptlUser
（Top）

1.2.392.200010.7.6.
22

な
し

• hptlPersonalizeInfo
• hptlDepartmentDN
• hptlTitleOrder
• hptlDisplayOrder
• hptlNickName
• hptlActualUid

uCosminexus Portal 
Frameworkを利用するユー
ザを表現するクラス（補助
クラス）。

hptlOrganization
alUnit
（Top）

1.2.392.200010.7.6.
23

な
し

• hptlDepartmentDN
• hptlDepartmentNa

me
• hptlDisplayOrder

uCosminexus Portal 
Frameworkを利用する組織
を表現するクラス（補助ク
ラス）。

属性タグ名 OID 構文 説明
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（2） ユーザ情報の作成

ユーザ情報で使用するユーザエントリを作成します。ユーザエントリには，ユーザ IDな
どのユーザを一意に識別する属性が必要です。一意に識別できる属性であれば，属性名
は任意に指定できます。なお，パスワードの属性を追加する場合に，パスワードを暗号
化したい場合は，「(5)　パスワードの暗号化」を参照してください。

ユーザエントリは次のどちらかの方法で作成します。

● LDIFファイルをインポートする
LDIFファイルを作成してディレクトリサーバにインポートします。
サンプルの LDIFファイルが次のディレクトリに格納されています。サンプルの
LDIFファイルの詳細については，「(6)　サンプル LDIFファイル」を参照してくださ
い。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥ldap

ディレクトリサーバへのインポート方法は，各ディレクトリサーバの操作方法に従っ
てください。

●ディレクトリサーバの管理画面から追加する
ディレクトリサーバが用意している管理画面からユーザエントリを追加できます。
ユーザ IDなどの必須属性およびパスワードを設定してください。また，パーソナラ
イズする場合は，オブジェクトクラスに hptlUserを追加してください。

（3） グループ情報の作成

アクセス制御やパーソナライズでグループ識別子を使用する場合は，グループ情報を作
成します。

グループ識別子を使用するには，グループエントリの uniqueMember属性に，そのグ
ループに所属するユーザの DNを格納します。ディレクトリサーバにグループエントリ
がない場合は，cn属性などを使用してグループエントリを作成してください。

サンプルの LDIFファイルを使用してグループ識別子を使用するための設定ができます。
サンプル LDIFファイルについては，「(6)　サンプル LDIFファイル」を参照してくださ
い。

（4） 組織単位情報の作成

アクセス制御やパーソナライズで組織単位識別子を使用する場合は，組織単位情報を作
成します。

組織単位識別子を使用するためには，次の設定をします。組織単位エントリがない場合
は，ou属性などを使用して組織単位エントリを作成してください。

• 組織単位エントリにオブジェクトクラス hptlorganizationalunitを追加する。
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• 組織単位エントリの属性 hptlDepartmentDNに上位の組織単位エントリの DNを格
納する。

• ユーザエントリの属性 hptlDepartmentDNにユーザが所属する組織単位の DNを格
納する。

サンプルの LDIFファイルを使用して組織単位識別子を使用するための設定ができます。
サンプル LDIFファイルについては，「(6)　サンプル LDIFファイル」を参照してくださ
い。

（5） パスワードの暗号化

ldifファイルを使用してパスワードを暗号化する場合は，統合ユーザ管理フレームワーク
の convpwコマンドを使用します。

convpwコマンドの詳細は，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リ
ファレンス　コマンド編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサー
バ　リファレンス　コマンド編」を参照してください。

なお，パスワードの暗号化方式は，uCosminexus Portal Frameworkとご使用のディレ
クトリサーバで一致している必要があります。

uCosminexus Portal Frameworkでサポートしている暗号化方式は，次の 3種類です。

• SHA-1
• MD5
• 平文

uCosminexus Portal Frameworkで使用する暗号化方式と，ご使用のディレクトリサー
バの暗号化方式が一致するように設定してください。特に，Sun Java System Directory 
Serverでは標準暗号方式に SSHAを採用していますが，uCosminexus Portal 
Frameworkでは SSHAはサポートしていません。Sun Java System Directory Server
をご使用になる場合は，Sun Java System Directory Server側の暗号化方式を SHA-1な
どに変更するようにしてください。

暗号化方式の設定については，次のマニュアルを参照してください。

•「Cosminexus　システム運用ガイド」
•「Cosminexus　運用管理操作ガイド」

（6） サンプル LDIFファイル

サンプルの LDIFファイルを使用してユーザ情報や組織単位情報の作成ができます。
uCosminexus Portal Frameworkでは，次の三つのサンプル LDIFファイルを提供して
います。

• hptlsample01.ldif

• hptlsample02.ldif
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• hptlsample03.ldif

作成する情報ごとにサンプル LDIFファイルの設定例を使用して，LDIFファイルを作成
してください。

サンプル LDIFファイル，および hptlschema.ldifファイルの格納ディレクトリを次に示
します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥ldap

作成する情報ごとに LDIFファイルの設定例を次に示します。

（a）ユーザ情報の作成

使用する LDIFファイル
hptlsample01.ldif

hptlsample01.ldifで追加する情報
• ユーザ情報

DN: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
追加するユーザ情報：taro, hanako

hptlsample01.ldifの設定例
dn: o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organization
o: HITACHI
 
dn: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
ou: PEOPLE
 
dn: uid=taro, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
objectclass: organizationalPerson
objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
uid: taro
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL5aSq6YOO
cn: Taro Hitachi
sn: Hitachi
givenname: Taro
title: Manager
ou: eigyou1
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 862-XXXX
userpassword: taro
 
dn: uid=hanako, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
objectclass: organizationalPerson
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objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
title: Chief Manager
uid: hanako
cn: Hanako Hitachi
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL6Iqx5a2Q
sn: Hitachi
givenname: Hanako
ou: eigyou
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 866-XXXX
userpassword: hanako
 

（b）組織単位情報の作成

使用する LDIFファイル
hptlsample02.ldif

hptlsample02.ldifで追加する情報
• ユーザ情報

DN: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
追加するユーザ情報：taro, hanako

• 組織単位情報
DN: ou=department, o=HITACHI, c=JP
追加する組織単位情報：honsya, eigyou, eigyou1, eigyou2

hptlsample02.ldifの設定例
dn: o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organization
o: HITACHI
 
dn: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
ou: PEOPLE
 
dn: uid=taro, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
objectclass: organizationalPerson
objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
uid: taro
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL5aSq6YOO
cn: Taro Hitachi
sn: Hitachi
givenname: Taro
title: Manager
ou: eigyou1
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 862-XXXX
userpassword: taro
hptlDepartmentDN: ou=eigyou1, ou=department, o=HITACHI, c=JP
 
dn: uid=hanako, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
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objectclass: organizationalPerson
objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
title: Chief Manager
uid: hanako
cn: Hanako Hitachi
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL6Iqx5a2Q
sn: Hitachi
givenname: Hanako
ou: eigyou
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 866-XXXX
userpassword: hanako
hptlDepartmentDN: ou=eigyou, ou=department, o=HITACHI, c=JP
 
dn: ou=department, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
ou: department
 
dn: ou=honsya, ou=department, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
objectclass: hptlorganizationalunit
ou: honsya
 
dn: ou=eigyou, ou=department, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
objectclass: hptlorganizationalunit
ou: eigyou
hptlDepartmentDN: ou=honsya, ou=department, o=HITACHI, c=JP
 
dn: ou=eigyou1, ou=department, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
objectclass: hptlorganizationalunit
ou: eigyou1
hptlDepartmentDN: ou=eigyou, ou=department, o=HITACHI, c=JP
 
dn: ou=eigyou2, ou=department, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
objectclass: hptlorganizationalunit
ou: eigyou2
hptlDepartmentDN: ou=eigyou, ou=department, o=HITACHI, c=JP

（c）グループ情報の作成

使用する LDIFファイル
hptlsample03.ldif

hptlsample03.ldifで追加する情報
• ユーザ情報

DN: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
追加するユーザ情報：taro,hanako

• グループ情報
DN: ou=group, o=HITACHI, c=JP
追加するグループ情報：chief, manager
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hptlsample03.ldifの設定例
dn: o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organization
o: HITACHI
 
dn: ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
ou: PEOPLE
 
dn: uid=taro, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
objectclass: organizationalPerson
objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
uid: taro
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL5aSq6YOO
cn: Taro Hitachi
sn: Hitachi
givenname: Taro
title: Manager
ou: eigyou1
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 862-XXXX
userpassword: taro
 
dn: uid=hanako, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: person
objectclass: organizationalPerson
objectclass: inetOrgPerson
objectclass: hptluser
title: Chief Manager
uid: hanako
cn: Hanako Hitachi
cn;lang-ja-jp:: 5pel56uL6Iqx5a2Q
sn: Hitachi
givenname: Hanako
ou: eigyou
telephonenumber: 8-65-XXXX
telephonenumber: +81 45 866-XXXX
userpassword: hanako
 
dn: ou=group, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: organizationalunit
ou: group
 
dn: cn=chief, ou=group, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: groupOfUniqueNames
cn: chief
uniquemember: uid=hanako, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
 
dn: cn=manager, ou=group, o=HITACHI, c=JP
objectclass: top
objectclass: groupOfUniqueNames
cn: manager
uniquemember: uid=taro, ou=PEOPLE, o=HITACHI, c=JP
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3.5.2　リポジトリに Active Directoryを使用する場合の設定
リポジトリに Active Directoryを使用する場合の設定について説明します。

リポジトリに Active Directoryを使用する場合は，Microsoft管理コンソール
（mmc.exe）を使用し，uCosminexus Portal Framework専用属性を追加します。

uCosminexus Portal Framework専用属性の追加は，次の手順で行います。

1. スキーマの設定
2. uCosminexus Portal Framework専用属性の追加

（1） スキーマの設定

Active Directoryでスキーマ修正ができるように設定を変更します。

1. Microsoft管理コンソールを起動し，［スナップインの追加と削除］で Active 
Directory スキーマを追加します。

2.［Active Directoryスキーマ］を右クリックして［操作マスタ］を選択します。
3.［このドメインコントローラでスキーマの修正が可能］をチェックして［OK］ボタン
をクリックします。

（2） uCosminexus Portal Framework専用属性の追加

Microsoft管理コンソールの［Active Directory スキーマ］で，次に示す属性を追加しま
す。

表 3-7　追加する属性

注※　大文字と小文字を区別しない文字列です。
ただし，表 3-7の情報を DBに格納する場合，またはアクセス制御やパーソナライズに使用しない
場合は，追加する必要はありません。

属性名 OID 構文 複数値 説明

hptlPersonalizeI
nfo

1.2.392.200010.7.4
.76

CIS
※

チェック
する

uCosminexus Portal Frameworkの
パーソナライズ情報を格納します。

hptlDepartment
DN

1.2.392.200010.7.4
.77

CIS
※

チェック
しない

所属する組織単位エントリの DNを
格納します。
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！！！！ 注意事項
 

Active Directoryを設定する場合は，次の点に注意してください。
• スキーマ拡張時の注意
スキーマ拡張時には uCosminexus Portal Framework添付の hptlschema.ldifを使用する
ことはできません。Microsoft管理ツールを使用し，「(1)　スキーマの設定」でスキーマ
の拡張を行ってください。

• グループを利用する際の注意
グループを利用してアクセス制御やパーソナライズをする場合，グループ名を表す属性は
「Unicode文字列」の属性を使用してください。
所属するグループを使用する場合，ユーザ情報に「distinguishedName」属性，および，
グループ情報に「上位グループを表すキー」項目を定義してください。
「distinguishedName」属性は，ユーザ定義項目の追加で次の値を設定してください。
　　項目名：distinguishedName
　　属性名：distinguishedName
　　格納時の型：DN型

• 統合ユーザ管理フレームワークの実行環境設定時の注意
JAASコンフィグレーションファイルの設定では，WebPasswordLDAPLoginModuleを
使用し，ユーザ属性には cnまたは sAMAccountNameを指定してください。ログイン ID
の属性名についても cnまたは sAMAccountNameを指定してください。この場合，cnに
は日本語を使用することはできません。また，sAMAccountNameを指定する場合，構成
情報のオブジェクトクラスを表すキー属性名を sAMAccountNameに指定してください。
なお，WebPasswordLDAPLoginModule以外を使用した場合はログインすることができ
ません。

• ou属性の値
ou属性の値には日本語を使用することはできません。
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3.6　ユーザ管理情報用リポジトリに DBを使用
する場合の設定

ユーザ管理情報用リポジトリとして DBを使用するには，次の作業を行います。

1. DBの設置
uCosminexus Portal Frameworkを使用する環境で DBを使用していない場合は，
DBを設置します。DBを設置済みの場合，この作業は不要です。

2. DBの容量およびグローバルバッファ面数の計算
必要な DBの容量およびグローバルバッファ面数を計算します。DBの容量計算につ
いては，「3.6.1　DBの容量計算」を参照してください。また，グローバルバッファ
面数の計算方法については，「3.6.2　グローバルバッファ面数の計算方法」を参照し
てください。

3. DBのセットアップ
DBにリポジトリ情報を格納するため，次の設定をします。
• ユーザ管理情報の設定（任意）
• パーソナライズ情報の設定（任意）

DBでの設定作業の詳細は，「3.6.3　DBのセットアップ」を参照してください。

3.6.1　DBの容量計算
ユーザ管理情報を格納する DBには，「3.2　ユーザ管理情報の検討」で決定した識別子
を含む任意のテーブルを作成します。ユーザ情報用のテーブルには識別子以外に任意の
列を追加することができます。

ユーザ情報のパーソナライズ情報については，uCosminexus Portal Frameworkで定め
られたテーブルを作成して必要な情報を格納します。ただし，ユーザ情報用のテーブル
にパーソナライズ情報用の列を追加し格納することもできます。

ここでは，DBを構築する際にパーソナライズ情報の容量を見積もるための，計算方法に
ついて説明します。パーソナライズ情報以外の情報については，作成するテーブルのレ
コード長から容量を算出してください。

（1） 容量計算をするための前提知識

容量計算をするときは，次の点に注意してください。

●見積もり容量は DB初期構築時および 50件のデータ登録時容量から算出しています。
計算方法の詳細は，HiRDBの場合は，マニュアル「スケーラブルデータベースサー
バ　HiRDB Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュ
アル「HiRDB Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」，Oracleの
場合は，Oracleのマニュアル，SQL Serverの場合は，SQL Serverのマニュアルを参
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3.　リポジトリサーバの構築
照してください。

● HiRDBの場合，RDエリアはセグメント単位で確保されます。このため，容量計算で
1セグメントに満たない場合でも，1セグメント分は確保してください。

（2） パーソナライズ情報の容量計算

パーソナライズ情報の容量計算について説明します。容量計算に必要となるパーソナラ
イズ情報のテーブル定義は，「3.6.3(2)　パーソナライズ情報の設定」を参照してくださ
い。

（a）テーブル容量

パーソナライズ情報用テーブルの容量を算出するために必要なデータを次の表に示しま
す。

表 3-8　パーソナライズ情報用テーブル容量

（b）インデクス容量

ユーザ情報のインデクス容量の計算に必要なデータを次の表に示します。

表 3-9　パーソナライズ情報用インデクス容量計算に必要なデータ

注※ 1　主キーに対するインデクスです。

（c） LOB容量

パーソナライズ情報の LOB容量の計算について説明します。LOB列に格納するデータ
の 1件当たりの容量の目安を次の表に示します。

表 3-10　共通情報用 LOB容量計算

（d）1利用者当たりのパーソナライズ情報領域の算出

パーソナライズ情報領域の算出方法について説明します。

項番 テーブル名称 容量（データ件数）

1 HPTLUSER システムに登録するユーザの最大数

項番 テーブル名称 インデクス名称 キー重複件数 ユニークイン
デクス

1 HPTLUSER (USERNAME)※ 1 システムに登録する
ユーザ最大数

○

項番 テーブル名称 LOB列 容量の目安（バイト／件）

1 HPTLUSER HPTLPERSONALIZEINF
O

「(d)1利用者当たりのパーソナライズ情報領域
の算出」を参照
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● パーソナライズ情報領域の算出式

表 3-11の項番 1～ 11から必要とする機能を選択して，1利用者当たりのパーソナライ
ズ情報の平均サイズを算出します。

算出式を次に示します。

1利用者当たりのパーソナライズ情報の平均サイズを求める式

1利用者当たりのパーソナライズ情報の平均サイズ※1＝
{Σ(必要な領域×発生個数)＋50}×パーソナライズ情報利用率※2×安全係数※3

注　Σは，表 3-11の項番 1～ 11で必要な機能の総和です。
注※ 1　DB格納時には zip形式で圧縮されたサイズになります。
注※ 2　パーソナライズ情報の利用率は，パーソナライズ情報を利用する確率です
（例：ポータルを 1,000人利用し 150人パーソナライズする場合，0.15を指定しま
す）。
注※ 3　1利用者当たりのパーソナライズ情報の平均サイズには，安全係数（例：算
出値の 1.2倍）を掛けておくことを推奨します。

パーソナライズ情報領域の算出に必要な，機能ごとの領域の算出表を次に示します。平
均的な利用方法を考慮して，各機能の領域を算出してください。

表 3-11　機能ごとの領域の算出表

項番 機能分類 機能名称 必要な領域（バイト）

1 パーソナライズ レイアウトカスタマイズ機
能※ 1

画面に表示するポートレット数
× 1,100（最大値）

2 ポートレット
（Webポートレット）

－ クッキーの平均登録個数×クッ
キーの平均サイズ※ 2

3 プロキシまたはベーシック
認証

最大ユーザ名称長＋最大パス
ワード長＋ 100

4 フォーム認証※ 3 URL長※ 4× 5＋平均フィール
ドサイズ×登録フィールド数＋
200

5 ポートレット
（分散ポートレット）

－ 最大ユーザ名称長＋最大パス
ワード長＋ 100

6 ポートレット
（アクセサリポートレッ
ト）

ナビゲーションメニュー
ポートレット

210,000＋ 3,600×ユーザが利
用できるレイアウト数
（Collaboration - Online 
Community Management連携
時はワークプレース数）

7 Information Viewポート
レット

640,000

8 メールポートレット 最大ユーザ名称長＋最大パス
ワード長＋ 50

9 iframeポートレット URL長※ 4＋ 50
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注※ 1　レイアウトをカスタマイズした画面を利用する場合です。
注※ 2　期限が有効なものを対象とします。クッキーの登録個数の最大は 20，クッキーの最大サイ
ズは 4,000です。
注※ 3　フォーム認証については，Multi Web Portletの場合は「7.8.2　登録（Webポートレット）」
を，Multi Web Portlet以外の場合は「10.2.4　フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）」
を参照してください。
注※ 4　URL長は，URLに指定する最大サイズを指定してください（例：400バイトなど）。
注※ 5　最大値は 60文字（120バイト）に設定されています。標準提供のものを利用する場合は，
120として数えてください。
注※ 6　「setCustomizeInfoメソッド」を使用しパーソナライズ情報の書き込みをした場合です。日
立 APIポートレット開発者に，パーソナライズ情報を利用できるかどうかおよび必要な領域サイズ
を確認してください。「setCustomizeInfoメソッド」については，マニュアル「uCosminexus 
Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

● パーソナライズ情報領域の算出例

パーソナライズ情報の 1利用者当たりの平均サイズ算出例を示します。次の機能を利用
する場合の算出例について説明します。

表 3-12　パーソナライズ情報領域の算出例

注※　レイアウトをカスタマイズした画面を利用する場合です。

10 リンクポートレット （URL長※ 4，※ 5＋リンクの説

明文※ 5＋ 10）×最大リンク数
＋リンクポートレットの最大タ
イトル長※ 5

11 開発した日立 APIポートレット パーソナライズ情報を使用した
場合※ 6

項番 機能分類 機能名称 算出例

1 パーソナライズ レイアウトカス
タマイズ機能※

• 画面に表示する，平均的なポートレット数：20個
（最大 50個）

• 画面に表示できる最大数：1,100
1,100× 20＝ 22,000バイト

2 ポートレット
（アクセサリポー
トレット）

リンクポート
レット

リンクポートレットは 1利用者につき，2個利用する
ものとします。
• 平均 URL長：100バイト（最大 120バイト）
• 平均的なリンクの説明文：100バイト（最大 120バ
イト）

• 平均的なリンクポートレットの最大タイトル長：
50バイト（最大 120バイト）

• 平均的な最大リンク数：10個
（(100＋ 100＋ 10)× 10＋ 50）× 2＝ 4,300バイ
ト

項番 機能分類 機能名称 必要な領域（バイト）
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3.　リポジトリサーバの構築
パーソナライズ情報利用率
0.15（1,000人中150人が利用する場合）

安全係数
1.2

パーソナライズ情報の 1利用者当たりの平均サイズ
{(22,000バイト＋4,300バイト＋50バイト)×0.15}×1.2
＝4,743バイト

（e）DBに格納される全パーソナライズ情報の容量計算

パーソナライズ情報を格納するテーブル，RDエリア，および HiRDBファイルシステム
領域の容量計算について説明します。

● テーブルの行数

パーソナライズ情報用テーブルの容量を算出する計算式を次の表に示します。

表 3-13　パーソナライズ情報用テーブルの容量

3.6.2　グローバルバッファ面数の計算方法
グローバルバッファとは，HiRDBのディスク上の RDエリアに格納されているデータを
入出力するためのバッファのことで，共用メモリ上に確保されます。RDエリアまたはイ
ンデクスには，必ずグローバルバッファを割り当てます。グローバルバッファを割り当
てることで，検索などの処理時間を短縮できます。

ここでは，ユーザ管理情報で使用する RDエリアに割り当てるグローバルバッファ面数
の計算方法について説明します。

グローバルバッファ面数の計算方法は，DBの構成状況やオプションの内容などの条件に
よって異なります。RDエリアごとに用意しているパラメタを使用し，該当する条件の計
算方法を用いて算出してください。なお，グローバルバッファおよびグローバルバッ
ファのオプションについては，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB 
Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュアル「HiRDB 
Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」を参照してください。

RDエリアごとに用意しているパラメタの目安を次の表に示します。

項番 テーブル（LOB列）名称 行数

1 HPTLUSER システムを利用するユーザの最大数

2 LOB列
（HPTLPERSONALIZEINFO）

システムを利用するユーザの最大数
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表 3-14　RDエリアごとの計算用パラメタ

注※ 1　RDPINFOはユーザ管理情報のテーブルを格納する RDエリアです。
注※ 2　LOBPINFOはユーザ情報のパーソナライズ情報を格納する LOB列の RDエリアです。
注※ 3　同時実行ユーザ数は，「APサーバ台数× DB Connectorで設定するコネクションプールの
最大数」で算出された値を指定してください。

3.6.3　DBのセットアップ
リポジトリに DBを使用する場合，次の設定が必要です。

• ユーザ管理情報の設定（任意）
「3.2　ユーザ管理情報の検討」で検討した情報を DBに登録します。ユーザ情報には，
ユーザ IDなどのユーザを一意に識別する属性が必要です。一意に識別できる属性で
あれば，属性名は任意に指定できます。

• パーソナライズ情報の設定（任意）
「3.6.1(2)　パーソナライズ情報の容量計算」で算出した容量を基に，パーソナライズ
情報を格納するテーブルなどを作成します。設定方法の詳細は，「(2)　パーソナライ
ズ情報の設定」を参照してください。

リポジトリに DBを使用する場合の前提事項，およびパーソナライズ情報の設定方法の
詳細を，次に説明します。

（1） リポジトリに DBを使用する場合の前提事項

uCosminexus Portal Frameworkでリポジトリに DBを使用する場合に，前提として
知っておいていただきたい事項を次に示します。

●検索キーになる項目
• ユーザ情報の場合
ログインするユーザのユーザ ID（文字列型）となります。ユーザ識別子です。

• グループ情報の場合
グループ名（文字列型）となります。グループ識別子です。

• 組織単位情報の場合
所属組織（文字列型）となります。組織単位識別子です。

●データ型
文字列型およびバイナリ型を使用できます。バイナリ型とは，Javaでの byte型配列

RDエリア名 同時に発生する SQLの
処理要求数

１ SQLで使用す
るページ数（目

安）

１トランザクション内
の平均同時アクセス表

数

RDPINFO 1×同時実行ユーザ数※
3

3 1

LOBPINFO 1×同時実行ユーザ数※
3

6 1
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で格納されているデータのことです。

● NULLの扱い
NULL値は，該当する項目が値を持たないものとみなされます。

●データベース名（SQL Serverの場合）
SQL Serverの場合，作成する DBのデータベース名は，PORTAL_DATABASEとし
てください。

（2） パーソナライズ情報の設定

パーソナライズ情報の格納領域は，次の図に示すように，HiRDBまたは Oracleの場合
は BLOB型，SQL Serverの場合は VARBINARY型で作成します。

図 3-9　BLOB型および VARBINARY型のパーソナライズ情報の格納領域

DBのテーブルには，ユーザ ID，およびパーソナライズ情報のカラムの指定が必要です。
パーソナライズ情報を格納するカラムサイズの算出方法については，「3.6.1(2)　パーソ
ナライズ情報の容量計算」を参照してください。

表 3-15　最低限必要な DBのテーブル定義情報

また，BLOB型または VARBINARY型のパーソナライズ情報を構築するために，次の内
容を定義します。

• ユーザ LOB用 RDエリアの定義
• インデクスの作成（インデクスを作成する場合）

それぞれの詳細，および各イベントで発行する SQL情報について説明します。

（a）ユーザ LOB用 RDエリアの定義

HiRDBの場合，パーソナライズ情報を格納するためのユーザ LOB用 RDエリアを作成
します。ポータルの全利用者が 100人の場合のパーソナライズ情報の定義例を次に示し

情報名称 カラム名

ユーザ ID USERNAME

パーソナライズ情報 HPTLPERSONALIZEINFO
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ます。

RDエリア定義形式の詳細は，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB 
Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュアル「HiRDB 
Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」を参照してください。

create rdarea RDAREA01
   for LOB used by BLOB
   page 8192 characters
   storage control segment 1 pages
   file name "D:¥hirdb¥rdarea¥area01¥rdarea01"
   initial 40 segments;

（b）インデクスの作成

DBにインデクスを作成する場合，ユーザ IDをキーに指定してください。インデクスの
作成方法については，HiRDBの場合は，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ
　HiRDB Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュアル
「HiRDB Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」，Oracleの場合は，
Oracleのマニュアル，SQL Serverの場合は，SQL Serverのマニュアルを参照してくだ
さい。
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3.7　共通情報用 DBの設定

共通情報用 DBを使用するには，次の作業を行います。

1. DBの設置
uCosminexus Portal Frameworkを使用する環境で DBを使用していない場合は，
DBを設置します。DBを設置済みの場合，この作業は不要です。

2. DBの容量およびグローバルバッファ面数の計算
共通情報を設定するために，必要な DBの容量およびグローバルバッファ面数を計算
します。DBの容量計算については，「3.7.1　共通情報の容量計算」を参照してくだ
さい。また，グローバルバッファ面数の計算方法については，「3.7.2　共通情報のグ
ローバルバッファ面数の計算方法」を参照してください。

3. DBでの設定
DBに共通情報の設定を行います。DBでの設定作業の詳細は，HiRDBの場合は，
「3.7.3　DBのセットアップ（HiRDBの場合）」，Oracleの場合は「3.7.4　DBのセッ
トアップ（Oracleの場合）」，SQL Serverの場合は「3.7.5　DBのセットアップ
（SQL Serverの場合）」を参照してください。

3.7.1　共通情報の容量計算
共通情報は，uCosminexus Portal Frameworkで定められたテーブルを作成して必要な
情報を格納します。

ここでは，DBを構築する際に共通情報の容量を見積もるための，計算方法について説明
します。

（1） 容量計算をするための前提知識

容量計算をするときは，次の点に注意してください。

●見積もり容量は DB初期構築時および 50件のデータ登録時容量から算出しています。
計算方法の詳細は，HiRDBの場合は，マニュアル「スケーラブルデータベースサー
バ　HiRDB Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュ
アル「HiRDB Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」，Oracleの
場合は，Oracleのマニュアル，SQL Serverの場合は，SQL Serverのマニュアルを参
照してください。

● LOB列は，テーブルとは別の領域に格納されます。このため，テーブルの容量には
LOB列を含まないものとして容量を計算しています。

● HiRDBの場合は，RDエリアはセグメント単位で確保されます。このため，容量計算
で 1セグメントに満たない場合でも，1セグメント分は確保してください。
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（2） 共通情報の容量計算

ここでは，共通情報のデータ件数の算出方法を記述しています。各 DBのテーブル定義
に記述しているレコード長を使用して，共通情報の容量を計算してください。共通情報
のテーブル定義は，HiRDBの場合は「3.7.3　DBのセットアップ（HiRDBの場合）」
を，Oracleの場合は「3.7.4　DBのセットアップ（Oracleの場合）」を，SQL Serverを
使用する場合は「3.7.5　DBのセットアップ（SQL Serverの場合）」を参照してくださ
い。

なお，Collaboration - Online Community Managementを使用する場合は，マニュアル
「Collaboration　導入ガイド」を参照してください。

（a）テーブル容量

共通情報用テーブルの容量を算出するために必要なデータを次の表に示します。

表 3-16　共通情報用テーブル容量

注※ 1　HTML，CTHML，HDMLの最大 3種類です。
注※ 2　強制表示の設定（jp.co.hitachi.soft.portal. portlets.forceportlet.supports）を行っている場
合は 1，行わない場合は 0としてください。

（b）インデクス容量

共通情報のインデクス容量の計算に必要なデータを次の表に示します。

項番 テーブル名称 容量（データ件数）

1 FILECONTENT システムに登録するレイアウトの最大数×（デバイス数※ 1

＋強制表示の設定有無※ 2）

2 PORTLET_ARRANGE システムに登録する拡張レイアウトの最大数×拡張レイア
ウト内のエリア数の平均×エリアに配置するポートレット
数の平均

3 PORTAL_GROUP システムに登録するポータル管理グループの最大数

4 PORTAL_LAYOUT ポータル管理グループで使用されるレイアウトの最大数の
合計値

5 PORTAL_PORTLET ポータル管理グループで使用されるポートレットの最大数
の合計値

6 PORTAL_CREATEID 1

7 PORTAL_UPDATEID 1

8 PORTLET_GROUP システムに登録するポートレットグループの最大数

9 PORTLET_ENTRY 各ポートレットグループに登録するポートレットの数の合
計値

10 COMPONENT_PORTLET システムに登録するWebコンテンツポートレットの最大数
×（20＋アクセスサイトの平均数× 100＋インポートす
るテンプレートの数の平均）
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3.　リポジトリサーバの構築
表 3-17　共通情報用インデクス容量計算に必要なデータ

項
番

テーブル名称 インデクス名称 キー重複件数 ユニークイ
ンデクス

1 FILECONTENT (FILENAME) ※ 3 システムに登録す
るレイアウトの最
大数×（デバイス
数※ 1＋強制表示
の設定有無※ 2）

○

FILECONTENT_INDX1 システムに登録す
るレイアウトの最
大数

×

FILECONTENT_INDX2 2 ×

2 PORTLET_ARRANGE PORTLET_ARRANGE_INDX1 システムに登録す
る拡張レイアウト
の最大数

×

PORTLET_ARRANGE_INDX2 システムに登録す
る全ての拡張レイ
アウトのエリア数
の最大数

×

PORTLET_ARRANGE_INDX3 システムに登録す
る全ての拡張レイ
アウトに配置する
ポートレットの最
大数

×

PORTLET_ARRANGE_INDX4 システムに登録す
る拡張レイアウト
の最大数

×

PORTLET_ARRANGE_INDX5 2 ×

3 PORTAL_GROUP (PORTALGROUPNAME) ※ 3 システムに登録す
るポータル管理グ
ループの最大数

○

PORTAL_GROUP_INDX1 システムに登録す
るコミュニティの
最大数

×

PORTAL_GROUP_INDX2 システムに登録す
るポータル管理グ
ループの最大数

×

PORTAL_GROUP_INDX3 2 ×

4 PORTAL_ LAYOUT (ENTRYID) ※ 3 ポータル管理グ
ループで使用され
るレイアウトの最
大数の合計値

○

PORTAL_LAYOUT_INDX1 システムに登録す
るポータル管理グ
ループの最大数

×
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3.　リポジトリサーバの構築
PORTAL_LAYOUT_INDX3 ポータル管理グ
ループで使用され
るレイアウトの最
大数の合計値

×

PORTAL_LAYOUT_INDX4 3 ×

PORTAL_LAYOUT_INDX5 2 ×

5 PORTAL_PORTLET (ENTRYID) ※ 3 ポータル管理グ
ループで使用され
るポートレットの
最大数の合計値

○

PORTAL_PORTLET_INDX1 システムに登録す
るポータル管理グ
ループの最大数

×

PORTAL_PORTLET_INDX3 ポータル管理グ
ループで使用され
るレイアウトの最
大数の合計値

×

PORTAL_PORTLET_INDX4 3 ×

PORTAL_PORTLET_INDX5 2 ×

6 PORTLET_GROUP (PORTLETGROUPNAME) ※ 3 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

○

PORTLET_GROUP_INDX1 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

×

PORTLET_GROUP_INDX2 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

×

PORTLET_GROUP_INDX3 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

×

PORTLET_GROUP_INDX4 2 ×

7 PORTLET_ENTRY (ENTRYID) ※ 3 各ポートレットグ
ループに登録する
ポートレットの数
の合計値

○

PORTLET_ENTRY_INDX1 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

×

PORTLET_ENTRY_INDX2 システムに登録す
るポートレットグ
ループの最大数

×

PORTLET_ENTRY_INDX3 2 ×

項
番

テーブル名称 インデクス名称 キー重複件数 ユニークイ
ンデクス
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3.　リポジトリサーバの構築
注※ 1　HTML，CTHML，HDMLの最大 3種類です。
注※ 2　強制表示の設定（jp.co.hitachi.soft.portal. portlets.forceportlet.supports）を行っている場
合は 1，行わない場合は 0としてください。
注※ 3　主キーに対するインデクスです。

（c） LOB容量

共通情報の LOB容量の計算について説明します。LOB列に格納するデータの 1件当た
りの容量の目安を次の表に示します。

表 3-18　共通情報用 LOB容量計算

8 COMPONENT_PORTL
ET

COMPONENT_PORTLET_IN
DX1

システムに登録す
るWebコンテン
ツポートレットの
最大数

×

COMPONENT_PORTLET_IN
DX2

システムに登録す
るWebコンテン
ツポートレットの
最大数×（20＋
アクセスサイトの
平均数× 100＋イ
ンポートするテン
プレートの数の平
均）

×

COMPONENT_PORTLET_IN
DX3

2 ×

項番 テーブル名称 LOB列 容量の目安（バイト／件）

1 FILECONTEN
T

FILECONTENT ポートレット配置情報ファイルの
サイズ※ 1

2 PORTAL_GRO
UP

PORTALGROUP
TITLES

ポータル管理グループの日本語以
外のタイトル× 450＋ 120

ALLOWLISTCO
NTROL

１つのポータル管理グループに設
定する管理者条件の数× 400＋
256

ALLOWLISTUS
E

１つのポータル管理グループに設
定する利用者条件の数× 400＋
256

3 PORTAL_LAY
OUT

ENTRYPARAME
TER

400

ENTRYTITLES レイアウトの日本語以外のタイト
ル× 450＋ 120

4 PORTAL_POR
TLET

ENTRYPARAME
TER

（ポートレットパラメタのサイズ
＋ 20）×パラメタの数＋ 160

項
番

テーブル名称 インデクス名称 キー重複件数 ユニークイ
ンデクス
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3.　リポジトリサーバの構築
注※ 1　標準的なポートレット配置情報ファイルのサイズは 1KBです。

3.7.2　共通情報のグローバルバッファ面数の計算方法
ここでは，共通情報で使用する RDエリアに割り当てるグローバルバッファ面数の計算
方法について説明します。

グローバルバッファ面数の計算方法は，DBの構成状況やオプションの内容などの条件に
よって異なります。RDエリアごとに用意しているパラメタを使用し，該当する条件の計
算方法を用いて算出してください。なお，グローバルバッファおよびグローバルバッ
ファのオプションについては，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB 
Version 8　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」またはマニュアル「HiRDB 
Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）」を参照してください。

RDエリアごとに用意しているパラメタの目安を次の表に示します。

表 3-19　RDエリアごとの計算用パラメタ

ENTRYTITLES ポートレットの日本語以外のタイ
トル× 450＋ 120

5 PORTLET_GR
OUP

PORTLETGROU
PTITLES

ポートレットグループのタイトル
数× 260＋ 80

PORTLETGROU
PDESCS

ポートレットグループの説明文数
× 260＋ 80

RDエリア名 同時に発生する SQLの
処理要求数

１ SQLで使用す
るページ数（目

安）

１トランザクション内
の平均同時アクセス表

数

RDPFC 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPFC 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

RDARRANGE 1×同時実行ユーザ数※ 3 1

RDPORTAL 1×同時実行ユーザ数※ 6 5

LOBPORTAL1 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL2 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL3 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL4 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL5 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL6 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

LOBPORTAL7 1×同時実行ユーザ数※ 6 1

項番 テーブル名称 LOB列 容量の目安（バイト／件）
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3.　リポジトリサーバの構築
注※　同時実行ユーザ数は，「APサーバ台数× DB Connectorで設定するコネクションプールの最
大数」で算出された値を指定してください。

3.7.3　DBのセットアップ（HiRDBの場合）
DBにテーブル，インデクス，および RDエリアを作成します。

（1） 作成するテーブル，インデクスおよび RDエリア

次のテーブル，インデクスおよび RDエリアを作成します。

（a）テーブル

●テーブル名：FILECONTENT
標準画面レイアウト情報を格納するテーブルです。FILECONTENTテーブルの内容
を次の表に示します。

表 3-20　FILECONTENTテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。

●テーブル名：PORTLET_ARRANGE
DBにポートレット表示属性を保存する場合，レイアウトのエリアごとポートレット
単位にポートレット表示属性を管理するテーブルです。レイアウト形式で拡張レイア
ウト形式を選択するときにだけ必要です。
PORTLET_ARRANGEテーブルの内容を次の表に示します。

RDPORTLETGROUP 1×同時実行ユーザ数※ 3 1

RDLOBPG1 1×同時実行ユーザ数※ 3 1

RDLOBPG2 1×同時実行ユーザ数※ 3 1

RDCOMPONENTPORTLE
T

1×同時実行ユーザ数※ 6 1

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 FILENAME VARCHAR 256 － 主キー

2 FILECONTENT BLOB 64,000 － －

3 FILEUPDATECD VARCHAR 20 － －

4 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

RDエリア名 同時に発生する SQLの
処理要求数

１ SQLで使用す
るページ数（目

安）

１トランザクション内
の平均同時アクセス表

数
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3.　リポジトリサーバの構築
表 3-21　PORTLET_ARRANGEテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_GROUP
ポータル管理グループの情報を格納するテーブルです。PORTAL_GROUPテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-22　PORTAL_GROUPテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_LAYOUT
ポータル管理グループで管理する標準画面レイアウトの情報を格納するテーブルです。
PORTAL_LAYOUTテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-23　PORTAL_LAYOUTテーブルの内容

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 LAYOUTID MVARCHAR 64 NN －

2 AREAID MVARCHAR 64 NN －

3 PORTLETNAME MVARCHAR 64 NN －

4 PARAMNAME MVARCHAR 255 NN －

5 PARAMVALUE MVARCHAR 255 NN －

6 UPDATECD MVARCHAR 20 － －

7 DELETEFLG MVARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR 20 － －

3 COMMUNITYID VARCHAR 40 － －

4 PORTALGROUPTITLE MVARCHAR 256 NN －

5 PORTALGROUPDESC MVARCHAR 600 － －

6 PORTALGROUPTITLES BLOB 12,000 － －

7 ALLOWLISTCONTROL BLOB 64,000 － －

8 ALLOWLISTUSE BLOB 64,000 － －

9 GROUPUPDATECD VARCHAR 20 － －

10 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR 20 NN 主キー
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。 　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_PORTLET
ポータル管理グループで管理するポートレットの情報を格納するテーブルです。
PORTAL_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-24　PORTAL_PORTLETテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_CREATEID
各テーブルの主キーを一意に採番するテーブルです。PORTAL_CREATEIDテーブル

3 LOCATION VARCHAR 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR 20 － －

5 ENTRYNAME VARCHAR 80 NN －

6 ENTRYTITLE MVARCHAR 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR 80 － －

8 ENTRYDESC MVARCHAR 600 － －

9 ENTRYPARAMETER BLOB 64,000 － －

10 ENTRYTITLES BLOB 12,000 － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR 20 － －

13 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR 20 NN 主キー

3 LOCATION VARCHAR 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR 20 － －

5 ENTRYNAME VARCHAR 80 NN －

6 ENTRYTITLE MVARCHAR 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR 80 － －

8 ENTRYDESC MVARCHAR 600 － －

9 ENTRYPARAMETER BLOB 64,000 － －

10 ENTRYTITLES BLOB 12,000 － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR 20 － －

13 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
の内容を次の表に示します。

表 3-25　PORTAL_CREATEIDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_UPDATED
データの更新コードを一意に採番するテーブルです。PORTAL_UPDATEDテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-26　PORTAL_UPDATEDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_GROUP
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレットグループ情報を管理
するテーブルです。
PORTLET_GROUPテーブルは，1グループを 1レコードで管理します。1グループ
のレコードは，上位ポートレットグループのポートレットグループ IDを保持するこ
とで，階層構造になっています。
PORTLET_GROUPテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-27　PORTLET_GROUPテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_ENTRY
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレット情報を管理するテー
ブルです。

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 CREATEID VARCHAR 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 UPDATEID VARCHAR 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETGROUPNAME VARCHAR 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR 20 － －

3 PORTLETGROUPTITLES BLOB 12000 － －

4 PORTLETGROUPDESCS BLOB 12000 － －

5 PARENTPORTLETGROUP VARCHAR 20 － －

6 GROUPUPDATECD VARCHAR 20 － －

7 DELETEFLG VARCHAR 1 － －
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PORTLET_ENTRYテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-28　PORTLET_ENTRYテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：COMPONENT_PORTLET
Webコンテンツポートレットのパラメタ値を保存するテーブルです。
COMPONENT_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-29　COMPONENT_PORTLETテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

（b）インデクス

作成するインデクスを次の表に示します。

表 3-30　作成するインデクス

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 ENTRYID VARCHAR 20 NN 主キー

2 ENTRYNAME VARCHAR 80 NN －

3 PORTLETGROUPNAME VARCHAR 20 NN －

4 ENTRYUPDATECD VARCHAR 20 － －

5 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETNAME VARCHAR 32 NN －

2 ID VARCHAR 128 NN －

3 PARAMVALUE VARCHAR 4000 － －

4 UPDATECD VARCHAR 32 NN －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考

FILECONTENT_INDX1 FILECONTENT FILEUPDATECD －

FILECONTENT_INDX2 DELETEFLG －

PORTLET_ARRANGE_INDX1 PORTLET_ARRANG
E

LAYOUTID －

PORTLET_ARRANGE_INDX2 AREAID －

PORTLET_ARRANGE_INDX3 PORTLETNAME －

PORTLET_ARRANGE_INDX4 UPDATECD －

PORTLET_ARRANGE_INDX5 DELETEFLG －
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（凡例）　－：該当しません。

（c）RDエリア

作成する RDエリアを次の表に示します。

！！！！ 注意事項
 

ここで示している RDエリアの定義は最低限の動作を保証するものです。RDエリアの配置
は性能を考慮して設計してください。

PORTAL_GROUP_INDX1 PORTAL_GROUP COMMUNITYID －

PORTAL_GROUP_INDX2 GROUPUPDATECD －

PORTAL_GROUP_INDX3 DELETEFLG －

PORTAL_LAYOUT_INDX1 PORTAL_LAYOUT PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_LAYOUT_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_LAYOUT_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_LAYOUT_INDX5 DELETEFLG －

PORTAL_PORTLET_INDX1 PORTAL_PORTLET PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_PORTLET_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_PORTLET_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_PORTLET_INDX5 DELETEFLG －

PORTLET_GROUP_INDX1 PORTLET_GROUP LOCATION －

PORTLET_GROUP_INDX2 PARENTPORTLETGR
OUP

－

PORTLET_GROUP_INDX3 GROUPUPDATECD －

PORTLET_GROUP_INDX4 DELETEFLG －

PORTLET_ENTRY_INDX1 PORTLET_ENTRY PORTLETGROUPNA
ME

－

PORTLET_ENTRY_INDX2 ENTRYUPDATECD －

PORTLET_ENTRY_INDX3 DELETEFLG －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX1

COMPONENT_PORT
LET

PORTLETNAME －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX2

ID －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX3

UPDATECD －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考
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表 3-31　作成する RDエリア

注※　RDエリアの名称は，表のとおりである必要はありません。表とは別の名称を使用する場合

種別 名称※ 用途

ユーザ用 RD
エリア

RDPFC テーブル「FILECONTENT」およびテーブルに設定するす
べてのインデクスを格納するための領域です。ただし，テー
ブルの BLOBのデータはユーザ LOB用 RDエリアに格納
します。

RDARRANGE テーブル「PORTLET_ARRANGE」およびテーブルに設定
するすべてのインデクスを格納するための領域です。

RDPORTAL テーブル「PORTAL_GROUP」，「PORTAL_LAYOUT」，
「PORTAL_PORTLET」，「PORTAL_CREATEID」，および
これらのテーブルに設定するすべてのインデクスを格納する
ための領域です。ただし，各テーブルの BLOBのデータは
ユーザ LOB用 RDエリアに格納します。

RDPORTLETGROUP テーブル「PORTLET_GROUP」，「PORTLET_ENTRY」
およびこれらのテーブルに設定するすべてのインデクスを格
納するための領域です。

ユーザ LOB
用 RDエリ
ア

LOBPFC テーブル「FILECONTENT」のカラム「FILECONTENT」
を格納するための BLOB領域です。

LOBPORTAL1 テーブル「PORTAL_GROUP」のカラム
「PORTALGROUPTITLES」を格納するための BLOB領域
です。

LOBPORTAL2 テーブル「PORTAL_GROUP」のカラム
「ALLOWLISTCONTROL」を格納するための BLOB領域
です。

LOBPORTAL3 テーブル「PORTAL_GROUP」のカラム
「ALLOWLISTUSE」を格納するための BLOB領域です。

LOBPORTAL4 テーブル「PORTAL_LAYOUT」のカラム
「ENTRYPARAMETER」を格納するための BLOB領域で
す。

LOBPORTAL5 テーブル「PORTAL_LAYOUT」のカラム
「ENTRYTITLES」を格納するための BLOB領域です。

LOBPORTAL6 テーブル「PORTAL_PORTLET」のカラム
「ENTRYPARAMETER」を格納するための BLOB領域で
す。

LOBPORTAL7 テーブル「PORTAL_PORTLET」のカラム
「ENTRYTITLES」を格納するための BLOB領域です。

RDLOBPG1 テーブル「PORTLET_GROUP」のカラム
「PORTLETGROUPTITLES」を格納するための BLOB領
域です。

RDLOBPG2 テーブル「PORTLET_GROUP」のカラム
「PORTLETGROUPDESCS」を格納するための BLOB領
域です。
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3.　リポジトリサーバの構築
は，create.sqlファイルを編集して作成先 RDエリア名を変更してから RDエリアを作成してくださ
い。

create.sqlファイルの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

（2） テーブルの作成

コマンドプロンプトでサンプルの SQLファイル（create.sqlおよび dataload_id.sql）を
実行して，テーブル，インデクス，および初期データ IDを作成します。

• HiRDB SQL Executerを使用した場合の実行例

 
set pduser={DBユーザ名}/{パスワード}
pdsql < create.sql
pdsql < dataload_id.sql
 

• データベース定義ユティリティ（pddef）を使用した場合の実行例

 
set pduser={DBユーザ名}/{パスワード}
pddef < create.sql
pdload PORTAL_CREATEID c:¥temp¥dataload
pdload PORTAL_UPDATEID c:¥temp¥dataload
 
dataloadの内容
source c:¥temp¥dataload id
 
dataload idの内容
'100'
 

（3） データの登録

作成したテーブルに，データを登録します。データの登録手順を次に示します。

1. dataload_tool.propertiesファイルを編集します。
dataload_tool.propertiesファイルの詳細は，「10.1.5　dataload_tool.propertiesの詳
細」を参照してください。

2. テーブルにデータを格納します。
コマンドプロンプトで dataload_tool.batファイルを実行してテーブルへのデータ登
録をしてください。
dataload_tool.batファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb
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3.　リポジトリサーバの構築
　
コマンドの実行例を次に示します。
 
dataload_tool.bat {DBユーザ名} {パスワード}

DBユーザ名
移行処理を行う DBのユーザ名を指定します。「"」や「'」がある場合は「¥"」や
「¥'」に置き換えてください。

パスワード
DBユーザ名に指定したユーザ名に対応するパスワードを指定します。「"」や
「'」がある場合は「¥"」や「¥'」に置き換えてください。

3.7.4　DBのセットアップ（Oracleの場合）
DBにテーブル，およびインデクスを作成します。

（1） 作成するテーブル，およびインデクス

次のテーブル，およびインデクスを作成します。

（a）テーブル

●テーブル名：FILECONTENT
標準画面レイアウト情報を格納するテーブルです。FILECONTENTテーブルの内容
を次の表に示します。

表 3-32　FILECONTENTテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。

●テーブル名：PORTLET_ARRANGE
DBにポートレット表示属性を保存する場合，レイアウトのエリアごとポートレット
単位にポートレット表示属性を管理するテーブルです。レイアウト形式で拡張レイア
ウト形式を選択するときにだけ必要です。
PORTLET_ARRANGEテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-33　PORTLET_ARRANGEテーブルの内容

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 FILENAME VARCHAR2 256 － 主キー

2 FILECONTENT BLOB 64,000 － －

3 FILEUPDATECD VARCHAR2 20 － －

4 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 LAYOUTID VARCHAR2 64 NN －
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_GROUP
ポータル管理グループの情報を格納するテーブルです。PORTAL_GROUPテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-34　PORTAL_GROUPテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_LAYOUT
ポータル管理グループで管理する標準画面レイアウトの情報を格納するテーブルです。
PORTAL_LAYOUTテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-35　PORTAL_LAYOUTテーブルの内容

2 AREAID VARCHAR2 64 NN －

3 PORTLETNAME VARCHAR2 64 NN －

4 PARAMNAME VARCHAR2 255 NN －

5 PARAMVALUE VARCHAR2 255 NN －

6 UPDATECD VARCHAR2 20 － －

7 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR2 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR2 20 － －

3 COMMUNITYID VARCHAR2 40 － －

4 PORTALGROUPTITLE VARCHAR2 256 NN －

5 PORTALGROUPDESC VARCHAR2 600 － －

6 PORTALGROUPTITLES BLOB 12,000 － －

7 ALLOWLISTCONTROL BLOB 64,000 － －

8 ALLOWLISTUSE BLOB 64,000 － －

9 GROUPUPDATECD VARCHAR2 20 － －

10 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR2 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR2 20 NN 主キー

3 LOCATION VARCHAR2 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR2 20 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。 　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_PORTLET
ポータル管理グループで管理するポートレットの情報を格納するテーブルです。
PORTAL_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-36　PORTAL_PORTLETテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_CREATEID
各テーブルの主キーを一意に採番するテーブルです。PORTAL_CREATEIDテーブル
の内容を次の表に示します。

5 ENTRYNAME VARCHAR2 80 NN －

6 ENTRYTITLE VARCHAR2 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR2 80 － －

8 ENTRYDESC VARCHAR2 600 － －

9 ENTRYPARAMETER BLOB 64,000 － －

10 ENTRYTITLES BLOB 12,000 － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR2 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR2 20 － －

13 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR2 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR2 20 NN 主キー

3 LOCATION VARCHAR2 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR2 20 － －

5 ENTRYNAME VARCHAR2 80 NN －

6 ENTRYTITLE VARCHAR2 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR2 80 － －

8 ENTRYDESC VARCHAR2 600 － －

9 ENTRYPARAMETER BLOB 64,000 － －

10 ENTRYTITLES BLOB 12,000 － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR2 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR2 20 － －

13 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
表 3-37　PORTAL_CREATEIDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_UPDATED
データの更新コードを一意に採番するテーブルです。PORTAL_UPDATEDテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-38　PORTAL_UPDATEDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_GROUP
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレットグループ情報を管理
するテーブルです。
PORTLET_GROUPテーブルは，1グループを 1レコードで管理します。1グループ
のレコードは，上位ポートレットグループのポートレットグループ IDを保持するこ
とで，階層構造になっています。
PORTLET_GROUPテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-39　PORTLET_GROUPテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_ENTRY
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレット情報を管理するテー
ブルです。
PORTLET_ENTRYテーブルの内容を次の表に示します。

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 CREATEID VARCHAR2 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 UPDATEID VARCHAR2 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETGROUPNAME VARCHAR2 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR2 20 － －

3 PORTLETGROUPTITLES BLOB － － －

4 PORTLETGROUPDESCS BLOB － － －

5 PARENTPORTLETGROUP VARCHAR2 20 － －

6 GROUPUPDATECD VARCHAR2 20 － －

7 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －
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3.　リポジトリサーバの構築
表 3-40　PORTLET_ENTRYテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：COMPONENT_PORTLET
Webコンテンツポートレットのパラメタ値を保存するテーブルです。
COMPONENT_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-41　COMPONENT_PORTLETテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

（b）インデクス

作成するインデクスを次の表に示します。

表 3-42　作成するインデクス

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 ENTRYID VARCHAR2 20 NN 主キー

2 ENTRYNAME VARCHAR2 80 NN －

3 PORTLETGROUPNAME VARCHAR2 20 NN －

4 ENTRYUPDATECD VARCHAR2 20 － －

5 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETNAME VARCHAR2 32 NN －

2 ID VARCHAR2 128 NN －

3 PARAMVALUE VARCHAR2 4000 － －

4 UPDATECD VARCHAR2 32 NN －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考

FILECONTENT_INDX1 FILECONTENT FILEUPDATECD －

FILECONTENT_INDX2 DELETEFLG －

PORTLET_ARRANGE_INDX1 PORTLET_ARRANG
E

LAYOUTID －

PORTLET_ARRANGE_INDX2 AREAID －

PORTLET_ARRANGE_INDX3 PORTLETNAME －

PORTLET_ARRANGE_INDX4 UPDATECD －

PORTLET_ARRANGE_INDX5 DELETEFLG －

PORTAL_GROUP_INDX1 PORTAL_GROUP COMMUNITYID －

PORTAL_GROUP_INDX2 GROUPUPDATECD －

PORTAL_GROUP_INDX3 DELETEFLG －
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。

（2） テーブルの作成

コマンドプロンプトでサンプルの SQLファイル（create2.sqlおよび dataload_id.sql）
を実行して，テーブル，インデクス，および初期データ IDを作成します。

コマンドの実行例を次に示します。

 
sqlplus {DBユーザ名}/{パスワード}@{ホスト文字列} < create2.sql
sqlplus {DBユーザ名}/{パスワード}@{ホスト文字列} < dataload_id.sql

（3） データの登録

作成したテーブルに，データを登録します。データの登録手順を次に示します。

1. dataload_tool.propertiesファイルを編集します。

PORTAL_LAYOUT_INDX1 PORTAL_LAYOUT PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_LAYOUT_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_LAYOUT_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_LAYOUT_INDX5 DELETEFLG －

PORTAL_PORTLET_INDX1 PORTAL_PORTLET PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_PORTLET_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_PORTLET_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_PORTLET_INDX5 DELETEFLG －

PORTLET_GROUP_INDX1 PORTLET_GROUP LOCATION －

PORTLET_GROUP_INDX2 PARENTPORTLETGR
OUP

－

PORTLET_GROUP_INDX3 GROUPUPDATECD －

PORTLET_GROUP_INDX4 DELETEFLG －

PORTLET_ENTRY_INDX1 PORTLET_ENTRY PORTLETGROUPNA
ME

－

PORTLET_ENTRY_INDX2 ENTRYUPDATECD －

PORTLET_ENTRY_INDX3 DELETEFLG －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX1

COMPONENT_PORT
LET

PORTLETNAME －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX2

ID －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX3

UPDATECD －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
dataload_tool.propertiesファイルの詳細は，「10.1.5　dataload_tool.propertiesの詳
細」を参照してください。

2. テーブルにデータを格納します。
コマンドプロンプトで dataload_tool.batファイルを実行してテーブルへのデータ登
録をしてください。
dataload_tool.batファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
コマンドの実行例を次に示します。
 
dataload_tool.bat {DBユーザ名} {パスワード}

DBユーザ名
移行処理を行う DBのユーザ名。「"」や「'」がある場合は「¥"」や「¥'」に置き
換えてください。

パスワード
DBユーザ名に指定したユーザ名に対応するパスワード。「"」や「'」がある場合
は「¥"」や「¥'」に置き換えてください。

3.7.5　DBのセットアップ（SQL Serverの場合）
DBにテーブル，およびインデクスを作成します。テーブルを作成するデータベース名
は，PORTAL_DATABASEとしてください。

（1） 作成するテーブル，およびインデクス

次のテーブル，およびインデクスを作成します。

（a）テーブル

●テーブル名：FILECONTENT
標準画面レイアウト情報を格納するテーブルです。FILECONTENTテーブルの内容
を次の表に示します。

表 3-43　FILECONTENTテーブルの内容

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 FILENAME VARCHAR 256 － 主キー

2 FILECONTENT VARBINARY max － －

3 FILEUPDATECD VARCHAR 20 － －

4 DELETEFLG VARCHAR 1 － －
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。

●テーブル名：PORTLET_ARRANGE
DBにポートレット表示属性を保存する場合，レイアウトのエリアごとポートレット
単位にポートレット表示属性を管理するテーブルです。レイアウト形式で拡張レイア
ウト形式を選択するときにだけ必要です。
PORTLET_ARRANGEテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-44　PORTLET_ARRANGEテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_GROUP
ポータル管理グループの情報を格納するテーブルです。PORTAL_GROUPテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-45　PORTAL_GROUPテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_LAYOUT
ポータル管理グループで管理する標準画面レイアウトの情報を格納するテーブルです。

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 LAYOUTID NVARCHAR 64 NN －

2 AREAID NVARCHAR 64 NN －

3 PORTLETNAME NVARCHAR 64 NN －

4 PARAMNAME NVARCHAR 255 NN －

5 PARAMVALUE NVARCHAR 255 NN －

6 UPDATECD NVARCHAR 20 － －

7 DELETEFLG NVARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR 20 － －

3 COMMUNITYID VARCHAR 40 － －

4 PORTALGROUPTITLE NVARCHAR 256 NN －

5 PORTALGROUPDESC NVARCHAR 600 － －

6 PORTALGROUPTITLES VARBINARY max － －

7 ALLOWLISTCONTROL VARBINARY max － －

8 ALLOWLISTUSE VARBINARY max － －

9 GROUPUPDATECD VARCHAR 20 － －

10 DELETEFLG VARCHAR 1 － －
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3.　リポジトリサーバの構築
PORTAL_LAYOUTテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-46　PORTAL_LAYOUTテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。 　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_PORTLET
ポータル管理グループで管理するポートレットの情報を格納するテーブルです。
PORTAL_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-47　PORTAL_PORTLETテーブルの内容

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR 20 NN 主キー

3 LOCATION VARCHAR 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR 20 － －

5 ENTRYNAME VARCHAR 80 NN －

6 ENTRYTITLE NVARCHAR 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR 80 － －

8 ENTRYDESC NVARCHAR 600 － －

9 ENTRYPARAMETER VARBINARY max － －

10 ENTRYTITLES VARBINARY max － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR 20 － －

13 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTALGROUPNAME VARCHAR 20 NN －

2 ENTRYID VARCHAR 20 NN 主キー

3 LOCATION VARCHAR 20 NN －

4 ENTRYTYPE VARCHAR 20 － －

5 ENTRYNAME VARCHAR 80 NN －

6 ENTRYTITLE NVARCHAR 256 － －

7 ENTRYPARENT VARCHAR 80 － －

8 ENTRYDESC NVARCHAR 600 － －

9 ENTRYPARAMETER VARBINARY max － －

10 ENTRYTITLES VARBINARY max － －

11 ENTRYUPDATECD VARCHAR 20 － －

12 INSTANCETYPE VARCHAR 20 － －
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_CREATEID
各テーブルの主キーを一意に採番するテーブルです。PORTAL_CREATEIDテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-48　PORTAL_CREATEIDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTAL_UPDATED
データの更新コードを一意に採番するテーブルです。PORTAL_UPDATEDテーブル
の内容を次の表に示します。

表 3-49　PORTAL_UPDATEDテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_GROUP
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレットグループ情報を管理
するテーブルです。
PORTLET_GROUPテーブルは，1グループを 1レコードで管理します。1グループ
のレコードは，上位ポートレットグループのポートレットグループ IDを保持するこ
とで，階層構造になっています。
PORTLET_GROUPテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-50　PORTLET_GROUPテーブルの内容

13 DELETEFLG VARCHAR 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 CREATEID VARCHAR 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 UPDATEID VARCHAR 20 NN －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETGROUPNAME VARCHAR 20 NN 主キー

2 LOCATION VARCHAR 20 － －

3 PORTLETGROUPTITLES VARBINARY max － －

4 PORTLETGROUPDESCS VARBINARY max － －

5 PARENTPORTLETGROUP VARCHAR2 20 － －

6 GROUPUPDATECD VARCHAR2 20 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：PORTLET_ENTRY
DBにポートレットグループ情報を格納する場合，ポートレット情報を管理するテー
ブルです。
PORTLET_ENTRYテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-51　PORTLET_ENTRYテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

●テーブル名：COMPONENT_PORTLET
Webコンテンツポートレットのパラメタ値を保存するテーブルです。
COMPONENT_PORTLETテーブルの内容を次の表に示します。

表 3-52　COMPONENT_PORTLETテーブルの内容

（凡例）　－：該当しません。　NN：NotNull

（b）インデクス

作成するインデクスを次の表に示します。

表 3-53　作成するインデクス

7 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 ENTRYID VARCHAR2 20 NN 主キー

2 ENTRYNAME VARCHAR2 80 NN －

3 PORTLETGROUPNAME VARCHAR2 20 NN －

4 ENTRYUPDATECD VARCHAR2 20 － －

5 DELETEFLG VARCHAR2 1 － －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考

1 PORTLETNAME VARCHAR 32 NN －

2 ID VARCHAR 128 NN －

3 PARAMVALUE VARCHAR 4000 － －

4 UPDATECD VARCHAR 32 NN －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考

FILECONTENT_INDX1 FILECONTENT FILEUPDATECD －

FILECONTENT_INDX2 DELETEFLG －

項番 列名 データ型 長さ（バイト） NULL 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
（凡例）　－：該当しません。

（2） テーブルの作成

コマンドプロンプトでサンプルの SQLファイル（create3.sqlおよび dataload_id3.sql）

PORTLET_ARRANGE_INDX1 PORTLET_ARRANG
E

LAYOUTID －

PORTLET_ARRANGE_INDX2 AREAID －

PORTLET_ARRANGE_INDX3 PORTLETNAME －

PORTLET_ARRANGE_INDX4 UPDATECD －

PORTLET_ARRANGE_INDX5 DELETEFLG －

PORTAL_GROUP_INDX1 PORTAL_GROUP COMMUNITYID －

PORTAL_GROUP_INDX2 GROUPUPDATECD －

PORTAL_GROUP_INDX3 DELETEFLG －

PORTAL_LAYOUT_INDX1 PORTAL_LAYOUT PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_LAYOUT_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_LAYOUT_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_LAYOUT_INDX5 DELETEFLG －

PORTAL_PORTLET_INDX1 PORTAL_PORTLET PORTALGROUPNAM
E

－

PORTAL_PORTLET_INDX3 ENTRYUPDATECD －

PORTAL_PORTLET_INDX4 INSTANCETYPE －

PORTAL_PORTLET_INDX5 DELETEFLG －

PORTLET_GROUP_INDX1 PORTLET_GROUP LOCATION －

PORTLET_GROUP_INDX2 PARENTPORTLETGR
OUP

－

PORTLET_GROUP_INDX3 GROUPUPDATECD －

PORTLET_GROUP_INDX4 DELETEFLG －

PORTLET_ENTRY_INDX1 PORTLET_ENTRY PORTLETGROUPNA
ME

－

PORTLET_ENTRY_INDX2 ENTRYUPDATECD －

PORTLET_ENTRY_INDX3 DELETEFLG －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX1

COMPONENT_PORT
LET

PORTLETNAME －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX2

ID －

COMPONENT_PORTLET_IN
DX3

UPDATECD －

インデクス名称 テーブル名称 列 備考
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3.　リポジトリサーバの構築
を実行して，テーブル，インデクス，および初期データ IDを作成します。

コマンドの実行例を次に示します。

 
sqlcmd -U {DBユーザ名} -P {パスワード} -i create3.sql
sqlcmd -U {DBユーザ名} -P {パスワード} -i dataload_id3.sql

（3） データの登録

作成したテーブルに，データを登録します。データの登録手順を次に示します。

1. dataload_tool.propertiesファイルを編集します。
dataload_tool.propertiesファイルの詳細は，「10.1.5　dataload_tool.propertiesの詳
細」を参照してください。

2. テーブルにデータを格納します。
コマンドプロンプトで dataload_tool.batファイルを実行してテーブルへのデータ登
録をしてください。
dataload_tool.batファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
コマンドの実行例を次に示します。
 
dataload_tool.bat {DBユーザ名} {パスワード}

DBユーザ名
移行処理を行う DBのユーザ名。「"」や「'」がある場合は「¥"」や「¥'」に置き
換えてください。

パスワード
DBユーザ名に指定したユーザ名に対応するパスワード。「"」や「'」がある場合
は「¥"」や「¥'」に置き換えてください。
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4　 ポータルサーバの構築
この章では，ポータルサーバの構築方法について説明します。

4.1　ポータルサーバの構築手順

4.2　uCosminexus Portal Frameworkのセットアップ

4.3　ログインするための設定

4.4　ユーザ管理情報の接続設定（ディレクトリサーバ）

4.5　ユーザ管理情報の接続設定（DB）

4.6　ユーザ管理情報の設定（マッピング情報）

4.7　共通情報の設定

4.8　運用管理者の登録

4.9　デプロイ（J2EEサーバ）

4.10　ポータルの起動

4.11　ログイン
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4.　ポータルサーバの構築
4.1　ポータルサーバの構築手順
ポータルサーバの構築手順を次に示します。なお，図中の［］で囲まれた数字は，参照
先を表します。

図 4-1　ポータルサーバの構築手順
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4.　ポータルサーバの構築
1. uCosminexus Portal Frameworkのセットアップ
ポータルサイトを管理する単位である，ポータルプロジェクトを作成します。詳細は
「4.2　uCosminexus Portal Frameworkのセットアップ」を参照してください。

2. ログインするための設定
Cosminexusの統合ユーザ管理フレームワークがディレクトリサーバまたは DBにア
クセスしてユーザ認証するための設定，およびログインモジュールの登録をします。
詳細は「4.3　ログインするための設定」を参照してください。

3. ユーザ管理情報の接続設定（ディレクトリサーバ）
uCosminexus Portal Frameworkがディレクトリサーバにアクセスするための設定を
します。詳細は，「4.4　ユーザ管理情報の接続設定（ディレクトリサーバ）」を参照
してください。

4. ユーザ管理情報の接続設定（DB）
uCosminexus Portal Frameworkが DBにアクセスするための設定をします。詳細
は，「4.5　ユーザ管理情報の接続設定（DB）」を参照してください。

5. マッピング情報の設定
uCosminexus Portal Frameworkでディレクトリサーバや DBの属性を使用するため
の設定をします。詳細は「4.6　ユーザ管理情報の設定（マッピング情報）」を参照し
てください。

6. 共通情報の設定
共通情報を使用する場合は，uCosminexus Portal Frameworkで共通情報を使用する
ための設定をします。詳細は「4.7　共通情報の設定」を参照してください。

7. 運用管理者の登録
ポータルの運用を管理する管理者を登録します。詳細は「4.8　運用管理者の登録」
を参照してください。

8. デプロイ（J2EEサーバ）
ポータルを J2EEサーバにデプロイします。ポータルを J2EEサーバモードで動作さ
せる場合に必要な手順です。詳細は「4.9　デプロイ（J2EEサーバ）」を参照してく
ださい。

9. ポータルの起動
ポータルの構築が完了したら，ポータルを起動します。詳細は，「4.10　ポータルの
起動」を参照してください。

10.ログイン
ポータルにログインします。詳細は，「4.11　ログイン」を参照してください。
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4.　ポータルサーバの構築
4.2　uCosminexus Portal Frameworkのセット
アップ

uCosminexus Portal Frameworkのセットアップでは，ポータルプロジェクトを作成し
ます。ポータルプロジェクトとは，ポータルサイトを管理する単位です。ポータルプロ
ジェクトは，CosminexusのWebアプリケーションサーバ上でWebアプリケーションと
して動作します。

4.2.1　ポータルプロジェクトの作成
ここでは，ポータルプロジェクト作成手順を説明します。

（1） ポータルプロジェクトの作成

ポータルプロジェクトを作成するには，Portal Managerを使用する方法とコマンド
（makepj.bat）を使用する方法があります。ここでは，Portal Managerを使用する方法
を説明します。コマンドを使用する場合は，makepj.batコマンドでポータルプロジェク
トのディレクトリを作成したあと，手順 5.だけを実施してください。makepj.batコマン
ドの詳細は，「10.3　uCosminexus Portal Frameworkのコマンド」を参照してくださ
い。

1. Portal Managerを起動します。
Portal Managerの起動方法は，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してく
ださい。

2. Portal Managerのメニュー部から［ポータルプロジェクトの選択］を選択します。
次の画面が表示されます。
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4.　ポータルサーバの構築
3. 作成するポータルプロジェクトのディレクトリを指定します。
ポータルプロジェクトの全ファイルの格納先となるディレクトリを新規に作成しま
す。ポータルプロジェクトのディレクトリが C:¥work¥Portalの場合の例を次に示し
ます。なお，[コンテナ名称 ]および [アプリケーション名称 ]は使用しません。
•［プロジェクトパス］にディレクトリをフルパスで指定する
指定例：
C:¥work¥Portal

4.［新規作成］ボタンをクリックします。
ポータルプロジェクトのディレクトリとファイルが作成されます。
以降，作成したディレクトリのフルパスを {PROJECT_HOME}と略します。

既存のプロジェクトディレクトリに上書きするには
新規に指定したプロジェクトパスに，ファイルあるいはディレクトリが存在して
も上書きしたい場合は，［上書き］チェックボックスにチェックを入れてくださ
い。

既存のプロジェクトディレクトリを削除するには
誤って作成してしまった場合など，ポータルプロジェクトを削除したい場合は，
プロジェクトディレクトリとして指定したディレクトリ自体を，サーバから削除
してください。

なお，以上でポータルプロジェクトを作成するために Portal Managerを使用する操
作は完了しました。別の作業で Portal Managerを使用する必要がない場合は，
Portal Managerを終了してください。終了方法は，「2.4.2　Portal Managerの終了
方法」を参照してください。

5. Webアプリケーション DD（web.xml）の jetspeedサーブレットの定義を変更しま
す。
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4.　ポータルサーバの構築
web.xmlファイルを直接編集して，jetspeedサーブレットの <load-on-startup>タグ
の定義を「-1」に設定します。
web.xmlファイルは次の場所に格納されています。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF

変更する記述例を次に示します。
<servlet>
  <servlet-name>
    jetspeed
  </servlet-name>
  <servlet-class>
    org.apache.turbine.Turbine
  </servlet-class>
  
  ～～（中略）～～
  
  <load-on-startup>-1</load-on-startup>
</servlet>

（2） Webコンテナのセットアップ

ポータルを J2EEサーバモードで構築する場合は，Cosminexusの cjsetupコマンドで
J2EEサーバのWebコンテナをセットアップする必要があります。

なお，cjsetupコマンドについては，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサー
バ V8　リファレンス　コマンド編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケー
ションサーバ　リファレンス　コマンド編」を参照してください。

1. usrconf.cfgファイルを設定します。
usrconf.cfgファイルの格納ディレクトリは，次のとおりです。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{

サーバ名称 }

　
usrconf.cfgファイルに次の記述を追加します。

usrconf.cfgファイルに追加する記述
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/castor.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/ecs.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/hitachiportal.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/jakarta-oro.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/portletwebssolib.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/velocity.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/lib/village.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
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4.　ポータルサーバの構築
}/lib/portlet.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/conf
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}/xsd

2. セキュリティポリシーファイル（server.policy）を設定します。
セキュリティポリシーファイル（server.policy）の格納ディレクトリは，次のとおり
です。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{

サーバ名称 }

セキュリティポリシーファイル（server.policy）に，必要な記述を追加します。
追加する記述は環境によって異なります。ここでは次の場合の記述例を示します。
• コンテキストルートに使用する文字列：Portal
• uCosminexus Portal Frameworkで使用するログインモジュール名：Portal
• uCosminexus Portal Frameworkのインストールディレクトリ：C:/Program 
Files/Hitachi/CosmiPortal

セキュリティポリシーファイル（server.policy）に追加する記述の例
grant codeBase
"file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/Portal/
-"{
  permission java.lang.RuntimePermission "accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect,resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", 
"read,write,delete";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
  permission javax.security.auth.AuthPermission 
"createLoginContext.Portal";
};
 
grant codeBase
"file:C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/lib/*"{
  permission java.lang.RuntimePermission "setFactory";
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessClassInPackage.sun.misc";
  permission java.lang.RuntimePermission "loadLibrary.*";
  permission java.lang.RuntimePermission "queuePrintJob";
  permission java.lang.RuntimePermission "accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", 
"read,write,delete";
  permission java.lang.reflect.ReflectPermission 
"suppressAccessChecks";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
  permission javax.security.auth.AuthPermission 
"createLoginContext.Portal";
};
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4.　ポータルサーバの構築
環境によって変更が必要なのは，記述例中の次の個所です。

file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/Portal/-
「Portal」部分には，コンテキストルートに使用する文字列を指定します。コン
テキストルートにスラント（/）が含まれている場合は，Webアプリケーション
のデプロイ時に文字列が置き換わります。Webアプリケーションの作業ディレク
トリ内で，コンテキストルートに対応するディレクトリを参照し，そのディレク
トリ名を設定してください。
なお，コンテキストルートについては，マニュアル「Cosminexus　アプリケー
ションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」，またはマ
ニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　基本・開発編
（コンテナ共通機能）」を参照してください。

permission javax.security.auth.AuthPermission "createLoginContext.Portal";（2か
所）
「Portal」部分には，uCosminexus Portal Frameworkで使用するログインモ
ジュールの登録モジュール名を指定します。
なお，ログインモジュールについては「4.3.2　ログイン情報の設定」を参照して
ください。

file:C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/lib/*
「C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal」部分には，uCosminexus Portal 
Frameworkのインストールディレクトリを指定します。

4.2.2　Webサーバとの連携の設定
ポータルプロジェクトは， Webサーバと連携するWebアプリケーションとして実行され
ます。このため，Webサーバと連携するための設定が必要です。設定方法の詳細は，マ
ニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（コン
テナ共通機能）」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能
解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」を参照してください。

4.2.3　ポータルプロジェクトの選択
ポータルプロジェクトを作成した場合，またはファイルをコピーしてポータルプロジェ
クトを作成した場合，以降 Portal Managerからポータルに関する設定などを行うとき
は，最初にポータルプロジェクトを選択します。ここでは，Portal Managerを起動し
て，作成済みのポータルプロジェクトの選択方法について説明します。

1. Portal Managerを起動します。
Portal Managerの起動方法は，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してく
ださい。

2. Portal Managerのメニュー部から［ポータルプロジェクトの選択］を選択します。
次の画面が表示されます。
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3. 編集するポータルプロジェクトを選択します。
ポータルプロジェクトの選択方法には次の方法があります。

Portal Manager画面で作成したポータルプロジェクトを選択するとき
Portal Manager画面で作成したポータルプロジェクトのディレクトリパスは
［プロジェクトホームの選択］に格納されています。Portal Manager画面で作成
したポータルプロジェクトを選択する場合は，［プロジェクトホームの選択］か
らディレクトリパスを選択します。ディレクトリパスを選択したら，［選択］ボ
タンをクリックします。

ファイルをコピーして作成したポータルプロジェクトを選択するとき
Portal Manager画面からではなく，ファイルをコピーして作成したポータルプ
ロジェクトを選択する場合は，［プロジェクトホームの新規選択］へコピーした
ポータルプロジェクトのディレクトリパスを入力します。ディレクトリパスを入
力したら，［新規選択］ボタンをクリックします。

4. Portal Manager画面上で，続けて作業を行います。
これで設定を行うポータルプロジェクトが選択できたので，Portal Managerでの設
定を引き続き行ってください。

！！！！ 注意事項
 

J2EEサーバ上で運用している場合に，Portal Managerでプロジェクトを編集したときは，
WARファイルを作成して再度 J2EEサーバへデプロイしてください。デプロイ方法につい
ては，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編
（コンテナ共通機能）」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機
能解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」を参照してください。
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4.2.4　複数のポータルプロジェクトを作成する場合の注意事
項

複数のポータルプロジェクトを構築する場合は，設定ファイルおよびポートレット配置
情報ファイルを任意のディレクトリに配置し，ポータルプロジェクトごとに異なる定義
ファイルを設定します。また，複数のポータルを構築する場合は，複数のWebコンテナ
をセットアップしてください。各Webコンテナで作成できるポータルプロジェクトは一
つです。

（1） 設定ファイルの変更

設定ファイルおよびポートレット配置情報ファイルを任意のディレクトリに配置する手
順を次に示します。

1. 設定ファイルおよびポートレット配置情報ファイルを任意のディレクトリに移動しま
す。
対象となるファイルは，{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクト
リ }¥samples¥projects配下の confディレクトリおよび psmlディレクトリに格納さ
れています。confディレクトリ内のファイルが設定ファイル，psmlディレクトリ下
のファイルがポートレット配置情報ファイルです。以降，設定ファイルの移動先ディ
レクトリを「{設定ファイル格納ディレクトリ }」，ポートレット配置情報ファイルの
移動先ディレクトリを「{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }」と表し
ます。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥samples¥projects配
下のファイル構成を次に示します。
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2. ポータルプロジェクトの作成後にWebアプリケーションの DD（web.xml）を編集し
ます。
web.xmlは次に示すディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF

web.xmlで定義している jetspeedサーブレットのプロパティ値の
TurbineResources.propertiesファイルを指定しているパスを，「{設定ファイル格納
ディレクトリ }/TurbineResources.properties」に変更します。パス区切り文字は「/」
を使用してください。
「{設定ファイル格納ディレクトリ }」が「C:¥Program 
Files¥Hitachi¥CosmiPortal¥projects¥portal1¥conf」の場合の設定例を次に示しま
す。太字部分を変更してください。
 
<servlet>
    <servlet-name>
        jetspeed
    </servlet-name>
    <servlet-class>
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        org.apache.turbine.Turbine
    </servlet-class>
 
    <init-param>
        <param-name>properties</param-name>
        <param-value>
            C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/projects/portal1/
conf/TurbineResources.properties
        </param-value>
    </init-param>
    <init-param>
        <param-name>classname</param-name>
        <param-value>
        
org.apache.jetspeed.services.resources.VariableResourcesService
        </param-value>
    </init-param>
    <load-on-startup>1</load-on-startup>
</servlet>
 

3. プロパティファイル（PortalResources.properties）を編集します。
プロパティファイル（PortalResources.properties）は次に示すディレクトリに格納
されています。

格納ディレクトリ
{設定ファイル格納ディレクトリ }¥conf

jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dirプロパティに，「{ポートレット配置情報ファ
イル格納ディレクトリ }」を設定します。
「{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }」が「C:¥Program 
Files¥Hitachi¥CosmiPortal¥projects¥portal1¥psml」の場合の設定例を次に示しま
す。
 
jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dir=C:/Program Files/
Hitachi/CosmiPortal/projects/portal1/psml

（2） ポート番号の変更

複数のWebコンテナを同時に起動する場合，Webコンテナのポート番号の設定が必要で
す。

ポート番号の設定手順を次に示します。

1. 設定するマシンで使用されていないポート番号を確認します。
起動する各Webコンテナに対してポート番号が必要になります。ひとつのWebコン
テナごとに簡易Webサーバ※のポート番号（webserver.connector.http.port），Web
コンテナ終了用ポート番号（webserver.shutdown.port），およびWebコンテナとの
通信用ポート番号（webserver.connector.ajp13.port）の三つのポート番号を使用しま
すので，設定するマシンで使われていないポート番号を確認してください。

2. usrconf.propertiesファイルに設定するポート番号を追加します。
ポート番号は，usrconf.propertiesファイルへ追加します。
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usrconf.propertiesファイル
格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{

サーバ名称 }

　
以下に設定例を示します。
あらかじめデフォルト値が設定されているので，すでに使用しているポート番号
と競合する場合は，手順１ .で確保したポート番号を設定してください。

 
#webserver.connector.http.port=8080
webserver.connector.http.port=8085
#webserver.shutdown.port=8005
webserver.shutdown.port=8015
#webserver.connector.ajp13.port=8007
webserver.connector.ajp13.port=8017
 

注※
Webサーバ連携をする場合は簡易Webサーバのポート番号の設定は必要ありま
せん。また，簡易Webサーバを使用する場合は，以下の設定が必要です。
webserver.connector.http.enabled=true
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4.3　ログインするための設定
uCosminexus Portal Frameworkはディレクトリサーバまたは DB，および統合ユーザ
管理フレームワークと連携してユーザ管理をします。ユーザ管理に関する情報はリポジ
トリに格納されます。

ログインするための設定手順を次に示します。

1. 統合ユーザ管理フレームワークの実行環境の設定

2. ログイン情報の設定

4.3.1　統合ユーザ管理フレームワークの実行環境の設定
統合ユーザ管理フレームワークがディレクトリサーバまたは DBにアクセスしてユーザ
認証するための設定をします。手順を次に示します。

1. JAASコンフィグレーションファイルの設定

2. 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイルの設定

3. VM起動のプロパティの設定

4. uastartupファイルのデプロイ

（1） JAASコンフィグレーションファイルの設定

JAASを使用したユーザ管理に必要な，JAASのコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）を設定します。

jaas.confファイルは，次に示すディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥manager¥config

JAASのコンフィグレーションファイルでは，アプリケーション名に uCosminexus 
Portal Frameworkのログインモジュール名を指定します。

ログインモジュール名に「Portal」を使用した例を次に示します。

ユーザ認証にディレクトリサーバを使用する場合
Portal{
com.cosminexus.admin.auth.login.WebPasswordLoginModule required
    com.cosminexus.admin.auth.realm="RealmA"
    com.cosminexus.admin.auth.ldap.r="0"
    com.cosminexus.admin.auth.ldap.w="1"
    ;
};

ユーザ認証に DBを使用する場合
Portal{
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com.cosminexus.admin.auth.login.WebPasswordJDBCLoginModule 
required
    com.cosminexus.admin.auth.realm="Portal"
    com.cosminexus.admin.auth.jdbc.r="0"
    ;
};

ユーザ認証に DBを使用する場合は，プロパティファイル
（PortalResources.properties）の以下のプロパティを削除するか loginidに設定してくだ
さい。なお，プロパティファイル（PortalResources.properties）は次に示すディレクト
リに格納されています。

格納ディレクトリ
{設定ファイル格納ディレクトリ }¥conf

設定プロパティ
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservalue=loginid

！！！！ 注意事項
 

ユーザ認証で使用するディレクトリサーバに Active Directoryを使用する場合は，ログイン
モジュールにWebPasswordLDAPLoginModuleを使用します。詳細は，マニュアル
「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　拡張編」，またはマニュアル
「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　拡張編」を参照してください。

（2） 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイルの設定

JAASを使用したユーザ管理に必要な，統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグ
レーションファイル（ua.conf）を設定します。

ua.confファイルは，次に示すディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥manager¥config

統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイルは，幾つかの項目に分
かれています。ディレクトリサーバまたは DBの設定とユーザ管理情報用リポジトリへ
のアクセス情報の定義の設定をしてください。また，統合ユーザ管理フレームワークが
提供しているシングルサインオンを使用しない場合は，シングルサインオン用の定義項
目の設定をすべて無効にします。ディレクトリサーバまたは DBについて設定する内容
とユーザ情報リポジトリへのアクセス情報の定義について設定する内容を次に説明しま
す。

（a）ディレクトリサーバを使用する場合

LDAP0参照用および LDAP1～ 3更新用の項目に次の設定をします。なお，ここでは，
LDAP0参照用の項目と記載例を示します。LDAP1～ 3更新用の項目を設定する際には，
項目名末尾の 0を 1～ 3に置き換えてお読みください。
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また，ディレクトリサーバとして Active Directoryを使用する場合の注意事項について
は，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　拡張編」，また
はマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　拡張編」を参照
してください。

java.naming.provider.url.0=
使用しているディレクトリサーバの URLを指定します。必ず指定してください。
例：java.naming.provider.url.0=ldap://localhost:389

java.naming.security.principal.0=
ディレクトリサーバにアクセスできるバインド DNを指定します。必ず指定してく
ださい。バインド DNには，ベース DN下のユーザエントリおよびその属性にすべ
ての権限を持つユーザを指定します。バインド DNは，ディレクトリサーバのユー
ザエントリを登録・参照・変更・削除する際に使用します。
例：java.naming.security.principal.0=cn=Directory Manager

java.naming.security.credentials.0=
バインド DNに対応するパスワードを指定します。必ず指定してください。
例：java.naming.security.credentials.0=password

com.cosminexus.admin.auth.ldap.basedn.0=
ユーザエントリのベース DNを指定します。必ず指定してください。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.basedn.0=ou=users, o=company

com.cosminexus.admin.auth.ldap.attr.userid.0=
ユーザのログイン IDを表す属性名を文字列で指定します。必ず指定してください。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.attr.userid.0=uid

com.cosminexus.admin.auth.ldap.search.userrdn.0=
ディレクトリサーバのユーザエントリ（RDN）を検索する必要があるかどうかを
trueまたは falseで指定します。ユーザのログイン IDを表す属性名とユーザエント
リ（RDN）が異なる場合は，trueを指定します。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.search.userrdn.0=false

com.cosminexus.admin.auth.ldap.search.scope.0=
ディレクトリサーバのユーザエントリ（RDN）を検索する必要がある場合は設定し
ます。ログイン時にベース DNから 1階層下のエントリだけを検索する場合は，
onelevelを指定します。すべての下層のエントリを検索する場合は，subtreeを指定
します。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.search.scope.0=onelevel

com.cosminexus.admin.auth.ldap.attr.password.0=
ユーザのパスワードを表す属性名を指定します。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.attr.password.0=userPassword
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com.cosminexus.admin.auth.ldap.password.encrypt.0=
パスワードの形式を指定します。指定できる形式は，次のとおりです。
• sha1：SHA-1形式 
• none：平文 
• md5：MD5形式

ここで指定する形式とご利用のディレクトリサーバの暗号化方式は必ず一致させて
ください。特に，Sun Java System Directory Serverは標準の暗号化方式として
SSHA形式を採用していますが，uCosminexus Portal Frameworkでは SSHA形式
をサポートしていません。このため，Sun Java System Directory Serverをご使用
になる場合は，Sun Java System Directory Server側の暗号化方式を SHA-1形式な
どに変更してください。
例：com.cosminexus.admin.auth.ldap.password.encrypt.0=sha1

（b）DBを使用する場合

JDBC0参照用の項目に次の設定をします。

com.cosminexus.admin.auth.jdbc.driver.0=
DBに接続する JDBCドライバを指定します。なお，この項目を指定する場合は，
VM起動のオプション定義ファイル（usrconf.cfg）に JDBCドライバのクラスパス
を追加してください。
例：
com.cosminexus.admin.auth.jdbc.driver.0=com.microsoft.sqlserver

.jdbc.SQLServerDriver

！！！！ 注意事項
 

この設定は，uCosminexus Portal Frameworkから接続する場合にのみ有効な設定です。

com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.url.0=
使用している DBの URLを指定します。必ず指定してください。
例：
com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.url.0=jdbc:hitachi:dbplib:/

/DB=HiRDB,DBID=22200,DBHOST=localhost

com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.user.0=
代理で接続するデータベースユーザを指定します。必ず指定してください。
例：com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.user.0="root"

com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.password.0=
代理で接続するデータベースユーザのパスワードを指定します。必ず指定してくだ
さい。
例：com.cosminexus.admin.auth.jdbc.conn.password.0="root"
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com.cosminexus.admin.auth.jdbc.sql.0=SELECT PASSWORD FROM USER_TBL 
WHERE USERID = ?

パスワードを検索するための SQLの SELECT文を指定します。斜体部分に，それ
ぞれ次の値を指定します。必ず指定してください。
• PASSWORD：パスワードが格納されている列のカラム名
• USER_TBL：ユーザ管理のための情報が格納されているテーブル名
• USERID：ログイン IDが格納されている列のカラム名

例：com.cosminexus.admin.auth.jdbc.sql.0=SELECT PASSWORD FROM 
HPTLUSER WHERE USERID = ?

com.cosminexus.admin.auth.jdbc.password.encrypt.0=
パスワードの形式を指定します。指定できる形式は，次のとおりです。
• sha1：SHA-1形式 
• none：平文 
• md5：MD5形式

ここで指定する形式とご利用の DBの暗号化方式は必ず一致させてください。
例：com.cosminexus.admin.auth.jdbc.password.encrypt.0=sha1

（c）ユーザ情報リポジトリへのアクセス情報の定義

運用管理者が運用管理ポートレットでユーザ情報の管理を行う場合に必要な設定です。
次の定義を追記してください。なお，ユーザ情報リポジトリとして DBを使用する場合
はこの設定は不要です。

com.cosminexus.admin.auth.api.repository.ldap.config.<jp.co.hitachi.soft.portal.servic
es.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.write>=1

また，この設定を行う場合は PortalResouces.propertiesファイルの
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.writ
eプロパティを設定する必要があります。プロパティファイル
（PortalResources.properties）については「10.1.1(12)ユーザ情報リポジトリへのア
クセス情報の定義」を参照してください。

（3） VM起動のプロパティの設定

usrconf.propertiesファイルにプロパティを追加します。

usrconf.propertiesファイルの格納ディレクトリは次のディレクトリに格納されていま
す。

 
{Cosminexusインストールディレクトリ}¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{サーバ名称}
 

usrconf.propertiesファイルに次に示すプロパティを追加します。

追加するプロパティ
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java.security.auth.login.config=={Cosminexusインストールディレクト
リ}/manager/config/jaas.conf
com.cosminexus.admin.auth.config={Cosminexusインストールディレクト
リ}/manager/config/ua.conf

（4） uastartupファイルのデプロイ

uastartupファイルとは，Cosminexusの統合ユーザ管理機能を使用するために必要な
ファイルです。

uastartupファイルをWebコンテナにデプロイします。uastartup.earをデプロイして
ください。

• デプロイ方法については，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　
機能解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」，またはマニュアル「Cosminexus V9
　アプリケーションサーバ　機能解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」のファイ
ルのデプロイについての説明を参照してください。

uastartup.earの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥manager¥config

4.3.2　ログイン情報の設定
uCosminexus Portal Frameworkでの認証に使用する，ログインモジュールを登録しま
す。ログインモジュールとは，ログインするための認証処理を記述したものです。ログ
インモジュールでは認証方法の変更ができます。

uCosminexus Portal Frameworkでは，次のログインモジュールが使用できます。

• Cosminexus 標準ログインモジュール
• カスタムログインモジュール

ログイン時に，ユーザ IDとパスワードを使用してユーザ認証する場合は，統合ユーザ管
理フレームワークの Cosminexus 標準ログインモジュールを登録します。ユーザ IDまた
はパスワード以外の属性を使用してユーザ認証する場合は，カスタムログインモジュー
ルも必要となります。

ここでは，Cosminexus 標準ログインモジュールの登録について説明します。カスタム
ログインモジュールを使用した場合の設定方法については，「6.5　カスタムログインモ
ジュールの設定」を参照してください。

Cosminexus 標準ログインモジュールの登録には，Portal Managerを使用します。
Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照し
てください。ログインモジュールの登録方法を説明します。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［ログインモジュールの登
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録］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-2　［ログインモジュールの登録］画面

2.［ログインモジュールの登録］画面で［登録モジュール名］にログインモジュール名
を指定します。
ログインモジュール名には，JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）で設
定したアプリケーション名を指定します。JAASコンフィグレーションファイルの設
定については，「4.3.1(1)　JAASコンフィグレーションファイルの設定」を参照して
ください。

3.［登録］ボタンをクリックします。
ログインモジュールが登録されます。
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4.4　ユーザ管理情報の接続設定（ディレクトリ
サーバ）

uCosminexus Portal Frameworkがユーザ管理情報を格納したディレクトリサーバにア
クセスするための設定方法について説明します。

4.4.1　リポジトリの設定（ディレクトリサーバ）
Portal Managerを使用して，uCosminexus Portal Frameworkがディレクトリサーバに
アクセスするために，接続情報および構成情報の定義を設定します。Portal Managerの
起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

（1） 接続情報の新規登録（ディレクトリサーバ）

接続情報を定義します。接続情報は，uCosminexus Portal Frameworkからリポジトリ
に接続するときに使用する情報です。接続情報の定義手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［新規作
成］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-3　［接続情報の設定］画面（初期画面・ディレクトリサーバ）

2.［接続情報の設定］画面で次の項目を設定します。
画面で設定する項目と内容を次の表に示します。

表 4-1　接続情報の設定項目（ディレクトリサーバ）

項目名 設定内容 必須

接続先の種類 接続先のリポジトリの種類を指定します。［LDAP］を指定します。 ○
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（凡例）　　○：必須　　×：任意
注※１　省略した場合は Anonymousで接続します。この場合，接続先に書き込みはできません。

3.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が登録されます。

（2） 構成情報の新規登録（ディレクトリサーバ）

構成情報を定義します。構成情報は，ユーザ管理情報のユーザ情報，グループ情報，お
よび組織単位情報に対応するディレクトリサーバ上のユーザエントリ，グループエント
リ，および組織単位エントリの構成の定義です。ユーザエントリ，グループエントリ，
および組織単位エントリごとに設定します。

グループエントリおよび組織単位エントリの設定は，グループ識別子および組織単位識
別子を使用してアクセス制御やパーソナライズをするときに使用します。このため，グ
ループエントリおよび組織単位エントリは，グループ識別子および組織単位識別子を使
用する場合だけ設定してください。

構成情報を定義する手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［新規作
成］を選択します。
次の画面が表示されます。

接続先名称 リポジトリ情報を格納するディレクトリサーバの接続先名称を入力し
ます。名称は任意ですが，ポータルプロジェクト内で一意となるよう
にしてください。

○

接続先 URL 接続先ディレクトリサーバの URLを入力します。入力できる文字は，
半角英数字および記号で 1024文字までです。
指定例：ldap://localhost:389

○

接続先ユーザー名 ディレクトリサーバに接続するユーザの DN（バインド DN）を指定し
ます。
ベース DN下のユーザエントリおよびその属性にすべての権限を持つ
ユーザを指定します。バインド DNは，ディレクトリサーバのユーザ
エントリを登録・参照・変更・削除する際に使用します。入力できる
文字は，半角英数字，記号および半角スペースで 256文字までです。
指定例：cn=Directory Manager

×※ 1

接続先パスワード バインド DNに対するパスワードを指定します。入力できる文字は，
半角英数字および記号で 1024文字までです。
指定例：password

×※ 1

LDAP種別 ディレクトリサーバの種類を指定します。Sun Java Directory Server
または Oracle Directory Serverの場合は，「Active Directory以外」
を，Active Directoryの場合は，「Active Directory」を選択してくださ
い。

×

項目名 設定内容 必須
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図 4-4　［構成情報の設定］画面（初期画面・ディレクトリサーバ）

2.［構成情報の設定］画面で次の項目を設定します。
画面で設定する項目と内容を次の表に示します。

表 4-2　構成情報の設定項目（ディレクトリサーバ）

項目名 設定内容 必
須

接続先の種
類

「(1)　接続情報の新規登録（ディレクトリサーバ）」で定義した接続先の種類を選択
します。ディレクトリサーバの場合，［LDAP］となります。

○

接続先名称 「(1)　接続情報の新規登録（ディレクトリサーバ）」で定義した接続先の名称を選択
します。

○

構成の名称 構成の名称をポータルプロジェクト内で一意になるように入力します。 ○

ベース DN
※ 1

接続先ディレクトリサーバのベース DNを指定します。入力できる文字は，半角英
数字，記号および半角スペースで 1024文字までです。
• ユーザエントリを設定する場合
ユーザエントリのベース DNを指定します。

• グループエントリを設定する場合
グループエントリのベース DNを指定します。

• 組織単位エントリを設定する場合
組織単位エントリのベース DNを指定します。

○
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（凡例）　　○：必須　　×：任意
注※１　追加するエントリによって設定内容が異なります。

3.［登録］ボタンをクリックします。
エントリが登録されます。

4. グループエントリを設定します（グループ識別子を使用する場合）。
引き続き，グループエントリを設定する場合は，手順 1.～ 3.を実施してください。

5. 組織単位エントリを設定します（組織単位識別子を使用する場合）。
引き続き，組織単位エントリを設定する場合は，手順 1.～ 3.を実施してください。

オブジェク
トクラス※
1

ディレクトリエントリのオブジェクトクラスを指定します。入力できる文字は，半
角英数字および記号で 1024文字までです。

• ユーザエントリを設定する場合
「hptlUser」を指定します。hptlUserと異なるオブジェクトクラスを使用して
いる場合は，使用しているオブジェクトクラスを指定します。また，運用管理者
が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合は，ユーザエントリを構
成する全てのオブジェクトクラスをコンマ（,）区切りで指定します。

指定例：
hptlUser,top,person,organizationalPerson,inetOrgPerson

Active Directoryの場合の指定例：
user,top,person,organizationalPerson

• グループエントリを設定する場合
「groupOfUniqueNames」を指定します。

• 組織単位エントリを設定する場合
「hptlOrganizationalUnit」を指定します。hptlOrganizationalUnitと異な
るオブジェクトクラスを使用している場合は，使用しているオブジェクトクラス
を指定します。また，運用管理者が運用管理ポートレットから組織情報を管理す
る場合は，組織単位エントリを構成する全てのオブジェクトクラスをコンマ（,）
区切りで指定します。

指定例：
hptlOrganizationalUnit,top,organizationalUnit

Active Directoryの場合の指定例：
top,organizationalUnit

×

ディレクト
リ検索範囲

［サブツリー検索］または［1レベル検索］が選択できます。
ベース DN下のすべての階層を検索する場合には，［サブツリー検索］を指定しま
す。uCosminexus Portal Frameworkを使用するユーザが，ベース DN下の 1階層
下のエントリに属している場合は，［1レベル検索］を指定します。
新規作成時のデフォルトは［1レベル検索］となっています。

×

オブジェク
トクラスを
表すキー属
性名

オブジェクトクラスでキーとなる属性名を入力します。入力できる文字は，半角英
数字および記号で 64文字までです。
指定例

ユーザエントリ：ユーザ ID（uid）
グループエントリ：グループ名（cn）
組織単位エントリ：組織単位 ID（ou）

○

項目名 設定内容 必
須
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4.4.2　リポジトリの変更（ディレクトリサーバ）
リポジトリ情報を更新したり，削除したりするときの手順を次に示します。なお，リポ
ジトリ情報を削除する場合は，マッピング情報，構成情報，接続情報の順に削除してく
ださい。

（1） 接続情報の更新

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-5　［接続情報の選択］画面（ディレクトリサーバ・接続情報の更新）

2. 変更したい接続情報を格納している，接続先リポジトリの種類および接続先の名称を
選択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［接続先の名称］で接続先の名称を選
択します。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 4-6　［接続情報の設定］画面・更新用（ディレクトリサーバ・接続情報の更新）
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4. 情報を変更します。
情報を変更します。変更できる項目は次のとおりです。
•［接続先 URL］
•［接続先ユーザー名］
•［接続先パスワード］

［接続先の種類］と［接続先名称］は変更できません。変更する場合は，接続情報を
削除して再作成してください。
なお，項目の設定内容の詳細は「4.4.1(1)　接続情報の新規登録（ディレクトリサー
バ）」を参照してください。

5.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が変更されます。

（2） 接続情報の削除

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-7　［接続情報の選択］画面（ディレクトリサーバ・接続情報の削除）

2. 削除したい接続情報を格納している，接続先リポジトリの種類および接続先の名称を
選択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［接続先の名称］で接続先の名称を選
択します。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。
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図 4-8　［接続情報の設定］画面・更新用（ディレクトリサーバ・接続情報の削除）

4.［削除］ボタンをクリックします。
接続情報を削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックします。
接続情報が削除されます。

（3） 構成情報の更新

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-9　［構成情報の選択］画面（ディレクトリサーバ・構成情報の更新）

2. 変更したい構成情報を格納している，接続先リポジトリの種類および構成の名称を選
択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［構成の名称］で構成の名称を選択し
ます。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。
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図 4-10　［構成情報の設定］画面・更新用（ディレクトリサーバ・構成情報の更新）

4. 情報を変更します。
情報を変更します。変更できる項目は次のとおりです。
•［ベース DN］
•［オブジェクトクラス］
•［ディレクトリ検索範囲］
•［オブジェクトクラスを表すキー属性名］

［接続先の種類］，［接続先名称］，および［構成の名称］は変更できません。変更する
場合は，構成情報を削除して再作成してください。
なお，項目の設定内容の詳細は「4.4.1(2)　構成情報の新規登録（ディレクトリサー
バ）」を参照してください。

5.［登録］ボタンをクリックします。
構成情報が変更されます。

（4） 構成情報の削除

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。
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図 4-11　［構成情報の選択］画面（ディレクトリサーバ・構成情報の削除）

2. 変更したい構成情報を格納している，接続先リポジトリの種類および構成の名称を選
択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［構成の名称］で構成の名称を選択し
ます。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 4-12　［構成情報の設定］画面・更新用（ディレクトリサーバ・構成情報の削除）

4.［削除］ボタンをクリックします。
構成情報を削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックします。
構成情報が削除されます。
157



4.　ポータルサーバの構築
4.5　ユーザ管理情報の接続設定（DB）

uCosminexus Portal Frameworkがユーザ情報を格納した DBにアクセスするための設
定方法，および DBからの情報の取得方法について説明します。

4.5.1　ユーザ情報を設定する前に 
ユーザ情報を設定する前に知っておいていただきたい DBの接続方法について説明しま
す。

（1） DBへの接続方法

DBへの接続方法には，次の 2種類あります。

• 接続プール機能を利用する
• 接続プール機能を利用しない

接続プール機能の概要および設定方法について，次に説明します。

（a）接続プール機能の概要

接続プール機能とは，ポータルサーバ起動時に DBとのコネクションを保持し，クライ
アントから要求があったときに，保持しているコネクションをクライアントに渡す機能
です。この機能を利用すると，DBとの接続および解放によるオーバーヘッドが縮小でき
るので，サーバアプリケーションの性能を向上できます。J2EEサーバモードの場合に使
用できます。

接続プール機能の概要を次の図に示します。

図 4-13　接続プール機能の概要

（b）接続プール機能の設定方法

接続プール機能を使用するための設定方法を次に説明します。

1. リソースアダプタを設定します。
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J2EEのサーバ管理コマンドでリソースアダプタ（DB Connector）を設定し，DBへ
の接続方法を設定します。なお，サーバ管理コマンドについては，次のマニュアルを
参照してください。
•「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（コンテナ
共通機能）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　基
本・開発編 (コンテナ共通機能 )」

•「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作ガイド」，
または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション設定操作ガ
イド」

2. Webアプリケーション DD（web.xml）に接続先名称を設定します。
web.xmlファイルを直接編集して，接続先名称（JNDI名）を web.xmlファイルの
<web-app>タグ内の最後に追加します。設定した JNDI名を Portal Managerの［接
続情報の設定］画面で指定します。
web.xmlファイルは次の場所に格納されています。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF

追加する記述例を次に示します。
• HiRDBの場合

 
<resource-ref>
        <res-ref-name>jdbc/myHiRDB</res-ref-name>
        <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
        <res-auth>Container</res-auth>
        <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope>
</resource-ref>
 

• Oracleの場合

 
<resource-ref>
        <res-ref-name>jdbc/myOracle</res-ref-name>
        <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
        <res-auth>Container</res-auth>
        <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope>
</resource-ref>
 

• SQL Serverの場合

 
<resource-ref>
        <res-ref-name>jdbc/mySQLServer</res-ref-name>
        <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
        <res-auth>Container</res-auth>
        <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope>
</resource-ref>
 

3. 接続先名称（JNDI名）とリソースアダプタの関連付けを設定します。
JNDI名とリソースアダプタの関連付けを設定し，DBに接続します。JNDI名が解決
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できなかった場合，DBに接続できません。JNDI名とリソースアダプタの関連付け
は，ポータルを J2EEサーバに組み込む時に設定します。詳細は，「4.9　デプロイ
（J2EEサーバ）」を参照してください。

4.5.2　リポジトリの設定（DB）
DBにアクセスするための設定をします。Portal Managerの［リポジトリの設定］メ
ニューで設定します。Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Manager
の起動方法」を参照してください。

Portal Managerを使用して，接続情報と構成情報を定義します。

（1） 接続情報の新規登録（DB）

接続情報を新規に登録します。接続情報は，uCosminexus Portal Frameworkからリポ
ジトリに接続するときに使用する情報です。リポジトリに DBを使用する場合，接続情
報の設定には次の 2種類があります。

• JNDIを使用する場合
• JNDIを使用しない場合

Cosminexusのリソースアダプタ（DB Connector）を使用する場合は JNDIを使用して
ください。それぞれの接続情報の登録手順を次に示します。

（a）JNDIを使用する場合

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［新規作
成］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-14　［接続情報の設定］画面（初期画面・DB・JNDIあり）
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2.［接続先の種類］で［DB（JNDI使用）］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-15　［接続情報の設定］画面（DB・JNDIあり）

3.［接続情報の設定］画面で次の項目を設定します。
設定する項目と内容を次の表に示します。

表 4-3　接続情報の設定項目（DB・JNDIあり）

（凡例）　　○：必須　　×：任意

4.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が登録されます。

項目名 設定内容 必須

接続先の種類 接続先のリポジトリの種類を指定します。［DB（JNDI使用）］を指定し
ます。

○

接続先名称 リポジトリ情報を格納する DBの接続先名称を入力します。名称は任意で
すが，ポータルプロジェクト内で一意となるようにしてください。

○

JNDI名 接続に使用する JNDI名を入力します。入力できる文字は，半角英数字お
よび記号で 256文字までです。
「java:comp/env/」以降に web.xmlファイルの「res-ref-name」タグで指
定したものを入力します。
web.xmlに <res-ref-name>jdbc/myHiRDB<res-ref-name>と設定した場
合

java:comp/env/jdbc/myHiRDB

○

データベース種
別

HiRDBの場合
［HiRDB］

Oracleの場合
［Oracle］

SQL Serverの場合
［SQLServer］

×
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（b）JNDIを使用しない場合

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［新規作
成］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-16　［接続情報の設定］画面（初期画面・DB・JNDIなし）

2.［接続先の種類］で［DB（一般）］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-17　［接続情報の設定］画面（DB・JNDIなし）

3.［接続情報の設定］画面で次の項目を設定します。
設定する項目と内容を次の表に示します。
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表 4-4　接続情報の設定項目（DB・JNDIなし）

（凡例）　　○：必須　　×：任意

4.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が登録されます。

（2） 構成情報の新規登録（DB）

構成情報を定義します。構成情報は，ユーザ管理情報のユーザ情報，グループ情報，お
よび組織単位情報を格納した DB上のテーブル構成の情報です。構成情報の定義は，
ユーザエントリ，グループエントリ，および組織単位エントリごとに設定します。

ユーザエントリの設定は必ずしてください。グループエントリおよび組織単位エントリ
の設定については，グループ識別子および組織単位識別子でアクセス制御やパーソナラ
イズをする場合に設定してください。

構成情報を定義する手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［新規作

項目名 設定内容 必
須

接続先の
種類

接続先のリポジトリの種類を指定します。［DB（一般）］を指定します。 ○

接続先名
称

リポジトリ情報を格納する DBの接続先名称を入力します。名称は任意ですが，ポー
タルプロジェクト内で一意となるようにしてください。

○

接続先
URL

接続先 DBの URLを入力します。入力できる文字は，半角英数字および記号で
1024文字までです。
指定例：jdbc:hitachi:dbplib://
DB=HiRDB,DBID=22200,DBHOST=localhost

○

JDBCド
ライバ名

接続に使用する JDBCドライバ名を入力します。半角英数字および記号で 256文字
まで指定できます。JDBCドライバには，HiRDB Type4 JDBC Driver，
Cosminexus DABroker Library，Oracle JDBC Thin Driver，または SQL Serverの
JDBCドライバが使用できます。

○

接続先
ユーザー
名

接続先 DBのユーザ名を入力します。入力できる文字は，半角英数字および記号で
256文字までです。

○

接続先パ
スワード

接続先 DBのパスワードを入力します。入力できる文字は，半角英数字および記号で
256文字までです。

○

接続待ち
時間

DBとの接続が成功するまで待機する時間を指定します。単位は秒です。
［接続待ち時間］には 0～ 2,147,483,647の値を指定します。

○

データ
ベース種
別

HiRDBの場合
［HiRDB］

Oracleの場合
［Oracle］

SQL Serverの場合
［SQLServer］

×
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4.　ポータルサーバの構築
成］を選択します。
構成情報の設定画面が表示されます。

図 4-18　［構成情報の設定］画面（初期画面・DB・構成情報の新規登録）

2.［接続先の種類］で［DB］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-19　［構成情報の設定］画面（DB）

3.［構成情報の設定］画面で次の項目を設定します。
画面で設定する項目と内容を次の表に示します。

表 4-5　構成情報の設定項目（DB）

項目名 設定内容 必須

接続先の種類 「(1)　接続情報の新規登録（DB）」で定義した接続先の種類を選択しま
す。DBの場合，［DB］となります。

○
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（凡例）　○：必須

4.［登録］ボタンをクリックします。
エントリが登録されます。

5. グループエントリを設定します（グループ識別子を使用する場合）。
引き続き，グループエントリを設定する場合は，手順 1.～ 4.を実施してください。

6. 組織単位エントリを設定します（組織単位識別子を使用する場合）。
引き続き，組織単位エントリを設定する場合は，手順 1.～ 4.を実施してください。

4.5.3　リポジトリの変更（DB）
リポジトリ情報を更新したり，削除したりするときの手順を次に示します。

（1） 接続情報の更新

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-20　［接続情報の選択］画面（DB・接続情報の更新）

2. 変更したい接続情報を格納している，接続先リポジトリの種類および接続先の名称を
選択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［接続先の名称］で接続先の名称を選
択します。

接続先名称 「(1)　接続情報の新規登録（DB）」で定義した接続先の名称を選択しま
す。

○

構成の名称 構成の名称をポータルプロジェクト内で一意になるように入力します。 ○

テーブル名 テーブル名を入力します。 ○

テーブルキーカラム
名

テーブルのキーとなるカラム名を入力します。ユニークキーを指定し
てください。

○

項目名 設定内容 必須
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3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。ここでは，JNDIを使用している接続情報の画面を示しま
す。

図 4-21　［接続情報の設定］画面・更新用（DB・JNDIあり・接続情報の更新）

4. 情報を変更します。
情報を変更します。変更できる項目を次に示します。
• JDNIを使用している場合
［JNDI名］および［データベース種別］を変更できます。

• JNDIを使用していない場合
［接続先 URL］，［JDBCドライバ名］，［接続先ユーザー名］，［接続先パスワード］，
［接続待ち時間］，および［データベース種別］を変更できます。

JNDIの使用の有無にかかわらず，［接続先の種類］と［接続先名称］は変更できませ
ん。変更する場合は，接続情報を削除して再作成してください。
なお，項目の設定内容の詳細は「4.5.2(1)　接続情報の新規登録（DB）」を参照して
ください。

5.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が変更されます。

（2） 接続情報の削除

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。
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図 4-22　［接続情報の選択］画面（DB・接続情報の削除）

2. 削除したい接続情報を格納している，接続先リポジトリの種類および接続先の名称を
選択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［接続先の名称］で接続先の名称を選
択します。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。ここでは，JNDIを使用している接続情報の画面を示しま
す。

図 4-23　［接続情報の設定］画面・更新用（DB・JNDIあり・接続情報の削除）

4.［削除］ボタンをクリックします。
接続情報を削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックします。
接続情報が削除されます。

（3） 構成情報の更新

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。
167



4.　ポータルサーバの構築
図 4-24　［構成情報の選択］画面（DB・構成情報の更新）

2. 変更したい構成情報を格納している，接続先リポジトリの種類および構成の名称を選
択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［構成の名称］で構成の名称を選択し
ます。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 4-25　［構成情報の設定］画面・更新用（DB・構成情報の更新）

4. 情報を変更します。
情報を変更します。変更できる項目は次のとおりです。
•［テーブル名］
•［テーブルキーカラム名］

［接続先の種類］，［接続先名称］，および［構成の名称］は変更できません。変更する
場合は，構成情報を削除して再作成してください。
なお，項目の設定内容の詳細は「4.5.2(2)　構成情報の新規登録（DB）」を参照して
ください。

5.［登録］ボタンをクリックします。
接続情報が変更されます。
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（4） 構成情報の削除

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［構成情報］－［修正］を
選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-26　［構成情報の選択］画面（DB・構成情報の削除）

2. 変更したい構成情報を格納している，接続先リポジトリの種類および構成の名称を選
択します。
［接続先の種類］で接続先リポジトリの種類を，［構成の名称］で構成の名称を選択し
ます。

3.［検索］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 4-27　［構成情報の設定］画面・更新用（DB・構成情報の削除）

4.［削除］ボタンをクリックします。
構成情報を削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックします。
構成情報が削除されます。
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4.5.4　DBからの情報の取得方法
リポジトリ情報を DBから取得するには，SQL文を発行します。DBとリポジトリの設
定が次のように設定されている場合に，発行される SQL文を次に示します。

• DBの設定（Oracleの場合）
テーブル名：user_table

注　空欄は NULL値です。
• リポジトリの設定内容
構成情報の設定内容

マッピング情報の設定内容

• 発行される SQL文

ユーザがログインしたときの SQL文
select * from user_table user_table user_table user_table where uid uid uid uid = ?

DB上に hptlPersonalizeInfoのデータがあり，同データが変更されたときの SQL文
update user_tableuser_tableuser_tableuser_table set hptlPersonalizeInfo = ? where uiduiduiduid = ? 

uid
<VARCHAR型 >

title
<VARCHAR2型 >

hptlPersonalizeInfo
<BLOB型 >

10001 kacho bER6j+dnfdxMTNLv3c/

10002 bucho

10003 TNLv3c/mUOTmxwY=

項目名 設定内容

接続先の種類 DB

接続先名称 DBConnection-1

構成の名称 DB-1

テーブル名 user_table

テーブルキーカラム名 uid

項目名 設定内容

属性名 接続先（ユーザ用）

ログインＩＤ uid cosmi

パーソナライズ情報を表すキー title DB-1

役職情報 hptlPersonalizeInfo DB-1
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4.6　ユーザ管理情報の設定（マッピング情報）
マッピング情報の設定は，アクセス制御やパーソナライズをするために必要な設定です。
マッピング情報の設定で，アクセス制御やパーソナライズをするために必要な情報と，
ディレクトリサーバで使用している属性または DBで使用しているカラムを対応させま
す。

アクセス制御やパーソナライズに必要なユーザ識別子がある場合は，マッピング情報を
必ず設定してください。各識別子を使用する場合に必要な情報とディレクトリサーバの
属性または DBのカラムを次に示します。異なる属性または異なるカラムも使用できま
す。

アクセス制御やパーソナライズでどの識別子を使用するかについては，「3.2　ユーザ管
理情報の検討」を参照してください。

●ユーザ識別子を使用する場合

●役職識別子を使用する場合

●グループ識別子を使用する場合

●組織単位識別子を使用する場合

必要な情報 ディレクトリサーバでのエントリ ディレクトリサーバまたは
DBでの属性またはカラム

ユーザ ID ユーザエントリ uid

パーソナライズ情報を表すキー ユーザエントリ hptlPersonalizeInfo

必要な情報 ディレクトリサーバでのエントリ ディレクトリサーバまたは
DBでの属性またはカラム

役職情報 ユーザエントリ title

必要な情報 ディレクトリサーバでのエントリ ディレクトリサーバまたは
DBでの属性またはカラム

グループ名 グループエントリ cn

所属メンバー グループエントリ uniquemember

上位グループを表すキー グループエントリ memberof

必要な情報 ディレクトリサーバでのエントリ ディレクトリサーバまたは
DBでの属性またはカラム

ユーザの所属情報 ユーザエントリ hptlDepartmentDN

組織単位 ID 組織単位エントリ ou

上位組織を表すキー 組織単位エントリ hptlDepartmentDN
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4.6.1　マッピング情報の設定手順
マッピング情報の設定には，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動方
法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

（1） ユーザ情報を使用するための設定手順

ユーザ情報を使用するためのマッピング情報の設定手順を示します。

［ユーザ ID］の［属性名］には，デフォルトで「uid」が指定されています。このため，
ディレクトリサーバまたは DBに設定されている属性名が「uid」ではない場合，使用し
ているディレクトリサーバまたは DBの属性名に合わせて，ログイン IDの属性名を変更
してください。

ここでは，ユーザ情報のパーソナライズ情報を表すキーで使用する hptlPersonalizeInfo
を設定する方法を示します。なお，ここでは，［ユーザ ID］，［ユーザ表示名］，および
［パスワード］の項目はすでに設定されているものとして説明しています。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－
［ユーザ情報］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-28　［ユーザ情報の設定］画面（マッピング情報の設定）
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2.［ユーザ ID］の項目を変更します。
［ユーザ ID］は，ユーザ IDを示す属性名を変更する場合，またはログインで使用す
るリポジトリと運用管理者が運用管理ポートレットでユーザ情報を管理するリポジト
リを異なるものにする場合は設定を変更してください。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-6　［ユーザ ID］の設定内容

（凡例）　○：必須　　×：任意

注※ 1
Cosminexusに接続されているリポジトリのユーザ IDの属性名を変更した場合は，統合ユーザ
管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定も見直してください。
ua.confファイルの設定内容については，「4.3.1(2)　統合ユーザ管理フレームワークのコンフィ
グレーションファイルの設定」を参照してください。

注※ 2
運用管理ポートレットからアクセスする際に使用するリポジトリの接続先が Cosminexusとな
ります。このため，ログインモジュールに「WebPasswordJDBCLoginModule」を使用してい
る場合は，運用管理ポートレットでユーザの新規登録・変更・削除ができなくなります。
この問題を回避するには，［接続先（管理用）］で，運用管理者が運用管理ポートレットから
ユーザ情報を管理する場合に使用する接続先を指定してください。

3.［ユーザ表示名］の項目を指定します（運用管理ポートレットでユーザ管理を行う場
合）。
［ユーザ表示名］は，運用管理ポートレットでユーザ管理を行う場合に設定してくだ
さい。指定を省略した場合は，［ユーザ ID］の設定値をユーザ表示名として使用しま

項目名 設定内容 必須

属性名 ユーザ IDを示す属性名を入力します。入力できる文字は，半角英数字
および記号で 64文字までです。
デフォルトでは「uid」が指定されています。このため，ログイン時に
使用するディレクトリサーバまたは DBに設定されている属性名が
「uid」ではない場合，使用しているディレクトリサーバまたは DBの属
性名に合わせて変更してください。※ 1

○

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。指定できるのは "cosmi"だけです。"cosmi"
は Cosminexusの接続先名称で，あらかじめ登録されています。

○

接続先（管理用） 運用管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使
用する，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称
は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

［接続先（管理用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名と，
［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名は
同一のものとなります。※ 1

なお，指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），運用管理ポー
トレットからアクセスするときにも［接続先（ユーザ用）］に指定した
リポジトリに接続します。※ 2

×
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す。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-7　［ユーザ表示名］の設定内容

（凡例）　×：任意

4.［パスワード］の項目を指定します（パスワード変更を行う場合）。
［パスワード］は，ユーザ情報用のリポジトリに DBを使用している場合で
uCosminexus Portal Frameworkでパスワード変更を行う場合に設定してください。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-8　［パスワード］の設定内容

項目名 設定内容 必須

属性名 ユーザの表示名を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英
数字および記号で 64文字までです。指定できる属性の型は文字列型で
す。

×

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定
できます。

×

接続先（管理用） 運用管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使
用する，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称
は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

［接続先（管理用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名と，
［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名は
同一のものになります。
なお，指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），運用管理ポー
トレットからアクセスするときにも［接続先（ユーザ用）］に指定した
リポジトリに接続します。

×

項目名 設定内容 必須

属性名 パスワードの格納先を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半
角英数字および記号で 64文字までです。
なお，次の場合には，この設定は無視されます。
•［接続先（管理用）］に接続先が Cosminexusの接続先名称を指定した
場合

•［接続先（管理用）］の指定を省略した場合（空文字列を選択した場
合）

×
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（凡例）　×：任意

参考
 

パスワード変更ができない設定にしたい場合は，［パスワード変更］画面が表示されないよ
うにナビゲーションテンプレートをカスタマイズします。ナビゲーションテンプレートのカ
スタマイズ方法については，「5.2.5　ナビゲーションテンプレート」を参照してください。

5.［パーソナライズ情報を表すキー］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-9　［パーソナライズ情報を表すキー］の設定内容

形式 パスワードの形式を指定します。指定できる形式は次のとおりです。
• 平文
• SHA-1形式
• MD5形式

パスワードの形式は，接続先の DBの暗号化形式と一致させるようにし
てください。
なお，次の場合には，この設定は無視されます。
•［接続先（管理用）］に接続先が Cosminexusの接続先名称を指定した
場合

•［接続先（管理用）］の指定を省略した場合（空文字列を選択した場
合）

×

接続先（管理用） リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称は次のと
おりです。
• 接続先が Cosminexusの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

接続先が Cosminexusの接続先名称を指定した場合，および指定を省略
した場合（空文字列を選択した場合）は，Cosminexusでの設定値を使
用するため，［属性名］および［形式］の指定は無視されます。また，
これらの場合で，「WebPasswordJDBCLoginModule」を使用している
ときは，次の操作が実施できなくなります。
• ユーザのパスワード変更
• 運用管理ポートレットでのユーザの新規登録・変更・削除

×

項目名 設定内容 必須

属性名 リポジトリに LDAPを使用している場合
「hptlPersonalizeInfo」を指定します。

リポジトリに DBを使用している場合
BLOB型で作成したカラム名を指定します。入力できる文字は，半
角英数字および記号で 64文字までです。

○

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定
できます。
なお，Cosminexusのログインモジュールで取得した属性を使用する場
合は "cosmi"を指定します。"cosmi"は Cosminexusの接続先名称で，
あらかじめ登録されています。

○

項目名 設定内容 必須
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（凡例）　○：必須　　　×：任意

注※
パーソナライズ情報を使用しない場合は，［パーソナライズ情報を表すキー］の［オプション］
に設定されている「multivalue」を削除してください。削除しないと，［登録］ボタンをクリッ
クしたときにエラーになります。

6.［役職情報］の項目を指定します（役職識別子を使用する場合）。
［役職情報］は，役職識別子を使用する場合に設定してください。指定する項目とそ
の内容を次の表に示します。

表 4-10　［役職情報］の設定内容

（凡例）　○：必須　　　×：任意

注※

オプション※ リポジトリに LDAPを使用している場合
「multivalue」を指定します。

リポジトリに DBを使用している場合
「multivalue=zip」を指定します。HiRDBで BLOB型分割送受
信を有効にする場合は「multivalue=zip，bufsize=分割バイト
サイズ（1～ 2,147,483,647）」を指定します。

×

接続先（管理用） 何も設定しないでください。 ×

項目名 設定内容 必須

属性名 リポジトリに LDAPを使用している場合
「title」を指定します。

リポジトリに DBを使用している場合
文字列型で作成したカラム名を指定します。入力できる文字は，半
角英数字および記号で 64文字までです。

○

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定
できます。
なお，Cosminexusのログインモジュールで取得した属性を使用する場
合は "cosmi"を指定します。"cosmi"は Cosminexusの接続先名称で，
あらかじめ登録されています。

○

オプション 何も設定しないでください。 ×

接続先（管理用） 運用管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使
用する，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称
は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

［接続先（管理用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名と，
［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名は
同一のものとなります。
なお，指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），運用管理ポー
トレットからアクセスするときにも［接続先（ユーザ用）］に指定した
リポジトリに接続します。※

×

項目名 設定内容 必須
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［接続先（管理用）］の指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），［接続先（ユーザ用）］
で接続先が Cosminexusの接続先名称を指定しているときは，運用管理ポートレットで役職情
報をキーにした検索ができなくなります。
運用管理ポートレットのグループ管理で利用者の設定を行う場合に役職情報をキーにユーザを
検索する場合は，［接続先（管理用）］の指定を行うか［接続先（ユーザ用）］に Cosminexus以
外の接続先を指定してください。

7.［所属情報］の項目を指定します（所属単位識別子を使用する場合）。
［所属情報］は，組織単位識別子を使用する場合に設定してください。指定する項目
とその内容を次の表に示します。

表 4-11　［所属情報］の設定内容

（凡例）　○：必須　　　×：任意

8.［登録］ボタンをクリックします。
設定した情報が登録されます。

（a）ユーザ定義項目の設定

ユーザ情報に任意の項目を設定できます。

1.［ユーザ情報の設定］画面で［ユーザ定義項目追加］ボタンをクリックします。

項目名 設定内容 必須

属性名 ユーザの所属を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数
字および記号で 64文字までです。

○

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
［接続先（ユーザ用）］で接続先がディレクトリサーバの接続先名称を指
定する場合
［文字列型］または［DN型］

［接続先（ユーザ用）］で接続先が DBの接続先名称を指定する場合
［文字列型］

○

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定
できます。
なお，Cosminexusのログインモジュールで取得した属性を使用する場
合は "cosmi"を指定します。"cosmi"は Cosminexusの接続先名称で，
あらかじめ登録されています。

○

オプション 何も設定しないでください。 ×

接続先（管理用） 運用管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使
用する，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称
は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

［接続先（管理用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名と，
［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名は
同一のものとなります。
なお，指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），運用管理ポー
トレットからアクセスするときにも［接続先（ユーザ用）］に指定した
リポジトリに接続します。

×
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［ユーザ定義項目の設定］画面が表示されます。

図 4-29　［ユーザ定義項目の設定］画面

2.［項目名］および［属性名］を設定します。
設定する内容を次の表に示します。

表 4-12　［ユーザ定義項目の設定］画面の設定内容

（凡例）　○：必須

3.［設定画面へ反映］ボタンをクリックします。
［ユーザ情報の設定］画面に戻ります。

4. ユーザ定義項目の［格納時の型］，［接続先（ユーザ用）］，［オプション］，および［接
続先（管理用）］を設定します。
設定する内容を次の表に示します。

表 4-13　ユーザ定義項目の設定内容

項目名 設定内容 必須

項目名 追加したい項目の名称を指定します。入力できる文字は，半角英数字お
よび記号で 64文字までです。

○

属性名 追加したい項目の属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数字
および記号で 64文字までです。

○

項目名 設定内容 必須

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
• 文字列型
• バイナリ型
• DN型

○

接続先（ユーザ用） ポータル利用者がポータルにログインする場合に使用する，リポジトリ
の接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定
できます。
なお，Cosminexusのログインモジュールで取得した属性を使用する場
合は "cosmi"を指定します。"cosmi"は Cosminexusの接続先名称で，
あらかじめ登録されています。

○
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（凡例）　○：必須　　　×：任意

注※
［接続先（管理用）］の指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），［接続先（ユーザ用）］
で接続先が Cosminexusの接続先名称を指定しているときは，運用管理ポートレットで，設定
した項目をキーにした検索ができなくなります。
この問題を回避するには，［接続先（管理用）］で，運用管理者が運用管理ポートレットから
ユーザ情報を管理する場合に使用する接続先を指定してください。

5.［登録］ボタンをクリックします。
設定した情報が登録されます。

ユーザ定義項目を変更するには
［ユーザ情報の設定］画面（マッピング情報の設定）に項目が追加されているので，
ユーザ定義項目の値を変更して［登録］ボタンをクリックしてください。

ユーザ定義項目を削除するには
ユーザ定義項目を削除したい場合は，ユーザ定義項目の左側にあるチェックボック
スをチェックして，［ユーザ定義項目削除］ボタンをクリックしてください。

！！！！ 注意事項
 

［ユーザ定義項目追加］ボタンまたは［ユーザ定義項目削除］ボタンをクリックして設定を
変更したあと，［ユーザ情報の設定］画面で［登録］ボタンをクリックしないでほかの画面
に移ったり，Webブラウザを閉じたりすると，設定した情報は保存されません。ユーザ定義
項目を編集したあとは，必ず［登録］ボタンをクリックしてください。また，ユーザ定義項
目は順不同です。追加した順序と画面に表示する順序が異なる場合があります。

（2） グループ情報を使用するための設定手順

グループ情報を使用するためのマッピング情報の設定手順を示します。グループ識別子

オプション この属性がマルチバリューの場合，「multivalue」を指定できます。
リポジトリに DBを使用している場合は「multivalue=zip」で指定し
ます。HiRDBで BLOB型分割送受信を有効にする場合は
「multivalue=zip，bufsize=分割バイトサイズ（1～
2,147,483,647）」を指定します。

×

接続先（管理用） 運用管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使
用する，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称
は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

［接続先（管理用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名と
［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリに設定されている属性名は
同一のものとなります。
なお，指定を省略した場合（空文字列を選択した場合），運用管理ポー
トレットからアクセスするときにも［接続先（ユーザ用）］に指定した
リポジトリに接続します。※

×

項目名 設定内容 必須
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を使用する場合に設定してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－［グ
ループ情報］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-30　［グループ情報の設定］画面

2.［グループ名］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-14　［グループ名］の設定内容

（凡例）　○：必須

3.［所属メンバー］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

項目名 設定内容 必須

属性名 グループ名を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数字
および記号で 64文字までです。

○

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は，［文字列型］です。 ○

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続
先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

○
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表 4-15　［所属メンバー］の設定内容

（凡例）　○：必須　　　×：任意

4.［上位グループを表すキー］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-16　［上位グループを表すキー］の設定内容

（凡例）　×：任意

5.［登録］ボタンをクリックします。
設定した情報が登録されます。

（3） 組織単位情報を使用するための設定手順

組織単位情報を使用するためのマッピング情報の設定手順を示します。組織単位識別子
を使用する場合に設定してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－［組
織単位情報］を選択します。

項目名 設定内容 必須

属性名 所属するメンバの情報を格納した属性名を指定します。入力できる文字
は，半角英数字および記号で 64文字までです。

○

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
リポジトリにディレクトリサーバを使用している場合
［文字列型］または［DN型］

リポジトリに DBを使用している場合
［文字列型］

○

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続
先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

○

オプション この属性がマルチバリューの場合，「multivalue」を指定できます。
リポジトリに DBを使用している場合は「multivalue=値」で指定し
ます。

×

項目名 設定内容 必須

属性名 上位グループの情報を格納した属性名を指定します。入力できる
文字は，半角英数字および記号で 64文字までです。

×

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
•［文字列型］または［DN型］

×

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定でき
る接続先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

×

オプション この属性がマルチバリューの場合，「multivalue」を指定できま
す。

×
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次の画面が表示されます。

図 4-31　［組織単位情報の設定］画面

2.［組織単位 ID］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-17　［組織単位 ID］の設定内容

（凡例）　○：必須

3.［組織表示名］の項目を指定します。
設定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-18　［組織表示名］の設定内容

項目名 設定内容 必須

属性名 組織単位 IDを表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数
字および記号で 64文字までです。

○

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は，［文字列型］です。 ○

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続
先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

○

項目名 設定内容 必須

属性名 組織表示名を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数字
で 64文字までです。指定できる属性の型は文字列型です。

○

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続
先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

○
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（凡例）　○：必須

4.［上位組織を表すキー］の項目を指定します。
指定する項目とその内容を次の表に示します。

表 4-19　［上位組織を表すキー］の設定内容

（凡例）　○：必須

5.［登録］ボタンをクリックします。
設定した情報が登録されます。

4.6.2　マッピング情報の一括削除
組織変更などに伴ってグループ情報または組織単位情報が必要なくなった場合は，
Portal Managerを使用して，組織単位情報，またはグループ情報を一括削除できます。
一括削除する手順を次に示します。

なお，Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を
参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－［一
括削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

項目名 設定内容 必須

属性名 上位組織単位を表す属性名を指定します。入力できる文字は，半角英数
字および記号で 64文字までです。

○

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
リポジトリにディレクトリサーバを使用している場合
［文字列型］または［DN型］

リポジトリに DBを使用している場合
［文字列型］

○

接続先 登録されているリポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続
先名称は次のとおりです。
• 接続先がディレクトリサーバの接続先名称
• 接続先が DBの接続先名称

○
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図 4-32　［マッピング情報の一括削除］画面

なお，削除対象となる情報が設定されていない場合は，「削除できる情報がありませ
ん」というメッセージが表示されます。

2. 削除するマッピング情報をチェックします。
削除するマッピング情報の種別（［グループ］，または［組織単位］）のチェックボッ
クスをチェックします。
なお，チェックボックスが表示されるのは，削除対象となる情報が設定されている情
報の種別だけです。

3.［実行］ボタンをクリックします。
手順 2.でチェックしたマッピング情報が一括削除されます。
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4.7　共通情報の設定
ここでは，共通情報を使用する場合の設定方法を説明します。

設定手順を次に示します。

1. リポジトリの設定
uCosminexus Portal Frameworkが共通情報にアクセスするために，接続情報，構成
情報，およびマッピング情報を設定します。詳細は，「4.7.2　リポジトリの設定（共
通情報）」を参照してください。

2. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）の削除
各ポータルサーバで保持していたポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）
を削除します。詳細は，「4.7.3　ポートレット配置情報ファイルの削除」を参照して
ください。

4.7.1　共通情報を設定する前に 
共通情報は DBに格納されます。共通情報を設定する前に，DBの接続方法について確認
してください。DBの接続方法の詳細は，「4.5.1(1)　DBへの接続方法」を参照してくだ
さい。

4.7.2　リポジトリの設定（共通情報）
Portal Managerを使用して，接続情報，構成情報，およびマッピング情報を設定しま
す。

リポジトリの設定手順を次に示します。なお，手順 2.および手順 3.で追加する記述を含
んだサンプルの Repository.xmlファイルを提供していますので，「4.4　ユーザ管理情報
の接続設定（ディレクトリサーバ）」，「4.5　ユーザ管理情報の接続設定（DB）」，「4.6　
ユーザ管理情報の設定（マッピング情報）」を行っていない場合は，{設定ファイル格納
ディレクトリ }の Repository.xmlファイルに置き換えてご利用ください。

サンプルの Repository.xmlファイルは次の場所に格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［新規作
成］を選択し，［接続情報の設定］画面で各項目の内容を指定します。
各項目を次のとおり指定してください。
• JNDIを使用する場合

DB接続に関するリソースアダプタが設定されていることが前提です。
各項目を次のとおり指定してください。
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表 4-20　［接続情報の設定］画面で指定する内容（共通情報用・JNDIあり）

各項目を指定した［接続情報の設定］画面を次に示します。ここでは，HiRDBの
場合の画面を示します。

図 4-33　接続情報の設定（共通情報の設定）

• JNDIを使用しない場合
各項目を次のとおり指定してください。

表 4-21　［接続情報の設定］画面で指定する内容（共通情報用・JNDIなし）

項目名 指定する内容

接続先の種類 ［DB（JNDI使用）］

接続先名称 DB-EM

JNDI名 接続に使用する JNDI名を入力します。
「java:comp/env/」以降に web.xmlファイルの
「res-ref-name」タグで指定したものを入力します。
web.xmlに <res-ref-name>jdbc/
myHiRDB<res-ref-name>と設定した場合

java:comp/env/jdbc/myHiRDB

データベース種別 HiRDBの場合
［HiRDB］

Oracleの場合
［Oracle］

SQL Serverの場合
［SQLServer］

項目名 指定する内容

接続先の種類 ［DB（一般）］

接続先名称 DB-EM

接続先 URL 使用している環境に合わせて設定してください。

JDBCドライバ名
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各項目を指定した［接続情報の設定］画面を次に示します。ここでは，HiRDBの
場合の画面を示します。

図 4-34　接続情報の設定（共通情報の設定）

2. Repository.xmlファイルに構成情報を設定します。
Repository.xmlファイルを直接編集して，Repository.add1.xmlファイルの内容を追
加します。
各ファイルは次の場所に格納されています。

Repository.xmlファイルの格納ディレクトリ

{設定ファイル格納ディレクトリ }※

注※　デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

Repository.add1.xmlの格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ

接続先ユーザー名

接続先パスワード

接続待ち時間

データベース種別 HiRDBの場合
［HiRDB］

Oracleの場合
［Oracle］

SQL Serverの場合
［SQLServer］

項目名 指定する内容
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}¥samples¥config¥empowermentdb

Repository.xmlファイルの <resource name="cosmi" type="cosminexus"/>と
<portal-mapping>の間に Repository.add1.xmlファイルの内容を追加してください。
Repository.add1.xmlファイルの内容を次に示します。

Repository.add1.xmlファイルの内容
<resource name="PORTALFILE" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
        <table name="FILECONTENT" key="filename"/>
</resource>
 
<resource name="PORTALGROUP-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_GROUP" key="communityid"/>
</resource>
<resource name="PORTALGROUP-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_GROUP" key="portalgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTALLAYOUT-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_LAYOUT" key="portalgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTALLAYOUT-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_LAYOUT" key="entryid"/>
</resource>
<resource name="PORTALPORTLET-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_PORTLET" key="portalgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTALPORTLET-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_PORTLET" key="entryid"/>
</resource>
<resource name="PORTALPORTLET-V1" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_PORTLET_VIEW1" key="entryid"/>
</resource>
<resource name="PORTALCREATEID" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_CREATEID" key="createid"/>
</resource>
<resource name="PORTALUPDATEID" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTAL_UPDATEID" key="updateid"/>
</resource>
 
<resource name="PORTLETARRANGE-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ARRANGE" key="layoutid"/>
</resource>
<resource name="PORTLETARRANGE-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ARRANGE" key="layoutid"/>
</resource>
 
<resource name="PORTLETGROUP-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_GROUP" key="portletgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTLETGROUP-W" type="DB">
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    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_GROUP" key="portletgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTLETENTRY-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ENTRY" key="entryid"/>
</resource>
<resource name="PORTLETENTRY-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ENTRY" key="entryid"/>
</resource>
 
<resource name="COMPONENTPORTLET-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="COMPONENT_PORTLET" key="portletname"/>
</resource>
<resource name="COMPONENTPORTLET-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="COMPONENT_PORTLET" key="portletname"/>
</resource>
 

3. Repository.xmlファイルにマッピング情報を設定します。
Repository.xmlファイルを直接編集して，Repository.add2.xmlファイルの内容を追
加します。
各ファイルは次の場所に格納されています。

Repository.xmlファイルの格納ディレクトリ

{設定ファイル格納ディレクトリ }※

注※　デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

Repository.add2.xmlの格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

<portal-mapping>タグ内の <portalOrganizationalUnit>タグのあとに，
Repository.add2.xmlファイルの内容を追加してください。ただし，
<portalCommon>タグがすでに存在する場合は，その中に <mapping>タグの記述を
追加してください。
Repository.add2.xmlファイルの内容を次に示します。

Repository.add2.xmlファイルの内容
<portalCommon>
    <Mapping dest="FILENAME" src="filename">PORTALFILE</Mapping>
    <Mapping dest="FILECONTENT" src="filecontent" 
type="bin">PORTALFILE</Mapping>
    <Mapping dest="FILEUPDATECD" src="fileupdatecd">PORTALFILE</
Mapping>
    <Mapping dest="FILEDELETEFLG" src="deleteflg">PORTALFILE</
Mapping>
    <Mapping dest="GROUPID_R" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPORDER_R" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMMUNITYID_R" src="communityid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
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    <Mapping dest="GROUPTITLE_R" src="portalgrouptitle" 
options=multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPDESC_R" src="portalgroupdesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPTITLES_R" src="portalgrouptitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ALLOWLISTCONTROL_R" src="allowlistcontrol" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ALLOWLISTUSE_R" src="allowlistuse" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPUPDATECD_R" src="groupupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</
Mapping>
    <Mapping dest="GROUPDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-R</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPID_W" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPORDER_W" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMMUNITYID_W" src="communityid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPTITLE_W" src="portalgrouptitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPDESC_W" src="portalgroupdesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPTITLES_W" src="portalgrouptitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ALLOWLISTCONTROL_W" src="allowlistcontrol" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ALLOWLISTUSE_W" src="allowlistuse" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="GROUPUPDATECD_W" src="groupupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</
Mapping>
    <Mapping dest="GROUPDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALGROUP-W</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPIDENTRY_LAYOUT_R" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYID_LAYOUT_R" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYORDER_LAYOUT_R" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYNAME_LAYOUT_R" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTYPE_LAYOUT_R" src="entrytype" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLE_LAYOUT_R" src="entrytitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARENT_LAYOUT_R" src="entryparent" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDESC_LAYOUT_R" src="entrydesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARAMETER_LAYOUT_R" src="entryparameter" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLES_LAYOUT_R" src="entrytitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</
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Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYUPDATECD_LAYOUT_R" src="entryupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYINSTANCETYPE_LAYOUT_W" src="instancetype" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDELETEFLG_LAYOUT_R" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-R</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPIDENTRY_LAYOUT_W" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYID_LAYOUT_W" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYORDER_LAYOUT_W" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYNAME_LAYOUT_W" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTYPE_LAYOUT_W" src="entrytype" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLE_LAYOUT_W" src="entrytitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARENT_LAYOUT_W" src="entryparent" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping> 
    <Mapping dest="ENTRYDESC_LAYOUT_W" src="entrydesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARAMETER_LAYOUT_W" src="entryparameter" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLES_LAYOUT_W" src="entrytitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYUPDATECD_LAYOUT_W" src="entryupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYINSTANCETYPE_LAYOUT_W" src="instancetype" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDELETEFLG_LAYOUT_W" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALLAYOUT-W</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPIDENTRY_PORTLET_R" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYID_PORTLET_R" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYORDER_PORTLET_R" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYNAME_PORTLET_R" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTYPE_PORTLET_R" src="entrytype" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLE_PORTLET_R" src="entrytitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARENT_PORTLET_R" src="entryparent" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping> 
    <Mapping dest="ENTRYDESC_PORTLET_R" src="entrydesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARAMETER_PORTLET_R" src="entryparameter" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLES_PORTLET_R" src="entrytitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</
Mapping>
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    <Mapping dest="ENTRYUPDATECD_PORTLET_R" src="entryupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYINSTANCETYPE_PORTLET_R" 
src="instancetype" type="string" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDELETEFLG_PORTLET_R" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-R</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPIDENTRY_PORTLET_W" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYID_PORTLET_W" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYORDER_PORTLET_W" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYNAME_PORTLET_W" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTYPE_PORTLET_W" src="entrytype" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLE_PORTLET_W" src="entrytitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARENT_PORTLET_W" src="entryparent" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDESC_PORTLET_W" src="entrydesc" 
options="encoding=base64,multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W
</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARAMETER_PORTLET_W" src="entryparameter" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLES_PORTLET_W" src="entrytitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYUPDATECD_PORTLET_W" src="entryupdatecd" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</
Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYINSTANCETYPE_PORTLET_W" 
src="instancetype" type="string" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDELETEFLG_PORTLET_W" src="deleteflg" 
type="string" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-W</
Mapping>
 
    <Mapping dest="GROUPIDENTRY_PORTLET_V1" src="portalgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYID_PORTLET_V1" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYORDER_PORTLET_V1" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYNAME_PORTLET_V1" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTYPE_PORTLET_V1" src="entrytype" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLE_PORTLET_V1" src="entrytitle" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARENT_PORTLET_V1" src="entryparent" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDESC_PORTLET_V1" src="entrydesc" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYPARAMETER_PORTLET_V1" 
src="entryparameter" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYTITLES_PORTLET_V1" src="entrytitles" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</
Mapping>
192



4.　ポータルサーバの構築
    <Mapping dest="ENTRYUPDATECD_PORTLET_V1" src="entryupdatecd" 
type="string" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYINSTANCETYPE_PORTLET_V1" 
src="instancetype" type="string" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
    <Mapping dest="ENTRYDELETEFLG_PORTLET_V1" src="deleteflg" 
type="string" 
options="multivalue=multirecord">PORTALPORTLET-V1</Mapping>
 
    <Mapping dest="CREATEID" src="createid">PORTALCREATEID</
Mapping>
    <Mapping dest="UPDATEID" src="updateid">PORTALUPDATEID</
Mapping>
 
    <Mapping dest="ARRANGELAYOUTID_R" src="layoutid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEAREAID_R" src="areaid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPORTLET_R" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMNAME_R" src="paramname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMVALUE_R" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEUPDATECD_R" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="ARRANGELAYOUTID_W" src="layoutid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEAREAID_W" src="areaid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPORTLET_W" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMNAME_W" src="paramname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMVALUE_W" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEUPDATECD_W" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
 
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPNAME_R" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGLOCATION_R" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPTITLES_R" 
src="portletgrouptitles" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPDESCS_R" src="portletgroupdescs" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</
Mapping>
    <Mapping dest="PGPARENTPORTLETGROUP_R" 
src="parentportletgroup" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGGROUPUPDATECD_R" src="groupupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPNAME_W" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
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    <Mapping dest="PGLOCATION_W" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPTITLES_W" 
src="portletgrouptitles" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPDESCS_W" src="portletgroupdescs" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</
Mapping>
    <Mapping dest="PGPARENTPORTLETGROUP_W" 
src="parentportletgroup" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGGROUPUPDATECD_W" src="groupupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
 
    <Mapping dest="PEENTRYID_R" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYNAME_R" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEPORTLETGROUPNAME_R" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYUPDATECD_R" src="entryupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="PEENTRYID_W" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYNAME_W" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEPORTLETGROUPNAME_W" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYUPDATECD_W" src="entryupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
 
    <Mapping dest="COMPPORTLETNAME_R" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPID_R" src="id" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPVALUE_R" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPUPDATECD_R" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="COMPPORTLETNAME_W" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPID_W" src="id" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPVALUE_W" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPUPDATECD_W" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
</portalCommon>

4.7.3　ポートレット配置情報ファイルの削除
標準画面レイアウト情報がポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に格納さ
れています。共通情報を設定したことで不要になるためポートレット配置情報ファイル
を削除します。
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4.　ポータルサーバの構築
表 4-22　削除するポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）の一覧

注※
デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥psml

ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）の格納先ディレクトリ ファイル名

{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }※ homeCHTML.psml
homeHDML.psml
homeHTML.psml

{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }※ ¥group¥default homeCHTML.psml
homeHDML.psml
homeHTML.psml

{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }※
¥group¥portaladminset

homeHTML.psml

{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }※
¥group¥portalsectionset

homeHTML.psml
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4.　ポータルサーバの構築
4.8　運用管理者の登録
uCosminexus Portal Frameworkでアクセス制御やパーソナライズを設定する場合は，
運用管理者を登録する必要があります。ここでは，運用管理者の設定方法および変更方
法について説明します。

4.8.1　運用管理者の設定
運用管理者の登録手順を次に示します。

1. 運用管理者を決定します。
使用しているディレクトリサーバに登録されている任意のユーザを運用管理者に決定
します。

2. Portal Managerを起動します。
Portal Managerを起動します。なお，Portal Managerの起動方法については，
「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

3. メニュー部から［ポータルサイトの設定］－［サーバの設定］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 4-35　［サーバの設定］画面

4.［ユーザ ID］に運用管理者のユーザの IDを指定します。
すべてのユーザを運用管理者とする場合は，*（アスタリスク）を指定してください。

5.［追加］ボタンをクリックします。
テキストボックスに運用管理者が追加されます。複数のユーザを登録する場合は，手
順 4.～ 5.を繰り返し実施してください。

6.［登録］ボタンをクリックします。
運用管理者が登録されます。
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4.　ポータルサーバの構築
4.8.2　運用管理者の変更
運用管理者を更新したり，削除したりするときの手順を次に示します。なお，Portal 
Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してくだ
さい。

（1） 運用管理者の更新

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［サーバの設定］を選
択します。
［サーバの設定］画面が表示されます。

2. テキストボックスで変更したいユーザを選択して，ユーザ IDを変更します。

3.［変更］ボタンをクリックします。
運用管理者の情報が変更されます。複数のユーザを変更する場合は，手順 2.～ 3.を
繰り返し実施してください。

（2） 運用管理者の削除

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［サーバの設定］を選
択します。
［サーバの設定］画面が表示されます。

2. テキストボックスで削除したいユーザを選択します。
［ユーザ ID］にユーザ IDが表示されます。

3.［削除］ボタンをクリックします。
削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

4.［OK］をクリックします。
運用管理者が削除されます。複数のユーザを削除する場合は，手順 2.～ 4.を繰り返
し実施してください。
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4.　ポータルサーバの構築
4.9　デプロイ（J2EEサーバ）

WARファイルを作成し，J2EEサーバに組み込みます。この手順が必要なのは，J2EE
サーバモードの場合だけです。デプロイ手順を次に説明します。

1. WARファイルを作成します。
J2EEサーバを使用するためにmakewar.batファイルを使用して，WARファイルを
作成します。
makewar.batファイルは次のディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥bin

makewar.batファイルを実行してWARファイルを作成します。実行時に次の内容を
指定します。
• 作成するWARファイルの格納ディレクトリとファイル名
• {PROJECT_HOME}

実行例を次に示します。
 
makewar c:¥war¥Portal.war c:¥work¥Portal
 

2. 作成したWARファイルを J2EEサーバへ組み込みます。
J2EEサーバを起動し，サーバ管理コマンドを使用して手順 1.で作成したWARファ
イルをインポートします。コンテキストルートは，インポートしたWARファイル単
位ごとに作成されます。そのあと，J2EEアプリケーションを作成し，カスタマイズ
でコンテキストルートにポータルプロジェクト名を指定します。コンテキストルート
は，セキュリティポリシーファイル（server.policy）で設定した名称と同じになるよ
うにしてください。
詳細は，次のマニュアルを参照してください。
• J2EEサーバの設定方法
マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編
（コンテナ共通機能）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能
解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」

• サーバ管理コマンドの使用方法
マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　アプリケーション設定操
作ガイド」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーショ
ン設定操作ガイド」

3. JNDI名とリソースアダプタの関連付けを設定します。
DBへの接続方法で接続プール機能を使用する場合，JNDI名とリソースアダプタの
関連付けを設定します。WAR属性ファイルを編集し，Webアプリケーション DDで
設定した JNDI名に対応するリソースアダプタ表示名を設定してください。WAR属
性ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ 
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4.　ポータルサーバの構築
V8　リファレンス 定義編（アプリケーション／リソース定義）」，またはマニュアル
「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リファレンス 定義編（アプリケーショ
ン／リソース定義）」を参照してください。
199



4.　ポータルサーバの構築
4.10　ポータルの起動
ポータルを起動する手順を次に示します。

1. コマンドプロンプトを起動します。

2. 次のディレクトリに移動します。
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥bin

3. 次のコマンドを実行します。
cjstartsv {サーバ名称 }

4. Webブラウザで URLを指定します。
Webブラウザで次の URLを指定すると，ウェルカム画面が表示されます。ただし，
すでにログインしている場合は，ホーム画面が表示されます。
http://{ホスト名 }:{ポート番号 }/Portal/index.jsp

ポート番号には，連携しているWebサーバのポート番号を指定してください。デ
フォルトでは「80」を使用します。デフォルトの場合は，ポート番号の指定は省略で

きます。

図 4-36　ウェルカム画面
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4.　ポータルサーバの構築
！！！！ 注意事項
 

ポータルと Portal Managerは同時に起動できません。ポータルを起動する場合は，Portal 
Managerを停止してください。なお，Portal Managerの終了方法は「2.4.2　Portal 
Managerの終了方法」を参照してください。
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4.　ポータルサーバの構築
4.11　ログイン
ウェルカム画面からログイン画面を開いてログインします。

1.［ログイン］画面でユーザ名およびパスワードを指定します。
サンプルユーザのユーザ名およびパスワードを指定します。　

2.［ログイン］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 4-37　ホーム画面

ポータルの構築はこれで終了です。運用管理者でログインし，運用管理の設定を行っ
てください。運用管理の設定については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。
なお，ポータル画面のカスタマイズ方法や，ナビゲーションメニューの操作方法につ
いては，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイド」を参照
してください。
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第 3編　カスタマイズ編

5　 ポータル画面のカスタマイ
ズ
この章では，ポータル画面のカスタマイズや，画面テンプレー
トのカスタマイズについて説明します。ポータルのデフォルト
の設定を変更したい場合にお読みください。

5.1　カスタマイズできる項目

5.2　画面表示のカスタマイズ

5.3　レイアウト形式のカスタマイズ

5.4　画面遷移の変更 

5.5　ナビゲーションメニューの設定

5.6　スマートナビゲーションの設定
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
5.1　カスタマイズできる項目
構築したポータル画面をカスタマイズできます。カスタマイズできる項目を次の表に示
します。なお，表中の「節の番号」欄は，詳細が記載されている節の番号に対応してい
ます。

表 5-1　ポータルのカスタマイズ項目の一覧

節の番号 項目 カスタマイズできる内容

5.2 画面表示のカスタマ
イズ

画面テンプレートを使用して，画面表示の設定を変更
できます。

5.3 レイアウト形式のカ
スタマイズ

標準画面レイアウトに適用するレイアウト形式（ポー
トレットの配置）を作成できます。

5.4 画面遷移の変更 ログイン前にウェルカム画面を表示しないようにした
り，ログアウト後に任意の画面を表示させたりするよ
うに，画面遷移を変更できます。

5.5 ナビゲーションメ
ニューの設定

ナビゲーションメニューに表示するメニューや，リン
ク集について設定を変更できます。例えば，メニュー
やリンク集の最大登録数の設定を変更できます。

5.6 スマートナビゲー
ションの設定

ポートレットのコンテンツ内のデータを抽出し，外部
Webサイトにデータを送信し連携する設定ができま
す。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
5.2　画面表示のカスタマイズ
uCosminexus Portal Frameworkには，ポータル画面のテンプレートとなる CSSファイ
ルおよび JSPファイルが用意されています。これらを編集して画面のデザインやレイア
ウトを変更したり，ボタンやリンクなどのURLを追加したりできます。

CSSファイルでは，ポータル画面のスタイルやフォントの表示方法を指定します。CSS
ファイルの種類および格納先については，「5.2.2　スタイルシートの設定」を参照してく
ださい。

JSPファイルは，ポータル画面のデザインやレイアウトを指定するファイルです。この
JSPファイルを画面テンプレートと呼びます。画面テンプレートは，画面やタイトル
バーなどカスタマイズする対象ごとに用意されています。画面テンプレートは，画面や
タイトルバーなどカスタマイズする対象ごとに用意されています。画面テンプレートに
ついては，「5.2.3　画面テンプレートの種類と設定」を参照してください。

また，レイアウト形式の種類で拡張レイアウト形式を選択するときは，画面テンプレー
トのカスタマイズのほかにタイトルコントロールを設定できます。タイトルコントロー
ルは，拡張レイアウト形式で配置する各ポートレットの画面のデザインです。タイトル
コントロールの設定については，「5.2.8　拡張レイアウト形式使用時のタイトルコント
ロール設定」を参照してください。

5.2.1　ポータル画面の HTML
ポータル画面の HTMLを次の図に示します。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
図 5-1　ポータル画面の HTML

ポータル画面に表示されるポートレットは，HTMLのテーブル要素を使って合成，配置
されます。HTMLとして必須な htmlや body要素の部分，head要素部分やナビゲー
ションバー部分は uCosminexus Portal Frameworkが内部的に生成します。

5.2.2　スタイルシートの設定
ここでは，スタイルシートの種類および格納先について説明します。

（1） スタイルシートの種類

uCosminexus Portal Frameworkでは，次の 2種類のスタイルシートを提供しています。
2種類のファイルは同時に使用することができます。

● default.css
ポータル画面全体のスタイルを設定します。ポータル画面の背景色など，全体的なス
タイルを設定したいときには，このスタイルシートを編集してください。

● standard.css
Java Portlet Specification 1.0で規定されているクラスのスタイルを設定します。標準
APIポートレットのスタイルを設定する場合に使用します。また，標準 APIポート
レット以外のポートレットでもこのスタイルを使用することでポータル全体のポート
レットのデザインを統一することができます。

（2） スタイルシートの格納先

uCosminexus Portal Frameworkで提供している 2種類のスタイルシートは，次のディ
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
レクトリに格納されています。

日本語用のスタイルシートの格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥css¥ja

英語用のスタイルシートの格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥css¥en

なお，使用言語ごとに異なるスタイルシートを設定できます。使用言語によってスタイ
ルシートを変更するには，{PROJECT_HOME}¥css配下に使用言語の言語種別（{言語
コード }［-{国コード }［-{バリアント }］］）を名称とするディレクトリを作成し，その中
に default.cssファイルおよび standard.cssファイルを格納します。例として，中国語
（香港）用のスタイルシートの格納ディレクトリを，次に示します。

中国語（香港）用のスタイルシートの格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥css¥zh-HK

5.2.3　画面テンプレートの種類と設定
ここでは，画面テンプレートの種類と設定方法について説明します。

次の表に画面テンプレートの種類を示します。テンプレートは組み合わせて使用します。

表 5-2　画面テンプレートの種類

（1） 基本テンプレート

uCosminexus Portal Frameworkで標準実装しているテンプレートで，デフォルトとし
て設定されています。

画面テンプレート名 対象 詳細

基本テンプレート ポータル画面
（レイアウトカ
スタマイズ画面
以外）

uCosminexus Portal Frameworkで標準実装している
テンプレートです。初期状態は，基本テンプレートが
設定されています。

デザインテンプレート ポータル画面
（レイアウトカ
スタマイズ画面
以外）

ポータル全体の画面をグラフィカルなデザインに変更
できるテンプレートです。

メニューベースタイトル
バーテンプレート

タイトルバー 画面のタイトルバーをカスタマイズするために提供し
ているテンプレートです。このテンプレートを使用す
るためには，デザインテンプレートを設定しておく必
要があります。

シンプルカスタマイザテン
プレート

レイアウトカス
タマイズ画面

レイアウト編集画面などをカスタマイズするために提
供しているテンプレートです。このテンプレートを使
用するためには，デザインテンプレートを設定してお
く必要があります。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（a）基本テンプレートの種類

基本テンプレートには，4種類のテンプレートが用意されています。

• レイアウトテンプレート
画面全体のレイアウトを決定するテンプレートです。ナビゲーションバーやポート
レット合成部分の位置を指定します。編集方法については，「5.2.4　レイアウトテン
プレート」を参照してください。

• ナビゲーションテンプレート
各ナビゲーションバーの表示内容を決定するテンプレートです。ナビゲーションバー
は，ヘッダー，メニュー，およびフッターに分かれ，ポータル画面内の案内機能を提
供します。ナビゲーションテンプレートの使用方法については，「5.2.5　ナビゲー
ションテンプレート」を参照してください。

• ポートレットテンプレート
タイトルの表示など，ポートレットの表示形式を決定するテンプレートです。ポート
レットテンプレートの使用方法については，「5.2.6　ポートレットテンプレート」を
参照してください。

• ページテンプレート
ログインやパスワード変更などを決定するテンプレートです。ページ内容はポータル
画面のポートレット部分に表示されます。ページテンプレートの表示内容については，
「5.2.7　ページテンプレート」を参照してください。

（b）画面構成

基本テンプレート（ナビゲーションテンプレート）使用時の，ポータル画面の構成を次
の図に示します。
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図 5-2　ポータル画面の構成（ナビゲーションテンプレートを使用した場合）

ユーザがログインやパスワード変更をするときには，ページテンプレートを使った画面
が表示されます。ログインページの画面構成を次の図に示します。

図 5-3　ログインページの画面構成
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（2） デザインテンプレート

デザインテンプレートは，ポータル全体の画面をグラフィカルなデザインに変更できる
テンプレートです。

（a）デザインテンプレートの種類

デザインテンプレートには，4種類のテンプレートが用意されています。

• レイアウトテンプレート
画面全体のレイアウトを決定するテンプレートです。ナビゲーションバーやポート
レット合成部分の位置を指定します。編集方法については，「5.2.4　レイアウトテン
プレート」を参照してください。

• ナビゲーションテンプレート
各ナビゲーションバーの表示内容を決定するテンプレートです。ナビゲーションバー
は，ヘッダー，およびフッターに分かれ，ポータル画面内の案内機能を提供します。
ナビゲーションテンプレートの使用方法については，「5.2.5　ナビゲーションテンプ
レート」を参照してください。

• ポートレットテンプレート
タイトルの表示など，ポートレットの表示形式を決定するテンプレートです。ポート
レットテンプレートの使用方法については，「5.2.6　ポートレットテンプレート」を
参照してください。

• ページテンプレート
ログインやパスワード変更などを決定するテンプレートです。ページ内容はポータル
画面のポートレット部分に表示されます。ページテンプレートの表示内容については，
「5.2.7　ページテンプレート」を参照してください。

（b）デザインテンプレートの設定方法

デザインテンプレートは，uCosminexus Portal Frameworkのインストールディレクト
リにある JSPファイルを，プロジェクトホームのディレクトリにコピーして設定しま
す。

デザインテンプレートの設定は，次の手順で行います。

1. 設定のための準備をします。
デザインテンプレートを設定するポータルサーバを停止します。

2. プロジェクトディレクトリを退避します。
ポータルプロジェクト配下の情報をあらかじめ別のディレクトリに退避させます。

3. 画面テンプレートをコピーします。
次のディレクトリ配下の情報をプロジェクトディレクトリに上書きコピーします。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥templates¥designdivision
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
！！！！ 注意事項
 

基本テンプレートおよびデザインテンプレートをすでに使用している環境から移行する際
は，設定したテンプレートに対して同じ修正を加えてください。

4. デザインテンプレートを編集します。
次のディレクトリにあるファイルの内容を編集して色とスタイルを変更できます。変
更できる内容については次のファイル内のコメントを参照してください。
• {PROJECT_HOME}/WEB-INF/templates/jsp/layouts/html/default.jsp

• {PROJECT_HOME}/WEB-INF/templates/jsp/layouts/html/

SinglePortlet.jsp

（c）画面構成

デザインテンプレート使用時の，ポータル画面の構成を次の図に示します。

図 5-4　デザインテンプレートを使用時の画面構成

（3） メニューベースタイトルバーテンプレート

ポートレットのタイトルバーの部分をカスタマイズするために提供しているテンプレー
トです。なお，このテンプレートを使用できるWebブラウザは，Internet Explorerま
たは Firefoxです。

メニューベースタイトルバーテンプレートを設定すると，次の JSPファイルが上書きコ
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ピーされます。このため，すでに次の JSPファイルを編集して使用している場合は，メ
ニューベースタイトルバーテンプレートに対して，同様の内容を再度編集してください。
なお，メニューベースタイトルバーテンプレートを使用するには，デザインテンプレー
トを設定しておく必要があります。

メニューベースタイトルバーを設定するための JSPファイル
• EditScreenControl.jsp
• FullScreenControl.jsp
• TitleControl.jsp
• TitlePortletControl.jsp
• default.jsp
• SinglePortlet.jsp

（a）設定方法

次のディレクトリ配下の情報を，プロジェクトディレクトリに上書きコピーします。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥templates¥menubasetitlebar

（b）画面構成

メニューベースタイトルバーテンプレート使用時の，タイトルバーの構成を次の図に示
します。

図 5-5　メニューベースタイトルバーテンプレート使用時のタイトルバーの構成

アイコン
アイコンは，ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）で指定されている画
像ファイルを表示します。画像ファイルが指定されていないポートレットでは，ア
イコンは表示しません。ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の指定方
法については，「10.2.1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）」を参照
してください。

タイトル
タイトル部分には，ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の <title>タ
グに設定されている文字列を表示します。ポートレット定義ファイル
（jetspeed-config.jcfg）の指定方法については，「10.2.1　ポートレット定義ファイル
（jetspeed-config.jcfg）」を参照してください。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
別画面表示ボタン
別画面表示ボタンは，ポートレットを新規ウィンドウに表示するためのボタンです。
なお，標準 APIポートレットの場合は，新規ウィンドウ表示機能をサポートしてい
ないため，表示されません。

新規ウィンドウ表示機能
新規ウィンドウ表示機能とは，別画面表示ボタンまたはメニューの「新規ウィ
ンドウ」を選択した場合に，ポートレットを新規ウィンドウとして開く機能で
す。新規ウィンドウ表示機能は，ポートレットごとに設定できます。設定方法
については，「10.2.1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）」を参
照してください。

メニューボタン
メニューボタンをクリックすると，ドロップダウンリストが表示され，ポートレッ
トの最大化，最小化，編集画面の表示などが行えます。

図 5-6　メニューベースタイトルバーのメニューの例

表示されるメニュー項目は，ポートレットの種類およびポートレットの状態によっ
て異なります。ポートレットの種類ごとに，ポートレットの状態と表示されるメ
ニュー項目の関係を次に示します。

標準 APIポートレットの場合
標準 APIポートレットの場合，ポートレットの状態は表示モードと表示サイズ
の組み合わせで構成されます。

表 5-3　ポートレットの状態と表示されるメニュー項目の関係（標準 APIポートレット）

ポートレットの状態 表示されるメニュー項目

表示モード 表示サイズ ビュー ヘルプ 編集 元に戻
す

最小化 最大化 閉じる

ビューモード
（コンテンツが
表示されている
状態）

通常表示（1
画面上に複数
のポートレッ
トを表示して
いる状態）

× ○※ 1 ○※ 2 × ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 × ○※ 1 ○※ 2 ○ ○※ 3 × ×

最小化表示 × ○※ 1 ○※ 2 ○ × ○ ○※ 4
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（凡例）　○：表示されます。　×：表示されません。
注※ 1　ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の supportsタグ内で，portlet-modeに
HELPが定義されている場合だけ，表示されます。
注※ 2　ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の supportsタグ内で，portlet-modeに
EDITが定義されている場合だけ，表示されます。
注※ 3　ポートレットが強制表示ポートレットの場合は表示されません。
注※ 4　次の場合には表示されません。
• ポートレットが強制表示ポートレットの場合
• ポータル画面にポートレットが一つだけ表示されている場合
• ウェルカム画面の場合

標準 APIポートレット以外のポートレットの場合

表 5-4　ポートレットの状態と表示されるメニュー項目の関係（標準 APIポートレット以
外のポートレット）

（凡例）　○：表示されます。　×：表示されません。
注※ 1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）で，使用言語のヘルプが設定されている
場合だけ，表示されます。各言語のヘルプを設定するプロパティは次のとおりです。

編集モード（編
集画面が表示さ
れている状態）

通常表示 ○ ○※ 1 × × ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 ○ ○※ 1 × ○ ○※ 3 × ×

最小化表示 ○ ○※ 1 × ○ × ○ ○※ 4

ヘルプモード
（ヘルプ画面が
表示されている
状態）

通常表示 ○ × ○※ 2 × ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 ○ × ○※ 2 ○ ○※ 3 × ×

最小化表示 ○ × ○※ 2 ○ × ○ ○※ 4

ポートレットの状態 表示されるメニュー項目

ヘルプ 設定 最小化 元に戻
す

最大化 新規
ウィン
ドウ

閉じる

通常表示状態（1画面上
に複数のポートレットを
表示している状態）

○※ 1 ○※ 2 ○※ 3 × ○※ 4 ○※ 5 ○※ 6

最大化表示状態 ○※ 1 ○※ 2 × ○※ 7 × ○※ 5 ×

編集状態 ○※ 1 × × × × × ×

最小化表示状態 ○※ 1 × × ○ ○※ 4 ○※ 5 ○※ 6

新規ウィンドウ表示状態 ○※ 1 × × × × × ×

ポートレットの状態 表示されるメニュー項目

表示モード 表示サイズ ビュー ヘルプ 編集 元に戻
す

最小化 最大化 閉じる
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
hptl.help.url.{言語コード }［-{国コード }［-{バリアント }］］

例えば，使用言語が日本語の場合は，ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の
hptl.help.url.ja，使用言語が英語の場合は，hptl.help.url.enを設定したときだけ表示されます。な
お，使用言語が日本語の場合は，hptl.help.urlを設定している場合も表示されます。
注※ 2　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.EditModeで表示を有効にした場
合だけ表示されます。
注※ 3　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.MinimizeModeで表示を有効に
した場合だけ表示されます。
注※ 4　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.MaximizeModeで表示を有効
（または指定なし）にした場合だけ表示されます。
注※ 5　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.NewWindowModeで表示を有効
にした場合だけ表示されます。
注※ 6　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.CloseModeで表示を有効にした
場合だけ表示されます。
注※ 7　ウェルカム画面の場合，遷移元の画面に戻ります。

（4） シンプルカスタマイザテンプレート

利用者レイアウトカスタマイザ画面をカスタマイズするために提供しているテンプレー
トです。

シンプルカスタマイザテンプレートを使用することで，画面デザインを直感的にわかり
やすくし，表示をグラフィカルなデザインにできます。なお，シンプルカスタマイザテ
ンプレートを使用するには，デザインテンプレートを設定しておく必要があります。

（a）設定方法

前提条件
シンプルカスタマイザテンプレートを設定するには，デザインテンプレートが設定
されていることが前提条件になります。

設定方法
次のディレクトリ配下の情報を，プロジェクトディレクトリに上書きコピーします。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥templates¥designcustomizer

（b）画面構成

シンプルカスタマイザテンプレートを使用時の，レイアウトカスタマイザ画面の構成を
次の図に示します。

操作方法については，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイ
ド」を参照してください。
215



5.　ポータル画面のカスタマイズ
図 5-7　レイアウトカスタマイザ画面（シンプルカスタマイザテンプレートを使用）

標準のレイアウトカスタマイザ画面とシンプルカスタマイザ画面の機能差異を次の表に
示します。

表 5-5　標準レイアウトカスタマイザ画面とシンプルカスタマイザ画面の機能差異

機能 標準レイアウトカスタマイザ画面 シンプルカスタマイザ画面

レイアウトの複製
（ユーザのタブ追加）

ユーザはタブを追加して，１レイ
アウト中に複数のタブを作成でき
る。

ユーザはタブを追加して，１レイ
アウト中に複数のタブを作成でき
ない。

複製したレイアウトの削除
（ユーザ追加のタブ削除）

ユーザは複製したレイアウト（作
成したタブ）を削除できる。

ユーザは複製したレイアウト（作
成したタブ）を削除できない。※ 1

複製したレイアウトの移動
（ユーザ追加のタブ移動）

ユーザは複製したレイアウト（作
成したタブ）を左右に移動できる。

ユーザが複製したレイアウト（作
成したタブ）を左右に移動できな
い。

レイアウトの初期化 レイアウト単位に初期化できる
（消しゴムアイコンを実装してい
る）。

レイアウト単位に初期化できない
（消しゴムアイコンを実装していな
い）。

［設定完了］ボタン ［設定完了］ボタンをクリックした
あと，［レイアウト編集画面］に戻
る。

［設定完了］ボタンをクリックした
あと，ホーム画面へ移動する。

動作環境設定 動作環境設定が［レイアウト編集
画面］内にある。

動作環境設定が［動作環境設定画
面］※ 2にある。

列追加，行追加 列追加や行追加の操作は，各アン
カーをクリックして行う。

列追加や行追加の操作は，各ボタ
ンをクリックして行う。

タブの表示 テキストベースで表示する。 画像を用いたグラフィカルなデザ
インで表示する。
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注　利用者用レイアウトカスタマイザ画面の操作方法については，マニュアル「uCosminexus 
Portal Framework　ユーザーズガイド」を参照してください。
注※ 1　タブの削除ボタンがないため，個々のタブを削除できません。「標準に戻す」ボタンで回避
できます。
注※ 2　［動作環境設定画面］は，［レイアウト編集画面］にある［動作環境の設定］ボタンから表示
します。
注※ 3　［ポートレットの選択］画面は，［レイアウト編集画面］にある［ポートレット追加］ボタ
ン，［列追加］アンカー，または［行追加］アンカーから表示します。

5.2.4　レイアウトテンプレート
レイアウトテンプレートは，ポータル画面全体のレイアウトを決定するテンプレートで
す。クライアントごとにレイアウトテンプレートが異なります。

• PC用（新規ウィンドウ画面以外）
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥default.jsp

• PC用（新規ウィンドウ画面）
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥SinglePortlet.

jsp

• iモード用
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥chtml¥default.jsp

• EZweb用
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥hdml¥default.jsp

設定内容，および各クライアントのレイアウトテンプレート例を示します。

（1） 設定内容

カスタマイズできる設定内容について説明します。レイアウトテンプレートをカスタマ
イズする場合は，ここで説明する設定以外は変更しないように注意してください。

文字コード
<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>

pageディレクティブで，contentTypeと charsetを指定します。
• contentType

contentTypeには，MIMEタイプを指定します。contentTypeに指定するMIME
タイプを次の表に示します。

ポートレットの追加方法 ［ポートレットの選択］画面※ 3

で，一覧から追加したいポート
レットを選択する。

［ポートレットの選択］画面※ 3

で，ポートレットグループツリー，
またはポートレットの検索機能を
使用して，追加したいポートレッ
トを選択する。

機能 標準レイアウトカスタマイザ画面 シンプルカスタマイザ画面
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表 5-6　contentTypeに指定するMIMEタイプ

• charset
ポータルで日本語を使用する場合，charsetに文字コードを指定する必要がありま
す。文字コードには，デフォルトエンコーディングで指定されている文字コード
と同一の文字コードを指定することを推奨します。デフォルトエンコーディング
には，UTF-8が指定されています。デフォルトエンコーディングについては，
「6.2　デフォルトエンコーディングの設定」を参照してください。

ブラウザキャッシュの設定
Webブラウザのキャッシュを無効にする設定を行います。Webブラウザのキャッ
シュを有効にしている場合はこの設定を行ってください。

base設定
<base href="<portal:uriLookup type="BaseURL" />">

ポータルのベースとなる URLを生成します。SSLアクセラレーターまたはリバー
スプロキシを使用した環境で uCosminexus Portal Frameworkを使用する場合，
URL変換規則の設定によっては，このタグを削除する必要があります。そうでない
場合には，この設定は変更しないでください。
SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシを使用時のURL変換規則について
は，「6.8　SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシ使用時の設定」を参照し
てください。

ナビゲーションバー
<portal:jetspeedNavigation  defaultTemplate="top_default.jsp"  
loggedInTemplate="top_loggedIn.jsp" />

ナビゲーションバーを挿入するための jetspeedNavigationタグを指定します。タグ
を指定した位置にナビゲーションテンプレートが挿入されます。次のパラメタが指
定できます。
• defaultTemplate（必須）

defaultTemplateパラメタには，ログイン前の画面に表示するナビゲーションテン
プレートを指定します。

• loggedInTemplate（オプション）
loggedInTemplateパラメタには，ログイン後の画面に表示するナビゲーションテ
ンプレートを指定します。

ポートレットの合成画面表示
<portal:ecsscreen />

記述言語 MIMEタイプ

HTML text/html

CHTML text/html

HDML text/x-hdml
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ecsscreenタグを記述した位置に，ポートレット合成画面が挿入されます。

（2） PC用レイアウトテンプレート例
 
<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>
<%@ page 
import="jp.co.hitachi.soft.portal.api.util.StringResource" %>
<%@ page import="jp.co.hitachi.soft.portal.api.user.LocaleData" %>
<%@ page 
import="jp.co.hitachi.soft.portal.api.csdc.util.CsdcResources" %>
<!--   タグライブラリ   -->
<%@ taglib uri='http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard' 
prefix='portal' %>
<%@ taglib uri='http://soft.hitachi.co.jp/portal/scriptutil' 
prefix='scutil' %>
<%@ taglib uri='http://soft.hitachi.co.jp/portal/api/csdc' 
prefix='csdc' %>
<%
//言語別リソースを取得する
StringResource rs = 
StringResource.getStringResource(request,"hptl_common");
//ポータルに設定されている言語コードを取得する
String lang = LocaleData.getLanguage(request);
String CssPath = "css/" + lang + "/default.css";
String stdCssPath = "css/" + lang + "/standard.css";
%>
 
<%
//
// ブラウザキャッシュの設定
// IEの設定で以下の設定を許可する運用を行う場合，記述が必要です。
// 許可しない場合，削除することが可能です。
// 
// [運用条件]ブラウザのキャッシュ有効化を許可する
// ・「ツール」メニューの「インターネットオプション」を選択
// ・「インターネット一時ファイル」の「設定...」を選択
// ・「保存しているページの新しいバージョン」を「確認しない」に設定
//
    // (1)HTMLのキャッシュ無効化時期を現在時刻に設定します
    response.setDateHeader("Expires", System.currentTimeMillis());
 
    // (2)HTTP1.0対応ブラウザに対して「キャッシュしない」を指定します
    response.setHeader("Pragma","no-cache");
 
    // (3)HTTP1.1対応ブラウザに対して「キャッシュしない」を指定します
    response.setHeader("Cache-Control","no-cache");
%>
 
<html>
    <head>  <title>uCosminexus Portal Framework</title>  
        <!--   base設定   -->
        <base href="<portal:uriLookup type="BaseURL" />">
        <!-- スタイルシートの設定 -->
        <!-- standard.cssの設定  -->
        <link href="<portal:contentUri href="<%= stdCssPath %>" />" 
type="text/css" rel="stylesheet">
        <!-- default.cssの設定 -->
        <link href="<portal:contentUri href="<%= CssPath %>" />" 
type="text/css" rel="stylesheet">
        <!-- Script Language setting for event handler -->
        <meta http-equiv="Content-Script-Type" content="text/
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javascript">
        <!-- ここにユーザ固有のスクリプトや設定を記述します。 -->
 
    </head>
    <body bgcolor="#ffffff" onLoad="hptl_user_LoginFocus()">
        <!--   上部ナビゲーションの設定   -->
        <table cellspacing="0" width="100%" border="0" 
cellpadding="0">
           <tr>
              <td>
                  <img src="<portal:contentUri href="images/Cosmi.gif" 
/>">
              </td>
              <td>
                 <!-- ログイン前，ログイン後のナビゲーションを表示します -->
                 <portal:jetspeedNavigation  
defaultTemplate="top_default.jsp"  
loggedInTemplate="top_loggedIn.jsp" />
              </td>
           </tr>
        </table>
        <!-- 左部ナビゲーションとポートレット表示領域の設定 -->
        <table cellspacing="0" width="100%" cellpadding="0" 
border="0">
            <tr>
               <td valign="top" bgcolor="#ffffff" width="5%">
                  <!-- 左部のナビゲーションを表示します -->
                  <portal:jetspeedNavigation  
defaultTemplate="left.jsp" />
               </td>
               <td valign="top" bgcolor="#ffffff">
                    <!-- ポートレット表示領域を表示します -->
                    <portal:ecsscreen />
               </td>
           </tr>
        </table>
        <!-- output script area. don't delete -->
        <scutil:scriptOutput type="onLogout">
            <noscript>
                <table cellspacing="0" width="100%" cellpadding="0" 
border="0">
                    <tr><td bgcolor="#ffff00">
                        <%=rs.getString("LH_DE_BROWSER")%>
                    </td></tr>
                </table>
            </noscript>
        </scutil:scriptOutput>
 
        <table cellspacing="0" width="100%" cellpadding="0" 
border="0">
            <tr>
                <td valign="bottom" bgcolor="#ffffff">
                  <!--   下部ナビゲーションの設定   -->
                  <portal:jetspeedNavigation 
defaultTemplate="bottom.jsp" />
                </td>
            </tr>
        </table>
        <!-- CSDC setting -->
        <csdc:use/>
 
<scutil:layoutMaxAlert app="hptl_common" 
msg="LAYOUT_MAX_ERR_MESSAGE" count="LAYOUT_MAX_ERR_COUNT" 
title="LAYOUT_MAX_ERR_TITLE" />
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    </body>
</html>

（3） iモード用レイアウトテンプレート例
　
<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>
<!--   タグライブラリ   -->
<%@ taglib uri=' http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard ' 
prefix='portal' %>
<html><HEAD>
<Title>Cosminexus Portal Framework</Title>
</HEAD>
<BODY>
    <!--   上部ナビゲーションの設定   -->
<portal:jetspeedNavigation defaultTemplate="top_chtml.jsp" 
loggedInTemplate="top_loggedInchtml.jsp" />
    <!--   ポートレット合成部分の設定   -->
    <portal:ecsscreen />
    <!--   下部ナビゲーションの設定   -->
    <portal:jetspeedNavigation  defaultTemplate="bottom_chtml.jsp" 
/>
</BODY></html>

（4） EZweb用レイアウトテンプレート例
　
<%@ page contentType="text/x-hdml;charset=Shift_JIS" %>
<!--   タグライブラリ   -->
<%@ taglib uri=' http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard' 
prefix='portal' %>
<HDML VERSION=3.0 MARKABLE=TRUE TTL=0>
    <!--   上部ナビゲーションの設定   -->
  <portal:jetspeedNavigation  defaultTemplate="top_hdml.jsp" />
    <!--   ポートレット合成部分の設定   -->
  < portal:ecsscreen />
    <!--   下部ナビゲーションの設定   -->
  < portal:jetspeedNavigation  defaultTemplate="bottom_hdml.jsp" />
</HDML>

5.2.5　ナビゲーションテンプレート
ナビゲーションテンプレートは，ナビゲーションバーの表示内容を決定するテンプレー
トです。

ナビゲーションテンプレートの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥navigations

ナビゲーションテンプレートでは，uriLookupタグおよび dynamicUriタグを使用して，
［ログイン］画面やホーム画面へのURLを生成できます。uriLookupタグおよび
dynamicUriタグは，パラメタの値によって生成される URLが変化します。

例えば，uriLookupタグの Homeパラメタを使用してホーム画面のリンクを作成したり，
Logoutパラメタを使用して終了画面へのリンクを作成したりできます。
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これらのタグライブラリを使用するには，taglibディレクティブの uri属性に，次の
URLを指定してください。

http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard

（1） uriLookupタグ

uriLookupタグの typeパラメタに指定できる値の一覧を次の表に示します。typeパラメ
タは必ず指定してください。

表 5-7　uriLookupタグの typeパラメタ一覧

uriLookupタグを使用したナビゲーションテンプレートを示します。

uriLookupタグの使用例
<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>
<%@ taglib uri='http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard' 
prefix='portal' %>
<div>
  ようこそ日立ポータルへ
  <a href="<portal:uriLookup type="Home" />">ホーム</a>
  &nbsp;&nbsp;&nbsp;
  <a href="<portal:uriLookup type="Logout" />">ログアウト</a>
  &nbsp;&nbsp;&nbsp;
  <a href="<portal:uriLookup type="Customize" />">カスタマイズ</a>
  <br>
</div>

（2） dynamicUriタグ

dynamicUriタグのパラメタを次の表に示します。パラメタは，必ず指定してください。

表 5-8　dynamicUriタグのパラメタ一覧

パラメタ値 詳細

BaseURL ポータルのベースとなる URLを生成します。
記述形式：<portal:uriLookup type="BaseURL" />

Customize 利用者用レイアウトカスタマイズ画面への URLを生成します。
記述形式：<portal:uriLookup type="Customize" />

Home ログイン直後のホーム画面への URLを生成します。
記述形式：< portal:uriLookup type="Home" />

Login ［ログイン］画面への URLを生成します。
記述形式：< portal:uriLookup type="Login" />

Logout ログアウト処理のアクションをする URLを生成します。
記述形式：< portal:uriLookup type="Logout" />

パラメタとパラメタ値 詳細

screen="Home" ログイン直後のホーム画面への URLを生成します。
記述形式：< portal:dynamicUri screen="Home" />
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dynamicUriタグを使用したナビゲーションテンプレートを示します。

dynamicUriタグの使用例
<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>
<%@ taglib uri='http://soft.hitachi.co.jp/portal/standard' 
prefix='portal' %>
 
<table cellspacing="0" width="100%" border="0" cellpadding="0">
<tr>
  <td>
    <h3>ようこそ日立ポータルへ</h3>
    <a href="<portal:uriLookup type="Login" />">ログイン</
a>&nbsp;&nbsp;&nbsp;
    <a href="<portal:dynamicUri screen="PPassword" />">パスワード
変更</a>
  </td>
</tr>
</table>

パスワードを変更できない設定にしたい場合
パスワードを変更をできない設定にしたい場合は，［パスワード変更］画面の呼び出
し元となる［パスワード変更］アンカーを非表示にします。dynamicUriタグの次の
タグを削除して，［パスワード変更］アンカーが非表示になるようカスタマイズして
ください。

削除するタグ
<a href="<portal:dynamicUri screen="PPassword" />">パスワード

変更 </a>

5.2.6　ポートレットテンプレート
ポートレットテンプレートは，ポートレットの画面表示の内容を決定するテンプレート
です。ポートレットの表示状態によって使用されるテンプレートが変わります。

（1） ポートレットテンプレートの種類

各ポートレットテンプレートの種類と表示内容を次の表に示します。

screen="Home"
action="PChangePassw
ord"

パスワード変更のアクションをします。
記述形式：< portal:dynamicUri screen="Home" 
action="PChangePassword" />

screen="Home"
action="PLoginUser"

ログイン処理のアクションをします。
記述形式：< portal:dynamicUri screen="Home" action="PLoginUser" />

screen="Login" ［ログイン］画面への URLを生成します。
記述形式：< portal:dynamicUri screen="Login" />

screen="PPassword" ［パスワード変更］画面への URLを生成します。
記述形式：< portal:dynamicUri screen="PPassword" />

パラメタとパラメタ値 詳細
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表 5-9　ポートレットテンプレートの種類と表示内容

ポートレットテンプレートを編集してデザインなどを変更できます。

ポートレットテンプレートの格納ディレクトリを次に示します。ポートレットテンプ
レートのファイル名は，「ポートレットテンプレート名 .jsp」です。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html

ポートレットテンプレートを編集する際は，BODY要素の内側に記述する部分だけを記
述してください。また，次に示すタグを使用したカスタマイズはできません。

• HTML
• HEAD
• BODY
• FRAMESET
• BASE
• META
• IFRAME
• APPLET
• SCRIPT
• FORM

（a）TitlePortletControl

ポートレットのタイトルバーとコンテンツが表示されるテンプレートです。ポートレッ
トに対してポートレットテンプレートを何も指定しなかった場合には，
TitlePortletControlが自動的に適用されます。TitlePortletControlを使用したときの

ポートレットテンプレート
名

ポートレットテンプレートの表示内容

TitlePortletControl タイトルバーとコンテンツを表示します。

BorderPortletControl ポートレットのコンテンツ部分を枠線で囲んで表示します。［スタイル
編集画面］でポートレットのスタイルをタイトルなし・枠なしに設定し
た場合に使用されます。

PanedPortletControl タブを表示します。ナビゲーションバーを表示しないときに使用されま
す。

NavigationPanedPortletCo
ntrol

タブを表示します。ナビゲーションバーを表示するときに使用されま
す。

TitleControl タイトルバーだけを表示します。ポートレットを最小化表示するときに
使用されます。

FullScreenControl タイトルバーとコンテンツを表示します。ポートレットを最大化表示す
るときに使用されます。

EditScreenControl 最大化した状態で編集画面を表示します。編集ボタンをクリックしたと
きに使用されます。
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ポータル画面を次に示します。

図 5-8　TitlePortletControl（基本テンプレート）を使用した場合

（b）BorderPortletControl

ポートレットが枠線で囲まれて表示されるテンプレートです。

BorderPortletControlを使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-9　BorderPortletControl（基本テンプレート）を使用した場合
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（c） PanedPortletControl

タブ形式の画面が表示されるテンプレートです。タブ形式のレイアウトでナビゲーショ
ンメニューを表示していない場合は，このテンプレートが使用されます。ポートレット
表示領域の上下に表示される線をルーラーと呼びます。

PanedPortletControlを使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-10　PanedPortletControl（基本テンプレート）を使用した場合

（d）NavigationPanedPortletControl

タブ形式の画面が表示されるテンプレートです。タブ形式のレイアウトでナビゲーショ
ンメニューを表示した場合は，このテンプレートが使用されます。

NavigationPanedPortletControlを使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-11　NavigationPanedPortletControl（基本テンプレート）を使用した場合
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（e）TitleControl

ポートレットのタイトルバーだけが表示されるテンプレートです。ポートレットを最小
化表示するときに使用されます。

TitleControlを使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-12　TitleControl（基本テンプレート）を使用した場合

（f） FullScreenControl

ポートレットが最大化表示されるテンプレートです。ポートレットを最大化表示すると
きに使用されます。

FullScreenControlを使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-13　FullScreenControl（基本テンプレート）を使用した場合
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（g）EditScreenControl

最大化した状態で編集画面が表示されるテンプレートです。標準 APIポートレット以外
のポートレットで，編集ボタンをクリックしたときに使用されます。EditScreenControl
を使用したときのポータル画面を次に示します。

図 5-14　EditScreenControl（基本テンプレート）を使用した場合

（2） カスタマイズ方法

ポートレットテンプレートのカスタマイズの例を次の表に示します。

表 5-10　ポートレットテンプレートのカスタマイズの例

ポートレットテンプレート 例

TitlePortletControl • タイトルバーの形
• タイトルバー内でのタイトルやボタンの配置
• ボタンの表示・非表示
• 枠線の付加

BorderPortletControl 枠線の付加

PanedPortletControl • タブの表示位置
• タブの形

NavigationPanedPortletControl • タブの表示位置
• タブの形

TitleControl • タイトルバーの形
• タイトルバー内でのタイトルやボタンの配置
• ボタンの表示・非表示
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カスタマイズするには，ポートレットテンプレート Beanを使用します。

ポートレットテンプレート Beanは，ポートレットテンプレートで使用する APIです。
ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に保存されているユーザごとのカス
タマイズ情報，ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）に定義されているポー
トレットのタイトルなどの情報を取得します。

ポートレットテンプレートを編集するときは，次の表に示すポートレットテンプレート
Beanを使用します。

表 5-11　ポートレットテンプレートで使用するポートレットテンプレート Bean

ポートレットテンプレートで使用できる APIは，ポートレットテンプレート Beanだけ
です。uCosminexus Portal Frameworkが提供するほかのタグライブラリ，クラスライ
ブラリおよび Beanは使用できません。

ポートレットテンプレート Beanの詳細は，「9.4　ポートレットテンプレート Bean」を
参照してください。

ポートレットテンプレート Beanによって，取得できるレイアウト項目が異なります。

レイアウト項目と設定内容を次の表に示します。

FullScreenControl • タイトルバーの形
• タイトルバー内でのタイトルやボタンの配置
• ボタンの表示・非表示
• 枠線の付加

EditScreenControl • タイトルバーの形
• タイトルバー内でのタイトルやボタンの配置
• ボタンの表示・非表示
• 枠線の付加

ポートレットテンプレート ポートレットテンプレート Bean

TitlePortletControl TitleLayoutBean

BorderPortletControl NoTitleLayoutBean

PanedPortletControl PanedLayoutBean

NavigationPanedPortletControl NavigationPanedLayoutBean

TitleControl TitleLayoutBean

FullScreenControl TitleLayoutBean

EditScreenControl TitleLayoutBean

ポートレットテンプレート 例
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表 5-12　レイアウト項目と設定内容

ポートレットテンプ
レート Bean

レイアウト項目 設定ファイル パラメタ名称

共通 コンテンツの背景
色

ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

background-color

NoTitleLayoutBean 枠線の太さ ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

border-size

枠線の色 ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

border-color

PanedLayoutBean 選択しているタブ
色

ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

selected-color

選択していないタ
ブ色

ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

title-color

ルーラー幅 ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

ruler-size

ルーラー色 ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

ruler-color

タブのタイトル ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

<title>要素

TitleLayoutBean タイトルバーの背
景色

ポートレット配置情報ファイ
ル（PSMLファイル）

title-color

ボタンに使用する
画像

{PROJECT_HOME}¥imagesに
格納されています。
• ビューボタン：view.gif

• ヘルプボタン：help.gif

• 編集ボタン：edit.gif

• 元に戻すボタン：
restore.gif

• 最小化ボタン：min.gif

• 最大化ボタン：max.gif

• 閉じるボタン：close.gif

• 非活性ビューボタン：
view_disable.gif

• 非活性ヘルプボタン：
help_disable.gif

• 非活性編集ボタン：
edit_disable.gif

• 非活性元に戻すボタン：
restore_disable.gif

• 非活性最小化ボタン：
min_disable.gif

• 非活性最大化ボタン：
max_disable.gif

• 新規ウィンドウボタン：
j00w_newwin.gif

• メニューアイコン：
j00w_menu.gif

－
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（凡例）　－：該当しません。

（3） TitlePortletControlの構成

TitlePortletControlで表示したポートレットの画面構成を次に示します。なお，これは，
基本テンプレートを使用した場合の構成図です。

図 5-15　TitlePortletControlで表示したポートレットの画面構成

一つのポートレットは，一つのテーブル要素から成り立っています。図のいちばん外側
の枠がテーブル要素に該当します。

1. タイトルバー
<TR>タグの背景色を指定することで，タイトルバーの背景色を表示します。

2. ポートレットのタイトル
<TD>タグでポートレットのタイトルを表示します。

3. ボタン
<TD>タグでボタンの画像とリンク先を指定します。
表示されるボタンは，ポートレットの種類によって異なります。詳細は，標準 API
ポートレットの場合は「(a)　ポートレットに表示されるボタン（標準 APIポート
レットの場合）」を，標準 APIポートレット以外のポートレットの場合は「(b)　ポー
トレットに表示されるボタン（標準 APIポートレット以外のポートレットの場合）」
を参照してください。

4. ポートレットのコンテンツ
<TD>タグで背景色とコンテンツを表示します。

（a）ポートレットに表示されるボタン（標準 APIポートレットの場合）

ポートレットに表示されるボタンは，ポートレットの状態によって異なります。標準
APIポートレットの場合の，ポートレットの状態と表示されるボタンの関係を次に示し
ます。
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表 5-13　ポートレットの状態と表示されるボタンの関係（標準 APIポートレット）

（凡例）　○：表示されます。　△：非活性状態で表示されます。　×：表示されません。
注※ 1　ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の supportsタグ内で，portlet-modeに
HELPが定義されている場合だけ，表示されます。
注※ 2　ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の supportsタグ内で，portlet-modeに
EDITが定義されている場合だけ，表示されます。
注※ 3　ポートレットが強制表示ポートレットの場合は表示されません。
注※ 4　次の場合には表示されません。
• ポートレットが強制表示ポートレットの場合
• ポータル画面にポートレットが一つだけ表示されている場合
• ログインしていない場合

（b）ポートレットに表示されるボタン（標準 APIポートレット以外のポートレットの場合）

ポートレットに表示されるボタンは，ポートレットの状態によって異なります。標準
APIポートレット以外のポートレットの場合の，ポートレットの状態と表示されるボタ
ンの関係を次に示します。

ポートレットの状態 表示されるボタン

表示モード 表示サイズ ビュー ヘルプ 編集 元に戻す 最小化 最大化 閉じる

ビューモード
（コンテンツ
が表示されて
いる状態）

通常表示（1
画面上に複
数のポート
レットを表
示している
状態）

△ ○※ 1 ○※ 2 △ ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 △ ○※ 1 ○※ 2 ○ ○※ 3 △ ×

最小化表示 △ ○※ 1 ○※ 2 ○ △※ 3 ○ ○※ 4

編集モード
（編集画面が
表示されてい
る状態）

通常表示 ○ ○※ 1 △※ 2 △ ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 ○ ○※ 1 △※ 2 ○ ○※ 3 △ ×

最小化表示 ○ ○※ 1 △※ 2 ○ △※ 3 ○ ○※ 4

ヘルプモード
（ヘルプ画面
が表示されて
いる状態）

通常表示 ○ △※ 1 ○※ 2 △ ○※ 3 ○ ○※ 4

最大化表示 ○ △※ 1 ○※ 2 ○ ○※ 3 △ ×

最小化表示 ○ △※ 1 ○※ 2 ○ △※ 3 ○ ○※ 4
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表 5-14　ポートレットの状態と表示されるボタンの関係（標準 APIポートレット以外の
ポートレット）

（凡例）　○：表示されます。　×：表示されません。
注※ 1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）で，使用言語のヘルプが設定されている
場合だけ，表示されます。各言語のヘルプを設定するプロパティは次のとおりです。
hptl.help.url.{言語コード }［-{国コード }［-{バリアント }］］

例えば，使用言語が日本語の場合は，ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の
hptl.help.url.ja，使用言語が英語の場合は，hptl.help.url.enを設定したときだけ表示されます。な
お，使用言語が日本語の場合は，hptl.help.urlを設定している場合も表示されます。
注※ 2　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.EditModeで表示を有効にした場
合だけ表示されます。
注※ 3　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.MinimizeModeで表示を有効に
した場合だけ表示されます。
注※ 4　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.MaximizeModeで表示を有効
（または指定なし）にした場合だけ表示されます。
注※ 5　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の hptl.CloseModeで表示を有効にした
場合だけ表示されます。
注※ 6　編集内容を反映しないで，遷移元の画面に戻ります。

（4） TitleControlの構成

TitleControlは，ポートレットのタイトルバーだけが表示されるテンプレートです。

TitleControl.jspの画面構成は，TitlePortletControl.jspの画面構成のタイトルバー部分
と同じです。TitlePortletControl.jspの画面構成については，「(3)　TitlePortletControl
の構成」を参照してください。なお，ポートレットに表示されるボタンは，ポートレッ
トを最小化表示しているときに表示されるボタンと同じです。

（5） レイアウト項目のデフォルト値

ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）内に設定するタブのタイトル以外の
パラメタが設定されていない場合には，プロパティファイル

ポートレットの状態 表示されるボタン

ヘルプ
ボタン

編集
ボタン

最小化
ボタン

復元
ボタン

最大化
ボタン

閉じる
ボタン

通常表示状態（1画面
上に複数のポートレッ
トを表示している状態）

○※ 1 ○※ 2 ○※ 3 × ○※ 4 ○※ 5

最大化表示状態 ○※ 1 ○※ 2 × ○ × ×

編集状態 ○※ 1 × × ○※ 6 × ×

最小化表示状態 ○※ 1 × × ○ ○※ 4 ○※ 5

新規ウィンドウ表示状
態

○※ 1 × × × × ×
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（PortalResources.properties）のプロパティ値を使用します。プロパティの設定もない
場合には，システムのデフォルト値を使用します。

レイアウト項目のプロパティ値およびデフォルト値を次の表に示します。

表 5-15　レイアウト項目のプロパティ値およびデフォルト値

プロパティファイル（PortalResources.properties）は {設定ファイル格納ディレクトリ
}に格納されています。デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

プロパティファイル（PortalResources.properties）のプロパティ設定例を次に示しま
す。

　
#-------------------------------------------------------------
#
#      D E F A U L T   L A Y O U T   P R O P E R T I E S
#
#--------------------------------------------------------------
# Padding Size
jp.co.Hitachi.soft.portal.layout.default.padding.size=3
# Border Size
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.size=1
# Border Color
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.color=#CCCCCC
# Active Tab Color
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.color=#990000
# NonActive Tab Color
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.color=#DDDDDD
# Ruler Size
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.size=2
# Ruler Color
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.color=#990000
# Title Color
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.color=#DDDDDD
# Background Color

レイアウト項目 プロパティ デフォルト値

コンテンツの背景色 jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.color #FFFFFF

枠線の太さ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.size 1

枠線の色 jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.color #CCCCCC

選択しているタブ色 jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.color #990000

選択していないタブ
色

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.color #DDDDDD

ルーラー幅 jp.co.Hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.size 2

ルーラー色 jp.co.Hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.color #DDDDDD

タイトルバーの背景
色

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.color #DDDDDD

ポートレット間隔 jp.co.Hitachi.soft.portal.layout.default.padding.size 3
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jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.color=#FFFFFF
 

5.2.7　ページテンプレート
uCosminexus Portal Frameworkでは，［ログイン］画面や［パスワード変更］画面など
があります。これらの画面のデザインを変更するには，次のファイルを編集してくださ
い。ページテンプレートの一覧を次の表に示します。

表 5-16　ページテンプレートの一覧

ページの内容 ファイルの格納場所

パスワード変更 {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens¥html¥password.j
sp

パスワード変更の成
功

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens¥html¥PasswordSu
ccess.jsp

ベーシック認証また
はプロキシ認証の発
生

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens¥{記述言語
}¥authform.jsp

ログイン {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens¥{記述言語
}¥login.jsp

未ログインでのアク
セス

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥html¥nologin.jsp

アクセス権のない
ポートレットへのア
クセス

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥access.jsp

ログイン失敗（認証
エラー）

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥auth.jsp

そのほかのエラー {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥default.jsp

パスワード変更時に
入力項目が不足

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥formerr.jsp

パスワード変更時に
新パスワードが異な
る

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥newpass.jsp

ポートレット出力失
敗

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥nocont.jsp

パスワード変更時に
旧パスワードが異な
る

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥oldpass.jsp

ポートレットコンテ
ンツの取得失敗

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥portleterr.txt
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注　{記述言語 }には html，hdml，chtmlのどれかが入ります。

5.2.8　拡張レイアウト形式使用時のタイトルコントロール設
定

拡張レイアウト形式を使用する場合は，ポートレットを表示する時に呼び出すタイトル
コントロール（JSPファイル）を設定できます。タイトルコントロールを設定すること
でポートレットごとに使用するポートレットテンプレートを変更することができます。
ここで設定したタイトルコントロールは，運用管理ポートレットの [レイアウト編集画面
]で選択することができます。変更することができるポートレットテンプレート名を次に
示します。

• TitlePortletControl
• BorderPortletControl
• TitleControl
• FullScreenControl
• EditScreenControl

タイトルコントロールの設定方法について説明します。

（1） タイトルコントロールの設定方法

以下に示すコピー元ディレクトリにあるポートレットテンプレートの JSPファイルを，
コピー先ディレクトリへ上書きコピーして設定します。

コピー元ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html

　
上記のディレクトリに格納されている JSPファイルが，デフォルトのタイトルコン
トロールになります。

コピー先ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html¥{コントロール

クライアントによっ
て認証方法を変更す
る場合のログイン

HTMLおよび CHTMLの場合
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥login-logout¥login.j
sp

HDMLの場合
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥login-logout¥entry¥l
ogin.jsp

タイムアウトが発生 {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥portlettimer.jsp

ポートレットでタイ
ムアウトが発生

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors¥{記述言語
}¥timeout.jsp

ページの内容 ファイルの格納場所
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名 }

　

コントロール名は，タイトルコントロールごとに付ける名称です。任意の名称を半角英
数字 32文字以内で指定します。

注　タイトルコントロールの格納ディレクトリには，カスタマイズしない JSPファイル
も必ず格納してください。この場合，同じ JSP内では，上位のディレクトリにある同じ
名前のファイルへの静的 includeだけを行うようにします。詳細は，次のディレクトリ
に格納されている JSPファイルを参照してください。

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html¥default
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5.3　レイアウト形式のカスタマイズ
標準画面レイアウト（ウェルカム画面およびホーム画面）に適用できるレイアウトの形
式を設定できます。

ここでは，uCosminexus Portal Frameworkで提供しているレイアウト形式の種類，レ
イアウト形式の基本的な設定（ポートレットの最大行・列数や横幅サイズ）の方法につ
いて説明します。設定したレイアウト形式は運用管理ポートレットの準画面レイアウト
のレイアウト形式の選択で選択できるようになります。 

5.3.1　レイアウト形式の種類
HTMLの場合，および CHTMLと HDMLの場合の，標準画面レイアウトに適用できる
レイアウト形式の種類について説明します。

（1） HTMLの場合

HTMLには，次に示すレイアウト形式を適用できます。ポータル利用者はレイアウト形
式の種類は変更できないので，システム管理者または運用管理者はポータルの標準画面
レイアウトを設定するときに，ポータル利用者に適切なレイアウト形式の種類を選択し
てください。

タブ形式

図 5-16　タブ形式

タブ形式の画面では，タブを使用して複数の画面を表示できます。タブをクリック
すると異なる画面が表示されます。タブ内には，行列形式，ユーザ登録形式，およ
び拡張レイアウト形式の画面を表示できます。
タブ形式の画面では，必ず表示させるポートレットやタブ（強制表示ポートレット，
強制表示タブ）を設定できます。

行列形式（列ベースまたは行ベース）
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図 5-17　行列形式（行ベースの場合）

行列形式の画面では，ポートレットが縦方向（列ベース），または横方向（行ベー
ス）に並んで表示されます。図 5-17は行ベースなので，ポートレットが横方向に並
んで表示されています。なお，行列形式の場合，最大行・列数を設定する必要があ
ります。最大行・列数の設定については「5.3.2　最大行・列数および横幅サイズの
設定」を参照してください。また，行および列を組み合わせて表示する場合は拡張
レイアウト形式を使用してください。

拡張レイアウト形式

図 5-18　拡張レイアウト形式

拡張レイアウトは，行列形式を組み合わせて表示できるレイアウト形式です。拡張
レイアウトの行（または列）に拡張レイアウトを定義して，入れ子にできます。ま
た，拡張レイアウト内のポートレットを配置する行（または列）をエリアと呼び，
ポータル利用者が変更できるエリア（変更可能エリア）と変更できないエリア（変
更不可エリア）を設定できます。

ユーザ登録形式
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図 5-19　ユーザ登録形式

ユーザ登録形式は，行列形式（列ベース）のレイアウト形式をベースに，ポータル
画面に表示するポートレットの列数，ポートレットの横幅サイズをシステム管理者
が任意に設定したレイアウト形式です。ユーザ登録形式の列数や横幅サイズは，
Portal Managerで設定します。ユーザ登録形式の設定については「5.3.3　ユーザ登
録形式の設定」を参照してください。

グリッド形式

図 5-20　グリッド形式

グリッド形式の画面では，ポートレットが格子状に表示されます。

フロー形式

図 5-21　フロー形式

フロー形式の画面では，ポートレットが縦に 1列に並んで表示されます。
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（2） CHTMLおよび HDMLの場合

携帯電話の画面など，CHTMLおよび HDMLの場合は，カード形式で表示されます。ほ
かの形式は選択できません。カード形式とは，フロー形式と同様にポートレットを縦に 1
列に並べて表示する形式です。

5.3.2　最大行・列数および横幅サイズの設定
ポータル画面に表示するポートレットの最大行・列数，およびポートレットの横幅サイ
ズの設定について説明します。最大行数は行列形式（行ベース），最大列数は行列形式
（列ベース）の設定です。ポートレットの横幅サイズはすべてのレイアウト形式に共通の
設定です。

ポートレットの横幅サイズは，サイズ大，サイズ中，およびサイズ小の 3種類で設定し，
それぞれピクセルまたはパーセントのどちらかで設定します。ポートレットの横幅サイ
ズをピクセルで設定した場合，Webブラウザ画面の横幅に関係なく，設定したピクセル
の数値でポートレットが表示されます。パーセントで設定した場合，Webブラウザ画面
の横幅を 100％として，設定した割合の幅でポートレットが表示されます。

最大行・列数および横幅サイズの設定には，Portal Managerを使用します。Portal 
Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してくだ
さい。

最大行・列数，および横幅サイズの設定手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［レイアウトの設定］
－［レイアウト基本設定］を選択します。
次の画面が表示されます。
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図 5-22　［レイアウト基本設定］画面

2.［最大行列数］を設定します。
ポータル画面に表示するポートレットの最大行・列数を設定します。設定する項目と
その内容を次に示します。

表 5-17　［最大行列数］の設定内容

3.［ポートレット横幅サイズ］を設定します。
ポートレットの横幅サイズを設定します。設定する項目とその内容を次の表に示しま
す。

表 5-18　［ポートレット横幅サイズ］の設定内容

項目名 設定内容

行数 行列形式でポータル画面に表示するポートレットの最大行数を設定し
ます。最大行数には 1～ 10を設定します。デフォルトは 3行です。な
お，空欄の場合，設定値に制限はありません。

列数 行列形式でポータル画面に表示するポートレットの最大列数を設定し
ます。最大列数には 1～ 10を設定します。デフォルトは 3列です。な
お，空欄の場合，設定値に制限はありません。

項目名 設定内容

単位 ポートレットの横幅サイズの単位を選択します。［ピクセル］または
［パーセント］から選択します。

サイズ小 ポートレット横幅サイズ（小）のサイズを設定します。単位に［ピク
セル］を選択した場合，値には 0～ 1,024を設定します。

サイズ中 ポートレット横幅サイズ（中）のサイズを設定します。単位に［ピク
セル］を選択した場合，値には 0～ 1,024を設定します。

サイズ大 ポートレット横幅サイズ（大）のサイズを設定します。単位に［ピク
セル］を選択した場合，値には 0～ 1,024を設定します。
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4.［登録］ボタンをクリックします。
最大行・列数およびポートレットの横幅サイズが設定されます。

5.3.3　ユーザ登録形式の設定
ここでは，ユーザ登録形式の設定方法について説明します。

ユーザ登録形式は，Portal Managerで「レイアウトパターン」として登録することで，
レイアウト形式として使用できるようになります。登録したレイアウトパターンは運用
管理ポートレットの標準画面レイアウトのレイアウト形式の選択で選択できるようにな
ります。

レイアウトパターンを新規に登録したり，登録した内容を変更したり，削除したりする
ときの手順について説明します。

（1） 新規登録

レイアウトパターンの新規登録には，Portal Managerを使用します。Portal Manager
の起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。レ
イアウトパターンの新規登録手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［レイアウトの設定］
－［レイアウトパターンの設定］を選択します。
［レイアウトパターンの選択］画面が表示されます。

2.［新規登録］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 5-23　［レイアウトパターンの設定］画面（新規登録）

3. レイアウトパターンを設定します。
レイアウトパターンを設定します。設定できる項目を次の表に示します。
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表 5-19　レイアウトパターンの設定内容

（凡例）　X：列の番号

4.［登録］ボタンをクリックします。
レイアウトパターンが登録され，［レイアウトパターンの選択］画面に戻ります。

（2） 登録内容の変更

レイアウトパターンの登録内容の変更には，Portal Managerを使用します。Portal 
Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してくだ
さい。レイアウトパターンの登録内容の変更手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［レイアウトの設定］
－［レイアウトパターンの設定］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 5-24　［レイアウトパターンの選択］画面（新規登録）

2. 選択画面からパターン名を選択します。
変更したいレイアウトパターンのパターン名を選択します。
次の画面が表示されます。

項目名 設定内容

パターン名称 任意のレイアウトパターンのパターン名を入力します。なお，空白文
字だけを指定することはできません。

X列目 ポートレットの横幅サイズを設定します。各列で設定するポートレッ
トの横幅サイズは，［サイズ小］，［サイズ中］，および［サイズ大］か
ら選択します。
なお，レイアウト基本設定で，単位を［パーセント］として指定した
時は，値の合計が 100%になるように選択します。
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図 5-25　［レイアウトパターンの設定］画面（変更）

3. レイアウトパターンの設定を変更します。
レイアウトパターンの設定を変更します。変更できる項目を次の表に示します。

表 5-20　レイアウトパターンの設定内容

（凡例）　X：列の番号
なお，レイアウトの列を追加する場合は［列追加］ボタンを，列を削除する場合には
［列削除］ボタンをクリックします。［列追加］ボタンをクリックすると，最後列に列
を１列追加します。最大で 99列まで追加できます。［列削除］ボタンをクリックする
と，最後列を１列削除します。ただし設定されている列が１列しかない場合は，削除
できません。

4.［登録］ボタンをクリックします。
レイアウトパターンが変更され，［レイアウトパターンの選択］画面に戻ります。

（3） 登録の削除

登録したレイアウトパターンの削除には，Portal Managerを使用します。Portal 
Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してくだ
さい。レイアウトパターンの登録内容の変更手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［レイアウトの設定］
－［レイアウトパターンの設定］を選択します。
次の画面が表示されます。

項目名 設定内容

パターン名称 レイアウトパターンのパターン表示名称を入力します。

X列目 ポートレットの横幅サイズを設定します。各列で設定するポートレット
の横幅サイズは［サイズ小］，［サイズ中］，および［サイズ大］から選
択します。
なお，レイアウト基本設定で，単位を［パーセント］として指定した時
は，値の合計が 100%になるように選択します。
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図 5-26　［レイアウトパターンの選択］画面（変更）

2. 選択画面からパターン名を選択します。
削除したいレイアウトパターンのパターン名を選択します。
次の画面が表示されます。

図 5-27　［レイアウトパターンの設定］画面（削除）

3.［削除］ボタンをクリックします。
削除してよいかどうかを確認する画面が表示されます。

4.［削除］ボタンをクリックします。
レイアウトパターンが削除され，［レイアウトパターンの選択］画面に戻ります。
246



5.　ポータル画面のカスタマイズ
5.4　画面遷移の変更 

uCosminexus Portal Frameworkでは，ログイン前およびログアウト後の画面表示設定
をカスタマイズできます。ここでは，ログイン前およびログアウト後の画面表示設定の
機能と動作の概要について説明します。

5.4.1　ウェルカム画面の表示設定
ウェルカム画面とは，ユーザがログインする前に表示する画面です。ウェルカム画面は，
表示／非表示を切り替えられます。表示／非表示を切り替えることで，次のように画面
遷移が変わります。

表示する場合（デフォルト）：
［ログイン］画面の前にウェルカム画面が表示されます。

表示しない場合：
ウェルカム画面が表示されないで，［ログイン］画面が表示されます。

画面表示の流れを次の図に示します。

ウェルカム画面の表示／非表示の切り替えは，プロパティファイル
（PortalResources.properties）で設定します。設定方法の詳細は，「10.1.1(1)　画面の設
定」の jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.WelcomeScreen.showプロパティの説
明を参照してください。
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5.4.2　ログアウト後画面の表示設定
ログアウト後画面とは，ログアウト直後に表示する画面です。ログアウト後画面は，表
示／非表示を切り替えられます。また，ログアウト後画面に使用する画面テンプレート
ファイル（JSPファイル）を指定できます。

（1） ログアウト後画面の表示／非表示の切り替え

使用する表示／非表示を切り替えることで，次のように画面遷移が変わります。

表示しない場合（デフォルト）：
ログアウト処理後にウェルカム画面が表示されます。ただし，「5.4.1　ウェルカム画
面の表示設定」を「表示しない」に設定した場合は，［ログイン］画面を表示しま
す。

表示する場合：
ログアウト後画面が表示されます。

画面表示の流れを次の図に示します。

ログアウト後画面の表示／非表示の切り替えは，プロパティファイル
（PortalResources.properties）で設定します。設定方法の詳細は，「10.1.1(1)　画面の設
定」の jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.showプロパティの
説明を参照してください。

（2） ログアウト後画面の画面テンプレートファイルの指定

ログアウト後画面に使用する画面テンプレートファイル（JSPファイル）を指定できま
す。

デフォルトのテンプレートファイルを次に示します。

{PROJECT_HOME}/WEB-INF/templates/jsp/screens/html/AfterLogout.jsp
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5.5　ナビゲーションメニューの設定
ここでは，ナビゲーションメニューを利用するための設定方法について説明します。

ナビゲーションメニューは，日立 APIポートレットとして提供されています。ポート
レット名は navigationmenuです。ナビゲーションメニューに表示するメニューやリン
ク集について日立 APIポートレットの［その他の項目］で設定ができます。［その他の項
目］に設定できる項目について次の表に示します。なお，［その他の項目］の設定方法に
ついては，「7.6.2　登録内容の変更（日立 APIポートレット・Fileポートレット）」を参
照してください。

表 5-21　ナビゲーションメニューの設定項目

ナビゲーションメニューに表示するポートレットの設定については，「10.1.1(25)　ナビ
ゲーションメニューの設定」を参照してください。

ナビゲーションメニューに表示されるアイコンについて
ナビゲーションメニューでは，各メニューにアイコンが表示されます。
表示されるアイコンの優先順位を次に示します。
1. ポートレットのデプロイ定義ファイルに記述されたアイコン
2. ナビゲーションメニューが提供するデフォルトのアイコン

なお，［リンク集］画面に表示されるアイコンは，2.で指定したデプロイ定義ファイ
ルに定義されたアイコンになります。

デフォルトメニューについて
デフォルトメニューは，ユーザが初めてナビゲーションメニューを表示したときに
表示するメニューのことです。デフォルトメニューはナビゲーションメニューの設
定としてではなく，ナビゲーションメニューに対応しているポートレットの設定と
して，ポートレットを登録するときに設定します。デフォルトメニューの設定につ
いては，「7.11　ナビゲーションメニュー対応ポートレットの登録」を参照してくだ
さい。

設定項目 ［項目名］に指定する属性 設定内容 デフォル
ト値

最大
値

メニューの最大登
録数

hptl.navigationbar.navigati
ons

メニューの最大登録数を設
定できます。半角数字で指
定してください。

10 20

リンク集最大登録
数

hptl.navigationbar.shortcut
s

リンク集の最大登録数を指
定できます。半角数字で指
定してください。

10 100

メニュー表示文字
数

hptl.navigationbar.menust
ringlength

メニューに表示する文字の
最大文字数を指定できます。

16 128

リンク集表示文字
数

hptl.navigationbar.linkstri
nglength

リンク集に表示する文字の
最大文字数を指定できます。

80 128
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5.6　スマートナビゲーションの設定
ここでは，スマートナビゲーションの設定方法について説明しています。

5.6.1　データの埋め込み
スマートナビゲーションの設定をすると，コンテンツにスマートナビゲーション用の内
部データを埋め込みます。スマートナビゲーションは，この内部データを利用してコン
テンツ内のデータを抽出し，連携先サイトに送信します。データの埋め込みでは，ポー
トレットごとに異なる形式のデータを同一形式に正規化することができます。同一形式
に正規化することで，どのポートレットから抽出したデータも連携先サイトに同一形式
でデータを送信することができます。

データの埋め込みでは以下の定義を行います。各範囲を指定する場合は，コンテンツ内
の HTMLタグの不整合が発生しないように指定してください。

●データ埋め込み実施範囲
コンテンツに対しデータの埋め込み処理を実施する範囲です。コンテンツ内ではデー
タ埋め込み実施範囲を複数指定することができます。

●トリガーイベント検知範囲
データ埋め込み実施範囲の中でスマートナビゲーションメニューを表示するイベント
を検知する範囲です。データ埋め込み実施範囲内で抽出したデータを 1つのデータ単
位として連携先サイトに送信します。スマートナビゲーションメニューを表示するイ
ベントをトリガーイベントといいます。

●データ
トリガーイベント検知範囲で抽出し，正規化したデータです。トリガーイベント検知
範囲を指定していない場合は，データを抽出した範囲をトリガーイベント検知範囲と
します。

データ埋め込み実施範囲，トリガーイベント実施範囲およびデータの関連について次の
図に示します。
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図 5-28　データの埋め込み

（1） データ埋め込み実施範囲

コンテンツに対しデータ埋め込み処理を実施する範囲です。コンテンツ内ではデータ埋
め込み範囲を複数指定することができます。複数のデータ埋め込み実施範囲を指定する
場合，各々のデータ埋め込み実施範囲は重複することはありません。実施範囲には次の
指定方法があります。

（a）URLパターンから埋め込み範囲を指定する

ポートレットの URLに特定の文字列パターンが含まれる場合に，データ埋め込みを実施
することができます。URLパターンを指定することができるポートレットは次のポート
レットです。

●カスタムポートレット（日立 APIポートレット）

● Fileポートレット

また，URLパターンは次の 4つの指定方法があります。

●完全一致
URLが完全に一致しているか評価します。URLを完全な形式で指定します。

●前方一致
URLの先頭が一致するか評価します。URLの終了文字として”*”を指定します。

●後方一致
URLの後尾が一致するか評価します。URLの開始文字として”*”を指定します。

●部分一致
URLの一部が一致するか評価します。開始文字および終了文字に”*”を指定します。

（b）開始位置と終了位置を指定する　

データ埋め込み実施範囲の開始位置と終了位置をキーワードで指定します。該当する範
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囲が複数存在する場合は，該当する範囲すべてに対しデータ埋め込みを実施します。開
始位置および終了位置の指定を省略した場合はコンテンツの先頭から後尾までをデータ
埋め込み実施範囲とします。

（c）URLパターンと開始・終了位置を組み合わせて指定する

特定の URLパターンのコンテンツに対して開始位置・終了位置を指定して，データ埋め
込み実施範囲を指定することができます。URLパターン単位に複数のデータ埋め込み実
施範囲を指定することができます。

（2） トリガーイベント検知範囲

トリガーイベント検知範囲は，データ埋め込み実施範囲の中でスマートナビゲーション
メニューを表示するイベントを検知する範囲のことです。トリガーイベント検知範囲内
で抽出したデータを 1つのデータ単位として，連携先サイトに送信します。トリガーイ
ベント検知範囲を複数指定する場合，各々のトリガーイベント検知範囲が重複すること
はありません。トリガーイベント検知範囲には次の指定方法があります。

（a）開始位置および終了位置を指定する

トリガーイベント検知範囲の開始位置と終了位置をキーワードで指定します。該当する
範囲が複数存在する場合は，該当する範囲すべてに対しトリガーイベント検知範囲とし
ます。開始位置および終了位置の指定を省略した場合は，データ埋め込み実施範囲の先
頭から後尾までをデータ埋め込み実施範囲とします。

！！！！ 注意事項
 

トリガーイベント検知範囲を設定する場合，次の点に注意してください。
• トリガーイベント検知範囲の設定位置

HTML4.01の仕様で下位に <span>要素を記述できない位置に，トリガーイベント検知
範囲を設定しないでください。正しく，動作しない場合があります。

• トリガーイベントの検知処理
トリガーイベント検知範囲より上位に右クリックを検知する処理を記述した場合，右ク
リックを検知した処理とスマートナビゲーションメニューの表示処理が競合し，メニュー
が正しく表示されない場合があります。

（3） データ

トリガーイベント検知範囲でデータを抽出します。トリガーイベント検知範囲を指定し
ていない場合は，データを抽出した範囲をトリガーイベント検知範囲とします。

抽出したデータにはデータ型を指定します。製品出荷時には次の表に示すデータ型が定
義されています。データ型は連携先Webサイトに合わせて追加することができます。
データ型の追加については，「5.6.4(1)　連携するデータの型定義」を参照してください。
また，各データ型では抽出したデータを正規化することができます。正規化には，Java
で提供しているクラスを使用しますが，ユーザ編集クラスを使用し正規化することがで
きます。ユーザ編集クラスの作成方法については「5.6.5　ユーザ編集クラスの作成方法」
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を参照してください。

表 5-22　データ型

データの抽出には次の指定方法があります。

（a）開始位置および終了位置を指定する

抽出するデータの開始位置と終了位置をキーワードで指定します。トリガーイベント検
知範囲に該当するデータが複数存在する場合は，最後に該当するデータを抽出します。
開始位置および終了位置の指定を省略した場合はトリガーイベント検知範囲の先頭から
後尾までをデータとして抽出します。トリガーイベント検知範囲を指定していない場合
はデータ埋め込み実施範囲の先頭から後尾までをデータとして抽出します。

（b）正規表現を指定する

抽出するデータを正規表現で指定します。トリガーイベント検知範囲に該当するデータ
が複数存在する場合は，最後に該当するデータを抽出します。

5.6.2　スマートナビゲーションメニューおよびシナリオの定
義

スマートナビゲーションでは，トリガーイベントを検知したときにスマートナビゲー
ションメニューを表示します。また，スマートナビゲーションメニューをクリックする
と連携先サイトにデータを送信します。連携先サイトにデータを送信する方法をシナリ
オといいます。スマートナビゲーションメニューとシナリオはWebAPI定義で設定しま
す。

（1） スマートナビゲーションメニュー

トリガーイベントを検知したときに，トリガーイベント検知範囲内に埋め込まれている
データのデータ型に一致したシナリオのメニューを表示します。データが埋め込まれて
いない場合およびデータ型が一致するシナリオが存在しない場合，スマートナビゲー
ションメニューは表示されません。

データ型 内容 正規化後の形

date1 日付の型 1 YYYY-MM-DD

date2 日付の型 2 YYYYMMDD

tel 電話番号の型 抽出ルールで抽出した文字列

time 時間の型 抽出ルールで抽出した文字列

string 文字列の型 抽出ルールで抽出した文字列

place 場所の型 抽出ルールで抽出した文字列

name 人名の型 抽出ルールで抽出した文字列
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（a）メニューの表示条件

メニューはトリガーイベント検知範囲内に埋め込まれているデータのデータ型を使用す
るシナリオに一致した場合に表示します。シナリオで使用するデータ型が複数ある場合
は，すべてのデータ型が埋め込まれている場合にメニューに表示されます。

メニューの表示条件の例を次に示します。トリガーイベント検知範囲内あるデータの
データ型を使用するメニュー 1～メニュー 6は表示されますが，トリガーイベント検知
範囲内あるデータのデータ型にないデータ型を使用するメニュー 7は表示されません。

図 5-29　メニューの表示条件

（b）範囲選択型メニュー

トリガーイベント検知範囲内のコンテンツを選択状態にし，トリガーイベントを発生さ
せた場合は範囲選択型メニューを表示することができます。連携先サイトにはコンテン
ツを選択した範囲をデータとして抽出し送信します。コンテンツを選択した範囲がトリ
ガーイベント検知範囲を超えていた場合，選択した範囲すべてがデータとして抽出され
ます。範囲選択型メニューを使用するにはシナリオでデータ型”hptlselect”を定義しま
す。データ型”hptlselect”は，uCosminexus Portal Frameworkの予約語で，範囲選択
型メニューを使用する場合に使用する特殊なデータ型です。

（c）入力情報設定メニュー

ユーザの入力を必要とするメニューを表示した場合，メニューの最後に入力情報設定メ
ニューが表示されます。入力情報設定メニューを選択することで，パラメタ入力画面が
表示されて，ユーザが入力した情報を設定変更することができます。入力情報設定メ
ニューの表示例を次に示します。なお，入力情報設定メニューはログイン前の画面では
表示されません。
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図 5-30　入力情報設定メニューーの表示例

（d）メニューの表示制御

ユーザ編集クラスを作成することで，メニューを特定の条件やユーザごとに表示制御を
行うことができます。ユーザ編集クラスの作成方法は「5.6.5　ユーザ編集クラスの作成
方法」を参照してください。

（e）メニューアイコン

スマートナビゲーションメニューにはアイコンを指定することができます。アイコンは
{PROJECT_HOME}内に格納してください。アイコンを指定しない場合は，デフォルト
のアイコンが表示されます。

（2） シナリオ

シナリオは連携先サイトにデータを送信する方法の定義です。WebAPI定義の順にス
マートナビゲーションメニューが表示されます。

（a）データ型の指定と変数の定義

シナリオでは次の 3種類の変数を使用することができます。変数は変数名の先頭に’$’
を付けて記述します。変数名には半角英数字および’_’（アンダーバー）を使用するこ

とができます。大文字と小文字は区別されます。

●データ格納変数
コンテンツ内に埋め込まれたデータを格納するための変数です。コンテンツ内に埋め
込まれたデータを使用する場合は，データ格納変数を定義する必要があります。

●予約変数
uCosminexus Portal Frameworkが提供するデータを使用するための変数です。以下
の変数を使用することができます。
hptlID　uCosminexus Portal Frameworkにログインしたときのログイン ID
hptlPW　uCosminexus Portal Frameworkにログインしたときのパスワード

●ユーザ編集値格納変数
任意の文字列，データ格納変数および予約変数をユーザ編集クラスで加工した値を格
納するための変数です。ユーザ編集クラスの作成方法については「5.6.5　ユーザ編集
クラスの作成方法」を参照してください。

（b）新ウィンドウ定義

スマートナビゲーションメニューを選択したときに新しいウィンドウを開いて表示する
か，ポータル画面に上書きして表示するか指定することができます。新しいウィンドウ
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を開く場合には，ウィンドウ名とウィンドウスタイルを指定することができます。

（c）リクエスト定義

連携先サイトにデータを送信するリクエストを定義します。リクエスト定義では以下の
内容を定義します。

● URI
リクエストを送信する URIを定義します。

● HTTPメソッド
リクエスト送信時の HTTPメソッドを定義します。GETまたは POSTを指定するこ
とができます。

●リクエストパラメタ
リクエストに設定するパラメタを定義します。リクエストパラメタの詳細は「(d)　リ
クエストパラメタ定義」を参照してください。

●レスポンスのチェック
連携先サイトにデータを送信した結果が正しいかどうかを，レスポンスのコンテンツ
に指定したキーワードが含まれていないかで評価することができます。指定したキー
ワードが含まれている場合はエラー画面を表示します。

（d）リクエストパラメタ定義

リクエストパラメタでは次の内容を定義します。

●ユーザ入力パラメタ
スマートナビゲーションメニューを選択したときに，ユーザの入力を必要とするデー
タです。ユーザが入力したデータをパラメタ値として連携先サイトに送信します。
ユーザがログインしている場合，入力したデータはパーソナライズ情報に保存されま
す。パーソナライズ情報にデータが保存されている場合はユーザの入力は省略され，
パーソナライズ情報に保存されているデータを使用します。パーソナライズ情報に保
存されているデータを変更する場合は，入力情報設定メニューより変更します。

●通常パラメタ
コンテンツから抽出したデータ，固定文字列およびユーザ編集クラスにより加工した
データです。これらのデータをパラメタ値として連携先サイトに送信します。

5.6.3　スマートナビゲーションを設定する前に
ここでは，スマートナビゲーションを設定する前に知っておいていただきたい内容につ
いて説明します。

（1） 前提条件

（a）Webブラウザの前提条件

前提とするWebブラウザは Internet Explorerまたは Firefoxです。
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（b）セキュリティの設定

スマートナビゲーションで接続先サイトにアクセスしたときにレスポンスチェックを行
う場合は，Webブラウザのセキュリティの設定でドメイン間でのデータソースのアクセ
スの設定を有効にする必要があります。インターネットサイトに接続する場合は，ドメ
イン間でのデータソースのアクセスの設定で「ダイアログを表示する」に設定すること
を推奨します。

（c）対応しているポートレット

スマートナビゲーションは次のポートレットで使用することができます。

●カスタムポートレット

● Fileポートレット

●Webコンテンツポートレット

（d） IFRAMEモードのときの動作

ポートレットが IFRAMEモードで動作しているときの前提条件を次に示します。

●データ埋め込みは Content-Typeが text/htmlから始まるコンテンツに対してのみ実施
されます。

● IFRAME内のコンテンツで OutputStreamを使用している場合，uCosminexus 
Portal Frameworkのエンコード文字の設定に従い文字列が処理されます。
OutputStreamを使用する場合は，uCosminexus Portal Frameworkと同じエンコー
ド文字を使用してください。

●日立 APIポートレットで ServletContextオブジェクトから取得した
RequestDispatcherオブジェクトでサーブレットや JSPファイルをインクルードした
場合，インクルード先ではHttpServletResponseクラスの以下のメソッドが使用でき
ます。
reset()
setContentLength()
setContentType()
addCookie()
addDateHeader()
addHeader()
addIntHeader()
sendError()
sendRedirect()
setDateHeader()
setHeader()
setIntHeader()
setStatus()

●日立 APIポートレットにおいて RequestDispatcherオブジェクトでサーブレットや
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JSPファイルにフォワードした場合，フォワード先ではデータ埋め込み処理は行われ
ません。このため，スマートナビゲーションを使用することができません。

（2） スマートナビゲーションを使用するための設定

スマートナビゲーションを使用するために必要な設定を説明します。

（a）ポートレットフィルタを有効にする

スマートナビゲーションのデータ埋め込みを行うため，ポートレットフィルタを有効に
します。ポートレットフィルタを有効にする設定はプロパティファイル
（PortalResources.properties）で設定します。プロパティファイル
（PortalResources.properties）は {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されていま
す。デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

ポートレットフィルタを有効にする場合は，次のプロパティを設定します。

表 5-23　ポートレットフィルタを有効にする場合に設定するプロパティ

（凡例）
○：必須

（b）テンプレートファイルを修正する

スマートナビゲーションを使用するため，以下のテンプレートファイルの <head>タグ

内に <scutil:SNMenu/>タグを記述します。

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥default.jsp
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥SinglePortlet.js
p

（3） スマートナビゲーションのその他の設定

スマートナビゲーションを有効に利用するための設定を説明します。ここで説明する設
定は必要に応じて設定してください。

（a）トリガーイベント検知範囲にスタイルを適用する

トリガーイベント検知範囲には以下のクラスが指定されます。このクラスにスタイルを
設定することによりトリガーイベント検知範囲にスタイルを適用することができます。

プロパティ名 設定値 必須

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.en
abled

true ○
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表 5-24　トリガーイベント検知範囲のクラス

（b）スマートナビゲーションメニューのスタイルを変更する

スマートナビゲーションメニューのスタイルを変更することができます。スタイルは以
下のファイルに記述されているクラスを変更します。

{PROJECT_HOME}¥css¥{使用言語}¥SNMenu.css

スマートナビゲーションメニューで使用しているクラスを次に示します。

表 5-25　スマートナビゲーションメニューのクラス

5.6.4　スマートナビゲーションの設定方法
スマートナビゲーションの設定方法について説明します。スマートナビゲーションを使
用するための設定手順を次に示します。

1. 連携するデータの型を定義する
連携先サイトに送信するデータのデータ型を定義します。製品出荷時には数種類の
データ型が定義されていますが，追加する場合は「(1)　連携するデータの型定義」を
参照してください。

2. 連携するデータの埋め込み定義ファイルを作成する
連携先サイトに送信するデータをコンテンツに埋め込むための定義ファイルを作成し
ます。作成方法は「(2)　連携するデータの埋め込み定義」を参照してください。

3. ポートレットフィルタを定義する
データ埋め込み定義をポートレットに対応付けます。定義方法は「(3)　ポートレット
フィルタの定義」を参照してください。

4. WebAPIの定義ファイルを作成する
連携先サイトにデータを送信する方法を定義します。定義方法は「(4)　WebAPI定
義」を参照してください。

クラス名 説明

hptl_dataput トリガーイベント検知範囲に適用するスタイルです。

hptl_mouseover トリガーイベント検知範囲にマウスポインタをあてたときに適用するス
タイルです。

クラス名 説明

snMenuHeader メニューのヘッダに適用するスタイルです。

snMenuTitle メニューアイテムに適用するスタイルです。

snMenuSelect メニューアイテムにマウスポインタをあてたときに適用するスタイルで
す。
259



5.　ポータル画面のカスタマイズ
（1） 連携するデータの型定義

スマートナビゲーションでは連携するサイトに送信するデータの型を定義します。製品
出荷時にはいくつかのデータ型が定義されています。このデータ型以外のデータ型を定
義する場合は，データ型定義ファイルに追加します。データ型定義ファイルは以下の
ファイルです。

{設定ファイル格納ディレクトリ}¥data_put_definition.xml

（a）データ型定義ファイルで使用するタグ一覧

タグの一覧を次の表に示します。

表 5-26　データ型定義ファイルのタグ一覧

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明

<definitions> 1回 － データ型定義ファイルのルートタグです。

 <data> 0回以
上

1回 データ型の定義です。
属性 typeにデータ型名を指定します。データ
型名には半角英数字で 64文字まで使用するこ
とができます。※ 1

  <formatter> 0また
は 1回

－ 抽出したデータを正規化する場合に使用する
フォーマッタの定義です。フォーマッタには以
下を定義することができます。
• java.text.SimpleDateFormat
• java.text.MessageFormat
• java.text.DecimalFormat
• java.text.ChoiceFormat

また，上記以外にもユーザ編集クラスを指定す
ることができます。ユーザ編集クラスの作成方
法については，「5.6.5　ユーザ編集クラスの作
成方法」を参照してください。

  <parse> 0回以
上

－ 抽出したデータを解析するための正規表現を指
定します。指定した正規表現に一致した場合
に，フォーマッタを呼び出します。複数の正規
表現を記述した場合は，定義した順にデータを
解析します。指定した正規表現に一致しない場
合は，フォーマッタの呼び出しを行いません。
データ解析を行わずにフォーマッタを呼び出す
場合は定義しないでください。

  <format> 0また
は 1回

－ 解析したデータを変換する文字列を指定しま
す。指定する文字列の形式についてはフォー
マッタの仕様を参照してください。

 </data> 0回以
上

－ 終了タグです。

</definitions> 1回 － 終了タグです。
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（凡例）
－：該当しません。

注※ 1　hptlから始まるデータ型名は uCosminexus Portal Frameworkの予約語のため
使用することはできません。

（b）サンプルのデータ型定義ファイル

サンプルのデータ型埋め込み定義ファイルを次に示します。サンプルでは，date1，
date2，tel，time，string，place，および nameの７種類のデータ型を定義しています。

サンプルのデータ型定義ファイル
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<definitions>
  <data type="date1">
   <formatter>java.text.SimpleDateFormat</formatter>
   <parse>yyyy/MM/dd</parse>
   <format>yyyy-MM-dd</format>
  </data>
  <data type="date2">
   <formatter>java.text.SimpleDateFormat</formatter>
   <parse>yyyy/MM/dd</parse>
   <format>yyyyMMdd</format>
  </data>
  <data type="tel">
  </data>
  <data type="time">
  <formatter>java.text.SimpleDateFormat</formatter>
  <parse>HHmmss</parse>
  <format>HH:mm:ss</format>
  </data>
  <data type="string">
  </data>
  <data type="place">
  </data>
  <data type="name">
  </data>
</definitions>

（2） 連携するデータの埋め込み定義

ポートレット上のコンテンツから，連携するサイトに送信するデータの抽出ルールを定
義するデータ埋め込み定義ファイルを作成します。定義ファイルの格納場所およびファ
イル名は任意ですが，{設定ファイル格納ディレクトリ }に作成することを推奨します。
また，データ埋め込み定義ファイルは「(3)　ポートレットフィルタの定義」で説明する
ポートレットフィルタ定義ファイルの <filter>要素ごとに作成することができ，
<param-value>要素に作成した定義ファイルのパスを指定します。

（a）データ埋め込み定義ファイルで使用するタグ一覧

タグの一覧を次の表に示します。
261



5.　ポータル画面のカスタマイズ
表 5-27　データ埋め込み定義ファイルのタグ一覧

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明

<dataPut> 1回 － データ埋め込み定義ファイルのルートタグです。

 <trigger> 0また
は 1回

1回 トリガーイベントについての定義です。
属性 eventでトリガーイベントの種類を指定で
きます。
• RCLICK：右クリックをイベントのトリガー
とします。

• 省略した場合は，RCLICKが適用されます。

 <dataPutRange> 0回以
上

－ データ埋め込みのついての定義です。

  <url> 0回以
上

－ データ埋め込みを実施する URLパターンを指
定します。複数定義した場合は，いずれかのパ
ターンと一致した場合にデータ埋め込みを実施
します。URLパターンが適用されるのは以下の
ポートレットの場合です。
• 日立 APIポートレット
• Fileポートレット

  <dataRange> 0回以
上

0ま
たは
1回

データ埋め込みの実施範囲についての定義です。
属性 start※ 2にデータ埋め込み実施範囲の開
始位置をキーワードで指定します。属性 start

で指定したキーワード以降がデータ埋め込み実
施範囲になります。省略した場合は，コンテン
ツの先頭がデータ埋め込み実施範囲の開始位置
になります。
属性 end※ 2にデータ埋め込み実施範囲の終了
位置をキーワードで指定します。属性 endで指
定したキーワードまでがデータ埋め込み実施範
囲になります。省略した場合は，コンテンツの
最後がデータ埋め込み実施範囲の終了位置にな
ります。

   <triggerRange> 0回以
上

0ま
たは
1回

トリガーイベント検知範囲についての定義です。
※ 1

属性 start※ 2にトリガーイベント検知範囲の
開始位置をキーワードで指定します。属性
startで指定したキーワード以降がトリガーイ
ベント検知範囲になります。省略した場合は，
データ埋め込み実施範囲の先頭がトリガーイベ
ント検知範囲の開始位置になります。
属性 end※ 2にトリガーイベント検知範囲の終
了位置をキーワードで指定します。属性 endで
指定したキーワードまでがトリガーイベント検
知範囲になります。省略した場合は，データ埋
め込み実施範囲の最後がトリガーイベント検知
範囲の終了位置になります。
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（凡例）
－：該当しません。

注※ 1　<triggerRange>タグと <ruleNoTrigger>タグはどちらか片方のみ定義す

ることができます。両方定義した場合は，<triggerRange>タグの定義が有効になりま

す。

注※ 2　属性 startおよび属性 endを指定する場合は 2文字以上設定してください。

    <ruleWithTrigger
>

0回以
上

0ま
たは
1回

トリガーイベント検知範囲を指定する場合の
データ抽出ルール定義。
属性 typeに抽出したデータのデータ型を指定
します。この属性は必ず指定してください。
属性 regexに抽出するデータの正規表現を指定
します。
属性 start※ 2に抽出するデータの開始位置を
キーワードで指定します。省略した場合は，ト
リガーイベント検知範囲の先頭が開始位置とな
ります。属性 regexが指定されている場合は，
この属性は使用されません。
属性 end※ 2に抽出するデータの終了位置を
キーワードで指定します。省略した場合は，ト
リガーイベント検知範囲の最後が終了位置とな
ります。属性 regexが指定されている場合は，
この属性は使用されません。

   <ruleNoTrigger> 0回以
上

0ま
たは
1回

トリガーイベント検知範囲を指定しない場合の
データ抽出ルール定義です。※ 1

属性 typeに抽出したデータのデータ型を指定
します。この属性は必ず指定してください。
属性 regexに抽出するデータの正規表現を指定
します。
属性 start※ 2に抽出するデータの開始位置を
キーワードで指定します。省略した場合は，
データ埋め込み実施範囲の先頭が開始位置とな
ります。属性 regexが指定されている場合は，
この属性は使用されません。
属性 end※ 2に抽出するデータの終了位置を
キーワードで指定します。省略した場合は，
データ埋め込み実施範囲の最後が終了位置とな
ります。属性 regexが指定されている場合は，
この属性は使用されません。

 </dataPutRange> 0回以
上

－ 終了タグです。

</dataPut> 1回 － 終了タグです。

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明
263



5.　ポータル画面のカスタマイズ
（b）サンプルのデータ埋め込み定義ファイル

サンプルのデータ埋め込み定義ファイルを次に示します。サンプルでは次の二つのデー
タ埋め込み実施範囲を定義しています。

●データ埋め込み実施範囲 1
開始位置：<!--start1-->

終了位置：<!--end1-->

• トリガーイベント検知範囲
開始位置：<!--trigger-->

終了位置：<!--trigger-->

• データ
データ型：place

開始位置：<!--data-->

終了位置：<!--data-->

●データ埋め込み実施範囲 2
開始位置：<!--start2-->

終了位置：<!--end2-->

• トリガーイベント検知範囲
なし（データ埋め込み実施範囲全体）

• データ
データ型：date1

正規表現：[0-9]{1,4}/[0-9]{1,4}/[0-9]{1,4}

サンプルのデータ埋め込み定義ファイル
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<dataPut>
  <trigger event="RCLICK"/>
  <dataPutRange>
    <dataRange start="&lt;!--start1--&gt;" 
end="&lt;!--end1--&gt;">
      <triggerRange start="&lt;!--trigger--&gt;" 
end="&lt;!--trigger--&gt;">
        <ruleWithTrigger type="place" start="&lt;!--data--&gt;" 
end="&lt;!--data--&gt;">
        </ruleWithTrigger>
      </triggerRange>
    </dataRange>
    <dataRange start="&lt;!--start2--&gt;" 
end="&lt;!--end2--&gt;">
      <ruleNoTrigger type="date1" regex="[0-9]{1,4}/[0-9]{1,4}/
[0-9]{1,4}">
      </ruleNoTrigger>
    </dataRange>
  </dataPutRange>
</dataPut>

（3） ポートレットフィルタの定義

データ埋め込み定義を適用するポートレットを設定し，フィルタ機能を有効にします。
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定義ファイルは，以下のファイルです。

{設定ファイル格納ディレクトリ}¥portlet_filter.xml

（a）ポートレットフィルタ定義ファイルで使用するタグ一覧

タグの一覧を次の表に示します。

表 5-28　ポートレットフィルタ定義ファイルのタグ一覧

タグ名 タグの
出現回
数

属性の
出現回
数

説明

<portlet-filter> 1回 － ポートレットフィルタ定義ファイルのルート
タグです。

 <filter> 0回以
上

－ ポートレットフィルタ定義情報の親タグで
す。

  <filter-name> 1回 － ポートレットフィルタ名を指定します。

  <filter-class> 1回 － ポートレットフィルタの実装クラスを指定し
ます。スマートナビゲーション機能では以下
のクラス名を指定してください。
jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.filter.DataPu
tFilter

  <init-param> 0回以
上

－ ポートレットフィルタのパラメタ（フィルタ
固有の情報）についての定義です。

   <param-name> 0回以
上

－ パラメタのプロパティ名を指定します。
スマートナビゲーション機能では以下のプロ
パティ名を定義することができます。
• conf_file
データ埋め込み定義ファイルのパスを指定
するプロパティです。

• reload
データ埋め込み定義ファイルを読み直すか
指定するプロパティです。

   <param-value> 0回以
上

－ パラメタのプロパティ値を指定します。
<param-name>に指定したプロパティ名に
対応する値を指定します。
プロパティ値は，ポートレットフィルタ単位
で決められます。ただし，「hptl」で始まる
値は予約語のため指定できません。スマート
ナビゲーション機能では以下のプロパティ値
を指定することができます。
• conf_file
データ埋め込み定義ファイルのパスを指定
します。

• reload
データ埋め込み定義ファイルを読み直すか
指定します。ポータル画面表示ごとに定義
ファイルを読み直す場合は trueを指定し
ます。通常運用時は falseを指定してく
ださい。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（凡例）
－：該当しません。

（b）サンプルのポートレットフィルタ定義ファイル

サンプルのポートレットフィルタ定義ファイルを次に示します。サンプルでは，
Sample1ポートレットにフィルタを定義しています。

サンプルのポートレットフィルタ定義ファイル
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<portlet-filter>
  <filter>
    <filter-name>SampleFilter</filter-name>
    
<filter-class>jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.filter.DataPutF
ilter</filter-class>
    <init-param>
      <param-name>conf_file</param-name>
      <param-value>C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/conf/
data_mount.xml</param-value>
    </init-param>
    <init-param>
      <param-name>reload</param-name>
      <param-value>false</param-value>
    </init-param>
  </filter>
 
  <filter-mapping>
    <filter-name>SampleFilter</filter-name>
    <portlet-name>Sample1</portlet-name>
  </filter-mapping>
 
</portlet-filter>

  </init-param> 0回以
上

－ 終了タグです。

 </filter> 0回以
上

－ 終了タグです。

 <filter-mapping> 0回以
上

－ ポートレットフィルタ定義情報の親タグで
す。

  <filter-name> 1回以
上

－ フィルタ名を指定します。複数指定すること
で，ポートレットに対して複数のフィルタを
適用することができます。

  <portlet-name> 1回 － フィルタを適用するポートレット名を指定し
ます。標準 APIポートレットの場合は，ポー
トレット GUIDを指定します。

 </filter-mapping> 0回以
上

－ 終了タグです。

</portlet-app> 1回 － 終了タグです。

タグ名 タグの
出現回
数

属性の
出現回
数

説明
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（4） WebAPI定義

連携するサイトにアクセスするためのシナリオを定義します。定義ファイルは以下の
ファイルです。

{設定ファイル格納ディレクトリ}¥webapi.xml

（a）WebAPI定義ファイルで使用するタグ一覧

タグの一覧を次の表に示します。

表 5-29　WebAPI定義ファイルのタグ一覧

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明

<webapis> 1回 － WebAPI定義ファイルのルートタグです。

 <setting_menu_titles> 1回 0また
は 1
回

スマートナビゲーションの入力情報設定メ
ニューの表示名の定義です。
属性 iconにメニューに表示するアイコンを指
定することができます。アイコンは，
{PROJECT_HOME}からのパスを記述してく
ださい。

  <setting_menu_title> 1回以
上

1回 メニューに表示する文字列を指定します。
属性 langに設定メニューの表示文字列の言語
を指定します。
属性 valueに属性 langで指定した言語の表
示名を指定します。スマートナビゲーション
メニューに表示されるため文字数の多い表示
名を指定するとメニュー幅が広がるため注意
してください。

 </setting_menu_titles> 1回 － 終了タグです。

 <webapi> 1回以
上

1回 WebAPI定義のタグ。メニュー単位に作成し
ます。
属性 idにWebAPIの IDを指定します。ID
は半角英数字 64文字以内でWebAPI定義ファ
イル内で一意な値を指定してください。※ 1

  <titles> 1回 0また
は 1
回

メニューに表示するタイトルの定義です。
属性 iconにメニューに表示するアイコンを指
定することができます。アイコンは，
{PROJECT_HOME}からのパスを記述してく
ださい。指定したパスにアイコンが存在しな
い場合は，メニューが正しく表示されなくな
る場合があります。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
   <title> 1回以
上

1回 メニューに表示する言語別タイトルを指定し
ます。
属性 langにメニュータイトルの言語を指定し
ます。
属性 valueに属性 langで指定した言語のタ
イトルを指定します。スマートナビゲーショ
ンメニューに表示されるため文字数の多いタ
イトルを指定するとメニュー幅が広がるため
注意してください。

  </titles> 1回 － 終了タグです。

  <user_permission> 0また
は 1回

1回 メニューの表示制御を行うクラスの定義です。
属性 classNameに呼び出すクラス名を指定し
てください。
メニューの表示制御を行うクラスの作成方法
については，「5.6.5　ユーザ編集クラスの作成
方法」を参照してください。

  <webapi_parameters> 1回 － シナリオ実行時に使用するデータ格納変数定
義のルートタグです。

   <webapi_parameter> 1回以
上

1回 シナリオ実行時に使用するデータ格納変数の
定義です。
属性 nameに変数名を指定してください。変数
名には，半角英数字および '_'（アンダーバー）
を使用することができます。※ 1

属性 data_typeには変数に格納するデータ型
を指定します。

  </webapi_parameters> 1回 － 終了タグです。

  <uoc_parameters> 0また
は 1回

－ シナリオ実行時に呼び出すクラス定義のルー
トタグです。

   <uoc_parameter> 1回以
上

－ シナリオ実行時に呼び出すユーザ編集クラス
を指定します。
属性 nameに呼び出したユーザ編集クラスの返
却値を格納するデータ格納変数の変数名を指
定してください。変数名には，半角英数字お
よび '_'（アンダーバー）を使用することがで
きます。※ 1

属性 classNameに呼び出すユーザ編集クラス
のクラス名を指定してください。
属性 methodNameに呼び出すユーザ編集クラ
スのメソッド名を指定してください。
属性 argDataNamesにメソッドに渡す引数指
定します。複数指定する場合は，コンマ（,）
区切りで指定してください。データ格納変数，
予約変数および文字列を指定することができ
ます。データ格納変数は
<webapi_parameter>タグで定義してくだ
さい。

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
  </uoc_parameters> 0また
は 1回

－ 終了タグです。

  <scenario> 1回 － シナリオ定義のルートタグです。

   <new_window/> 0また
は 1回

0また
は 1
回

メニューを選択した時に新しいウィンドウを
開く場合に定義するタグです。
属性 nameには新しく開くウィンドウのウィン
ドウ名を指定します。省略した場合は，
"_blank"が指定された時と同じ動作をします。
属性 optionには新しく開くウィンドウのス
タイルを指定します。

   <request> 1回以
上，20
回以下

0また
は 1
回

送信するリクエストの定義です。
属性 encodeに送信するリクエストを URLエ
ンコードする際の文字コードを指定します。
以下のエンコードを指定することができます。
• UTF-8
• Shift-JIS
• EUC-JP
• JIS

省略した場合および上記以外が指定された場
合は UTF-8が適用されます。

    <uri> 1回 1回 リクエストを送信する URLの定義です。
属性 base_pathに URLの先頭部分またはす
べての部分を指定します。子要素の pathが指
定されている場合は，本属性の末尾に pathで
指定した文字列が付加されます。

     <path> 0回以
上

1回 リクエストを送信する URLに付加する文字列
を指定します。
属性 segmentに URLの末尾に付加する文字
列を指定します。
このタグを複数定義した場合は，定義した順
に URLに付加します。

    </uri> － 終了タグです。

    <method> 0また
は 1回

1回 送信するリクエストのメソッドを指定します。
属性 typeにメソッドを指定します。以下のメ
ソッドが指定できます。
• GET
• POST

タグを省略した場合および上記以外の文字列
が指定された場合は GETが適用されます。

    <request_paramet
ers>

0また
は 1回

－ 送信するリクエストのパラメタ定義です。

     <user_input_ti
tles>

0また
は 1回

－ パラメタ入力画面に表示するタイトルの定義
です。

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
      <user_input_t
itle>

1回以
上

1回 パラメタ入力画面に表示する言語別タイトル
を指定します。
属性 langにタイトルの言語を指定します。
属性 valueに属性 langで指定した言語のタ
イトルを指定します。

     </
user_input_tit
les>

0また
は 1回

－ 終了タグです。

     <user_input_pa
rameters>

0また
は 1回

－ ユーザが入力するリクエストパラメタの定義
です。

      <user_input_p
arameter>

1回以
上

0また
は 1
回

ユーザが入力するリクエストパラメタを指定
します。
属性 titleに入力項目名を指定します。
属性 nameにリクエストパラメタ名を指定しま

す。※ 1

属性 valueに入力項目のデフォルト値を設定
します。
属性 typeに入力項目のタイプを指定します。
以下のタイプを指定することができます。
• text
• password

省略した場合および上記以外の文字列が指定
された場合は textを適用します。

     </
user_input_par
ameters>

0また
は 1回

－ 終了タグです。

     <ordinary_para
meters>

0また
は 1回

－ 送信するリクエストパラメタの定義です。

      <ordinary_par
ameter>

1回以
上

1回 送信するリクエストパラメタの定義です。
属性 nameにリクエストパラメタ名を指定しま

す。※ 1

属性 valueにパラメタ値を指定します。デー
タ格納変数および文字列を指定することがで
きます。データ格納変数は
<webapi_parameter>タグで定義してくだ
さい。

     </
ordinary_param
eters>

0また
は 1回

－ 終了タグです。

    <response_checks
>

0また
は 1回

－ レスポンスチェックの定義です。
送信したリクエストに対するレスポンスの
チェックを行う場合に定義します。

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（凡例）
－：該当しません。

注※ 1　hptlから始まる ID，変数およびリクエストパラメタ名は uCosminexus Portal 
Frameworkの予約語のため使用することはできません。

（b）サンプルのWebAPI定義ファイル

サンプルのWebAPI定義ファイルを次に示します。サンプルでは，旅費を清算するメ
ニューの定義をしています。

サンプルのWebAPI定義ファイル
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<webapis>
  <setting_menu_titles icon="images/ico_setting.gif">
    <setting_menu_title lang="ja" value="設定情報変更" />
  </setting_menu_titles>
  <webapi id="ryohiohi01">
    <titles>
      <title lang="ja" value="旅費を精算する" />
    </titles>
    <webapi_parameters>
      <webapi_parameter name="s" data_type="place" />
      <webapi_parameter name="d" data_type="date1" />
    </webapi_parameters>
    <scenario>
      <new_window />
      <request encode="UTF-8">

     <response_chec
k>

1回以
上

1回 レスポンスチェックの定義です。
属性 ng_key_wordにレスポンスに含まれて
いたらエラーとするキーワードを指定します。
意図しないキーワードをエラーとしないため，
2文字以上の文字列を指定してください。
属性 error_messageにレスポンスにエラー
とするキーワードが含まれている場合にエ
ラー画面に表示するメッセージを指定します。

    </
response_checks>

0また
は 1回

－ 終了タグです。

   </request> 1回以
上，20
回以下

－ 終了タグです。

  </scenario> 1回 － 終了タグです。

 </webapi> 1回以
上

－ 終了タグです。

<webapis> 1回 － 終了タグです。

タグ名 タグの
出現回
数

属性
の出
現回
数

説明
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
        <uri base_path="http://ryohi.co.jp/" >
          <path segment="ryohi" />
        </uri>
        <method type="POST" />
        <request_parameters>
          <ordinary_parameters>
            <ordinary_parameter name="date" value="$d" />
            <ordinary_parameter name="to" value="$s" />
            <ordinary_parameter name="ln" value="ja" />
          </ordinary_parameters>
        </request_parameters>
      </request>
    </scenario>
  </webapi>
</webapis>

5.6.5　ユーザ編集クラスの作成方法
スマートナビゲーションで使用するユーザ編集クラスの作成方法について説明します。

（1） ユーザ編集クラスの種類

スマートナビゲーションでは以下の定義でユーザが作成したクラスを使用することがで
きます。

●データ型定義
抽出したデータを正規化するクラス

●WebAPI定義
メニューの表示制御を行うクラス
シナリオ実行時にデータを加工するクラス

（2） ユーザ編集クラスの作成方法

ユーザ編集クラスの作成方法を次に示します。

（a）抽出したデータを正規化するクラス

抽出したデータを正規化するクラスはデータ型定義で使用します。抽出したデータ型を
正規化するクラスは java.text.Formatクラスを継承して作成してください。この場合，
String型を引数にとるコンストラクタを必ず作成してください。String型を引数にとる
コンストラクタには以下の値を渡します。

●解析したデータを変換するための文字列

（b）メニューの表示制御を行うクラス

メニューの表示制御を行うクラスはWebAPI定義で使用します。メニューの表示制御を
行うクラスは uCosminexus Portal Frameworkが提供するMenuPermissionクラスを継
承して作成してください。MenuPermissionクラスの詳細は「(4)　ユーザ編集クラスで
使用するライブラリ」を参照してください。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
（c）シナリオ実行時にデータを加工するクラス

シナリオ実行時にデータを加工するクラスはWebAPI定義で使用します。シナリオ実行
時にデータを加工するクラスは特にクラスやインタフェースを継承する必要はありませ
んが，作成するメソッドの引数は String型の配列として，戻り値のデータ型は String
型としてください。

また，本クラスはシステムで一度だけインスタンス化されます。複数リクエストから同
時にアクセスがあっても問題にないようにスレッドセーフな作りにしてください。

（3） ユーザ編集クラスの格納

作成したユーザ編集クラスはポータルプロジェクトが動作するWebアプリケーションか
ら呼び出し可能な場所に格納してください。例えば，ユーザ編集クラス（user.class）は
次の場所に格納します。

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥classes¥user.class

（4） ユーザ編集クラスで使用するライブラリ

ユーザ編集クラスで使用するクラスライブラリの一覧を次の表に示します。

表 5-30　ユーザ編集クラスで使用するクラスライブラリ

（a） jp.co.hitachi.soft.portal.api.smartnavigation.menu.MenuPermission

機能
スマートナビゲーションメニューの表示制御を行うユーザ編集クラスを作成するた
めのインタフェースクラスです。

表 5-31　メソッドの一覧

メソッドの説明
checkPermission

形式
boolean checkPermission(
         javax.servlet.http.HttpServletRequest request)

機能

クラス名 説明

jp.co.hitachi.soft.portal.api.smartnavigation.menu.MenuPer
mission

メニューの表示制御を行うクラスを作
成するためのインタフェースクラスで
す。

戻り値のデータ型 メソッド 説明

Boolean checkPermission(javax.servlet.http.HttpServletR
equest request)

ユーザにメニューを表
示するか判定します。
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5.　ポータル画面のカスタマイズ
ユーザにメニューを表示するか判定します。

パラメタ
request - リクエストオブジェクト

戻り値
ユーザにメニューを表示する場合は，trueを返却します。

例外
なし。

（5） ユーザ編集クラスのインスタンス生成タイミング

ユーザ編集クラスのインスタンスを生成するタイミングを次に示します。

●抽出したデータを正規化するクラス
スマートナビゲーションを利用するポートレットを初めて表示したとき

●メニューの表示制御を行うクラス
スマートナビゲーションを利用するポートレットを表示したとき

●シナリオ実行時にデータを加工するクラス
スマートナビゲーションのメニューをクリックしたとき
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6　 ポータル機能のカスタマイ
ズ
この章では，uCosminexus Portal Frameworkの基本機能のカ
スタマイズや，認証方法のカスタマイズについて説明します。
ポータルのデフォルトの設定を変更したい場合にお読みくださ
い。

6.1　カスタマイズできる項目

6.2　デフォルトエンコーディングの設定 

6.3　ストリングリソースのカスタマイズ

6.4　クライアント種別判定の設定

6.5　カスタムログインモジュールの設定 

6.6　uCosminexus Secure Unify - SSO連携の設定

6.7　SiteMinder連携の設定

6.8　SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシ使用時の設定

6.9　性能チューニングと障害監視 

6.10　DBを使用するポートレットのための DBチューニング

6.11　設定ファイル格納ディレクトリの指定方法の変更
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6.1　カスタマイズできる項目
構築したポータル機能をカスタマイズできます。カスタマイズできる項目を次の表に示
します。なお，表中の「節の番号」欄は，詳細が記載されている節の番号に対応してい
ます。

表 6-1　ポータルのカスタマイズ項目の一覧

節の番号 項目 カスタマイズできる内容

6.2 デフォルトエンコー
ディングの設定

ポートレットや各種設定ファイルなどのデフォルトエ
ンコーディングを設定できます。

6.3 ストリングリソース
のカスタマイズ

ストリングリソース（ポータル画面に表示する文字列
を言語別にまとめたリソース）をカスタマイズできま
す。

6.4 クライアント種別判
定の設定

ログイン時にクライアント種別（デバイスの種別）の
判定方法を設定できます。

6.5 カスタムログインモ
ジュールの設定

ユーザ IDとパスワード以外のディレクトリサーバ上
の属性を使用して認証するように設定できます。

6.6 uCosminexus 
Secure Unify - SSO
連携の設定

uCosminexus Secure Unify - SSOと連携してログイン
時のユーザ認証を行うように設定できます。

6.7 SiteMinder連携の設
定

SiteMinderと連携してログイン時のユーザ認証を行う
ように設定できます。

6.8 SSLアクセラレー
ターまたはリバース
プロキシ使用時の設
定

SSLアクセラレーターやリバースプロキシを使用した
環境で uCosminexus Portal Frameworkを使用するよ
うに設定できます。

6.9 性能チューニングと
障害監視

ポートレットに表示されるコンテンツの並列表示と，
並列表示で使用するスレッド数を設定できます。また，
コンテンツが正しく表示されるかを監視する障害監視
について設定できます。

6.10 DBを使用するポー
トレットのための
DBチューニング

DBに格納されている情報を使用して動作する日立
APIポートレットのために，DBを設定できます。

6.11 設定ファイル格納
ディレクトリの指定
方法の変更

設定ファイル格納ディレクトリを Javaシステムプロ
パティで指定することができます。
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6.2　デフォルトエンコーディングの設定 

デフォルトエンコーディングの設定として，次に示すファイルのデフォルトエンコー
ディングが指定できます。

• Fileポートレット
• ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）
• ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）
• リポジトリファイル（Repository.xml）
• マッピング定義ファイル
• クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）
• フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）
• コントロール定義ファイル（controllers.xml）

初期設定では，Shift_JISまたは UTF-8が指定されていますが，デフォルトエンコー
ディングを指定しない場合は，常にUTF-8で読み込まれます。また，エンコーディング
はファイルが xml形式の場合はファイル単位で指定できます。指定方法は，xml宣言文
の encoding属性にエンコーディングを入力します。

 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
 

ただし，Fileポートレットは，xml形式のファイルではないためデフォルトエンコー
ディングで指定した文字コードしか使えないため，個別にエンコーディングを指定する
ことはできません。デフォルトエンコーディングの設定方法については，「6.2.1　デフォ
ルトエンコーディングの設定方法」を参照してください。

なお，日立 APIポートレットは，pageディレクティブの charsetパラメタでエンコー
ディングを個別に指定できます。日立 APIポートレットのエンコーディングの設定方法
については，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」
を参照してください。
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！！！！ 注意事項
 

使用するエンコーディングの文字セットに含まれない文字は使用できません。
ユーザの環境による文字化けを防ぐために，次に推奨するエンコーディングでコンテンツを
作成してください。
• マルチデバイス環境（PC，ｉモード，または EZweb）の場合

Shift_JISを推奨します。
• PC環境でだけ使用する場合

UTF-8を推奨します。

Shift_JISでは表現できないコンテンツ（JISX0201ラテン，JISX0201カナおよび
JISX0208の定義済み文字以外を使用する場合）を作成する場合には，プライベートエリア
を含まない Unicodeの範囲を使用して，UTF-8での記述を推奨します。

6.2.1　デフォルトエンコーディングの設定方法
ポータル全体のデフォルトエンコーディングを設定する場合は，Portal Managerを使用
します。なお，Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動
方法」を参照してください。

デフォルトエンコーディングの設定方法を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［エンコーディングの
設定］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 6-1　［エンコーディングの設定］画面

2. デフォルトエンコーディングを指定します。
設定したいエンコーディング名を選択します。設定できるエンコーディングは次のと
おりです。
• シフト JIS
• EUC
• UTF-8
• JIS
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3.［登録］ボタンをクリックします。
デフォルトエンコーディングが登録されます。
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6.3　ストリングリソースのカスタマイズ
uCosminexus Portal Frameworkでは，言語の切り替え機能のために日本語と英語のス
トリングリソース（ポータル画面に表示する文字列を言語別にまとめたリソース）を提
供しています。サポートする言語を追加して，ストリングリソースを追加することで，
日本語と英語以外の言語の切り替えができるようになります。また，ストリングリソー
スの文字列を変更することで画面に表示するメッセージを変更することもできます。

ここでは，ストリングリソースをカスタマイズするために必要な情報について説明しま
す。

6.3.1　ストリングリソースの作成
ストリングリソースファイルを追加または変更するために必要な情報について説明しま
す。

（1） ストリングリソースファイルの格納先

uCosminexus Portal Frameworkが提供しているストリングリソースファイルは，次の
ディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}/WEB-INF/classes

標準で日本語用と英語用のストリングリソースファイルが提供されています。これらの
ファイルを編集して，画面に表示される文字列を変更します。また，日本語および英語
以外の言語のストリングリソースを新しく作成した場合は，ストリングリソースファイ
ル名の規則に従った名称を付けて，このディレクトリに格納します。

ストリングリソースファイル名の規則については，「(2)　ストリングリソースファイルの
名称」を参照してください。

（2） ストリングリソースファイルの名称

ストリングリソースは，リソース単位および言語単位にファイルを作成します。
uCosminexus Portal Frameworkではリソースを識別するためにアプリケーションキー
を設定しています。アプリケーションキーはストリングリソースを区別するためのキー
です。ストリングリソースファイルの名称は次の規則に従っています。

{アプリケーションキー名称}_{言語コード}［_{国コード}［_{バリアント}］］
.properties

なお，アプリケーションキーは各種機能やポートレットで任意に作成できますが，hptl
から始まるキーは uCosminexus Portal Frameworkの予約語とします。

uCosminexus Portal Frameworkが予約するアプリケーションキーを次の表に示します。
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表 6-2　uCosminexus Portal Frameworkが予約するアプリケーションキー

ストリングリソースファイルの名称の例を次に示します。

レイアウトカスタマイズ画面（アプリケーションキー：hptl_customizer）のストリング
リソースファイルの場合

• hptl_customizer_ja.properties：日本語用
• hptl_customizer_en.properties：英語用
• hptl_customizer_zh_hk.properties：中国語（香港）用

（3） ストリングリソースファイルの作成

ストリングリソースファイルは，プロパティ形式（キー =値の形式）で記述します。各
国語で対応するストリングリソースのメッセージキーは，各国語のストリングリソース
ファイルで同じにする必要があります。

ファイルは ISO-8859-1文字エンコーディングで記述する必要があります。Unicodeコー
ド（¥udddd表記）のファイルは，Cosminexus Developer's Kit for JavaTMに付属の

native2asciiツールによって，Shift_JISや EUCコードなどのネイティブコードから変
換して，作成することができます。

ストリングリソースファイルの記述例を次に示します。

記述例

hptl_customizer_ja.properties（日本語用）
MESSAGE1=パスを入力してください。
MESSAGE2=パスが変更されました。
　　　　　　　：

hptl_customizer_en.properties（英語用）
MESSAGE1= Input the path.
MESSAGE2= The path was changed.
　　　　　　　：

（4） レイアウトカスタマイズ画面の設定

日本語，英語以外のストリングリソースを追加する場合，レイアウトカスタマイズ画面
の［使用言語］ドロップダウンリストに表示される文字列を設定できます。設定しない
場合は，言語種別（{言語コード }［-{国コード }［-{バリアント }］］）がそのまま表示さ

アプリケーションキー 対応する内容

hptl_customizer 管理者用レイアウトカスタマイズ画面，利用者用レイアウトカ
スタマイズ画面

hptl_common ［ログイン］画面，［パスワード変更］画面，各種エラー画面，
各種テンプレート

hplt_operator 運用管理ポートレット画面

hptl_resources ウィンドウ名称など各国語共通のリソースを設定する。
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れます。

［使用言語］ドロップダウンリストに表示される文字列を設定するには，レイアウトカス
タマイズ画面（アプリケーションキー：hptl_customizer）の各ストリングリソースファ
イルに，次の記述を追加します。

UL_LANG_TITLE_{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］={表示したい文字
列}
CE_LANG_TITLE_{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］={表示したい文字
列}

例えば，日本語，英語に加え，中国語（zh-CN）のストリングリソースを追加した場合
は，hptl_customizer_ja.propertiesおよび hptl_customizer_en.propertiesに，次のよう
に記述を追加します。

記述例

hptl_customizer_ja.propertiesに追加する記述
UL_LANG_TITLE_zh-CN=中国語
CE_LANG_TITLE_zh-CN=中国語

hptl_customizer_en.propertiesに追加する記述
UL_LANG_TITLE_zh-CN=Chinese
CE_LANG_TITLE_zh-CN=Chinese

6.3.2　サポート言語の追加
日本語，英語以外の言語のストリングリソースを uCosminexus Portal Frameworkで使
用できるようにするには，サポート言語を追加する必要があります。サポート言語は，
プロパティファイル（PortalResources.properties）の
jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supportsプロパティで設定します。詳細は，「10.1.1　
PortalResources.propertiesの詳細」を参照してください。

6.3.3　言語の優先順位
ポータル画面に表示される文字列の言語は，ポータル利用者が，レイアウトカスタマイ
ズ画面やWebブラウザの言語設定で設定できます。uCosminexus Portal Framework
は，ポータル利用者が設定した言語とストリングリソースのファイル名を比較し，どの
ストリングリソースを使用するかを決定します。使用するストリングリソースを決定す
る際は，次の条件を上から順に評価します。

1. 言語コード，国コード，およびバリアントが一致している。
2. 言語コードおよび国コードが一致している。
3. 言語コードが一致している。

なお，言語コード，国コード，およびバリアントがすべて一致しない場合，デフォルト

言語※に対応するストリングリソースを使用します。

注※　プロパティファイル（PortalResources.properties）の
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jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultプロパティで設定されている言語です。
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6.4　クライアント種別判定の設定
uCosminexus Portal Frameworkは，PCおよび携帯電話からアクセスできます。各クラ
イアントからアクセスする場合，ログインの際にクライアント種別を判定して，クライ
アントごとに表示するファイルを切り替えることができ，ポートレットに表示する内容
を変更できます。表示するファイルの切り替えについては，マニュアル「uCosminexus 
Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

6.4.1　クライアントの判定方法の流れ
uCosminexus Portal Frameworkは，クライアント情報定義ファイル
（UserAgentType.xml）を使用して，クライアント種別を判定します。クライアント種別
には次の３種類があります。

● HTML
PCブラウザ用のクライアント種別です。

● CHTML
iモード用のクライアント種別です。

● HDML
EZWeb用のクライアント種別です。

クライアントの判定方法の流れを次の図に示します。

図 6-2　クライアントの判定方法の流れ

1. uCosminexus Portal Frameworkは，判定にHTTPリクエストヘッダー内の
UserAgentパラメタを使用します。

2. UserAgentパラメタの文字列を解析してグループ化します。
3. uCosminexus Portal Frameworkに決定した種別を戻します。

グループ化とは
クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）では UserAgentType，
DeviceType，MimeTypeという三つのグループの概念を使用します。これらのグ
ループは，クライアントを一定の法則で分けたものです。
グループの種類と設定する値を次の表に示します。
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表 6-3　グループの種類と設定する値

三つのグループの包含関係を次の図に示します。

図 6-3　三つのグループの包含関係

6.4.2　クライアント情報定義ファイルの設定
アクセスしてくるクライアントをどのクライアント種別に割り当てるかを，クライアン
ト情報定義ファイル（UserAgentType.xml）に設定します。

UserAgentType.xmlファイルは {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。
デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

クライアント情報定義ファイルは XML形式で記述します。クライアント情報定義ファイ
ルのフォーマットについては，「10.2.3　クライアント情報定義ファイル
（UserAgentType.xml）」を参照してください。

クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）の例を次に示します。次の例で
は HTMLと CHTMLに適用する条件をそれぞれ設定しています。

 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
  <UserAgent-Definition>
        <UserAgentType-Definition> 
            <default>
                  <devicetype>HTML</devicetype> 
                  <useragenttype>default</useragenttype>

グループの種類 グループ化の単位

UserAgentType ユーザが任意に定義できます。

DeviceType クライアント端末が識別するマークアップ言語の単位でグループ
化します。

MimeType ポータルサーバがクライアントに返却するMIMEタイプでグ
ループ化します。
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                  <matchingpattern>.*</matchingpattern>
                  <URLRewritingDisabled>true</URLRewritingDisabled>
            </default>
            <useragent-register>
                   <devicetype>HTML</devicetype> 
                   <useragenttype>PCBrowser</useragenttype> 
                   <matchingpattern>msie.*</matchingpattern>
                  <URLRewritingDisabled>true</URLRewritingDisabled>
            </useragent-register>
            <useragent-register>
                   <devicetype>CHTML</devicetype>
                   <useragenttype>generic-i-mode</useragenttype>
                   <matchingpattern>DoCoMo.*</matchingpattern>
                  <URLRewritingDisabled>false</URLRewritingDisabled>
            </useragent-register>
       </UserAgentType-Definition >
       <MimeType-Definition >
             <mimetype-register ID="HTML">
                    <mimetype>text/html</mimetype>
             </mimetype-register>
             <mimetype-register ID="CHTML">
                    <mimetype>text/html</mimetype>
             </mimetype-register>
       </MimeType-Definition >
  </UserAgent-Definition >
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6.5　カスタムログインモジュールの設定 

uCosminexus Portal Frameworkは，Cosminexus標準ログインモジュールを使用して
ユーザ IDとパスワードで認証しています。ユーザ IDとパスワード以外の情報を使用し
て認証するには，カスタムログインモジュールを使用します。カスタムログインモ
ジュールとは，ユーザが独自の認証処理を記述したログインモジュールです。カスタム
ログインモジュールの作成方法については，マニュアル「Cosminexus　アプリケーショ
ンサーバ V8　機能解説 拡張編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーショ
ンサーバ　機能解説　拡張編」を参照してください。

Cosminexus 標準ログインモジュールと連携してユーザ認証する方法について，パス
ワードの有効期限をチェックするためのカスタムログインモジュールを使用する場合の
例を次の図に示します。

図 6-4　ユーザ認証の例

ユーザの認証は 1から 7の順で行われます。

1. uCosminexus Portal Frameworkは，認証に必要な情報を統合ユーザ管理フレーム
ワークに渡して，認証を依頼します。

2. 統合ユーザ管理フレームワークは，Cosminexus 標準ログインモジュールに，ユーザ
ID，パスワード，およびパスワード有効期限の値を取得するように依頼します。

3. Cosminexus 標準ログインモジュールはディレクトリサーバから認証に必要な情報を
取得して，ユーザ IDとパスワードをチェックします。

4. Cosminexus 標準ログインモジュールは，ユーザ IDとパスワードのチェックの結果，
およびパスワード有効期限の情報を統合ユーザ管理フレームワークに戻します。

5. 統合ユーザ管理フレームワークは，パスワード有効期限の情報をカスタムログインモ
ジュールに渡します。

6. カスタムログインモジュールはパスワード有効期限のチェックをして，結果を統合
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ユーザ管理フレームワークに戻します。
7. 統合ユーザ管理フレームワークは，認証結果をまとめて uCosminexus Portal 

Frameworkに戻します。
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6.6　uCosminexus Secure Unify - SSO連携の設
定

uCosminexus Secure Unify - SSOは，SAMLによるシングルサインオンとWebアクセ
ス制御を実現する製品です。uCosminexus Portal Frameworkは，uCosminexus Secure 
Unify - SSOと連携してログイン時のユーザ認証を行うモジュールを提供しています。

ここでは，uCosminexus Secure Unify - SSOを利用する場合の処理概要，ユーザ認証に
uCosminexus Secure Unify - SSOを使用しない場合と uCosminexus Secure Unify - 
SSOを使用する場合の機能差異，uCosminexus Secure Unify - SSO利用時にポータル
で取得するリクエスト属性の情報，uCosminexus Secure Unify - SSOを利用するために
uCosminexus Portal Frameworkで提供するファイル，および uCosminexus Secure 
Unify - SSO連携時の設定方法について説明します。

6.6.1　uCosminexus Secure Unify - SSO連携時の処理概要
uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログイン時の処理，およびログアウト時の処
理について説明します。

（1） uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログイン処理

uCosminexus Secure Unify - SSO連携時は，uCosminexus Secure Unify - SSOの認証
情報およびユーザ情報を使用してポータルにログインします。uCosminexus Portal 
Frameworkでは，リクエスト属性からユーザ情報を取得するカスタムログインモジュー
ル（以降，uCosminexus Secure Unify - SSO連携モジュールと呼びます）を提供してい
ます。処理の流れを次の図に示します。
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図 6-5　uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログイン時の処理

図の説明
1. uCosminexus Secure Unify - SSOでユーザ認証後，uCosminexus Portal 

Frameworkの index.jspが指定されます。このとき，リクエスト属性が渡されま
す。

2. index.jspから，ポータルユーザ管理のログイン処理のアクション（PLoginUser
アクション）にフォワードします。ポータルユーザ管理とは，uCosminexus 
Portal Frameworkのユーザ管理機能のことです。ログイン情報やパーソナライ
ズ情報を管理しています。

3.［ログイン］画面を表示しないで，直接ログイン処理が実行されます。
4. 統合ユーザ管理の DelegationModuleまたはWebSSOLoginModuleから

uCosminexus Secure Unify - SSO連携モジュールを呼び出します。
5. 統合ユーザ管理のWebPasswordCallbackからリクエストを取り出します。
6. 取り出したリクエストからリクエスト属性情報を解析します。
7. JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）のパラメタで指定されたログ
インユーザ IDを表すリクエスト属性が見つかればログイン成功とみなし，ユー
290



6.　ポータル機能のカスタマイズ
ザ IDを Subjectの Principalに設定します。
8. 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の
パラメタで，ユーザ ID以外の属性が設定されていて，対応するリクエスト属性
が見つかれば，設定されている属性の値を Subjectの PublicCredentialに設定し
ます。

9. ログイン後画面を表示します。

WebSSOLoginModuleを使用する場合，7.で Principalにユーザ IDが設定されていれ
ば，次回以降のログイン処理時にこの IDを sharedStateに自動設定します。このため，
シングルサインオン先アプリケーションでは，従来どおりシングルサインオン機能を使
用できます。

（2） uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログアウト処理

uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログアウト処理は，通常のポータルのログア
ウト処理と同様に，ログアウト処理後にウェルカム画面が表示されます。ポータルのテ
ンプレートをカスタマイズしてログアウトボタンを削除していても，セッションタイム
アウト時にウェルカム画面が表示される場合があります。このため，ウェルカム画面に
ログアウトのメッセージを表示するポートレットを一つ配置するなどして，ログアウト
確認画面として使用することをお勧めします。uCosminexus Secure Unify - SSO連携時
のログアウト処理を次の図に示します。

図 6-6　uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のログアウト処理

uCosminexus Secure Unify - SSOからログアウトした時に uCosminexus Portal 
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Frameworkからログアウトする場合は，uCosminexus Secure Unify - SSOに登録する
情報に次のログアウト URLを登録してください。

http://ホスト名 :ポート番号 /{コンテキストパス }/logoutIdp

6.6.2　uCosminexus Secure Unify - SSO連携時の機能差異
ユーザ認証に uCosminexus Secure Unify - SSOを使用しない場合と uCosminexus 
Secure Unify - SSOを使用する場合の機能差異，および機能差異の対処方法を次の表に
示します。

表 6-4　uCosminexus Secure Unify - SSO連携時の機能差異

項目 uCosminexus 
Secure Unify - 

SSOを使用しな
い時

uCosminexus 
Secure Unify - 
SSO使用時

機能差異の対処
方法

未ログイン状態でポートレットの URL直
接を指定した場合（ダイレクト呼び出し
の場合）

ログイン状態に
依存しないポー
トレットの場合，
通常のログイン
画面を表示しま
す。
ログイン状態に
依存するポート
レットの場合，
ポートレットの
ログイン処理に
従い，処理を実
行します。

ログイン処理は
uCosminexus 
Portal 
Framework使用
時と同じです。
ただし，POST
データの引き継
ぎはできません。

ログイン操作を
実行すればログ
イン処理が行わ
れます。

［ログイン］画面 ［ログイン］画面
で，ユーザ名お
よびパスワード
を入力します。

［ログイン］画面
は使用できませ
ん。
uCosminexus 
Secure Unify - 
SSOのログイン
画面が使用でき
ます。

－

［パスワード変更］画面 ［パスワード変
更］画面で，パ
スワードを変更
できます。

［パスワード変
更］画面は使用
できません。
uCosminexus 
Secure Unify - 
SSOのパスワー
ド変更画面が使
用できます。

－
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（凡例）　－：該当しません。

6.6.3　ポータルで取得するリクエスト属性
uCosminexus Secure Unify - SSO連携時に uCosminexus Portal Frameworkで取得す
るリクエスト属性を次に示します。リクエスト属性の名称，およびリクエスト属性に対
応するポータルのリポジトリ情報の属性値は，JAASコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）で指定する uCosminexus Secure Unify - SSO連携ログインモジュールのプ
ロパティで設定してください。

表 6-5　ポータルで取得するリクエスト属性

ユーザ情報取得項目 文字列型，DN
型，バイナリ型
およびマルチバ
リューが指定で
きます。

文字列型および
マルチバリュー
が指定できます。
DN型，バイナ
リ型は指定でき
ません。

ユーザ管理情報
用リポジトリと
して LDAPまた
は DBを用意す
れば制御できま
す。

組織情報・グループ情報 使用できます。 uCosminexus 
Secure Unify - 
SSOのリクエス
ト属性から上位
組織情報・グ
ループ情報を取
得できないため，
使用できません。

ユーザ管理情報
用リポジトリと
して LDAPまた
は DBを用意す
れば，使用でき
ます。

項目 説明 必須

ユーザ ID ユーザを表す一意の値です。 ○

ユーザ表示名 ユーザの表示名です。必要に応
じて取得してください。

×

役職情報 ユーザの役職名です。
役職識別子を使用する場合は，
必ず取得してください。

×

所属情報 ユーザの所属組織単位 IDです。
組織単位識別子を使用する場合
は，必ず取得してください。な
お，uCosminexus Secure 
Unify - SSO連携時にアクセス
制御・レイアウト選択を実施す
るには，組織情報を格納するリ
ポジトリとして LDAPまたは
DBが必要です。

×

上記以外のユーザ定義項目 ユーザ環境に依存します。 ×

項目 uCosminexus 
Secure Unify - 

SSOを使用しな
い時

uCosminexus 
Secure Unify - 
SSO使用時

機能差異の対処
方法
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（凡例）　必須：○　任意：×

6.6.4　uCosminexus Secure Unify - SSO連携のために提供す
るファイル

uCosminexus Portal Frameworkでは，uCosminexus Secure Unify - SSOと連携するた
めの設定ファイルを提供しています。設定ファイルの格納先ディレクトリと，各ディレ
クトリに格納されているファイルの内容を次の図に示します。

図 6-7　uCosminexus Secure Unify - SSO連携用設定ファイルの格納先と内容

6.6.5　uCosminexus Secure Unify - SSO連携のための設定
ここでは，uCosminexus Secure Unify - SSOに連携する場合の設定方法について説明し
ます。uCosminexus Secure Unify - SSOの設定については，uCosminexus Secure 
Unify - SSOのマニュアルを参照してください。

（1） ポータルプロジェクトへの連携ファイルの追加

ポータルプロジェクトへの連携ファイルの追加は，次の手順で行います。

1. プロジェクトディレクトリを退避します。
ポータルプロジェクト配下のディレクトリおよびファイルをあらかじめ別のディレク
トリに退避させます。
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！！！！ 注意事項
 

退避した web.xmlファイルをあとで使用するので必ず退避してください。

2. uCosminexus Secure Unify - SSO SP Libraryのファイルをコピーします。
次のディレクトリ配下のファイルをプロジェクトディレクトリに上書きコピーしま
す。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Secure Unify - SSO SP Libraryインストールディレクト

リ }¥samlsp

　

！！！！ 注意事項
 

アプリケーションで変更したファイルを上書きする場合は，上書きしたファイルにアプリ
ケーションの変更を反映させてください。

3. uCosminexus Secure Unify - SSO 連携のために提供するファイルをコピーします。
次のディレクトリ配下のファイルをプロジェクトディレクトリに上書きコピーしま
す。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥susso¥webapp

デザインテンプレートを使用している場合は，次のディレクトリ配下のファイルをプ
ロジェクトディレクトリに上書きコピーします。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥susso¥template

　

！！！！ 注意事項
 

アプリケーションで変更したファイルを上書きする場合は，上書きしたファイルにアプリ
ケーションの変更を反映させてください。

4. 退避した web.xmlファイルを元に戻します。
退避したディレクトリの web.xmlファイルをプロジェクトディレクトリに上書きコ
ピーします。

コピー元ファイル
{退避したディレクトリ }¥WEB-INF¥web.xml

5. web.xmlファイルを編集します。
web.xmlファイルの <web-app>タグのあと（<filter>タグの記述位置）に，次の記
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6.　ポータル機能のカスタマイズ
述を追記します。
<filter>
<filter-name>SamlAgent</filter-name>
<filter-class>jp.co.ins_hitachi.samlserver.samlsp.controller.SPF
ilter</filter-class>
</filter>
 
<filter-mapping>
<filter-name>SamlAgent</filter-name>
<url-pattern>/*</url-pattern>
</filter-mapping>
 

また，最後の </servlet>タグのあとに，次の記述を追記します。
 
<servlet>
<servlet-name>LogoutServlet</servlet-name>
<servlet-class>jp.co.ins_hitachi.samlserver.samlsp.controller.Lo
goutServlet</servlet-class>
</servlet>
 
<servlet>
<servlet-name>LogoutFromIdpServlet</servlet-name>
<servlet-class>jp.co.ins_hitachi.samlserver.samlsp.controller.Lo
goutFromIdpServlet</servlet-class>
</servlet>
 
<servlet-mapping>
<servlet-name>LogoutServlet</servlet-name>
<url-pattern>/logout</url-pattern>
</servlet-mapping>
 
<servlet-mapping>
<servlet-name>LogoutFromIdpServlet</servlet-name>
<url-pattern>/logoutIdp</url-pattern>
</servlet-mapping>
　

！！！！ 注意事項
 

Webサーバ（リダイレクタ）によるリクエストの振り分けを行っている場合は，次のサーブ
レットの URLを振り分け対象に追加してください。
• /logout
• /logoutIdp

6. Secure Unify連携モジュールをコピーします。
次のディレクトリ配下のファイルを Cosminexusのカスタムログインモジュールの格
納先ディレクトリにコピーします。

コピー元ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥susso¥module

コピー先ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥manager¥modules

7. uCosminexus Secure Unify - SSO SP Libraryの設定ファイルを編集します。
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次のディレクトリ配下の uCosminexus Secure Unify - SSO SP Libraryの設定ファイ
ルを編集し，SPの名称や IdPサーバの URLなどの設定をします。編集するファイ
ルおよび編集内容については，uCosminexus Secure Unify - SSOのマニュアルを参
照してください。
　
{プロジェクトディレクトリ
}¥WEB-INF¥classes¥hins_samlsp_conf.properties

8. PortalResources.propertiesファイルを編集します。
PortalResources.propertiesファイルに次のプロパティを設定します。なお，
PortalResources.propertiesファイルは設定ファイル格納ディレクトリに格納されて
います。
 
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservalue=loginid
jp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.lo
gin.sessionrenewal=false
 

9. ログアウト URLを編集します。
uCosminexus Portal Frameworkからログアウトすると同時に，uCosminexus 
Secure Unify - SSO からもログアウト（シングルログアウト）する場合，次のファイ
ルを編集してログアウト URLを変更します。シングルログアウトしない場合は編集
する必要はありません。

編集するファイル
{プロジェクトディレクトリ
}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥navigations¥top_loggedIn.jsp

編集前
<a href="<portal:uriLookup type="Logout" />" onclick=" ～

編集後
<a href="<portal:contentUri href="logout" />" onclick=" ～

 

（2） JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の編集

uCosminexus Secure Unify - SSOと連携する場合の JAASコンフィグレーションファイ
ル（jaas.conf）の設定内容を説明します。統合ユーザ管理フレームワークの
DelegationLoginModuleを通して，カスタムログインモジュールを使用します。

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定パラメタを次の表に示します。
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表 6-6　jaas.conf設定パラメタ一覧（認証済 Subject使用時）

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定例を次に示します。

PortalLoginModuleのパラメタ名 説明

com.cosminexus.admin.auth.custom.lm
［設定必須（Cosminexusのシングルサインオン機能を使用し
ない場合）］

DelegationLoginModuleが呼び出す
カスタムログインモジュールクラス名
です。必ず
「jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.
PortalLoginModule」を指定してくだ
さい。
これは，DelegationLoginModuleの
パラメタです。

com.cosminexus.admin.auth.sso
［設定必須（Cosminexusのシングルサインオン機能を使用す
る場合）］

WebSSOLoginModuleが呼び出すカ
スタムログインモジュールクラスを表
す名称です。このパラメタで指定した
名称に対応させて，統合ユーザ管理フ
レームワークのコンフィグレーション
ファイル（ua.conf）でクラスを指定
します。
これは，WebSSOLoginModuleのパ
ラメタです。

com.cosminexus.admin.auth.realm レルム名です。"PORTAL"を指定して
ください。

jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.param.<LOGIN_NAME
の src属性名 >
［設定必須］

リポジトリファイル
（Repository.xml）の
<LOGIN_NAMEの src属性名 >
（ユーザ ID）で取得される値が格納さ
れている，リクエスト属性です。取得
値を Principalおよび
PublicCredentialとして格納します。
このリクエスト属性が見つからない，
または値が不正な場合は，ログインエ
ラーとなります。

jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.<src属性名 > リポジトリファイル
（Repository.xml）の <src属性名 >で
取得される値が格納されている，
HTTPリクエスト属性名称です。取得
値を PublicCredentialとして格納し
ます。このリクエスト属性が見つから
ない場合は，その属性値を持たないも
のとして処理が続行されます。取得で
きる属性については「6.6.3　ポータル
で取得するリクエスト属性」を参照し
てください。
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表 6-7　設定例の内容

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定例
// ***** ポータル用ログインモジュール *****
Portal {
  com.cosminexus.admin.auth.login.DelegationLoginModule 
required
    
com.cosminexus.admin.auth.custom.lm="jp.co.hitachi.soft.portal.
susso.login.PortalLoginModule"
    com.cosminexus.admin.auth.realm="PORTAL"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.param.uid="HINS_SAML_USER
_ID"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.sn="SN"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.title="TITLE"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.dept="DEPARTMENTDN"
    ;
};
 

注　下線部分がアプリケーション名です。

なお，WebSSOLoginModuleを使用している場合は，WebSSOLoginModuleを通して，
カスタムログインモジュールを使用します。

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定例
// ***** ポータル用ログインモジュール *****
Portal {
  com.cosminexus.admin.auth.sso.login.WebSSOLoginModule 
required
    com.cosminexus.admin.auth.sso="SecureUnify"
    com.cosminexus.admin.auth.realm="PORTAL"  
    
jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.param.uid="HINS_SAML_USER
_ID"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.sn="SN"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.title="TITLE"
    jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.dept="DEPARTMENTDN"
    ;
};
 

注　下線部分がアプリケーション名です。

項目 Portal Managerの［ユー
ザ情報の設定］画面で指

定した属性名

uCosminexus Secure 
Unify - SSOから取得

する属性名

ユーザ ID uid HINS_SAML_USER_
ID

ユーザ表示名 sn SN

役職情報 title TITLE

所属情報 dept DEPARTMENTDN
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（3） 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル
（ua.conf）の編集

uCosminexus Secure Unify - SSOと連携する場合の統合ユーザ管理フレームワークのコ
ンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定内容を説明します。この設定は，
WebSSOLoginModuleを使用している場合に必要な設定です。

統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定パラ
メタを次の表に示します。

表 6-8　ua.conf設定パラメタ一覧（認証済 Subject使用時）

統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定例
#################### Custom LoginModule (uCosminexus Secure 
Unify - SSO) ###############
com.cosminexus.admin.auth.sso.lm.SecureUnify=jp.co.hitachi.soft
.portal.susso.login.PortalLoginModule
 

（4） マッピングの定義

uCosminexus Secure Unify - SSO連携時のマッピング定義について説明します。「(2)　
JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の編集」で設定した属性名のマッピ
ングを定義すれば，ログイン後のポータル内で，項目名で属性値を取り出せます。項目
は文字列型かつオプション指定なしで，取得先構成情報は必ず Cosminexus指定となり
ます。項目のうちユーザ ID項目は必須です（ユーザ認証に uCosminexus Portal 
Frameworkを使用した場合と同様）。

Portal Managerの［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－［ユーザ情報］で表示
される［ユーザ情報の設定］画面で，次の表に示すとおり設定してください。

PortalLoginModuleのパラメタ名 説明

com.cosminexus.admin.auth.sso.lm.<ログインモジュール
名称 >
［設定必須（シングルサインオン機能を使用する場合）］

WebSSOLoginModuleが呼び出すカスタ
ムログインモジュールクラスを表す名称
です。
jaas.conf 
com.cosminexus.admin.auth.ssoパラメ
タで指定した名称を <名称 >部分に記述
します。必ず
「jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.Po
rtalLoginModule」を指定してください。
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表 6-9　［ユーザ情報の設定］画面で設定する内容

（凡例）　－：該当しません。
注　パーソナライズ情報を表すキーは，uCosminexus Secure Unify - SSOからは取得できません。
LDAPまたは DBを使用してください。

リポジトリファイルの設定内容を次に示します。

 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
    <repository version="0200" xmlns="http://
portal.soft.hitachi.co.jp/portal/Repository2">
        <resource name="cosmi" type="cosminexus"/>
        <portal-mapping>
            <portalUser>
                <Mapping dest="LOGIN_NAME" src="uid">cosmi</Mapping>
                <Mapping dest="TITLE" type="string" src="title">cosmi</
Mapping>
                <Mapping dest="DEPARTMENT" type="string" 
src="dept">cosmi</Mapping>
            </portalUser>
       </portal-mapping>
  </repository>

項目 属性名 接続
先

（ユー
ザ用）

格納
時の
型

オプ
ショ
ン

ユーザ ID
［設定必須］

JAASコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）の
「jp.co.hitachi.soft.portal.susso.login.para
m.<LOGIN_NAMEの src属性名 >」で設
定した属性名
指定例：uid

cosmi － －

ユーザ表示名
［設定任意］

JAASコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）の
「jp.co.hitachi.soft.portal.susso.param.<src
属性名 >」で設定した属性名
指定例：title

cosmi strin
g

なし，
また
は
multi
value

役職情報
［設定任意］

所属情報
［設定任意］

ユーザ定義項目
［設定任意］
301



6.　ポータル機能のカスタマイズ
6.7　SiteMinder連携の設定

SiteMinderは，Webアクセス制御とシングルサインオンを実現する製品です。
uCosminexus Portal Frameworkは，SiteMinderと連携してログイン時のユーザ認証を
行うサンプルを提供しています。

ここでは，SiteMinderを利用する場合の処理概要，ユーザ認証に uCosminexus Portal 
Frameworkを使用する場合と SiteMinderを使用する場合の機能差異，SiteMinder利用
時にポータルで取得する HTTPヘッダー情報，SiteMinderを利用するために
uCosminexus Portal Frameworkで提供するファイル，および SiteMinder連携時の設
定方法について説明します。

6.7.1　SiteMinder連携時の処理概要
SiteMinder連携時のログイン時の処理，およびログアウト時の処理について説明しま
す。

（1） SiteMinder連携時のログイン処理

SiteMinder連携時は，SiteMinderの認証情報およびユーザ情報を使用してポータルに
ログインします。uCosminexus Portal Frameworkでは，リクエストのヘッダー情報か
らユーザ情報を取得するカスタムログインモジュール（以降，SiteMinder連携モジュー
ルと呼びます）を提供しています。処理の流れを次の図に示します。
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図 6-8　SiteMinder連携時のログイン時の処理

図の説明

1. SiteMinderでユーザ認証後，uCosminexus Portal Frameworkの index.jspが指定さ
れます。このとき，ヘッダー情報が渡されます。

2. index.jspから，ポータルユーザ管理のログイン処理のアクション（PLoginUserアク
ション）にフォワードします。ポータルユーザ管理とは，uCosminexus Portal 
Frameworkのユーザ管理機能のことです。ログイン情報やパーソナライズ情報を管
理しています。

3.［ログイン］画面を表示しないで，直接ログイン処理が実行されます。
4. 統合ユーザ管理の DelegationModuleまたはWebSSOLoginModuleから SiteMinder
連携モジュールを呼び出します。

5. 統合ユーザ管理のWebPasswordCallbackからリクエストを取り出します。
6. 取り出したリクエストからヘッダー情報を解析します。
7. JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）のパラメタで指定されたログイン
ユーザ IDを表すヘッダーが見つかればログイン成功とみなし，ユーザ IDを Subject
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の Principalに設定します。
8. 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）のパラメ
タで，ユーザ ID以外の属性が設定されていて，対応するヘッダーが見つかれば，設
定されている属性の値を Subjectの PublicCredentialに設定します。

9. ログイン後画面を表示します。

WebSSOLoginModuleを使用する場合，7.で Principalにユーザ IDが設定されていれ
ば，次回以降のログイン処理時にこの IDを sharedStateに自動設定します。このため，
シングルサインオン先アプリケーションでは，従来どおりシングルサインオン機能を使
用できます。

（2） SiteMinder連携時のログアウト処理

SiteMinder連携時のログアウト処理は，通常のポータルのログアウト処理と同様に，ロ
グアウト処理後にウェルカム画面が表示されます。ポータルのテンプレートをカスタマ
イズしてログアウトボタンを削除していても，セッションタイムアウト時にウェルカム
画面が表示される場合があります。このため，ウェルカム画面にログアウトのメッセー
ジを表示するポートレットを一つ配置するなどして，ログアウト確認画面として使用す
ることをお勧めします。SiteMinder連携時のログアウト処理を次の図に示します。

図 6-9　SiteMinder連携時のログアウト処理
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6.7.2　SiteMinder連携時の機能差異
ユーザ認証に uCosminexus Portal Frameworkを使用する場合と SiteMinderを使用す
る場合の機能差異，および機能差異の対処方法を次の表に示します。

表 6-10　SiteMinder連携時の機能差異

項目 uCosminexus Portal 
Framework使用時

SiteMinder使用時 機能差異の対処方法

シングルサイ
ンオン

統合ユーザ管理上でシン
グルサインオンに対応し
ているアプリケーション
に対して，シングルサイ
ンオンできます。

SiteMinderから
uCosminexus Portal 
Frameworkにだけ，シン
グルサインオンできます。

uCosminexus Portal 
Frameworkからそのほか
のアプリケーションにシ
ングルサインオンしたい
場合は，統合ユーザ管理
のシングルサインオン用
リポジトリを用意してく
ださい。

［ログイン］
画面

［ログイン］画面で，ユー
ザ名およびパスワードを
入力します。

［ログイン］画面は使用で
きません。

－

［パスワード
変更］画面

［パスワード変更］画面
で，パスワードを変更で
きます。

［パスワード変更］画面は
使用できません。

－

ユーザ情報取
得項目

文字列型，DN型，バイナ
リ型およびマルチバ
リューが指定できます。

文字列型だけ使用できま
す。マルチバリューは指定
できません。

－

ユーザ情報取
得項目での日
本語使用

使用できます。 プロパティファイル
（PortalResources.propert
ies）の
document.defaultencoding
プロパティで指定したエン
コーディング名でデコード
すれば，使用できます。プ
ロパティに指定できるエン
コーディング名は次の三つ
です。
• Shift_JIS
• utf-8
• euc-jp

SiteMinderで指定してい
る文字コードと同一に設
定してください。

組織情報・グ
ループ情報

使用できます。 SiteMinderの HTTPヘッ
ダー情報から組織情報・グ
ループ情報を取得できない
ため，使用できません。

ユーザ管理情報用リポジ
トリとして LDAPまたは
DBを用意すれば，使用で
きます。

アクセス制
御・レイアウ
ト選択

ユーザ単位，組織単位，
グループ単位，役職単位，
組織＋役職単位で制御で
きます。

ユーザ単位，役職単位で制
御できます。

ユーザ管理情報用リポジ
トリとして LDAPまたは
DBを用意すれば制御でき
ます。
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（凡例）　－：該当しません。

6.7.3　ポータルで取得する HTTPヘッダー情報
SiteMinder連携時に uCosminexus Portal Frameworkで取得する HTTPヘッダー情報
を次に示します。HTTPヘッダーの名称，およびヘッダーの名称に対応するポータルの
リポジトリ情報の属性値は，JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）で指定
する SiteMinder連携ログインモジュールのプロパティで設定してください。

表 6-11　ポータルで取得する HTTPヘッダー

［レイアウト
選択］画面

使用できます。 使用できません。
［レイアウト選択］画面で
は独自にリポジトリと接続
するため，SiteMinder経
由では情報を取得できませ
ん。

ユーザ管理情報用リポジ
トリとして LDAPまたは
DBを用意すれば，［レイ
アウト選択］画面を使用
できます。

ウェルカム画
面

ログイン前，およびログ
アウト後に必ず表示され
ます。

ログアウト後に必ず表示さ
れます。

SiteMinderではポータル
に遷移すると同時にログ
イン処理がされるので，
ログイン前の状態はあり
ません。このため，ログ
イン後にだけウェルカム
画面が表示されます。

エラー画面 エラー内容に応じてプロ
パティファイル
（PortalResource.propert
ies）で設定されているエ
ラー画面が表示されます。

uCosminexus Portal 
Framework使用時と同様
に，エラー内容に応じてプ
ロパティファイルで設定さ
れているエラー画面が表示
されます。機能差異はあり
ません。

－

項目 説明 必須

ユーザ ID ユーザを表す一意の値です。 ○

ユーザ表示名 ユーザの表示名です。必要に応じて取得してください。 ×

パーソナライズ情報
を表すキー

パーソナライズ情報が格納されている属性名（LDAP）またはカラ
ム名（DB）です。
パーソナライズ情報を使用するときは必ず取得してください。な
お，SiteMinder連携時にパーソナライズ情報を使用するには，
パーソナライズ情報を格納するリポジトリとして LDAPまたは
DBが必要です。

×

役職情報 ユーザの役職名です。
役職識別子を使用する場合は，必ず取得してください。

×

項目 uCosminexus Portal 
Framework使用時

SiteMinder使用時 機能差異の対処方法
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（凡例）　必須：○　任意：×

（1） HTTPヘッダーと CGI環境変数

HTTPヘッダーは RFC2616で定義されており，「名前」+「:（コロン）」+「フィールド
値」で構成されています。ヘッダー名には separators（「,」「;」空白など）が含まれては
なりません。

CGI環境変数とは，CGI対応のWebサーバがクライアントから送られてきた HTTP
ヘッダーを基に生成する変数です。CGI環境変数には，次に示す 3種類のものがありま
す。

1. リクエストに関係なく，常に設定されるもの
2. リクエストに応じて設定されるもの
3. 1.および 2.のほかに，クライアントから受信されたもの

このうち 3.は次の手順で生成されます。

HTTP_で始まる CGI環境変数の生成規則
1. ヘッダー名の前に，HTTP_ を付ける。
2. ハイフン（-）をすべてアンダーバー（_）に変える。
3. 文字をすべて大文字にする。

CGI/1.0 中に定義されたHTTP_ACCEPT変数と User-Agentヘッダーから作成された環
境変数の例を次に示します。

表 6-12　HTTPヘッダーと CGI環境変数の例

SiteMinderポリシーで設定しているのは，CGI環境変数名とその値です。したがって，
uCosminexus Portal Frameworkに送られてくるリクエストヘッダーは，表 6-13の生成
規則を逆にしたものになります。次の表にその例を示します。

所属情報 ユーザの所属組織単位 IDです。
組織単位識別子を使用する場合は，必ず取得してください。なお，
SiteMinder連携時にアクセス制御・レイアウト選択を実施するに
は，組織情報を格納するリポジトリとして LDAPまたは DBが必
要です。

×

上記以外のユーザ定
義項目

ユーザ環境に依存します。 ×

HTTPヘッダー CGI環境変数

Accept: */* 
User-Agent: Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 6.0; 
Windows NT 5.1)

HTTP_ACCEPT=*/* 
HTTP_USER_AGENT=Mozilla/4.0 (compatible; 
MSIE 6.0; Windows NT 5.1)

項目 説明 必須
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表 6-13　SiteMinderポリシーで設定された変数と HTTPヘッダー

表 6-13の場合，uCosminexus Portal Frameworkでは HTTPヘッダー名「uid」と
「title-jp」でユーザ IDと役職の値を取得できます。

6.7.4　SiteMinder連携のために提供するファイル
uCosminexus Portal Frameworkでは，SiteMinderと連携するためのサンプルファイル
を提供しています。サンプルファイルの格納先ディレクトリと，各ディレクトリに格納
されているファイルの内容を次の図に示します。

図 6-10　SiteMinder連携用サンプルファイルの格納先と内容

SiteMinder連携実行時のポータルのディレクトリ構成を次の図に示します。提供ファイ
ルの内容に基づいて置き換えるか，または修正してください。置き換えまたは修正前の
ファイルは，念のためバックアップを取得しておいてください。

SiteMinderポリシーで設定する変数 Cosminexus Portal Frameworkに送られる HTTP
ヘッダー

HTTP_UID=123456
HTTP_TITLE_JP=bucho

uid: 123456
title-jp: bucho
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図 6-11　SiteMinder連携実行時のディレクトリ構成

なお，ポータルへのURLは次のとおりです。

http://ホスト名 :ポート番号 /{PROJECT_HOME名 }/index.jsp

index.jspを経由しない場合は，次の URL（ログインアクション）に直接遷移してくだ
さい。

http://ホスト名 :ポート番号 /{PROJECT_HOME名 }/portal/screen/Home/

action/PLoginUser

6.7.5　SiteMinder連携のための設定
ここでは，SiteMinderに連携する場合の，JAASコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）およびリポジトリファイル（Repository.xml）の設定内容について説明しま
す。

（1） JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）

SiteMinderと連携する場合の JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定
内容を説明します。統合ユーザ管理フレームワークの DelegationLoginModuleを通し
て，カスタムログインモジュールを使用します。

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定パラメタを次の表に示します。
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表 6-14　jaas.conf設定パラメタ一覧（認証済 Subject使用時）

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定例を次に示します。

表 6-15　設定例の内容

PortalHeaderLoginModuleのパラメタ名 説明

com.cosminexus.admin.auth.custom.lm
［設定必須（Cosminexusのシングルサインオン機能を使
用しない場合）］

DelegationLoginModuleが呼び出すカスタ
ムログインモジュールクラス名です。必ず
「jp.co.hitachi.soft.portal.samples.sitemin
der.header.login.PortalHeaderLoginModu
le」を指定してください。
これは，DelegationLoginModuleのパラメ
タです。

com.cosminexus.admin.auth.sso
［設定必須（Cosminexusのシングルサインオン機能を使
用する場合）］

WebSSOLoginModuleが呼び出すカスタム
ログインモジュールクラスを表す名称です。
このパラメタで指定した名称に対応させて，
統合ユーザ管理フレームワークのコンフィ
グレーションファイル（ua.conf）でクラス
を指定します。
これは，WebSSOLoginModuleのパラメタ
です。

com.cosminexus.admin.auth.realm レルム名です。"PORTAL"を指定してくだ
さい。

jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.enco
de

HTTPヘッダー情報の文字コードです。
Javaエンコーディング名またはエイリアス
名を指定します。
省略した場合は "8859_1"(ISO8859_1)が指
定されます。

jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.login
.param.<LOGIN_NAMEの src属性名 >
［設定必須］

リポジトリファイル（Repository.xml）の
<LOGIN_NAMEの src属性名 >（ユーザ
ID）で取得される値が格納されている，
HTTPヘッダー名称です。取得値を
Principalおよび PublicCredentialとして
格納します。このヘッダーが見つからない，
または値が不正な場合は，ログインエラー
となります。

jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.para
m.<src属性名 >

リポジトリファイル（Repository.xml）の
<src属性名 >で取得される値が格納されて
いる，HTTPヘッダー名称です。取得値を
PublicCredentialとして格納します。この
ヘッダーが見つからない場合は，その属性
値を持たないものとして処理が続行されま
す。

項目 Portal Managerの
［ユーザ情報の設定］画
面で指定した属性名

SiteMinderから取得す
るリクエストヘッダ名

ユーザ ID uid UID
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JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定内容
// ***** ポータル用ログインモジュール *****
Portal {
  com.cosminexus.admin.auth.login.DelegationLoginModule 
required
    
com.cosminexus.admin.auth.custom.lm="jp.co.hitachi.soft.portal.
samples.siteminder.header.login.PortalHeaderLoginModule"
    com.cosminexus.admin.auth.realm="PORTAL"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.login.param
.uid="UID"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.sn="S
N"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.given
name="GIVENNAME"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.title
="TITLE"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.encode="shi
ft_jis"
    ;
};
 

注　下線部分がアプリケーション名です。

なお，WebSSOLoginModuleを使用している場合は，WebSSOLoginModuleを通して，
カスタムログインモジュールを使用します。

JAASコンフィグレーションファイル（jaas.conf）の設定内容
// ***** ポータル用ログインモジュール *****
Portal {
  com.cosminexus.admin.auth.sso.login.WebSSOLoginModule 
required
    com.cosminexus.admin.auth.sso="SiteMinder"
    com.cosminexus.admin.auth.realm="PORTAL"  
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.login.param
.uid="UID"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.sn="S
N"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.given
name="GIVENNAME"
    

ユーザの姓名 sn SN

ユーザの名前 gevenname GIVENNAME

役職情報 title TITLE

項目 Portal Managerの
［ユーザ情報の設定］画
面で指定した属性名

SiteMinderから取得す
るリクエストヘッダ名
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jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.param.title
="TITLE"
    
jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.encode="shi
ft_jis"
    ;
};
 

注　下線部分がアプリケーション名です。

（2） 統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル
（ua.conf）

SiteMinderと連携する場合の統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーション
ファイル（ua.conf）の設定内容を説明します。この設定は，WebSSOLoginModuleを使
用している場合に必要な設定です。

統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定パラ
メタを次の表に示します。

表 6-16　ua.conf設定パラメタ一覧（認証済 Subject使用時）

統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定例
#################### Custom LoginModule (SiteMinder) 
###############
com.cosminexus.admin.auth.sso.lm.SiteMinder=jp.co.hitachi.soft.
portal.samples.siteminder.header.login.PortalHeaderLoginModule
 

（3） マッピングの定義

SiteMinder連携時のマッピングの定義について説明します。「(1)　JAASコンフィグ
レーションファイル（jaas.conf）」で設定した属性名のマッピングを定義すれば，ログイ
ン後のポータル内で，項目名で属性値を取り出せます。項目は文字列型かつオプション
指定なしで，取得先構成情報は必ず Cosminexus指定となります。項目のうちユーザ ID
項目は必須です（ユーザ認証に uCosminexus Portal Frameworkを使用した場合と同
様）。

SiteMinderと連携する場合は，Portal Managerの［リポジトリの設定］－［マッピン
グ情報］－［ユーザ情報］で表示される［ユーザ情報の設定］画面で，次の表に示すと
おりリポジトリを設定してください。

PortalHeaderLoginModuleのパラメタ名 説明

com.cosminexus.admin.auth.sso.lm.<ログ
インモジュール名称 >
［設定必須（シングルサインオン機能を使用
する場合）］

WebSSOLoginModuleが呼び出すカスタムログインモ
ジュールクラスを表す名称です。
jaas.conf com.cosminexus.admin.auth.ssoパラメタで
指定した名称を <名称 >部分に記述します。必ず
「jp.co.hitachi.soft.portal.samples.siteminder.header.l
ogin.PortalHeaderLoginModule」を指定してください。
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表 6-17　［ユーザ情報の設定］画面で設定する内容

（凡例）　－：該当しません。
注　パーソナライズ情報を表すキーは，SiteMinderからは取得できません。LDAPまたは DBを使
用してください。

リポジトリファイルを直接編集する場合の設定例を次に示します。

 
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
    <repository version="0200" xmlns="http://
portal.soft.hitachi.co.jp/portal/Repository2">
        <resource name="cosmi" type="cosminexus"/>
        <portal-mapping>
            <portalUser>
                <Mapping dest="LOGIN_NAME" src="uid">cosmi</Mapping>
                <Mapping dest="SN" type="string" src="sn">cosmi</
Mapping>
                <Mapping dest="GIVENNAME" type="string" 
src="givenname">cosmi</Mapping>
                <Mapping dest="TITLE" type="string" src="title">cosmi</
Mapping>
            </portalUser>
       </portal-mapping>
  </repository>

項目 属性名 接続
先

（ユー
ザ用）

格納
時の
型

オプ
ショ
ン

ユーザ ID
［設定必須］

JAASコンフィグレーションファイ
ル（jaas.conf）の
「jp.co.hitachi.soft.portal.samples.
siteminder.header.login.param.<L
OGIN_NAMEの src属性名 >」で
設定した属性名
指定例：uid

cosm
i

－ －

ユーザ表示名
［設定任意］

JAASコンフィグレーションファイ
ル（jaas.conf）の
「jp.co.hitachi.soft.portal.samples.
siteminder.header.param.<src属
性名 >」で設定した属性名
指定例：sn

cosm
i

strin
g

指定
不可

役職情報
［設定任意］

所属情報
［設定任意］

ユーザ定義項目
［設定任意］
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6.8　SSLアクセラレーターまたはリバースプ
ロキシ使用時の設定

uCosminexus Portal Frameworkでは，ポータル画面内に含まれるURLを動的に生成
しています。SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシを使用した環境で
uCosminexus Portal Frameworkを使用する場合には，URL変換規則を設定する必要が
あります。

6.8.1　URLの変換規則
uCosminexus Portal Frameworkでは次の 2種類の URLの変換規則があります。

●プロトコルとサーバ名称を含む URLを生成する変換規則
プロトコルおよびサーバ名称をユーザが指定できる変換規則です。

変換後の URLの形式
{プロトコル}://{サーバ名称}:{ポート番号}/{ポータルプロジェクト名}/～

●プロトコルとサーバ名称を含まない URLを生成する変換規則
プロトコルおよびサーバ名称を指定しないで，Webブラウザに自動的に解釈させる変
換規則です。

変換後の URLの形式
/{ポータルプロジェクト名}/～

SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシを使用する場合，通常はプロトコルと
サーバ名称を含まない URLを生成する変換規則にしますが，プロトコルとサーバ名称を
明示的に指定しないと動作しない場合は，プロトコルとサーバ名称を含む URLを生成す
る変換規則にします。

6.8.2　変換規則が適用される URL
変換規則が適用される URLは次の表のとおりです。

表 6-18　変換規則が適用される URL

対象 URL

uriLookupタグライブラリ ［ログイン］画面，ログアウト画面，およびホー
ム画面で生成されるURL

contentUriタグライブラリ インラインオブジェクトのURL

dynamicUriタグライブラリ ［パスワード変更］画面の screenおよび actionの
URL

ポートレットユーティリティタグライブラリ ポートレットユーティリティタグライブラリで生
成したURL
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！！！！ 注意事項
 

画面テンプレートやポートレットで記述した URLに変換規則を適用する場合は，上の表で
示したライブラリを使用して URLを生成してください。

6.8.3　プロトコルとサーバ名称を含む URLを生成する変換
規則の設定

URLの変換規則はプロパティファイル（PortalResources.properties）で設定します。
プロパティファイル（PortalResources.properties）は {設定ファイル格納ディレクトリ
}に格納されています。デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

プロトコルとサーバ名称を含むURLを生成する変換規則を使用する場合は，次のプロパ
ティを設定します。

表 6-19　プロトコルとサーバ名称を含む URLを生成する変換規則を使用する場合に設定
するプロパティ

ポートレットユーティリティクラスライブラリ ポートレットユーティリティクラスライブラリで
生成した URL

タブのURL タブのリンク先の URL

ポートレットのタイトルバー内の各種ボタン タイトルバー内の最大化，復元ボタンでの画像の
src属性値およびリンク先 URL

Webポートレット内のリンク ポートレット内に含まれるリンク先の URL

Webポートレット内のインラインオブジェクト ポートレット内にインラインオブジェクトの
URL

プロパティ名 設定値 必須

jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag false ×

jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy • リバースプロキシの使用に関係なく，SSLアクセ
ラレーターを使用する場合
SSL

• SSLアクセラレーターを使用せず，リバースプロ
キシだけ使用する場合
NONE

○※

対象 URL
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（凡例）　○：必須　　×：任意
注※　SSLアクセラレーターを使用する場合だけ，必須の項目です。

設定したプロパティと変換後 URLの例を次に示します。ここでは，各サーバのアドレス
を次のように仮定しています。

リバースプロキシ：www.reverse.com:8080

ポータルサーバ：www.portal-server.co.jp

ポータルプロジェクト名：Portal

アクセス URI：index.jsp

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdoma
in

HTTP通信をする際の，リバースプロキシまたは
SSLアクセラレーターのホスト名称，ポート番号お
よびパス名を，次の形式で指定してください。
ホスト名称:ポート番号/パス名

ポート番号およびパス名は省略できます。
また，すべてを省略した場合は，ポータルサーバの
ホスト名称とポート番号が使用されます。

×

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdom
ain

HTTPS通信をする際の，リバースプロキシまたは
SSLアクセラレーターのホスト名称，ポート番号お
よびパス名を，次の形式で指定してください。
ホスト名称:ポート番号/パス名

ポート番号およびパス名は省略できます。
また，すべてを省略した場合は，ポータルサーバの
ホスト名称とポート番号が使用されます。

×

jp.co.hitachi.soft.portal.transcontextf
lag

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomainプロパティ
および jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainプ
ロパティで指定したパス名でポータルプロジェクト
名を置換する場合は trueを設定してください。

×

transinline.compat jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.PortletURI#transIn
lineURIメソッドについて，プロトコルとサーバ名
称を含まない URLを生成します。プロトコルと
サーバ名称を含む URLを生成する場合は falseを指
定してください。trueに設定した場合，または未指
定の場合，
jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.PortletURI#transIn
lineURIメソッドには，次のプロパティが適用され
ません。
• jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomain
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomain
• jp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflag

×

プロパティ名 設定値 必須
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表 6-20　プロパティの設定と変換後 URLの例

6.8.4　プロトコルとサーバ名称を含まない URLを生成する
変換規則の設定

URLの変換規則はプロパティファイル（PortalResources.properties）で設定します。
プロパティファイル（PortalResources.properties）は {設定ファイル格納ディレクトリ
}に格納されています。デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

プロトコルとサーバ名称を含まないURLを生成する変換規則を使用する場合は，次のプ
ロパティを設定します。

表 6-21　プロトコルとサーバ名称を含まない URLを生成する変換規則を使用する場合に
設定するプロパティ

（凡例）　○：必須

なお，標準 APIポートレットでセキュア属性を使用する場合は，
jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflagプロパティを trueに設定していても，プロトコル
とサーバ名称を含むURLを生成します。このため，次のプロパティも設定してくださ
い。

SSLアクセラレーター
またはリバースプロキ

シの設定

jp.co.hitachi.soft.portal.
url.httpdomain
または

jp.co.hitachi.soft.portal.
url.httpsdomain

jp.co.hitachi.soft.portal.t
ranscontextflag

変換後 URLの例

ホスト名のみの変更 www.reverse.com:8080 false http://
www.reverse.com:8080
/Portal/index.jsp

ホスト名およびパスを
追加（「/rev」を「/」に
割り当て）

www.reverse.com:8080
/rev

false http://
www.reverse.com:8080
/rev/Portal/index.jsp

www.reverse.com:8080
/rev/Portal

true

ホスト名およびパスを
変更（「/rev」を「/
Portal」に割り当て）

www.reverse.com:8080
/rev

true http://
www.reverse.com:8080
/rev/index.jsp

ホスト名およびパスを
削除（「/」を「/Portal」
に割り当て）

www.reverse.com:8080
/

true http://
www.reverse.com:8080
/index.jsp

プロパティ名 設定値 必須

jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag true ○
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また，default.jspから <base>タグを削除します。default.jspおよび <base>タグについ
ては，「5.2.4　レイアウトテンプレート」を参照してください。

表 6-22　標準 APIポートレットでセキュア属性を使用する場合に設定するプロパティ

（凡例）　○：必須
注※ 1　SSLアクセラレーターを使用する場合は，必須の項目です。
注※ 2　jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflagプロパティが trueに設定されている場合は，この項
目を省略できません。省略した場合，エラーメッセージが表示され，処理が中止されます。

プロパティ名 設定値 必須

jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy • リバースプロキシの使用に関係なく，
SSLアクセラレーターを使用する場合
SSL

• SSLアクセラレーターを使用せず，リ
バースプロキシだけ使用する場合
NONE

○※ 1

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdom
ain

HTTP通信をする際の，リバースプロキ
シまたは SSLアクセラレーターのホスト
名称，ポート番号およびパス名を，次の形
式で指定してください。
ホスト名称:ポート番号/パス名

ポート番号およびパス名は省略できます。

○※ 2

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdo
main

HTTPS通信をする際の，リバースプロキ
シまたは SSLアクセラレーターのホスト
名称，ポート番号およびパス名を，次の形
式で指定してください。
ホスト名称:ポート番号

ポート番号およびパス名は省略できます。

○※ 2

jp.co.hitachi.soft.portal.transcontex
tflag

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomain
プロパティおよび
jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomain
プロパティで指定したパス名でポータルプ
ロジェクト名を置換する場合は trueを設
定してください。

×
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6.9　性能チューニングと障害監視 

uCosminexus Portal Frameworkには，ポータルの性能チューニングとして，ポート
レットに表示されるコンテンツの並列表示と，並列表示で使用するスレッド数の設定，
およびレスポンスタイム向上のためのエイリアス指定ができます。また，ポートレット
にコンテンツが正しく表示されるかを監視するポートレットの障害監視があります。

ここでは，性能チューニングのための設定，ポートレット並列表示と使用するスレッド
の設定，および障害監視の設定について説明します。

6.9.1　性能チューニング
ポータルの性能チューニングとして，ポータル画面に表示するポートレットのコンテン
ツを並列に取得するかの指定と，並列表示で使用するスレッド数を設定，コンテンツ取
得時のエイリアスを設定，およびWebコンテナの動作を設定できます。ポートレット並
列表示と使用時のスレッド数の設定は，Portal Managerを使用します。

（1） ポートレット並列表示

ポートレット並列表示は，コンテンツ取得先のサーバ負荷のばらつきや，サーバの無応
答，およびポータル画面上のポートレットの配置や種別に関係なく，ポータル画面を並
列に表示する機能です。ポートレット並列表示を使用した場合，各ポートレットのコン
テンツの情報を並行に取得します。並列表示を使用しない場合は，各ポートレットのコ
ンテンツを順に取得していきます。

ポートレット並列表示使用時と未使用時のコンテンツ取得処理を次の図に示します。

図 6-12　ポートレット並列表示使用時・未使用時のコンテンツ取得処理
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（2） ポートレット並列表示使用時のスレッド数

ポートレット並列表示では，コンテンツの情報を並列に取得するためにスレッドを使用
します。処理に使用するスレッドは，スレッドプールで管理されます。使用するスレッ
ド数の設定によっては，スレッドプールに空きスレッドがないため，コンテンツの情報
取得に時間が掛かる場合があります。

効率的にコンテンツを取得するために必要な最大スレッド数の算出方法を次に示します。

最大スレッド数の算出方法
最大スレッド数≧{{1画面当たりの平均表示ポートレット個数}×{ポータルの1画面
当たりの平均ポートレットコンテンツ取得時間内に発生するポータルへの最大同時
接続数}＋1}×安全係数※
 

注※　安全係数は 1.2としています。ただし，性能を重視する場合，利用者数が予
測できない場合，および利用者数が増加傾向にある場合は，安全係数を 1.2より大
きい値に設定してください。

最大スレッド数の算出例
次の条件の場合に必要な最大スレッド数を例として示します。
• 画面当たりのポートレット個数：平均 3個
ただし，［ログイン］画面，［パスワード変更］画面，レイアウトカスタマイズ画
面，ポートレットの最大化・最小化画面，および編集画面は 0個としてカウント
してください。

• ポートレットコンテンツの取得時間：平均 2秒
• 2秒間当たりの利用者数：平均 100人

 
(3×100＋1)×1.2＝362スレッド

なお，初期スレッド数は最大スレッド数と同じかそれ以下に設定してください。スレッ
ドが確保できなかった場合，エラーメッセージを出力し，初期スレッド数および最大ス
レッド数をデフォルト値に戻します。

（3） 静的コンテンツ取得時のエイリアス設定

HTMLファイルや画像ファイルなどの静的なコンテンツは，アプリケーションサーバを
経由して取得するとレスポンスタイムが低下します。これを回避するために，静的コン
テンツをWebサーバから直接取得するバイパスを設定する方法があります。バイパスの
設定手順を次に示します。

1. 静的コンテンツを任意のディレクトリにコピーします。
xcopyコマンドを使用して {PROJECT_HOME}から静的コンテンツだけを抜き出し，

任意のディレクトリにディレクトリ階層ごとコピーします。コピーする静的コンテン
ツのファイルの拡張子は，「gif」「png」「html」「htm」「js」「css」です。
実行するコマンドを次に示します。なお，インストールディレクトリに合わせてコマ
ンドを変更して実行してください。
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xcopy {PROJECT_HOME}¥*.gif {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
xcopy {PROJECT_HOME}¥*.png {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
xcopy {PROJECT_HOME}¥*.html {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
xcopy {PROJECT_HOME}¥*.htm {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
xcopy {PROJECT_HOME}¥*.js {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
xcopy {PROJECT_HOME}¥*.css {任意のディレクトリ} /S /Q /I /K /Y /R
 

コマンドの実行例を次に示します。
 
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.gif D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.png D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.html D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.htm D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.js D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R
xcopy C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥containers¥MyServer¥webapps¥Port
al¥*.css D:¥work¥public /S /Q /I /K /Y /R

2. 静的コンテンツに対応する仮想ディレクトリを作成します。
エイリアスにコンテキストルート名，接続先のディレクトリに静的コンテンツをコ
ピーしたディレクトリを指定した，仮想ディレクトリを作成します。
コンテキストルートが /Portal，Webサーバが Hitachi Web Serverの場合，Hitachi 
Web Server用コンフィグファイル（httpsd.conf）は次のように設定します。
 
Alias /Portal "D:/work/public"

3. リダイレクタの設定で，次の URLパターンをワーカーに振り分けるように設定しま
す。
 
/{コンテキストルート名}/portal/*
/{コンテキストルート名}/*.jsp
/{コンテキストルート名}/js/csdc.js
/{コンテキストルート名}/WEB-INF/*

コンテキストルートが Portal，ワーカー名が worker1，WebサーバがHitachi Web 
Serverの場合，Hitachi Web Server用リダイレクタ動作定義ファイル
（mod_jk.conf）は次のように設定します。
JkMount /Portal/portal/* worker1
JkMount /Portal/*.jsp worker1
JkMount /Portal/js/csdc.js worker1
JkMount /Portal/WEB-INF/* worker1
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（4） Webコンテナの動作設定

uCosminexus Portal Frameworkは，Webコンテナ上で動作しています。Webコンテナ
の動作設定で性能チューニングを行うことができます。Webコンテナで設定可能な主な
内容を次に示します。

●同時実行スレッド数の制御の設定

●静的コンテンツのキャッシュの設定

Webコンテナの動作設定の詳細については，「Cosminexus　システム構築ガイド」，また
は「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（コンテナ共
通機能）」を参照してください。

6.9.2　障害の監視
ポートレットの障害監視は，ポートレットにコンテンツが正しく表示されるかを監視す
る機能です。ポートレットの障害監視には，ポートレット全体の障害を監視する設定と，
日立 APIポートレット単体の障害を監視する設定があります。

（1） ポートレット全体の障害監視

ポートレット全体の障害監視では，ポートレットの無応答監視時間（タイムアウト時間）
を設定し，コンテンツの取得開始から終了までを監視します。ポートレット全体の監視
時間は，Portal Managerの［ポートレット並列実行の設定］画面で設定します。なお，
Multi Web Portletと日立 APIポートレットの場合は，次の条件をすべて満たしたときに
コンテンツが取得されて，ポートレット全体の障害監視対象となります。

• コンテンツをポータルサーバ経由で呼び出している，または ActionModuleを利用し
ている。※

• ポートレットのタイムアウト時間を，1～ 86,400秒の間で指定している。

注※　ポータルサーバ経由でポートレットを呼び出す方法および ActionModuleについ
ては，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参
照してください。

設定した監視時間を過ぎた場合，ポートレットはコンテンツの取得処理を中断し，コン
テンツにエラーメッセージを表示します。デフォルトでは，「接続先が大変混み合ってお
ります。しばらくお待ちいただいてから再度接続してください。」と表示されます。エ
ラーメッセージを変更する場合は，JSPファイル（portlettimer.jsp）の記述を変更しま
す。JSPファイル（portlettimer.jsp）については，「10.1.1　
PortalResources.propertiesの詳細」および「5.2.7　ページテンプレート」を参照して
ください。

（2） 日立 APIポートレットの障害監視

日立 APIポートレットの障害監視では，ポートレット無応答監視時間（タイムアウト時
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間）を設定し，日立 APIポートレットのコンテンツ取得開始から終了までを監視します。
ポートレット無応答監視時間は Portal Managerの［ポートレットの設定］画面で設定し
ます。なお，ポートレット全体の障害監視と，日立 APIポートレットのポートレット監
視の両方を設定した場合，監視時間が長い設定が有効になります。例えば，ポートレッ
ト全体の監視時間を 180秒に設定し，ポートレット A（日立 APIポートレット）を 120
秒，ポートレット B（日立 APIポートレット）を 240秒に設定した場合，ポートレット
Aは 180秒，ポートレット Bは 240秒で監視されます。

［ポートレットの設定］画面の［ポートレット監視時間］項目へ監視時間を入力しない場
合は，無応答監視は行いません。また，監視時間に 0未満，または 86,401以上の値を設
定した場合はエラーとします。監視時間の設定については，「6.9.3　性能チューニングと
障害監視の設定方法」を参照してください。

また，iframeの呼び出し形式が 01-00互換モードの場合，無応答監視は行いません。無
応答監視を行う場合，「iFrameタグ：URL変換方式」の項目に「通常モード」を設定し
てください。

日立 APIポートレットのポートレット監視時間および iFrameタグの呼び出し形式の設
定方法については，「7.6　日立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポート
レットの設定」を参照してください。

無応答監視の interrupt通知
無応答監視のタイムアウト発生時に，ポータルはポートレットに対して interruptを
通知します。interruptを通知する回数は，ポートレットごとに設定できます。ポー
タルはポートレット実行開始から設定された監視時間が経過すると，1回目の
interruptを通知します。その後，監視を再開し，以後監視時間の間隔を空けて，指
定回数 interruptを通知します。interrupt通知回数の設定は，ポートレット定義
ファイル（jetspeed-config.jcfg）の
hptl.portlet.nonresponse.timeout.trytimes属性で指定します。指定方

法については，「10.2.1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）」を参照
してください。

タイムアウト通知回数の指定とその動作を次の表に示します。

表 6-23　タイムアウト通知回数別動作一覧

注※　ポートレットに［タイムアウト時間設定不正時エラー］画面が表示されます。エラー画面に

タイムアウト通知回数 動作

記述なし １回通知する

0以下 実行時エラー※

1～ 10 指定回数通知する

11以上 実行時エラー※
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ついては，「5.2.7　ページテンプレート」を参照してください。

6.9.3　性能チューニングと障害監視の設定方法
ポートレット並列表示，使用するスレッド数およびポートレット監視時間は，Portal 
Managerで設定できます。Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal 
Managerの起動方法」を参照してください。ポートレット並列表示，使用するスレッド
数およびポートレット監視時間の設定手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［ポートレット並列実
行の設定］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 6-13　［ポートレット並列実行の設定］画面

2.［ポートレット並列実行］を設定します。
ポートレット並列実行を設定します。設定する項目とその内容を次の表に示します。

表 6-24　［ポートレット並列実行］の設定内容

3.［ポートレット監視時間］を設定します。
ポートレット監視時間を設定します。設定する項目とその内容を次の表に示します。

項目名 設定内容

ポートレット並列実行 ポートレット並列実行を使用するかどうかを指定します。指定する場
合は［有効］，指定しない場合は［無効］を選択します。デフォルト
は［無効］になります。
［有効］を指定した場合でポートレット監視時間および各スレッド数
が指定されていないときは，ポートレット監視時間および各スレッド
数にはそれぞれのデフォルトの値が設定されます。
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表 6-25　［ポートレット監視時間］の設定内容

4. スレッド数を設定します。
スレッド数を設定します。設定する項目とその内容を次の表に示します。

表 6-26　並列表示使用時のスレッド数の設定内容

5.［登録］ボタンをクリックします。
設定が登録されます。

なお，特定のポートレットのコンテンツ取得に時間が掛かる場合は，取得に時間の掛か
るポートレットのコンテンツ取得監視時間を短く設定してください。監視時間を短く設
定することで，ほかのコンテンツが取得されるようになります。監視時間を短く設定で
きない場合は，スレッドプールのスレッド数を増やしてください。

項目名 設定内容

ポートレット監視時間 ポートレットのコンテンツ取得時の実行監視時間を設定します。監視
時間には 0～ 86,400秒を設定します。0を指定した場合は監視しま
せん。デフォルトは 0（監視しない）になります。
なお，86,401以上またはマイナスの数値を指定した場合はエラーに
なります。

項目名 設定内容

初期スレッド数 ポータル起動時に使用する初期スレッド数を設定します。初期スレッ
ド数には 1～ 1,000を設定します。デフォルトは 10になります。ス
レッド数は利用可能なすべてのポートレット数より大きくなるように
設定してください。

最大スレッド数 ポートレット並列表示使用時の最大スレッド数を設定します。最大ス
レッド数には 1～ 1,000を設定します。デフォルトは 100になりま
す。

スレッド増分 ポートレット並列表示使用時にスレッドが不足した場合に使用するス
レッド数を設定します。使用するスレッド数には 1～ 1,000を設定し
ます。デフォルトは 20になります。
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6.10　DBを使用するポートレットのための DB
チューニング

DBに格納されている情報を使用して動作する日立 APIポートレットのために，DBを
チューニングする方法について説明します。

（1） 環境変数グループの登録

uCosminexus Portal Frameworkではさまざまなポートレット（アプリケーション）が
動作します。リポジトリとして HiRDBを使用する場合，アプリケーション同士の設定
が干渉し合わないように，アプリケーション毎に環境変数グループ（システムグループ）
を登録する必要があります。ここでは，uCosminexus Portal Frameworkの環境変数グ
ループ名は，「HPTLPORTAL」として登録するものとします。この環境変数グループを
CosminexusのWebアプリケーションサーバに引き継ぎます。なお，環境変数グループ
の詳細は，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8　UAP開
発ガイド（Windows(R)用）」またはマニュアル「HiRDB Version 9　UAP開発ガイド
（Windows(R)用）」を参照してください。

必ず設定しなければならない環境変数を次の表に示します。

表 6-27　設定必須の環境変数

（2） DB Connectorの設定

接続情報の設定で JNDIを使用する場合は，CosminexusのWebアプリケーションサー
バの DB Connectorを設定します。DB Connectorを設定するため，Resource Adapters
として Cosminexus Component Containerの DB Connector機能を使用します。
Resource Adaptersへの組み込み方法については，マニュアル「Cosminexus　アプリ
ケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（Webコンテナ）」，またはマニュアル
「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　基本・開発編（Webコンテ

項目 機能 設定

PDHOST 接続するサーバのホスト名を指定します。 DBサーバのホスト名

PDUSER ユーザ名およびパスワードを指定します。「ユーザ
名 /パスワード」の形式で指定してください。

認可識別子 /パスワー
ド

PDNAMEPORT 接続するサーバのポート番号（システム定義の
pd_name_portで指定した値）を指定します。

DBポート番号

PDSWATCHTIME HiRDBサーバが HiRDBクライアントからの要求
に対する応答を返してから，次にクライアントから
の要求がくるまでのサーバの最大待ち時間（秒）を
指定します。

0

PDLOCKSKIP 無排他条件判定をするかどうかを指定します。YES
の場合は，無排他条件判定をします。

YES
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ナ）」を参照してください。

DB Connectorの Connector属性ファイルの設定内容（HiRDBの場合）を次に示しま
す。

<config-property>タグで設定する内容
<config-property>タグでは次の項目を設定してください。

表 6-28　<config-property>タグの指定項目

<property>タグで設定する内容
uCosminexus Portal Frameworkでは，取得する情報によって使用する DBコネク
ション数が変わります。<property>タグのMinPoolSizeおよびMaxPoolSizeに
「(3)　DBコネクション数の算出」で算出した最大コネクション数を設定してくださ
い。

（3） DBコネクション数の算出

接続先を DBに設定した場合，取得する情報によって使用するコネクション数が異なり
ます。DBから取得する情報の設定内容に応じて，DBの最大接続コネクション数を設定
してください。取得する情報によって使用するコネクション数を次の表に示します。

表 6-29　取得する情報によって使用するコネクション数

なお，各情報を同時に取得することはないので，すべての接続先を DBに設定した場合
でも，1リクエスト当たり最大 2コネクションになります。

コネクション数の計算例（HiRDB，Oracle，SQL Server共通）
ユーザ情報および共通情報を DBに接続して取得する場合，1リクエスト当たり二
つのコネクションを使用します。uCosminexus Portal Frameworkのリクエストを
処理する同時実行数を 10とした場合，最大で 20コネクションを同時に使用します。
同時実行数は，ユーザ定義ファイル（usrconf.properties）の
webserver.connector.ajp13.max_threadsに指定した値です。
計算式を次に示します。
 
1リクエスト当たりのコネクション数（2）×同時実行数（10）=最大コネクション
数（20）

項目名 値

description @HIRDBENVGRP=HPTLPORTAL

取得する情報 uCosminexus Portal Frameworkが 1リクエスト当
たり使用する最大コネクション数

ユーザ情報，グループ情報，組織情報 1

共通情報 2
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なお，HiRDBを使用する場合は，上記の計算式で算出される最大コネクション数以
上の値を pd_max_usersに設定してください。
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6.11　設定ファイル格納ディレクトリの指定方
法の変更

設定ファイル格納ディレクトリを Javaシステムプロパティで指定できます。設定ファイ
ル格納ディレクトリは web.xmlファイルで指定しているため，設定ファイル格納ディレ
クトリを変更するたびに warファイルを再作成する必要がありますが，Javaシステムプ
ロパティで指定することで再作成する必要がなくなります。

ここでは，Javaシステムプロパティで設定ファイル格納ディレクトリを指定する方法に
ついて説明します。

（1） Javaシステムプロパティの設定

Javaシステムプロパティに設定ファイル格納ディレクトリ内の
TurbineResources.propertiesファイルのパスを設定します。ポータルプロジェクトが動
作する J2EEサーバの usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）で設定す
る場合の設定例を次に示します。

 
add.jvm.arg=-Dhptl.turbineresources.key.project1=C:/CosmiPortal/
conf/TurbineResources.properties
 

！！！！ 注意事項
 

Portal Managerの usrconf.cfgにも同様の設定を行ってください。Portal Managerの
usrconf.cfgファイルは次のディレクトリに格納されています。
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥web¥containers¥portaladmin¥usrconf

（2） Webアプリケーションの DD（web.xml）の編集

ポータルプロジェクトの web.xmlを編集します。web.xmlは次に示すディレクトリに格
納されています。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF

web.xmlで定義している jetspeedサーブレットのプロパティ値の
TurbineResources.propertiesファイルを指定しているプロパティ「properties」を
「system.properties」に変更し，TurbineResources.propertiesファイルを指定している
Javaシステムプロパティのキー名を指定します。Javaシステムプロパティのプレフィ
クスには「hptl.turbineresources.key.」を使用してください。なお，プロパティ
「properties」とプロパティ「system.properties」の両方を指定した場合は，プロパティ
「system.properties」の設定が有効になります。
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Javaシステムプロパティのキー名が「hptl.turbineresources.key.project1」の場合の設
定例を次に示します。太字部分を変更してください。

 
<servlet>
    <servlet-name>
        jetspeed
    </servlet-name>
    <servlet-class>
        org.apache.turbine.Turbine
    </servlet-class>
 
    <init-param>
        <param-name>system.properties</param-name>
        <param-value>
            hptl.turbineresources.key.project1
        </param-value>
    </init-param>
    <init-param>
        <param-name>classname</param-name>
        <param-value>
        
org.apache.jetspeed.services.resources.VariableResourcesService
        </param-value>
    </init-param>
    <load-on-startup>1</load-on-startup>
</servlet>
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7　 ポートレットの登録
この章では，ポートレットの登録手順，およびポートレット登
録時の注意事項などについて説明します。

7.1　ポートレット登録の概要

7.2　標準 APIポートレットのデプロイ

7.3　標準 APIポートレットのアンデプロイ

7.4　日立 APIポートレット（PAR形式）のデプロイ

7.5　日立 APIポートレット（PAR形式）のアンデプロイ

7.6　日立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポートレットの設
定

7.7　Webコンテンツポートレットの設定

7.8　Webポートレットの設定

7.9　分散ポートレットの設定

7.10　ポートレットの削除

7.11　ナビゲーションメニュー対応ポートレットの登録
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7.1　ポートレット登録の概要
ポータル画面でポートレットを表示するには，ポートレットを登録し，アクセス権を設
定する必要があります。ポートレットの登録からアクセス権の設定までの流れを次の図
に示します。

図 7-1　ポートレットの登録からアクセス権の設定までの流れ

図の説明

1. ポートレットの登録
ポータルプロジェクトにポートレットを登録します。登録方法は，ポートレットの種
類によって異なります。なお，ナビゲーションメニューに対応する日立 APIポート
レットを登録する場合だけ，設定する必要がある項目があります。ナビゲーションメ
ニューに対応する日立 APIポートレットの登録方法については，「7.11　ナビゲー
ションメニュー対応ポートレットの登録」を参照してください。
• 標準 APIポートレットの場合
コマンドでデプロイして登録します。詳細は，「7.2　標準 APIポートレットのデプ
ロイ」を参照してください。

• 日立 APIポートレット（PAR形式）の場合
クラスファイルなどをパッケージングする必要がある日立 APIポートレットの場合
は，Portal Managerまたはコマンドでデプロイして登録します。詳細は，「7.4　日
立 APIポートレット（PAR形式）のデプロイ」を参照してください。

• 日立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポートレットの場合
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クラスファイルなどをパッケージングする必要がない日立 APIポートレット，およ
び Fileポートレットの場合は，Portal Managerで登録します。詳細は，「7.6　日
立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポートレットの設定」を参照し
てください。

• Webコンテンツポートレットの場合
HTTPS通信時に使用する証明書の登録およびプロキシサーバの設定などの前提と
なる設定を行い，運用管理ポートレットを使用して，ポートレットを登録します。
前提となる設定については，「7.7　Webコンテンツポートレットの設定」を参照し
てください。また，運用管理ポートレットでのポートレットの登録方法について
は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照し
てください。

• Webポートレットの場合
Portal Managerで，プロキシサーバのホストやポート番号などの前提となる項目
を設定して，登録します。詳細は，「7.8　Webポートレットの設定」を参照してく
ださい。

• 分散ポートレットの場合
Portal Managerで，プロキシサーバのホストやポート番号などの前提となる項目
を設定して，登録します。詳細は，「7.9　分散ポートレットの設定」を参照してく
ださい。

2. uCosminexus Portal Frameworkの再起動
登録したポートレットをポータル画面で使用するには，登録後に uCosminexus 
Portal Frameworkを再起動する必要があります。uCosminexus Portal Framework
の起動と終了については，「8.1　ポータルの起動と終了」を参照してください。
ただし，J2EEサーバモードで標準 APIポートレットだけを登録した場合（ユーザ属
性を設定しない場合）は，uCosminexus Portal Frameworkを再起動する必要はあり
ません。

3. ポートレットのアクセス権の設定
登録したポートレットは，レイアウトカスタマイズ画面でユーザが任意に選択して，
自分のポータル画面に表示できます。ただし，レイアウトカスタマイズ画面で選択で
きるのは，そのユーザが利用権限を持つポートレットだけです。登録したポートレッ
トにアクセス権（管理権限および利用権限）を設定する方法については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。
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7.2　標準 APIポートレットのデプロイ

標準 APIポートレットは，ポートレット開発者が作成したWAR形式のファイルを，
Webコンテナにデプロイして登録します。また，標準 APIポートレットで定義された
ユーザ属性を利用するためには，デプロイする前に，使用するユーザ属性をマッピング
定義情報に追加しておく必要があります。

WAR形式ファイルの作成方法については，マニュアル「uCosminexus Portal 
Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

ここでは，ユーザ属性の設定方法，および標準 APIポートレットのデプロイ方法につい
て説明します。なお，標準 APIポートレットのデプロイ方法は，Webコンテナの動作
モードによって異なります。

7.2.1　ユーザ属性の設定方法
標準 APIポートレットでユーザ属性を定義している場合は，その属性を uCosminexus 
Portal Frameworkのマッピング情報に追加する必要があります。マッピング情報の追加
には，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　
Portal Managerの起動方法」を参照してください。

ユーザ属性の設定手順を次に示します。

1. 標準 APIポートレットのポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）を開いて，
使用するユーザ属性を抽出します。
使用するユーザ属性は，ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の
<user-attribute>要素内で定義されています。<user-attribute>要素内にある，
<name>要素に設定されている値を，すべて抽出してください。
なお，ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の詳細は，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

2. Portal Managerのメニュー部から，［リポジトリの設定］－［マッピング情報］－
［ユーザ情報］を選択します。
次の画面が表示されます。
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7.　ポートレットの登録
図 7-2　［ユーザ情報の設定］画面（標準 APIポートレットのユーザ定義項目の設定）

3.［ユーザ定義項目追加］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 7-3　［ユーザ定義項目の設定］画面（標準 APIポートレットのユーザ定義項目の設定）

4. ユーザ定義項目を設定します。
設定する内容を次の表に示します。
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7.　ポートレットの登録
表 7-1　［ユーザ定義項目の設定］画面の設定内容（標準 APIポートレットのユーザ定義
項目の設定）

（凡例）　○：必須

5.［設定画面へ反映］ボタンをクリックします。
［ユーザ情報の設定］画面に戻ります。

6. ユーザ定義項目の［格納時の型］，［接続先（ユーザ用）］，［オプション］，および［接
続先（管理用）］を設定します。
設定する内容を次の表に示します。

表 7-2　ユーザ定義項目の設定内容（標準 APIポートレットのデプロイ）

（凡例）　○：必須　　　×：任意

注※
［接続先（管理用）］の指定を省略した場合，［接続先（ユーザ用）］で接続先が Cosminexusの
接続先名称を指定しているときは，運用管理ポートレットで，設定した項目をキーにした検索

項目名 設定内容 必須

項目名 手順 1.で抽出した，標準 APIポートレットで使用するユーザ属性を指
定します。

○

属性名 ［項目名］に入力したユーザ属性の，リポジトリ上での属性名を指定し
ます。

○

項目名 設定内容 必須

格納時の型 格納時の型を指定します。指定できる項目は次のとおりです。
• 文字列型
• バイナリ型
• DN型

○

接続先（ユーザ用） エンドユーザがポータルにログインする場合に使用する，リポジトリの
接続先名称を指定します。登録されているすべての接続先名称を指定で
きます。

○

オプション この属性がマルチバリューの場合，「multivalue」を指定できます。
リポジトリに DBを使用している場合は「multivalue=値」で指定し
ます。HiRDBで BLOB型分割送受信を有効にする場合は
「multivalue=zip，bufsize=分割バイトサイズ（1～
2,147,483,647）」を指定します。

×

接続先（管理用） 管理者が運用管理ポートレットからユーザ情報を管理する場合に使用す
る，リポジトリの接続先名称を指定します。指定できる接続先名称は次
のとおりです。
• 接続先が DBの接続先名称
• 接続先が LDAPの接続先名称

［接続先（管理用）］を指定する場合は，リポジトリに設定されている属
性名を，［接続先（ユーザ用）］で指定したリポジトリのものと一致させ
てください。
なお，指定を省略した場合，運用管理ポートレットからアクセスすると
きにも［接続先（ユーザ用）］に指定したリポジトリに接続します。※

×
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7.　ポートレットの登録
ができなくなります。
この問題を回避するには，［接続先（管理用）］で，管理者が運用管理ポートレットからユーザ
情報を管理する場合に使用する接続先を指定してください。

7.［登録］ボタンをクリックします。
設定した情報が登録されます。

8. 手順 1.で抽出したユーザ属性すべてについて，手順 3.～ 7.を繰り返します。

　

！！！！ 注意事項
 

ユーザ定義項目を追加したあと，［ユーザ情報の設定］画面で［登録］ボタンをクリックし
ないでほかの画面に移ったり，Webブラウザを閉じたりすると，設定した情報は保存されま
せん。ユーザ定義項目を編集したあとは，必ず［登録］ボタンをクリックしてください。

7.2.2　デプロイ方法
J2EEサーバに，次のどちらかの方法で標準 APIポートレットをデプロイします。

● uCosminexus Portal Frameworkのコマンドでデプロイする

● Cosminexusのサーバ管理コマンドでデプロイする

それぞれについて説明します。なお，J2EEサーバに標準 APIポートレットをデプロイ
する場合は，デプロイ後に uCosminexus Portal Frameworkを再起動する必要はありま
せん。

（1） uCosminexus Portal Frameworkのコマンドでデプロイする

uCosminexus Portal Frameworkのコマンドでデプロイする場合は，adportletapp.bat
コマンドを使用します。adportletapp.batコマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus 
Portal Frameworkのコマンド」を参照してください。

（2） Cosminexusのサーバ管理コマンドでデプロイする

Cosminexusのサーバ管理コマンドでデプロイする場合の手順を次に示します。

1. J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）を作成します。
ポートレット開発者が作成したポートレットアーカイブファイル（WAR形式）から，
デプロイ用の設定を追加した J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）を作成
します。
J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）を作成するには，makeapp.batコマ
ンドを使用します。makeapp.batコマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus Portal 
Frameworkのコマンド」を参照してください。

2. J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）をデプロイします。
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手順 1.で作成した J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）を，Cosminexus
のサーバ管理コマンドを使用してデプロイします。
Cosminexusのサーバ管理コマンドについては，マニュアル「Cosminexus　アプリ
ケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作ガイド」，またはマニュアル
「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション設定操作ガイド」を
参照してください。
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7.3　標準 APIポートレットのアンデプロイ

ここでは，デプロイした標準 APIポートレットをアンデプロイする手順について説明し
ます。

標準 APIポートレットのアンデプロイ方法は，Webコンテナの動作モードによって異な
ります。それぞれの方法について説明します。

7.3.1　アンデプロイ方法
次のどちらかの方法で標準 APIポートレットをアンデプロイします。

• uCosminexus Portal Frameworkのコマンドでアンデプロイする
rmportletapp.batコマンドを使用します。コマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus 
Portal Frameworkのコマンド」を参照してください。

• Cosminexusのサーバ管理コマンドでアンデプロイする
J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）をアンデプロイするための
Cosminexusのサーバ管理コマンドについては，マニュアル「Cosminexus　アプリ
ケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作ガイド」，またはマニュアル
「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション設定操作ガイド」を
参照してください。

なお，J2EEサーバに標準 APIポートレットをアンデプロイする場合は，アンデプロイ
後に uCosminexus Portal Frameworkを再起動する必要はありません。
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7.4　日立 APIポートレット（PAR形式）のデ
プロイ

日立 APIポートレットでは，ポートレットのタイトルや設定するボタンなどの設定を定
義したデプロイ定義ファイルやクラスファイルなどをポートレットアーカイブ（PAR
ファイル）にパッケージングできます。ポートレットアーカイブ（PARファイル）の作
成方法については，マニュアル「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発
ガイド」を参照してください。

ここでは，PAR形式の日立 APIポートレットをデプロイする方法について説明します。

PAR形式の日立 APIポートレットをデプロイする方法には，次の 2種類があります。

• Portal Managerでデプロイする方法
• コマンドでデプロイする方法

Portal Managerを使用したポータルの構築時にポートレットを登録する場合は Portal 
Managerでデプロイする，ポータルの運用時にポートレットを更新する場合はコマンド
を使用して自動的にデプロイする，というように，状況に応じてどちらかの方法を選択
してください。

また，デプロイ時には，ポートレットアーカイブ（PARファイル）に格納されたWebア
プリケーション DD（web.xml）の内容がポータルプロジェクトのWebアプリケーショ
ン DD（web.xml）に追記されます。追記される内容については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

7.4.1　Portal Managerでデプロイする方法
Portal Managerを使用して PAR形式の日立 APIポートレットをデプロイする手順につ
いて説明します。Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起
動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［PAR形式のポートレッ
トの追加］を選択します。
次の画面が表示されます。
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図 7-4　［PAR形式のポートレットの追加］画面

2.［parファイル名］に，登録する PARファイル名を入力します。
ポートレットアーカイブ（PARファイル）をフルパスで指定します。［参照 ...］ボタ
ンをクリックしてファイルを指定することもできます。

3.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットアーカイブ（PARファイル）がデプロイされ，ポートレットが登録され
ます。

なお，すでに同じ名称のポートレットが登録されている場合，このままデプロイを実行
するかどうかを確認する画面が表示されます。デプロイを続行した場合，既存のポート
レットはいったんアンデプロイされ，その後，新規にポートレットが登録されます。

7.4.2　コマンドでデプロイする方法
PAR形式の日立 APIポートレットをコマンドでデプロイするには，adportlet.batコマン
ドを使用します。コマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus Portal Frameworkのコマン
ド」を参照してください。
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7.5　日立 APIポートレット（PAR形式）のア
ンデプロイ

ここでは，デプロイした PAR形式の日立 APIポートレットをアンデプロイする手順につ
いて説明します。

PAR形式の日立 APIポートレットをアンデプロイする方法には，次の 2種類がありま
す。

• Portal Managerでアンデプロイする方法
• コマンドでアンデプロイする方法

なお，アンデプロイできるポートレットは，PAR形式の日立 APIポートレットだけで
す。

また，アンデプロイ時には，デプロイ時にポータルプロジェクトのWebアプリケーショ
ン DD（web.xml）に追記した，ポートレットアーカイブ（PARファイル）に格納され
たWebアプリケーション DD（web.xml）の内容は削除されません。

7.5.1　Portal Managerでアンデプロイする方法
Portal Managerを使用してアンデプロイする手順について説明します。Portal Manager
の起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［PAR形式のポートレッ
トの削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-5　［PAR形式のポートレットの削除］画面
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2. 削除したいポートレットのチェックボックスにチェックを入れ，［OK］ボタンをク
リックします。
削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

3.［OK］ボタンをクリックします。
PAR形式ファイルがアンデプロイされ，ポートレットが削除されます。

7.5.2　コマンドでアンデプロイする方法
PAR形式の日立 APIポートレットをコマンドでデプロイするには，rmportlet.batコマ
ンドを使用します。コマンドの詳細は，「10.3　uCosminexus Portal Frameworkのコマ
ンド」を参照してください。
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7.6　日立 APIポートレット（PAR形式以外）
および Fileポートレットの設定

ここでは，日立 APIポートレット（PAR形式以外）および Fileポートレットを新規に
登録したり，登録した内容を変更したりするときの手順について説明します。

7.6.1　登録（日立 APIポートレット・Fileポートレット）
ポートレットの登録には，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動方法
については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

日立 APIポートレットおよび Fileポートレットを登録する手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-6　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（日立 APIポートレット・登録）

2.［ポートレットの追加・変更・削除］画面で［新規作成］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。
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図 7-7　［ポートレットの新規作成］画面（日立 APIポートレット）

3. ポートレットの作成に必要な項目を設定します。
ポートレットの新規作成で設定する項目を次の表に示します。

表 7-3　新規作成で設定する項目（日立 APIポートレットおよび Fileポートレット）

項目名 設定内容 必須

ポートレット名 ポートレットの名称を指定します。指定できるのは，32
文字までの半角英数字です。

○

ポートレット種別 日立 APIポートレットの場合［Multi JSP Protlet］を，
Fileポートレットの場合［Multi File Portlet］を選択し
ます。

○

ポートレットのタイトル ポートレットのタイトルを指定します。ここで指定した文
字列が，ポートレットのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ポートレット名がタイトルとして使用さ
れます。

×

ポートレットの説明 ポートレットの説明文を入力します。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ユーザがレイアウトカスタマイズ画面
（［ポートレットの選択］画面）でポートレットを選択した
ときに，説明欄が空欄のままとなります。

×
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（凡例）　○：必須　　×：任意

注※
プロパティファイル（PortalResources.properties）の jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supports
属性で，日本語および英語以外の言語を追加している場合は，その言語の設定項目が表示され
ます。各項目で指定できる最大文字数は，日本語および英語の場合と同じです。

4.［次へ］ボタンをクリックします。
選択したポートレットの種別に応じた［ポートレットの設定］画面が表示されます。
ここでは，日立 APIポートレットの設定画面を示します。

ウィンドウタイトル ウィンドウのタイトルを指定します。ここで指定した文字
列が，新規ウィンドウ画面でポートレットを表示する際，
Webブラウザのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ウィンドウのタイトルはポートレットタ
イトルになります。なお，ポートレットタイトルも指定さ
れていない場合は，ポートレット名になります。

×

項目名 設定内容 必須
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図 7-8　［ポートレットの設定］画面（日立 APIポートレット）

5. ポートレットを設定します。
ポートレットを設定します。設定できる項目を次の表に示します。

表 7-4　設定できる項目（日立 APIポートレットおよび Fileポートレット）

項目名 設定内容 必須

ポートレット横幅サイ
ズ

ポートレットの横幅サイズを設定します。［指定なし］［サイズ
小］［サイズ中］または［サイズ大］が選択できます。

×

画面モードフラグ ポートレットのタイトルバーに表示されるボタンを設定しま
す。［最小化］［最大化］または［閉じる］ボタンを設定できま
す。

×

表示方法 ポートレットを，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレッ
トの選択］画面）でレイアウトできるポートレットとして表示
させるかどうかを設定します。［レイアウト不可］にチェック
を付けると，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレットの
選択］画面）上に表示されないで，このポートレットを使用す
る他のポートレットからだけ呼び出せるポートレットになりま
す。

×
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（凡例）　○：必須　　×：任意
注※　日立 APIポートレットの場合だけ設定できます。

6.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットが登録され，［ポートレットの追加・変更・削除］画面に戻ります。

7.6.2　登録内容の変更（日立 APIポートレット・Fileポート
レット）

既存のポートレットの設定内容を変更する方法を次に示します。ここでは，日立 API
ポートレットおよび Fileポートレットの場合について説明します。

編集モード ポートレットに編集画面を使用するかどうかを指定します。編
集画面を使用する場合は［有効］を，使用しない場合は［無
効］を選択します。

×

その他の項目※ ユーザが定義した任意のパラメタなどを登録します。［項目名］
にパラメタの項目名を，［設定値］にパラメタの設定値を入力
してください。設定できる内容の詳細は，「7.6.3　［その他の
項目］に設定できる内容」を参照してください。

×

マッピング定義ファイ
ルの場所

マッピング定義ファイルの作成場所を指定します。マッピング
定義ファイルはマルチデバイスコンテンツの項目で設定した内
容を保存するためのファイルです。ここで指定された場所に
マッピング定義ファイルが作成されます。ポートレットディレ
クトリ（「{PROJECT_HOME}/portlets/{ポートレット名称
}/」）下の任意のファイルを指定します。
なお，生成されるマッピング定義ファイルの拡張子は，.xml
となります。

○

マルチデバイスコンテ
ンツ

クライアント種別ごとにポートレットに表示するコンテンツの
格納先を指定します。該当するクライアント種別（［HTML］
［CHTML］または［HDML］）のテキストボックスに，
「{PROJECT_HOME}/portlets/」下からのパスを入力してくだ
さい。クライアント種別については，「6.4　クライアント種別
判定の設定」を参照してください。
指定例：/portlets/sample1/sample1.jsp

×

iframeタグ：URL変
換方式※

iframeタグの src属性に相対パスが指定されているときの動
作を指定します。［通常モード］と［01-00互換モード］から
選択できます。
［通常モード］ではポータルサーバを経由してコンテンツを取
得します。［01-00互換モード］ではポータルサーバを経由し
ないでコンテンツを取得します。
デフォルトは［通常モード］です。

×

ポートレット監視時間
※

ポートレットの無応答監視時間（タイムアウト時間）を設定し
ます。監視時間には 0～ 86,400秒を設定します。0を指定し
た場合は監視しません。
なお，86,401以上またはマイナスの数値を指定するとエラー
になるので，指定しないでください。

×

項目名 設定内容 必須
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ポートレットの登録内容の変更には，Portal Managerを使用します。Portal Manager
の起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-9　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（日立 APIポートレット・変更）

2. 設定を変更するポートレット名をクリックします。
選択したポートレットの種別に応じた［ポートレットの設定］画面が表示されます。
ここでは，日立 APIポートレットの設定画面を示します。
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図 7-10　［ポートレットの設定］画面（日立 APIポートレット）

3. ポートレットの設定を変更します。
ポートレットの設定を変更します。
変更できる項目を次に示します。なお，設定内容については，「7.6.1　登録（日立
APIポートレット・Fileポートレット）」を参照してください。
• ポートレットのタイトル
• ポートレットの説明
• ウィンドウタイトル
• ポートレット横幅サイズ
• 画面モードフラグ
• 表示方法
• 編集モード

• その他の項目※

• マッピング定義ファイルの場所
• マルチデバイスコンテンツ

• iframeタグ：URL変換方式※
350



7.　ポートレットの登録
• ポートレット監視時間※

注※　日立 APIポートレットの場合だけ設定できます。

4.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットの情報が登録されます。

！！！！ 注意事項
 

ポートレット名およびポートレット種別は変更できません。ポートレット名またはポート
レット種別を変更する場合は削除してから，新しいポートレットを作成してください。

7.6.3　［その他の項目］に設定できる内容
日立 APIポートレットを登録する際に，［ポートレットの設定］画面の［その他の項目］
で設定できる内容を次の表に示します。ただし，設定値に指定したい値がデフォルト値
である属性については，［その他の項目］で設定する必要はありません。

表 7-5　［その他の項目］に設定できる内容の一覧

［項目名］※ 1に
指定する属性

設定できる内容および［設定値］※ 1に指定する値

ユーザが定義した任意のパ
ラメタ

ポートレットの処理にユーザが定義した任意のパラメタを使用している
場合，そのパラメタを指定します。

hptl.help.url ヘルプを設定している場合，ヘルプの URLを指定します。

hptl.help.url.ja※ 2 日本語ヘルプを設定している場合，日本語ヘルプの URLを指定します。

hptl.help.url.en※ 2 英語ヘルプを設定している場合，英語ヘルプの URLを指定します。

hptl.help.url.{言語コード }
［-{国コード }［-{バリアン
ト }］］※ 2

日本語と英語以外の言語のヘルプを設定している場合，その言語のヘル
プの URLを指定します。

hptl.module.action 登録する日立 APIポートレットにアクションモジュールを使用している
場合，ポートレットのイベント処理を記述するためのアクションモ
ジュールのパッケージ名称を含めたクラスのフルパス名称を指定します。

hptl.navigationbar.support ナビゲーションメニューに対応させるかどうかを指定します。
true：ナビゲーションメニューに対応します。
false：ナビゲーションメニューに対応しません（デフォルト値）。

hptl.navigationbar.version 登録する日立 APIポートレットがナビゲーションメニューに対応してい
る場合，ナビゲーションメニューの APIのバージョンを指定します。
「01-00」を指定してください。（デフォルト値は 01-00）

hptl.navigationbar.alltabfl
ag

連携ポートレットをデフォルトメニューに設定するかどうかを指定しま
す。
true：ユーザにメニュー情報がない場合，デフォルトメニューとしてメ
ニュー登録されます。
false：ユーザにメニュー情報がない場合，デフォルトメニューとしてメ
ニュー登録されません（デフォルト値）。
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注※ 1　［項目名］および［設定値］に「'」，「"」，および「|」を含む文字列は入力できません。
注※ 2　どの言語のヘルプが表示されるかは，ポータル利用者が設定した使用言語によって異なりま
す。uCosminexus Portal Frameworkは，ポータル利用者が設定した使用言語とヘルプの項目名を
比較し，どの言語のヘルプを表示するか決定します。使用する言語を決定する際は，次の条件を上
から順に評価します。
• 言語コード，国コード，およびバリアントが一致している。
• 言語コードおよび国コードが一致している。
• 言語コードが一致している。

注※ 3　実行時エラーとしてポートレットにタイムアウト時間設定不正時エラー画面が表示されま
す。

hptl.portlet.defaulticon ポートレットのデフォルトアイコンの URLを指定します。ポートレッ
トのエントリのディレクトリからの相対パスで指定します。アイコンの
画像サイズは 16× 16ピクセルとします。

hptl.portlet.directreq.supp
ort

uCosminexus Portal Frameworkにログインしていない状態から，ポー
トレットのダイレクト呼び出し（WebブラウザでポートレットのURL
を直接指定して表示させる機能）ができるかどうかを指定します。
true：ダイレクト呼び出しができます。ログイン後に指定したポート
レットが表示されます。
false：ダイレクト呼び出しできません。ログイン後にホーム画面が表示
されます（デフォルト値）。

hptl.portlet.nonresponse.ti
meout.trytimes

無応答監視のタイムアウト時に通知する interrupt回数を指定します。
記述なし：1回通知する（デフォルト）
0以下：エラー※ 3

1～ 10：指定回数通知する
11以上：エラー※ 3

hptl.portlets.layout.not.mo
dified

拡張レイアウト形式の変更不可エリアでだけ選択できるポートレットに
するかどうか指定します。この設定を行ったポートレットは，変更不可
エリアのポートレット追加・変更時にだけ［ポートレットの選択］画面
に表示されます。
true：変更不可エリアでだけポートレットの追加・変更ができます。
false：すべてのエリア，およびすべてのレイアウトでポートレットの追
加・変更ができます。

hptl.NewWindowMode ポートレットのタイトルを表示している場合，ポートレットタイトル
バーへ別画面表示ボタンを表示させて，別画面表示をできるようにする
かどうかを指定します。
true：ポートレットの別画面表示をできるようにします。
false：ポートレットの別画面表示をできるようにしません（デフォルト
値）。

［項目名］※ 1に
指定する属性

設定できる内容および［設定値］※ 1に指定する値
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7.7　Webコンテンツポートレットの設定

ここでは，Webコンテンツポートレットを使用するための前提となる設定について説明
します。Webコンテンツポートレットの登録方法については，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド」を参照してください。

7.7.1　HTTPS通信時に使用する証明書の登録
Webコンテンツポートレットで HTTPS通信でアクセスサイトからコンテンツを取得す
る場合，HTTPS通信のときに使用する証明書をポータルサーバに登録しておく必要があ
ります。証明書の登録は，Cosminexus Developer's Kit for JavaTMに付属する keytool
を使用して実行できます。keytoolの詳細については，Java 2 SDK, Standard Editionの
ドキュメントを参照してください。keytoolの実行例を次に示します。なお，表記の都合
上，複数行にわたっていますが，実際は一行で記述します。

keytool -import -alias cakey -file C:¥temp¥cacer.cer -trustcacerts 
-keystore 
"{Cosminexusのインストールディレクトリ}¥jdk¥jre¥lib¥security¥cacerts"

7.7.2　HTTPS通信時のプロキシの設定
Webコンテンツポートレットを使用する場合，HTTPS通信のときは，ポートレット内
でプロキシを指定できません。このため，HTTPS通信でプロキシを使用する場合は，
ユーザ定義ファイル（usrconf.properties）に設定を追加します。

ユーザ定義ファイル（usrconf.properties）は次に示すディレクトリに格納されていま
す。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{サーバ

名称 }

追加する設定内容を次に示します。

表 7-6　Webコンテンツポートレット使用時に，ユーザ定義ファイル
（usrconf.properties）に追加する設定内容

項番 項目名 設定内容

1 https.proxyHost HTTPSプロトコルで使用するプロキシサーバのホスト名

2 https.proxyPort HTTPSプロトコルで使用するプロキシサーバのポート番号

3 https.proxyUser HTTPSプロトコルで使用するプロキシサーバのユーザ ID

4 https.proxyPassword HTTPSプロトコルで使用するプロキシサーバのパスワード
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なお，この設定は，Webコンテナ内のシステム全体で，共通の定義として使用します。
HTTPS通信でプロキシを使用しない場合には設定しないでください。
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7.8　Webポートレットの設定

ここでは，Webポートレットを新規に登録したり，登録した内容を変更したりするとき
の，Webポートレットの設定手順について説明します。

7.8.1　共通定義（Webポートレット）
Webポートレットは，登録する前に，種類ごとにプロキシサーバのホストやポート番号
などの前提となる項目を定義しておく必要があります。

Webポートレットの共通定義の設定手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレット定義］を
選択し，登録するポートレットの種別をクリックします。
ここでは，Web App Portletを選択した場合の画面を示します。

図 7-11　［ポートレットの共通定義］画面（Web App Portlet）

2. ポートレットの共通定義を設定します。
ポートレットの共通定義を設定します。次の項目を設定します。

表 7-7　設定できる項目（ポートレットの共通定義・Webポートレット）

項目名 設定内容

プロキシホスト プロキシサーバのホストを設定します。未設定の場合，Webサーバに直接
接続します。

プロキシポート プロキシサーバのポート番号を指定します。未設定の場合，80が設定され
ます。

コンテンツキャッシュの
有効期間※１

コンテンツの有効期間のデフォルトを指定します。0以上の値を入力して
ください。未設定の場合，3,600が設定されます。なお，指定した値の単
位は秒となります。
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注※ 1　Web App PortletおよびWeb Page Portletの場合，設定できます。

注※ 2　Web App Portletの場合だけ，設定できます。

3.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットの共通定義情報が登録されます。

7.8.2　登録（Webポートレット）
ポートレットの登録には，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動方法
については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

Webポートレットを登録する手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-12　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（Webポートレット・登録）

2.［ポートレットの追加・変更・削除］画面の［新規作成］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

リダイレクトの最大回数
※１

HTTPリダイレクトの最大回数を指定します。0～ 10の値を指定します。
未設定の場合，2が設定されます。

ユーザエージェント識別
子の設定※２

Webブラウザの User-Agent情報をポートレットに設定するかどうかを指
定します。指定する場合は［有効］，指定しない場合は［無効］を選択しま
す。デフォルトは［有効］になります。

項目名 設定内容
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図 7-13　［ポートレットの新規作成］画面（Webポートレット）

3. ポートレットの作成に必要な項目を設定します。
ポートレットの新規作成で設定する項目を次の表に示します。

表 7-8　新規作成で設定する項目（Webポートレット）

項目名 設定内容 必須

ポートレット名 ポートレットの名称を指定します。指定できるのは，32
文字までの半角英数字です。

○

ポートレット種別 ［Multi Web Portlet］，［Web Page Protlet］または［Web 
App Portlet］を選択します。

○

ポートレットのタイトル ポートレットのタイトルを指定します。ここで指定した文
字列が，ポートレットのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ポートレット名がタイトルとして使用さ
れます。

×

ポートレットの説明 ポートレットの説明文を入力します。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ユーザがレイアウトカスタマイズ画面
（［ポートレットの選択］画面）でポートレットを選択した
ときに，説明欄が空欄のままとなります。

×
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（凡例）　○：必須　　×：任意

注※
プロパティファイル（PortalResources.properties）の jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supports
属性で，日本語および英語以外の言語を追加している場合は，その言語の設定項目が表示され
ます。各項目で指定できる最大文字数は，日本語および英語の場合と同じです。

4.［次へ］ボタンをクリックします。
選択したポートレットの種別に応じて画面が表示されます。ここでは，Multi Web 
Portletの設定画面を示します。

ウィンドウタイトル ウィンドウのタイトルを指定します。ここで指定した文字
列が，新規ウィンドウ画面でポートレットを表示する際，
Webブラウザのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ウィンドウのタイトルはポートレットタ
イトルになります。なお，ポートレットタイトルも指定さ
れていない場合は，ポートレット名になります。

×

項目名 設定内容 必須
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図 7-14　［ポートレットの設定］画面（Multi Web Portlet・登録）

5. ポートレットを設定します。
ポートレットを設定します。設定できる項目を次の表に示します。

表 7-9　設定できる項目（Webポートレット）

項目名 設定内容 必須

ポートレット横幅サイ
ズ

ポートレットの横幅サイズを設定します。［指定なし］［サイズ
小］［サイズ中］または［サイズ大］が選択できます。

×

画面モードフラグ ポートレットのタイトルバーに表示されるボタンを設定しま
す。［最小化］［最大化］または［閉じる］ボタンを設定できま
す。

×

表示方法 ポートレットを，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレッ
トの選択］画面）でレイアウトできるポートレットとして表示
させるかどうかを設定します。［レイアウト不可］にチェック
を付けると，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレットの
選択］画面）上に表示されないで，このポートレットを使用す
る他のポートレットからだけ呼び出せるポートレットとなりま
す。

×
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マッピング定義ファイ
ルの場所※ 1

マッピング定義ファイルの作成場所を指定します。ここで指定
された場所にマッピング定義ファイルが作成されます。ポート
レットディレクトリ（「{PROJECT_HOME}/portlets/{ポート
レット名称 }/」）下の任意のファイルを指定します。
なお，生成されるマッピング定義ファイルの拡張子は，.xml
となります。

○

マルチデバイスコンテ
ンツ※ 1

クライアント種別ごとにポートレットに表示するコンテンツの
URLを，該当するクライアント種別（［HTML］［CHTML］
または［HDML］）のテキストボックスに指定します。クライ
アント種別については，「6.4　クライアント種別判定の設定」
を参照してください。

○

コンテンツ URL※ 2 ポートレットに表示するコンテンツの URLを入力します。 ○

コンテンツフィルタリ
ング

• フィルタリング方式
Multi Web PortletまたはWeb Page Portletの場合，［削除］
になります。ただし，Web Page Portletの場合はフィルタ
リング方式が画面に表示されません。
Web App Portletの場合，ドロップダウンリストから［削
除］または［抽出］を選択します。デフォルトでは［削除］
です。

• ディレクティブ形式
Multi Web Portletの場合は「正規表現」，Web Page Portlet
の場合は「コメント」になります。ただし，どちらの場合
もディレクティブ形式は画面に表示されません。
Web App Portletの場合，ドロップダウンリストから［コメ
ント］または［正規表現］を選択します。デフォルトでは
［コメント］です。

•［開始］テキストボックス
ディレクティブ形式に指定した形式に対応する，開始キー
ワードまたはパターンを指定します。

•［終了］テキストボックス
ディレクティブ形式に指定した形式に対応する，終了キー
ワードまたはパターンを指定します。

なお，ディレクティブ形式が［コメント］の場合，［追加］ボ
タンをクリックして内容を登録する必要があります。
コンテンツフィルタリングについては，マニュアル
「uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド」
を参照してください。

×

FormBase認証※ 1 フォーム認証を設定します。
• 認証 URL
［認証元］には認証元 URLを，［認証先］には認証先 URL
を指定します。

• 要求方法
要求方法を［GET］または［POST］から選択します。

• Formクエリー
フォーム認証に使用するクエリーを入力します。入力後，
［追加］ボタンをクリックしてクエリーを追加します。

フォーム認証の設定を変更する場合は［変更］ボタンを，削除
する場合は［削除］ボタンをクリックします。

×

項目名 設定内容 必須
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7.　ポートレットの登録
（凡例）　○：必須　　×：任意
注※ 1　Multi Web Portletの場合，設定できます。
注※ 2　Web App PortletおよびWeb Page Portletの場合，設定できます。
注※ 3　Web App Portletの場合，設定できます。
なお，ポートレットの共通定義を変更したい場合は，［ポートレットの定義］ボタン
をクリックしてください。［ポートレットの共通定義］画面が表示されて，ポート
レットの共通定義を変更できます。定義する項目の詳細は，「7.8.1　共通定義（Web
ポートレット）」を参照してください。

6.［OK］ボタンをクリックします。

削除する要素※ 1 削除する要素を次の項目から選択します。
［Applet要素］［Object要素］［Script要素］

×

バイナリデータの取得
※ 1

バイナリデータの取得方法を指定します。
［ポータルサーバを経由して取得］または［webサーバから直
接取得］を選択できます。

×

標準表示時の縦幅※ 1 ポータル画面で表示されるポートレットの縦幅サイズをピクセ
ル単位で指定します。指定できる値の範囲は 1～ 9,999です。
指定しない場合，デフォルト値の 300になります。

×

最大表示時の縦幅※ 1 ポータル画面でポートレットを最大表示した場合の縦幅サイズ
をピクセル単位で指定します。指定できる値の範囲は 1～
9,999です。指定しない場合，デフォルト値の 460になりま
す。

×

自動最大化表示※ 1 画面遷移時に，自動的に最大化するか選択します。［有効］ま
たは［無効］を選択できます。

×

プロキシサーバ※ 1 ポートレットの定義で設定したプロキシサーバを使用する場合
にチェックします。なお，チェックした場合は［ホスト］と
［ポート］は表示されません。
•［ホスト］
使用するプロキシホストを設定します。ポートレットごと
にプロキシサーバが異なる場合に設定します。

•［ポート］
使用するプロキシのポート番号を設定します。ポートレッ
トごとにプロキシサーバが異なる場合に設定します。

×

キャッシュ制御※ 3 ポートレットに対するキャッシュ制御を指定します。［有効］
または［無効］を選択できます。

×

ネームスペース自動解
決※ 3

ネームスペースを解決するかどうか指定します。解決する場合
は［有効］，解決しない場合は［無効］を選択します。

×

インラインオブジェク
ト※ 3

インラインオブジェクトの取得方法を指定します。［webサー
バから直接取得］または［ポータルサーバを経由して取得］を
選択します。

×

head要素の削除
applet要素の削除
object要素の削除
script要素の削除
event要素の削除

Web App PortletおよびWeb Page Portletの場合，各要素を
削除するかどうかを指定します。
［削除する］または［削除しない］を選択できます。

×

項目名 設定内容 必須
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7.　ポートレットの登録
ポートレットが登録され，［ポートレットの追加・変更・削除］画面に戻ります。

Webポートレットの登録後，登録したWebポートレットが正しく表示されるかどうか確
認したい場合，キャッシュをクリアする必要があります。キャッシュをクリアする方法
については，「7.8.4　キャッシュクリアの実行」を参照してください。

7.8.3　登録内容の変更（Webポートレット）
既存のポートレットの設定内容を変更する方法を次に示します。ここでは，Webポート
レットの場合について説明します。

ポートレットの登録内容の変更には，Portal Managerを使用します。Portal Manager
の起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-15　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（Webポートレット・変更）

2. 設定を変更するポートレット名をクリックします。
選択したポートレットの種別に応じた［ポートレットの設定］画面が表示されます。
ここでは，Multi Web Portletの設定画面を示します。
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7.　ポートレットの登録
図 7-16　［ポートレットの設定］画面（Multi Web Portlet・変更）

3. ポートレットの設定を変更します。
ポートレットの設定を変更します。
変更できる項目を次に示します。なお，設定内容については，「7.8.2　登録（Web
ポートレット）」を参照してください。
• ポートレットのタイトル
• ポートレットの説明
• ウィンドウタイトル
• ポートレット横幅サイズ
• 画面モードフラグ
• 表示方法

• マッピング定義ファイルの場所※ 1

• マルチデバイスコンテンツ※ 1

• コンテンツ URL※ 2

• コンテンツフィルタリング

• FormBase認証※ 1

• 削除する要素※ 1
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7.　ポートレットの登録
• バイナリデータの取得※ 1

• 標準表示時の縦幅※ 1

• 最大表示時の縦幅※ 1

• 自動最大化表示※ 1

• プロキシサーバ※ 1

• キャッシュ制御※ 3

• ネームスペース自動解決※ 3

• インラインオブジェクト※ 3

• head要素の削除
• applet要素の削除
• object要素の削除
• script要素の削除
• event要素の削除

注※ 1　Multi Web Portletの場合，設定できます。

注※ 2　Web App PortletおよびWeb Page Portletの場合，設定できます。

注※ 3　Web App Portletの場合，設定できます。
なお，ポートレットの共通定義を変更したい場合は，［ポートレットの定義］ボタン
をクリックしてください。［ポートレットの共通定義］画面が表示されて，ポート
レットの共通定義を変更できます。定義する項目の詳細は，「7.8.1　共通定義（Web
ポートレット）」を参照してください。

4.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットの情報が登録されます。

Webポートレットの登録後，登録したWebポートレットが正しく表示されるかどうか確
認したい場合，キャッシュをクリアする必要があります。キャッシュをクリアする方法
については，「7.8.4　キャッシュクリアの実行」を参照してください。

7.8.4　キャッシュクリアの実行
Webポートレットは，Webサーバと通信してポートレットに HTMLコンテンツを表示
します。このとき，コンテンツを一定の期間（デフォルトでは 3,600秒）キャッシュ領
域に記憶します。このため，Webポートレットの登録後，登録したWebポートレットが
正しく表示されるかどうか確認したい場合，キャッシュをクリアする必要があります。

キャッシュをクリアするには，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動
方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［キャッシュのクリ
ア］を選択します。
次の画面が表示されます。
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7.　ポートレットの登録
図 7-17　［キャッシュクリアの実行］画面

2.［実行］ボタンをクリックします。
キャッシュクリアが実行されます。
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7.　ポートレットの登録
7.9　分散ポートレットの設定
ここでは，分散ポートレットを新規に登録したり，登録した内容を変更したりするとき
の手順について説明します。

7.9.1　共通定義（分散ポートレット）
分散ポートレットは，登録する前にプロキシサーバのホストやポート番号などの前提と
なる項目を定義しておく必要があります。

分散ポートレットの共通定義の設定手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレット定義］－
［Distributed Web App Portlet］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-18　［ポートレット共通定義］画面（Distributed Web App Portlet）

2. ポートレットの共通定義を設定します。
ポートレットの共通定義を設定します。次の項目を設定します。

表 7-10　設定できる項目（ポートレットの共通定義・分散ポートレット）

3.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットの共通定義情報が登録されます。

7.9.2　登録（分散ポートレット）
ポートレットの登録には，Portal Managerを使用します。Portal Managerの起動方法

項目名 設定内容

プロキシホスト プロキシサーバのホストを設定します。未設定の場合，Webサーバに直接
接続します。

プロキシポート プロキシサーバのポート番号を指定します。未設定の場合，80が設定され
ます。
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7.　ポートレットの登録
については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

分散ポートレットを登録する手順を次に示します。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-19　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（分散ポートレット・登録）

2.［ポートレットの追加・変更・削除］画面の［新規作成］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

図 7-20　［ポートレットの新規作成］画面（分散ポートレット）

3. ポートレットの作成に必要な項目を設定します。
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7.　ポートレットの登録
ポートレットの新規作成で設定する項目を次の表に示します。

表 7-11　新規作成で設定する項目（分散ポートレット）

（凡例）　○：必須　　×：任意

注※
プロパティファイル（PortalResources.properties）の jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supports
属性で，日本語および英語以外の言語を追加している場合は，その言語の設定項目が表示され
ます。各項目で指定できる最大文字数は，日本語および英語の場合と同じです。

4.［次へ］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。

項目名 設定内容 必須

ポートレット名 ポートレットの名称を指定します。指定できるのは，32
文字までの半角英数字です。

○

ポートレット種別 ［Distributed Web App Portlet］を選択します。 ○

ポートレットのタイトル ポートレットのタイトルを指定します。ここで指定した文
字列が，ポートレットのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ポートレット名がタイトルとして使用さ
れます。

×

ポートレットの説明 ポートレットの説明文を入力します。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ユーザがレイアウトカスタマイズ画面
（［ポートレットの選択］画面）でポートレットを選択した
ときに，説明欄が空欄のままとなります。

×

ウィンドウタイトル ウィンドウのタイトルを指定します。ここで指定した文字
列が，新規ウィンドウ画面でポートレットを表示する際，
Webブラウザのタイトルバーに表示されます。
［ja］には日本語，［en］には英語で指定します。※
指定できる最大文字数は，半角でも全角でも 80文字まで
です。
指定しない場合，ウィンドウのタイトルはポートレットタ
イトルになります。なお，ポートレットタイトルも指定さ
れていない場合は，ポートレット名になります。

×
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7.　ポートレットの登録
図 7-21　［ポートレットの設定］画面（分散ポートレット・登録）

5. ポートレットを設定します。
ポートレットを設定します。設定できる項目を次の表に示します。

表 7-12　設定できる項目（分散ポートレット）

項目名 内容 必須

ポートレット横幅サイ
ズ

ポートレットの横幅サイズを設定します。［指定なし］［サイズ
小］［サイズ中］または［サイズ大］が選択できます。

×

画面モードフラグ ポートレットのタイトルバーに表示されるボタンを設定しま
す。［最小化］［最大化］または［閉じる］ボタンを設定できま
す。

×

表示方法 ポートレットを，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレッ
トの選択］画面）でレイアウトできるポートレットとして表示
させるかどうかを設定します。［レイアウト不可］にチェック
を付けると，レイアウトカスタマイズ画面（［ポートレットの
選択］画面）上に表示されないで，このポートレットを使用す
る他のポートレットからだけ呼び出せるポートレットになりま
す。

×

編集モード ポートレットに編集画面を使用するかどうかを指定します。編
集画面を使用する場合は［有効］を，使用しない場合は［無
効］を選択します。

×
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7.　ポートレットの登録
（凡例）　○：必須　　×：任意

なお，ポートレットの共通定義を変更したい場合は，［ポートレットの定義］ボタン
をクリックしてください。［ポートレットの共通定義］画面が表示されて，ポート
レットの共通定義を変更できます。定義する項目の詳細は，「7.9.1　共通定義（分散
ポートレット）」を参照してください。

6.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットが登録され，［ポートレットの追加・変更・削除］画面に戻ります。

7.9.3　登録内容の変更（分散ポートレット）
既存のポートレットの設定内容を変更する方法を次に示します。ここでは，分散ポート
レットの場合について説明します。

ポートレットの登録内容の変更には，Portal Managerを使用します。Portal Manager
の起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

サーバアドレス 読み出したいポートレットを配置している分散サーバのアドレ
スを指定します。

○

サーバポート 読み出したいポートレットを配置している分散サーバのポート
番号を指定します。

○

プロジェクトホームパ
ス

読み出したいポートレットを配置している分散サーバのプロ
ジェクトホームのパス名を指定します。

○

読み出すポートレット
名

読み出したいポートレットの名称を指定します。 ○

項目名 内容 必須
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7.　ポートレットの登録
図 7-22　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（分散ポートレット・変更）

2. 設定を変更するポートレット名をクリックします。
選択したポートレットの種別に応じた［ポートレットの設定］画面が表示されます。
分散ポートレットの設定画面を示します。

図 7-23　［ポートレットの設定］画面（分散ポートレット・変更）
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7.　ポートレットの登録
3. ポートレットの設定を変更します。
ポートレットの設定を変更します。
変更できる項目を次に示します。なお，設定内容については，「7.9.2　登録（分散
ポートレット）」を参照してください。
• ポートレットのタイトル
• ポートレットの説明
• ウィンドウタイトル
• ポートレット横幅サイズ
• 画面モードフラグ
• 表示方法
• 編集モード
• サーバアドレス
• サーバポート
• プロジェクトホームパス
• 読み出すポートレット名

なお，ポートレットの共通定義を変更したい場合は，［ポートレットの定義］ボタン
をクリックしてください。［ポートレットの共通定義］画面が表示されて，ポート
レットの共通定義を変更できます。定義する項目の詳細は，「7.9.1　共通定義（分散
ポートレット）」を参照してください。

4.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットの情報が登録されます。
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7.　ポートレットの登録
7.10　ポートレットの削除
登録したポートレットは Portal Managerで削除できます。ここでは，登録したポート
レットの削除手順について説明します。

なお，Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を
参照してください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・
変更・削除］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 7-24　［ポートレットの追加・変更・削除］画面（ポートレットの削除）

2.［ポートレットの追加・変更・削除］画面の［削除］ボタンをクリックします。
次の画面が表示されます。
373



7.　ポートレットの登録
図 7-25　［ポートレットの削除］画面

3. 削除したいポートレットのチェックボックスにチェックを入れ，［OK］ボタンをク
リックします。
複数のポートレットを選択して，削除できます。
削除するかどうかを確認する画面が表示されます。

4.［OK］ボタンをクリックします。
ポートレットが削除されます。
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7.　ポートレットの登録
7.11　ナビゲーションメニュー対応ポートレッ
トの登録

ナビゲーションメニューに対応する日立 APIポートレットを登録する場合，登録方法に
応じて，次のとおりポートレットの設定をする必要があります。

● PAR形式のポートレットをデプロイして登録する場合
デプロイ定義ファイルで，ナビゲーションメニューに対応するための設定をしておく
必要があります。設定方法の詳細は，マニュアル「uCosminexus Portal Framework
　ポートレット開発ガイド」を参照してください。

● Portal Managerでポートレットを登録する場合
［ポートレットの設定］画面でポートレットについて設定する際に，［その他の項目］
に次の項目を設定します。

表 7-13　ナビゲーションメニュー対応ポートレットを登録するときに設定する内容

（凡例）○：必須　　×：任意

項目名 説明 設定内容 必須

hptl.navigationbar.
support

ナビゲーションメニューへ
の対応状況を示すキー

「true」を指定します。 ○

hptl.navigationbar.
version

対応しているナビゲーショ
ンメニューの APIのバー
ジョンを示すキー

ナビゲーションメニューの APIの
バージョンを指定します。「01-00」を
指定してください。

○

hptl.navigationbar.
alltabflag

デフォルトメニューに設定
するキー

登録するポートレットを，ナビゲー
ションメニューにデフォルトで表示さ
せるかどうかを指定します。

×

hptl.portlet.default
icon

ナビゲーションメニューに
表示するデフォルトのアイ
コン

アイコンファイルの URLを，ポート
レット自身のエントリのディレクトリ
からの相対パスで指定します。

×
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第 4編　運用編

8　 ポータルの運用
この章では，ポータルの起動と終了，ログの設定，稼動状態の
監視や，稼動後の不要データの削除について説明します。

8.1　ポータルの起動と終了

8.2　障害対策 

8.3　稼動状態の監視

8.4　運用後の不要データの削除

8.5　ホスト名または IPアドレスの変更
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8.　ポータルの運用
8.1　ポータルの起動と終了
ここでは，ポータルの起動と終了方法について説明します。

（1） 起動方法

構築したポータルプロジェクトをWebアプリケーションとしてデプロイする必要があり
ます。

1. WARファイルを作成します。
ポータルを構築後，最初に運用する場合には，WARファイルを作成します。ポータ
ルの設定を変更した場合も，再度WARファイルを作成してデプロイする必要があり
ます。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥bin下の

makewar.batを実行します。
実行時に次を指定します。
• 作成するWARファイルの格納ディレクトリとファイル名
• {PROJECT_HOME}

実行例を次に示します。
 
makewar c:¥war¥Portal.war c:¥work¥Portal
 

2. 作成したWARファイルをデプロイします。
最初に，J2EEサーバを起動します。サーバ管理コマンドを使用して手順 1.で作成し
たWARファイルをインポートしたあと，J2EEアプリケーションを作成し，カスタ
マイズでコンテキストルートにポータルプロジェクト名を指定します。そのあと，作
成した J2EEアプリケーションを J2EEサーバにデプロイして，開始します。J2EE
サーバの起動からサーバ管理コマンドでのデプロイまでの詳細は，次のマニュアルを
参照してください。
• マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編
（コンテナ共通機能）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能
解説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」

• マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作
ガイド」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション
設定操作ガイド」

3. Webブラウザで次の URLを指定します。
http://{ホスト名 }:{ポート番号 }/{ポータルプロジェクト名 }/index.jsp

ポート番号が 80の場合は，次のURLを実行します。
http://{ホスト名 }/{ポータルプロジェクト名 }/index.jsp
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8.　ポータルの運用
！！！！ 注意事項
 

• CRCチェックエラーが発生した場合は，WARファイルに問題があるので，WARファイ
ルを作成し直してください。

• uCosminexus Portal Frameworkを再起動する場合は，J2EEサーバをいったん停止して
から再度 J2EEサーバを起動してください。

（2） 終了方法

uCosminexus Portal Frameworkを終了するには，サーバ管理コマンドを使用して，
WARファイルをデプロイした J2EEアプリケーションを終了し，J2EEサーバを停止し
ます。サーバ管理コマンドでの J2EEアプリケーションの終了方法については，次のマ
ニュアルを参照してください。

• マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編
（コンテナ共通機能）」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解
説　基本・開発編（コンテナ共通機能）」

• マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作
ガイド」，または「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション設
定操作ガイド」
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8.　ポータルの運用
8.2　障害対策 

uCosminexus Portal Frameworkのデバッグおよびログを利用した運用の流れ，出力で
きるログの種類，およびログの設定方法について説明します。

8.2.1　デバッグおよび運用の流れ
ログを利用した，デバッグおよび運用の流れを次に示します。
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8.　ポータルの運用
図 8-1　デバッグおよび運用の流れ

1. ポートレットアクセスログに出力する項目を検討します。出力項目の検討について
は，「8.2.3　ポートレットアクセスログの出力項目の検討」を参照してください。

2. 出力するログを設定します。保守ログ，ポートレットログ，ポートレットアクセスロ
グ，コンテナ保守ログ，Webサーブレットログ，および監査ログを出力できます。ロ
グ出力の設定方法については「8.2.4　ログ出力の設定方法」を参照してください。
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8.　ポータルの運用
3. uCosminexus Portal Frameworkを起動して，デバッグまたは運用を開始します。
uCosminexus Portal Frameworkの起動方法については「8.1　ポータルの起動と終
了」を参照してください。

4. デバッグ時に障害が発生したとき，出力したログを参照して障害を解析します。
運用時は，ポートレットアクセスログを参照して，統計情報を取得します。また，監
査ログを参照して，uCosminexus Portal Frameworkの操作履歴を監査します。

5. uCosminexus Portal Frameworkの環境を見直します。

8.2.2　ログの種類
uCosminexus Portal Frameworkの運用で使用するログには，次の 6種類があります。

• 保守ログ
• ポートレットログ
• ポートレットアクセスログ
• コンテナ保守ログ
• Webサーブレットログ
• 監査ログ

それぞれのログについて説明します。

（1） 保守ログ

JSPコンパイルエラー（ServletException），実行時エラー（RuntimeException），およ
びシステムエラーが発生していないかを検知できます。画面に表示するログを，Portal 
Managerの，［ログ・トレースの設定］画面のトレースモードで設定します。

保守ログの設定方法については，「8.2.4(1)　保守ログ，ポートレットログ，およびポー
トレットアクセスログの設定方法」を参照してください。

（2） ポートレットログ

ポートレットログには，業務に支障があるエラーメッセージや，システムの大まかな動
きが把握できるレベルのログが出力されます。アプリケーションレベルでポートレット
に障害が発生していないかを調査できます。

ポートレットログは，すべてのポートレットで共通のファイルに出力されます。特定の
ポートレットのポートレットログは，AP名をキーに抽出して使用します。

ポートレットログの設定方法については，「8.2.4(1)　保守ログ，ポートレットログ，お
よびポートレットアクセスログの設定方法」を参照してください。また，出力形式およ
び出力内容については，「8.2.5　ポートレットログの形式と出力内容」を参照してくださ
い。

（3） ポートレットアクセスログ

ポートレットアクセスログには，ポートレットの利用者名，ポートレットの表示時刻，
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8.　ポータルの運用
障害コードなどが出力されます。ポートレットコンテンツ取得時に障害が発生していな
いかを検知できます。

ポートレットアクセスログの設定方法については，「8.2.4(1)　保守ログ，ポートレット
ログ，およびポートレットアクセスログの設定方法」を参照してください。また，出力
形式および出力内容については，「8.2.6　ポートレットアクセスログの形式と出力内容」
を参照してください。

（4） コンテナ保守ログ

コンテナ保守ログには，ポートレットコンテナからのエラー情報や，標準 APIポート
レット実行時のエラー情報などが出力されます。標準 APIポートレットのコンパイルエ
ラーや実行時エラーが発生していないかを検知できます。

コンテナ保守ログの設定方法については，「8.2.4(2)　コンテナ保守ログの設定方法」を
参照してください。また，出力形式および出力内容については，「8.2.7　コンテナ保守ロ
グの形式と出力内容」を参照してください。

（5） Webサーブレットログ

Webサーブレットログには，標準 APIポートレットが標準 APIを使用して出力したメッ
セージが出力されます。標準 APIポートレットのポートレットレベルで障害が発生して
いないかを検知できます。

Webサーブレットログのログ出力は，Cosminexusの設定に従います。設定方法につい
ては，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　保守／移行
／互換編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　
保守／移行編」を参照してください。

また，Webサーブレットログの出力形式および出力内容については，マニュアル
「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　保守／移行／互換編」，または
マニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　保守／移行編」を
参照してください。

なお，デフォルトのWebサーブレットログの出力先は，次のとおりです。Xは 1から始
まる連番を表します。

 
{Cosminexus インストールディレクトリ}¥CC¥server¥public¥ejb¥{サーバ名称
}¥logs¥web_servletX.log

（6） 監査ログの概要

監査ログは，利用者や運用管理者が uCosminexus Portal Frameworkに対して実行した
操作およびその操作にともなうプログラムの動作の履歴をローカルファイルに出力した
ものです。監査ログを監査者が調査することで「いつ」「だれが」「何をしたか」を知る
ことができます。
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8.　ポータルの運用
監査ログの設定方法については，「8.2.8　監査ログの収集と調査」を参照してください。

8.2.3　ポートレットアクセスログの出力項目の検討
ポートレットアクセスログに出力する内容を検討します。ポートレットアクセスログを
出力すると，次のようなメリットがあります。

●ポートレット開発者およびシステム管理者
ポートレットコンテンツ取得時の障害発生の検出ができるので，デバッグ作業がしや
すくなります。

●システム管理者および運用管理者
不正な利用者の特定，ポートレットの性能改善，および提供コンテンツの妥当性の検
証をして，ポートレットのセキュリティ監視やポータルのメンテナンスができます。

利用目的ごとに必要なポートレットアクセスログの出力項目を次に示します。ポート
レットアクセスログに出力するかどうかを選択できる項目は，「利用者名」，「取得時間」，
および「障害コード」です。出力項目を増やすとトレースの出力時間が掛かるため，必
要最小限の出力を推奨します。

表 8-1　ポートレットアクセスログの出力項目

項
番

管理種
別

取得する情報（目的） 取得
時刻
（日
付 /
時
刻）

利用者
要求カ
ウンタ

ポー
ト
レッ
ト名

利用
者名
※

取得時
間※

障害
コー
ド※

1 構成管
理

ポータルサイトの時間帯別
利用者数
（利用者数，およびピーク
時間を分析します）

○ ○ － － － －

2 各ポートレットの参照回数
（参照が多いポートレット，
および未使用ポートレット
を抽出します）

○ ○ ○ － － －

3 各利用者が画面上に表示し
ているポートレットの組み
合わせ
（どのような組み合わせで
ポートレットを表示してい
るかを調査します）

○ ○ ○ － － －

4 カスタマイザの利用状況
（利用者比率や，1人当た
りの操作回数などを調査し
ます）

○ ○ ○ ○ － －

5 障害管
理

ポートレットコンテンツ取
得時に発生した障害
（障害検知，および障害発
生率を確認します）

○ ○ ○ ○ ○ ○
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8.　ポータルの運用
（凡例）
○：必要です。
－：必要ありません。

注※　取得するかどうかを Portal Managerから設定します。

ポートレットアクセスログの形式および出力内容については，「8.2.6　ポートレットアク
セスログの形式と出力内容」を参照してください。

8.2.4　ログ出力の設定方法
ログ出力の設定方法は，ログの種類によって異なります。ここでは，各ログ出力の設定
方法について説明します。

（1） 保守ログ，ポートレットログ，およびポートレットアクセスログの設定
方法

保守ログ，ポートレットログ，およびポートレットアクセスログの設定には，Portal 

6 性能管
理

各ポートレットの時間帯別
の平均コンテンツ取得時間
（コンテンツのレスポンス
タイムを測定します）

○ － ○ － ○ －

7 各ポートレットの時間帯別
利用者数
（コンテンツ取得のピーク
時間を測定します）

○ － ○ － － －

8 課金管
理

利用者がポートレットを参
照したかの確認
（参照ごとに課金する場合
に使用します）

○ － ○ ○ － －

9 セキュ
リティ
管理

どの利用者がどのポート
レットに対してアクセスし
たかの監視
（不正アクセス者の特定，
およびアクセス制御の妥当
性を検証します）

○ － ○ ○ － －

10 どの利用者（運用管理者，
部門管理者，または一般利
用者）が画面をカスタマイ
ズしたかの監視
（不正アクセス者の特定，
およびアクセス制御の妥当
性を検証します）

○ － ○ ○ － －

項
番

管理種
別

取得する情報（目的） 取得
時刻
（日
付 /
時
刻）

利用者
要求カ
ウンタ

ポー
ト
レッ
ト名

利用
者名
※

取得時
間※

障害
コー
ド※
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8.　ポータルの運用
Managerを使用します。Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal 
Managerの起動方法」を参照してください。

保守ログ，ポートレットログ，およびポートレットアクセスログの設定手順を次に示し
ます。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポータルサイトの設定］－［ログ・トレースの設
定］を選択します。
次の画面が表示されます。

図 8-2　［ログ・トレースの設定］画面

2. 保守ログを設定します。
保守ログを設定します。設定できる項目を次の表に示します。なお，J2EEサーバ
モードの場合は，必ず［ファイル名］（ログファイルの出力先）の設定をデフォルト
から変更してください。
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8.　ポータルの運用
表 8-2　設定できる項目（保守ログ）

項目名 設定内容

トレースレベル トレースレベルを設定します。次の項目から選択します。デフォルト
では，［10］が選択されています。通常運用時は 10を設定してくださ
い。
•［出力しない］
ログを出力しません。

•［0］
通常運用でのトレースレベルです。

•［10］
障害監視を必要とするトレースレベルです。プログラムの実行性能
に影響を与えない範囲で出力します。

•［20］
障害調査時に設定するトレースレベルです。プログラムの動作シー
ケンスを把握できる内容を出力します。

•［30］
障害調査時に障害の個所を特定するためのトレースレベルです。プ
ログラムの動作が完全に把握できる内容を出力します。

トレースモード トレースモードを設定します。次の項目から選択します。デフォルト
では，［通常］が選択されています。
•［通常］
ポートレットにエラーメッセージだけを表示し，ログを出力します。

•［コンパイル］
ポートレット実行時に JSPコンパイルエラーが発生した場合，ポー
トレットにエラーメッセージ，およびスタックトレースを表示し，
ログを出力します。

•［デバッグ］
ポートレット実行時にエラーが発生した場合，ポートレットにエ
ラーメッセージ，スタックトレースを表示し，ログを出力します。

メッセージレベル 出力するメッセージのレベルを設定します。次の項目から選択します。
デフォルトは［エラー］になります。
•［エラー］
処理を続行できないエラーが発生した場合に，エラーメッセージを
出力します。

•［ワーニング］
処理は続行するが，問題が発生した場合に，エラーメッセージまた
は警告メッセージを出力します。

•［インフォメーション］
システム管理者への通知メッセージです。すべてのメッセージを出
力します。

ファイル名 ログ出力先ディレクトリのフルパス，およびファイル名のプレフィッ
クスを指定します。
ログファイル名は，ここで指定したプレフィックスの後ろに，1から
始まる連番，および拡張子（.log）を付けた名称となります。また，ほ
かのログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファイル名のプレ
フィックス）と同じ値は指定できません。
指定例を次に示します。
指定例

C:/log/portal

上記のように指定した場合，ログファイル名は，「portal1.log」と
なります。

ファイル数 切り替えて使用するトレースファイルの数を設定します。1から 16の
整数を一つ指定してください。デフォルト値は 4です。
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8.　ポータルの運用
3. ポートレットログを設定します。
ポートレットログを設定します。設定できる項目を次の表に示します。なお，J2EE
サーバモードの場合は，必ず［ファイル名］（ログファイルの出力先）の設定をデ
フォルトから変更してください。

表 8-3　設定できる項目（ポートレットログ）

4. ポートレットアクセスログを設定します。
ポートレットアクセスログを設定します。設定できる項目を次の表に示します。な
お，J2EEサーバモードの場合は，必ず［ファイル名］（ログファイルの出力先）の設

ファイルサイズ 一つのトレースファイルの最大サイズを設定します。単位はバイトで，
値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。2,097,152（約 2MB）以上
を推奨します。デフォルト値は，1,048,576（約 1MB）です。

項目名 設定内容

トレースレベル トレースレベルを設定します。次の項目から選択します。デフォルト
では，［10］が選択されています。通常運用時は 10を設定してくださ
い。
•［出力しない］
ログを出力しません。

•［0］
通常運用でのトレースレベルです。

•［10］
障害監視を必要とするトレースレベルです。プログラムの実行性能
に影響を与えない範囲で出力します。

•［20］
障害調査時に設定するトレースレベルです。プログラムの動作シー
ケンスを把握できる内容を出力します。

•［30］
障害調査時に障害の個所を特定するためのトレースレベルです。プ
ログラムの動作が完全に把握できる内容を出力します。

ファイル名 ログ出力先ディレクトリのフルパス，およびファイル名のプレフィッ
クスを指定します。
ログファイル名は，ここで指定したプレフィックスの後ろに，1から
始まる連番，および拡張子（.log）を付けた名称となります。また，ほ
かのログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファイル名のプレ
フィックス）と同じ値は指定できません。
指定例を次に示します。
指定例

C:/log/application

上記のように指定した場合，ログファイル名は，
「application1.log」となります。

ファイル数 切り替えて使用するトレースファイルの数を設定します。1から 16の
整数を一つ指定してください。デフォルト値は 4です。

ファイルサイズ 一つのトレースファイルの最大サイズを設定します。単位はバイトで，
値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。2,097,152（約 2MB）以上
を推奨します。デフォルト値は，1,048,576（約 1MB）です。

項目名 設定内容
388



8.　ポータルの運用
定をデフォルトから変更してください。

表 8-4　設定できる項目（ポートレットアクセスログ）

5.［登録］ボタンをクリックします。
保守ログ，ポートレットログ，およびポートレットアクセスログの設定が登録されま
す。

（2） コンテナ保守ログの設定方法

コンテナ保守ログは，PortletApp.propertiesで設定します。PortletApp.propertiesは {
設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。デフォルトの格納ディレクトリは
次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

PortletApp.propertiesで設定を変更した場合，ポータルサーバおよびポートレットが登

項目名 設定内容

ログ出力 ポートレットアクセスログを出力するかどうかを設定します。次の項
目から選択します。デフォルトでは，［出力しない］が選択されていま
す。
•［出力しない］
ログを出力しません。

•［出力する］
ログを出力します。

オプション アクセスログファイルに出力したい項目をチェックします。
• 利用者名称
ポートレットにアクセスした利用者の名称を出力します。

• 取得時間
ポートレットコンテンツの取得時間を出力します。

• 障害コード
障害コードを出力します。

ファイル名 ログ出力先ディレクトリのフルパス，およびファイル名のプレフィッ
クスを指定します。
ログファイル名は，ここで指定したプレフィックスの後ろに，1から
始まる連番，および拡張子（.log）を付けた名称となります。また，ほ
かのログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファイル名のプレ
フィックス）と同じ値は指定できません。
指定例を次に示します。
指定例

C:/log/access

上記のように指定した場合，ログファイル名は，「access1.log」と
なります。

ファイル数 切り替えて使用するトレースファイルの数を指定します。1から 16の
整数を一つ指定してください。デフォルト値は 4です。

ファイルサイズ 一つのトレースファイルの最大サイズを設定します。単位はバイトで，
値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。2,097,152（約 2MB）以上
を推奨します。デフォルト値は，1,048,576（約 1MB）です。
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録されているWebコンテナサーバを再起動したときに，変更が反映されます。

コンテナ保守ログで設定できる項目を，次の表に示します。なお，
PortletApp.propertiesの詳細は，「10.1.4　PortletApp.propertiesの詳細」を参照して
ください。

表 8-5　設定できる項目（コンテナ保守ログ）

注※
表中の数値以外の整数を設定してもエラーにはなりません。0～ 1,000を設定した
場合は，設定値以下のいちばん高いレベルでログを出力します。例えば，100を設
定した場合は 40レベルでログを出力します。また，-2以下または 1,001以上を設定
した場合は，-1レベルとみなされます。

プロパティ名 設定内容

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.contai
ner.TraceLevel

トレースレベルを設定します。デフォルト値は，10です。
各レベルの出力内容は次のとおりです※。
• -1
ログを出力しません。

• 0
エラーメッセージ，およびスタックトレースを出力します。

• 10
ポートレットが登録されているWebコンテナの起動，終了
などの動作を出力します。

• 20
各種パラメタの誤設定値の情報や，ポートレットが登録さ
れているWebコンテナの主要処理の状況を出力します。

• 30
各種パラメタの設定値や，Javaライブラリメソッドの呼び
出しの状況を出力します。

• 40
内部メソッドの動作や，デバッグ情報を出力します。

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.contai
ner.TraceFile

ログ出力先ディレクトリのフルパス，およびファイル名のプレ
フィックスを指定します。null値は指定できません。また，
ほかのログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファイル名
のプレフィックス）と同じ値は指定できません。
デフォルトでは，次の値が設定されています。
${portal.install.dir}/log/portletContainer

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.contai
ner.TraceNum

切り替えて使用するログファイルの数を，1～ 16の整数で設
定します。範囲外の値を設定した場合は，ログが出力されませ
ん。
デフォルト値は，8です。

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.contai
ner.TraceSize

一つのログファイルの最大サイズを設定します。単位はバイト
で，値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。範囲外の値を設
定した場合は，デフォルト値を使用します。
デフォルト値は，10,485,760（10MB）です。
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8.2.5　ポートレットログの形式と出力内容
ポートレットログの形式および出力内容を次に示します。

番号
メッセージの通番が出力されます。

日付
ログが出力された日付が，yyyy/mm/dd形式で出力されます。

時刻
ログが出力された時刻が，hh:mm:ss.sss形式で出力されます。

AP名
ポートレット名が 16文字まで出力されます。17文字以上を指定した場合，先頭か
ら 16文字だけが出力されます。

pid
プロセス識別子が出力されます。

tid
スレッド識別子が出力されます。

メッセージ ID
メッセージ IDが出力されます。メッセージ IDはメソッドごとに異なります。ログ
出力 Beanのメソッドとメッセージ IDの一覧を次の表に示します。

表 8-6　ログ出力 Beanのメソッドとメッセージ IDの一覧

種別
メッセージの種別が出力されます。次のメソッドを使用した場合には，"ER"が表示
されます。
• error(Object obj) 
• error(Object obj, Throwable t) 
• warn(Object obj, Throwable t) 

番号 日付 時刻 AP名 pid tid メッセージ ID 種別 メッセージテキスト

メソッド メッセージ ID

debug KDPF99990-I

note KDPF99991-I

warn KDPF99992-W

error KDPF99993-E

printStackTrace KDPF99990-I
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メッセージテキスト
ポートレットログの内容が出力されます。

8.2.6　ポートレットアクセスログの形式と出力内容
ポートレットアクセスログのフォーマット，ポートレットコンテンツ取得時間の詳細，
およびポートレットアクセスログの出力例について説明します。

（1） ポートレットアクセスログの形式

ポートレットアクセスログのフォーマットを次に示します。

id，pn，un，tm，er，lid，lnm，act，ユーザ定義項目名は可変長のため，カラム開始
位置は不定です。識別文字（id=，pn=，un=，tm=，er=，lid=，lnm=，act=）の情報の
最後に空白がある場合，その次に識別文字があるかどうかで情報の位置を判断してくだ
さい。

番号
メッセージの通番が出力されます。

日付
トレースを取得した日付，またはポートレットの処理が終了した日付が，yyyy/mm/
dd形式で出力されます。固定長の数字で出力されます。日付の開始位置は，6カラ
ム目です。

時刻
トレースを取得した時刻，またはポートレットの処理が終了した時刻が，
hh:mm:ss.sss(ms)形式で出力されます。固定長の数字で出力されます。マシンに負
荷が掛かっている場合には，時刻が少し（1分以内）遅くなる場合があります。

利用者要求カウンタ（id）
利用者要求が発生するたびに 1ずつカウントされます。可変長の数字で出力されま
す。1～ 999,999までカウントされ，999,999の次は 0になります。利用者要求カ
ウンタが同じログは，同じ利用者が利用していることを示します。
利用者要求カウンタの開始位置は，91カラム目です。
次の場合は，番号がラップアラウンドすることがあります。
• 同時接続数が多い（1利用者がアクセスしているときに，100万回以上の別の要求
が発生したとき）

• マシンに高負荷が掛かっている
• 特定のポートレットの処理時間が掛かっている

ポートレット名（pn）
コンテンツを取得したポートレット名が出力されます。可変長の文字列で出力され

番号 日付 時刻 id pn un tm er lid lnm act ユーザ定義項目名
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ます。

利用者名（un）
uCosminexus Portal Frameworkにログインした利用者名が出力されます。0バイ
ト以上の可変長の文字列で出力されます。利用者がログインする前の場合は，
「un=」と表示されます。

ポートレットコンテンツ取得時間（tm）
ポートレットコンテンツを取得するまでの時間が出力されます。デバッグ情報を出
力している場合は，ポートレットコンテンツ取得開始からの時間が出力されます。
可変長の数字で出力されます。ポートレットコンテンツ取得時間の詳細は，「(2)　
ポートレットコンテンツ取得時間」を参照してください。

障害コード（er）
ポートレットコンテンツ取得時に障害が発生したかどうかを検出します。固定長 1
バイトの文字列で表示されます。なお，uCosminexus Portal Frameworkが提供し
ている「ログ出力 Bean」の error，warnメソッドなどを使用してログを出力して
も，障害コードは出力されません。
• N ：正常終了
• W：警告を検出しました。ログレベル 10以上の場合だけ出力されます。ログレベ
ル 10以上の場合，保守ログに詳細情報が出力されます。

• E ：異常を検出しました。ログレベル 0以上の場合，保守ログに詳細情報が出力
されます。なお，警告と異常が同時に発生した場合は，エラーレベルの高い異常
の方（er=E）が出力されます。

レイアウト名称（lid）
ポートレットが処理したレイアウトのレイアウト名称を出力します。
• lid=xxxxx　lid:固定文字 xxxxx:レイアウト名称

レイアウトタイトル（lnm）
ポートレットが処理したレイアウトのレイアウトタイトル（日本語）を出力します。
• lnm=xxxxx　lnm:固定文字 xxxxx:レイアウトタイトル

ログイン情報 /ログアウト情報（act）
ユーザがログインした時およびログアウトした時／セッションを破棄した時に出力
します。
• act=xxxxx　act:固定文字 xxxxx:ログイン時 :Login　ログアウト時 :Logout

ユーザ定義項目（ユーザ定義項目名）
ログインしたユーザのユーザ定義項目を出力します。
• xxxxx=yyyyy　xxxxx:ユーザ定義項目名 yyyyy:リポジトリから取得した値

（2） ポートレットコンテンツ取得時間

ポートレットアクセスログに出力されるポートレットコンテンツ取得時間は，ポート
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レットごとに異なります。ポートレット種別ごとに，ポートレットコンテンツ取得時間
を使用できるかどうかを次に示します。

表 8-7　ポートレットコンテンツ取得時間の使用可否

（凡例）　○：使用できます。　×：使用できません。

注
すべてのポートレット種別でインラインオブジェクト（画像）の取り込み時間は含
まれません。利用者に画面は表示されていますが，画像などの内容が表示されてい
ない状態のコンテンツを取得しています。

（3） 出力例

ポートレットアクセスログファイルの出力例を次に示します。

idが同じものは，同じ利用者が要求した情報です。id，pn，un，tm，er，lid，lnm，
act，ユーザ定義項目名の間には空白があります。

 
2638 2005/01/30 12:10:44.514     00000898 J8B77D52 KDPF99997-I 
un=taro act=Login hptl_clb_user_name=sn;lang-ja
2639 2005/01/30 12:10:44.514     00000898 J8B77D52 KDPF99999-I id=9 
pn=PortletA un=taro tm=100 er=N lid=default lnm=ホーム 
2640 2005/01/30 12:10:44.514     00000898 J8B77D52 KDPF99999-I id=9 
pn=PortletB un=taro tm=120 er=N lid=default lnm=ホーム 
2641 2005/01/30 12:10:44.514     00000898 J8B77D52 KDPF99999-I id=9 
pn=PortletC un=taro tm=16 er=N lid=default lnm=ホーム 
2642 2005/01/30 12:10:44.514     00000898 J8B77D52 KDPF99999-I id=9 
pn=PortletD un=taro tm=171 er=N lid=default lnm=ホーム 
2643 2005/01/30 12:10:44.704     00000898 JF8B7701 KDPF99999-I id=10 

項番 ポートレット種別 取得する時間 使用可否

1 日立 APIポートレット，または標
準 APIポートレット

ポートレットコンテンツ作成時間 ○

2 Fileポートレット（Multi File 
Portlet）

ポートレットコンテンツ取得時間 ○

3 Webコンテンツポートレット ポートレットコンテンツ取得時間 ○

4 Webポートレット（Multi Web 
Portlet）

IFRAME要素を作成するまでの時間
（コンテンツは取得していません）

×

5 Webポートレット（Web App 
Portlet）

ポートレットコンテンツ取得時間
（コンテンツはキャッシュされている
場合があります）

○

6 Webポートレット（Web Page 
Portlet）

ポートレットコンテンツ取得時間
（コンテンツはキャッシュされている
場合があります）

○

7 分散ポートレット 分散サーバからのポートレットコン
テンツ取得時間

○

8 運用管理ポートレット ポートレットコンテンツ作成時間 ○
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pn=TEST1 un=hanako tm=1560 er=N lid=layout1 lnm=タイトル 
2644 2005/01/30 12:10:44.704     00000898 JF8B7701 KDPF99999-I id=10 
pn=TEST1a un=hanako tm=2001 er=N lid=layout1 lnm=タイトル 
2645 2005/01/30 12:10:44.704     00000898 JF8B7701 KDPF99999-I id=10 
pn=TEST1b un=hanako tm=15 er=N lid=layout1 lnm=タイトル
2646 2005/01/30 12:10:44.704     00000898 JF8B7701 KDPF99999-I id=10 
pn=TEST1b un=hanako tm=15 er=N lid=layout1 lnm=タイトル
2647 2005/01/30 12:11:12.704     00000898 J8B77D52 KDPF99997-I 
un=taro act=Logout

8.2.7　コンテナ保守ログの形式と出力内容
コンテナ保守ログの形式および出力内容を次に示します。

番号
メッセージの通番が出力されます。

日付
ログが出力された日付が，yyyy/mm/dd形式で出力されます。

時刻
ログが出力された時刻が，hh:mm:ss.sss形式で出力されます。

AP名
ログ出力時に設定したクラス名が 16文字まで出力されます。クラス名にはコンテキ
ストパスを設定することを推奨します。17文字以上を指定した場合，先頭から 16
文字だけが出力されます。

pid
プロセス識別子が出力されます。

tid
スレッド識別子が出力されます。

メッセージ ID
メッセージ IDが出力されます。メッセージ IDの一覧を次の表に示します。

表 8-8　コンテナ保守ログのメッセージ ID一覧

番号 日付 時刻 AP名 pid tid メッセージ ID 種別 メッセージテキスト

メッセージ ID 説明

KDPF62301-I 標準 APIポートレットが登録されているWebコンテナの起動のログです。

KDPF62302-I 標準 APIポートレットが登録されているWebコンテナの停止のログです。

KDPF62311-I 標準 APIポートレットが登録されているWebコンテナのリクエスト処理開始ロ
グです。

KDPF62312-I 標準 APIポートレットが登録されているWebコンテナのリクエスト処理終了ロ
グです。
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種別
メッセージ の種別が出力されます。メッセージ種別の一覧を次の表に示します。

表 8-9　コンテナ保守ログのメッセージ種別一覧

メッセージテキスト
コンテナ保守ログの内容が出力されます。

8.2.8　監査ログの収集と調査
uCosminexus Portal Frameworkが出力する監査ログの出力先，出力形式および出力項
目の詳細について説明します。

（1） 出力先

デフォルトの場合の監査ログの出力先は，次のとおりです。なお，Xは 1から始まる連
番を表します。

出力先
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥log¥auditX.log

監査ログの出力先は，プロパティファイル（PortalResources.properties）で設定しま
す。設定方法の詳細は，「10.1.1(18)　監査ログの設定」を参照してください。

KDPF62321-I 標準 APIポートレットの processAction()の処理開始ログです。

KDPF62322-I 標準 APIポートレットの processAction()の処理終了ログです。

KDPF62323-I 標準 APIポートレットの render()の処理開始ログです。

KDPF62324-I 標準 APIポートレットの render()の処理終了ログです。

KDPF99999-I 上記以外のメッセージです。

メッセージ種別 説明

FB メソッドの開始時のログに出力されます。

FE メソッドの終了時のログに出力されます。

OC オブジェクト生成時のログに出力されます。

OD オブジェクト破棄時のログに出力されます。

ER 致命的なエラー情報出力時のログに出力されます。

EC 例外発生時のエラー情報や，Exceptionのスタックトレース情報出力時のロ
グに出力されます。

（空白） 上記以外の場合に出力されます。

メッセージ ID 説明
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！！！！ 注意事項
 

監査ログの出力先に監査ログファイルを制御するためのコントロールファイル（拡張子が
.conf）が出力されます。コントロールファイルは削除しないでください。

（2） 出力形式

監査ログは，メッセージとして出力されます。監査ログのメッセージは，次の形式で出
力されます。

CALFHM 1.0,出力項目1=値1,出力項目2=値2,・・・，出力項目n=値n

先頭の「CALFHM 1.0」は，ヘッダ情報です。監査ログに，共通で出力されます。

（3） 出力項目

監査ログに出力する項目を次に示します。出力内容の詳細は，「付録 F　監査ログメッ
セージ」を参照してください。なお，subjp:ipv4または subjp:ipv6のどちらかの項目が
出力されます。

表 8-10　監査ログ出力項目

出力項目名 出力項目の意味 説明

seqnum 通番 監査ログの通番が出力されます。
出力される値は，1から 9999999999までの整数です。

msgid メッセージ ID メッセージ IDが出力されます。

date 日付・時刻 メッセージが出力された日時が，次の形式で出力されます。
　YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD

• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• T：日付と時間の区切り
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• sss：ミリ秒
• TZD：タイムゾーン
タイムゾーンは UTCからの時差で出力されます。出力形式を
次に示します。

• +hh:mm：UTCから hh時間mm分進んでいる
• -hh:mm：UTCから hh時間mm分遅れている

progid 発生プログラム名 監査事象が発生したプログラム名が出力されます。
「CosmiPortal」が出力されます。

compid 発生構成ソフトウェ
ア名

監査事象が発生したコンポーネント名が出力されます。
「CosmiPortal」が出力されます。

pid 発生プロセス ID 監査事象が発生したプロセスのプロセス IDが出力されます。
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（4） 監査ログの出力タイミング

uCosminexus Portal Frameworkが出力する監査ログの出力タイミングを監査事象の種
別ごとに説明します。

ocp:host 発生場所 監査事象が発生したホストのホスト名が FQDNで出力されます。
ドメイン名が取得できない場合はドメイン部を含めない形式でホ
スト名が出力されます。

ctgry 監査事象の種別 監査事象の種別が出力されます。

AuthenticationAuthenticationAuthenticationAuthentication
ログイン，ログアウトなど，uCosminexus Portal Frameworkへ
の認証が実行されたことを示す事象

ConfigurationAccessConfigurationAccessConfigurationAccessConfigurationAccess
設定および構成の変更を示す事象

ContentAccessContentAccessContentAccessContentAccess
重要情報にアクセスしたことを示す事象

result 監査事象の結果 監査事象の結果が出力されます。

SuccessSuccessSuccessSuccess
監査事象の成功を示す

FailureFailureFailureFailure
監査事象の失敗を示す

subj:uid サブジェクト識別情
報（アカウント情
報）

サブジェクト識別情報（アカウント情報）が出力されます。
監査事象を操作したユーザのユーザ IDが出力されます。ログイ
ン /ログアウトの場合は，ログインしたユーザ IDが出力されま
す。なお，未ログインの場合は，"Anonymous"が出力されます。

subjp:ipv4 サブジェクト識別情
報（IPアドレス情
報）

サブジェクト識別情報（IPアドレス情報）が出力されます。
監査事象を操作したユーザの端末の IPアドレス（IPv4形式）が
出力されます。IPアドレスの取得元はプロパティ
「jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source」で変
更できます。設定方法の詳細は，「10.1.1(18)　監査ログの設定」
を参照してください。
なお，IPv4形式と IPv6形式が混在している場合は，subjp:ipv6
項目に出力されます。

subjp:ipv6 サブジェクト識別情
報（IPアドレス情
報）

サブジェクト識別情報（IPアドレス情報）が出力されます。
監査事象を操作したユーザの端末の IPアドレス（IPv6形式）が
出力されます。IPアドレスの取得元はプロパティ
「jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source」で変
更できます。設定方法の詳細は，「10.1.1(18)　監査ログの設定」
を参照してください。

op 動作情報 監査事象となった操作の種別が出力されます。

msg 自由記述 監査事象の内容を示すメッセージが出力されます。

出力項目名 出力項目の意味 説明
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（a）「Authentication」（識別・認証）

「Authentication」（識別・認証）の出力一覧を次に示します。

表 8-11　識別・認証の出力一覧

（b）「ConfigurationAccess」（設定情報アクセス）

「ConfigrationAccess」（設定情報アクセス）の出力一覧を次に示します。

表 8-12　設定情報アクセスの出力一覧

（c）「ContentAccess」（重要情報アクセス）

「ContentAccess」（重要情報アクセス）の出力一覧を次に示します。

表 8-13　重要情報アクセスの出力一覧

出力場所 出力タイミング 出力メッセージ ID

ログイン ログインボタンクリック時，またはシングルサイ
ンオンによりログインした時

KDPF80201-I
または
KDPF80202-W

ログアウト ログアウトボタンクリック時，またはセッション
タイムアウトによりログアウトした時

KDPF80203-I
または
KDPF80204-W

出力場所 出力タイミング 出力メッセージ ID

運用管理ポートレット
ユーザ管理

新規ユーザ作成画面で OKボタンをクリックし
た時

KDPF80401-I
または
KDPF80402-W

運用管理ポートレット
ユーザ管理

ユーザ情報変更画面で OKボタンを押した時 KDPF80403-I
または
KDPF80404-W

運用管理ポートレット
ユーザ管理

ユーザ削除画面で OKボタンを押した時 KDPF80405-I
または
KDPF80406-W

運用管理ポートレットグ
ループ管理

管理者条件編集画面で OKボタンを押した時 KDPF80407-I
または
KDPF80408-W

運用管理ポートレットグ
ループ管理

利用者条件編集画面で OKボタンを押した時 KDPF80409-I
または
KDPF80410-W

出力場所 出力タイミング 出力メッセージ ID

パスワード変更画面 パスワード変更画面で
変更ボタンをクリック
した時

KDPF80801-I
または
KDPF80802-W
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運用管理ポートレットユーザ管理 ユーザ情報設定のパス
ワード変更画面で OK
ボタンをクリックした
時

KDPF80801-I
または
KDPF80802-W

出力場所 出力タイミング 出力メッセージ ID
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8.3　稼動状態の監視
uCosminexus Portal Frameworkの稼動状態を監視するための方法を説明します。

8.3.1　ヘルスチェック URL
uCosminexus Portal Frameworkは，負荷分散機などがアプリケーション監視するため
のヘルスチェックURLを提供しています。このヘルスチェックURLを使用すること
で，uCosminexus Portal Frameworkが正常に稼動しているか監視できます。

（1） URL

ヘルスチェック URLを次に示します。 

 
{プロトコル}://{サーバ名称}:{ポート番号}/{ポータルプロジェクト名}/
hptl_health.jsp

ポート番号が 80の場合は，次の URLを実行します。

{プロトコル}://{サーバ名称}/{ポータルプロジェクト名}/hptl_health.jsp
 
例：http://portal-server/Portal/hptl_health.jsp

（2） レスポンス

ヘルスチェックＵＲＬにアクセスした時の，レスポンスを次に示します。

ステータスコード
レスポンスのステータスコードの一覧（例）を次に示します。ステータスコードが
200の場合に正常に稼動していると判断してください。なお，サーバの稼動状態や
ネットワークの状態により，一覧に記載されているステータスコード以外が返され
る場合があります。

表 8-14　ステータスコード一覧（例）

レスポンスメッセージ例
正常に動作している時のレスポンスヘッダーを次に示します。
HTTP/1.1 200 OK
Content-Type: text/html; charset=UTF-8
Date: Tue, 22 Jan 2008 07:10:04 GMT

ステータスコード 説明

200（OK） 正常に稼動しています。

400（Bad Request） ＵＲＬへのアクセス方法に誤りがある可能性があります。

404（Not Found） アプリケーションが停止している可能性があります。

500（Internal Server Error） サーバ内部エラーが発生しています。
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Server: CosminexusComponentContainer

レスポンスメッセージボディ
正常に動作している時のレスポンスメッセージボディを次に示します。
 
<html><body></body></html>
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8.4　運用後の不要データの削除
共通情報用 DBを使用している場合に，運用後の不要データを削除する必要があります。
ここでは，運用後の不要データの削除方法について説明します。

8.4.1　共通情報の削除
共通情報を設定してポータルの運用を開始したあとで，データの削除オペレーションが
発生した場合，該当レコードは削除されないで「削除フラグ」（deleteflg）カラムの値が
変更されます。このため，データの削除オペレーションを繰り返すと，不要レコードが
蓄積されてしまいます。

ここでは，不要レコードを削除する手順について説明します。なお，この作業はポータ
ルサーバの停止中に行ってください。また，クラスタ構成の場合は全サーバを停止して
から行ってください。ポータルサーバの停止方法については，「8.1　ポータルの起動と
終了」を参照してください。

（1） 削除の手順（HiRDBの場合）

HiRDBを使用している場合の削除手順を次に示します。

1. DBをバックアップします。
削除作業の対象となる HiRDBの RDエリアに対して，バックアップを取得してくだ
さい。バックアップ対象となる RDエリアは，「3.7.3(1)　作成するテーブル，インデ
クスおよび RDエリア」で定義した全 RDエリアです。

2. 削除を実行します。
PDSQLを起動して，テーブル削除実行用 SQL（deletedata.sql）を実行します。
deletedata.sqlの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.3(1)　作成するテーブル，インデクスおよび RDエリア」で，テーブル名
やカラム名を異なる名称で作成した場合は，deletedata.sql中の該当する名称を変更
してから，SQLを実行してください。
deletedata.sqlの内容を次に示します。
 
LOCK TABLE PORTAL_GROUP IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
LOCK TABLE PORTAL_LAYOUT IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
LOCK TABLE PORTAL_PORTLET IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
LOCK TABLE FILECONTENT IN EXCLUSIVE MODE;
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DELETE FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT; 
LOCK TABLE PORTLET_GROUP IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
LOCK TABLE PORTLET_ENTRY IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT; 
LOCK TABLE PORTLET_ARRANGE IN EXCLUSIVE MODE;
DELETE FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;

deletedata.sqlの実行例を次に示します。
set pduser={HiRDBユーザ名}/{パスワード}
pdsql < deletedata.sql

3. 削除結果を確認します。
PDSQLを起動して，テーブル削除確認用 SQL（deletecheck.sql）を実行します。
deletecheck.sqlの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.3(1)　作成するテーブル，インデクスおよび RDエリア」で，テーブル名
やカラム名を異なる名称で作成した場合は，deletecheck.sql中の該当する名称を変更
してから，SQLを実行してください。
deletecheck.sqlの内容を次に示します。
 
SELECT PORTALGROUPNAME FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1' 
WITHOUT LOCK NOWAIT;
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1' WITHOUT 
LOCK NOWAIT;
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1' WITHOUT 
LOCK NOWAIT;
SELECT FILENAME FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1' WITHOUT 
LOCK NOWAIT;
SELECT PORTLETGROUPNAME FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1' 
WITHOUT LOCK NOWAIT;
SELECT ENTRYID FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1' WITHOUT 
LOCK NOWAIT;
SELECT LAYOUTID FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1' WITHOUT 
LOCK NOWAIT;

deletecheck.sqlの実行例を次に示します。
 
set pduser={HiRDBユーザ名}/{パスワード}
pdsql < deletecheck.sql
 

SQLを実行した結果，1件も該当しなければ，削除は成功しています。

4. ポータルサーバを起動して確認します。
手順 1.～ 3.の終了後，ポータルサーバを起動して，次の点で問題がないことを確認
します。
• ログイン後の画面表示内容が削除作業をする前と同じであること。
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• 運用管理ポートレットを使用した場合，削除作業をする前と画面表示内容が同じで
あること。

（2） 削除の手順（Oracleの場合）

Oracleを使用している場合の削除手順を次に示します。

1. DBをバックアップします。
削除作業の対象となるテーブル，表領域に対して，バックアップを取得してくださ
い。バックアップ対象は，「3.7.4(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で作成
したすべてのテーブルとテーブルが格納される表領域です。

2. 削除を実行します。
SQL*Plusを起動して，テーブル削除実行用 SQL（deletedata2.sql）を実行します。
deletedata2.sqlの格納ディレクトリを次に示します。
格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.4(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で，テーブル名やカラム名
を異なる名称で作成した場合は，deletedata2.sql中の該当する名称を変更してから，
SQLを実行してください。
deletedata2.sqlの内容を次に示します。
 
DELETE FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
DELETE FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
DELETE FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
DELETE FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT; 
DELETE FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
DELETE FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
DELETE FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1';
COMMIT;
 

deletedata2.sqlの実行例を次に示します。
 
sqlplus {DBユーザ名}/{パスワード}@{DBホスト文字列} < deletedata2.sql

3. 削除結果を確認します。
 SQL*Plusを起動して，テーブル削除確認用 SQL（deletecheck2.sql）を実行しま
す。
deletecheck2.sqlの格納先を次に示します。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}
¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.4(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で，テーブル名やカラム名
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を異なる名称で作成した場合は，deletecheck2.sql中の該当する名称を変更してから，
SQLを実行してください。
deletecheck2.sqlの内容を次に示します。
 
SELECT PORTALGROUPNAME FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT FILENAME FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT PORTLETGROUPNAME FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT LAYOUTID FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1';
 

deletecheck2.sqlの実行例を次に示します。
 
sqlplus {DBユーザ名}/{パスワード}@{DBホスト文字列} < deletecheck2.sql
 

SQLを実行した結果，1件も該当しなければ，削除は成功しています。

4. ポータルサーバを起動して確認します。
手順 1.～ 3.の終了後，ポータルサーバを起動して，次の点で問題がないことを確認
します。
• ログイン後の画面表示内容が削除作業をする前と同じであること。
• 運用管理ポートレットを使用した場合，削除作業をする前と画面表示内容が同じで
あること。

（3） 削除の手順（SQL Serverの場合）

SQL Serverを使用している場合の削除手順を次に示します。

1. DBをバックアップします。
削除作業の対象となるテーブル，表領域に対して，バックアップを取得してくださ
い。バックアップ対象は，「3.7.5(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で作成
したすべてのテーブルとテーブルが格納される表領域です。

2. 削除を実行します。
SQLCMDを起動して，テーブル削除実行用 SQL（deletedata3.sql）を実行します。
deletedata3.sqlの格納ディレクトリを次に示します。
格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.5(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で，テーブル名やカラム名
を異なる名称で作成した場合は，deletedata3.sql中の該当する名称を変更してから，
SQLを実行してください。
deletedata3.sqlの内容を次に示します。
 
USE PORTAL_DATABASE;
go
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DELETE FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1';
go
DELETE FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1';
go
 

deletedata3.sqlの実行例を次に示します。
 
sqlcmd -U {DBユーザ名} -P {パスワード} -i deletedata3.sql

3. 削除結果を確認します。
SQLCMDを起動して，テーブル削除確認用 SQL（deletecheck3.sql）を実行します。
deletecheck3.sqlの格納先を次に示します。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}
¥samples¥config¥empowermentdb

なお，「3.7.5(1)　作成するテーブル，およびインデクス」で，テーブル名やカラム名
を異なる名称で作成した場合は，deletecheck3.sql中の該当する名称を変更してから，
SQLを実行してください。
deletecheck3.sqlの内容を次に示します。
 
USE PORTAL_DATABASE;
go
 
SELECT PORTALGROUPNAME FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_LAYOUT WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTAL_PORTLET WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT FILENAME FROM FILECONTENT WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT PORTLETGROUPNAME FROM PORTLET_GROUP WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT ENTRYID FROM PORTLET_ENTRY WHERE DELETEFLG = '1';
SELECT LAYOUTID FROM PORTLET_ARRANGE WHERE DELETEFLG = '1';
go

deletecheck3.sqlの実行例を次に示します。
 
sqlcmd -U {DBユーザ名} -P {パスワード} -i deletecheck3.sql
 

SQLを実行した結果，1件も該当しなければ，削除は成功しています。

4. ポータルサーバを起動して確認します。
手順 1.～ 3.の終了後，ポータルサーバを起動して，次の点で問題がないことを確認
します。
• ログイン後の画面表示内容が削除作業をする前と同じであること。
• 運用管理ポートレットを使用した場合，削除作業をする前と画面表示内容が同じで
あること。
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8.5　ホスト名または IPアドレスの変更

ここでは，運用後にホスト名または IPアドレスを変更する場合の影響範囲について説明
します。

（1） ポータルサーバのホスト名または IPアドレスを変更する場合

特に影響はありません。

（2） リポジトリサーバのホスト名または IPアドレスを変更する場合

リポジトリの設定の接続先 URLに変更するホスト名または IPアドレスを記述している
場合は変更してください。リポジトリの変更について，ディレクトリサーバの場合は
「4.4.2　リポジトリの変更（ディレクトリサーバ）」を，DBの場合は「4.5.3　リポジト
リの変更（DB）」を参照してください。

また，統合ユーザ管理フレームワークのコンフィグレーションファイルで指定している
ディレクトリサーバまたは DBの URLを変更してください。統合ユーザ管理フレーム
ワークのコンフィグレーションファイルについては「4.3.1　統合ユーザ管理フレーム
ワークの実行環境の設定」を参照してください。

（3） Webポートレットの接続先ホストを変更する場合

ポートレットの種類ごとの影響範囲を次の表に示します。変更するホスト名または IPア
ドレスを記述している場合は変更してください。

（4） Webポートレットが接続するプロキシサーバを変更する場合

ポートレットの種類ごとの影響範囲を次の表に示します。変更するホスト名または IPア
ドレスを記述している場合は変更してください。

ポートレットの種類 影響範囲

Web Page Portlet コンテンツ URL

Web App Portlet コンテンツ URL

フォーム認証定義ファイルに定義した認証 URL

Multi Web Portlet マルチデバイスコンテンツ
(HTML,CHTML,HDML)

FormBase認証（認証 URL）

Distributed Web Portlet サーバアドレス

Webコンテンツポートレット Form認証用 URL

コンテンツ取得用 URL

ログアウト用 URL
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（5） Notesサマリポートレットで使用している Notesサーバを変更する場合

変更するホスト名または IPアドレスを記述していた場合に変更が必要な設定を次に示し
ます。なお，運用環境 1および運用環境 2については Notesサマリポートレットに付属
の Readmeファイルを参照してください。

• 運用環境 1の場合，ポータルサーバのサブドメインとなるように変更してください。
• 運用環境 2の場合，Webサーバのリダイレクト先を変更してください。
• シングルサインオン用の認証情報（PUBLICDATA）を変更してください。
• NotesWebSSO jaas.confの htpl.websso.domain.machinenameおよび

hptl.websso.proxyhostを変更してください。

ポートレットの種類 影響範囲

Web Page Portlet プロキシホスト

Web App Portlet プロキシホスト

Multi Web Portlet プロキシホスト

Distributed Web Portlet プロキシホスト

Webコンテンツポートレット Proxyホスト
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第 5編　リファレンス編

9　 カスタマイズに使用するラ
イブラリ
この章では，ポータルをカスタマイズするときに使用するライ
ブラリの詳細を説明します。

9.1　カスタマイズに使用するライブラリの種類

9.2　ユーザ管理メッセージ表示タグライブラリ

9.3　カスタマイズ Bean

9.4　ポートレットテンプレート Bean

9.5　ログインログアウト Bean

9.6　ストリングリソース取得 API
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
9.1　カスタマイズに使用するライブラリの種類
uCosminexus Portal Frameworkでは次のライブラリを使用します。

ナビゲーション API
ナビゲーションテンプレートをカスタマイズするときに使用するライブラリです。
• ユーザ管理メッセージ表示タグライブラリ

カスタマイズ API
レイアウトカスタマイズ画面（［レイアウト編集画面］および［レイアウト編集画
面］から遷移するほかの画面の総称）を編集するときに使用するライブラリです。
• カスタマイズ Bean

テンプレート API
ポートレット表示領域やポートレットの表示方法をカスタマイズするときに使用す
るライブラリです。
• ポートレットテンプレート Bean

ログイン API
ログイン処理をカスタマイズするときに使用するライブラリです。
• ログインログアウト Bean

ストリングリソース取得 API
ストリングリソースを取得するときに使用するライブラリです。
• ストリングリソース取得 API
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
9.2　ユーザ管理メッセージ表示タグライブラリ
ユーザ管理メッセージ表示タグライブラリは，ナビゲーションテンプレートをカスタマ
イズするためのものです。

ユーザ管理で使用するタグライブラリの一覧を次の表に示します。

表 9-1　ユーザ管理タグライブラリの一覧

（凡例）
－：該当しません。

！！！！ 注意事項
 

タグライブラリの使用時には，次の点に注意してください。
• タグライブラリはすべて開始タグおよび終了タグを持ちます。終了タグを省略できませ
ん。

• 開始，終了タグおよび属性名の指定をマニュアルの記載どおりに統一します。

ユーザ管理メッセージ表示タグライブラリの詳細を説明します。

PortalAC:AccessDeniedList

機能

アクセス制御の設定で表示が拒否されたポートレットのリストを表示します。

注意事項

このタグライブラリはナビゲーションテンプレートの下部設定 JSPファイル
（bottom.jsp）だけで使用できます。そのほかでは使用できません。

構文
<%@ taglib uri="http://soft.hitachi.co.jp/portal/portalac" 
prefix="PortalAC" %>
<PortalAC:AccessDeniedList separator="," />

タグ名 説明 JSPスクリプト
レット式で評価さ

れる属性

PortalAC:AccessDeniedList アクセス制御の設定で表示が拒否されたポート
レットのリストを表示します。

separator

PortalAC:isAccessDenied アクセス制御の設定で表示が拒否されたポート
レットが一つでもある場合だけボディを表示し
ます。

－
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
属性

（凡例）
○：JSPスクリプトレット式で評価されます。

PortalAC:isAccessDenied

機能

アクセス制御の設定で表示が拒否されたポートレットが一つ以上ある場合だけボディを
表示します。

注意事項

このタグライブラリはナビゲーションテンプレートの下部設定 JSPファイル
（bottom.jsp）だけで使用できます。そのほかでは使用できません。

構文
<%@ taglib uri="http://soft.hitachi.co.jp/portal/portalac" 
prefix="PortalAC" %>
<PortalAC:isAccessDenied>
表示禁止ポートレットがあるときだけ表示する内容
</PortalAC:isAccessDenied>

属性

なし

属性 説明 必須 /任意 JSPスクリプ
トレット式評

価

separator このタグライブラリが，ポートレットのリストを表示
するときに，ポートレット名を区切る文字列です。省
略時は半角コンマ記号が区切り文字となります。

任意 ○
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
9.3　カスタマイズ Bean

カスタマイズ Beanは，レイアウトカスタマイズ画面（［レイアウト編集画面］および
［レイアウト編集画面］から遷移するほかの画面の総称）を編集するための APIです。

カスタマイズ Beanの一覧を次の表に示します。

表 9-2　カスタマイズ Beanの一覧

カスタマイズ Beanの詳細を説明します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.DeviceBean

機能

各クライアントのレイアウトカスタマイズ画面を構成する Beanです。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ

クラス名 説明

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.DeviceBean 各クライアントのレイアウト
カスタマイズ画面を構成しま
す。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutBean 一つのレイアウトカスタマイ
ズ画面を構成します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutCustomizeBean カスタマイズ機能を提供する
クラスです。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutCustomizeUtil カスタマイズするときに使用
するライブラリです。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutEntryBean レイアウトの一覧を取得する
クラスです。レイアウトの一
要素を管理します。読み込み
専用のクラスです。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletBean 一つの動的ポートレット情報
を保持します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletEntryBean 一つの静的ポートレット情報
を保持します。ポートレット
情報の設定はできません。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletGroupBean レイアウトグループ単位を管
理します。
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
なし

メソッドの一覧

メソッドの説明

getAvailablePortletEntryBeansgetAvailablePortletEntryBeansgetAvailablePortletEntryBeansgetAvailablePortletEntryBeans

形式
PortletEntryBean[] getAvailablePortletEntryBeans(java.lang.String 

戻り値のデータ型 メソッド 説明

PortletEntryBean [] getAvailablePortletEntryBeans(java.lang.String 
pattern, int column)

このクライアントで選
択できるポートレット
の PortletEntryBean
を取得します。

PortletEntryBean [] getAvailablePortletEntryBeansByGroup(java.lan
g.String group, java.lang.String pattern, int 
column)

指定したポートレット
グループに所属する，
このクライアントで選
択できるポートレット
の PortletEntryBean
を取得します。

PortletGroupBean [] getAvailablePortletGroupBeans(java.lang.String 
pattern, int column)

このクライアントで選
択できるポートレット
が所属するポートレッ
トグループの
PortletGroupBeanを
取得します。

java.lang.String[] getAvailablePortletNames() クライアントで使用で
きるポートレット名称
の一覧を取得します。

java.lang.String[] getAvailablePortletTitles() このクライアントで実
際に画面上に表示して
いて使用できるポート
レットタイトル名称の
一覧を取得します。

int getDeviceCode() クライアント種別を取
得します。

LayoutBean getLayoutBean() 標準画面レイアウトオ
ブジェクトを取得しま
す。

LayoutEntryBean[] getAvailableLayoutEntryBeans() このクライアントで選
択できるレイアウトの
LayoutEntryBeanを
取得します。

java.lang.String[] getLayoutGroup() レイアウトグループの
一覧を取得します。

void setLayoutBean(LayoutBean layout) 標準画面レイアウトオ
ブジェクトを設定しま
す。
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
pattern,int column)

機能
このクライアントで選択できるポートレットの PortletEntryBeanを取得しま
す。

パラメタ
pattern - レイアウトパターン名（ユーザ登録形式の場合指定）
column - 列番号（ユーザ登録形式の場合指定）
なお，レイアウトパターンの列ごとに選択できるポートレットが異なるためパ
ラメタには，次の値を指定します。
• pattern
ユーザ登録形式の場合：レイアウトパターン名
ユーザ登録形式以外の場合：null

• column
ユーザ登録形式の場合：列番号（１以上）
ユーザ登録形式以外の場合：0

戻り値
ポートレットが存在する場合は，使用できるポートレットの PortletEntryBean
オブジェクト一覧を，それ以外は nullを返却します。

例外
IllegalArgumentException - 不正なパラメタを指定した場合，および pattern
に null以外を指定し，columnに存在しない列番号を指定した場合。

getAvailablePortletEntryBeansByGroupgetAvailablePortletEntryBeansByGroupgetAvailablePortletEntryBeansByGroupgetAvailablePortletEntryBeansByGroup

形式
PortletEntryBean[] 
getAvailablePortletEntryBeansByGroup(java.lang.String group,
                                    java.lang.String pattern,
                                    int column)

機能
指定したポートレットグループに所属し，このクライアントで選択できるポー
トレットの PortletEntryBeanを取得します。

パラメタ
group - ポートレットグループ名
pattern - レイアウトパターン名（ユーザ登録形式の場合指定）
column - 列番号（ユーザ登録形式の場合指定）
なお，レイアウトパターンの列ごとに選択できるポートレットが異なるためパ
ラメタには，次の値を指定します。
• group
ポートレットグループに所属するポートレットを取得する場合：ポートレッ
トグループ名
ポートレットグループに所属しないポートレットを取得する場合：null
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
• pattern
ユーザ登録形式の場合：レイアウトパターン名
ユーザ登録形式以外の場合：null
column
ユーザ登録形式の場合：列番号（１以上）
ユーザ登録形式以外の場合：0

戻り値
ポートレットが存在する場合は，使用できるポートレットの PortletEntryBean
オブジェクト一覧を，それ以外は nullを返却します。

例外
IllegalArgumentException - 不正なパラメタを指定した場合，および pattern
に null以外を指定し，columnに存在しない列番号を指定した場合。

getAvailablePortletGroupBeansgetAvailablePortletGroupBeansgetAvailablePortletGroupBeansgetAvailablePortletGroupBeans

形式
PortletGroupBean[] getAvailablePortletGroupBeans(java.lang.String 
pattern,int column)

機能
このクライアントで選択できるポートレットが所属するポートレットグループ
の PortletGroupBeanを取得します。

パラメタ
pattern - レイアウトパターン名（ユーザ登録形式の場合指定）
column - 列番号（ユーザ登録形式の場合指定）
なお，レイアウトパターンの列ごとに選択できるポートレットが異なるためパ
ラメタには，次の値を指定します。
• pattern
ユーザ登録形式の場合：レイアウトパターン名
ユーザ登録形式以外の場合：null

• column
ユーザ登録形式の場合：列番号（１以上）
ユーザ登録形式以外の場合：0

戻り値
ポートレットが存在する場合は，使用できるポートレットの PortletGroupBean
オブジェクト一覧を，それ以外は nullを返却します。

例外
IllegalArgumentException - 不正なパラメタを指定した場合，および pattern
に null以外を指定し，columnに存在しない列番号を指定した場合。

getAvailablePortletNamesgetAvailablePortletNamesgetAvailablePortletNamesgetAvailablePortletNames

形式
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
public java.lang.String[] getAvailablePortletNames()

機能
このクライアントで使用できるポートレット名称の一覧を取得します。ポート
レットグループを使用していない場合に使用します。

パラメタ
なし

戻り値
使用できるポートレット名称の一覧

例外
なし

getAvailablePortletTitlesgetAvailablePortletTitlesgetAvailablePortletTitlesgetAvailablePortletTitles

形式
public java.lang.String[] getAvailablePortletTitles()

機能
このクライアントで実際に画面上に表示していて使用できるポートレットタイ
トル名称の一覧を取得します。ポートレットグループを使用していない場合に
使用します。

パラメタ
なし

戻り値
使用できるポートレットタイトル名称の一覧

例外
なし

getDeviceCodegetDeviceCodegetDeviceCodegetDeviceCode

形式
public int getDeviceCode()

機能
クライアント種別を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
次のどれかの値が戻されます。

値 内容

LayoutCustomizeBean.HTML PCブラウザ用画面

LayoutCustomizeBean.CHTML iモード用画面

LayoutCustomizeBean.HDML EZweb用画面
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9.　カスタマイズに使用するライブラリ
例外
なし

getLayoutBeangetLayoutBeangetLayoutBeangetLayoutBean

形式
public LayoutBean getLayoutBean()

機能
標準画面レイアウトオブジェクトを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
LayoutBeanオブジェクト

例外
なし

getAvailableLayoutEntryBeansgetAvailableLayoutEntryBeansgetAvailableLayoutEntryBeansgetAvailableLayoutEntryBeans

形式
LayoutEntryBean[] getAvailableLayoutEntryBeans()

機能
このクライアントで選択できるレイアウトの LayoutEntryBeanの一覧を取得
します。

パラメタ
なし

戻り値
選択できるレイアウトの LayoutEntryBeanの一覧を返却します。このレイア
ウトには，ユーザが定義したレイアウト名称なしのレイアウトも含みます。
選択できるレイアウトが存在しない場合は，空配列を返却します。

例外
なし

getLayoutGroupgetLayoutGroupgetLayoutGroupgetLayoutGroup

形式
public java.lang.String[] getLayoutGroup()

機能
クライアントのレイアウトグループの一覧を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウトグループの一覧
「デフォルト」のレイアウトグループがある場合は，nullを配列に格納して返却
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します。

例外
なし

setLayoutBeansetLayoutBeansetLayoutBeansetLayoutBean

形式
public void setLayoutBean(LayoutBean layout)

機能
標準画面レイアウトオブジェクトを設定します。

パラメタ
layout - 設定する標準画面レイアウトオブジェクト

戻り値
なし 

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutBean

機能

一つのレイアウトカスタマイズ画面を構成する Beanです。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ
なし

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

int getArrangement() 強制ポートレットの配置を取得しま
す。

java.lang.String getBackgroundColor() 背景色を取得します。

int getGridMaxColumn() グリッド形式レイアウトの場合，最
大列数を取得します。

 int getGridMaxRow() グリッド形式レイアウトの場合，最
大行数を取得します。

LayoutBean[] getLayoutBeans() レイアウトオブジェクトのリストを
取得します。
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 int getLayoutCode() レイアウト形式を取得します。

java.lang.String getLayoutPattern() ユーザ登録形式の場合，レイアウト
パターン名を取得します。

int getPaddingSize() パディングのサイズを取得します。

PortletBean getPortletBeanByPortletID(java.lang.
String PortletID)

指定されたポートレット IDを持つ
PortletBeanを取得します。

PortletBean[] getPortletBeans() ポートレット群を取得します。

int getRowColumnMode() 行列形式のレイアウトの場合，行
ベースまたは列ベースのモードを取
得します。

int getRulerSize() ルーラーのサイズを取得します。

java.lang.String getSelectedColor() タブ形式の場合，選択したタブの色
を取得します。

java.lang.String getTitle() タブ形式の場合，タブ名称を取得し
ます。

java.lang.String getTitleColor() タイトル色を取得します。

boolean isForceTab() 強制編集画面で，強制タブかどうか
を判断します。

void setBackgroundColor(java.lang.String 
color)

背景色を設定します。

void setLayoutBeans(LayoutBean[] 
layoutbeans)

レイアウトオブジェクトのリストを
設定します。

void setLayoutCode(int layoutcode) レイアウト形式を設定します。

void setLayoutPattern(java.lang.String 
pattern)

ユーザ登録形式の場合，レイアウト
パターン名を設定します。

void setPaddingSize(int size) 行列形式，ユーザ登録形式，または
グリッド形式の場合に，パディング
のサイズを設定します。

void setParameter(Object key, Object 
value)

タブ形式，行列形式，またはグリッ
ド形式の場合，ポートレットを表示
する幅の画面分割比率を設定しま
す。

void setPortletBeans(PortletBean[] beans) ポートレット群を設定します。

void setRowColumnMode(int mode) 行列形式のレイアウトの場合，行
ベースまたは列ベースのモードを設
定します。

void setRulerSize(int size) ルーラーのサイズを設定します。

void setSelectedColor(java.lang.String 
color)

タブ形式の場合，選択したタブの色
を設定します。

void setTitle(java.lang.String name) タブ形式の場合，タブ名称を設定し
ます。

void setTitleColor(java.lang.String color) タイトル色を設定します。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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メソッドの説明

getArrangementgetArrangementgetArrangementgetArrangement

形式
public int getArrangement()

機能
強制ポートレットの配置を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
配置が左上：1
配置が左下：2
配置が右上：3
配置が右下：4

例外
なし

getBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColor

形式
public java.lang.String getBackgroundColor()

機能
背景色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
背景色を "#rrggbb"形式で返却します。

例外
なし

getGridMaxColumngetGridMaxColumngetGridMaxColumngetGridMaxColumn

形式
public int getGridMaxColumn()

機能
グリッド形式レイアウトの場合，最大列数を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
グリッド形式レイアウトの最大列数

例外
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なし

getGridMaxRowgetGridMaxRowgetGridMaxRowgetGridMaxRow

形式
public int getGridMaxRow()

機能
グリッド形式レイアウトの場合，最大行数を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
グリッド形式レイアウトの最大行数

例外
なし

getLayoutBeansgetLayoutBeansgetLayoutBeansgetLayoutBeans

形式
public LayoutBean[] getLayoutBeans()

機能
このレイアウト下のレイアウトオブジェクトのリストを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウトオブジェクトのリスト

例外
なし

getLayoutCodegetLayoutCodegetLayoutCodegetLayoutCode

形式
public int getLayoutCode()

機能
レイアウト形式を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウト形式に対応する値を返却します。
次のどれかの値が戻されます。

値 内容

LayoutCustomizeBean.Tab タブ形式

LayoutCustomizeBean.RowColumn 行列形式
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例外
なし

getLayoutPatterngetLayoutPatterngetLayoutPatterngetLayoutPattern

形式
public java.lang.String getLayoutPattern()

機能
ユーザ登録形式の場合，レイアウトパターン名を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ユーザ登録形式のレイアウトの場合，ユーザ登録形式のレイアウトパターン名
を取得します。
上記以外のレイアウトの場合，nullを返却します。

例外
なし

getPaddingSizegetPaddingSizegetPaddingSizegetPaddingSize

形式
public int getPaddingSize()

機能
パディングのサイズを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
行列形式，ユーザ登録形式，またはグリッド形式のレイアウトの場合，パディ
ングのサイズを取得します。
上記以外のレイアウトの場合，-1を返却します。

例外
なし

getPortletBeanByPortletIDgetPortletBeanByPortletIDgetPortletBeanByPortletIDgetPortletBeanByPortletID

LayoutCustomizeBean.Grid グリッド形式

LayoutCustomizeBean.Flow フロー形式

LayoutCustomizeBean.User ユーザ登録形式

LayoutCustomizeBean.CHTMLCard CHTMLカード形式

LayoutCustomizeBean.HDMLCard HDMLカード形式

値 内容
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形式
public PortletBean getPortletBeanByPortletID(java.lang.String 
PortletID)

機能
指定されたポートレット IDを持つ PortletBeanを取得します。

パラメタ
PortletID - ポートレット ID

戻り値
PortletIDに該当する PortletBeanオブジェクトを返却します。
PortletIDが nullの場合は，先頭の portletBeanオブジェクトを返却します。

例外
なし

getPortletBeansgetPortletBeansgetPortletBeansgetPortletBeans

形式
public PortletBean[] getPortletBeans()

機能
ポートレット群を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレット群

例外
なし

getRowColumnModegetRowColumnModegetRowColumnModegetRowColumnMode

形式
public int getRowColumnMode()

機能
行列形式のレイアウトの場合，行ベースまたは列ベースのモードを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
行列種別を返却します。
次のどちらかの値が戻されます。

値 内容

LayoutCustomizeBean.RowColumnModeRow 行列形式（列ベース）

LayoutCustomizeBean.RowColumnModeColumn 行列形式（行ベース）
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例外
なし

getRulerSizegetRulerSizegetRulerSizegetRulerSize

形式
public int getRulerSize()

機能
ルーラーのサイズを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
タブ形式のレイアウトの場合は，ルーラーのサイズを取得します。
上記以外の場合は，-1を返却します。

例外
なし

getSelectedColorgetSelectedColorgetSelectedColorgetSelectedColor

形式
public java.lang.String getSelectedColor()

機能
タブ形式の場合，選択したタブの色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
選択したタブの色を "#rrggbb"形式で返却します。

例外
なし

getTitlegetTitlegetTitlegetTitle

形式
public java.lang.String getTitle()

機能
タブ形式の場合，タブの名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
タブ名称

例外
なし
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getTitleColorgetTitleColorgetTitleColorgetTitleColor

形式
public java.lang.String getTitleColor()

機能
タイトル色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
タイトル色を "#rrggbb"形式で返却します。

例外
なし

isForceTabisForceTabisForceTabisForceTab

形式
public boolean isForceTab()

機能
強制編集画面で，強制タブかどうかを判断します。

パラメタ
なし

戻り値
true：強制タブの場合
false：強制タブでない場合

例外
なし

setBackgroundColorsetBackgroundColorsetBackgroundColorsetBackgroundColor

形式
public void setBackgroundColor(java.lang.String color)

機能
背景色を設定します。

パラメタ
color - 背景色
colorは #rrggbb形式で設定します。#rrggbb形式以外の場合，指定を無視しま
す。
背景色を標準配色に設定する場合は，nullを指定します。

戻り値
なし

例外
なし
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setLayoutBeanssetLayoutBeanssetLayoutBeanssetLayoutBeans

形式
public void setLayoutBeans(LayoutBean[] layoutbeans)

機能
このレイアウト下のレイアウトオブジェクトのリストを設定します。

パラメタ
layoutbeans - レイアウト下のレイアウトオブジェクトのリスト

戻り値
なし

例外
なし

setLayoutCodesetLayoutCodesetLayoutCodesetLayoutCode

形式
public void setLayoutCode(int layoutcode)

機能
レイアウト形式を設定します。

パラメタ
layoutcode - レイアウト種別

戻り値
なし

例外
なし

setLayoutPatternsetLayoutPatternsetLayoutPatternsetLayoutPattern

形式
public void setLayoutPattern(java.lang.String pattern)

機能
ユーザ登録形式の場合，レイアウトパターン名を設定します。

レイアウト種別 内容

LayoutCustomizeBeanTab タブ形式

LayoutCustomizeBean.RowColumn 行列形式

LayoutCustomizeBean.Grid グリッド形式

LayoutCustomizeBean.Flow フロー形式

LayoutCustomizeBean.User ユーザ登録形式

LayoutCustomizeBean.CHTMLCard CHTMLカード形式

LayoutCustomizeBean.HDMLCard HDMLカード形式
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パラメタ
pattern - レイアウトパターン名を設定します。
patternが null以外で，かつユーザ登録形式以外の場合，レイアウトパターン
名を設定しません。

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - パラメタに存在しないレイアウトパターン名を指
定した場合およびユーザ登録形式の場合に，nullを指定したとき。

setPaddingSizesetPaddingSizesetPaddingSizesetPaddingSize

形式
public void setPaddingSize(int size)

機能
行列形式，ユーザ登録形式，またはグリッド形式の場合，パディングのサイズ
を設定します。

パラメタ
size - パディングのサイズ
sizeに指定する値を次に示します。
• 指定サイズを設定するとき：0以上
• デフォルトサイズを設定する場合：-1

なお，sizeが 0以上で，かつ行列形式，ユーザ登録形式，またはグリッド形式
の場合，もしくは sizeが -1の場合は，指定を無視します。

戻り値
なし

例外
なし

setParametersetParametersetParametersetParameter

形式
public void setParameter(Object key,
                         Object value)

機能
タブ形式，行列形式，またはグリッド形式の場合，ポートレットを表示する幅
の比率を設定します。

パラメタ
key - 設定するパラメタ名称
value - 設定するパラメタ値
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戻り値
なし

例外
なし

setPortletBeanssetPortletBeanssetPortletBeanssetPortletBeans

形式
public void setPortletBeans(PortletBean[] beans)

機能
レイアウトに含まれるポートレット群を設定します。

パラメタ
beans - ポートレット群

戻り値
なし

例外
なし

setRowColumnModesetRowColumnModesetRowColumnModesetRowColumnMode

形式
public void setRowColumnMode(int mode)

機能
行列形式のレイアウトの場合，行ベースまたは列ベースのモードを設定します。

パラメタ
mode - 行列種別

戻り値
なし

例外

パラメタ 値 内容

key "sizes" レイアウトが行列形式，またはタブ形式のタブ内が行列形式の場合，各
列または各行の画面の分割比率を設定します。

"columnWidt
hs"

グリッド形式の場合，各行の画面の分割比率を設定します。

value "xx%,yy%,..." 画面を xx対 yyの割合で左右に分割します。コンマで区切って複数指定
できます。

行列種別 内容

LayoutCustomizeBean.RowColumnModeRow 行列形式（列ベース）

LayoutCustomizeBean.RowColumnModeColumn 行列形式（行ベース）
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なし

setRulerSizesetRulerSizesetRulerSizesetRulerSize

形式
public void setRulerSize(int size)

機能
タブ形式の場合，ルーラーのサイズを設定します。

パラメタ
size - ルーラーのサイズをドットで指定します。
-1の場合は，ルーラーのサイズを標準値に設定します。
sizeが 0以上でタブ形式以外である場合，または -1未満の場合は，指定を無視
します。

戻り値
なし

例外
なし

setSelectedColorsetSelectedColorsetSelectedColorsetSelectedColor

形式
public void setSelectedColor(java.lang.String color)

機能
タブ形式の場合，選択したタブの色を設定します。

パラメタ
color - 選択したタブの色
colorは #rrggbb形式で設定します。#rrggbb形式でタブ形式以外の場合，また
は #rrggbb形式以外の場合，指定を無視します。
選択したタブの色を標準配色に設定する場合は，nullを指定します。

戻り値
なし

例外
なし

setTitlesetTitlesetTitlesetTitle

形式
public void setTitle(java.lang.String name)

機能
タブ形式の場合，タブの名称を設定します。

パラメタ
name - タブ名称
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戻り値
なし

例外
なし

注意事項
IllegalArgumentException - パラメタに次のタブ名称を指定した場合，警告ロ
グ（KDPF11462）を出力します。
• 指定無し（nullまたは””（文字列なし））のタブ名
• 数字だけのタブ名
• 65文字以上のタブ名
•「-」「#」「'」以外の半角記号を含むタブ名
• 先頭の文字が半角記号のタブ名

setTitleColorsetTitleColorsetTitleColorsetTitleColor

形式
public void setTitleColor(java.lang.String color)

機能
タイトル色を設定します。

パラメタ
color - タイトル色
colorは #rrggbb形式で設定します。#rrggbb形式以外の場合，指定を無視しま
す。
タイトルの色を標準配色に設定する場合は，nullを指定します。

戻り値
なし

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutCustomize
Bean

機能

カスタマイズ機能を使用する画面の JSPから呼び出される Beanです。

Beanの項目

宣言
<jsp:useBean id="databean" 
class="jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutCu
stomizeBean"
scope="session"/>
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対象スコープ
session

フィールド一覧

フィールド形式 フィールドの説明

Tab レイアウト形式の「タブ形式」を示します。

RowColumn レイアウト形式の「行列形式」を示します。

Grid レイアウト形式の「グリッド形式」を示しま
す。

Flow レイアウト形式の「フロー形式」を示します。

HDMLCard レイアウト形式の「HDMLカード形式」を示
します。

CHTMLCard レイアウト形式の「CHTMLカード形式」を示
します。

User レイアウト形式の「ユーザ登録形式」を示しま
す。

RowColumnModeRow 行列種別の「列ベース」を示します。

RowColumnModeColumn 行列種別の「行ベース」を示します。

HTML デバイス種別の「PCブラウザ用画面」を示し
ます。

CHTML デバイス種別の「iモード用画面」を示します。

HDML デバイス種別の「EZweb用画面」を示します。

STYLE_TITLE スタイル種別の「タイトル付き」を示します。

STYLE_FRAME スタイル種別の「タイトルなし・枠付き」を示
します。

STYLE_NONE スタイル種別の「タイトルなし・枠なし」を示
します。

STYLE_COLOR_BACKGROUND スタイル色の「ポートレット背景色」を示しま
す。

STYLE_COLOR_TITLE スタイル色の「タイトル背景色」を示します。

STYLE_COLOR_TAB スタイル色の「選択中の背景色」を示します。

STYLE_COLOR_BORDER スタイル色の「枠色」を示します。

STYLE_SIZE_RULER スタイルサイズの「ルーラー」を示します。

STYLE_SIZE_PADDING スタイルサイズの「ポートレット間隔」を示し
ます。

STYLE_SIZE_BORDER スタイルサイズの「枠幅」を示します。

MOVE_UP 方向の「上」を示します。

MOVE_DOWN 方向の「下」を示します。

MOVE_LEFT 方向の「左」を示します。

MOVE_RIGHT 方向の「右」を示します。
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メソッドの一覧

MODE_ADMIN ポータルの管理者を示します。

MODE_SECTION 部門管理者を示します。

MODE_USER 利用者を示します。

ARRANGEMENT_LEFTUP 配置の左上を示します。

ARRANGEMENT_LEFTDOWN 配置の左下を示します。

ARRANGEMENT_RIGHTUP 配置の右上を示します。

ARRANGEMENT_RIGHTDOWN 配置の右下を示します。

MODE_FORCE 強制編集モードを示します。

MODE_FORCETAB 強制タブモードを示します。

戻り値のデータ型 メソッド 説明

void changeForce() ファイル編集中の場合に，現在編集中
のレイアウトを強制表示タブレイアウ
トに切り替えます。すでに切り替わっ
ている場合は何もしません。

void changeForce(int iForceMode) ファイル編集中の場合に，現在編集中
のレイアウトを指定された強制レイア
ウトに切り替えます。すでに切り替
わっている場合は何もしません。

void changeNormal() ファイル編集中の場合に，現在編集中
の強制表示タブレイアウトを通常表示
レイアウトに切り替えます。すでに切
り替わっている場合は何もしません。

java.lang.String getApplyURL() ［レイアウト編集画面］でレイアウト情
報を更新するときの URLを取得しま
す。

java.lang.String getCancelURL() ［レイアウト編集画面］でレイアウト情
報を更新しないで，通常の画面に戻る
ときの URLを取得します。

void getContents() 現在設定しているカスタマイズ情報を
取得します。

java.lang.String getDefaultURL() ［レイアウト編集画面］で現在のレイア
ウト情報を標準の設定に戻すときの
URLを取得します。

DeviceBean[] getDeviceBeans() すべてのクライアントの画面構成オブ
ジェクトを取得します。

DeviceBean getEditDeviceBean() 現在編集中の DeviceBeanオブジェク
トを取得します。

int getEditDeviceCode() 現在編集中のクライアント種別を取得
します。

フィールド形式 フィールドの説明
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java.lang.String getEditLayoutGroup() 現在編集中のレイアウトグループ名称
を取得します。

java.lang.String getEditPSMLPath() 現在編集中のポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のパスを
取得します。

java.lang.String[] getErrorMessages() カスタマイズ操作によるエラーメッ
セージを取得します。

int getForceMode() 現在の強制モードを取得します。

java.lang.String getForceTabName() 管理者が強制表示タブを編集中の場合，
強制表示タブを取得します。

java.lang.String getHomeURL() ［レイアウト編集画面］でレイアウト情
報を更新し，通常の画面に戻るときの
URLを取得します。

LayoutCustomizeUti
l

getLayoutCustomizeUtil() カスタマイズで使用するライブラリを
取得します。

java.lang.String getLayoutID() 部門管理者のレイアウトグループ ID
を取得します。

java.lang.String[][] getLayoutPatterns() 登録されているレイアウトパターンの
名称と表示名称のリストを取得します。

int getMaxColumn() 表示できる最大列数を取得します。

int getMaxRow() 表示できる最大行数を取得します。

int getMode() 現在のモードを取得します。

PortletGroupBean[] getPortletGroupBeans() ポートレットグループの一覧を取得し
ます。

PortletGroupBean[] getRootPortletGroupBean() 最上位のポートレットグループの配列
を取得します。

java.lang.String getSelectedTabName() 各利用者のホーム画面で表示している
タブ名称を取得します。

void initBean(ServletRequest 
request,boolean adminmode)

［レイアウト編集画面］以外で Beanを
初期化します。

boolean isAdminMode() 管理者用レイアウトカスタマイズ画面
であるかを判定します。

boolean isForceLayout() ファイル編集中の場合に現在編集中の
レイアウトが強制表示レイアウトであ
ることを表示します。

void setChangeLayoutGroup(java.lang.
String layoutGroupName)

現在編集中のレイアウトグループ名称
を別の名称に変更します。

void setContents() 現在設定しているカスタマイズ情報を
保存します。

void setDeviceBeans(DeviceBean [] 
setDeviceBeans)

すべてのクライアント画面構成オブ
ジェクトのリストを設定します。ただ
し，このメソッドは推奨いたしません。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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メソッドの説明

changeForcechangeForcechangeForcechangeForce

形式
public void changeForce()

機能
ファイル編集中の場合に，現在編集中のレイアウトを強制表示タブレイアウト
に切り替えます。すでに切り替わっている場合は何もしません。

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
IllegalStateException - 部門管理者の場合で，現在設定しているカスタマイズ情
報がディスクまたはディレクトリに存在しない場合

changeForcechangeForcechangeForcechangeForce

形式
public void changeForce(int iForceMode)

機能
ファイル編集中の場合に，現在編集中のレイアウトを指定された強制レイアウ
トに切り替えます。すでに切り替わっている場合は何もしません。

パラメタ
iForceMode
1：強制タブレイアウトに切り替えます。

void setEditDeviceCode(int deviceCode) 現在編集中のクライアント種別を設定
します。

void setEditLayoutGroup(java.lang.Stri
ng layout)

現在編集中のレイアウトグループ名称
を設定します。

void setEditPSMLPath(java.lang.String 
path)

現在編集中のポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のパスを
設定します。

void setRemoveLayoutGroup(java.lang.
String layoutGroupName)

レイアウトグループを削除します。

void setSelectedLayoutList(java.util.Vec
tor lv)

このデバイス Beanが取得している選
択済みのレイアウトの一覧を設定しま
す。

void setSelectedTabName(java.lang.Stri
ng selectedTabName)

各利用者のホーム画面で現在選択中の
タブ名称を設定します。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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2：強制編集レイアウトに切り替えます。

戻り値
なし

例外
IllegalStateException - 部門管理者の場合で，現在設定しているカスタマイズ情
報がディスクまたはディレクトリに存在しない場合

changeNormalchangeNormalchangeNormalchangeNormal

形式
public void changeNormal()

機能
ファイル編集中の場合に，現在編集中の強制表示タブレイアウトを通常表示レ
イアウトに切り替えます。すでに切り替わっている場合は何もしません。

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
IllegalStateException - 部門管理者の場合で，現在設定しているカスタマイズ情
報がディスクまたはディレクトリに存在しない場合

getApplyURLgetApplyURLgetApplyURLgetApplyURL

形式
public java.lang.String getApplyURL()

機能
［レイアウト編集画面］でレイアウト情報を更新するときの URLを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
［設定完了］をクリックしたときの URL
［レイアウト編集画面］以外では nullを返却します。

例外
なし

getCancelURLgetCancelURLgetCancelURLgetCancelURL

形式
public java.lang.String getCancelURL()

機能
［レイアウト編集画面］でレイアウト情報を更新しないで，通常の画面に戻ると
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きの URLを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウト情報を更新しないで，通常の画面に戻るときの URL
［レイアウト編集画面］以外では nullを返却します。

例外
なし

getContentsgetContentsgetContentsgetContents

形式
public void getContents()

機能
現在設定しているカスタマイズ情報をディスクまたはディレクトリ上から取得
します。
isAdminMode()が trueの場合
次の設定後このメソッドを呼び出します。
1. 取得対象のクライアントの設定：setEditDeviceCode(int)
2. 取得対象のパスの設定：setEditPSMLPath(java.lang.String)
3. 取得対象のレイアウトコードの設定：

setEditLayoutGroup(java.lang.String)

isAdminMode()が falseの場合
取得対象のクライアントの設定を setEditDeviceCode(int)に設定後，このメ
ソッドを呼び出します。
　
なお，取得したカスタマイズ情報が不正な場合，次の表に示す補正が行われま
す。

条件 補正方法 ログ

レイアウト形式が［ユーザ登録形式］でレイ
アウトパターンが無効な場合

レイアウト形式を［行列形式
（列ベース）］にします。

KDPF33001-W

選択済みのポートレットが存在しない場合 ポートレット（PortletBean）は
作成しません。

KDPF33001-W

選択済みのポートレットに対してアクセス権
がない場合

ポートレット（PortletBean）は
作成しません。

KDPF33001-W

レイアウト形式が［ユーザ登録形式］で，選
択済みのポートレットのサイズとレイアウト
パターンの列幅サイズが異なる場合

ポートレット（PortletBean）は
作成しません。

KDPF33001-W

一つの行内にポートレットが存在しない場合 ポートレットが存在しない行
（LayoutBean）は作成しませ
ん。

－
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パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
IllegalStateException - 部門管理者の場合で，現在設定しているカスタマイズ情
報がディスクまたはディレクトリに存在しない場合

getDefaultURLgetDefaultURLgetDefaultURLgetDefaultURL

形式
public java.lang.String getDefaultURL()

機能
［レイアウト編集画面］で現在のレイアウト情報を標準の設定に戻すときの
URLを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
［標準に戻す］をクリックしたときの URL
［レイアウト編集画面］以外では nullを返却します。

例外
なし

getDeviceBeansgetDeviceBeansgetDeviceBeansgetDeviceBeans

形式
public DeviceBean[] getDeviceBeans()

機能
すべてのクライアントの画面構成オブジェクトを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
DeviceBeanクラスのリスト

例外
なし

getEditDeviceBeangetEditDeviceBeangetEditDeviceBeangetEditDeviceBean

形式
public DeviceBean getEditDeviceBean()

機能
現在編集中の DeviceBeanオブジェクトを取得します。
440



9.　カスタマイズに使用するライブラリ
パラメタ
なし

戻り値
現在編集中の DeviceBeanオブジェクト

例外
なし

getEditDeviceCodegetEditDeviceCodegetEditDeviceCodegetEditDeviceCode

形式
public int getEditDeviceCode()

機能
現在編集中のクライアント種別を取得します。［適用］，［戻る］，および［標準
に戻す］で処理されるクライアント種別は，public int getEditDeviceCode()で
得られるクライアント種別のレイアウト情報です。デフォルトでは
LayoutCustomizeBean.HTMLを設定しています。

パラメタ
なし

戻り値

例外
なし

getEditLayoutGroupgetEditLayoutGroupgetEditLayoutGroupgetEditLayoutGroup

形式
public java.lang.String getEditLayoutGroup()

機能
現在編集中のレイアウトグループ名称を取得します。
例えば，次のファイルを編集中の場合，"layout1"を返却します。
C:¥portal¥webapp¥psml¥group¥layout1

パラメタ
なし

戻り値
レイアウトグループ名称
ファイルの編集中でない場合，nullを返却します。

例外

値 内容

LayoutCustomizeBean.HTML PCブラウザ用画面

LayoutCustomizeBean.CHTML iモード用画面

LayoutCustomizeBean.HDML EZweb用画面
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なし

getEditPSMLPathgetEditPSMLPathgetEditPSMLPathgetEditPSMLPath

形式
public java.lang.String getEditPSMLPath()

機能
現在編集中のポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパスを取得
します。
例：C:¥portal¥webapp¥psml

パラメタ
なし

戻り値
管理者用レイアウトカスタマイズ画面の場合：ポートレット配置情報ファイル
（PSMLファイル）のパス
最初に呼び出したときは，ポータルプロジェクト上のポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のパスを返却します。ポートレット配置情報ファ
イルのパスは void setEditPSMLPathメソッドで変更できます。
利用者用レイアウトカスタマイズ画面の場合：null

例外
なし

getErrorMessagesgetErrorMessagesgetErrorMessagesgetErrorMessages

形式
public java.lang.String[] getErrorMessages()

機能
カスタマイズ操作によるエラーメッセージを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
エラーメッセージ
エラーが発生しなかった場合は nullを返却します。

例外
なし

getForceModegetForceModegetForceModegetForceMode

形式
public int getForceMode()

機能
現在の強制モードを取得します。

パラメタ
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なし

戻り値
強制タブモード：0
強制編集モード：1
上記以外：-1

例外
なし

getForceTabNamegetForceTabNamegetForceTabNamegetForceTabName

形式
public java.lang.String getForceTabName()

機能
管理者が強制表示タブを編集中の場合，強制表示タブを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
強制表示タブが設定されており，管理者が強制表示タブを編集中の場合：強制
表示タブのタブ名称
上記以外の場合：null

例外
なし

getHomeURLgetHomeURLgetHomeURLgetHomeURL

形式
public java.lang.String getHomeURL()

機能
［レイアウト編集画面］でレイアウト情報を更新し，カスタマイズ画面から通常
の画面に戻るときの URLを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
［レイアウト編集画面］から通常の画面に戻るときのURL
［レイアウト編集画面］以外では，nullを返却します。

例外
なし

getLayoutCustomizeUtilgetLayoutCustomizeUtilgetLayoutCustomizeUtilgetLayoutCustomizeUtil

形式
public LayoutCustomizeUtil getLayoutCustomizeUtil()
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機能
カスタマイズで使用するライブラリを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
カスタマイズのライブラリクラス

例外
なし

getLayoutIDgetLayoutIDgetLayoutIDgetLayoutID

形式
public java.lang.String getLayoutID()

機能
部門管理者のレイアウトグループ IDを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
部門管理者のレイアウトグループ ID
ただし，部門管理者のレイアウトグループの種類が "default"の場合（部門管理
者がレイアウトグループに属していない場合）は，nullを返却します。

例外
なし

getLayoutPatternsgetLayoutPatternsgetLayoutPatternsgetLayoutPatterns

形式
public java.lang.String[][] getLayoutPatterns()

機能
登録されているレイアウトパターンの名称と表示名称のリストを取得します。
取得の設定は次のようになっています。
• java.lang.String[][0]：レイアウトパターンの名称
• java.lang.String[][1]：レイアウトパターンの表示名称

パラメタ
なし

戻り値
Controllers.xmlファイルに設定されている場合：レイアウトパターンの名称と
レイアウトパターンの表示名称のリスト
Controllers.xmlファイルを設定していない場合：null

例外
なし
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getMaxColumngetMaxColumngetMaxColumngetMaxColumn

形式
public int getMaxColumn()

機能
表示できる最大列数を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
Controllers.xmlファイルに設定されている場合：0以上
上記以外の場合：-1

例外
なし

getMaxRowgetMaxRowgetMaxRowgetMaxRow

形式
public int getMaxRow()

機能
表示できる最大行数を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
Controllers.xmlファイルに設定されている場合：0以上
上記以外の場合：-1

例外
なし

getModegetModegetModegetMode

形式
public int getMode()

機能
現在のモードを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
システム管理者：0
部門管理者：1
利用者：2
上記以外：-1

例外
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なし

getPortletGroupBeansgetPortletGroupBeansgetPortletGroupBeansgetPortletGroupBeans

形式
public PortletGroupBean[] getPortletGroupBeans()

機能
ポートレットグループのリストを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットグループ一覧

例外
なし

getRootPortletGroupBeangetRootPortletGroupBeangetRootPortletGroupBeangetRootPortletGroupBean

形式
public PortletGroupBean[] getRootPortletGroupBean()

機能
最上位のポートレットグループの配列を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
最上位のポートレットグループの配列を返却します。
ポートレットグループが存在しない場合は，空配列を返却します。

例外
EmPowermentException - リポジトリへの接続に失敗した場合

getSelectedTabNamegetSelectedTabNamegetSelectedTabNamegetSelectedTabName

形式
public java.lang.String getSelectedTabName()

機能
各ユーザのホーム画面で表示しているタブ名称を取得します。［レイアウト編集
画面］で，PCブラウザ用のレイアウト形式に［タブ形式］を使用しており，現
在のホーム画面で選択中のタブを取得したい場合に使用します。カスタマイズ
Beanによるレイアウトのカスタマイズ実行前に必ず取得してください。［レイ
アウト編集画面］以外でカスタマイズ Beanを使用する場合は，getContentを
実行したあとで呼び出してください。

パラメタ
なし

戻り値
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ホーム画面で現在選択しているタブ名称
タブ形式でない場合，および強制表示タブが選択されている場合は，nullを返
却します。

例外
なし

initBeaninitBeaninitBeaninitBean

形式
public void initBean(ServletRequest request,
                    boolean adminmode)

機能
［レイアウト編集画面］以外で Beanを初期化します。

パラメタ
request - JSPに渡された ServletRequestオブジェクト
adminmode - true：システム管理者用，false：ポータル利用者用

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - パラメタに nullを指定した場合

isAdminModeisAdminModeisAdminModeisAdminMode

形式
public boolean isAdminMode()

機能
管理者用レイアウトカスタマイズ画面であるかを判定します。

パラメタ
なし

戻り値
true：管理者用レイアウトカスタマイズ画面の場合
false：利用者用レイアウトカスタマイズ画面の場合

例外
なし

isForceLayoutisForceLayoutisForceLayoutisForceLayout

形式
public boolean isForceLayout()

機能
ファイル編集中の場合に現在編集中のレイアウトが強制表示レイアウトである
ことを表示します。

パラメタ
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なし

戻り値
true：強制表示レイアウトである
false：強制表示レイアウトでない，または編集中である

例外
なし

setChangeLayoutGroupsetChangeLayoutGroupsetChangeLayoutGroupsetChangeLayoutGroup

形式
public void setChangeLayoutGroup(java.lang.String 
layoutGroupName)

機能
現在編集中のレイアウトグループ名称を別の名称に変更します。
レイアウトグループ名称は getEditLayoutGroup()メソッドで取得できるレイア
ウトグループ名称です。getEditLayoutGroup()メソッドについては，
「LayoutCustomizeBeanクラス」の「getEditLayoutGroup」を参照してくだ
さい。

パラメタ
layoutGroupName - 変更後のレイアウトグループ名称

戻り値
なし

例外
なし

setContentssetContentssetContentssetContents

形式
public void setContents()

機能
現在設定しているカスタマイズ情報を保存します。
システム管理者が設定している情報は，ディスクに保存します。
また，ポータル利用者が設定している情報は，ディレクトリの情報を更新
します。ディレクトリへの書き込みは，ログアウトが行われた時に発生します。
isAdminMode()が trueの場合
次の設定後，このメソッドを呼び出します。
1. 保存対象のクライアントの設定：setEditDeviceCode(int)
2. 保存対象のパスの設定：setEditPSMLPath(java.lang.String)
3. 保存対象のレイアウトグループの設定：

setEditLayoutGroup(java.lang.String)
4. 保存対象のレイアウトグループ名称を変更する場合，変更後レイアウトグ
ループの設定：setChangeLayoutGroup(java.lang.String)

5. パラメタの設定：LayoutBean.setParameter(Object, Object)
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保存対象のレイアウト情報（DeviceBean）のレイアウト形式
(LayoutBean.getLayoutCode) が次の場合だけ必要です。
行列形式：LayoutCustomizeBean.RowColumn
グリッド形式：LayoutCustomizeBean.Grid

6. 保存対象のレイアウト情報の設定：setDeviceBean(DeviceBean[])

isAdminMode()が falseの場合
次の設定後，このメソッドを呼び出します。
1. 保存対象のクライアントの設定：setEditDeviceCode(int)
2. パラメタの設定：LayoutBean.setParameter(Object, Object)
保存対象のレイアウト情報（DeviceBean）のレイアウト形式
(LayoutBean.getLayoutCode) が次の場合だけ必要です。
行列形式：LayoutCustomizeBean.RowColumn
グリッド形式：LayoutCustomizeBean.Grid

3. 保存対象のレイアウト情報の設定：setDeviceBean(DeviceBean[])

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
なし

setDeviceBeanssetDeviceBeanssetDeviceBeanssetDeviceBeans

形式
public void setDeviceBeans(DeviceBean [] setDeviceBeans)

機能
すべてのクライアント画面構成オブジェクトのリストを設定します。ただし，
このメソッドは推奨いたしません。

パラメタ
setDeviceBeans - すべてのクライアント画面構成オブジェクトのリスト

戻り値
なし

例外
なし

setEditDeviceCodesetEditDeviceCodesetEditDeviceCodesetEditDeviceCode

形式
public void setEditDeviceCode(int deviceCode)

機能
現在編集中のクライアント種別を設定します。例えば，クライアント種別のド
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ロップダウンリストと［変更］を作成して，ユーザが異なるクライアントの編
集を選択した場合に，クライアントを再設定します。クライアント種別は必ず
設定します。デフォルトでは，LayoutCustomizeBean.HTMLを設定します。

パラメタ
deviceCode - クライアント種別

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalArgumentException

setEditLayoutGroupsetEditLayoutGroupsetEditLayoutGroupsetEditLayoutGroup

形式
public void setEditLayoutGroup(java.lang.String layout)

機能
現在編集中のレイアウトグループ名称を設定します。引数の指定によって，編
集するコンテンツが異なります。XXXXはHTMLなどのクライアント種別を示
します。
引数が nullの場合：C:¥portal¥webapp¥psml¥homeXXXX.psml
引数が null以外の場合（"layout1"）：
C:¥portal¥webapp¥psml¥group¥layout1¥homeXXXX.psml

パラメタ
layout - 読み込むファイルのレイアウトグループ
nullの場合，getEditPSMLPathメソッドで取得したディレクトリ直下のポー
トレット配置情報ファイル（PSMLファイル）を取得します。
getEditPSMLPathメソッドの結果が nullでない場合だけ有効です。

戻り値
なし

例外
なし

setEditPSMLPathsetEditPSMLPathsetEditPSMLPathsetEditPSMLPath

形式
public void setEditPSMLPath(java.lang.String path)

クライアント種別 説明

LayoutCustomizeBean.HTML PCブラウザ用画面

LayoutCustomizeBean.CHTML iモード用画面

LayoutCustomizeBean.HDML EZweb用画面

上記以外 例外が発生します。
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機能
現在編集中のポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパスを設定
します。
例：C:¥portal¥webapp¥psml

パラメタ
path - 編集するポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパス
nullを指定した場合，現在のポータルプロジェクトのポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のパスが設定されます。

戻り値
なし

例外
なし

setRemoveLayoutGroupsetRemoveLayoutGroupsetRemoveLayoutGroupsetRemoveLayoutGroup

形式
public void setRemoveLayoutGroup(java.lang.String 
layoutGroupName)

機能
レイアウトグループを削除します。

パラメタ
layoutGroupName - 削除するレイアウトグループ名称

戻り値
なし

例外
なし

setSelectedLayoutListsetSelectedLayoutListsetSelectedLayoutListsetSelectedLayoutList

形式
public void setSelectedLayoutList(java.util.Vector lv)

機能
このデバイス Beanが取得している選択済みのレイアウトの一覧を設定します。
• 追加の場合
追加するレイアウトはポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）か
ら読み込みます。
合成位置は，管理者が定義したレイアウトの表示順序に従います。ユーザ定
義しかない場合は，常に管理者が定義したレイアウトの方が前に設定されま
す。行列形式に追加する場合は，タブが付加され合成されます。

• 削除の場合
レイアウトを削除します。
元のレイアウトが１個になり，管理者が定義したレイアウトでタブ形式以外
の場合は，タブが取り除かれます。
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• 例
layout1（未選択），layout2（選択），layout3（未選択），layout4（選択）
layout1（選択），layout2（選択）
この場合，
layout1は，（未選択）→（選択）のため，ファイルから情報を読み込み，合
成します。先頭に追加されます。
layout2は，（選択）→（選択）のため，何もしません（情報を更新しない）。
layout3は，（未選択）→（未選択）のため何もしません。
layout4は，（選択）→（未選択）のため削除します。
上記を合成していきますが，最後に配色を合成します。配色は従来から指定
されていたものを優先します。

パラメタ
lv - 選択したレイアウト（nullは指定しないでください）

戻り値
なし

例外
なし

setSelectedTabNamesetSelectedTabNamesetSelectedTabNamesetSelectedTabName

形式
public void setSelectedTabName(java.lang.String 
selectedTabName)

機能
各利用者のホーム画面で現在選択中のタブ名称を設定します。
PCブラウザ用のレイアウト形式にタブ形式を使用していて，現在ホーム画面で
選択中のタブを変更したい場合に使用します。カスタマイズ Beanによるレイ
アウトのカスタマイズ実行前に必ず取得してください。［レイアウト編集画面］
以外でこのメソッドを使用する場合，getContentメソッド実行後に呼び出して
ください。

パラメタ
selectedTabName - 各利用者のホーム画面で選択中のタブ名称を設定します。

戻り値
なし

例外
なし

注意事項
タブ形式の場合，設定してください。
タブ形式以外の場合は，設定が無効となります。また，タブ名称を nullに指定
した場合も設定が無効となります。設定が無効となった場合は，前回表示して
いたタブ名称を表示します。
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jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutCustomize
Util

機能

［レイアウト編集画面］の JSPで使用するライブラリです。

LayoutCustomizeBean.getLayoutCustomizeUtil()メソッドを使用して取得します。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ
なし

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

void addLayoutGroup(java.la
ng.String 
layoutgroupname)

指定したレイアウトグルー
プを追加します。

boolean addPortletForGrid(int 
columnno, int rowno, 
java.lang.String portlet, 
LayoutBean lb)

グリッド形式の場合，指定
した位置にポートレットを
追加します。

int addPortletsForColumn(i
nt lineno, 
java.lang.String[] 
portlets, LayoutBean lb)

指定した列にポートレット
を追加します。

int addPortletsForRow(int 
lineno, 
java.lang.String[] 
portlets, LayoutBean lb)

指定した行にポートレット
を追加します。

int addTab(java.lang.String 
tabname, int pos)

タブ形式の場合，指定した
位置の後ろにタブを追加し
ます。

void changeArrangement(int 
iArrangement, 
LayoutBean lb)

強制ポートレットの配置を
変更します。

void changeColor(int 
stylecode, 
java.lang.String color)

スタイルの色を変更しま
す。

void changeLayoutCode(int 
layoutcode)

レイアウト形式を変更しま
す。
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メソッドの説明

addLayoutGroupaddLayoutGroupaddLayoutGroupaddLayoutGroup

void changeLayoutPattern(ja
va.lang.String pattern, 
LayoutBean lb)

ユーザ登録形式のレイアウ
トパターンを変更します。

void changeRowColumnMod
e(int mode, LayoutBean 
lb)

行列形式の行ベースまたは
列ベースのモードを変更し
ます。

void changeSize(int 
stylecode, int size)

スタイルのサイズを変更し
ます。

void changeStyle(int 
stylecode)

スタイル種別を変更しま
す。

java.lang.String getColor(int stylecode) スタイルに設定されている
色を取得します。

LayoutBean getEditLayoutBean() 編集中の LayoutBeanオ
ブジェクト取得します。

LayoutBean getEditLayoutBean(Lay
outBean lb, 
java.lang.String title)

指定したタブ内の
LayoutBeanオブジェクト
を取得します。

int getSize(int stylecode) スタイルに設定されている
サイズを取得します。

int getStyle() スタイル種別を取得しま
す。

boolean isSelectedPortlet(java.la
ng.String portlet, 
LayoutBean lb)

指定したポートレットが追
加済みであることを示しま
す。

int movePortlet(java.lang.S
tring portletID, int 
movecode, LayoutBean 
lb)

指定したポートレットを移
動します。

int moveTab(java.lang.Stri
ng tabname, int 
movecode)

タブ形式の場合，指定した
タブを移動します。

void removeForceTab() 強制タブを編集中の場合，
強制タブを削除します。

boolean removePortlet(java.lang
.String portletID, 
LayoutBean lb)

指定したポートレットを削
除します。

boolean removePortlets(int 
lineno, LayoutBean lb)

行列形式の場合，指定した
行または列に配置されてい
るポートレットをすべて削
除します。

boolean removeTab(java.lang.St
ring tabname)

タブ形式の場合，指定した
タブを削除します。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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形式
public void addLayoutGroup(java.lang.String layoutgroupname)

機能
指定したレイアウトグループを追加します。

パラメタ
layoutgroupname - 追加するレイアウトグループ名
パラメタ layoutgroupnameに存在しないレイアウトグループ名を指定します。
レイアウトグループ名称で指定できるレイアウトグループ名は，先頭が英字で，
２文字目以降が半角の英数字です。なお，大文字・小文字を区別しません。ま
た，存在するレイアウトグループ名は指定できません。

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalStateException - レイアウトグループを追加できない場合
• パラメタ layoutgroupnameに，存在するレイアウトグループを指定した
• パラメタ layoutgroupnameに，不正なレイアウトグループ名を指定した
• 管理者モードでない
• ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパスが指定されていな
い

• ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）が作成できない

addPortletForGridaddPortletForGridaddPortletForGridaddPortletForGrid

形式
public boolean addPortletForGrid(int columnno,
                               int rowno,
                               java.lang.String portlet,
                               LayoutBean lb)

機能
グリッド形式の場合，指定した位置にポートレットを追加します。

パラメタ
columnno - 列番号
グリッド形式で 1から始まる列番号を指定します。
rowno - 行番号
グリッド形式で 1から始まる行番号を指定します。
portlet - 追加するポートレットのポートレット名
lb - 追加対象の LayoutBeanオブジェクト
LayoutBeanオブジェクトには，グリッド形式で，編集中の LayoutBeanを指
定します。

戻り値
true：追加
false：未追加
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なお，次の場合は，ポートレットを追加しないで falseを返却します。
• 存在しない行番号または列番号を指定した場合
• 追加済みのポートレットを指定した場合
• 存在しないポートレット名を指定した場合

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• columnnoに，指定できない値を指定した場合
• rownoに，指定できない値を指定した場合
• lbに，グリッド形式以外の不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

addPortletsForColumnaddPortletsForColumnaddPortletsForColumnaddPortletsForColumn

形式
public int addPortletsForColumn(int lineno,
                                java.lang.String[] portlets,
                                LayoutBean lb)

機能
指定した列にポートレットを追加します。

パラメタ
lineno - 列番号
linenoに指定する値を次に示します。
• 行列形式（列ベース）：1から始まる列番号
• ユーザ登録形式：1から始まる列番号
• グリッド形式：最大列数 +1
• フロー形式：1
• カード形式（CHTML）：1
• カード形式（HDML）：1

なお，存在しない列番号を指定した場合は，新規に列を作成してポートレット
を追加します。また，存在しないポートレット名を指定した場合，および追加
済みのポートレットを指定した場合は，そのポートレットは追加されません。
ユーザ登録形式の場合，指定された列に設定されているサイズと異なるサイズ
のポートレットを指定すると，そのポートレットは追加しません。
グリッド形式の場合，linenoには 
(LayoutCustomizeUtil.getEditLayoutBean().getGridMaxColumn()で取得した
値 +1)を指定します。
　
portlets - 追加するポートレットのポートレット名のリスト
　
lb - 追加対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
• タブ形式以外：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：タブ内の LayoutBean
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戻り値
追加した列の位置
未追加の場合は -1を返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• linenoに，指定できない値を指定した場合
• lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

addPortletsForRowaddPortletsForRowaddPortletsForRowaddPortletsForRow

形式
public int addPortletsForRow(int lineno,
                            java.lang.String[] portlets,
                            LayoutBean lb)

機能
指定した行にポートレットを追加します。

パラメタ
lineno - 行番号
linenoに指定する値を次に示します。
• 行列形式（行ベース）：1から始まる行番号
• グリッド形式：最大行数 +1

存在しない行番号を指定した場合は，新規に行を作成しポートレットを追加し
ます。存在しないポートレット名を指定した場合，および，追加済みのポート
レットを指定した場合は，そのポートレットは追加しません。
グリッド形式の場合は，linenoに 
(LayoutCustomizeUtil.getEditLayoutBean().getGridMaxRow()で取得した値
+1)を指定します。
　
portlets - 追加するポートレットのポートレット名のリスト
　
lb - 追加対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
• タブ形式以外：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：タブ内の LayoutBean

戻り値
- 追加した行の位置
未追加の場合は，-1を返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• linenoに，指定できない値を指定した場合
• lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合
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addTabaddTabaddTabaddTab

形式
public int addTab(java.lang.String tabname,
                   int pos)

機能
タブ形式の場合，指定した位置の後ろにタブを追加します。

パラメタ
tabname - 追加するタブ名
tabnameには，存在しないタブ名を指定します
　
pos - 追加位置
posには，1から始まるタブ位置を指定します。新規にタブを追加する場合は，
1を指定します。

戻り値
- 追加したタブの位置
未追加の場合は，-1を返却します。
なお，存在するタブ名を指定した場合はタブを追加しないで，エラーログ
（KDPF11461-E）を出力し，-1を返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - tabnameに nullまたは次の不正なタブ
名を指定した場合，および posに指定できない値を指定した場合
• 指定無し（nullまたは””（文字列なし））のタブ名
• 65文字以上のタブ名
• 数字だけのタブ名
•「-」「#」「'」以外の半角記号を含むタブ名
• 先頭の文字が半角記号のタブ名

java.lang.IllegalStateException - タブ形式以外の場合

注意事項
指定した追加位置にタブが存在しない場合は，最後に追加します。この場合，
タブ内のレイアウトは「行列形式（列ベース）」となります。指定した位置のタ
ブ内のレイアウトと同じレイアウトでタブを作成します。

changeArrangementchangeArrangementchangeArrangementchangeArrangement

形式
public void changeArrangement(int iArrangement,
                               LayoutBean lb)

機能
強制ポートレットの配置を指定した配置に変更します。

パラメタ
iArrangement - 強制ポートレットの配置
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パラメタ iArrangementには，次の値を指定します。
1. LayoutCustomizeBean.ARRANGEMENT_LEFTUP
2. LayoutCustomizeBean. ARRANGEMENT_LEFTDOWN
3. LayoutCustomizeBean. ARRANGEMENT_RIGHTUP

LayoutCustomizeBean. ARRANGEMENT_RIGHTDOWN
　

lb - 変更対象の LayoutBean

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalStateException - 配置を設定できない場合
パラメタ iArrangementに，不正な値を指定した場合

changeColorchangeColorchangeColorchangeColor

形式
public void changeColor(int stylecode,
                        java.lang.String color)

機能
スタイルの色を変更します。

パラメタ
stylecode - スタイル色コード
stylecodeに指定する値を次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_BACKGROUND：ポートレット背
景色

• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_TITLE：タイトル背景色
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_TAB：選択中のタブ背景色
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_BORDER：枠色

　
color - 色
colorには "#rrggbb"形式で指定します。
colorに指定する値を次に示します。
• 指定色を設定する場合：#rrggbb形式
• デフォルトの色を設定する場合：null

戻り値
なし
colorに指定できる値以外を指定した場合は，指定を無視します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - stylecodeに，指定できない値を指定し
た場合 
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changeLayoutCodechangeLayoutCodechangeLayoutCodechangeLayoutCode

形式
public void changeLayoutCode(int layoutcode)

機能
レイアウト形式を変更します。

パラメタ
layoutcode - レイアウト形式コード
layoutcodeに指定する値を次に示します。なお，指定するレイアウトコードに
よっては，メソッドを実行する必要があります。

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalArgumentException - layoutcodeに，指定できない値を指定し
た場合

注意事項
レイアウトパターンを変更後は，設定済みのレイアウト情報がすべて削除され
ます。ただし指定したレイアウトパターンで設定済みの場合は，削除されませ
ん。

changeLayoutPatternchangeLayoutPatternchangeLayoutPatternchangeLayoutPattern

形式
public void changeLayoutPattern(java.lang.String pattern,
                                LayoutBean lb)

機能
ユーザ登録形式のレイアウトパターンを変更します。

パラメタ
pattern - レイアウトパターン名

形式 値 実行するメソッド

タブ形式 LayoutCustomizeBean.Tab LayoutCustomizeUtil.addTab()

行列形式 LayoutCustomizeBean.RowC
olumn

LayoutCustomizeUtil.changeRowColumnM
ode()

グリッド形式 LayoutCustomizeBean.Grid なし

フロー形式 LayoutCustomizeBean.Flow なし

HDMLカード形式 LayoutCustomizeBean.HDM
LCard

なし

CHTMLカード形式 LayoutCustomizeBean.CHT
MLCard

なし

ユーザ登録形式 LayoutCustomizeBean.User LayoutCustomizeUtil.changeLayoutPattern
()
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patternには存在するレイアウトパターン名を指定します。
　
lb - 変更対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。なお，下記以外を指
定した場合は変更しません。 
• ユーザ登録形式：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：ユーザ登録形式のタブ内の LayoutBean

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
patternに，指定できない値を指定した場合
lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

注意事項
レイアウト形式を変更後は，設定済みのレイアウト情報がすべて削除されます。
ただし指定したレイアウト形式で設定済みの場合は，削除されません。

changeRowColumnModechangeRowColumnModechangeRowColumnModechangeRowColumnMode

形式
public void changeRowColumnMode(int mode,
                                  LayoutBean lb)

機能
行列形式の行ベースまたは列ベースのモードを変更します。

パラメタ
mode - 行ベースまたは列ベースのモード
modeに指定する値を次に示します。
• 列ベース：LayoutCustomizeBean.RowColumnModeRow
• 行ベース：LayoutCustomizeBean.RowColumnModeColumn

　
lb - 変更対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
• 行列形式：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：行列形式のタブ内の LayoutBean

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• modeに，指定できない値を指定した場合
• lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合
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注意事項
レイアウト形式が行列形式，またはユーザ登録形式の場合，設定済みのレイア
ウトの情報は保持されますが，それ以外はすべて削除されます。

changeSizechangeSizechangeSizechangeSize

形式
public void changeSize(int stylecode,
                       int size)

機能
スタイルのサイズを変更します。

パラメタ
stylecode - スタイルサイズコード
stylecodeに指定する値を次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_RULER：ルーラーサイズ
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_PADDING：ポートレット間隔
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_BORDER：枠幅

　
size - サイズ
sizeに指定する値を次に示します。
• 指定サイズを設定する場合：0以上
• デフォルトサイズを設定する場合：-1

戻り値
なし
ただし，sizeに指定できる値以外を指定した時は，指定を無視します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - stylecode - 指定できない値を指定した場
合 

changeStylechangeStylechangeStylechangeStyle

形式
public void changeStyle(int stylecode)

機能
スタイル種別を変更します。

パラメタ
stylecode - スタイル種別コード
stylecodeに指定する値を次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_TITLE：タイトル付き
• LayoutCustomizeBean.STYLE_FRAME：タイトルなし・枠付き
• LayoutCustomizeBean.STYLE_NONE：タイトルなし・枠なし
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戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalArgumentException - stylecode - 指定できない値を指定した場
合 

getColorgetColorgetColorgetColor

形式
public java.lang.String getColor(int stylecode)

機能
スタイルに設定されている色を取得します。

パラメタ
stylecode - スタイル色コード
stylecodeに指定する値を次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_BACKGROUND：ポートレット背
景色

• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_TITLE：タイトル背景色
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_TAB：選択中のタブ背景色
• LayoutCustomizeBean.STYLE_COLOR_BORDER：枠色

戻り値
スタイル色コード："#rrggbb"形式
未設定の場合は，nullを返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - stylecode - 指定できない値を指定した場
合

getEditLayoutBeangetEditLayoutBeangetEditLayoutBeangetEditLayoutBean

形式
public LayoutBean getEditLayoutBean()

機能
編集中の LayoutBeanオブジェクトを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
編集中の LayoutBeanオブジェクト
ただし，編集中のデバイスの設定
（LayoutCustomizeBean.setEditDeviceCode()）を行っていない場合は，null
を返却します。

例外
463



9.　カスタマイズに使用するライブラリ
なし

getEditLayoutBeangetEditLayoutBeangetEditLayoutBeangetEditLayoutBean

形式
public LayoutBean getEditLayoutBean(LayoutBean lb,
                                   java.lang.String title)

機能
指定したタブ内の LayoutBeanオブジェクトを取得します。

パラメタ
lb - 編集中のタブ形式の LayoutBeanオブジェクト
title - 存在するタブ名

戻り値
指定したタブ内の LayoutBeanオブジェクト

例外
java.lang.IllegalArgumentException
• lbに，タブ形式以外の LayoutBeanオブジェクトを指定した場合
• titleに，存在しないタブ名を指定した場合

getSizegetSizegetSizegetSize

形式
public int getSize(int stylecode)

機能
スタイルに設定されているサイズを取得します。

パラメタ
stylecode - スタイルサイズコード
指定する値を次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_RULER：ルーラーサイズ
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_PADDING：ポートレット間隔
• LayoutCustomizeBean.STYLE_SIZE_BORDER：枠幅

戻り値
スタイルサイズ
未設定の場合は -1を返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - stylecodeに指定できない値を指定した
場合

getStylegetStylegetStylegetStyle

形式
public int getStyle()

機能
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スタイル種別を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
スタイル種別コードを次に示します。
• LayoutCustomizeBean.STYLE_TITLE：タイトル付き
• LayoutCustomizeBean.STYLE_FRAME：タイトルなし・枠付き
• LayoutCustomizeBean.STYLE_NONE：タイトルなし・枠なし

ただし，未設定の場合は，LayoutCustomizeBean.STYLE_TITLEを返却しま
す。

例外
なし

isSelectedPortletisSelectedPortletisSelectedPortletisSelectedPortlet

形式
public boolean isSelectedPortlet(java.lang.String portlet,
                               LayoutBean lb)

機能
指定したポートレットが追加済みであることを示します。

パラメタ
portlet - ポートレット名
lb - 追加対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトは，タブ形式以外の場合，現在編集中
の LayoutBeanを，タブ形式の場合は，タブ内の LayoutBeanを指定します。

戻り値
true：追加済みの場合
false：未追加の場合

例外
java.lang.IllegalArgumentException
• portletに，nullを指定した場合
• lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

movePortletmovePortletmovePortletmovePortlet

形式
public int movePortlet(java.lang.String portletID,
                       int movecode,
                       LayoutBean lb)

機能
指定したポートレットを移動します。

パラメタ
465



9.　カスタマイズに使用するライブラリ
portletID - 移動するポートレットのポートレット ID（識別子）
portletIDには，PortletBeanオブジェクトの getPortletID()メソッドで取得し
た値を指定します。
　
movecode - 移動先コード
movecodeに指定する値を次に示します。

　
lb - 移動対象の LayoutBeanオブジェクト 
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
• タブ形式以外：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：タブ内の LayoutBean

戻り値
移動後のポートレットの位置

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• portletIDに，不正なポートレット IDを指定した場合
• movecodeに，指定できない値を指定した場合
• lbに，不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

moveTabmoveTabmoveTabmoveTab

形式
public int moveTab(java.lang.String tabname,
                    int movecode)

機能
タブ形式の場合，指定したタブを移動します。

パラメタ

形式 値

行列形式（行ベース） LayoutCustomizeBean.MOVE_LEFT，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_RIGHT

行列形式（列ベース） LayoutCustomizeBean.MOVE_UP，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_DOWN

ユーザ登録形式 LayoutCustomizeBean.MOVE_UP，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_DOWN

フロー形式 LayoutCustomizeBean.MOVE_UP，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_DOWN

カード形式
（CHTML）

LayoutCustomizeBean.MOVE_UP，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_DOWN

カード形式（HDML） LayoutCustomizeBean.MOVE_UP，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_DOWN
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tabname - 移動するタブ名。存在するタブ名を指定します。
movecode - 移動先コード。LayoutCustomizeBean.MOVE_LEFT，または
LayoutCustomizeBean.MOVE_RIGHTを指定します。

戻り値
移動後のタブの位置
移動できない場合はタブを移動しないで，指定したタブの位置を返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
• tabnameおよびmovecodeに指定できない値を指定した場合
• java.lang.IllegalStateException - - タブ形式以外の場合

removeForceTabremoveForceTabremoveForceTabremoveForceTab

形式
public void removeForceTab()

機能
強制タブを編集中の場合，強制タブを削除します。

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
java.lang.IllegalStateException - 強制タブ編集中以外の場合
LayoutCostomizeBean.isForceLayout()が falseの場合

注意事項
forceHomeHTML.psmlファイルは，初期化されるだけで削除されません。  強制
タブ名を［タブ 1］，強制タブ内のレイアウトを［行列形式（行ベース）］に設
定します。

removePortletremovePortletremovePortletremovePortlet

形式
public boolean removePortlet(java.lang.String portletID,
                           LayoutBean lb)

機能
指定したポートレットを削除します。

パラメタ
portletID - 削除するポートレットのポートレット ID（識別子）
portletIDには，PortletBeanオブジェクトの getPortletID()メソッドで取得し
た値を指定します
lb - 削除対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
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• タブ形式以外：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：タブ内の LayoutBean

戻り値
true：削除
false：未削除
なお，指定したポートレットが存在しない場合は，ポートレットを削除しない
で falseを返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - lbに，不正な LayoutBeanオブジェクト
を指定した場合

removePortletsremovePortletsremovePortletsremovePortlets

形式
public boolean removePortlets(int lineno,
                             LayoutBean lb)

機能
行列形式の場合，指定した行または列に配置されているポートレットをすべて
削除します。

パラメタ
lineno - 削除する行番号または列番号
linenoに指定する値を次に示します。
• 行列形式（行ベース）：1から始まる行番号
• 行列形式（列ベース）：1から始まる列番号

lb - 削除対象の LayoutBeanオブジェクト
lbに指定する LayoutBeanオブジェクトを次に示します。
• タブ形式以外：現在編集中の LayoutBean
• タブ形式：タブ内の LayoutBean

戻り値
true：削除
false：未削除
なお，存在しない行番号または列番号を指定した場合は，ポートレットを削除
しないで falseを返却します。

例外
java.lang.IllegalArgumentException - 
linenoに，指定できない値を指定した場合
lbに，行列形式以外の不正な LayoutBeanオブジェクトを指定した場合

removeTabremoveTabremoveTabremoveTab

形式
public boolean removeTab(java.lang.String tabname)
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機能
タブ形式の場合，指定したタブを削除します。

パラメタ
tabname - 削除するタブ名。存在するタブ名を指定します。

戻り値
true：削除
false：未削除
指定したタブ名が存在しない場合はタブを削除せず，falseを返却します。

例外
java.lang.IllegalStateException - タブ形式以外の場合

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.LayoutEntryBean

機能

レイアウトの一覧を取得する Beanです。レイアウトの一要素を管理します。読み込み
専用のクラスです。

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

java.lang.String getDesc() レイアウトグループの説明
文を取得します。

java.lang.String getName() レイアウトグループ名称を
取得します。

java.lang.String getTitle() レイアウトグループのタイ
トル名称を取得します。

protected java.lang.String getTitle(java.lang.String 
lang)

言語種別を指定して，レイ
アウトグループのタイトル
名称を取得します。

java.lang.String getTitle(java.util.Locale 
locale)

ロケールを指定して，レイ
アウトグループのタイトル
名称を取得します。

java.util.HashMap getAllNamesByLangTyp
e()

レイアウトに設定されてい
るすべてのロケールに対応
する表示名を取得します。

boolean isForce() 強制表示のレイアウトであ
るかどうかを取得します。

boolean isSelected() 選択済みのレイアウトであ
るかどうかを取得します。

boolean isUserDefineLayout() ユーザ定義または過去のレ
イアウトであるかどうかを
判断します。
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メソッドの説明

getDescgetDescgetDescgetDesc

形式
public java.lang.String getDesc()

機能
レイアウトグループの説明文を取得します。

パラメタ
なし 

戻り値
レイアウトグループの説明文
必ず null以外を返却します。

例外
なし

getNamegetNamegetNamegetName

形式
public java.lang.String getName()

機能
レイアウトグループ名称を取得します。
このメソッドはサーバ間での情報のやり取りをする場合に利用します。
ユーザ定義の場合は，null以外の一意な名称が返却されます。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウトグループ名称
必ず null以外が返却されます。

例外
なし

getTitlegetTitlegetTitlegetTitle〔レイアウトグループのタイトル名称を取得〕

形式
public java.lang.String getTitle()

機能
レイアウトグループのタイトル名称を取得します。

boolean isView() 標準で表示するレイアウト
であるかどうかを取得しま
す。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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パラメタ
なし

戻り値
レイアウトグループのタイトル名称
必ず null以外が返却されます。

例外
なし

getTitlegetTitlegetTitlegetTitle〔言語種別を指定して，レイアウトグループのタイトル名称を取得〕

形式
protected java.lang.String getTitle(java.lang.String lang)

機能
言語種別を指定して，レイアウトグループのタイトル名称を取得します。

パラメタ
lang - 言語種別

戻り値
レイアウトグループタイトル名称
指定の言語種別で見つからないときは nullが返却されます。
言語種別が日本語（ja）の場合，nullが返却されることはありません。

例外
なし

getTitlegetTitlegetTitlegetTitle〔ロケールを指定して，レイアウトグループのタイトル名称を取得〕

形式
public java.lang.String getTitle(java.util.Locale locale)

機能
ロケールを指定して，レイアウトグループのタイトル名称を取得します。

パラメタ
locale - ロケール

戻り値
レイアウトグループタイトル名称
指定のロケールで見つからないときは nullが返却されます。
言語種別が日本語（ja）の場合，nullが返却されることはありません。

例外
なし

getAllNamesByLangTypegetAllNamesByLangTypegetAllNamesByLangTypegetAllNamesByLangType

形式
public java.util.HashMap getAllNamesByLangType()
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機能
レイアウトに設定されているすべてのロケールに対応する表示名を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
レイアウトに設定されているすべてのロケールに対応する表示名が格納された
Mapを返却します。返却するMapの内容は次のとおりです。
key：java.lang.String("{言語コード }［-{国コード }［-{バリアント }］］")
value：java.lang.String("{レイアウトの表示名称 }")
表示名が設定されていない場合は，空のMapを返却します。

例外
なし

isForceisForceisForceisForce

形式
public boolean isForce()

機能
強制表示のレイアウトであるかどうかを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：強制表示のレイアウトである
false：強制表示のレイアウトでない

例外
なし

isSelectedisSelectedisSelectedisSelected

形式
public boolean isSelected()

機能
選択済みのレイアウトであるかどうかを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：選択済みのレイアウトである
false：選択済みのレイアウトでない

例外
なし

isUserDefineLayoutisUserDefineLayoutisUserDefineLayoutisUserDefineLayout
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形式
public boolean isUserDefineLayout()

機能
ユーザ定義であるかまたは過去のレイアウトであるかどうかを判断します。

パラメタ
なし

戻り値
true：ユーザ定義または過去のレイアウトである
false：ユーザ定義または過去のレイアウトでない

例外
なし

isViewisViewisViewisView

形式
public boolean isView()

機能
標準で表示するレイアウトであるかどうかを取得します。
なお，強制表示のレイアウトであっても，管理者が削除した場合はユーザ定義
のレイアウトとなるため，falseを返却します。

パラメタ
なし

戻り値
true：標準で表示するレイアウトである
false：標準で表示するレイアウトでない

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletBean

機能

一つの動的ポートレット情報を持つ Beanです。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ
なし
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メソッドの一覧

メソッドの説明

getBorderColorgetBorderColorgetBorderColorgetBorderColor

形式
public java.lang.String getBorderColor()

機能
ポートレットが枠付きの場合，枠の色を取得します。

パラメタ

戻り値のデータ型 メソッド 説明

java.lang.String getBorderColor() ポートレットが枠付きの場合，
枠の色を取得します。

int getBorderSize() ポートレットが枠付きの場合，
枠のサイズを取得します。

PortletEntryBean getPortletEntryBean() ポートレットの静的情報を取
得します。

java.lang.String getPortletGroupID() ポートレットのグループ識別
子を取得します。

java.lang.String getPortletGroupName() ポートレットのグループ名称
を取得します。

java.lang.String getPortletID() ポートレットの識別子を取得
します。

java.lang.String getPortletName() ポートレット名称を取得しま
す。

java.lang.String getPortletTitle() ポートレットのタイトル名称
を取得します。

boolean isBorderControl() ポートレットに枠があるかを
判断します。

boolean isClearControl() ポートレットにタイトルがあ
るかを判断します。

boolean isPortletCompulsionDisplay() 強制ポートレットであるかど
うかを判断します。

void setBorderColor(java.lang.String 
color)

ポートレットが枠付きの場合，
枠の色を設定します。

void setBorderControl(boolean 
border)

ポートレットに枠を付けます。

void setBorderSize(int size) ポートレットが枠付きの場合，
枠のサイズを設定します。

void setClearControl(boolean clear) ポートレットにタイトルを付
けます。

void setPortletEntryBean(PortletEnt
ryBean PortletEntryBean)

ポートレットの静的情報を設
定します。
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なし

戻り値
ポートレットの枠の色

例外
なし

getBorderSizegetBorderSizegetBorderSizegetBorderSize

形式
public int getBorderSize()

機能
ポートレットが枠付きの場合，枠のサイズを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
isBorderControl()が trueかつ枠のサイズの指定がある場合：枠のサイズ（0以
上）
上記以外の場合：-1

例外
なし

getPortletEntryBeangetPortletEntryBeangetPortletEntryBeangetPortletEntryBean

形式
public PortletEntryBean getPortletEntryBean()

機能
ポートレットの静的情報を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットの静的情報を持つオブジェクト

例外
なし

getPortletGroupIDgetPortletGroupIDgetPortletGroupIDgetPortletGroupID

形式
public java.lang.String getPortletGroupID()

機能
ポートレットのグループ識別子を取得します。

パラメタ
なし
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戻り値
ポートレットグループ識別子

例外
なし

getPortletGroupNamegetPortletGroupNamegetPortletGroupNamegetPortletGroupName

形式
public java.lang.String getPortletGroupName()

機能
ポートレットのグループ名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットグループ名称

例外
なし

getPortletIDgetPortletIDgetPortletIDgetPortletID

形式
public java.lang.String getPortletID()

機能
ポートレットの識別子を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットの識別子

例外
なし

getPortletNamegetPortletNamegetPortletNamegetPortletName

形式
public java.lang.String getPortletName()

機能
ポートレット名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレット名称

例外
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なし

getPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitle

形式
public java.lang.String getPortletTitle()

機能
ポートレットのタイトル名称を取得します。
ただし，タイトルを設定していない場合は，ポートレット名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットのタイトル名称
ポートレットのタイトル名称が指定されていない場合，nullを返却します。
この場合，タイトル名称として画面上にはポートレット名称が表示されます。

例外
なし

isBorderControlisBorderControlisBorderControlisBorderControl

形式
public boolean isBorderControl()

機能
ポートレットに枠があるかを判断します。

パラメタ
なし

戻り値
true：枠付きのポートレットの場合
false：枠無しのポートレットの場合

例外
なし

isClearControlisClearControlisClearControlisClearControl

形式
public boolean isClearControl()

機能
ポートレットにタイトルがあるかを判断します。

パラメタ
なし

戻り値
true：タイトルがあるポートレットの場合
false：タイトルがないポートレットの場合
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例外
なし

isPortletCompulsionDisplayisPortletCompulsionDisplayisPortletCompulsionDisplayisPortletCompulsionDisplay

形式
public boolean isPortletCompulsionDisplay()

機能
強制ポートレットであるかどうかを判断します。

パラメタ
なし

戻り値
true：強制ポートレットの場合
false：強制ポートレットでない場合

例外
なし

setBorderColorsetBorderColorsetBorderColorsetBorderColor

形式
public void setBorderColor(java.lang.String color)

機能
ポートレットが枠付きの場合，枠の色を設定します。

パラメタ
color - 枠の色
colorは #rrggbb形式で設定します。
枠の色を標準配色に設定する場合は，nullを指定します。
#rrggbb形式で isBorderControl()が「false」の場合，および colorに #rrggbb
形式以外を指定している場合は，指定を無視します。

戻り値
なし

例外
なし

注意事項
枠無しの場合，処理を無視します。
このメソッドを利用する際，同一クライアントのすべてのポートレットに対し
て同じ設定をしてください。

setBorderControlsetBorderControlsetBorderControlsetBorderControl

形式
public void setBorderControl(boolean border)

機能
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ポートレットに枠を付けます。

パラメタ
border - 
true：ポートレットに枠を付ける場合
false：ポートレットに枠を付けない場合

戻り値
なし

例外
なし

注意事項
このメソッドを利用する際，同一クライアントのすべてのポートレットに対し
て同じ設定をしてください。

setBorderSizesetBorderSizesetBorderSizesetBorderSize

形式
public void setBorderSize(int size)

機能
ポートレットが枠付きの場合，枠のサイズを設定します。

パラメタ
size - 枠のサイズ
sizeが 0以上の場合，枠のサイズを指定します。
-1の場合は，枠のサイズを標準値に設定します。
sizeが 0以上で isBorderControl()が「false」の場合，および -1未満の場合は，
指定を無視します。

戻り値
なし

例外
なし

注意事項
枠無しの場合，処理を無視します。
このメソッドを利用する際，同一クライアントのすべてのポートレットに対し
て同じ設定をしてください。

setClearControlsetClearControlsetClearControlsetClearControl

形式
public void setClearControl(boolean clear)

機能
ポートレットにタイトルを付けます。

パラメタ
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clear - 
true：ポートレットにタイトルを付ける場合
false：ポートレットにタイトルを付けない場合

戻り値
なし

例外
なし

注意事項
このメソッドを利用する際，同一クライアントのすべてのポートレットに対し
て同じ設定をしてください。

setPortletEntryBeansetPortletEntryBeansetPortletEntryBeansetPortletEntryBean

形式
public void setPortletEntryBean(PortletEntryBean 
PortletEntryBean)

機能
ポートレットの静的情報を設定します。

パラメタ
PortletEntryBean - ポートレットの静的情報を持つオブジェクト

戻り値
なし

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletEntryBean

機能

一つの静的ポートレット情報を持つ Beanです。ポートレット情報の設定はできません。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ
なし
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メソッドの一覧

メソッドの説明

getPortletDescriptiongetPortletDescriptiongetPortletDescriptiongetPortletDescription

形式
public java.lang.String getPortletDescription()

機能
ポートレットの説明文を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットの説明文
説明文が設定されていない場合，nullを返却します。

例外
なし

getPortletEntryBeangetPortletEntryBeangetPortletEntryBeangetPortletEntryBean

形式
public static PortletEntryBean 
getPortletEntryBean(PortletEntryBean entrybeans[],
                                                  java.lang.String 
portletName)

機能
指定したポートレット名称の静的情報を取得します。

パラメタ
entrybeans - ポートレットの静的情報を持つオブジェクトのリスト

戻り値のデータ型 メソッド 説明

java.lang.String getPortletDescription() ポートレットの説明文を取得
します。

static PortletEntryBean getPortletEntryBean(PortletEntr
yBean entrybeans[], 
java.lang.String portletName)

指定したポートレット名称の
静的情報を取得します。

java.lang.String getPortletGroupName() ポートレットのグループ名称
を取得します。

java.lang.String[] getPortletGroupNames() ポートレットが所属している
ポートレットグループ IDの一
覧を取得します。

java.lang.String getPortletName() ポートレット名称を取得しま
す。

java.lang.String getPortletTitle() ポートレットのタイトル名称
を取得します。
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portletName - ポートレット名称

戻り値
指定したポートレット名称の静的情報
指定したポートレット名称の静的情報が取得できなかった場合，nullを返却し
ます。

例外
なし

getPortletGroupNamegetPortletGroupNamegetPortletGroupNamegetPortletGroupName

形式
public java.lang.String getPortletGroupName()

機能
ポートレットのグループ名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
Portletグループ名
ポートレットがグループに所属しない場合は，nullを返却します。

例外
なし

getPortletGroupNamesgetPortletGroupNamesgetPortletGroupNamesgetPortletGroupNames

形式
public java.lang.String[] getPortletGroupNames()

機能
ポートレットが所属しているポートレットグループ IDの一覧を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットが所属しているポートレットグループ IDの一覧
どのポートレットグループにも所属していない場合は，空配列を返却します。

例外
なし

getPortletNamegetPortletNamegetPortletNamegetPortletName

形式
public java.lang.String getPortletName()

機能
ポートレット名称を取得します。
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パラメタ
なし

戻り値
ポートレット名称

例外
なし

getPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitle

形式
public java.lang.String getPortletTitle()

機能
ポートレットのタイトル名称を取得します。
ただし，タイトルを設定していない場合は，ポートレット名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットのタイトル名称
タイトル名称が設定されていない場合，nullを返却します。

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.beans.PortletGroupBean

機能

レイアウトグループ単位を管理する Beanです。

Beanの項目

宣言
この Beanを単独で宣言できません。

対象スコープ
なし

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

PortletGroupBean[] getPortletGroup() ポートレットグループに所属す
る下位ポートレットグループ群
を取得します。
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メソッドの説明

getPortletGroupgetPortletGroupgetPortletGroupgetPortletGroup

形式
public PortletGroupBean[] getPortletGroup()

機能
ポートレットグループに所属する下位ポートレットグループ群を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットグループに所属する下位ポートレットグループ群
ポートレットグループツリーに一つもポートレットグループが存在しない場合
は，空配列を返します。

例外
EmPowermentException - ポートレットグループの取得に失敗した場合
例外が発生する条件は次のとおりです。
• DB設定またはファイル設定が誤っている
• 運用管理 DBが起動していない
• ポータルサーバから DBサーバにアクセスできない
• DBサーバにテーブルが登録されていない
• 運用管理ファイルにアクセスできない
• 指定されたポートレットグループが DBまたはファイルにない

getParentPortletGroupNamegetParentPortletGroupNamegetParentPortletGroupNamegetParentPortletGroupName

形式
public java.lang.String getParentPortletGroupName()

機能
ポートレットグループの上位ポートレットグループ IDを取得します。

パラメタ
なし

戻り値

java.lang.String getParentPortletGroupName() ポートレットグループの上位
ポートレットグループ IDを取
得します。

HashMap getPortletGroupTitles() ポートレットグループタイトル
を，言語種別とタイトル文字列
の HashMapで取得します。

java.lang.String getGroupValue() グループ表示名称を取得しま
す。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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上位ポートレットグループ ID
最上位のポートレットグループである場合は，nullを返却します。

例外
なし

getPortletGroupTitlesgetPortletGroupTitlesgetPortletGroupTitlesgetPortletGroupTitles

形式
public HashMap getPortletGroupTitles()

機能
ポートレットグループタイトルを，言語種別とタイトル文字列の HashMapで
取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットグループタイトルの言語種別とタイトル文字列の HashMap

例外
なし

getGroupValuegetGroupValuegetGroupValuegetGroupValue

形式
public java.lang.String getGroupValue()

機能
グループ表示名称を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
グループ表示名称
表示名称が設定されていない場合，nullを返却します。また，ポートレットの
グループ表示名称が設定されていない場合，ポートレットグループ名称を取得
します。

例外
なし
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9.4　ポートレットテンプレート Bean

ポートレットテンプレート Beanは，ポートレットの表示方法をカスタマイズするため
の APIです。

ポートレットテンプレート Beanの一覧を次の表に示します。

表 9-3　ポートレットテンプレート Beanの一覧

注意事項
initBean()メソッドで Beanを初期化する前に各メソッドを呼び出すと，有効な値
が取得できません。0，false，または空文字列を返却します。そのため，initBean()
メソッドで Beanを初期化してから各メソッドを使用してください。

ポートレットテンプレート Beanの詳細を説明します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.NoTitleLay
outBean

機能

コンテンツだけを表示するポートレットテンプレートで使用するレイアウト情報を取得
します。

Beanの項目

宣言
<jsp:useBean id="layoutbean" 
class="jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.No
TitleLayoutBean"
scope="page"/>

対象スコープ

クラス名 説明

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.NoT
itleLayoutBean

コンテンツだけを表示するポートレットテ
ンプレートで使用する Beanです。
BorderPortletControlで使用します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.Pan
edLayoutBean

タブを表示するポートレットテンプレート
で使用する Beanです。
PanedPortletControlで使用します。

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.Titl
eLayoutBean

ポートレットのタイトルバーを表示する
ポートレットテンプレートで使用する
Beanです。TitlePortletControl，
TitleControl，FullScreenControl，
EditScreenControlで使用します。
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page

メソッドの一覧

メソッドの説明

getBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColor

形式
public java.lang.String getBackgroundColor()

機能
コンテンツ表示領域の背景色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
背景色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

background-colorの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorの値
3. システムのデフォルト値（#FFFFFF）

例外
なし

getBorderColorgetBorderColorgetBorderColorgetBorderColor

形式
public java.lang.String getBorderColor()

戻り値のデータ型 メソッド 説明

java.lang.String getBackgroundColor() コンテンツ表示領域の背景色を
取得します。

java.lang.String getBorderColor() 枠線の色を取得します。

int getBorderSize() 枠線の太さを取得します。

void getPortletContent(JspWriter 
out)

ポートレットのコンテンツを出
力します。

java.lang.String getPortletParameter(java.lang.
String name)

ポートレットのパラメタ値を取
得します。

java.lang.String getProperty(java.lang.String 
name)

指定されているプロパティを取
得します。

void initBean(ServletRequest req) Beanを初期化します。

boolean isNewWindowMode() ポートレットの別画面表示の可
否情報を取得します。
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機能
枠線の色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
枠線の色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

border-colorの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.colorの値
3. システムのデフォルト値（#DDDDDD）

例外
なし

getBorderSizegetBorderSizegetBorderSizegetBorderSize

形式
public int getBorderSize()

機能
枠線の太さを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
枠線の太さ
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

border-sizeの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.sizeの値
3. システムのデフォルト値（1）

例外
なし

getPortletContentgetPortletContentgetPortletContentgetPortletContent

形式
public void getPortletContent(JspWriter out)

機能
ポートレットのコンテンツを出力します。

パラメタ
out - JSPに渡された JspWriter

戻り値
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なし

例外
IllegalArgumentException - 引数 outが nullの場合

getPortletParametergetPortletParametergetPortletParametergetPortletParameter

形式
public java.lang.String getPortletParameter(java.lang.String 
name)

機能
ポートレットのパラメタ値を取得します。

パラメタ
name - パラメタ設定値のキー

戻り値
パラメタ設定値

例外
IllegalArgumentException - 引数 outが nullの場合

getPropertygetPropertygetPropertygetProperty

形式
public java.lang.String getProperty(java.lang.String name)

機能
ポートレットコントロールに指定されているプロパティを取得します。

パラメタ
name - プロパティのキー

戻り値
キーに対するプロパティ値
プロパティがない場合は空文字列を返却します。

例外
なし

initBeaninitBeaninitBeaninitBean

形式
public void initBean(ServletRequest req)

機能
この Beanを初期化します。

パラメタ
req - JSPに渡された ServletRequestオブジェクト

戻り値
なし
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例外
IllegalArgumentException - 引数 reqが nullまたは不正なオブジェクトである
場合

isNewWindowModeisNewWindowModeisNewWindowModeisNewWindowMode

形式
public boolean isNewWindowMode()

機能
ポートレットを別画面表示できるかどうかについての情報を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：
• ポートレットのパラメタ（ポートレット定義ファイルまたは Portal Manager
のポートレット定義で設定）で，次のパラメタを指定している場合。
キー名称：hptl.NewWindowMode　値：true

• ポートレットの表示モードが新規ウィンドウモードでない場合。

false：true以外の条件の場合

例外
なし

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.PanedLayo
utBean

機能

タブ付きのポートレットテンプレートで使用するレイアウト情報を取得します。

Beanの項目

宣言
<jsp:useBean id="layoutbean" 
class="jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.Pa
nedLayoutBean"
scope="page"/>

対象スコープ
page

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

int countTab() タブの個数を数えます。
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メソッドの説明

countTabcountTabcountTabcountTab

形式
public int countTab()

機能
タブの個数を数えます。

パラメタ
なし

戻り値
表示するタブの個数

例外
なし

getActiveTabColorgetActiveTabColorgetActiveTabColorgetActiveTabColor

形式
public java.lang.String getActiveTabColor()

機能
タブの活性色を取得します。

パラメタ

java.lang.String getActiveTabColor() タブの活性色を取得します。

java.lang.String getBackgroundColor() コンテンツ表示領域の背景色を取得し
ます。

java.lang.String getNonActiveTabColor() タブの非活性色を取得します。

void getPortletContent(JspWrite
r out)

ポートレットのコンテンツを出力しま
す。

java.lang.String getProperty(java.lang.Strin
g name)

ポートレットコントロールに指定され
ているプロパティを取得します。

java.lang.String getRulerColor() ルーラー色を取得します。

int getRulerSize() ルーラー幅を取得します。

java.lang.String getTabTitle(int n) n番目のタブのタイトル文字列を取得
します。

java.lang.String getTabUrl(int n) n番目のタブのリンク先 URLを生成
します。

void initBean(ServletRequest 
req)

Beanを初期化します。

boolean isActiveTab(int n) n番目のタブが現在選択されているか
どうかを調べます。

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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なし

戻り値
タブの活性色
次の優先度で設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

active-colorの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.colorの値
3. システムのデフォルト値（#990000）

例外
なし

getBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColor

形式
public java.lang.String getBackgroundColor()

機能
 コンテンツ表示領域の背景色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
背景色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

background-colorの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorの値
3. システムのデフォルト値（#FFFFFF）

例外
なし

getNonActiveTabColorgetNonActiveTabColorgetNonActiveTabColorgetNonActiveTabColor

形式
public java.lang.String getNonActiveTabColor()

機能
タブの非活性色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
タブの非活性色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された title-color
の値
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2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.colorの値
3. システムのデフォルト値（#DDDDDD）

例外
なし

getPortletContentgetPortletContentgetPortletContentgetPortletContent

形式
public void getPortletContent(JspWriter out)

機能
ポートレットのコンテンツを出力します。

パラメタ
out - JSPに渡された JspWriter

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - 引数 outが nullの場合

getPropertygetPropertygetPropertygetProperty

形式
public java.lang.String getProperty(java.lang.String name)

機能
ポートレットコントロールに指定されているプロパティを取得します。

パラメタ
name - プロパティのキー

戻り値
キーに対するプロパティ値
プロパティがない場合は空文字列を返却します。

例外
なし

getRulerColorgetRulerColorgetRulerColorgetRulerColor

形式
public java.lang.String getRulerColor()

機能
 ルーラー色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ルーラー色
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次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された ruler-color
の値

2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.colorの値
3. システムのデフォルト値（#DDDDDD）

例外
なし

getRulerSizegetRulerSizegetRulerSizegetRulerSize

形式
public int getRulerSize()

機能
 ルーラー幅を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ルーラー幅
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された ruler-size
の値

2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.sizeの値
3. システムのデフォルト値（2）

例外
なし

getTabTitlegetTabTitlegetTabTitlegetTabTitle

形式
public java.lang.String getTabTitle(int n)

機能
n番目のタブのタイトル文字列を取得します。

パラメタ
n  - タブ番号

戻り値
n番目のタブのタイトル文字列

例外
IllegalArgumentException - タブ番号が -1以下の場合，またはタブ番号がタブ
の個数より大きい場合

getTabUrlgetTabUrlgetTabUrlgetTabUrl
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形式
public java.lang.String getTabUrl(int n)

機能
n番目のタブのリンク先URLを生成します。

パラメタ
n  - タブ番号

戻り値
n番目のタブのリンク先URL

例外
IllegalArgumentException - タブ番号が -1以下の場合，またはタブ番号がタブ
の個数より大きい場合

initBeaninitBeaninitBeaninitBean

形式
public void initBean(ServletRequest req)

機能
この Beanを初期化します。

パラメタ
req - JSPに渡された ServletRequestオブジェクト

戻り値
なし

例外
IllegalStateException -使用できないポートレットテンプレートで呼ばれた場
合
IllegalArgumentException - 引数 reqが nullまたは不正なオブジェクトである
場合

isActiveTabisActiveTabisActiveTabisActiveTab

形式
public boolean isActiveTab(int n)

機能
n番目のタブが現在選択されているかどうかを調べます。

パラメタ
n  - タブ番号

戻り値
true：n番目のタブが選択されている場合
false：n番目のタブが選択されていない場合

例外
IllegalArgumentException
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jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.TitleLayout
Bean

機能

タイトルバー付きのポートレットテンプレートで使用するレイアウト情報を取得します。

Beanの項目

宣言
<jsp:useBean id="layoutbean" 
class="jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.layoutbeans.Ti
tleLayoutBean"
scope="page"/>

対象スコープ
page

メソッドの一覧

戻り値のデータ型 メソッド 説明

java.lang.String getBackgroundColor() コンテンツ表示領域の背景色を取
得します。

java.lang.String getButtonImage(int type) タイトルバーに含まれるボタン画
像の URLを取得します。

java.lang.String getButtonUrl(int type) タイトルバーに含まれるボタン用
のリンク先 URLを取得します。

void getPortletContent(JspWriter 
out)

ポートレットのコンテンツを出力
します。

java.lang.String getPortletParameter(java.lang.
String name)

ポートレットのパラメタ値を取得
します。

java.lang.String getPortletTitle() ポートレットのタイトル文字列を
取得します。

java.lang.String getProperty(java.lang.String 
name)

ポートレットコントロールに指定
されているプロパティを取得しま
す。

java.lang.String getTitleColor() タイトルバーの背景色を取得しま
す。

void initBean(ServletRequest req) Beanを初期化します。

boolean isCloseMode() ポートレットを閉じることができ
るかを取得します。

boolean isEditMode() ポートレットの編集モードが有効
かを判定します。

boolean isHelpMode() ポートレットのヘルプモードが有
効かを判定します。
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メソッドの説明

getBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColorgetBackgroundColor

形式
public java.lang.String getBackgroundColor()

機能
コンテンツ表示領域の背景色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
背景色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された

background-colorの値
2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorの値
3. システムのデフォルト値（#FFFFFF）

例外
なし

getButtonImagegetButtonImagegetButtonImagegetButtonImage

形式
public java.lang.String getButtonImage(int type)

機能
タイトルバーに含まれるボタン画像の URLを取得します。

パラメタ
type - ボタンのタイプ

boolean isMaximizeMode() ポートレットを最大化表示できる
かを取得します。

boolean isMinimizeMode() ポートレットを最小化表示ができ
るかを取得します。

ボタンのタイプ 内容

TitleLayoutBean TYPE_CLOSE 閉じるボタン

TitleLayoutBean TYPE_EDIT 編集ボタン

TitleLayoutBean TYPE_HELP ヘルプボタン

TitleLayoutBean TYPE_MAXIMIZE 最大化ボタン

TitleLayoutBean TYPE_MINIMIZE 最小化ボタン

戻り値のデータ型 メソッド 説明
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戻り値
ボタン画像の URL

例外
なし

getButtonUrlgetButtonUrlgetButtonUrlgetButtonUrl

形式
public java.lang.String getButtonUrl(int type)

機能
タイトルバーに含まれるボタン用のリンク先 URLを取得します。

パラメタ
type - ボタンのタイプ

戻り値
ボタンのリンク先 URL

例外
IllegalArgumentException

getPortletContentgetPortletContentgetPortletContentgetPortletContent

形式
public void getPortletContent(JspWriter out)

機能
ポートレットのコンテンツを出力します。

パラメタ
out - JSPに渡された JspWriter

戻り値
なし

例外

TitleLayoutBean TYPE_RESTORE 復元ボタン

ボタンのタイプ 内容

TitleLayoutBean TYPE_CLOSE 閉じるボタン

TitleLayoutBean TYPE_EDIT 編集ボタン

TitleLayoutBean TYPE_HELP ヘルプボタン

TitleLayoutBean TYPE_MAXIMIZE 最大化ボタン

TitleLayoutBean TYPE_MINIMIZE 最小化ボタン

TitleLayoutBean TYPE_RESTORE 復元ボタン

ボタンのタイプ 内容
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IllegalArgumentException - 引数 outが nullの場合

getPortletParametergetPortletParametergetPortletParametergetPortletParameter

形式
public java.lang.String getPortletParameter(java.lang.String 
name)

機能
ポートレットのパラメタ値を取得します。

パラメタ
name - パラメタ設定値のキー

戻り値
パラメタ設定値

例外
IllegalArgumentException - 引数 outが nullの場合

getPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitlegetPortletTitle

形式
public java.lang.String getPortletTitle()

機能
ポートレットのタイトル文字列を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
ポートレットのタイトル文字列

例外
なし

getPropertygetPropertygetPropertygetProperty

形式
public java.lang.String getProperty(java.lang.String name)

機能
ポートレットコントロールに指定されているプロパティを取得します。

パラメタ
name - プロパティのキー

戻り値
キーに対するプロパティ値
プロパティがない場合は空文字列を返却します。

例外
なし
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getTitleColorgetTitleColorgetTitleColorgetTitleColor

形式
public java.lang.String getTitleColor()

機能
タイトルバーの背景色を取得します。

パラメタ
なし

戻り値
タイトルバーの背景色
次の優先度に従い，設定値を取得します。
1. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）に設定された title-color
の値

2. プロパティ jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.colorの値
3. システムのデフォルト値（#DDDDDD）

例外
なし

initBeaninitBeaninitBeaninitBean

形式
public void initBean(ServletRequest req)

機能
この Beanを初期化します。

パラメタ
req - JSPに渡された ServletRequestオブジェクト

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - 引数 reqが nullまたは不正なオブジェクトである
場合

isCloseModeisCloseModeisCloseModeisCloseMode

形式
public boolean isCloseMode()

機能
ポートレットを閉じることができるかを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：ポートレットを閉じることができる
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false：ポートレットを閉じることができない
• ポートレットのパラメタに，キー名称を「hptl.CloseMode」，値を「true」に
指定している

• 利用者がログインしている
• 画面上に二つ以上のポートレットが存在する
• 強制表示タブの画面でない

例外
なし

isEditModeisEditModeisEditModeisEditMode

形式
public boolean isEditMode()

機能
ポートレットの編集モードが有効かを判定します。表示されるポートレットが
編集画面を持ち，かつユーザがログインしている場合に，編集モードが有効と
判定します。

パラメタ
なし

戻り値
true：編集画面が有効
false：編集画面が無効

例外
なし

isHelpModeisHelpModeisHelpModeisHelpMode

形式
public boolean isHelpMode()

機能
ポートレットのヘルプモードが有効かを判定します。表示されるポートレット
がヘルプ画面を持つ場合に，ヘルプモードが有効と判定します。

パラメタ
なし

戻り値
true：ヘルプモードが有効
false：ヘルプモードが無効

例外
なし

isMaximizeModeisMaximizeModeisMaximizeModeisMaximizeMode

形式
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public boolean isMaximizeMode()

機能
ポートレットを最大化表示できるかを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：ポートレットを最大化表示できる
false：ポートレットを最大化表示できない
次の条件にすべて当てはまる場合，tureを返却します。
• ポートレットのパラメタに，キー名称を「hptl.MaximizeMode」，値を
「true」または「指定無し」を指定している

• 表示中のポートレットが最大化表示ではない

例外
なし

isMinimizeModeisMinimizeModeisMinimizeModeisMinimizeMode

形式
public boolean isMinimizeMode()

機能
ポートレットを最小化（タイトルだけ）の表示できるかを取得します。

パラメタ
なし

戻り値
true：ポートレットを最小化（タイトルだけ）の表示にできる
false：ポートレットを最小化（タイトルだけ）の表示できない
次の条件にすべて当てはまる場合，tureを返却します。
• ポートレットのパラメタに，キー名称を「hptl.MinimizeMode」，値を
「true」に指定している

• 利用者がログインしている
• 現在のポートレットが最小化の状態でない
• 強制表示タブの画面でない

例外
なし
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9.5　ログインログアウト Bean

ログインログアウト Beanは，ログインおよびログアウト処理をカスタマイズするため
の APIです。

ログインログアウト Beanの一覧を次の表に示します。

表 9-4　ログインログアウト Beanの一覧

ログインログアウト Beanを使用する場合，ログインまたはログアウト処理をカスタマ
イズするためのファイル（LoginAction.jsp）を変更します。

LoginAction.jspの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥actions

ログインログアウト Beanの詳細を説明します。

jp.co.hitachi.soft.portal.api.user.LoginActionBean

機能

ログインまたはログアウト処理をする Beanです。

Beanの項目

宣言
<jsp:useBean id="user"
class="jp.co.hitachi.soft.portal.api.user.PortalLoginActionBean
"
scope="session" />

対象スコープ
session

クラス名 説明

jp.co.hitachi.soft.portal.api.user.LoginActionBean ログインまたはログアウト処
理をする Beanです。
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メソッドの一覧

メソッドの説明

doAfterLogindoAfterLogindoAfterLogindoAfterLogin

形式
public void doAfterLogin(HttpServletRequest req,

戻り値のデータ型 メソッド 説明

void doAfterLogin(HttpServletReque
st req, HttpServletResponse res, 
Exception e)

ログイン用 jspによる処理が終わった
ことを uCosminexus Portal 
Frameworkに知らせます。ログイン
用 jspでログイン処理する場合，この
メソッドを必ず呼び出してください。

CallbackHandler getCallbackHandler() Beanに結び付く CallbackHandler
を返却します。

LoginContext getLoginContext() ログインモジュールを切り替えてロ
グイン認証するログインコンテキス
トを取得します。

HttpServletRequest getRequest() setRequest()メソッドで設定された
HttpServletRequestオブジェクトを
返却します。

HttpServletResponse getResponse() setResponse()メソッドで設定された
HttpServletResponseオブジェクト
を返却します。

Subject getSubject() ログインコンテキストに関連づけら
れたサブジェクトを返却します。

void login() getLoginContext()メソッドで取得さ
れるログインコンテキストに対して
認証処理をします。

void logout() ログアウト処理をします。

void makeUser() getSubject()メソッドで取得したサブ
ジェクトからログインユーザ情報を
sessionに登録します。

void setCallbackHandler(CallbackH
andler cbh)

getCallbackHandler()メソッドで戻
される CallbackHandlerを設定しま
す。

void setLoginContext(LoginContext 
lc)

getLoginContext()メソッドで戻され
るログインコンテキストを設定しま
す。

void setRequest(HttpServletRequest 
request)

getRequest()メソッドで戻される
HttpServletRequestメソッドを設定
します。

void setResponse(HttpServletRespo
nse response)

getResponse()メソッドで戻される
HttpServletResponseメソッドを設
定します。
504



9.　カスタマイズに使用するライブラリ
                        HttpServletResponse res,
                        Exception e)

機能
ログイン用 jspによる処理が終わったことを uCosminexus Portal Framework
に知らせます。ログイン用 jspでログイン処理する場合，このメソッドを必ず
呼び出してください。このメソッドが呼び出されなかった場合，正しくログイ
ンできません。

パラメタ
req - HTTPリクエストオブジェクト
res - HTTPレスポンスオブジェクト
e - uCosminexus Portal Frameworkに通知する例外

戻り値
なし

例外
Exception

getCallbackHandlergetCallbackHandlergetCallbackHandlergetCallbackHandler

形式
public CallbackHandler getCallbackHandler()

機能
この Beanに結び付くコールバックハンドラを返却します。
通常は Cosminexus統合ユーザ管理フレームワークが作成するコールバックハ
ンドラを返却します。setCallbackHandler()メソッドを用いてユーザ独自の
コールバックハンドラを作成することもできます。setCallbackHandler()メ
ソッドについては，「setCallbackHandler」を参照してください。

パラメタ
なし

戻り値
コールバックハンドラ

例外
DataBackendException - リポジトリ接続エラーが発生した場合

getLoginContextgetLoginContextgetLoginContextgetLoginContext

形式
public LoginContext getLoginContext()

機能
ログインモジュールを切り替えてログイン認証するログインコンテキストを取
得します。ただし，setLoginContext()メソッドで設定されている場合はそれを
返却します。

パラメタ
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なし

戻り値
認証するログインコンテキスト

例外
DataBackendException - リポジトリ接続エラーが発生した場合

getRequestgetRequestgetRequestgetRequest

形式
public HttpServletRequest getRequest()

機能
setRequest()メソッドで設定された HttpServletRequestオブジェクトを返却し
ます。設定されていない場合は nullを返却します。

パラメタ
なし

戻り値
リクエストオブジェクト

例外
なし

getResponsegetResponsegetResponsegetResponse

形式
public HttpServletResponse getResponse()

機能
setResponse()メソッドで設定された HttpServletResponseオブジェクトを返
却します。設定されていない場合は nullを返却します。

パラメタ
なし

戻り値
レスポンスオブジェクト

例外
なし

getSubjectgetSubjectgetSubjectgetSubject

形式
public Subject getSubject()

機能
LoginContextに関連づけられたサブジェクトを返却します。

パラメタ
なし
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戻り値
認証したサブジェクト

例外
なし

loginloginloginlogin

形式
public void login()

機能
getLoginContext（）メソッドで取得されるログインコンテキストに対して認証
処理をします。

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
PasswordMismatchException - パスワード入力の失敗回数が規定回数を超えた
場合
DataBackendException - リポジトリ接続エラーが発生した場合

logoutlogoutlogoutlogout

形式
public void logout()

機能
ログアウト処理をします。

パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
DataBackendException - リポジトリ接続エラーが発生した場合
UnKnownEntityException

makeUsermakeUsermakeUsermakeUser

形式
public void makeUser()

機能
getSubject()メソッドで取得したサブジェクトからログインユーザ情報を
sessionに登録します。
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パラメタ
なし

戻り値
なし

例外
DataBackendException - リポジトリ接続エラーが発生した場合

setCallbackHandlersetCallbackHandlersetCallbackHandlersetCallbackHandler

形式
public void setCallbackHandler(CallbackHandler cbh)

機能
getCallbackHandler()メソッドで戻される CallbackHandlerを設定します。

パラメタ
cbh - コールバックハンドラ

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - 入力パラメタが nullまたは不正な場合

setLoginContextsetLoginContextsetLoginContextsetLoginContext

形式
public void setLoginContext(LoginContext lc)

機能
getLoginContext()メソッドで戻されるログインコンテキストを設定します。

パラメタ
lc - 認証するログインコンテキスト

戻り値
なし

例外
IllegalArgumentException - 入力パラメタが nullまたは不正な場合

setRequestsetRequestsetRequestsetRequest

形式
public void setRequest(HttpServletRequest request)

機能
getRequest()メソッドで戻されるHttpServletRequestメソッドを設定します。

パラメタ
request - HTTPリクエストオブジェクト

戻り値
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なし

例外
なし

setResponsesetResponsesetResponsesetResponse

形式
public void setResponse(HttpServletResponse response)

機能
getResponse()メソッドで戻される HttpServletResponseメソッドを設定しま
す。

パラメタ
response - HTTPレスポンスオブジェクト

戻り値
なし

例外
なし
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9.6　ストリングリソース取得 API

ストリングリソース取得 APIの一覧を次の表に示します。

表 9-5　ストリングリソース取得 APIの一覧

ストリングリソース取得 APIの詳細を説明します。

jp.co.hitachi.soft.portal.api.util.StringResource

機能

ストリングリソースを取得するクラスです。

使用方法

getStringResourceメソッドでインスタンスを取得して使用してください。

メソッドの一覧

メソッドの説明

getKeysgetKeysgetKeysgetKeys

クラス名 説明

jp.co.hitachi.soft.portal.api.util.StringResource ストリングリソースを取得し
ます。

戻り値のデータ型 メソッド 説明

Enumeration getKeys() ストリングリソース
のキーの一覧を取得
します。

java.lang.String getString(java.lang.String key) ストリングリソース
から指定したキーに
対する値を取得しま
す。

static final
StringResource

getStringResource(HttpServletRequest 
req,java.lang.String appkey)

ユーザの使用言語に
合わせたストリング
リソース
（StringResourceク
ラス）を取得します。

public static final
StringResource

getStringResource(java.util.Locale locale, String 
appkey)

指定した言語に合わ
せたストリングリ
ソース
（StringResourceク
ラス）を取得します。
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形式
public Enumeration getKeys()

機能
ストリングリソースファイルからメッセージキーの一覧を取得します。メッ
セージキーが存在しない場合，要素数 0の配列を返却します。このメソッドを
呼び出す前に，getStringResource()メソッドでインスタンスを取得してくださ
い。

パラメタ
なし

戻り値
ストリングリソース内のキー一覧

例外
なし

getStringgetStringgetStringgetString

形式
public java.lang.String getString(java.lang.String key)

機能
ストリングリソースファイルからメッセージを取得します。このメソッドを呼
び出す前に，getStringResource()メソッドでインスタンスを取得してくださ
い。ストリングリソースファイルに該当するメッセージキーが存在しない場合，
nullを返却します。

パラメタ
key - メッセージキー（null以外）

戻り値
ストリングリソースファイルから取得したメッセージ

例外
IllegalArgumentException - 入力パラメタが nullまたは不正な場合

getStringResourcegetStringResourcegetStringResourcegetStringResource

形式
public static final StringResource 
getStringResource(HttpServletRequest req,                      
java.lang.String appkey)

機能
指定したアプリケーションキー，およびユーザの設定言語に対応する
StringResourceクラスのインスタンスを取得します。該当するストリングリ
ソースファイルが存在しない場合，およびデフォルト言語のストリングリソー
スファイルを検索するが取得できなかった場合，例外
（MissingResourceException）が発生します。
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パラメタ
req - サーブレットリクエスト（null以外）
appkey - アプリケーションキー（null以外）

戻り値
ストリングリソースクラス

例外
IllegalArgumentException - 入力パラメタが nullまたは不正な場合
MissingResourceException - ストリングリソースファイルが見つからない場合

getStringResourcegetStringResourcegetStringResourcegetStringResource(java.util.Locale locale, String appkey)(java.util.Locale locale, String appkey)(java.util.Locale locale, String appkey)(java.util.Locale locale, String appkey)

形式
public static final StringResource getStringResource(java.util.Locale 
locale,String appkey)

機能
指定したアプリケーションキー，およびロケールに対応する StringResourceク
ラスのインスタンスを取得します。該当するストリングリソースファイルが存
在しない場合，およびデフォルト言語のストリングリソースファイルを検索す
るが取得できなかった場合，例外（MissingResourceException）が発生しま
す。

パラメタ
local - ロケール（null以外）
appkey - アプリケーションキー（null以外）

戻り値
ストリングリソースクラス

例外
IllegalArgumentException - 入力パラメタが nullまたは不正な場合
MissingResourceException - ストリングリソースファイルが見つからない場合
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10　設定ファイルとコマンド
この章では，uCosminexus Portal Frameworkの設定ファイル
とコマンドについて説明します。

10.1　プロパティファイル

10.2　設定ファイル

10.3　uCosminexus Portal Frameworkのコマンド
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10.1　プロパティファイル
ここでは，uCosminexus Portal Frameworkのプロパティファイルについて説明します。

uCosminexus Portal Frameworkの各種設定をするために，ユーザが属性値を変更する
プロパティファイルは，次の五つです。

• PortalResources.properties
ポータルの動作を設定するためのプロパティファイルです。

• PortalSetup.properties
Portal Managerのプロパティファイルです。

• PortalTools.properties
uCosminexus Portal Framework全体のログ出力の動作およびコマンドの動作を設定
するためのプロパティファイルです。

• PortletApp.properties
ポートレットコンテナで使用する，コンテナ保守ログを設定するためのプロパティ
ファイルです。

• dataload_tool.properties
共通情報用 DBを初期セットアップするときの設定をするプロパティファイルです。

なお，プロパティファイルでは半角英数字だけ使用できます。

10.1.1　PortalResources.propertiesの詳細
ポータルの動作を設定する PortalResources.propertiesについて説明します。

PortalResources.propertiesは {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。
デフォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

PortalResources.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。
PortalResources.propertiesで設定する項目には，Portal Managerを使用して設定でき
るものがあります。表中の「可否」欄に，Portal Managerで設定できるかどうかを示し
ます。

また，PortalResources.propertiesには次の表に記述のない項目も記述されていますが，
uCosminexus Portal Framework内部で使用する項目のため編集しないでください。
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表 10-1　PortalResources.propertiesの属性一覧

種類 属性 設定内容 可
否

(1)画面
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.PPassword

パスワード変更で表示される JSPファイル ×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Login

ログインで表示される JSPファイル ×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.PasswordSuccess

パスワードの変更が成功したときに表示され
る JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.WelcomeScreen.show

ウェルカム画面の表示／非表示を指定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.AfterLogOutScreen.show

ログアウト直後に表示する画面の表示／非表
示を指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.AfterLogOutScreen.TemplateF
ile

ログアウト後画面で使用する JSPファイルを
指定

×

(2)エ
ラー画
面の設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.default

エラーが発生したときに表示される JSPファ
イル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.nocont

コンテンツの出力に失敗した場合に表示され
る JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.nologin

ログインしない場合に表示される JSPファイ
ル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.timeout

ポートレット並列表示の設定を行っていて，
タイムアウトが発生した場合に表示される
JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.org.apache.turbine.util.s
ecurity.PasswordMismatchExceptio
n

ログインの認証エラー時に表示される JSP
ファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.security.FormParameterExcept
ion

［パスワード変更］画面で入力項目不足時に
表示される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.security.NewPasswordMismatc
hException

［パスワード変更］画面で新パスワードと再
入力した新パスワードが異なる場合に表示さ
れる JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.security.OldPasswordMismatch
Exception

［パスワード変更］画面で，旧パスワードが
現在の設定と異なる場合に表示される JSP
ファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.newwindow

新規ウィンドウモードでポートレットの表示
に失敗した場合に表示される JSPファイル

×
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jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.direct

ポートレットの URLを直接指定して複数の
ポータル画面でログインを行った場合に，表
示される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.layoutmax

レイアウト表示数の上限を超えた場合に表示
される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.portleterror.
message

ポートレットのコンテンツ取得時にエラーが
発生した場合に表示される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.portlettimeo
ut.message

ポートレットのコンテンツの取得タイムアウ
ト発生時に，各ポートレット画面内に表示す
る JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.AccessForbiddenExcepti
on

セキュリティエラーが発生した時に表示され
る JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.LogoutWaitException

同一セッションでログアウト中のリクエスト
が存在する場合に表示される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.LoginWaitException

ログイン時にセッションを更新しない場合
で，同一セッションでログイン中のリクエス
トが存在する場合に表示される JSPファイル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.scr
eens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.DoubleLoginException

ログイン時にセッションを更新する場合で，
同一セッションでログイン中のリクエストが
存在する場合に表示される JSPファイル

×

(3)ログ
イン処
理の設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.act
ions.LoginAction

ログイン処理のアクション用 JSPファイル ×

(4)ポー
トレッ
ト配置
情報
ファイ
ルディ
レクト
リの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.
dir

ポートレット配置情報ファイルを格納する
ディレクトリ

×

(5)リポ
ジトリ
サービ
スの設
定

jp.co.hitachi.portal.services.reposito
ry.filename

リポジトリファイルへのパス ×

(6)ポー
タル管
理グ
ループ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.em
powerment.filename

ポータル管理グループ定義ファイルへのパス
を指定

×

種類 属性 設定内容 可
否
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jp.co.hitachi.soft.portal.services.em
powerment.operator

運用管理者を指定 ○

(7)コン
トロー
ラ定義
ファイ
ルの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.con
trollers.filename

コントローラ定義ファイルへのパス ×

(8)
フォー
ム認証
定義
ファイ
ルの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.webapp.for
mbase.cfg

フォーム認証定義ファイルのパス ×

(9)ログ
インの
設定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.sec
urity.PortalUserManager.login.defa
ultLoginModule

使用するログインモジュール名 ○

jp.co.hitachi.soft.portal.services.sec
urity.PortalUserManager.login.sess
ionrenewal

ログイン時のセッション ID更新設定 ×

(10)
ディレ
クトリ
サーバ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.
TimeOut

ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウ
ト時間

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.S
ocketTimeOut

ディレクトリサーバアクセス時の通信タイム
アウト時間

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.
ConnectTimeOut

ディレクトリサーバアクセス時の接続タイム
アウト時間

×

(11)
ディレ
クトリ
サーバ
のコネ
クショ
ンプー
ルの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.
MaxPoolSize

ディレクトリサーバのコネクションのプール
数の設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.
PoolWaitTime

ディレクトリサーバのコネクションプールの
待機時間の設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.LdapRepositoryModule.
PoolIdleTimeout

ディレクトリサーバのコネクションプールの
アイドルタイムの設定

×

種類 属性 設定内容 可
否

517



10.　設定ファイルとコマンド
(12)
ユーザ
情報リ
ポジト
リへの
アクセ
ス情報
の定義

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.spi.CosminexusRepositoryM
odule.write

ユーザ情報リポジトリへのアクセス情報の定
義

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.uservalue

ユーザ情報リポジトリの検索条件の設定 ×

(13)障
害監視
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.Act
ivityService.interval

活動監視をする間隔 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.Act
ivityService.timeout

活動監視時にタイムアウトとみなす時間 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.Act
ivityService.log.enable

活動監視ログを出力するかどうかを指定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.service.Acti
vityService.check.enable

活動監視機能を使用するかどうかを指定 ×

(14)Web 
Page 
Portlet
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.ca
che.directory

強制検証フラグファイルおよびディスク
キャッシュの格納ディレクトリ

×

jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.ca
che.memMaxSize

メモリキャッシュに格納する最大コンテンツ
数

×

jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.ca
che.diskMaxSize

ディスクキャッシュに格納する最大コンテン
ツ数

×

(15)保
守ログ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Trac
eFile

保守ログの出力先ディレクトリのフルパスと
ファイル名のプレフィックス

○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Trac
eLevel

保守ログ出力レベルを設定 ○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Trac
eMode

ポートレットデバッグ機能のトレースモード ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Mes
sageLevel

メッセージ出力レベル ○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.File
Num

切り替えて使用する保守ログファイルの数 ○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.File
Size

一つの保守ログファイルの最大サイズ ○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Iden
t

ポータルサーバログを出力する際，識別子と
して指定する文字列

×

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcont
roller.log.requestparameter

保守ログに出力するリクエストパラメタの名
前の設定

×

種類 属性 設定内容 可
否
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jp.co.hitachi.soft.portal.requestcont
roller.log.requestheader

保守ログに出力するリクエストヘッダの名前
の設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcont
roller.log.requestattribute

保守ログに出力するリクエスト属性の名前の
設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcont
roller.log.portletcall

ポートレット呼び出し開始および終了の出力
設定

×

(16)
ポート
レット
アクセ
スログ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Port
letAccessLog

ポートレットアクセスログの出力有無 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Opti
onAccess

ポートレットアクセスログの出力オプション ○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Trac
eFileAccess

ポートレットアクセスログの出力先ディレク
トリのフルパスとファイル名のプレフィック
ス

○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.File
NumAccess

切り替えて使用するポートレットアクセスロ
グファイルの数

○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.File
SizeAccess

一つのポートレットアクセスログファイルの
最大サイズ

○

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Opti
onDelimiter

ポートレットアクセスログ出力項目の区切り
文字を設定

×

(17)
ポート
レット
ログの
設定

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.appli
cation.FileName

ポートレットログの出力先ディレクトリのフ
ルパスとファイル名のプレフィックス

○

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.appli
cation.TraceLevel

ポートレットログ出力レベル ○

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.appli
cation.FileSize

一つのポートレットログファイルの最大サイ
ズ

○

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.appli
cation.FileNum

切り替えて使用するポートレットログファイ
ルの数

○

(18)監
査ログ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.enable

監査ログの出力オプション ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.filter

監査ログに出力するメッセージの設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.FileName

監査ログの出力先ディレクトリのフルパスを
ファイル名のプレフィックス

×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.message

監査ログに出力するメッセージの重要度 ×

種類 属性 設定内容 可
否
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jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.FileSize

一つの監査ログファイルの最大サイズ ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.FileNum

切り替えて使用する監査ログファイルの数 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.encoding

監査ログのエンコーディング ×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.clientip.source

監査ログに出力するクライアントの IPアド
レスの取得元

×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.audi
tlog.clientip.source.detail

監査ログに出力するクライアントの IPアド
レスの取得元の詳細設定

×

(19)デ
フォル
ト宴
コー
ディン
グの設
定

document.defaultencoding デフォルトエンコーディングの設定 ○

(20)UR
L変換
規則の
切り替
え

jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag URL変換規則の切り替えフラグ ×

jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy SSLアクセラレーター使用有無を指定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdom
ain

HTTP通信用のホスト名，ポート番号および
パス名を指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdo
main

HTTPS通信用のホスト名，ポート番号およ
びパス名を指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.transcontex
tflag

ポータルプロジェクト名をパス名に変換する
か指定

×

transinline.compat jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.PortletURI#
transInlineURIメソッドの設定

×

(21)レ
イアウ
トの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.outsi
de.padding.without

ポートレット間隔を同間隔表示にさせるかど
うかの設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.padding.size

ポートレット間隔のサイズデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.border.size

ポートレットを囲む枠線の太さのデフォルト
値

×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.border.color

ポートレットを囲む枠線の色のデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.active.color

タブの活性色のデフォルト値 ×

種類 属性 設定内容 可
否
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jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.nonactive.color

タブの非活性色のデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.ruler.size

ルーラー幅のデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.ruler.color

ルーラー色のデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.title.color

タイトルバー，タブの非活性色，およびルー
ラー色のデフォルト値

×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.background.color

背景色のデフォルト値 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.defa
ult.maxdisplays

レイアウトの表示上限数の設定 ×

(22)
ポート
レット
並列表
示の設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet
.option

ポートレット並列機能の使用有無を指定 ○

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet
.timeout

ポートレットコンテンツを取得するまでの監
視時間を指定

○

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet
.services.ThreadPool.init.count

スレッドプールで確保するスレッドの初期個
数

○

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet
.services.ThreadPool.max.count

スレッドプールで確保するスレッドの最大個
数

○

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet
.services.ThreadPool.minspare.cou
nt

スレッドプール機能でスレッドを確保する増
分個数

○

(23)
パーソ
ナライ
ズ情報
保存方
法の設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.repository.c
ommit.mode

パーソナライズ情報がリポジトリに格納され
るタイミングを指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.repository.c
ustomize.commitdata

レイアウト変更画面の設定完了時でのパーソ
ナライズ情報のディレクトリサーバアクセス
/DBへの書き込みを制御

×

(24)リ
ポジト
リの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.repository.d
b.autoadd

ユーザ管理情報用 DBにログインユーザのレ
コードがない場合に，そのユーザのレコード
を自動的に追加するかどうかを指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.services.rep
ository.log.access

リポジトリへのアクセス情報の出力設定 ×

種類 属性 設定内容 可
否
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(25)ナ
ビゲー
ション
メ
ニュー
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.contr
ols.NavigationPanedPortletControl.
NavigationPortletName

ナビゲーションメニューに表示するポート
レットを指定

×

(26)言
語およ
びタイ
ムゾー
ンの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.suppor
ts

サポートする言語の言語種別を RFC1766に
従って次の形式で指定 {言語コード }［-{国
コード }［-{バリアント }］］複数指定する場
合は，コンマ（,）で区切って指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.default サポートする言語の言語種別を RFC1766に
従って次の形式で指定 {言語コード }［-{国
コード }［-{バリアント }］］

×

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezo
ne.supports

タイムゾーンをサポートするかどうかを設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezo
ne.default

デフォルトのタイムゾーンを指定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.stringr
esource.appkey

起動時に読み込むストリングリソースの設定 ×

(27)ク
ライア
ントサ
イド
データ
通信の
設定

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.dataty
pe.userData

クライアントサイドデータ通信機能を使用す
るための初期定義タグライブラリを設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasiz
e.threshold

クライアントサイドデータ通信機能でクリッ
プボードウィンドウを使用する場合のバイト
数の指定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.dataty
pe.userData.ext

クライアントサードデータ通信を行う際の
データ保管領域の拡張設定

×

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.dataty
pe.userData.errorhandle

クライアントサードデータ通信を行う際の
データ転送方式で userDataを使用する場合，
userDataまたは DOMストレージへのデー
タ格納（コピー処理）でエラーが発生したと
きに，クリップボード方式に変更するかどう
かを設定

×

種類 属性 設定内容 可
否
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(28)Coll
aborati
on - 
Online 
Commu
nity 
Manage
ment連
携機能
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.collaboratio
n.layout

Collaboration - Online Community 
Managementで作成するレイアウトに表示す
るポートレットのポートレット名を指定

×

(29)強
制表示
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.forc
eportlet.supports

強制表示ポートレット，強制タブおよび強制
表示レイアウトの設定

×

(30)シ
リアラ
イズ上
限値設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.directaccess
.postdata.size

ダイレクト呼び出し時に引き継ぐ POSTデー
タの上限サイズを設定

×

(31)
ポート
レット
表示属
性管理
ファイ
ルの指
定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.por
tletarrange.filename

ポートレット表示属性ファイルへのパスを指
定

×

(32)コ
ミュニ
ティ情
報
キャッ
シュ数
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cac
he.LRUHashtable.EmPowermentD
BModule.MaxCacheCount

コミュニティ情報キャッシュ最大数の設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cac
he.LRUHashtable.EmPowermentD
BModule.layout.MaxCacheCount

レイアウト情報キャッシュ最大数 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cac
he.LRUHashtable.JetspeedDiskCac
he.MaxCacheCount

PSML情報キャッシュ最大数の設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cac
he.LoadInfoForCommunity.Enabled

コミュニティ情報起動時キャッシュの設定 ×

(33)ス
マート
ナビ
ゲー
ション
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.
define.file

WebAPI定義ファイルのパスの設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filte
r.definition

ポートレットフィルタのパスの設定 ×

種類 属性 設定内容 可
否
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（凡例）
○：Portal Managerで設定できる項目です。
×：PortalResources.propertiesの属性値を直接変更して，設定する項目です。

各属性の詳細を次に説明します。

！！！！ 注意事項
 

{設定ファイル格納ディレクトリ }を示す場合は，${config.dir}と記述します。また，Web
アプリケーションディレクトリを示す場合は，${webapp.dir}と記述します。

（1） 画面の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PPasswordjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PPasswordjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PPasswordjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PPassword
型：String
説明：パスワード変更で表示される JSPファイルです。格納ディレクトリは，次の
とおりです。

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filte
r.enabled

ポートレットフィルタの使用の設定 ×

jp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.dat
atypedef

データ型定義ファイルのパスの設定 ×

(34)レ
スポン
スバッ
ファサ
イズの
指定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.Jsp
Service.buffer.size

レスポンスのバッファサイズを指定 ×

(35)Web
コンテ
ンツ
ポート
レット
パラメ
タ値保
存ファ
イルの
格納場
所

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portl
ets.component.parameterfilename

Webコンテンツポートレットパラメタ値保存
ファイルの格納場所

×

(36)運
用管理
ポート
レット
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.services.em
powerment.removedeleteportlet

運用管理ポートレットのポートレットタブで
OKボタンを押下したときに，削除された標
準 APIポートレット（標準 APIポートレッ
トを停止している場合）を管理・利用する
ポートレットから削除するかどうかを指定

×

種類 属性 設定内容 可
否
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<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/screens/html
デフォルト値：Password.jsp

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Loginjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Loginjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Loginjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Login
型：String
説明：ログインで表示される JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のとおり
です。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/screens/html
デフォルト値：Login.jsp

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PasswordSuccessjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PasswordSuccessjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PasswordSuccessjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.PasswordSuccess
型：String
説明：パスワードの変更が成功したときに表示される JSPファイルです。格納ディ
レクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/screens/html
デフォルト値：PasswordSuccess.jsp

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.WelcomeScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.WelcomeScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.WelcomeScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.WelcomeScreen.show
型：String
説明：ウェルカム画面の表示／非表示を指定できます。値の範囲は trueまたは
falseです。trueを指定した場合は，ログイン前にウェルカム画面が表示されます。
falseを指定した場合は，ウェルカム画面を表示しないで，［ログイン］画面が表示
されます。
デフォルト値：true

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.showjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.show
型：String
説明：ログアウト直後に表示する画面（ログアウト後画面）を指定できます。true
を指定した場合は，ウェルカム画面を表示しないで，ログアウト後画面が表示され
ます。使用する画面テンプレートは
jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.TemplateFileの値で
指定できます。falseを指定した場合は，ウェルカム画面（［ログイン］画面）が表
示されます。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：
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10.　設定ファイルとコマンド
jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.TemplateFilejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.TemplateFilejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.TemplateFilejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.TemplateFile
型：String
説明：ログアウト後画面で使用する JSPファイルを指定できます。
jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.AfterLogOutScreen.show=trueの場合に，
使用されます。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/screens/html
デフォルト値：AfterLogout.jsp

（2） エラー画面の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.default
型：String
説明：エラーが発生したときに表示される JSPファイルです。格納ディレクトリ
は，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：default.jsp

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nocontjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nocontjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nocontjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nocont
型：String
説明：コンテンツの出力に失敗した場合に表示される JSPファイルです。格納ディ
レクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nologinjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nologinjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nologinjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.nologin
型：String
説明：ログインしない場合に表示される JSPファイルです。格納ディレクトリは，
次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値： jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.timeout
型：String
説明：ポートレット並列表示の設定を行っていて，ポートレットの表示でタイムア
ウトが発生した場合に表示される JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のと
おりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
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デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.org.apache.turbine.util.security.Passwojp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.org.apache.turbine.util.security.Passwojp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.org.apache.turbine.util.security.Passwojp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.org.apache.turbine.util.security.Passwo
rdMismatchExceptionrdMismatchExceptionrdMismatchExceptionrdMismatchException

型：String
説明：ログインの認証エラー時に表示される JSPファイルです。格納ディレクトリ
は，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値： jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Forjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Forjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Forjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.For
mParameterExceptionmParameterExceptionmParameterExceptionmParameterException

型：String
説明：［パスワード変更］画面で入力項目不足時に表示される JSPファイルです。
格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値： jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Nejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Nejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Nejp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Ne
wPasswordMismatchExceptionwPasswordMismatchExceptionwPasswordMismatchExceptionwPasswordMismatchException

型：String
説明：［パスワード変更］画面で新パスワードと再入力した新パスワードが異なる場
合に表示される JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値： jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Oljp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Oljp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Oljp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.security.Ol
dPasswordMismatchExceptiondPasswordMismatchExceptiondPasswordMismatchExceptiondPasswordMismatchException

型：String
説明：［パスワード変更］画面で，旧パスワードが現在の設定と異なる場合に表示さ
れる JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値： jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.newwindowjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.newwindowjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.newwindowjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.newwindow
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型：String
説明：新規ウィンドウモードでポートレットの表示に失敗した場合に表示される
JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/html
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.directjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.directjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.directjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.direct
型：String
説明：ポートレットの URLを直接指定して複数のポータル画面を表示した時に，そ
れぞれの画面でログインを行った場合に表示される JSPファイルです。格納ディレ
クトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/html
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.layoutmaxjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.layoutmaxjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.layoutmaxjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.layoutmax
型：String
説明：レイアウト表示数の上限を超えた場合に表示される JSPファイルです。格納
ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/html
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portleterror.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portleterror.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portleterror.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portleterror.message
型：String
説明：ポートレットのコンテンツ取得時にエラーが発生した場合に表示される JSP
ファイルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portlettimeout.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portlettimeout.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portlettimeout.messagejp.co.hitachi.soft.portal.portlettimeout.message
型：String
説明：ポートレットのコンテンツの取得タイムアウト発生時に表示される JSPファ
イルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：
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jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Accjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Accjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Accjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Acc
essForbiddenExceptionessForbiddenExceptionessForbiddenExceptionessForbiddenException

型：String
説明：セキュリティエラーが発生した場合に表示される JSPファイルです。格納
ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Log
outWaitException outWaitException outWaitException outWaitException 

型：String
説明：同一セッションでログアウト中のリクエストが存在する場合に表示される
JSPファイルです。格納ディレクトリは，次のとおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logijp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logijp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logijp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Logi
nWaitExceptionnWaitExceptionnWaitExceptionnWaitException

型：String
説明：同一セッションでログイン中のリクエストが存在する場合に表示される JSP
ファイルです。ログイン時にセッションを更新しない場合
（jp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrene
wal=true以外の場合）に本ファイルを使用します。格納ディレクトリは，次のとお
りです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Doujp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Doujp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Doujp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.util.servlet.Dou
bleLoginExceptionbleLoginExceptionbleLoginExceptionbleLoginException

型：String
説明：同一セッションでログイン中のリクエストが存在する場合に表示される JSP
ファイルです。ログイン時にセッションを更新する場合
（jp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrene
wal=trueの場合）に本ファイルを使用します。格納ディレクトリは，次のとおりで
す。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/errors/<デバイス名 >
デフォルト値：jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.defaultの値の値の値の値
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（3） ログイン処理の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.modules.actions.LoginActionjp.co.hitachi.soft.portal.modules.actions.LoginActionjp.co.hitachi.soft.portal.modules.actions.LoginActionjp.co.hitachi.soft.portal.modules.actions.LoginAction
型：String
説明：ログイン処理のアクション用 JSPファイルです。格納ディレクトリは，次の
とおりです。
<PROJECT_HOME>/WEB-INF/templates/jsp/actions
デフォルト値：LoginAction.jsp

（4） ポートレット配置情報ファイルディレクトリの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dirjp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dirjp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dirjp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dir
型：String
説明：ポートレット配置情報ファイルを格納するディレクトリを設定します。
デフォルト値：/WEB-INF/psml/

（5） リポジトリサービスの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.portal.services.repository.filenamejp.co.hitachi.portal.services.repository.filenamejp.co.hitachi.portal.services.repository.filenamejp.co.hitachi.portal.services.repository.filename
型：String
説明：リポジトリファイルへのパスです。この値は必ず指定してください。
デフォルト値：なし

（6） ポータル管理グループの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filename
型：String
説明：ポータル管理グループ定義ファイルへのパスを指定します。この値は必ず指
定してください。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/conf/EmPowerment.xml

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.operatorjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.operatorjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.operatorjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.operator
型：String
説明：運用管理者を指定します。運用管理者は，ポータル管理グループの作成およ
び削除，ポータル管理グループ内の管理権限の設定ができます。複数の人を指定す
る場合は，コンマ（,）で区切って指定してください。*を指定した場合は全ての
ユーザが運用管理者となります。Portal Managerからも設定できます。
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例：taroと hanakoを運用管理者とする場合
jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.operator=taro,ha

nako

デフォルト値：*

（7） コントローラ定義ファイルの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filename
型：String
説明：コントローラ定義ファイルへのパスです。この値は必ず指定してください。
デフォルト値：なし

（8） フォーム認証定義ファイルの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfgjp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfgjp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfgjp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfg
型：String
説明：フォーム認証定義ファイルへのパスです。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/conf/formbase-auth.cfg

（9） ログインの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.defaultLoginModuljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.defaultLoginModuljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.defaultLoginModuljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.defaultLoginModul
eeee

型：String
説明：使用するログインモジュール名です。JAASコンフィグレーションファイル
（jaas.conf）で指定したアプリケーション名です。
デフォルト値：Portal

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrenewaljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrenewaljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrenewaljp.co.hitachi.soft.portal.services.security.PortalUserManager.login.sessionrenewal
型：Boolean
説明：ログイン時のセッション ID更新有無を設定します。trueを指定した場合，
ログイン時にセッション IDを更新します。この場合，ログイン前後でセッション属
性は引継ぎません。falseを指定した場合，ログイン時にセッション IDを更新しま
せん。この場合，ログイン前後でセッション属性を引継ぎます。
デフォルト値：false
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（10） ディレクトリサーバの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOut
型：int
説明：ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウト時間です。単位はミリ秒です。
ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウト時間の設定には，本設定以外に，
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTime
Outおよび，
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTi
meOutがあります。それぞれのタイムアウト時間の関係を次の図に示します。
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図 10-1　ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウト時間

デフォルト値：2,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTimeOutjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTimeOut
型：int
説明：ディレクトリサーバアクセス時のコネクション（ソケット）のタイムアウト
時間です。単位はミリ秒です。値の範囲は 0～ 7,200,000（2時間）です。製品出荷
時には 300,000（5分）です。なお，0を指定した場合，無限待ちとなります。
ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウト時間の設定には，本設定以外に，
jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutお
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よび，
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTi
meOutがあります。それぞれのタイムアウト時間の関係については，
jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutの
説明を参照してください。
デフォルト値：3,600,000（1時間）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTimeOjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTimeOjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTimeOjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.ConnectTimeO
utututut

型：int
説明：ディレクトリサーバアクセス時のコネクションを確立するまでのタイムアウ
ト時間です。単位はミリ秒です。値の範囲は 0～ 7,200,000（2時間）です。製品出
荷時には 300,000（5分）です。なお，0を指定した場合，無限待ちとなります。
ディレクトリサーバアクセス時のタイムアウト時間の設定には，本設定以外に，
jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutお
よび，
jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTime
Outがあります。それぞれのタイムアウト時間の関係については，
jp.co.hitachi.soft.portal.serivces.repository.spi.LdapRepositoryModule.TimeOutの
説明を参照してください。
デフォルト値：3,600,000（1時間）

（11） ディレクトリサーバのコネクションプールの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.MaxPoolSizejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.MaxPoolSizejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.MaxPoolSizejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.MaxPoolSize
型：int
説明：ディレクトリサーバのコネクションをプールする最大数を設定します。0を
設定した場合，ディレクトリサーバのコネクションはプールされません。値の範囲
は，0～ 10,000です。ディレクトリサーバのコネクションをプールする場合は，リ
クエスト同時実行数×２以上の値を設定してください。
デフォルト値：0

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolWaitTimejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolWaitTimejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolWaitTimejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolWaitTime
型：int
説明：ディレクトリサーバのコネクションをプールする設定の場合で，全てのコネ
クションが使用されている場合に，コネクションに空きが発生するまで待機する時
間を設定します。0を設定した場合はコネクションに空きが発生するまで待ちます。
単位はミリ秒で，値の範囲は，0～ 7,200,000です。
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デフォルト値：1,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolIdleTimeoujp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolIdleTimeoujp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolIdleTimeoujp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.PoolIdleTimeou
tttt

型：int
説明：ディレクトリサーバのコネクションをプールする設定の場合に，コネクショ
ンのアイドルタイムを設定します。コネクションがアイドルタイム以上使用されな
かった場合，コネクションはクローズされます。0を指定した場合は，コネクショ
ンがクローズされることはありません。なお，アイドルタイムはディレクトリサー
バの通信タイムアウトの設定
（jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.LdapRepositoryModule.SocketTi
meOut）およびディレクトリサーバのタイムアウト時間より短い時間を設定する必
要があります。単位はミリ秒で，値の範囲は，0～ 7,200,000です。
デフォルト値：0

（12） ユーザ情報リポジトリへのアクセス情報の定義

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.writejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.writejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.writejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.write
型：String
説明：ユーザ情報リポジトリへのアクセス情報の識別子
(jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.spi.CosminexusRepositoryModule.wri
te)を設定します。製品出荷時にはコメントアウトされていますので，統合ユーザフ
レームワークを使用したユーザ情報リポジトリへのアクセスを行う場合はコメント
アウトを解除してください。また，このプロパティを設定する場合には統合ユーザ
管理フレームワークのコンフィグレーションファイル（ua.conf）の設定を変更する
必要があります。ua.confファイルの設定内容については，「4.3.1(2)　統合ユーザ管
理フレームワークのコンフィグレーションファイルの設定」を参照してください。
デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservaluejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservaluejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservaluejp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservalue
型：String
説明：ユーザ情報リポジトリの検索条件を設定します（大文字，小文字を区別しま
す）。
loginid：認証に使用したログイン IDでユーザ情報を検索します。
userid：認証時に取得したユーザ IDでユーザ情報を検索します。
ログイン IDは，［ログイン］画面で入力した IDです。また，ユーザ IDは Portal 
Managerのマッピング定義のユーザ ID項目で指定した属性の値です。検索対象は
ユーザ情報（ユーザ属性やパーソナライズ情報）およびグループ情報です。
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Cosminexusの統合ユーザ管理でWebPasswordJDBCLoginModuleまたはカスタム
ログインモジュールを使用する場合は loginidに設定してください。
デフォルト値：loginid

（13） 障害監視の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.service.ActivityService.check.enablejp.co.hitachi.soft.portal.service.ActivityService.check.enablejp.co.hitachi.soft.portal.service.ActivityService.check.enablejp.co.hitachi.soft.portal.service.ActivityService.check.enable
型：Boolean
説明：活動監視機能を使用するかどうかを指定します。trueの場合，
ActivityServiceは一定間隔で活動監視し，falseの場合は監視しません。なお，true
にした場合，jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.log.enableを trueに
する必要があります。活動監視ログ出力機能が falseの場合は監視しません。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.log.enablejp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.log.enablejp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.log.enablejp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.log.enable
型：Boolean
説明：活動監視ログを出力するかどうかを指定します。trueの場合は活動監視ログ
を出力し，falseの場合は出力しません。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.intervaljp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.intervaljp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.intervaljp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.interval
型：int
説明：活動監視をする間隔です。単位は秒で，0の場合は活動監視を行わないこと
を示します。値の範囲は，0～ 86,400です。製品出荷時には 3,600(1時間 )が設定
されています。
デフォルト値：0

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.timeout
型：int
説明：活動監視時にタイムアウトとみなす時間です。単位は秒で 0の場合はタイム
アウトがないものとみなします。値の範囲は，0～ 86,400です。製品出荷時には
3,600(1時間 )が設定されています。
デフォルト値：なし

（14） Web Page Portletの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：
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jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.directoryjp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.directoryjp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.directoryjp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.directory
型：String
説明：強制検証フラグファイルおよびディスクキャッシュの格納ディレクトリです。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/cosmi/webpage/cache

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.memMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.memMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.memMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.memMaxSize
型：int
説明：メモリキャッシュに格納する最大コンテンツ数です。値の範囲は 1～
2,147,483,647です。
デフォルト値：16

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.diskMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.diskMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.diskMaxSizejp.co.hitachi.soft.portal.webpage.cache.diskMaxSize
型：int
説明：ディスクキャッシュに格納する最大コンテンツ数です。値の範囲は 1～
2,147,483,647です。
デフォルト値：128

（15） 保守ログの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFile
型：String
説明：保守ログの出力先ディレクトリのフルパスおよびファイル名のプレフィック
スを指定します。ただし，ほかのログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファ
イル名のプレフィックス）と同じ値は指定できません。同じ値を指定した場合は，
デフォルト値が使用されます。
次の場合に同じ値と判断されます。
• 二つの値が一致している場合（大文字，小文字は区別しません）
• 二つの値のパスが一致していて，プレフィックスの最後に指定した数字だけが異
なる場合

不正値（作成できないプレフィックスや相対パス）を指定した場合は，ログ出力さ
れません。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/log/portal

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLevel
型：String
説明：保守ログ出力レベルを設定します。指定したレベル以下の保守ログが出力さ
れます。値の範囲は -1および 0～ 30の整数です。範囲外の値または -1を設定した
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場合にはログは出力されません。
デフォルト値：0

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceModejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceModejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceModejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceMode
型：String
説明：ポートレットデバッグ機能のトレースモードです。モードを記述します。値
の範囲は，normal，compile，debugになります。
デフォルト値：normal

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLevel
型：String
説明：メッセージ出力レベルを設定します。LOG_ERR，LOG_WARNING，または
LOG_INFOを指定します。
デフォルト値：LOG_ERR

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNum
型：int
説明：切り替えて使用する保守ログファイルの数を設定します。1から 16の整数を
一つ指定します。
デフォルト値：1

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSize
型：int
説明：一つの保守ログファイルの最大サイズを設定します。単位はバイトで，値の
範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。2,097,152（2MB）以上を推奨します。
デフォルト値：1,048,576（1MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Ident
型：String
説明：ポータルサーバログを出力する際，イベントログのアプリケーション識別子
として指定する文字列です。この設定は変更しないでください。
デフォルト値：Portal Framework

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestparameterjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestparameterjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestparameterjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestparameter
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型：String
説明：保守ログに出力するリクエストパラメタの名前を指定します。uCosminexus 
Portal Frameworkがリクエストを受け付けた時に，このプロパティで指定したリク
エストパラメタと一致するパラメタが存在する場合，保守ログにメッセージ
KDPF50011-Iを出力します。パラメタの大文字，小文字は区別します。複数指定す
る場合はコンマ区切りで指定してください。1,024文字まで指定できます。
デフォルト値：com.cosminexus.admin.auth.name

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestheaderjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestheaderjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestheaderjp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestheader
型：String
説明：保守ログに出力するリクエストヘッダの名前を指定します。uCosminexus 
Portal Frameworkがリクエストを受け付けた時に，このプロパティで指定したリク
エストヘッダと一致するヘッダが存在する場合，保守ログにメッセージ
KDPF50012-Iを出力します。ヘッダの大文字，小文字は区別しません。複数指定す
る場合はコンマ区切りで指定してください。1,024文字まで指定できます。
デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestattributejp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestattributejp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestattributejp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.requestattribute
型：String
説明：保守ログに出力するリクエスト属性の名前を指定します。uCosminexus 
Portal Frameworkがリクエストを受け付けた時に，このプロパティで指定した名前
と一致するリクエスト属性が存在する場合，保守ログにメッセージ KDPF50013-I
を出力します。リクエスト属性の大文字，小文字は区別します。複数指定する場合
はコンマ区切りで指定してください。1,024文字まで指定できます。
デフォルト値：HINS_SAML_USER_ID

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.portletcalljp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.portletcalljp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.portletcalljp.co.hitachi.soft.portal.requestcontroller.log.portletcall
型：Boolean
説明：保守ログにポートレットの呼び出し開始および終了を出力するか設定します。
trueを設定した場合，保守ログにポートレットの呼び出し開始および終了を出力し
ます。trueに設定した場合，ポータル画面を表示するたびに画面に配置している
ポートレット数の呼び出し開始および終了のログが出力されますので，保守ログ
ファイルの数および一つの保守ログファイルの最大サイズを増やしてください。
デフォルト値：false

（16） ポートレットアクセスログの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：
539



10.　設定ファイルとコマンド
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.PortletAccessLogjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.PortletAccessLogjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.PortletAccessLogjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.PortletAccessLog
型：Boolean
説明：ポートレットアクセスログの出力有無を指定します。trueを指定すると，
ポートレットアクセスログを出力します。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionAccess
型：String
説明：ポートレットアクセスログの出力オプションを指定します。次のパラメタを
コンマ（,）で区切って指定します。
• un：利用者名称
• tm：ポートレット処理経過時間（ミリ秒）
• er：障害コード
• lid：レイアウト名称
• lnm：レイアウトタイトル
• ud：ユーザ定義項目名
• act：ログイン /ログアウト情報

常に「利用者名称」，「ポートレット処理経過時間（ミリ秒）」，「障害コード」の順で
出力されます。複数指定した場合は無視されます。指定した値の大文字，小文字は
区別しません。
指定例：
   jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionAccess=un

上記の場合は，「id=利用者要求カウンタ pn=ポートレット名称 un=利用者名称」が
ポートレットアクセスログファイルに出力されます。「利用者要求カウンタ」および
「ポートレット名称」は必ず出力されます。
デフォルト値：tm

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFileAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFileAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFileAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFileAccess
型：String
説明：ポートレットアクセスログの出力先ディレクトリのフルパスおよびファイル
名のプレフィックスを指定します。ただし，ほかのログのファイル名（ログ出力先
のフルパス＋ファイル名のプレフィックス）と同じ値は指定できません。同じ値を
指定した場合は，デフォルト値が使用されます。
次の場合に同じ値と判断されます。
• 二つの値が一致している場合（大文字，小文字は区別しません）
• 二つの値のパスが一致していて，プレフィックスの最後に指定した数字だけが異
なる場合

不正値（作成できないプレフィックスや相対パス）を指定した場合は，ログ出力さ
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れません。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/log/access

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumAccess
型：int
説明：切り替えて使用するポートレットアクセスログファイルの数を設定します。1
から 16の整数を一つ指定します。
デフォルト値：4

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizeAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizeAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizeAccessjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizeAccess
型：int
説明：一つのポートレットアクセスログファイルの最大サイズを設定します。単位
はバイトで，値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。
デフォルト値：1,048,576（1MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionDelimiterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionDelimiterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionDelimiterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionDelimiter
型：String
説明：ポートレットアクセスログ出力項目の区切り文字を設定します。
大文字，小文字を区別した 0～ 4文字の ASCII文字だけで設定します。プロパティ
が存在しない場合，または誤った設定値が設定された場合（全角文字が設定された
場合や文字数が設定できる範囲を超えた場合など）は，保守ログにメッセージ
（KDPF60019-E）とプロパティ名を出力して，デフォルト値（半角空白 1文字）を
適用して処理を続行します。
デフォルト値：半角空白 1文字

（17） ポートレットログの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileName
型：String
説明：ポートレットログの出力先ディレクトリのフルパスとファイル名のプレ
フィックスを指定します。ただし，ほかのログのファイル名（ログ出力先のフルパ
ス＋ファイル名のプレフィックス）と同じ値は指定できません。同じ値を指定した
場合は，デフォルト値が使用されます。
次の場合に同じ値と判断されます。
• 二つの値が一致している場合（大文字，小文字は区別しません）
• 二つの値のパスが一致していて，プレフィックスの最後に指定した数字だけが異
なる場合
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不正値（作成できないプレフィックスや相対パス）を指定した場合は，ログ出力さ
れません。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/log/application

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.TraceLevel
型：String
説明：ポートレットログの出力レベルです。指定したレベル以下のポートレットロ
グが出力されます。値の範囲は－ 1および 0～ 30の整数です。
デフォルト値：10

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileSize
型：int
説明：一つのポートレットログファイルの最大サイズです。単位はバイトで，値の
範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。
デフォルト値：1,048,576（1MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.api.log.application.FileNum
型：int
説明：切り替えて使用するポートレットログファイルの数です。値の範囲は 1～
65,535です。
デフォルト値：1

（18） 監査ログの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.enablejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.enablejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.enablejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.enable
型：Boolean
説明：監査ログの出力有無を設定します。
true：監査ログを出力します。
false：監査ログを出力しません。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filterjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filter
型：String
説明：監査ログに出力するメッセージを抑止するメッセージ IDを設定します。複数
指定する場合はコンマ（,）で区切って設定します。256個まで指定することができ
ます。
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デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNamejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileName
型：String
説明：監査ログの出力先ディレクトリのフルパスおよびファイル名のプレフィック
スを指定します。プロパティで設定した出力先にログファイルとログファイルを制
御するための監査ログコントロールファイル（拡張子が .conf）が出力されます。
ファイルのパスはプレフィクスを含め 250文字以下を指定してください。
デフォルト値：${webapp.dir}/WEB-INF/log/audit

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.messagejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.messagejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.messagejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.message
型：String
説明：監査ログに出力するメッセージの重要度を設定します。複数設定する場合は
コンマ（,）で区切って設定します。設定しない重要度のメッセージは監査ログに出
力されません。
ERR：Errorレベルのメッセージを出力します。
WARN：Warningレベルのメッセージを出力します。
INFO：Informationレベルのメッセージを出力します。
デフォルト値：ERR,WARN,INFO

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileSize
型：int
説明：一つの監査ログファイルの最大サイズを指定します。単位はバイトで，値の
範囲は，4,096～ 2,147,483,647です。
デフォルト値：10,485,760（10MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNum
型：int
説明：切り替えて使用する監査ログファイルの数を指定します。値の範囲は，2～
32です。
デフォルト値：4

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.encodingjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.encodingjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.encodingjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.encoding
型：String
説明：監査ログのエンコーディングを設定します。UTF-8またはWindows-31Jが
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指定できます。なお，Windows-31Jを指定した場合，次の項目にWindows-31Jに
存在しない文字を使用すると，存在しない文字が文字化けします。
• ポータル管理グループタイトル
• 利用者条件

デフォルト値：UTF-8

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.sourcejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.sourcejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.sourcejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source
型：String
説明：監査ログに出力するクライアント IPアドレスの取得元を設定します。ポータ
ルサーバが NATデバイスの内側に設定されている場合は，NATの設定により任意
のリクエストヘッダ（標準は X-Forwarded-For）にクライアントの IPアドレスを
設定することができるため，そのリクエストヘッダを指定します。リクエストヘッ
ダの値がコンマ区切りで指定されている場合，次のプロパティで指定された方法で
IPアドレスを取得することができます。
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source.detail
プロパティを指定しない場合，またはリクエストヘッダから値が取得できない場合
は，IPヘッダー・パケットから IPアドレスを取得します。
デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source.detailjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source.detailjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source.detailjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.source.detail
型：Integer
説明：監査ログに出力するクライアント IPアドレスをリクエストヘッダから取得す
る場合（jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.clientip.sourceを指定した場合）
に，コンマで複数の IPアドレスが記述されている場合の取得方法を設定します。コ
ンマ区切りで複数の IPアドレスが設定されていない場合は，このプロパティの設定
値は無効となります。
0：全ての情報を取得します。
1：先頭の IPアドレスをクライアントの IPアドレスとして抽出します。
なお，コンマ以外の区切り文字には対応していません。
デフォルト値：1

（19） デフォルトエンコーディングの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

document.defaultencodingdocument.defaultencodingdocument.defaultencodingdocument.defaultencoding
型：String
説明：次に示すファイルのデフォルトエンコーディングを指定します。UTF-8，
Windows-31J，EUC-JPまたは JISを指定できます。この値は必ず指定してくださ
い。
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• Fileポートレット 
• ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル） 
• ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg） 
• リポジトリファイル（Repository.xml） 
• マッピング定義ファイル 
• クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml） 
• フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg） 
• コントロール定義ファイル（controllers.xml）

デフォルト値：なし

（20） URL変換規則の切り替え

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflagjp.co.hitachi.soft.portal.transurlflagjp.co.hitachi.soft.portal.transurlflagjp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag
型：Boolean
説明：URL変換規則の切り替えフラグです。指定できる値は trueまたは falseで
す。詳細については，「6.8　SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシ使用時
の設定」を参照してください。
デフォルト値：false
URLの変換規則を次の表に示します。

表 10-2　URLの変換規則

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxyjp.co.hitachi.soft.portal.url.proxyjp.co.hitachi.soft.portal.url.proxyjp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy
型：String
説明：リバースプロキシとして SSLアクセラレーターを使用するかどうかを設定し
ます。指定できる値は SSLまたは NONEです。SSLアクセラレーターを使用しな
いで，リバースプロキシだけ使用する場合は，NONEを指定してください。
SSL：SSLアクセラレーターを使用する。
NONE：SSLアクセラレーターを使用しない。
デフォルト値：NONE

属性名：属性名：属性名：属性名：

プロパティ値 変換規則 変換後の URL

false プロトコルと
サーバ名称を
含む

{プロトコル }://{サーバ名称 }:{ポート番号 }/{ポータルプロジェクト
名 }/～

true プロトコルと
サーバ名称を
含まない

/{ポータルプロジェクト名 }/～
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jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomain
型：String
説明：HTTPで通信する際，URLに含まれるホスト名，ポート番号およびパス名を
指定します。このプロパティは，プロトコルとサーバ名称を含める URLを生成する
場合に使用されます。値は次の形式で指定してください。
 
ホスト名称:ポート番号/パス名
 

ポート番号およびパス名は省略できます。ポート番号を省略した場合は，デフォル
トのポート番号（80）が使用されます。
なお，リバースプロキシなどの中継機器を使用する場合は，中継機器のホスト名と
ポート番号を指定してください。
すべてを省略した場合は，ポータルサーバのホスト名とポート番号を使用します。
デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainjp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomain
型：String
説明：HTTPSで通信する際，URLに含まれるホスト名，ポート番号およびパス名
を指定します。このプロパティは，プロトコルとサーバ名称を含める URLを生成す
る場合に使用されます。値は次の形式で指定してください。
 
ホスト名称:ポート番号/パス名
 

ポート番号およびパス名は省略できます。ポート番号を省略した場合は，デフォル
トのポート番号（443）が使用されます。
なお，リバースプロキシなどの中継機器を使用する場合は，中継機器のホスト名と
ポート番号を指定してください。
すべてを省略した場合は，ポータルサーバのホスト名とポート番号を使用します。
デフォルト値：なし

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflagjp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflagjp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflagjp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflag
型：Boolean
説明：URL変換を行うときに，jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomainプロパティ
および jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainプロパティで指定したパス名で
ポータルプロジェクト名を置換する場合は trueを設定してください。置換せずパス
名を追加する場合は falseを設定してください。なお，
jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomainプロパティでパス名の指定を行っていない
場合は trueを指定しても変換しません。詳細については，「6.8　SSLアクセラレー
ターまたはリバースプロキシ使用時の設定」を参照してください。
デフォルト値：false
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属性名：属性名：属性名：属性名：

transinline.compattransinline.compattransinline.compattransinline.compat
型：Boolean
説明：jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.PortletURI#transInlineURIメソッドについ
て，プロトコルとサーバ名称を含まないURLを生成します。プロトコルとサーバ名
称を含むURLを生成する場合は falseを指定してください。trueに設定した場合，
または未指定の場合，08-03以前と同じ動作をします。この場合，
jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.PortletURI#transInlineURIメソッドには，次のプ
ロパティが適用されません。
• jp.co.hitachi.soft.portal.transurlflag
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.proxy
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpdomain
• jp.co.hitachi.soft.portal.url.httpsdomain
• jp.co.hitachi.soft.portal.transcontextflag

デフォルト値：true

（21） レイアウトの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.outside.padding.withoutjp.co.hitachi.soft.portal.layout.outside.padding.withoutjp.co.hitachi.soft.portal.layout.outside.padding.withoutjp.co.hitachi.soft.portal.layout.outside.padding.without
型：String
説明：ポートレット間隔（padding）を二重に設定しないで表示させるプロパティ値
です。trueを指定した場合は，ポートレット間隔（padding）を二重に設定しない
で同間隔で表示します。falseを設定した場合は，ポートレット間隔（padding）を
二重に設定して表示します。このプロパティは，表示形式がタブ形式で，レイアウ
ト形式が行ベース，列ベース，またはユーザ登録形式のどれかの形式の場合に有効
になります。それ以外の形式で配置している場合は，このプロパティに trueを指定
してもポートレット間隔は二重に設定されます。
デフォルト値：true

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.padding.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.padding.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.padding.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.padding.size
型：int
説明：ポートレット間隔のサイズデフォルト値です。値の範囲は 0 以上です。
デフォルト値：3

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.size
型：int
説明：ポートレットを囲む枠線の太さのデフォルト値です。値の範囲は 0以上です。
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デフォルト値：1

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.border.color
型：String
説明：ポートレットを囲む枠線の色のデフォルト値です。値の範囲は #000000 ～ 
#FFFFFFまたはHTML4.01で定義されている red，yellowなどの色名です。値の
範囲外のプロパティ値が設定された場合は，デフォルト値で表示し，メッセージ
KDPF60019-Eをログファイルに出力します。
デフォルト値：#CCCCCC

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.active.color
型：String
説明：タブの活性色のデフォルト値です。値の範囲は #000000 ～ #FFFFFFまたは
HTML4.01で定義されている red，yellowなどの色名です。値の範囲外のプロパ
ティ値が設定された場合は，デフォルト値で表示し，メッセージ KDPF60019-Eを
ログファイルに出力します。
デフォルト値：#990000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.nonactive.color
型：String
説明：タブの非活性色のデフォルト値です。値の範囲は #000000 ～ #FFFFFFまた
は HTML4.01で定義されている red，yellowなどの色名です。値の範囲外のプロパ
ティ値が設定された場合は，デフォルト値で表示し，メッセージ KDPF60019-Eを
ログファイルに出力します。
デフォルト値：#DDDDDD

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.sizejp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.size
型：int
説明：ルーラー幅のデフォルト値です。値の範囲は 0以上です。
デフォルト値：2

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.ruler.color
型：String
説明：ルーラー色のデフォルト値です。値の範囲は #000000 ～ #FFFFFFまたは
HTML4.01で定義されている red，yellowなどの色名です。値の範囲外のプロパ
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ティ値が設定された場合は，デフォルト値で表示し，メッセージ KDPF60019-Eを
ログファイルに出力します。
デフォルト値：#990000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.title.color
型：String
説明：タイトルバー，タブの非活性色，およびルーラー色のデフォルト値です。値
の範囲は #000000 ～ #FFFFFFまたはHTML4.01で定義されている red，yellow
などの色名です。値の範囲外のプロパティ値が設定された場合は，デフォルト値で
表示し，メッセージ KDPF60019-Eをログファイルに出力します。
デフォルト値：#DDDDDD

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.colorjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.background.color
型：String
説明：背景色のデフォルト値です。値の範囲は #000000 ～ #FFFFFFまたは
HTML4.01で定義されている red，yellowなどの色名です。値の範囲外のプロパ
ティ値が設定された場合は，デフォルト値で表示し，メッセージ KDPF60019-Eを
ログファイルに出力します。
デフォルト値：#FFFFFF

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.maxdisplaysjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.maxdisplaysjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.maxdisplaysjp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.maxdisplays
型：int
説明：レイアウトの表示上限数を設定します。値の範囲は 1～ 500です。プロパ
ティが存在しない場合，または値の範囲外のプロパティ値が設定された場合は，デ
フォルト値（50）が設定されます。
デフォルト値：50

（22） ポートレット並列表示の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.optionjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.optionjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.optionjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.option
型：String
説明：ポートレット並列機能の使用有無を指定します。値の範囲は trueまたは
falseです。小文字で入力してください。また true以外の文字を指定した場合は，
指定は falseに設定されます。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：
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jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.timeoutjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.timeout
型：int
説明：ポートレットコンテンツを取得するまでの監視時間を指定します。単位は秒
です。値の範囲は 0（監視しない），または 1～ 86,400です。
デフォルト値：0（監視しない）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.init.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.init.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.init.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.init.count
型：int
説明：スレッドプールで確保するスレッドの初期個数です。値の範囲は 1～ 1,000
です。
デフォルト値：10

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.max.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.max.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.max.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.max.count
型：int
説明：スレッドプールで確保するスレッドの最大個数です。値の範囲は 1～ 1,000
です。ただし，次の注意点を考慮して設定してください。
• 最大スレッド数設定の注意点
生成できる最大のスレッド数より表示するポートレット数が上回ると，スレッド
生成待ちになってしまいます。設定する最大スレッド数は，次に示す範囲で設定
してください。
最大スレッド数　≧　ポートレット数＋ Cosminexusのスレッド数

最大スレッド数の算出方法については，「6.9.1（2）ポートレット並列表示使用時
のスレッド数」に記載している「最大スレッド数の算出方法」の説明を参照して
ください。

デフォルト値：100

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.minspare.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.minspare.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.minspare.countjp.co.hitachi.soft.portal.multiportlet.services.ThreadPool.minspare.count
型：int
説明：スレッドプール機能でスレッドを確保する増分個数です。値の範囲は 1～
1,000です。スレッドを確保するときに指定個数分のスレッドを増加させます。
• スレッドプール内のスレッドの確保
スレッドプール内の空きスレッド数が増分個数未満の場合，最大個数以下の範囲
でスレッドを確保します。

デフォルト値：20

（23） パーソナライズ情報保存方法の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：
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jp.co.hitachi.soft.portal.repository.commit.modejp.co.hitachi.soft.portal.repository.commit.modejp.co.hitachi.soft.portal.repository.commit.modejp.co.hitachi.soft.portal.repository.commit.mode
型：String
説明：パーソナライズ情報がリポジトリに格納されるタイミングを指定します。指
定できる値は normal，sessionまたは requestです。

normal
パーソナライズ情報をログアウトのタイミングで更新します。

session
パーソナライズ情報をログアウトおよびセッションタイムアウトのタイミング
で更新します。
パーソナライズ情報をログアウトのタイミングで更新します。

request
パーソナライズ情報をリクエスト単位に更新します。この指定が有効になる
パーソナライズ情報を次に示します。
• ユーザがカスタマイズした標準画面レイアウト情報
カスタマイズ Bean（LayoutCustomizeBean）の setContentsメソッドに
よって格納します。

• ユーザがポートレット単位に設定したカスタマイズ情報（ブックマーク情報
など）
ユーザ情報取得 Bean（PortalUserInfoBean）の setCustomizeInfoメソッド
によって格納します。

なお，requestを指定する場合は，複数のカスタマイズ情報を関連した情報として管
理している（リンク先とリンク先のタイトル名称など）場合，単一のリクエストご
とに設定が完了している必要があります。複数のリクエストにわたって一連の情報
を設定する場合，requestは指定できません。
（例）setCustomizeInfoを複数使用し，複数のリクエストにわたって関連した情報
を設定している場合。
デフォルト値：normal
注意事項：
• normalが推奨値になります。
• normalの場合，セッションタイムアウト時にはパーソナライズ情報は更新しませ
ん。

• パーソナライズ情報の更新時に，他アプリケーション情報の DBへの登録が保留
になっていた場合，各アプリケーションの情報も同時に保存されます。

• requestを指定すると，パーソナライズ情報を逐次ディレクトリサーバ／ DBに書
き込みます。このため，利用頻度およびディレクトリサーバ／ DBの排他の方式
によっては性能が低下する場合があります。書き込みのデータ量は，各ポータル
利用者の全カスタマイズ情報のサイズになります。

• requestを指定すると，パーソナライズ情報をリクエスト単位にディレクトリサー
バ／ DBにへ書き込むため，その時点で書き込みエラーが発生する場合がありま
す。エラー時はログにエラーを出力しますが，例外はスローしません。ディレク
トリサーバ／ DBの障害が発生した場合（一時的な要因も含む），リトライ処理は
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しません。再度ポータル利用者がカスタマイズ情報を更新する操作をするか，ま
たはログアウトするまで格納処理が延期されます。

• requestを指定すると，パーソナライズ情報をリクエスト単位にディレクトリサー
バ／ DBに書き込みますが，情報が更新されていなければ書き込みません。ログ
アウト時には sessionを指定した場合と同様に，カスタマイズ情報を書き込みま
す。

• リクエスト処理中に障害が発生した場合，書き込まないことがあります。

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.repository.customize.commitdatajp.co.hitachi.soft.portal.repository.customize.commitdatajp.co.hitachi.soft.portal.repository.customize.commitdatajp.co.hitachi.soft.portal.repository.customize.commitdata
型：Boolean
説明：レイアウトカスタマイズ機能（レイアウト変更画面）の設定完了時でのパー
ソナライズ情報のディレクトリサーバ／ DBへの書き込みを制御します。
true：設定完了時にパーソナライズ情報をディレクトリサーバ／ DBに書き込みま
す。
false：設定完了時にパーソナライズ情報をディレクトリサーバ／ DBに書き込みま
せん。
パーソナライズ情報を書き込むタイミングについてはプロパティ
（jp.co.hitachi.soft.portal.repository.commit.mode）を参照します。
デフォルト値：true

（24） リポジトリの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.repository.db.autoaddjp.co.hitachi.soft.portal.repository.db.autoaddjp.co.hitachi.soft.portal.repository.db.autoaddjp.co.hitachi.soft.portal.repository.db.autoadd
型：Boolean
説明：ユーザのパーソナライズ情報を格納したテーブルに，ログインしたポータル
利用者のレコードがない場合に，そのポータル利用者のレコードを自動的に追加す
るかどうかを指定します。
true：自動的にレコードを追加します。
false：自動的にレコードを追加しません。
このプロパティは，次の条件をすべて満たす場合だけ利用できます。
1. Portal Managerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［マッピング情報］
－［ユーザ情報］で表示される画面の「パーソナライズ情報を表すキー」の接続
先が DBの構成情報を指定している場合

2. 1.で指定した構成情報のテーブルが，ユーザ IDを示す項目以外，NULLを格納
できる場合

各イベントで発行する SQL情報
uCosminexus Portal Frameworkでは，次の場合に，記載した SQLで DBにア
クセスします。
• ユーザがログインした際に，ユーザのレコードが，指定した構成情報に対応
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するテーブル上に存在しなかった場合
insert into HPTLUSER (USERID) values(?)

 
HPTLUSER：指定した構成情報の「テーブル名」です。
USERID：指定した構成情報の「テーブルキーカラム名」です。
追加される値は，ユーザ情報リポジトリの検索条件の設定
（jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.uservalue）で指定した値です。

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.log.accessjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.log.accessjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.log.accessjp.co.hitachi.soft.portal.services.repository.log.access
型：Boolean
説明：保守ログにリポジトリへのアクセス情報（開始，終了およびアクセス内容）
を出力するか設定します。trueを設定した場合，保守ログにリポジトリへのアクセ
ス情報を出力します。trueに設定した場合，リポジトリへのアクセスのたびにログ
が出力されますので，保守ログファイルの数および一つの保守ログファイルの最大
サイズを増やしてください。
デフォルト値：false

（25） ナビゲーションメニューの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.NavigationPanedPortletControl.NavigationPorjp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.NavigationPanedPortletControl.NavigationPorjp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.NavigationPanedPortletControl.NavigationPorjp.co.hitachi.soft.portal.portal.controls.NavigationPanedPortletControl.NavigationPor
tletNametletNametletNametletName

型：String
説明：ナビゲーションメニューに表示するポートレットを指定します。このプロパ
ティを設定すると，管理者用レイアウトカスタマイズ機能のレイアウト編集画面に
ナビゲーションメニューの項目が表示されます。ナビゲーションメニューを使用し
ない場合は，プロパティをコメントアウトするか，または値を設定しないでくださ
い。
デフォルト値：なし

（26） 言語およびタイムゾーンの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.supports
型：String
説明：サポートする言語を RFC1766に従って次の形式で指定します。
 
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］
 

なお，国コードとバリアントは省略できます。また，複数指定する場合はコンマ（,）
で区切って指定します。
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デフォルト値：ja,en

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.default
型：String
説明：デフォルトの言語を RFC1766に従って次の形式で指定します。
 
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］
 

なお，国コードとバリアントは省略できます。
デフォルト値：en

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.supports
型：Boolean
説明：タイムゾーンをサポートするかどうかを指定します。指定できる値は trueま
たは falseです。falseを指定した場合，タイムゾーンを取得するユーザロケール情
報取得 APIでは，デフォルト値が返却されます。
デフォルト値：true

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.timezone.default
型：String
説明：デフォルトのタイムゾーンを指定します。指定できる値はカスタムタイム
ゾーン IDです。
デフォルト値：GMT+09:00

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.stringresource.appkeyjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.stringresource.appkeyjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.stringresource.appkeyjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.stringresource.appkey
型：String
説明：起動時に読み込むストリングリソースのアプリケーションキー名称を指定し
ます。複数指定する場合はコンマ（,）で区切って指定してください。指定しないス
トリングリソースは初回使用時に読み込まれます。
デフォルト値：hptl_customizer,hptl_common

（27） クライアントサイドデータ通信機能を使用するための設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userDatajp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userDatajp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userDatajp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData
型：Boolean
説明：クライアントサイドデータ通信機能を使用する場合のデータ転送方式を指定
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します。クライアントサイドデータ通信機能のデータ格納方式に従って，次の値を
設定します。
true：userDataおよび DOMストレージとポータルクリップボードウィンドウを併
用する場合
false：ポータルクリップボードウィンドウだけ使用する場合
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasize.thresholdjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasize.thresholdjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasize.thresholdjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasize.threshold
型：int
説明：クライアントサイドデータ通信機能のデータ転送方式で userDataとポータル
クリップボードウィンドウを併用する設定の場合に，userDataからポータルクリッ
プボードウィンドウに切り替えるデータサイズをバイト数で指定します。クライア
ントサイドデータ通信機能でデータ転送するときに，userDataに格納できるデータ
サイズを超えるデータを転送する場合は，ポータルクリップボードウィンドウを使
用して，データ転送を行います。値の範囲は 1～ 2,147,483,647です。値の範囲外
のプロパティ値が設定された場合は，デフォルト値が設定されます。
デフォルト値：32,000（バイト）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.extjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.extjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.extjp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.ext
型：String
説明：クライアントサードデータ通信を行う際のデータ保管領域の拡張設定を行い
ます。
none：userDataだけを使用する。
usedomstorage：userDataと DOMストレージを併用する。
クライアントサードデータ通信を行う際のデータ転送に userDataを使用しない場合
（jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData=falseの場合），本プロパティの指
定は無効となります。
デフォルト値：none

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.errorhandlejp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.errorhandlejp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.errorhandlejp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData.errorhandle
型：Boolean
説明：クライアントサードデータ通信を行う際のデータ転送方式で userDataを使用
する場合，userDataまたは DOMストレージへのデータ格納（コピー処理）でエ
ラーが発生したときに，クリップボード方式に変更するかどうかを設定します。
false：変更しない（エラーメッセージを表示し処理を中止します）。
true：変更する（クリップボード方式に切り替え処理を続行します）。
クライアントサードデータ通信を行う際のデータ転送に userDataを使用しない場合
（jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData=falseの場合），本プロパティの指
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定は無効となります。
デフォルト値：false

（28） Collaboration - Online Community Management連携機能の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.collaboration.layoutjp.co.hitachi.soft.portal.collaboration.layoutjp.co.hitachi.soft.portal.collaboration.layoutjp.co.hitachi.soft.portal.collaboration.layout
型：String
説明：Collaboration - Online Community Managementで作成するレイアウトに表
示するポートレットのポートレット名を指定します。複数のポートレット名を指定
する場合は，コンマ（,）で区切って指定してください。複数指定されたポートレッ
トを，上から順番に 1列に並べて表示します。
デフォルト値：informationview

（29） 強制表示の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.forceportlet.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.forceportlet.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.forceportlet.supportsjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.forceportlet.supports
型：Boolean
説明：強制表示ポートレット，強制表示タブおよび強制表示レイアウトを使用する
場合は，trueを設定します。falseを設定した場合，強制表示ポートレット，強制タ
ブおよび強制表示レイアウトは使用できません。
デフォルト値：false

（30） シリアライズ上限値設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.directaccess.postdata.sizejp.co.hitachi.soft.portal.directaccess.postdata.sizejp.co.hitachi.soft.portal.directaccess.postdata.sizejp.co.hitachi.soft.portal.directaccess.postdata.size
型：int
説明：ポートレットの URLを直接開いた時に引き継ぐ POSTデータの上限サイズ
を設定します。単位はバイトで，値の範囲は 0～ 2,097,152です。プロパティが存
在しない場合，または値の範囲外のプロパティ値が設定された場合は，デフォルト
値が設定されます。
デフォルト値：2,097,152（2MB）

（31） ポートレット表示属性管理ファイルの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.portletarrange.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.portletarrange.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.portletarrange.filenamejp.co.hitachi.soft.portal.services.portletarrange.filename
型：String
説明：共通情報用 DBを使用しない場合に，ポートレット表示属性管理ファイルへ
のパスを指定します。
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デフォルト値：${config.dir}/portletarrange.xml

（32） コミュニティ情報キャッシュ数の設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.Maxjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.Maxjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.Maxjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.Max
CacheCountCacheCountCacheCountCacheCount

型：int
説明：コミュニティ情報のキャッシュの最大数を指定します。値の範囲は 1,000～
100,000です。リポジトリから取得したコミュニティ情報の数が設定値を超えた場
合は，最も長い間，使われていないコミュニティ情報をキャッシュから削除します。
プロパティの設定が存在しない場合はデフォルト値が設定されます。なお，本プロ
パティを有効にするためにはコミュニティ情報に関する情報を起動時にキャッシュ
しない設定
（jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabled=false）
を行っておく必要があります。
デフォルト値：10,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.layoujp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.layoujp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.layoujp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.EmPowermentDBModule.layou
t.MaxCacheCountt.MaxCacheCountt.MaxCacheCountt.MaxCacheCount

型：int
説明：レイアウト情報のキャッシュの最大数を指定します。値の範囲は 1,000～
100,000です。リポジトリから取得したレイアウト情報の数が設定値を超えた場合
は，最も長い間，使われていないレイアウト情報をキャッシュから削除します。プ
ロパティの設定が存在しない場合はデフォルト値が設定されます。なお，本プロパ
ティを有効にするためにはコミュニティ情報に関する情報を起動時にキャッシュし
ない設定
（jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabled=false）
を行っておく必要があります。
デフォルト値：10,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.JetspeedDiskCache.MaxCachejp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.JetspeedDiskCache.MaxCachejp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.JetspeedDiskCache.MaxCachejp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LRUHashtable.JetspeedDiskCache.MaxCache
CountCountCountCount

型：int
説明：ディスクリソース（PSML情報，ファイル等）のキャッシュの最大数を指定
します。値の範囲は 1,000～ 100,000です。ディスクから取得したリソースの数が
設定値を超えた場合は，最も長い間，使われていないディスクリソースをキャッ
シュから削除します。プロパティの設定が存在しない場合はデフォルト値が設定さ
れます。なお，本プロパティを有効にするためにはコミュニティ情報に関する情報
を起動時にキャッシュしない設定
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（jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabled=false）
を行っておく必要があります。
デフォルト値：10,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabledjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabledjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabledjp.co.hitachi.soft.portal.common.cache.LoadInfoForCommunity.Enabled
型：int
説明：コミュニティに関する情報をサーバ起動時にキャッシュするか設定します。
true：起動時にキャッシュを行います。
false：起動時にキャッシュしません。
デフォルト値：true

（33） スマートナビゲーションの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.define.filejp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.define.filejp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.define.filejp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.define.file
型：String
説明：WebAPI定義ファイルのパスを設定します。
デフォルト値：${config.dir}/webapi.xml

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.definitionjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.definitionjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.definitionjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.definition
型：String
説明：ポートレットフィルタ定義ファイルのパスを設定します。
デフォルト値：${config.dir}/portlet_filter.xml

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.enabledjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.enabledjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.enabledjp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.enabled
型：Boolean
説明：ポートレットフィルタの使用有無を設定します。スマートナビゲーションを
使用する場合は trueに設定してください。
true：ポートレットフィルタを有効にします。
false：ポートレットフィルタを無効にします。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.datatypedefjp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.datatypedefjp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.datatypedefjp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.datatypedef
型：String
説明：データ型定義ファイルのパスを設定します。
デフォルト値：${config.dir}/data_put_definition.xml
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（34） レスポンスバッファサイズの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.JspService.buffer.sizejp.co.hitachi.soft.portal.services.JspService.buffer.sizejp.co.hitachi.soft.portal.services.JspService.buffer.sizejp.co.hitachi.soft.portal.services.JspService.buffer.size
型：int
説明：ポータルがクライアントに対するレスポンスを作成する際の，バッファサイ
ズをバイト数で指定します。値の範囲は 51,200～ 2,000,000です。このバッファサ
イズはリクエストを実行するスレッドごとに確保され，確保後は解放されない領域
であるため，スレッド数とメモリ使用量を考慮してサイズを決める必要があります。
デフォルト値：200,000（バイト）

（35） Webコンテンツポートレットパラメタ値保存ファイルの格納場所

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.component.parameterfilenamejp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.component.parameterfilenamejp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.component.parameterfilenamejp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.component.parameterfilename
型：String
説明：Webコンテンツポートレットパラメタ値保存ファイルの格納場所を指定しま
す。値はパス形式で指定してください。
デフォルト値：${config.dir}/componentParameters.xml

（36） 運用管理ポートレットの設定

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.removedeleteportletjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.removedeleteportletjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.removedeleteportletjp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.removedeleteportlet
型：Boolean
説明：運用管理ポートレットのポートレットタブで OKボタンを押下したときに，
削除された標準 APIポートレット（標準 APIポートレットを停止している場合）を
管理・利用するポートレットから削除するかどうかを指定します。
true：削除する。
false：削除しない（削除する場合は，運用管理者が明示的に管理・利用の両方の
チェックを外すか，削除するポートレットを取り消します）。
デフォルト値：true

10.1.2　PortalSetup.propertiesの詳細
Portal Managerをセットアップする PortalSetup.propertiesについて説明します。

PortalSetup.propertiesの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ
}¥CC¥web¥containers¥portaladmin¥webapps¥PortalSetup¥WEB-INF¥con
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f

PortalSetup.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。

表 10-3　PortalSetup.propertiesの属性一覧

各属性の詳細を次に説明します。

属性名：属性名：属性名：属性名：

AD_WKDIRAD_WKDIRAD_WKDIRAD_WKDIR
型：String
説明：ポータルに登録した全ポートレットの作業ディレクトリを指定します。この
属性を変更する必要はありません。
デフォルト値：wk_adportlets

属性名：属性名：属性名：属性名：

AD_TRSDIRAD_TRSDIRAD_TRSDIRAD_TRSDIR
型：String
説明：ポータルに登録した全ポートレットのトレースファイルの格納先ディレクト
リを指定します。この属性を変更する必要はありません。
デフォルト値：trs_adportlets

属性名：属性名：属性名：属性名：

ADPORTLETS_HOMEADPORTLETS_HOMEADPORTLETS_HOMEADPORTLETS_HOME
型：String
説明：ポータルに登録された全ポートレットの格納先ディレクトリを指定します。
この属性を変更する必要はありません。
デフォルト値：adportlets

属性名：属性名：属性名：属性名：

AD_IPAD_IPAD_IPAD_IP
型：String
説明：Portal Managerを起動できるユーザ（システム管理者）の IPアドレスを設

属性名 設定内容

AD_WKDIR ポータルに登録した全ポートレットの作業ディレクトリを指定

AD_TRSDIR ポータルに登録した全ポートレットのトレースファイルの格納先ディレク
トリを指定

ADPORTLETS_HOME ポータルに登録された全ポートレットの格納先ディレクトリを指定

AD_IP Portal Managerを起動できるユーザ（システム管理者）の IPアドレスを
設定

AD_SEP パスを指定する際の，ディレクトリを区切る記号を指定
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定します。複数の PCから Portal Managerを使用したい場合は，IPアドレスをコ
ンマ（,）で区切って指定してください。
デフォルト値：127.0.0.1

属性名：属性名：属性名：属性名：

AD_SEPAD_SEPAD_SEPAD_SEP
型：String
説明：パスを指定する際の，ディレクトリを区切る記号を指定します。
デフォルト値：/

10.1.3　PortalTools.propertiesの詳細
uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドのログ出力の動作およびコマンド
の動作を設定する PortalTools.propertiesについて説明します。

PortalTools.propertiesは {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。デ
フォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

PortalTools.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。

表 10-4　PortalTools.propertiesの属性一覧

属性名 設定内容

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Ident uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドがイベントログを出力するときに，
識別子となる文字列を指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFile uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドのログ出力先ディレクトリのフルパ
スおよびファイル名のプレフィックスを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLevel uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドのログ出力レベルを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLevel uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドのメッセージ出力レベルを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNum uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドのログファイルの数を指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSize uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドが出力するログファイル１個当たり
の最大サイズを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandarguments uCosminexus Portal Frameworkが提供する
コマンドで，Portal Managerのセットアッ
プおよび起動に関する動作を指定
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各属性の詳細を次に説明します。

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Identjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.Ident
型：String
説明：uCosminexus Portal Frameworkのログを出力するときに，イベントログの
アプリケーション識別子となる文字列を指定します。この設定は変更しないでくだ
さい。
デフォルト値："Portal Framework"

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFile
型：String
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドのログ出力先ディレク
トリのフルパスおよびファイル名のプレフィックスを指定します。ただし，ほかの
ログのファイル名（ログ出力先のフルパス＋ファイル名のプレフィックス）と同じ
値は指定できません。同じ値を指定した場合は，デフォルト値を使用します。
次の場合に同じ値と判断されます。
• 二つの値が一致している場合（大文字，小文字は区別しません）
• 二つの値のパスが一致していて，プレフィックスの最後に指定した数字だけが異
なる場合

不正値（作成できないプレフィックスや相対パス）を指定した場合は，ログ出力さ
れません。
なお，値に nullは指定できません。また，値はパス形式で指定してください。
デフォルト値：${portal.install.dir}/log/tools

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLevel
型：int
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドのログ出力レベルを指
定します。ここで指定したレベル以下のトレースログが出力されます。指定できる
値は，-1または 0～ 30の整数です。
デフォルト値：10

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLevel
型：String
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドのメッセージ出力レベ
ルを指定します。指定できる値は，「LOG_ERR」，「LOG_WARNING」，または
「LOG_INFO」です。
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デフォルト値：LOG_ERR

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNum
型：int
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドのログファイルの数を
指定します。指定できる値は 1～ 65,535です。
デフォルト値：4

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSize
型：int
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドが出力するログファイ
ル１個当たりの最大サイズを指定します。指定できる値は，4,096～ 2,147,483,647
バイトです。
デフォルト値：1,048,576（1MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandargumentsjp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandargumentsjp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandargumentsjp.co.hitachi.soft.portal.tools.commandarguments
型：String
説明：uCosminexus Portal Frameworkが提供するコマンドで，Portal Managerの
セットアップおよび起動で J2EEサーバアプリケーションを操作するコマンドに追
加で指定する引数を指定します。ネーミングサーバを指定する場合は
「-nameserver corbaname::localhost:900」を指定します。

デフォルト値：なし

10.1.4　PortletApp.propertiesの詳細
ポートレットコンテナで使用するコンテナ保守ログを設定する PortletApp.propertiesに
ついて説明します。

このプロパティファイルが読み込めない場合は，デフォルト値を設定してログ出力機能
を初期化します。また，何からの原因でデフォルト値がシステムから参照できなかった
場合は，標準出力にエラー情報を出力してログ機能を停止します。

PortletApp.propertiesは {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。デ
フォルトの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

PortletApp.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。
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表 10-5　PortletApp.propertiesの属性一覧

各属性の詳細を次に説明します。

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.installDirjp.co.hitachi.soft.portal.installDirjp.co.hitachi.soft.portal.installDirjp.co.hitachi.soft.portal.installDir
型：String
説明：uCosminexus Portal Frameworkのインストール時の，uCosminexus Portal 
Frameworkインストールディレクトリ情報です。ポートレットの起動時に参照しま
す。値に nullは指定できません。また，値はパス形式で指定してください。
なお，この値は必ず指定してください。

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceLevel
型：int
説明：コンテナ保守ログのログ出力レベルです。指定したレベル以下でいちばん高
いレベルのトレースログが出力されます。値の範囲は -1および 0～ 1,000の整数で
す。
int型以外の値を指定した場合は，デフォルト値を使用します。また，範囲外の値を
指定した場合は，-1が値となりログ出力されません。
デフォルト値：10

種類 属性 設定内容

インス
トール
ディレ
クトリ
の設定

jp.co.hitachi.soft.portal.installDir uCosminexus Portal Frameworkのインス
トール時に，uCosminexus Portal 
Frameworkのインストールディレクトリ情
報を設定

コンテ
ナ保守
ログの
設定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.Tr
aceLevel

コンテナ保守ログのログ出力レベルを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.Tr
aceFile

コンテナ保守ログのログ出力先ディレクトリ
のフルパスおよびファイル名のプレフィック
スを指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.Fi
leNum

コンテナ保守ログファイルの数を指定

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.Fi
leSize

一つのコンテナ保守ログファイルの最大サイ
ズを設定

ポータ
ルコン
テキス
トの設
定

jp.co.hitachi.soft.portal.supported.portletm
ode

ポータルがサポートしているモードを設定

jp.co.hitachi.soft.portal.supported.windows
tate

ポータルがサポートしているウィンドウ状態
を設定

言語の
設定

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.default 標準 APIポートレットのデフォルトの言語
を指定
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属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.TraceFile
型：int
説明：コンテナ保守ログのログ出力先ディレクトリのフルパスおよびファイル名の
プレフィックスを指定します。ただし，ほかのログのファイル名（ログ出力先のフ
ルパス＋ファイル名のプレフィックス）と同じ値は指定できません。同じ値を指定
した場合は，デフォルト値が使用されます。
次の場合に同じ値と判断されます。
• 二つの値が一致している場合（大文字，小文字は区別しません）
• 二つの値のパスが一致していて，プレフィックスの最後に指定した数字だけが異
なる場合

不正値（作成できないプレフィックスや相対パス）を指定した場合は，ログ出力さ
れません。
なお，値に nullは指定できません。また，値はパス形式で指定してください。
デフォルト値：${portal.install.dir}/log/portletContainer

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileNum
型：int
説明：コンテナ保守ログファイルの数です。値の範囲は 1～ 16です。
int型以外の値を指定した場合は，デフォルト値が使用されます。
範囲外の値を指定した場合は，ログ出力されません。
デフォルト値：8

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.container.FileSize
型：int
説明：一つのコンテナ保守ログファイルの最大サイズを設定します。単位はバイト
で，値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647です。
int型以外の値および範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が使用されます。
デフォルト値：10,485,760（10MB）

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.supported.portletmodejp.co.hitachi.soft.portal.supported.portletmodejp.co.hitachi.soft.portal.supported.portletmodejp.co.hitachi.soft.portal.supported.portletmode
型：String
説明：ポータルがサポートしているモードです。コンマ区切りで複数指定できます。
複数指定した場合は，それぞれ別項目として登録します。指定できる値は edit，
viewまたは helpです（大文字，小文字を区別します）。
edit，viewまたは help以外の値を指定した場合は無視されます。
デフォルト値：edit,view,help
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属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.supported.windowstatejp.co.hitachi.soft.portal.supported.windowstatejp.co.hitachi.soft.portal.supported.windowstatejp.co.hitachi.soft.portal.supported.windowstate
型：String
説明：ポータルがサポートしているウィンドウ状態です。コンマ区切りで複数指定
できます。指定できる値はmaximized，minimized，normal，iframeまたは
newwindowです（大文字，小文字を区別します）。
mazimized，minimized，normal，iframeまたは newwindow以外の値を指定した
場合は無視されます。
デフォルト値：maximized,minimized,normal,iframe,newwindow

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.defaultjp.co.hitachi.soft.portal.i18n.default
型：String
説明：標準 APIポートレットのデフォルトの言語を RFC1766に従って次の形式で
指定します。
 
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］
 

なお，国コードとバリアントは省略できます。
デフォルト値：en

10.1.5　dataload_tool.propertiesの詳細
共通情報用 DBを初期セットアップするときに設定する dataload_tool.propertiesについ
て説明します。dataload_tool.propertiesは次のディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

dataload_tool.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。

表 10-6　dataload_tool.propertiesの属性一覧

属性名 設定内容

empowermentdb.add.init.tool.driver JDBCドライバの完全修飾名

empowermentdb.add.init.tool.jdbcurl JDBC URL

empowermentdb.add.init.tool.portal_g
roup.filename

ポータル管理グループテーブルに設定する内容を記述した初
期データファイルの名称

empowermentdb.add.init.tool.portal_l
ayout.filename

レイアウトテーブルに設定する内容を記述した初期データ
ファイルの名称

empowermentdb.add.init.tool.portal_p
ortlet.filename

ポートレットテーブルに設定する内容を記述した初期データ
ファイルの名称
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各属性の詳細を次に説明します。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.driverempowermentdb.add.init.tool.driverempowermentdb.add.init.tool.driverempowermentdb.add.init.tool.driver
型：String
説明：JDBCドライバの完全修飾名です。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.jdbcurlempowermentdb.add.init.tool.jdbcurlempowermentdb.add.init.tool.jdbcurlempowermentdb.add.init.tool.jdbcurl
型：String
説明：JDBC URLです。記述は各ドライバに従ってください。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_group.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_group.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_group.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_group.filename

empowermentdb.add.init.tool.fileconte
nt.filename

PSML情報テーブルに設定する内容を記述した初期データ
ファイルの名称

empowermentdb.add.init.tool.encodin
g.file

初期データファイルのエンコード

empowermentdb.add.init.tool.encodin
g.str

ファイルから読み込んだ文字列をバイト配列化するときのエ
ンコード

empowermentdb.add.init.tool.encodin
g.db

バイト配列から DBに入力する文字列を作成するときのエン
コード

empowermentdb.add.init.tool.portal_g
roup.insert.sql

ポータル管理グループテーブルに，ポータル管理グループを
追加するための SQL文

empowermentdb.add.init.tool.portal_g
roup.datatypes

ポータル管理グループテーブルに，ポータル管理グループを
追加する際の型の定義

empowermentdb.add.init.tool.portal_l
ayout.insert.sql

レイアウトテーブルに，レイアウトを追加するための SQL
文

empowermentdb.add.init.tool.portal_l
ayout.datatypes

レイアウトテーブルに，レイアウトを追加する際の型の定義

empowermentdb.add.init.tool.portal_p
ortlet.insert.sql

ポートレットテーブルに，ポートレットを追加するための
SQL文

empowermentdb.add.init.tool.portal_p
ortlet.datatypes

ポートレットテーブルに，ポートレットを追加する際の型の
定義

empowermentdb.add.init.tool.fileconte
nt.insert.sql

PSML情報テーブルに，標準画面レイアウト情報を追加する
ための SQL文

empowermentdb.add.init.tool.fileconte
nt.datatypes

PSML情報テーブルに，標準画面レイアウト情報を追加する
際の型の定義

empowermentdb.add.init.tool.commit.
count

自動コミットするレコード数の値

属性名 設定内容
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型：String
説明：ポータル管理グループテーブルに設定する内容を記述した初期データファイ
ルの名称です。
デフォルト値：input_group.csv

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_layout.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.filename
型：String
説明：レイアウトテーブルに設定する内容を記述した初期データファイルの名称で
す。
デフォルト値：input_layout.csv

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.filenameempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.filename
型：String
説明：ポートレットテーブルに設定する内容を記述した初期データファイルの名称
です。
デフォルト値：input_portlet.csv

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.filecontent.filenameempowermentdb.add.init.tool.filecontent.filenameempowermentdb.add.init.tool.filecontent.filenameempowermentdb.add.init.tool.filecontent.filename
型：String
説明：PSML情報テーブルに設定する内容を記述した初期データファイルの名称で
す。
デフォルト値：filecontent.csv

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.encoding.fileempowermentdb.add.init.tool.encoding.fileempowermentdb.add.init.tool.encoding.fileempowermentdb.add.init.tool.encoding.file
型：String
説明：初期データファイルのエンコードです。
デフォルト値：UTF-8

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.encoding.strempowermentdb.add.init.tool.encoding.strempowermentdb.add.init.tool.encoding.strempowermentdb.add.init.tool.encoding.str
型：String
説明：ファイルから読み込んだ文字列をバイト配列化するときのエンコードです。
デフォルト値：Windows-31J

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.encoding.dbempowermentdb.add.init.tool.encoding.dbempowermentdb.add.init.tool.encoding.dbempowermentdb.add.init.tool.encoding.db
568



10.　設定ファイルとコマンド
型：String
説明：バイト配列から DBに入力する文字列を作成するときのエンコードです。DB
の文字コードと一致させてください。
デフォルト値：Windows-31J

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_group.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_group.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_group.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_group.insert.sql
型：String
説明：ポータル管理グループテーブルに，ポータル管理グループを追加するための
SQL文です。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_group.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_group.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_group.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_group.datatypes
型：String
説明：ポータル管理グループテーブルに，ポータル管理グループを追加する際の型
の定義です。
デフォルト値：
string,string,string,string,string,bin_load,bin_load,bin_load,string,string

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_layout.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.insert.sql
型：String
説明：レイアウトテーブルに，レイアウトを追加するための SQL文です。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_layout.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_layout.datatypes
型：String
説明：レイアウトテーブルに，レイアウトを追加する際の型の定義です。
デフォルト値：
string,string,string,string,string,string,string,string,bin_load,bin_load,string,stri
ng,string

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.insert.sql
型：String
説明：ポートレットテーブルに，ポートレットを追加するための SQL文です。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.datatypesempowermentdb.add.init.tool.portal_portlet.datatypes
型：String
説明：ポートレットテーブルに，ポートレットを追加する際の型の定義です。
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デフォルト値：
string,string,string,string,string,string,string,string,bin_load,bin_load,string,stri
ng,string

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.filecontent.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.filecontent.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.filecontent.insert.sqlempowermentdb.add.init.tool.filecontent.insert.sql
型：String
説明：PSML情報テーブルに，標準画面レイアウト情報を追加するための SQL文で
す。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.filecontent.datatypesempowermentdb.add.init.tool.filecontent.datatypesempowermentdb.add.init.tool.filecontent.datatypesempowermentdb.add.init.tool.filecontent.datatypes
型：String
説明：PSML情報テーブルに，標準画面レイアウト情報を追加する際の型の定義で
す。
デフォルト値：string,bin_load,string,string

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowermentdb.add.init.tool.commit.countempowermentdb.add.init.tool.commit.countempowermentdb.add.init.tool.commit.countempowermentdb.add.init.tool.commit.count
型：int
説明：自動コミットするレコード数の値です。更新処理をしたレコード数がこの数
に達した場合，そこまでの更新処理をコミットします。値の範囲は，1～
100,000,000です。
デフォルト値：1,000
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10.2　設定ファイル
設定ファイルのパラメタを説明します。カスタマイズなどでファイルの設定が必要な場
合にお読みください。

設定ファイルは {設定ファイル格納ディレクトリ }に格納されています。デフォルトの格
納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

マニュアルで説明する設定ファイルを次に示します。

• ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）
ポートレットの情報を設定するファイルです。ポートレットの登録の設定，Webポー
トレットの設定，Multi Web Portletのフォーム認証の設定，および運用管理ポート
レットの登録ができます。このファイルのほとんどの設定項目には，Portal Manager
で設定した内容が書き込まれます。

• リポジトリファイル（Repository.xml）
接続先リポジトリの情報や，ユーザ情報の取得元などを設定するファイルです。この
ファイルには，Portal Managerで設定した内容が書き込まれます。なお，Portal 
Managerで設定できない項目は，リポジトリファイル（Repository.xml）を直接編集
してください。

• クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）
クライアント種別の判定方法を記述します。

• フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）
フォーム認証での認証ページの情報を登録します。この定義ファイルは，Web App 
Portletでシングルサインオン機能を利用する場合に設定する必要があります。

• コントローラ定義ファイル（controllers.xml）
レイアウト形式について設定するファイルです。コントローラ定義ファイルには，
Portal Managerを使用してレイアウト基本設定およびレイアウトパターンの設定をし
た際の設定内容が書き込まれます。

各設定ファイルの設定項目を斜体で示します。斜体の部分だけを使用している環境に応
じて設定してください。

！！！！ 注意事項
 

設定ファイルの文字コードを UTF-8にして保存する場合は，「BOM」と呼ばれる制御コー
ドが付かないエディタを使用してください。
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10.2.1　ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）
uCosminexus Portal Frameworkで使用するポートレットの情報を設定するファイルで
す。ポートレットの登録の設定と，Webポートレットの設定，およびMulti Web Portlet
のフォーム認証が設定できます。また，運用管理ポートレットの登録ができます。

（1） ポートレットの登録の設定

ポートレット定義ファイルに，ポートレットを登録するために必要な設定項目を定義し
ます。Portal Managerを使用してポートレットを登録した際の設定内容が書き込まれる
ため，ポートレット定義ファイルを直接編集して定義する必要はありません。Portal 
Managerを使用したポートレットの登録方法については，「7.　ポートレットの登録」を
参照してください。

ポートレットの登録に関する設定の，ポートレット定義ファイルでの記述形式を次に示
します。

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!-- ========================================================= -->
<!--                BEGIN Portlet Entries                      -->
<!-- ========================================================= -->
<portlet-entry type="ref" parent="adaptor" name="name">
  <url>path</url>
  <meta-info>
    <title lang="lang">title</title>
    <description lang="lang">description</description>
    <windowtitle lang="lang">windowtitle</windowtitle>
  </meta-info>
  <parameter name="user-defined-name" value="user-defined-value" />
  <parameter name="dont_remove_head" value="dont_remove_head" />
  <parameter name="dont_remove_applet" value="dont_remove_applet" /
>
  <parameter name="dont_remove_object" value="dont_remove_object" /
>
  <parameter name="dont_remove_script" value="dont_remove_script" /
>
  <parameter name="dont_remove_onsomething" 
value="dont_remove_onsomething" />
  <parameter name="Cache-Enable" value="Cache-Enable" />
  <parameter name="filter_type" value="filter_type" />
  <parameter name="filter_params" value="filter_params" />
  <parameter name="NameSpace-Resolution" 
value="NameSpace-Resolution" />
  <parameter name="Inline-Object-Fetching" 
value="Inline-Object-Fetching" />
  <parameter name="hptl.short-title" value="hptl.short-title" />
  <parameter name="hptl.keywords" value="hptl.keywords" />
  <parameter name="hptl.help.url" value="hptl.help.url" />
  <parameter name="hptl.EditMode" value="hptl.EditMode" />
  <parameter name="hptl.MinimizeMode" value="hptl.MinimizeMode" />
  <parameter name="hptl.CloseMode" value="hptl.CloseMode" />
  <parameter name="hptl.MaximizeMode" value="hptl.MaximizeMode" />
  <parameter name="hptl.NewWindowMode" value="hptl.NewWindowMode" /
>
  <parameter name="hptl.Size" value="hptl.Size" />
  <parameter name="hptl.MultiJSP.tags.watch" value="timeout" />
  <parameter name="hptl.portlet.nonresponse.timeout.trytimes" 
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value="hptl.portlet.nonresponse.timeout.trytimes" />
  <parameter name="hptl.MultiJSP.tags.iframe0100compat" 
value="hptl.MultiJSP.tags.iframe" />
  <parameter name="hptl.module.action" value="hptl.module.action" /
>
  <parameter name="hptl.navigationbar.support" 
value="hptl.navigationbar.support" />
  <parameter name="hptl.navigationbar.version" 
value="hptl.navigationbar.version" />
  <parameter name="hptl.navigationbar.alltabflag" 
value="hptl.navigationbar.alltabflag" />
  <parameter name="hptl.portlet.defaulticon" 
value="hptl.portlet.defaulticon" />
  <parameter name="hptl.portlets.layout.hide" 
value="hptl.portlets.layout.hide" />
  <parameter name="hptl.portlets.layout.not.modified" 
value="hptl.portlets.layout.not.modified" />
</portlet-entry>
<!-- =========================================================== 
-->
<!--                   END Portlet Entries                       -->
<!-- =========================================================== 
-->
 

設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-7　ポートレット登録の設定内容

設定項目 デフォル
ト値

設定内容

adaptor － ポートレットの種類を指定します。必須です。
• 日立 APIポートレット："MultiJSP"
• Fileポートレット："MultiFile"
• Multi Web Portlet："MultiWeb"
• Web App Portlet："WebApp"
• Web Page Portlet："WebPage"
• 分散ポートレット："DistributedWebApp"
• Webコンテンツポートレット："hptlComponent"

name － ポートレット名を指定します。ポートレットの種類
（adaptor）は使用できません。ほかのポートレットと異な
るポートレット名を半角英数字で指定します。必須です。

path － 必須です。
• Webポートレット
コンテンツの URLを指定します。外部コンテンツの場
合，http://からの絶対 URL形式で記述します。ローカ
ルコンテンツは，{PROJECT_HOME}からの絶対パス
形式で記述します。

• 日立 APIポートレットおよび Fileポートレット
マッピング定義ファイルへのパスを
{PROJECT_HOME}からの絶対パス形式で指定します。
「%」は使用できません。
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title No Title 
Set

ポータル画面でタイトルバーに表示するタイトルを指定し
ます。日本語も使用できます。日本語を使用するには，
xml宣言文の encoding属性に文字コードを指定する必要
があります。
なお，lang属性で言語種別を指定する場合は，次の形式で
指定します。
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］

国コードおよびバリアントは省略できます。

description No 
descriptio
n found. 
Generic 
Portlet.

ポートレットの説明文です。日本語も使用できます。
日本語を使用するには，xml宣言文の encoding属性に文
字コードを指定する必要があります。
なお，lang属性で言語種別を指定する場合は，次の形式で
指定します。
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］

国コードおよびバリアントは省略できます。

windowtitle ポート
レット名

新規ウィンドウを表示するときの，ウィンドウのタイトル
を指定します。
なお，lang属性で言語種別を指定する場合は，次の形式で
指定します。
{言語コード}［-{国コード}［-{バリアント}］］

国コードおよびバリアントは省略できます。

user-defined-value － 日立 APIポートレットで使用します。ユーザ定義のパラメ
タについてのパラメタ値です。

dont_remove_head no head要素の削除を指定します。Webポートレットで使用
します。
• no：削除します。
• yes：削除しません。

dont_remove_applet no applet要素の削除を指定します。Webポートレットで使
用します。
• no：削除します。
• yes：削除しません。

dont_remove_object no object要素の削除を指定します。Webポートレットで使用
します。
• no：削除します。
• yes：削除しません。

dont_remove_script no script要素の削除を指定します。Webポートレットで使用
します。
• no：削除します。
• yes：削除しません。

指定が "no"かつ対応する noscript要素がある場合，
noscript開始，終了タグを削除します。

dont_remove_ onsomething no "on"で始まるイベント属性の削除を指定します。Webポー
トレット，WebPageポートレットで使用します。
• no：削除します。
• yes：削除しません。

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
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Cache-Enable true キャッシュについて設定します。
• true：キャッシュを使用します。
• false：キャッシュを使用しません。

filter_type － コンテンツのフィルタリング方式およびディレクティブ形
式を次の形式で指定します。Webポートレットで使用しま
す。Web Page Portletでは削除とコメントでのフィルタリ
ングだけ使用できます。
<parameter name="filter_type" value="delete, 
comment"/>

次のフィルタリング方式のどちらかを指定します。
• delete：コンテンツを削除します。
• extract：コンテンツを抽出します。

次のディレクティブ形式のどちらかを指定します。
• comment：コメントで指定します。
• regexp：正規表現で指定します。

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
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filter_params － コンテンツフィルタリングのディレクティブを指定しま
す。Webポートレットで使用します。Web Page Portletで
はコメントだけ使用できます。
• コメントで指定する場合
コメント中に含まれる開始および終了キーワードをコン
マ（,）で区切って指定します。キーワードとして，「,」，
「"」，および「|」は指定できません。
<parameter name="filter_params" 
value="What's New, Information"/>

ディレクティブを複数指定するには，開始キーワードと
終了キーワードの組を「|」で区切ります。
<parameter name="filter_params" 
value="What's New, Information | start, 
end"/>

• 正規表現で指定する場合
「<」，「>」，「"」を指定する場合，文字参照で指定しま
す。「<」は「&lt;」，「>」は「&gt;」，「"」は「&quot;」
と指定します。また，「/」は「¥/」とエスケープする必
要があります。また，ディレクティブを複数指定できま
せん。

<BODY>タグの先頭からパターンまで
<parameter name="filter_params" 

value="fromhead=パターン文字列 "/>

指定パターンの例
パターン文字列：Information</a>
<parameter name="filter_params" 
value="fromhead=Information&lt;/a&gt;"/>

パターンからパターンまで
<parameter name="filter_params" 

value="inbetween=パターン文字列 1,パターン文
字列 2"/>
パターン文字列 2に当てはまる文字列は，パターン文
字列 1に当てはまる文字列以降から検索されます。
指定パターンの例
パターン文字列 1：<form action=".*¥s*<textarea
パターン文字列 2：</form>
<parameter name="filter_params" 
value="inbetween=&lt;form 
action=&quot;.*¥s*&lt;textarea , &lt;/
form&gt;" />

パターンから <BODY>終了タグまで
<parameter name="filter_params" 

value="untiltail=パターン文字列 "/>

指定パターンの例
パターン文字列：<a.*"http://
w¥d¥.ins-hitachi¥.co¥.jp.*/a>
<parameter name="filter_params" value=" 
untiltail=&lt;a.*&quot;http:¥/¥/
w¥d¥.ins-hitachi¥.co¥.jp.*/a&gt" />

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
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NameSpace-Resolution true ネームスペース自動解決を設定します。Web App Portlet
および分散ポートレットで使用します。
• true ：ネームスペースを自動解決します。
• false：ネームスペースを自動解決しません。

Inline-Object-Fetching direct インラインオブジェクトの取得方法を設定します。Web 
App Portletで使用します。
• portal：uCosminexus Portal Framework経由で取得し
ます。

• direct：外部サーバから直接取得します。

hptl.short-title － ポートレットタイトルの略称を指定します。

hptl.keywords － ポートレットを検索する際のキーワードを指定します。

hptl.help.url － ポートレットアクションのヘルプの URLを指定します。

hptl.help.url.ja － ポートレットアクションの日本語ヘルプの URLを指定し
ます。

hptl.help.url.en － ポートレットアクションの英語ヘルプの URLを指定しま
す。

hptl.help.url.{言語コード }
［-{国コード }［-{バリアン
ト }］］

－ ポートレットアクションの日本語および英語以外の言語に
対応するヘルプの URLを指定します。なお，国コードと
バリアントは省略できます。

hptl.EditMode false 編集モードを設定します。
• true：編集モードを設定します。
• false：編集モードを設定しません。

hptl.MinimizeMode false ポートレットがタイトル表示の場合，ポートレットの最小
化ボタンを表示し，最小化できるようにするか指定しま
す。
• true：ポートレットの最小化をサポートします。
• false：ポートレットの最小化をサポートしません。※ 1

hptl.CloseMode false ポートレットがタイトル表示の場合，かつ強制表示ポート
レットでない場合，ポートレットの閉じるボタンを表示
し，閉じることができるようにするか指定します。
• true：ポートレットのクローズをサポートします。
• false：ポートレットのクローズをサポートしません。※

1

hptl.MaximizeMode true ポートレットがタイトル表示の場合，ポートレットの最大
化ボタンを表示し，最大化できるようにするか指定しま
す。
• true：ポートレットの最大化をサポートします。
• false：ポートレットの最大化をサポートしません。※ 1

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
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hptl.NewWindowMode false ポートレットがタイトル表示の場合，ポートレットの別画
面表示ボタンを表示し，新規ウィンドウに表示できるよう
にするか指定します。
• true：ポートレットの新規ウィンドウ表示をサポートし
ます。

• false：ポートレットの新規ウィンドウ表示をサポートし
ません。

hptl.Size － ポートレットの大きさを指定します。レイアウトパターン
の設定をしている場合に指定できます。指定できる項目を
次に示します。なお，次の項目以外を指定した場合，その
ポートレットは表示されません。
• large：大きいサイズ
• medium：中サイズ
• small：小さいサイズ
• 指定無し：レイアウトパターンの設定で指定したサイズ

timeout － 無応答監視時間を指定します。指定する値の単位は秒で
す。指定できる値の範囲は，0～ 86,400（整数）です。0
を指定した場合，無応答監視は行いません。

hptl.portlet.nonresponse.ti
meout.trytimes

－ 無応答監視がタイムアウトになったときに，uCosminexus 
Portal Frameworkが日立 APIポートレットに interrupt
を通知する回数を指定します。指定できる値の範囲は，1
～ 10（整数）です。interruptを通知する回数の指定がな
い場合（デフォルト），1回だけ interruptを通知します。

hptl.MultiJSP.tags.iframe false <iframe>タグ内のコンテンツの取得先を設定します。
• true：ポータルサーバを経由しないで直接Webサーバ
から取得します。

• false：ポータルサーバを経由して取得します。

hptl.module.action － ポートレットのイベント処理を記述するためのアクション
モジュールのパッケージ名称を含めたクラスのフルパス名
称を指定します。

hptl.navigationbar.support false ナビゲーションメニューに対応するかどうかを指定しま
す。
• true：ナビゲーションメニューに対応します。
• false：ナビゲーションメニューに対応しません。

hptl.navigationbar.version 01-00 対応しているナビゲーションメニューの APIのバージョン
を指定します。「01-00」を指定してください。

hptl.navigationbar.alltabfl
ag

false 連携ポートレットをデフォルトメニューに設定するかどう
かを指定します。
• true：ユーザにメニュー情報がない場合，デフォルトメ
ニューとしてメニュー登録されます。

• false：ユーザにメニュー情報がない場合，デフォルトメ
ニューとしてメニュー登録されません。

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
578



10.　設定ファイルとコマンド
（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポートレットのタイトルに各ボタンを表示させるには，Portal Managerの各ポートレット
の設定で指定する必要があります。

（2） ポートレットの設定

ポートレット定義ファイルに，ポートレットの種類ごとに前提となる項目を定義します。
定義項目には，Portal Managerで定義した内容が書き込まれるものと，ポートレット定
義ファイルを直接編集して定義するものがあります。Portal Managerを使用したポート
レットの定義方法については，「7.8.1　共通定義（Webポートレット）」，または「7.9.1
　共通定義（分散ポートレット）」を参照してください。

ポートレットの定義に関する設定の，ポートレット定義ファイルでの記述形式を次に示
します。

（a）Multi Web Portlet

記述形式を次に示します。

hptl.portlet.defaulticon －（デ
フォルト
のアイコ
ン）

ポートレットのデフォルトアイコンの URLを指定します。
ポートレットのエントリのディレクトリからの相対パスで
指定します。アイコンの画像サイズは 16× 16ピクセルと
します。
ただし，メニューベースタイトルバーテンプレートを使用
している場合は，Multi Web Portletだけ指定できます。

hptl.portlet.directreq.suppo
rt

false uCosminexus Portal Frameworkにログインしていない状
態から，ポートレットのダイレクト呼び出し（Webブラウ
ザでポートレットの URLを直接指定して表示させる機能）
ができるかどうかを指定します。
• true：ダイレクト呼び出しができます。ログイン後に指
定したポートレットが表示されます。

• false：ダイレクト呼び出しできません。ログイン後に
ホーム画面が表示されます。

hptl.portlets.layout.hide false レイアウトカスタマイズ機能の［ポートレットの選択］画
面のポートレット一覧から選択できないポートレットとし
て設定するかどうか（レイアウトできないポートレットに
するかどうか）を指定します。
• true：レイアウトできないポートレットに設定します。
• false：レイアウトできるポートレットに設定します。

hptl.portlets.layout.not.mo
dified

false 拡張レイアウト形式の変更不可エリアでだけ選択できる
ポートレットにするかどうか指定します。この設定を行っ
たポートレットは，変更不可エリアのポートレット追加・
変更時にだけ［ポートレットの選択］画面に表示されま
す。
• true：変更不可エリアでだけポートレットの追加・変更
ができます。

• false：すべてのエリア，およびすべてのレイアウトで
ポートレットの追加・変更ができます。

設定項目 デフォル
ト値

設定内容
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<portlet-entry type="abstract" name="MultiWeb">
<classname>jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.MultiWebPortl
et </classname>
  <parameter name="MobileUrlMapSize"  value="マップサイズ" />
  <parameter name="CharSetUrlMapSize"  value="マップサイズ" />
</portlet-entry>
 

パラメタの設定ができます。そのほかの項目は変更しないでください。

パラメタ名と値を次の表に示します。

表 10-8　Multi Web Portletのパラメタ名と値

（凡例）　－：該当しません。
注※　このパラメタは，Portal Managerでは定義できません。ポートレット定義ファイルを直接編
集して定義してください。

（b）Web Page PortletおよびWeb App Portlet

記述形式を次に示します。

 
<portlet-entry type="abstract" name="WebPage">
<classname>jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.WebPagePortle
t</classname>
  <parameter name="parameter-name" value="parameter-value" />
</portlet-entry>
 
<portlet-entry type="abstract" name="WebApp">
<classname>jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.WebAppPortlet
</classname>
  <parameter name="parameter-name" value="parameter-value" />
</portlet-entry>
 

パラメタの設定ができます。そのほかの項目は変更しないでください。

パラメタ名と値を次の表に示します。

parameter-name デフォルト値 parameter-valueに設定する内容

hptl.MultiWebPortlet.MobileUrlMapSize※ 100 携帯電話で表示するWebブラウザの
URLマップ個数を指定します。

hptl.MultiWebPortlet.CharSetUrlMapSize
※

100 文字コードの URLマップ個数を指定
します。

hptl.ProxyHost － プロキシサーバのホストを指定しま
す。設定しない場合，Webサーバに
直接接続します。

hptl.ProxyPort 80 プロキシサーバのポート番号を指定し
ます。設定しない場合，Webサーバ
に直接接続します。
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表 10-9　Web Page Portletのパラメタ名と値

（凡例）　－：該当しません。

（c）分散ポートレット

記述形式を次に示します。

 
<portlet-entry type="abstract" name="DistributedWebApp">
<classname>jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.DistributedWe
bAppPortlet</classname>
  <parameter name="parameter-name" value="parameter-value" />
  <parameter name="proxyHost"  value="proxyhost" />
  <parameter name="proxyPort"  value="proxyport" />
</portlet-entry>
 

分散ポートレットのパラメタの設定ができます。そのほかの項目は変更しないでくださ
い。

パラメタ名と値を次の表に示します。

表 10-10　分散ポートレットのパラメタ名と値

（凡例）　－：該当しません。

parameter-name デフォルト値 parameter-valueに設定する内容

proxyHost － プロキシサーバのホストを指定します。設定しない
場合，Webサーバに直接接続します。

proxyPort 80 プロキシサーバのポート番号を指定します。設定し
ない場合，Webサーバに直接接続します。

Cache-Control max-age=3600 コンテンツのデフォルトの有効期間を指定します。
no-cacheまたは max-age=secを指定します。
max-ageには 0以上の値を指定します。単位は秒で
す。

maxRedirect 2 HTTPリダイレクトの最大回数を指定します。設定
できる範囲は 0～ 10です。

hptl.WebApp.SetUserAge
nt

true Webブラウザの User-Agent情報をWeb App Portlet
に設定するかを指定します。Web App Portletだけ対
応しています。
• true：User-Agent情報を設定します。
• false：User-Agent情報を設定しないで，Javaの
デフォルト値を使用します。

parameter-name デフォルト値 parameter-valueに設定する内容

proxyHost － プロキシサーバのホストを指定します。設定しない
場合，Webサーバに直接接続します。

proxyPort 80 プロキシサーバのポート番号を指定します。設定し
ない場合，Webサーバに直接接続します。
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（3） Multi Web Portletの認証の設定

ポートレット定義ファイルに，Multi.Web Portletの認証に必要な設定項目を定義しま
す。Portal Managerを使用してポートレットを登録した際の設定内容が書き込まれるた
め，ポートレット定義ファイルを直接編集して定義する必要はありません。Portal 
Managerを使用したポートレットの登録方法については，「7.　ポートレットの登録」を
参照してください。

Multi.Web Portletの認証に関する設定の，ポートレット定義ファイルでの記述形式を次
に示します。

 
<portlet-entry application="false" admin="false" parent=" MultiWeb" 
hidden="false" type="ref" name="MultiWebPortlet1">
<url>デバイス定義ファイルへのURL</url>
<parameter value="プロキシサーバアドレス" name="hptl.ProxyHost"/>
<parameter value="プロキシポート番号" name="hptl.ProxyPort"/>
<parameter value="YES" name="hptl.MultiWebPortlet.AppletRemove"/>
<parameter value="YES" name="hptl.MultiWebPortlet.ObjectRemove "/>
<parameter value="YES" name="hptl.MultiWebPortlet.ScriptRemove"/>
<parameter value="Portal" 
name="hptl.MultiWebPortlet.BinaryDataFetching "/>
<parameter value=" refURL[コンマ]targetURL[コンマ]method(POST | GET)
                   [コンマ]filed1[コンマ]filed2, ..."
           name="hptl.MultiWebPortlet.FromBaseAuth"/>
<parameter value="TRUE" name="hptl.EditMode "/>
<parameter name="hptl.MultiWebPortlet.filter_type" value="regexp/>
<parameter name=" hptl.MultiWebPortlet.filter_params"
           value=" inbetween=日本語マッチ？,します。”/>
<parameter name="hptl.MultiWebPortlet.DefScreenHeight" 
value="400"/>
<parameter name="hptl.MultiWebPortlet.MaxScreenHeight" 
value="520"/>
<parameter name="hptl. MultiWebPortlet.AliasInternalPath"
           value="http://wwwportal1.hitachi.co.jp/Portal/,
                  http://wwwportal2.hitachi.co.jp/Portal/,
                  http://wwwportal3.hitachi.co.jp/Portal/">
<meta-info>
<title>マルチポートレットタイトル</title>
</meta-info>
</portlet-entry>
 

パラメタの設定ができます。そのほかの項目は変更しないでください。

パラメタ名と値を次の表に示します。

表 10-11　Multi Web Portletのパラメタ名と値

parameter-name デフォル
ト値

parameter-valueに設定する内容

hptl.ProxyHost － プロキシサーバのホストを指定します。
設定しない場合，Webサーバに直接接
続します。ホスト名または Port設定と
併用した IＰアドレスが必要となりま
す。
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hptl.ProxyPort － プロキシサーバのポート番号を指定しま
す。設定しない場合，Webサーバに直
接接続します。使用できる値は，Int型
に変換できる数字です。

hptl.MultiWebPortlet.AppletRemove YES アプレット要素を削除するか指定しま
す。
YES：削除します。
NO：削除しません。

hptl.MultiWebPortlet.ObjectRemove YES オブジェクト要素を削除するか指定しま
す。
YES：削除します。
NO：削除しません。

hptl.MultiWebPortlet.ScriptRemove YES スクリプト要素を削除するか指定しま
す。
YES：削除します。
NO：削除しません。

hptl.MultiWebPortlet.BinaryDataFetching Direct バイナリデータの取得方法を選択しま
す。Portalまたは Directを指定します。

hptl.MultiWebPortlet.FromBaseAuth なし フォーム認証について設定します。対象
URL（query文字などを除く認証画面の
URL），アクションターゲット URL
（POST，GET先の URL），メソッド，
認証に必要なフィールドを設定します。
それぞれ［コンマ］で区切り，一つのパ
ラメタとして定義します。
設定パターンの例
http://cosmiportal.com/

formbase/index.html[コンマ
]http://cosmiportal.com/

actiontarget/auth.html[コンマ
]POST[コンマ ]j_username[コンマ
]j_password

hptl.EditMode FALSE 編集画面の表示を設定します。TRUE
または FALSEを指定します。

hptl.MultiWebPortlet.filter_type なし コンテンツのディレクティブ形式を次の
形式で指定します。ディレクティブ形式
には，”regexp”（正規表現）を指定しま
す。
指定パターンの例
<parameter name=" 
hptl.MultiWebPortlet.filter_ty
pe" value="comment"/>

なお，フィルタタイプを指定する場合
は，フィルタパラメタの指定を行ってく
ださい。

parameter-name デフォル
ト値

parameter-valueに設定する内容
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（凡例）　－：該当しません。

なお，Multi Web Portletで使用する URLの要素はマッピング定義ファイルで設定しま
す。URLの要素には，{WebAppPortlet配下 }のパスまたは，URLを指定します。
Multi Web Portletのマッピング定義ファイルの例を次に示します。

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
    <file-mappings xmlns="http://portal.soft.hitachi.co.jp/portal/
MultiDevice">
        <mapping>
            <media>HTML</media>

hptl.MultiWebPortlet.filter_params なし コンテンツフィルタリングのディレク
ティブを指定します。指定できるディレ
クティブ形式は正規表現を
「<」，「>」，「"」を指定する場合，文字参
照で指定します。「<」は「&lt;」，「>」
は「&gt;」，「"」は「&quot;」と指定し
ます。また，「/」は「¥/」とエスケープ
する必要があります。また，ディレク
ティブを複数指定できません。
パターンからパターンまで
<parameter 
name="hptl.MultiWebPortlet.fil
ter_params" value="inbetween=

パターン文字列 1,パターン文字列 2"/>
指定パターンの例
<parameter name=” 
hptl.MultiWebPortlet.filter_pa

rams” value=” inbetween=日本語
マッチ？ ,します。”/>

パターンからラストまで
<parameter name=" 
hptl.MultiWebPortlet.filter_pa
rams"

 value=" untiltail=ターン文字列
"/>

指定パターンの例
<parameter 
name="filter_params" value=" 
untiltail=&lt;a.*&quot;http:¥/
¥/w¥d¥.ins-hitachi¥.co¥.jp.*/
a&gt" />

hptl.MultiWebPortlet. DefScreenHeight 300 標準表示時の縦幅を設定します。設定で
きる値は 1～ 9,999です。

hptl.MultiWebPortlet. MaxScreenHeigh 460 最大表示の縦幅を設定します。設定でき
る値は 1～ 9,999です。

hptl.MultiWebPortlet.AutoMaxChange FALSE 自動最大化表示を指定します。TRUE
または FALSEを指定します。

parameter-name デフォル
ト値

parameter-valueに設定する内容
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            <url>http://www.hitachi.co.jp/cgi/index.cgi</url> 
        </mapping>
        <mapping>
            <media>CHTML</media>
            <url>/portlets/sample/device/cdevice.html</url>
        </mapping>
        <mapping>
            <media>HDML</media>
            <url>http://www.ins-hitachi.co.jp/hdml_contents/
index.html</url>
        </mapping>
    </file-mappings>
 

10.2.2　リポジトリファイル（Repository.xml）
uCosminexus Portal Frameworkが使用する接続先リポジトリの情報や，ユーザ情報の
取得元などを設定するファイルです。このファイルには，Portal Managerで設定した内
容が書き込まれます。なお，Portal Managerで設定できない項目は，リポジトリファイ
ル（Repository.xml）を直接編集してください。

記述形式を次に示します。

 
<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<repository version="0200">
  <connection-info name="接続先リポジトリの名称" dbms="接続先DBの種類" 
ldap="接続先ディレクトリサーバの種類" type="接続先リポジトリの種類">
     接続先情報の設定
  </connection-info>
 
  <resource name="構成情報の名称" type="接続先リポジトリの種類">
     構成情報の設定
  </resource>
 
  <portal-mapping>
     マッピング情報の設定
  </portal-mapping>
</repository>
 

（1） 接続情報の設定

使用するリポジトリについて設定します。「接続先情報の設定」の記述形式を次に示しま
す。

形式（ディレクトリサーバ）
<connection-info name="接続先名称" type="ldap" ldap="ldap">
    <url>url</url>
    <username>binddn</username>
    <password>bindpassword</password>
    <maxConnections>maxConnections</maxConnections>
</connection-info>
 

形式（DB・JNDIあり）
<connection-info name="接続先名称" type="DB" dbms="dbms">
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    <jndi>jndi</jndi>
</connection-info>
 

形式（DB・JNDIなし）
<connection-info name="接続先名称" type="DB" dbms="dbms">
    <drivename>drivername</drivename>
    <url>url</url>
    <username>username</username>
    <password>password</password>
    <waittime>waittime</waittime>
</connection-info>

表 10-12　connection-infoタグの設定項目と内容（接続情報の設定）

（凡例）　○：必要　　×：不要

表 10-13　タグ内の設定項目と内容（接続情報の設定）

設定項目 設定内容 ディレクト
リサーバ

DB
（JNDI
あり）

DB
（JNDI
なし）

name 接続先名称を指定します。 ○ ○ ○

type 接続するリポジトリの種類を指定します。
ldap：ディレクトリサーバの場合
DB：DBの場合

○ ○ ○

ldap 接続するディレクトリサーバの種類を指定しま
す。
Active Directory：Active Directoryの場合
空文字列または指定なし：Active Directory以外
の場合

○ × ×

dbms 接続する DBの種類を指定します。
HiRDB：HiRDBの場合
Oracle：Oracleの場合
SQLServer：SQL Serverの場合

× ○ ○

設定項目 設定内容 ディレクト
リサーバ

DB
（JNDI
あり）

DB
（JNDI
なし）

url 接続するディレクトリサーバまたは DBの URL
を指定します。

○ × ○

binddn バインド DNを指定します。 ○ × ×

bindpassword バインド DNに対するパスワードを指定します。 ○ × ×

maxConnection
s

最大コネクション数を指定します。 ○ × ×

jndi 接続に使用する JNDI名を指定します。 × ○ ×

drivername JDBCドライバ名を指定します。 × × ○

username 接続する DBのユーザ名を指定します。 × × ○
586



10.　設定ファイルとコマンド
（凡例）　○：必要　　×：不要

（2） 構成情報の設定

使用するリポジトリについて設定します。「構成情報の設定」の記述形式を次に示しま
す。

形式（ディレクトリサーバ）
<resource name="構成情報の名称" type="ldap">
  <connection>connectionname</connection>
  <objectclass name="objectclass" key="key" subtree="subtree" >
    <basedn>basedn</basedn>
  </objectclass>
</resource>

形式（DB）
<resource name="構成情報の名称" type="DB">
  <connection>connectionname</connection>
  <table name="user_table" key="key" />
</resource>

表 10-14　resourceタグの設定項目と内容（構成情報の設定）

（凡例）　○：必要　　×：不要

表 10-15　タグ内の設定項目と内容（構成情報の設定）

password 接続する DBのパスワードを指定します。 × × ○

waittime DBとの接続が成功するまでの待ち時間を指定し
ます。

× × ○

設定項目 設定内容 ディレク
トリサー
バ

DB

name 構成情報の名称を指定します。 ○ ○

type 構成情報の種類を指定します。
ldap：ディレクトリサーバの場合
DB：DBの場合

○ ○

設定項目 設定内容 ディレク
トリサー
バ

DB

connectionname 接続情報の設定で指定した接続先名称を指定します。 ○ ○

設定項目 設定内容 ディレクト
リサーバ

DB
（JNDI
あり）

DB
（JNDI
なし）
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（凡例）　○：必要　　×：不要
注※ 1　実際に使用するオブジェクトクラスを指定します。複数指定する場合は，コンマ（,）で区
切って指定してください。
注※ 2　実際に使用する属性を指定します。

（3） マッピング情報の設定

uCosminexus Portal Frameworkが使用する情報のマッピングを設定します。

記述形式を次に示します。

<portalUser>
  <Mapping src="src" dest="dest" type="type" options="options">
    resourcename
  </Mapping>
</portalUser>
 
<portalUserAdmin>
  <Mapping src="src" dest="dest" type="type" options="options">
    resourcename
  </Mapping>
</portalUserAdmin>
 
<portalGroup>
  <Mapping src="src" dest="dest" type="type" options="options">
    resourcename

type ディレクトリサーバの読み込みおよび書き込み権限を指
定します。
read：読み込み専用
write：書き込み専用
all：読み込みも書き込みもできます。

○ ×

objectclass ディレクトリサーバでのオブジェクトクラスを指定しま
す。
ユーザ情報では hptlUser※ 1，組織単位情報では

htplOrganizationalUnit※ 1，グループ情報では

groupOfUniqueNames※ 1を指定します。

○ ×

user_table 接続する DBのテーブル名を指定します。 × ○

key ディレクトリサーバ
オブジェクトクラスでキーとなるディレクトリサーバの
属性名を指定します。
ユーザ情報では uid※ 2，組織単位情報では cn※ 2，グ

ループ情報では ou※ 2を指定します。
テーブルでキーとなる DBカラム名を指定します。

○ ○

subtree 検索範囲を指定します。
true：サブツリー検索をします。
false：1レベル検索をします。

○ ×

basedn 接続するディレクトリサーバのベース DNを指定します。 ○ ×

設定項目 設定内容 ディレク
トリサー
バ

DB
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  </Mapping>
</portalGroup>
 
<portalOrganizationalUnit>
  <Mapping src="src" dest="dest" type="type" options="options">
    resourcename
  </Mapping>
</portalOrganizationalUnit>
 
<portalCommon>
  <Mapping src="src" dest="dest" type="type" options="options">
    resourcename
  </Mapping>
</portalCommon>
 

マッピング情報の設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-16　マッピング情報の設定項目と内容

設定項目 設定内容

src 取得元の属性名を指定します。
srcに指定する値は，portalUserタグ，portalUserAdminタグ，portalGroup
タグ，および portalOrganizationalUnitタグのそれぞれの中で，一意になるよ
うにしてください。タグ内で同じ値を複数指定することはできません。
ディレクトリサーバの場合

ディレクトリサーバでの属性名を指定します。
DBの場合

DBのカラム名を指定します。

dest 共通項目名を指定します。該当する共通項目名がない場合，ディレクトリサー
バでの属性名を指定します。"hptl_"で始まる名称は，予約されているため使用
しないでください。
destに指定する値は，portalUserタグ，portalUserAdminタグ，portalGroup
タグ，および portalOrganizationalUnitタグのそれぞれの中で，一意になるよ
うにしてください。タグ内で同じ値を複数指定することはできません。

type 値のタイプを指定します。指定できるタイプは次のとおりです。
• string：文字列
• bin：バイナリ
• dn：DN形式

また，共通項目名が PASSWORDの場合に指定できるタイプは，次のとおりで
す。
• none：平文
• sha1：SHA-1形式
• md5：MD5形式

options 値がマルチバリューの時に指定します。
ディレクトリサーバの場合

multivalue
DBの場合

multivalue=値
値には，「DBに格納できる値の数」または「multirecord」を指定してく
ださい。

resourcename <resource>タグの name属性に指定した構成情報の名称を指定します。
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マッピング情報は，次の組み合わせで指定します。異なるディレクトリサーバの属性を
使用している場合は，使用しているディレクトリサーバの属性名を指定します。

ユーザ用のユーザ情報（portalUser）のマッピング情報の組み合わせについて，ディレ
クトリサーバの場合を表 10-17に，DBの場合を表 10-18に示します。

表 10-17　ユーザ情報（portalUser）のマッピング情報の組み合わせ（ディレクトリサー
バ）

（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけmultivalueを指定します。複数値でない場合は何も
指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

表 10-18　ユーザ情報（portalUser）のマッピング情報の組み合わせ（DB）

取得する情
報

ディレクトリサーバ
の属性

共通項目名 type options 構成名

ユーザ ID uid LOGIN_NAME string － LDAP-1※
2

ユーザ表示
名

cn NAME string － LDAP-1※
2

パーソナラ
イズ情報を
表すキー

hptlPersonalizeInfo PersonalizeKey string multivalue LDAP-1※
2

役職情報 title TITLE string multivalue※ 1 LDAP-1※
2

所属情報 hptlDepartmentDN DEPARTMENT string/
dn

multivalue※ 1 LDAP-1※
2

上記以外 ディレクトリサーバ
の属性名

ディレクトリ
サーバの属性名

string/
bin/dn

multivalue※ 1 LDAP-1※
2

取得する情
報

カラム名 共通項目名 type options 構成名

ユーザ ID uid LOGIN_NAME string － DB-1※ 2

ユーザ表示
名

cn NAME string － DB-1※ 2

パーソナラ
イズ情報を
表すキー

hptlPersonalizeInfo PersonalizeKey string multivalue=zip DB-1※ 2

役職情報 title TITLE string multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2

所属情報 hptlDepartmentDN DEPARTMENT string multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2
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（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけ multivalue=値を指定します。複数値でない場合は
何も指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

管理用のユーザ情報（portalUserAdmin）のマッピング情報の組み合わせについて，
ディレクトリサーバの場合を表 10-19に，DBの場合を表 10-20に示します。

表 10-19　ユーザ情報（portalUserAdmin）のマッピング情報の組み合わせ（ディレクト
リサーバ）

（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけ multivalueを指定します。複数値でない場合は何も
指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

表 10-20　ユーザ情報（portalUserAdmin）のマッピング情報の組み合わせ（DB）

上記以外 DBのカラム名 DBのカラム名 string/
bin

multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2

取得する情
報

ディレクトリサーバ
の属性

共通項目名 type options 構成名

ユーザ ID uid LOGIN_NAME string － LDAP-1※
2

ユーザ表示
名

cn NAME string － LDAP-1※
2

パスワード userPassword PASSWORD none/
sha1/
md5

－ LDAP-1※
2

パーソナラ
イズ情報を
表すキー

hptlPersonalizeInfo PersonalizeKey string multivalue LDAP-1※
2

役職情報 title TITLE string multivalue※ 1 LDAP-1※
2

所属情報 hptlDepartmentDN DEPARTMENT string/
dn

multivalue※ 1 LDAP-1※
2

上記以外 ディレクトリサーバ
の属性名

ディレクトリ
サーバの属性名

string/
bin/dn

multivalue※ 1 LDAP-1※
2

取得する情
報

カラム名 共通項目名 type options 構成名

ユーザ ID uid LOGIN_NAME string － DB-1※ 2

取得する情
報

カラム名 共通項目名 type options 構成名
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（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけmultivalue=値を指定します。複数値でない場合は
何も指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

グループ情報（portalGroup）のマッピング情報の組み合わせについて，ディレクトリ
サーバの場合を表 10-21に，DBの場合を表 10-22に示します。

表 10-21　グループ情報（portalGroup）のマッピング情報の組み合わせ（ディレクトリ
サーバ）

（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけmultivalueを指定します。複数値でない場合は何も
指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

ユーザ表示
名

cn NAME string － DB-1※ 2

パスワード userPassword PASSWORD none/
sha1/
md5

－ LDAP-1※
2

パーソナラ
イズ情報を
表すキー

hptlPersonalizeInfo PersonalizeKey string multivalue=zip DB-1※ 2

役職情報 title TITLE string multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2

所属情報 hptlDepartmentDN DEPARTMENT string multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2

上記以外 DBのカラム名 DBのカラム名 string/
bin

multivalue=値
※ 1

DB-1※ 2

取得する情報 ディレクトリサーバの属性 共通項目名 type options 構成名

グループ名 cn NAME string － LDAP-1
※ 2

所属メンバー uniquemember MEMBER string/
dn

multivalue
※ 1

LDAP-1
※ 2

上位グループ
を表すキー

memberof MEMBEROF string/
dn

multivalue
※ 1

LDAP-1
※ 2

取得する情
報

カラム名 共通項目名 type options 構成名
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表 10-22　グループ情報（portalGroup）のマッピング情報の組み合わせ（DB）

（凡例）　－：該当しません。
注※ 1　ポータルで複数値を使用する場合だけ multivalue=multirecord/multivalue=値を指定しま
す。複数値でない場合は何も指定しないでください。
注※ 2　構成名は任意の名称となります。

組織単位情報のマッピング情報の組み合わせについて，ディレクトリサーバの場合を表
10-23に，DBの場合を表 10-24に示します。

表 10-23　組織単位情報（portalOrganizationalUnit）のマッピング情報の組み合わせ
（ディレクトリサーバ）

（凡例）　－：該当しません。
注※　構成名は任意の名称となります。

表 10-24　組織単位情報（portalOrganizationalUnit）のマッピング情報の組み合わせ
（DB）

（凡例）　－：該当しません。
注※　構成名は任意の名称となります。

共通情報のマッピング情報の組み合わせについて，DBの場合を表 10-25に示します。な
お，共通情報が使用できるのは DBの場合だけです。

取得する
情報

カラム名 共通項目名 typ
e

options 構成
名

グループ
名

cn NAME stri
ng

－ DB-1
※ 2

所属メン
バー

uniquemember MEMBER stri
ng

multivalue=multirecord/
multivalue=値※ 1

DB-1
※ 2

取得する情報 ディレクトリサーバの属性 共通項目名 type options 構成名

組織単位 ID ou NAME string － LDAP-1
※

組織表示名 DepartmentName TITLE string － LDAP-1
※

上位組織を表
すキー

hptlDepartmentDN DEPARTMEN
T

string/
dn

－ LDAP-1
※

取得する情報 カラム名 共通項目名 type options 構成名

組織単位 ID ou NAME string － DB-1※

組織表示名 DepartmentName TITLE string － DB-1※

上位組織を表
すキー

hptlDepartmentDN DEPARTMEN
T

string － DB-1※
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表 10-25　共通情報（portalCommon）のマッピング情報の組み合わせ（DB）

（凡例）　－：該当しません。
注※　構成名は任意の名称となります。

10.2.3　クライアント情報定義ファイル
（UserAgentType.xml）

クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）は，クライアント種別判定の設
定と，URL Rewriting抑止機能を開始するための設定を行うファイルです。このファイ
ルの内容を変更すれば，クライアント種別判定を設定できます。また，URL Rewriting
抑止機能を施し，セキュリティを向上できます。クライアント種別判定の詳細は，「6.4
　クライアント種別判定の設定」を参照してください。

記述形式を次に示します。

 
<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
 <UserAgent-Definition>
  <default>
       デフォルトの設定
  </default>
  <UserAgentType-Definition>
       UserAgentの設定
  </UserAgentType-Definition>
  <MimeType-Definition >
       MIMEタイプの設定
  </MimeType-Definition>
</UserAgent-Definition>
 

（1） デフォルトの設定

デフォルトの設定は一つだけ指定します。

デフォルトの設定の記述形式を次に示します。

 
     <default>
        <devicetype>devicetype</devicetype>
        <xslt>xslt-stylesheet</xslt>
        <matchingpattern>matchingpattern</matchingpattern>
        <URLRewritingDisabled>URLRewritingDisabled</
URLRewritingDisabled>
    </default>
 

取得する情報 カラム名 共通項目名 type options 構成名

共通情報 FILECONTENT USER_CONTE
NT

bin － DB-USE
R-1※

更新情報 UPDATECODE hptlSystemSyn
c

int － DB-USE
R-1※
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デフォルトの設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-26　デフォルトの設定項目と内容

（2） UserAgentの設定

記述形式を次に示します。

 
    <useragent-register>
        <devicetype>devicetype</devicetype>
        <useragenttype>useragenttype</useragenttype>
        <xslt>xslt-stylesheet</xslt>
        <matchingpattern>matchingpattern</matchingpattern>
        <URLRewritingDisabled>URLRewritingDisabled</
URLRewritingDisabled>
    </useragent-register>
 

UserAgent設定の項目と内容を次の表に示します。

表 10-27　UserAgent設定の項目と内容

複数の UserAgentを設定するには，<useragent-register>から </useragent-register>

設定項目 設定内容

devicetype デフォルトのクライアント種別を指定します。
• HTML
• CHTML
• HDML

xslt-stylesheet XSLTスタイルシート名を指定します。

matchingpattern クライアント種別に属するための UserAgent（HTTPリクエストの User-Agent
ヘッダの内容）の識別条件を正規表現で指定します。

URLRewritingDisa
bled

URL Rewriting抑止機能を使用するかどうかを指定します。
使用する場合は，trueを指定し，使用しない場合は falseを指定します（デフォ
ルト値は trueが指定されています）。

設定項目 設定内容

Devicetype UserAgentのクライアント種別を指定します。
• HTML
• CHTML
• HDML

Useragenttype UserAgent名（HTTPリクエストのUser-Agentヘッダの内容）を英数字で指
定します。ほかの UserAgentと異なる名称を指定します。

xslt-stylesheet XSLTスタイルシート名を指定します。

matchingpattern 使用する UserAgentに属するための条件を正規表現で指定します。

URLRewritingDisa
bled

URL Rewriting抑止機能を使用するかどうかを指定します。
使用する場合は，trueを指定し，使用しない場合は falseを指定します（デフォ
ルト値は trueが指定されています）。
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までを複数指定します。複数指定する場合，マッチングパターンの検索対象が広いクラ
イアントの設定から順に記述します。また，すべてのマッチングパターンに当てはまら
なかった場合，デフォルト設定が適用されます。

（3） MIMEタイプの設定

クライアント種別とMIMEタイプを対応づけます。記述形式を次に示します。

 
    <mimetype-register  ID="devicetype">
         <mimetype>mimetype-string </mimetype>
         <xslt>xslt-stylesheet</xslt>
    </mimetype-register>
 

MIMEタイプの設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-28　MIMEタイプの設定項目と内容

複数のクライアントを指定するには，<mimetype-register  ID="devicetype">から </
mimetype-register>までを複数指定します。各クライアントには一つのMIMEタイプ
を指定します。

10.2.4　フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）
フォーム認証での認証ページの情報を登録します。この定義ファイルは，Web App 
Portletでシングルサインオン機能を利用する場合に設定する必要があります。

各設定項目の間はタブで区切ります。改行までを一つの設定とします。複数設定するに
は，次の記述形式を複数指定します。記述形式を次に示します。

 
authpageurlタブactionpage-urlタブmethodタブfieldlist改行
 

フォーム認証定義ファイルの設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-29　フォーム認証定義ファイルの設定項目と内容

設定項目 設定内容

devicetype クライアント種別を指定します。
• HTML
• CHTML
• HDML

mimetype-string クライアント種別に対応するMIMEタイプ文字列を指定します。

xslt-stylesheet XSLTスタイルシート名を指定します。

設定項目 設定内容

authpageurl 認証ページの URLをファイル名称まで指定します。
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URLには，クエリー文字列などを除いた URLだけを指定できます。また，先頭文字が「#」の行
は，コメントとして扱われます。

次にフォーム認証定義ファイルの例を示します。

 
# url   actionURL method(Post|Get)  filed1  filed2   ...
http://cosmiportal.com/formbase/index.html[TAB]http://
cosmiportal.com/actiontarget/
auth.html[TAB]POST[TAB]j_username[TAB]j_password[改行]
http://cosmiportal.com/index.html[TAB]http://cosmiportal.com/
auth.html[TAB]GET[TAB]userID[TAB]password[TAB]language[改行]
 

10.2.5　コントローラ定義ファイル（controllers.xml）
レイアウト形式について設定するファイルです。コントローラ定義ファイルには，
Portal Managerを使用してレイアウト基本設定およびレイアウトパターンの設定をした
際の設定内容が書き込まれます。レイアウト基本設定およびレイアウトパターンの設定
については，「5.3　レイアウト形式のカスタマイズ」を参照してください。

コントローラ定義ファイルの記述形式を次に示します。日本語を使用するには，xml宣
言文の encoding属性に文字コードを指定する必要があります。

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<registry>
  <portlet-controller-entry name="TwoColumns">
    <parameter name="sizes" value="small,large" />
    <parameter name="cols" value="2" />
    <meta-info>
     <title>Two columns (30/70)</title>
    </meta-info>
  </portlet-controller-entry>
 
<property>
   <parameter name="maxRow" value="3" />
   <parameter name="maxCol" value="2" />
</property>
 
<size>
   <parameter name="small" value="30%" />
   <parameter name="large" value="70%" />
</size>
</registry>

actionpage-url 実際にログインするための URLをファイル名称まで指定します。

method ログイン時に使用するメソッドを指定します。
• GET：GETメソッドを用いる場合
• POST：POSTメソッドを用いる場合

fieldlist ログイン時にクエリーとして与えるフィールド，または POSTするフィールドを
指定します。複数使用する場合には，タブで区切って指定します。

設定項目 設定内容
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コントローラの定義ファイルの設定項目と内容を次の表に示します。

表 10-30　コントローラ定義ファイルの設定項目と内容

設定項目 設定内容

registry コントローラを定義します。parameter nameの valueで
指定する値は，sizeタグのエレメントを指定してくださ
い。

portlet-controller-entry 各コントローラを定義します。

meta-info コントローラに関する情報を定義します。
portlet-controller-entryタグのエレメントとして指定され
ます。

parameter コントローラに関する情報を定義します。
portlet-controller-entryタグのエレメントとして指定され
ます。

property プロパティを定義します。

parameter プロパティに関する情報を定義します。propertyタグのエ
レメントとして指定されます。

size 横幅サイズを定義します。

parameter 横幅サイズに関する情報を定義します。sizeタグのエレメ
ントとして指定されます。なお，サイズはピクセルまたは
パーセントのどちらかで指定します。
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10.3　uCosminexus Portal Frameworkのコマン
ド

uCosminexus Portal Frameworkでは次のコマンドを提供しています。

コマンドを使用する前に必要な設定
コマンドを使用する場合，次の設定をしておく必要があります。

● Cosminexusの設定
Cosminexusの環境を構築してください。構築方法の詳細は，マニュアル
「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（Web
コンテナ）」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　
機能解説　基本・開発編（Webコンテナ）」を参照してください。

●環境変数の設定
次の環境変数が設定されていない場合は，設定してください。環境変数の設定
方法については「2.2　環境変数の設定」を参照してください。
• JAVA_HOME
• COSMINEXUS_HOME
• PORTAL_INSTALLDIR
• COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

各コマンドの詳細を次に説明します。

コマンド 機能

adportlet.bat ポータルプロジェクトに日立 APIポートレット（PAR形式）
をデプロイします。

adportletapp.bat J2EEサーバモードの場合，Webコンテナに標準 APIポー
トレットをデプロイします。

makeapp.bat 標準 APIポートレットのポートレットアプリケーション
ファイル（WAR形式）から，J2EEアプリケーションファ
イル（EAR形式）または webアプリケーションファイル
（WAR形式）を生成します。

makepj.bat ポータルプロジェクトを作成します。

makewar.bat ポータルプロジェクトのWARファイルを作成します。

pmsetup.bat Portal Managerを Cosminexus Component Containerの
Webコンテナにデプロイします。

rmportlet.bat ポータルプロジェクトから日立 APIポートレット（PAR形
式）をアンデプロイします。

rmportletapp.bat J2EEサーバモードの場合，Webコンテナから標準 API
ポートレットをアンデプロイします。
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adportlet.bat

形式
adportlet.bat ［-a|-d］ ［-p <ポータルプロジェクトへのパス>］ 
            <PARファイル>

機能

ポータルプロジェクトに日立 APIポートレットをデプロイします。ポートレットはポー
トレットアーカイブ（PARファイル）を指定します。デプロイ先は直接指定するか，ま
たは Portal Managerが管理しているすべてのプロジェクトにするかのどちらかを選択で
きます。

オプション

-a
同一ポートレット名称が存在した場合，上書きします。

-d
同一ポートレット名称が存在した場合，上書きしません。このオプションがデフォ
ルトです。

-p <ポータルプロジェクトへのパス >
デプロイ先のポータルプロジェクトへのパスをフルパスで指定します。省略した場
合，Portal Managerが管理しているすべてのプロジェクトにデプロイされます。

<PARファイル >
デプロイするポートレットアーカイブ（PARファイル）へのパスをフルパスで指定
します。このオプションの指定は必須です。

戻り値

0：正常終了

1：異常終了（デプロイに失敗）

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

また，設定ファイル格納ディレクトリを Javaシステムプロパティで設定している場合
は，このコマンドを使用するときに，次の環境変数に Javaシステムプロパティの指定を
行ってください。

    COSMINEXUS_PORTAL_JAVA_OPT

指定例
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  set 
COSMINEXUS_PORTAL_JAVA_OPT=-Dhptl.turbineresources.key.project1="C
:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/conf/
TurbineResources.properties"

adportletapp.bat

形式
adportletapp.bat ［-n <アプリケーションファイル名称>］
                  -c <デプロイ先Webコンテナ名称>
                  ［-nameserver <プロバイダURL>］
                  <ポートレットアプリケーションファイル>

機能

標準 APIポートレットのポートレットアプリケーションファイル（WAR形式）から
J2EEアプリケーションファイル（EAR形式ファイル）を生成し，Webコンテナにデプ
ロイします。ポートレットアプリケーションファイルはWAR形式のファイルを指定し，
デプロイ先は直接指定します。作成後，EARファイルは削除されます。

オプション

-n <アプリケーションファイル名称 >
生成する J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）のアプリケーションファイ
ル名称を指定します。省略した場合は，入力したポートレットアプリケーションの
ファイル名（拡張子は除く）になります。

-c <デプロイ先Webコンテナ名称 >
デプロイ先のWebコンテナ名称を指定します。このオプションの指定は必須です。

-nameserver <プロバイダURL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，および使用しているポート番号を次に示す形式で指定
します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

詳細は，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リファレンス　
コマンド編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リ
ファレンス　コマンド編」の「J2EEサーバで使用するコマンド」の説明を参照し
てください。

<ポートレットアプリケーションファイル >
デプロイするWARファイルへのパスをフルパスで指定します。このオプションの
指定は必須です。
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戻り値

0：正常終了

1：異常終了（デプロイに失敗）

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH，
COSMINEXUS_HOME

makeapp.bat

形式
makeapp.bat ［-n <アプリケーションファイル名称>］
            ［-d <EAR/WARファイル出力先ディレクトリ>］
            ［-w］
            <ポートレットアプリケーションファイル>

機能

標準 APIポートレットのポートレットアプリケーションファイル（WAR形式）から，
デプロイ用の J2EEアプリケーションファイル（EAR形式），または webアプリケー
ションファイル（WAR形式）を生成します。

オプション

-n <アプリケーションファイル名称 >
生成する J2EEアプリケーションファイル（EAR形式）のアプリケーションファイ
ル名称を指定します。省略した場合は，入力したポートレットアプリケーションの
ファイル名（拡張子は除く）になります。

-d <EAR/WARファイル出力先ディレクトリ >
生成するアプリケーションファイルの出力先ディレクトリを指定します。省略した
場合は，コマンドを実行したカレントディレクトリになります。

-w
WAR形式の webアプリケーションファイルを生成します。

<ポートレットアプリケーションファイル >
デプロイするポートレットアプリケーションファイル（WAR形式）へのパスをフル
パスで指定します。このオプションの指定は必須です。

戻り値

0：正常終了
602



10.　設定ファイルとコマンド
1：異常終了（アプリケーションファイルの生成に失敗）

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH，
COSMINEXUS_HOME

makepj.bat

形式
makepj.bat ［-a|-d］ ［-p <ポータルプロジェクトへのパス>］
          ［-w <Webコンテナ名称>］ ［-n <Webアプリケーション名称>］

機能

ポータルプロジェクトを作成します。

オプション

-a
指定されたパスにディレクトリが存在した場合，上書きします。

-d
指定されたパスにディレクトリが存在した場合，処理を中止します。このオプショ
ンがデフォルトです。

-p <ポータルプロジェクトへのパス >
プロジェクトを生成するパスをフルパスで指定します。

-w <Webコンテナ名称 >
プロジェクトを生成する CosminexusのWebアプリケーションサーバのWebコン
テナ名称です。省略時はホスト名称が使用されます。
-pオプション指定がある場合は無視されます。

-n <Webアプリケーション名称 >
プロジェクトを生成するWebアプリケーション名称です。省略時は "portal"が使用
されます。
-pオプション指定がある場合は無視されます。

戻り値

0：正常終了

1：異常終了（プロジェクト生成に失敗）
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注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，COSMINEXUS_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，
COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

makewar.bat

形式
makewar.bat <作成するWARファイルへのパス> <ポータルプロジェクトへのパス>

機能

ポータルプロジェクトのWARファイルを作成します。

戻り値

なし

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME

pmsetup.bat

形式
pmsetup.bat ［-a|-d］ ［-w <Webコンテナ名称>］ ［-n <Webアプリケーション
名称>］
 

機能

Portal Managerを CosminexusのWebアプリケーションサーバのWebコンテナにデプ
ロイします。

オプション

-a
指定されたパスにディレクトリが存在した場合，上書きします。

-d
指定されたパスにディレクトリが存在した場合，処理を中止します。このオプショ
ンがデフォルトです。

-w <Webコンテナ名称 >
604



10.　設定ファイルとコマンド
プロジェクトを生成する CosminexusのWebアプリケーションサーバのWebコン
テナ名称です。省略すると "portaladmin"が使用されます。

-n <Webアプリケーション名称 >
プロジェクトを生成するWebアプリケーション名称です。省略すると
"PortalSetup"が使用されます。

戻り値

0：正常終了

1：異常終了（プロジェクト生成に失敗）

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，COSMINEXUS_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，
COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

rmportlet.bat

形式
rmportlet.bat ［-p <ポータルプロジェクトへのパス>］ 
            <ポートレット名称>

機能

ポータルプロジェクトから日立 APIポートレットをアンデプロイします。アンデプロイ
するポートレットはデプロイされたポートレットだけです。Portal Managerのポート
レットの設定で登録したポートレットは，アンデプロイできません。

オプション

-p <ポータルプロジェクトへのパス >
ポートレットがデプロイされているポータルプロジェクトへのパスをフルパスで指
定します。指定を省略した場合，Portal Managerが管理しているプロジェクトすべ
てがアンデプロイ対象になります。

<ポートレット名称 >
アンデプロイするポートレットの名称を指定します。このオプションの指定は必須
です。

戻り値

0：正常終了

1：異常終了（アンデプロイに失敗）
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注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH

また，設定ファイル格納ディレクトリを Javaシステムプロパティで設定している場合
は，このコマンドを使用するときに，次の環境変数に Javaシステムプロパティの指定を
行ってください。

    COSMINEXUS_PORTAL_JAVA_OPT

指定例

  set 
COSMINEXUS_PORTAL_JAVA_OPT=-Dhptl.turbineresources.key.project1="C
:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/conf/
TurbineResources.properties"

rmportletapp.bat

形式
rmportletapp.bat ［-n <アプリケーションファイル名称>］
                -c <アンデプロイ対象Webコンテナ名称>
                ［-nameserver <プロバイダURL>］

機能

Webコンテナから標準 APIポートレットをアンデプロイします。

オプション

-n <アプリケーションファイル名称 >
アンデプロイするポートレットの名称を指定します。このオプションの指定は必須
です。

-c <アンデプロイ対象Webコンテナ名称 >
ポートレットをアンデプロイするWebコンテナサーバ名称を指定します。このオプ
ションの指定は必須です。

-nameserver <プロバイダURL>
CORBAネーミングサービスへのアクセスプロトコル，CORBAネーミングサービ
スが稼働しているホスト名，および使用しているポート番号を次に示す形式で指定
します。
 
<プロトコル名称>::<ホスト名称>:<ポート番号>
 

詳細は，マニュアル「Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リファレンス　
コマンド編」，またはマニュアル「Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リ
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ファレンス　コマンド編」の「J2EEサーバで使用するコマンド」の説明を参照し
てください。

戻り値

0：正常終了

1：異常終了（アンデプロイに失敗）

注意事項

このコマンドを使用するには，次の環境変数が設定されている必要があります。

    JAVA_HOME，PORTAL_INSTALLDIR，COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH，
COSMINEXUS_HOME
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付録 A　自動デプロイされたポートレットのセキュリ
ティ向上方法

ポートレットの自動デプロイによって生成されるディレクトリは，HTTP経由でクライ
アントから参照できるようになっています。このため，このディレクトリ内に重要な情
報を格納している場合，悪意を持ったユーザに情報が取得される危険性があります。

ここでは，Webアプリケーション DD（web.xml）へ設定を追加し，自動デプロイされ
たポートレットのセキュリティを向上させる方法について説明します。

自動デプロイされたポートレットの関連ファイルが生成されるディレクトリは次のとお
りです。

自動デプロイされたポートレットの関連ファイルが生成されるディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥adportlet¥<ポートレット名称 >

このディレクトリの PORTLET-INFディレクトリに格納されているファイルをクライア
ントから直接参照されないようにするために，{PROJECT_HOME}¥WEB-INFに格納され

ているWebアプリケーション DD（web.xml）に次の記述を追加してください。

設定時は，次の点に注意してください。

• 設定は，ポータルをインストールした直後に行ってください。
• 追加する記述は，Webアプリケーション DD（web.xml）内の次に示すタグのうち，
最初に記載されているものの直前に記載してください。
• <security-role>
• <env-entry>
• <ejb-ref>
• <ejb-local-ref>
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• </web-app>

• 上記の枠で囲んだ部分を１単位として，自動デプロイされたポートレット数分だけ記
載してください。また，太字の部分は，実際のポートレット名に置き換えてください。

Webアプリケーション DD（web.xml）の記載例を以下に示します。

自動デプロイされたポートレットが PortletAおよび PortletBのポートレットとし，各
ポートレットは PORTLET-INFを持つ場合の記載例です。
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付録 B　uCosminexus Portal Frameworkのアンイン
ストール

uCosminexus Portal Frameworkをアンインストールするには，［コントロールパネル］
－［アプリケーションの追加と削除］から，uCosminexus Portal Frameworkを削除し
ます。

アンインストール時には，インストールディレクトリ下のファイルが削除されます。設
定ファイルも削除されるため，バージョンアップする場合は，必ず次のディレクトリの
コピーを取得してからアンインストールしてください。

• {設定ファイル格納ディレクトリ }※ 1

• {ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }※２

注※ 1
デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

注※ 2
デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥psml

なお，{PROJECT_HOME}下のファイルや {uCosminexus Portal Frameworkインス
トールディレクトリ }下に作成したファイルは削除されません。削除できなかったファイ
ル名はメッセージで表示されます。

また，バージョンアップする場合など，uCosminexus Portal Frameworkをアンインス
トール後に再度インストールする場合，Portal Managerをセットアップし直す必要があ
ります。Portal Managerのセットアップ方法については，「2.3　Portal Managerの
セットアップ」を参照してください。また，バージョンアップする場合の手順について
は，「付録 C　バージョンアップ手順」を参照してください。
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付録 C　バージョンアップ手順
ここでは，バージョンアップ手順について説明します。

次の表に，バージョンアップに必要な作業を示します。現在ご利用中の uCosminexus 
Portal Frameworkのバージョンに必要な作業を，項番の順に実施してください。各作業
の詳細は，表の参照先欄に示されている章節項を参照してください。

表 C-1　バージョンアップ作業の流れ

項
番

作業 現在利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョン 参
照
先

06-00 06-10 06-11 06-20 06-30 07-00 07-01
以降

1 ポータルサーバの
停止

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8.1

2 現在のディレクト
リのバックアップ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C.1

3 現在利用している
バージョンの
uCosminexus 
Portal Framework
のアンインストー
ル

○ ○ ○ ○ ○ ○ － 付
録
B

4 最新バージョンの
uCosminexus 
Portal Framework
のインストール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －※
1

5 Portal Managerの
セットアップ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.3

6 ポータルプロジェ
クトディレクトリ
の更新

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C.2

7 設定ファイルやテ
ンプレート，デプ
ロイしたポート
レットなどの移行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C.3

8 環境設定の見直し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C.4

9 DBの移行※ 2 ○ － － － － － － C.5

1
0

表示属性を使用す
るための設定※ 2

○ ○ ○ － － － － C.6

1
1

ポートレットグ
ループを使用する
ための設定※ 2

○ ○ ○ ○ ○ － － C.7
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（凡例）
○：必須の作業
△：任意の作業
－：該当しない作業

注※ 1
uCosminexus Portal Frameworkのインストール方法については，製品付属のドキュメントを
参照してください。

注※ 2
共通情報を使用している場合だけ，必要な作業です。

注※ 3
Collaboration - Online Community Managementを使用している場合だけ，必要な作業です。

1
2

Webコンテンツ
ポートレットを使
用するための設定
※ 2

○ ○ ○ ○ ○ － － C.8

1
3

アクセス権の移行
※ 3

○ ○ － － － － － C.9

1
4

設定ファイルのエ
ンコーディングの
変更

○ ○ ○ ○ － － － C.1
0

1
5

ポートレットグ
ループの移行

○ ○ ○ ○ ○ － － C.1
1

1
6

設定ファイル格納
ディレクトリの見
直し

△ △ － － － － － C.1
2

1
7

管理者用レイアウ
トカスタマイズ
ポートレットの削
除

△ △ △ △ △ △ － C.1
3

1
8

ポータルサーバの
起動

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8.1

1
9

製品名称の変更 △ △ － － － － － C.1
4

項
番

作業 現在利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョン 参
照
先

06-00 06-10 06-11 06-20 06-30 07-00 07-01
以降
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付録 C　バージョンアップ手順
！！！！ 注意事項
 

uCosminexus Portal Framework 06-10で URLの記述方法が変更されています。このため，
uCosminexus Portal Framework 06-00からバージョンアップする場合で，Cosminexus 
Portal Frameworkが提供する APIを使用しないでポータルサーバのトップページ以外に直
接リンクをしているときは，リンクの URLを見直してください。

付録 C.1　現在のディレクトリのバックアップ
バージョンアップする場合，まず，現在のディレクトリをバックアップします。

現在ご利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョンが 06-10以前か，06-11
以降かによって，バックアップする必要のあるディレクトリは異なります。

それぞれについて説明します。

（1） Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョン
アップする場合

{PROJECT_HOME}をバックアップしてください。

（2） uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからバージョン
アップする場合

次のディレクトリをバックアップしてください。

• {PROJECT_HOME}
• {設定ファイル格納ディレクトリ }※ 1

• {ポートレット配置情報ファイルディレクトリ }※ 2

注※ 1
デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

注※ 2
デフォルトでは，次のディレクトリです。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥psml

付録 C.2　ポータルプロジェクトディレクトリの更新
ポータルプロジェクトディレクトリを，最新バージョンの情報に更新します。また，デ
ザインテンプレートを使用する場合は，このときに設定します。デザインテンプレート
の設定方法については，「5.2.3(2)(b)　デザインテンプレートの設定方法」を参照してく
ださい。

現在ご利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョンが 06-10以前か，06-11
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付録 C　バージョンアップ手順
以降かによって，更新するポータルプロジェクトディレクトリは異なります。

それぞれについて説明します。

（1） Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョン
アップする場合

更新するポータルプロジェクトディレクトリを次の表に示します。項番の順に，コピー
元ディレクトリの内容を，コピー先ディレクトリに上書きコピーしてください。

表 C-2　更新するポータルプロジェクトディレクトリ（Cosminexus Portal Framework 
06-10以前のバージョンからバージョンアップする場合）

（2） uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからバージョン
アップする場合

更新するポータルプロジェクトディレクトリを次の表に示します。コピー元ディレクト
リの内容を，コピー先ディレクトリに上書きコピーしてください。

表 C-3　更新するポータルプロジェクトディレクトリ（uCosminexus Portal Framework 
06-11以降のバージョンからバージョンアップする場合）

付録 C.3　設定ファイルなどの移行
これまでに使用していた設定ファイルやテンプレート，デプロイしたポートレットなど
を，最新バージョンの情報に更新したポータルプロジェクトディレクトリに移行します。

現在ご利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョンが 06-10以前か，06-11
以降かによって，移行する内容は異なります。

それぞれについて説明します。

項番 コピー元ディレクトリ コピー先ディレクトリ

1 {uCosminexus Portal Frameworkインストール
ディレクトリ }¥webapp配下

{PROJECT_HOME}

2 {uCosminexus Portal Frameworkインストール
ディレクトリ }¥conf配下

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

項番 コピー元ディレクトリ コピー先ディレクトリ

1 {uCosminexus Portal Frameworkインストール
ディレクトリ }¥webapp配下

{PROJECT_HOME}

2 {uCosminexus Portal Frameworkインストール
ディレクトリ }¥conf配下

{設定ファイル格納ディレクトリ }
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（1） Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョン
アップする場合

移行する内容は次のとおりです。

●設定ファイルおよびライブラリファイル
これまで使用していた次のファイルおよびディレクトリを，{PROJECT_HOME}配
下の同じディレクトリにコピーしてください。
• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf配下の次のファイル

・controllers.xml
・datasources.properties
・EmPowerment.xml
・forbase-auth.cfg
・jetspeed-config.jcfg
・JetspeedResources.properties
・PortalResources.properties
・PortletGroup.xml
・Repository.xml
・UserAgentType.xml

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥web.xml

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥lib配下に格納したユーザ定義ライブラリ

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥psml配下のすべてのファイルおよびディレクトリ

●レイアウトテンプレート
テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のファイ
ルに編集内容を反映してください。
• PC用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥default.jsp

• iモード用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥chtml¥default.js

p

• EZweb用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥hdml¥default.jsp

●ナビゲーションテンプレート
テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のディレ
クトリ配下のファイルに編集内容を反映してください。
　{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥navigations

●ポートレットテンプレート
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テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のディレ
クトリ配下のファイルに編集内容を反映してください。
　{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html

●上記以外のテンプレート
次のディレクトリのテンプレートを編集している場合も，同様に編集内容を反映し
てください。
• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥actions

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controllers

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥login-logout

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens

●デプロイしたポートレット
次のディレクトリにデプロイしているポートレットの定義ファイルおよびディレク
トリ構成をコピーします（{PROJECT_HOME}¥portlets内にすでにあるディレク

トリを除く）。
• {PROJECT_HOME}¥adportlets

• {PROJECT_HOME}¥portlets

ただし，{PROJECT_HOME}¥portlets内にある次のディレクトリは除きます。

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥navigationmenu

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portaladmin

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portaloperation

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portalsection

また，標準 APIポートレットをデプロイして使用している場合は，makeapp.bat

コマンドまたは adportletapp.batコマンドを使用し標準 APIポートレットを再

デプロイしてください。

（2） uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからバージョン
アップする場合

{PROJECT_HOME}配下に移行するもの，{設定ファイル格納ディレクトリ }配下に移
行するもの，および {ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }配下に移行する
ものがあります。それぞれについて説明します。

（a） {PROJECT_HOME}配下に移行するもの

移行する内容は次のとおりです。

●設定ファイルおよびライブラリファイル
次のファイルを，{PROJECT_HOME}配下にコピーしてください。
• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥web.xml

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥lib配下に格納したユーザ定義ライブラリ 
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●レイアウトテンプレート
テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のファイ
ルに編集内容を反映してください。
• PC用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥html¥default.jsp

• iモード用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥chtml¥default.js

p

• EZweb用
　
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥layouts¥hdml¥default.jsp

●ナビゲーションテンプレート
テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のディレ
クトリ配下のファイルに編集内容を反映してください。
　{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥navigations

●ポートレットテンプレート
テンプレートファイルを編集している場合，編集内容を反映する場合は次のディレ
クトリ配下のファイルに編集内容を反映してください。
　{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controls¥html

●上記以外のテンプレート
次のディレクトリのテンプレートを編集している場合も，同様に編集内容を反映し
てください。
• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥actions

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥controllers

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥errors

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥login-logout

• {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥templates¥jsp¥screens

●デプロイしたポートレット
次のディレクトリにデプロイしているポートレットの定義ファイルおよびディレク
トリ構成をコピーします。
• {PROJECT_HOME}¥adportlets

• {PROJECT_HOME}¥portlets

ただし，{PROJECT_HOME}¥portlets内にある次のディレクトリは除きます。

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥navigationmenu

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portaladmin

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portaloperation

• {PROJECT_HOME}¥portlets¥portalsection
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（b）設定ファイル格納ディレクトリに移行するもの

次のファイルを，{設定ファイル格納ディレクトリ }配下にコピーしてください。

●設定ファイル
{設定ファイル格納ディレクトリ }配下の次のファイル
• controllers.xml
• forbase-auth.cfg
• EmPowerment.xml
• jetspeed-config.jcfg
• JetspeedResources.properties
• PortalResources.properties
• Repository.xml
• UserAgentType.xml
• portletarrange.xml
• componentParameters.xml
• PortletApp.properties

（c）ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリに移行するもの

次のファイルを，{ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ }配下にコピーして
ください。

●ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）
　{ポートレット配置情報格納ディレクトリ }配下のすべてのファイルおよびディ

レクトリ

付録 C.4　環境設定の見直し
環境設定を見直すための作業について説明します。

現在ご利用のバージョンごとに，実施する必要のある作業を示します。

表 C-4　環境設定を見直すための作業

項
番

作業 現在利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョ
ン

06-00
06-10

06-11
06-20
06-30

07-00
07-01
07-10
07-11

07-50 07-60
以降

1 PortalResources.propertiesの変更 ○ ○ ○ ○ －

2 jetspeed-config.jcfgの変更 ○ ○ ○ － －

3 web.xmlの変更 ○ ○ ○ － －

4 クラスパスの設定 ○ ○ － － －
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（凡例）
○：必須の作業
－：該当しない作業

注※
ユーザ情報 DBに Oracleを使用している場合だけ，必要な作業です。

各作業について説明します。

（1） PortalResources.propertiesの変更

uCosminexus Portal Framework 06-20以前のバージョンからバージョンアップする場
合は，PortalResource.propertiesに必要な記述を追加します。

PortalResource.propertiesの格納ディレクトリは，次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場合
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからのバージョンアップの場合
{設定ファイル格納ディレクトリ }

追加する記述を次に示します。

表 C-5　PortalResources.propertiesに追加する記述

5 セキュリティポリシーの変更 ○ ○ － － －

6 DBの接続情報の設定※ ○ － － － －

項
番

追加する記述

1 jp.co.hitachi.soft.portal.layout.outside.padding.without=true

2 jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.layoutmax=LayoutMaxError.j
sp
jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dir=/WEB-INF/psml/
jp.co.hitachi.soft.portal.resources.dir=${webapp.dir}/WEB-INF/conf
jp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfg=${config.dir}/
formbase-auth.cfg

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.OptionDelimiter="△"※

jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datasize.threshold=32000
jp.co.hitachi.soft.portal.csdc.datatype.userData=true
jp.co.hitachi.soft.portal.layout.default.maxdisplays=50
jp.co.hitachi.doft.portal.directaccess.postdata.size=2097152

3 jp.co.hitachi.soft.portal.services.portletarrange.filename=${config.dir}/
portletarrange.xml

項
番

作業 現在利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョ
ン

06-00
06-10

06-11
06-20
06-30

07-00
07-01
07-10
07-11

07-50 07-60
以降
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注※
「=」の右側の値は，半角ダブルコーテーション，半角スペース，半角ダブルコーテーションで
す。

現在ご利用のバージョンによって，追加する記述の範囲が異なります。次に，現在ご利
用のバージョンごとに，追加する必要がある記述の範囲を示します。

表 C-6　PortalResource.propertiesに追加する必要がある記述

（凡例）　○：必須　　－：該当しない

（2） jetspeed-config.jcfgの変更

jetspeed-config.jcfgファイルの記述を変更します。

jetspeed-config.jcfgファイルの格納ディレクトリは，次のとおりです。

4 jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.LogoutWaitException=WaitLogout.jsp
jp.co.hitachi.soft.portal.modules.screens.Error.jp.co.hitachi.soft.portal.
util.servlet.LoginWaitException=WaitLogin.jsp

5 jp.co.hitachi.soft.portal.api.webapi.define.file=${config.dir}/webapi.xml
jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.definition=${config.dir}/
portlet_filter.xml
jp.co.hitachi.soft.portal.portlets.filter.enabled=false
jp.co.hitachi.soft.portal.xml.api.datatypedef=${config.dir}/
data_put_definition.xml

6 jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.enable=false
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filter=
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileName=${webapp.dir}/
WEB-INF/log/audit
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.ControllFileName=${webapp.dir}
/WEB-INF/log/audit.conf
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.message=ERR,WARN,INFO
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileSize=10485760
jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.FileNum=4

表 C-5の項番 現在利用中の uCosminexus Portal Frameworkのバージョン

06-00 06-10 06-11 06-20 06-30
07-00
07-01
07-10
07-11

07-50

1 ○ － － － － －

2 ○ ○ － － － －

3 ○ ○ ○ － － －

4 ○ ○ ○ ○ － －

5 ○ ○ ○ ○ ○ －

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

項
番

追加する記述
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Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場合
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからのバージョンアップの場合
{設定ファイル格納ディレクトリ }

（a）07-00以前のバージョンから移行する場合

name属性の値が「MultiJSP」となっている <portlet-entry>要素の終了タグのあとに，
次の記述を追加します。

 
<portlet-entry type="abstract" name="HPTLSTD" hidden="false">
  <classname>
    jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.StandardPortlet
  </classname>
</portlet-entry>
 
<portlet-entry type="abstract" name="hptlComponent" >
  <classname>
    jp.co.hitachi.soft.portal.portal.portlets.ComponentPortlet
  </classname>
</portlet-entry>
<portlet-entry type="ref" parent="hptlComponent" 
name="hptlParsedHTML">
  <url></url>
  <parameter name="hptl.ComponentPortlet.ComponentDefFile"  
value="${config.dir}/ComponentDef.xml" />
  <parameter name="hptl.template.portlet"  value="true" />
  <meta-info>
    <title>ParsedHTML</title>
    <description>コンテンツのリンクを切り出して一覧表示を行います。動的コンテ
ンツのキャッシュを制御する場合に使用します。</description>
  </meta-info>
</portlet-entry>
 
<portlet-entry type="ref" parent="hptlComponent" 
name="hptlParsedStaticHTML">
  <url></url>
  <parameter name="hptl.ComponentPortlet.ComponentDefFile"  
value="${config.dir}/ComponentDef_SystemCache.xml" />
  <parameter name="hptl.template.portlet"  value="true" />
  <meta-info>
    <title>ParsedStaticHTML</title>
    <description>コンテンツのリンクを切り出して一覧表示を行います。静的コンテ
ンツのキャッシュを制御する場合に使用します。</description>
  </meta-info>
</portlet-entry>

また，次のとおり記述を変更します。記述中の太字部分を追加してください。

変更前の記述
<portlet-entry application="false" admin="false" 
parent="MultiJSP" hidden="false" type="ref" 
name="PortalOperator">
  <url>/portlets/portaloperation/index.xml</url>
    <meta-info>
      <title>運用管理ポートレット</title>
      <description>運用管理を実施するためのポートレットです。</
description>
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    </meta-info>
</portlet-entry>

変更後の記述
<portlet-entry application="false" admin="false" 
parent="MultiJSP" hidden="false" type="ref" 
name="PortalOperator">
  <url>/portlets/portaloperation/index.xml</url>
  <parameter name="hptl.module.action" 
value="jp.co.hitachi.soft.portal.api.operation.PortalOperationActionModule"/>
  <parameter name="hptl.portlet.defaulticon" value="images/portaloperation.gif"/>
    <meta-info>
      <title>運用管理ポートレット</title>
      <description>運用管理を実施するためのポートレットです。</
description>
    </meta-info>
</portlet-entry>

（b）07-00および 07-01から移行する場合

name属性の値が「hptlParsedHTML」となっている <portlet-entry>要素の終了タグの
あとに，次の記述を追加します。

 
<portlet-entry type="ref" parent="hptlComponent" 
name="hptlParsedHTML">
  <url></url>
  <parameter name="hptl.ComponentPortlet.ComponentDefFile"  
value="${config.dir}/ComponentDef.xml" />
  <parameter name="hptl.template.portlet"  value="true" />
  <meta-info>
    <title>ParsedHTML</title>
    <description>コンテンツのリンクを切り出して一覧表示を行います。静的コンテ
ンツのキャッシュを制御する場合に使用します。</description>
  </meta-info>
</portlet-entry>

name属性の値が「hptlParsedHTML」となっている <portlet-entry>要素を次のとおり
記述を変更します。記述中の太字部分を追加してください。

変更前の記述
<portlet-entry type="ref" parent="hptlComponent" 
name="hptlParsedHTML">
  <url></url>
  <parameter name="hptl.ComponentPortlet.ComponentDefFile"  
value="${config.dir}/ComponentDef.xml" />
  <parameter name="hptl.template.portlet"  value="true" />
  <meta-info>
    <title>ParsedHTML</title>
    <description>コンテンツのリンクを切り出して一覧表示を行います。</
description>
  </meta-info>
</portlet-entry>

変更後の記述
<portlet-entry type="ref" parent="hptlComponent" 
name="hptlParsedHTML">
  <url></url>
  <parameter name="hptl.ComponentPortlet.ComponentDefFile"  
value="${config.dir}/ComponentDef.xml" />
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  <parameter name="hptl.template.portlet"  value="true" />
  <meta-info>
    <title>ParsedHTML</title>
    <description>コンテンツのリンクを切り出して一覧表示を行います。動的コンテ
ンツのキャッシュを制御する場合に使用します。</description>
  </meta-info>
</portlet-entry>

（3） web.xmlの変更

web.xmlファイルに必要な記述を追加します。

web.xmlファイルの格納ディレクトリは，次のとおりです。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF

（a）07-00以前のバージョンから移行する場合

<web-app>タグの後ろに次の記述を追加します。また，すでに定義されている jetspeed
サーブレットの <load-on-startup>タグの定義が「1」に設定されている場合は，「2」以
降に変更してください。

 
<servlet>
  <servlet-name>
    HPTLContainerController
  </servlet-name>
  <servlet-class>
    jp.co.hitachi.soft.portal.container.ContainerController
  </servlet-class>
  <load-on-startup>1</load-on-startup>
</servlet>
<servlet>
  <servlet-name>HPTLPortletFilterAgent</servlet-name>
  
<servlet-class>jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.filter.FilterAgen
tForIFrame</servlet-class>
</servlet>
 

また，最後の <servlet>タグの後に次の記述を追加します。

 
<servlet-mapping>
  <servlet-name>HPTLPortletFilterAgent</servlet-name>
  <url-pattern>/WEB-INF/portlet/filter/servlet/
HPTLPortletFilterAgent</url-pattern>
</servlet-mapping>
 

（b）07-00,07-01および 07-11から移行する場合
<web-app>タグの後ろに次の記述を追加します。
 
<servlet>
  <servlet-name>HPTLPortletFilterAgent</servlet-name>
  
<servlet-class>jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.filter.FilterAgen
tForIFrame</servlet-class>
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</servlet>
 

また，最後の <servlet>タグの後に次の記述を追加します。

 
<servlet-mapping>
  <servlet-name>HPTLPortletFilterAgent</servlet-name>
  <url-pattern>/WEB-INF/portlet/filter/servlet/
HPTLPortletFilterAgent</url-pattern>
</servlet-mapping>

（4） クラスパスの設定

usrconf.cfgファイルに必要な記述を追加します。

usrconf.cfgファイルの格納ディレクトリは，次のとおりです。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{サーバ

名称 }

追加する記述を次に示します。

 
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/castor.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/ecs.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/hitachiportal.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/jakarta-oro.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/portletwebssolib.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/velocity.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/village.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
lib/portlet.jar
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
conf
add.class.path={uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}/
xsd

（5） セキュリティポリシーの設定

セキュリティポリシーの設定を変更します。

server.policyファイルの記述を変更します。server.policyファイルの格納ディレクトリ
は，次のとおりです。

格納ディレクトリ
{Cosminexusインストールディレクトリ }¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥{サーバ

名称 }
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変更する記述を次に示します。記述中の太字部分を変更および追加してください。

なお，記述は環境によって異なります。ここでは次の場合の記述例を示します。環境に
よって異なる部分は斜体で示しています。

• コンテキストルートに使用する文字列：Portal
• uCosminexus Portal Frameworkで使用するログインモジュール名：Portal
• uCosminexus Portal Frameworkのインストールディレクトリ：C:/Program Files/

Hitachi/CosmiPortal

変更前の記述
grant codeBase
"file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/
Portal/-"{
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect,resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", 
"read,write,delete";
  permission javax.security.auth.AuthPermission 
"createLoginContext.Portal";
};
 
grant codeBase
"file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/
Portal/WEB-INF/lib/hitachiportal.jar"{
  permission java.lang.RuntimePermission "setFactory";
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessClassInPackage.sun.misc";
  permission java.lang.reflect.ReflectPermission 
"suppressAccessChecks";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
};

変更後の記述
grant codeBase
"file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/
Portal/-"{
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect,resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", 
"read,write,delete";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
  permission javax.security.auth.AuthPermission 
"createLoginContext.Portal";
};
 
grant codeBase
"file:C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/lib/*"{
  permission java.lang.RuntimePermission "setFactory";
  permission java.lang.RuntimePermission 
"accessClassInPackage.sun.misc";
  permission java.lang.RuntimePermission "loadLibrary.*";
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  permission java.lang.RuntimePermission "queuePrintJob";
  permission java.lang.RuntimePermission "accessDeclaredMembers";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThread";
  permission java.lang.RuntimePermission "modifyThreadGroup";
  permission java.lang.RuntimePermission "stopThread";
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", "read,write,delete";
  permission java.lang.reflect.ReflectPermission 
"suppressAccessChecks";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read, write";
  permission javax.security.auth.AuthPermission "createLoginContext.Portal";
};
 

環境によって変更が必要なのは，記述例中の次の個所です。

file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/Portal/-
「Portal」部分には，コンテキストルートに使用する文字列を指定します。

permission javax.security.auth.AuthPermission "createLoginContext.Portal";（2か所）
「Portal」部分には，uCosminexus Portal Frameworkで使用するログインモジュー
ルの登録モジュール名を指定します。
なお，ログインモジュールについては「4.3.2　ログイン情報の設定」を参照してく
ださい。

file:C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal/lib/*
「C:/Program Files/Hitachi/CosmiPortal」部分には，uCosminexus Portal 
Frameworkのインストールディレクトリを指定します。

（6） DBの接続情報の設定

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップする場
合，ユーザ情報 DBに Oracleを使用しているときは，リポジトリの接続情報を設定しま
す。

設定手順を次に示します。なお，操作に使用する画面および設定項目の詳細については，
「4.5.3(1)　接続情報の更新」を参照してください。

1. PortalManagerのメニュー部から［リポジトリの設定］－［接続情報］－［修正］を
選択して，［接続情報の選択］画面を表示します。

2. Oracleを使用しているデータベースを示す接続情報を選択して，［接続情報の設定］
画面を表示します。

3.［データベース種別］で［Oracle］を選択します。
4.［登録］ボタンをクリックします。
5. Oracleを使用しているデータベースを示す接続情報すべてについて，手順 2.～ 4.を
繰り返します。
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付録 C.5　DBの移行
Cosminexus Portal Framework 06-10以降に DB構成が変更になったため，
Cosminexus Portal Framework 06-00からバージョンアップする場合，共通情報を使用
しているときは，DBを移行する必要があります。ここでは，DBの移行作業について説
明します。

DBの移行作業では，次の作業を行います。

• DBの移行
• リポジトリ情報の移行

それぞれの作業について説明します。

（1） DBを移行する前に

ここでは，DBを移行する前に知っておいていただきたい内容を説明します。

（a）共通情報の扱いについて

Cosminexus Portal Framework 06-10以降に DB構成が変更になったため，標準画面レ
イアウト情報とポータル管理グループ情報を切り離して運用できなくなりました。また，
uCosminexus Portal Framework 07-00では，共通情報として設定できる情報に，ポー
トレットグループ情報とWebコンテンツポートレットのパラメタ値情報が追加されまし
た。共通情報を設定する場合は，四つの情報すべてを共通情報として扱うことになりま
すので，ご注意ください。

（b）前提条件

DBの移行作業で，前提となるプログラムプロダクトは次のとおりです。

• 対象データベースサーバ：HiRDB Version 7，HiRDB Version 8 またはHiRDB 
Version 9サーバ

• 対象Webアプリケーションサーバ：Cosminexus Version 7 または Version 8
• 対象ポータルサーバ：uCosminexus Portal Framework 07-00以降
• 移行作業の実行端末：HiRDB Version 7 クライアント，HiRDB Version 8 クライアン
トまたはHiRDB Version 9 クライアントがインストールされている端末

なお，移行前の DBは，Cosminexus Portal Framework 06-00環境で作成され，ポータ
ル管理グループ情報が設定済みであることを前提とします。

（c）移行作業で使用するファイル

移行作業で使用するファイルは，次のディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb
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移行作業で使用するファイルは次のとおりです。

表 C-7　移行作業で使用するファイル

注※　各 SQL文の内容は，「FILECONTENTテーブル作成時の SQL文」の内容で作成されている
ことを前提としています。テーブル名およびカラム名が異なる場合は，各 SQL文の該当個所を修正
してから使用してください。

（2） DBの移行手順

DBの移行手順を次に示します。

1. 移行の対象となる FILECONTENTテーブルのバックアップを取得します。

2. 移行の対象となる HiRDBの RDエリアのバックアップを取得します。
バックアップ対象となる RDエリア名称は，FILECONTENTテーブル作成時の SQL
文に定義されています。
FILECONTENTテーブル作成時の SQL文を次に示します。なお，太字部分がバッ
クアップ対象となる RD名称です。

FILECONTENTテーブル作成時の SQL文
CREAT TABLE FILECONTENT
(
    FILENAME VARCHAR(256) PRIMARY KEY,
    FILECONTENT BLOB(64K) IN (LOBPFC),
    UPDATECODE INTEGER
) IN RDPFC;

3. PDSQLを起動します。

4. コマンドを実行し，HiRDBへログインするための環境変数を設定します。
実行するコマンドを次に示します。なお，ユーザ名，パスワードには，それぞれ
HiRDBのログインユーザ名，パスワードを指定します。
 
set pduser={ユーザ名}/{パスワード}

5. コマンドで，定義変更用 SQL文と初期データセットアップ用 SQL文を実行します。
コマンドの実行例を次に示します。
 
pdsql < alterftable_1.sql
pdsql < alterftable_2.sql
 

ファイル種別 ファイル名

定義変更用 SQL文※ alterftable_1.sql

初期データセットアップ用 SQL文※ alterftable_2.sql

確認作業用 SQL文※ testftable.sql

移行用リポジトリファイルサンプル１ Repository.add1.xml

移行用リポジトリファイルサンプル２ Repository.add2.xml
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以上で，DBの移行は終了です。移行が正常に終了しなかった場合の対処方法につい
ては，「(3)　障害発生時の対処方法」を参照してください。
続いて，正しく移行処理が行われたかどうかを確認します。

6. コマンドで，確認 SQL文を実行します。
コマンドの実行例を次に示します。
 
pdsql < testftable.sql

7. コマンドの実行結果を確認します。
手順 5.で移行が正常に終了しても，画面に次のメッセージが出力された場合は，移行
処理に失敗しています。

図 C-1　testftable.sql文実行結果（移行処理に失敗している場合）

移行処理が失敗した場合の対処方法については，「(3)　障害発生時の対処方法」を参
照してください。

（3） 障害発生時の対処方法

SQL実行中にエラーが発生した場合は，SQL文中のテーブル名，カラム名に誤りがない
かどうか確認してください。

定義に誤りがあった場合は，SQL文中の誤りを訂正し，「(2)　DBの移行手順」を再度実
行してください。

定義に誤りがないのに再度エラーが発生する場合や，エラー後に PDSQLが起動しなく
なった場合は，バックアップをしておいた DBをリストアし，「(2)　DBの移行手順」を
再度実行してください。

（4） リポジトリ情報の移行手順

Repository.xmlファイルを直接編集して，リポジトリの構成情報およびマッピング情報
を変更します。

Repository.xmlファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

格納ディレクトリ
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

リポジトリ情報の移行手順を次に示します。

1. 現在の Repository.xmlファイルから，次の <resource>要素（<resource>タグか
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ら </resource>タグまで）をすべて削除します。削除する際は，次に示す

<resource>要素以外の記述を削除しないようご注意ください。

• <resource name="PORTALFILE" type="DB">

• <resource name="PORTALGROUP-R" type="DB">

• <resource name="PORTALGROUP-W" type="DB">

• <resource name="PORTALLAYOUT-R" type="DB">

• <resource name="PORTALLAYOUT-W" type="DB">

• <resource name="PORTALPORTLET-R" type="DB">

• <resource name="PORTALPORTLET-W" type="DB">

• <resource name="PORTALPORTLET-V1" type="DB">

• <resource name="PORTALCREATEID" type="DB">

• <resource name="PORTALUPDATEID" type="DB">

2. 現在の Repository.xmlファイルから，<portalCommon>要素（<portalCommon>タ
グから </portalCommon>タグまで）をすべて削除します。

3. 手順１ .で削除した部分に Repository.add1.xmlファイルの全内容を挿入します。

4. 手順２ .で削除した部分に Repository.add2.xmlファイルの全内容を挿入します。

移行前の Repository.xmlファイルと移行後の Repository.xmlファイルを次に示します。
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図 C-2　移行前の Repository.xmlファイル
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図 C-3　移行後の Repository.xmlファイル

付録 C.6　表示属性を使用するための設定
uCosminexus Portal Framework 06-11以前のバージョンからバージョンアップする場
合，共通情報を使用しているときは，表示属性を使用するための設定をします。

表示属性を使用するための設定手順を次に示します。なお，DBに HiRDBを使用してい
る場合は，この手順を実施する前に，RDエリア（RDARRANGE）を追加しておいてく
ださい。

1. SQL文を実行して，ポートレット表示属性管理テーブル（PORTLET_ARRANGE）を
追加します。
634



付録 C　バージョンアップ手順
DBの種類別に，実行する SQL文を示します。

HiRDBの場合
CREATE TABLE PORTLET_ARRANGE
(
    LAYOUTID MVARCHAR(64) NOT NULL,
    AREAID MVARCHAR(64) NOT NULL,
    PORTLETNAME MVARCHAR(64) NOT NULL,
    PARAMNAME MVARCHAR(255) NOT NULL,
    PARAMVALUE MVARCHAR(255) NOT NULL,
    UPDATECD MVARCHAR(20),
    DELETEFLG MVARCHAR(1) 
) IN RDARRANGE;
 
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX1 ON PORTLET_ARRANGE(LAYOUTID) 
IN RDARRANGE;
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX2 ON PORTLET_ARRANGE(AREAID) IN 
RDARRANGE;
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX3 ON 
PORTLET_ARRANGE(PORTLETNAME) IN RDARRANGE;
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX4 ON PORTLET_ARRANGE(UPDATECD) 
IN RDARRANGE;
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX5 ON PORTLET_ARRANGE(DELETEFLG) 
IN RDARRANGE;

Oracleの場合
CREATE TABLE PORTLET_ARRANGE
(
    LAYOUTID VARCHAR2(64) NOT NULL,
    AREAID VARCHAR2(64) NOT NULL,
    PORTLETNAME VARCHAR2(64) NOT NULL,
    PARAMNAME VARCHAR2(255) NOT NULL,
    PARAMVALUE VARCHAR2(255) NOT NULL,
    UPDATECD VARCHAR2(20),
    DELETEFLG VARCHAR2(1)
) ;
 
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX1 ON PORTLET_ARRANGE(LAYOUTID);
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX2 ON PORTLET_ARRANGE(AREAID);
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX3 ON 
PORTLET_ARRANGE(PORTLETNAME);
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX4 ON PORTLET_ARRANGE(UPDATECD);
CREATE INDEX PORTLET_ARRANGE_INDX5 ON PORTLET_ARRANGE(DELETEFLG);

2. Repository.xmlファイルに表示属性の構成情報を設定します。
Repository.xmlファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場
合

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11からのバージョンアップの場合
{PROJECT_HOME}¥conf

　
Repository.xmlファイルに次の記述を追加します。
 
<resource name="PORTLETARRANGE-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ARRANGE" key="layoutid"/>
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</resource>
<resource name="PORTLETARRANGE-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ARRANGE" key="layoutid"/>
</resource>

なお，「DB-EM」には共通情報を格納する DBの接続先名称を指定してください。

3. Repository.xmlファイルに表示属性のマッピング情報を設定します。
Repository.xmlファイルの <portalCommon>要素内に，次の記述を追加します。
 
    <Mapping dest="ARRANGELAYOUTID_R" src="layoutid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEAREAID_R" src="areaid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPORTLET_R" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMNAME_R" src="paramname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMVALUE_R" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEUPDATECD_R" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="ARRANGELAYOUTID_W" src="layoutid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEAREAID_W" src="areaid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPORTLET_W" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMNAME_W" src="paramname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEPARAMVALUE_W" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEUPDATECD_W" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>
    <Mapping dest="ARRANGEDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETARRANGE-W</Mapping>

付録 C.7　ポートレットグループを使用するための設定
共通情報を使用している場合は，ポートレットグループを使用するための設定をします。

ポートレットグループを使用するための設定手順を次にします。なお，DBに HiRDBを
使用している場合は，この手順を実施する前に，RDエリア（RDPORTLETGROUP，
RDLOBPG1，および RDLOBPG2）を追加しておいてください。

1. SQL文を実行し，ポートレットグループ管理テーブル（PORTLET_GROUPおよび
PORTLET_ENTRY）を追加します。
DBの種類別に，実行する SQL文を示します。

HiRDBの場合
CREATE TABLE PORTLET_GROUP
(
    PORTLETGROUPNAME VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    LOCATION VARCHAR(20),
636



付録 C　バージョンアップ手順
    PORTLETGROUPTITLES BLOB(12000) IN RDLOBPG1,
    PORTLETGROUPDESCS BLOB(12000) IN RDLOBPG2,
    PARENTPORTLETGROUP VARCHAR(20),
    GROUPUPDATECD VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
) IN RDPORTLETGROUP;
 
CREATE TABLE PORTLET_ENTRY
(   ENTRYID VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    ENTRYNAME VARCHAR(80) NOT NULL,
    PORTLETGROUPNAME VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYUPDATECD VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
) IN RDPORTLETGROUP;
 
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX1 ON PORTLET_GROUP(LOCATION) IN 
RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX2 ON 
PORTLET_GROUP(PARENTPORTLETGROUP) IN RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX3 ON PORTLET_GROUP(GROUPUPDATECD) 
IN RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX4 ON PORTLET_GROUP(DELETEFLG) IN 
RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX1 ON 
PORTLET_ENTRY(PORTLETGROUPNAME) IN RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX2 ON PORTLET_ENTRY(ENTRYUPDATECD) 
IN RDPORTLETGROUP;
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX3 ON PORTLET_ENTRY(DELETEFLG) IN 
RDPORTLETGROUP;

Oracleの場合
CREATE TABLE PORTLET_GROUP
(
    PORTLETGROUPNAME VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    LOCATION VARCHAR(20),
    PORTLETGROUPTITLES BLOB,
    PORTLETGROUPDESCS BLOB,
    PARENTPORTLETGROUP VARCHAR(20),
    GROUPUPDATECD VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
);
 
CREATE TABLE PORTLET_ENTRY
(
    ENTRYID VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    ENTRYNAME VARCHAR(80) NOT NULL,
    PORTLETGROUPNAME VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYUPDATECD VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
);
 
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX1 ON PORTLET_GROUP(LOCATION);
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX2 ON 
PORTLET_GROUP(PARENTPORTLETGROUP);
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX3 ON PORTLET_GROUP(GROUPUPDATECD);
CREATE INDEX PORTLET_GROUP_INDX4 ON PORTLET_GROUP(DELETEFLG);
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX1 ON 
PORTLET_ENTRY(PORTLETGROUPNAME);
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX2 ON PORTLET_ENTRY(ENTRYUPDATECD);
CREATE INDEX PORTLET_ENTRY_INDX3 ON PORTLET_ENTRY(DELETEFLG);
 

2. Repository.xmlファイルに表示属性の構成情報を設定します。
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Repository.xmlファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場
合

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからのバージョンアップの場
合

{PROJECT_HOME}¥conf

　
Repository.xmlファイルに次の記述を追加します。
 
<resource name="PORTLETGROUP-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_GROUP" key="portletgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTLETGROUP-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_GROUP" key="portletgroupname"/>
</resource>
<resource name="PORTLETENTRY-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ENTRY" key="entryid"/>
</resource>
<resource name="PORTLETENTRY-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="PORTLET_ENTRY" key="entryid"/>
</resource>
 

なお，「DB-EM」には共通情報を格納する DBの接続先名称を指定してください。

3. Repository.xmlファイルに表示属性のマッピング情報を設定します。
Repository.xmlファイルの <portalCommon>要素内に，次の記述を追加します。
 
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPNAME_R" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGLOCATION_R" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPTITLES_R" 
src="portletgrouptitles" type="bin" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPDESCS_R" src="portletgroupdescs" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</
Mapping>
    <Mapping dest="PGPARENTPORTLETGROUP_R" 
src="parentportletgroup" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGGROUPUPDATECD_R" src="groupupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
    <Mapping dest="PGDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPNAME_W" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGLOCATION_W" src="location" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPTITLES_W" 
src="portletgrouptitles" type="bin" 
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options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGPORTLETGROUPDESCS_W" src="portletgroupdescs" 
type="bin" options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</
Mapping>
    <Mapping dest="PGPARENTPORTLETGROUP_W" 
src="parentportletgroup" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGGROUPUPDATECD_W" src="groupupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
    <Mapping dest="PGDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETGROUP-W</Mapping>
 
    <Mapping dest="PEENTRYID_R" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYNAME_R" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEPORTLETGROUPNAME_R" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYUPDATECD_R" src="entryupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
    <Mapping dest="PEDELETEFLG_R" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-R</Mapping>
 
    <Mapping dest="PEENTRYID_W" src="entryid" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYNAME_W" src="entryname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEPORTLETGROUPNAME_W" src="portletgroupname" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEENTRYUPDATECD_W" src="entryupdatecd" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>
    <Mapping dest="PEDELETEFLG_W" src="deleteflg" 
options="multivalue=multirecord">PORTLETENTRY-W</Mapping>

付録 C.8　Webコンテンツポートレットを使用するための設
定
共通情報を使用している場合は，Webコンテンツポートレットを使用するための設定を
します。

Webコンテンツポートレットを使用するための設定手順を次にします。なお，DBに
HiRDBを使用している場合は，この手順を実施する前に，RDエリア
（RDCOMPONENTPORTLET）を追加しておいてください。

1. SQL文を実行し，Webコンテンツポートレット管理テーブル
（COMPONENT_PORTLET）を追加します。
DBの種類別に，実行する SQL文を示します。

HiRDBの場合
CREATE TABLE COMPONENT_PORTLET
(
    PORTLETNAME VARCHAR(32) NOT NULL,
    ID VARCHAR(128) NOT NULL,
    PARAMVALUE VARCHAR(4000),
    UPDATECD VARCHAR(32) NOT NULL
) IN RDCOMPONENTPORTLET;
 
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX1 ON 
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COMPONENT_PORTLET(PORTLETNAME) IN RDCOMPONENTPORTLET;
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX2 ON COMPONENT_PORTLET(ID) IN 
RDCOMPONENTPORTLET;
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX3 ON 
COMPONENT_PORTLET(UPDATECD) IN RDCOMPONENTPORTLET;

Oracleの場合
CREATE TABLE COMPONENT_PORTLET
(
    PORTLETNAME VARCHAR2(32) NOT NULL,
    ID VARCHAR2(128) NOT NULL,
    PARAMVALUE VARCHAR2(4000),
    UPDATECD VARCHAR2(32) NOT NULL
);
 
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX1 ON 
COMPONENT_PORTLET(PORTLETNAME);
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX2 ON COMPONENT_PORTLET(ID);
CREATE INDEX COMPONENT_PORTLET_INDX3 ON 
COMPONENT_PORTLET(UPDATECD);

2. Repository.xmlファイルに表示属性の構成情報を設定します。
Repository.xmlファイルの格納ディレクトリは次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場
合

{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからのバージョンアップの場
合

{PROJECT_HOME}¥conf

　
Repository.xmlファイルに次の記述を追加します。
 
<resource name="COMPONENTPORTLET-R" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="COMPONENT_PORTLET" key="portletname"/>
</resource>
<resource name="COMPONENTPORTLET-W" type="DB">
    <connection>DB-EM</connection>
    <table name="COMPONENT_PORTLET" key="portletname"/>
</resource>
 

なお，「DB-EM」には共通情報を格納する DBの接続先名称を指定してください。

3. Repository.xmlファイルに表示属性のマッピング情報を設定します。
Repository.xmlファイルの <portalCommon>要素内に，次の記述を追加します。
 
    <Mapping dest="COMPPORTLETNAME_R" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPID_R" src="id" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPVALUE_R" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
    <Mapping dest="COMPUPDATECD_R" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-R</Mapping>
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    <Mapping dest="COMPPORTLETNAME_W" src="portletname" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPID_W" src="id" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPVALUE_W" src="paramvalue" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>
    <Mapping dest="COMPUPDATECD_W" src="updatecd" 
options="multivalue=multirecord">COMPONENTPORTLET-W</Mapping>

付録 C.9　アクセス権の移行
uCosminexus Portal Framework 06-11以降，従来のバージョンとアクセス権の考え方
が変更されています。このため，Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョ
ンからバージョンアップする場合で，Collaboration - Online Community Management
連携を使用するときは，アクセス権を移行する必要があります。ここでは，アクセス権
の移行手順について説明します。

なお，変更後のアクセス権の考え方については，「付録 D　Collaboration - Online 
Community Managementを使用する場合の設定」を参照してください。

（1） 前提条件

アクセス権の移行作業で，前提となるプログラムプロダクトは次のとおりです。

• 対象データベースサーバ：HiRDB Version 7 または HiRDB Version 8 サーバ
• 対象Webアプリケーションサーバ：Cosminexus Version 7 または Version 8
• 対象ポータルサーバ：uCosminexus Portal Framework 07-00以降
• 移行作業の実行端末：HiRDB Version 7 クライアントまたは HiRDB Version 8クライ
アントがインストールされている端末

なお，移行前の DBは，Cosminexus Portal Framework 06-00または Cosminexus 
Portal Framework 06-10環境で作成され，ポータル管理グループ情報が設定済みである
ことを前提とします。

（2） アクセス権の移行手順

手順を次に示します。

1. 移行の対象となるテーブルのバックアップを取得します。
移行の対象となるテーブルは次のとおりです。
• PORTAL_GROUP
• PORTAL_PORTLET

2. 移行の対象となる HiRDBの RDエリアのバックアップを取得します。
バックアップ対象となる RDエリア名称は，create.sqlに定義されています。
create.sqlの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
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}¥samples¥config¥empowermentdb

　
なお，{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }は
uCosminexus Portal Framework 07-00以降のインストールディレクトリを表しま
す。
create.sqlの内容を次に示します。なお，太字部分がバックアップ対象となる RD名
称です。
 
CREATE TABLE PORTAL_GROUP
(
    PORTALGROUPNAME VARCHAR (20) PRIMARY KEY,
    LOCATION VARCHAR(20),
    COMMUNITYID VARCHAR(40),
    PORTALGROUPTITLE MVARCHAR(256) NOT NULL,
    PORTALGROUPDESC MVARCHAR(600),
    PORTALGROUPTITLES BLOB(12000) IN LOBPORTAL1,
    ALLOWLISTCONTROL BLOB(64000) IN LOBPORTAL2,
    ALLOWLISTUSE BLOB(64000) IN LOBPORTAL3,
    GROUPUPDATECD VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
) IN RDPORTAL;
 
CREATE TABLE PORTAL_LAYOUT
(
    PORTALGROUPNAME VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYID VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    LOCATION VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYTYPE VARCHAR(20),
    ENTRYNAME VARCHAR(80) NOT NULL,
    ENTRYTITLE MVARCHAR(256),
    ENTRYPARENT VARCHAR(80),
    ENTRYDESC MVARCHAR(600),
    ENTRYPARAMETER BLOB(64000) IN LOBPORTAL4,
    ENTRYTITLES BLOB(12000) IN LOBPORTAL5,
    ENTRYUPDATECD VARCHAR(20),
    INSTANCETYPE VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
) IN RDPORTAL;
 
CREATE TABLE PORTAL_PORTLET
(
    PORTALGROUPNAME VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYID VARCHAR(20) PRIMARY KEY,
    LOCATION VARCHAR(20) NOT NULL,
    ENTRYTYPE VARCHAR(20),
    ENTRYNAME VARCHAR(80) NOT NULL,
    ENTRYTITLE MVARCHAR(256),
    ENTRYPARENT VARCHAR(80),
    ENTRYDESC MVARCHAR(600),
    ENTRYPARAMETER BLOB(64000) IN LOBPORTAL6,
    ENTRYTITLES BLOB(12000) IN LOBPORTAL7,
    ENTRYUPDATECD VARCHAR(20),
    INSTANCETYPE VARCHAR(20),
    DELETEFLG VARCHAR(1)
) IN RDPORTAL;
 
          ：
 

3. アクセス権を移行するための実行定義ファイルを変更します。
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アクセス権を移行する前に，各環境に合わせて実行定義ファイル
（dbconvfrom0610.properties）を変更します。
dbconvfrom0610.propertiesファイルは次のディレクトリに格納されています。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
dbconvfrom0610.propertiesファイルの定義例を次に示します。なお，太字の部分は
編集が必要な個所です。

dbconvfrom0610.propertiesファイルの定義例
empowermentdb.add.portlet.tool.driver=JP.co.Hitachi.soft.DBPSV_D
river.JdbcDbpsvDriver
empowermentdb.add.portlet.tool.jdbcurl=jdbc:hitachi:dbplib://

DB=HIRDB,DBID=22200※1,DBHOST=localhost※2,ENCODELANG=UTF-8

empowermentdb.add.portlet.tool.groupname=CollaborationHome※3

empowermentdb.add.portlet.tool.commit.count=1000※4

 
empowermentdb.add.portlet.tool.portal_group.select_community.sql
=SELECT PORTALGROUPNAME FROM PORTAL_GROUP WHERE DELETEFLG <> '1' 
AND COMMUNITYID IS NOT NULL WITHOUT LOCK NOWAIT
：
：
 

注※ 1　DBIDの部分に DBのポート番号を指定します。
注※ 2　DBHOSTの部分に DBの IPアドレスを指定します。
注※ 3　新規追加する全ユーザ所属グループのグループ名称を指定します。省略した
場合は「CollaborationHome」となります。
注※ 4　一度のトランザクションで追加する最大レコード数（1～ 2,147,483,647）を
指定します。この指定は省略できます。

4. アクセス権移行ツールの実行環境を定義します。
アクセス権移行ツールを実行する前に，実行環境を設定します。
次の環境変数に正しい値を定義してください。
• JAVA_HOME

JDKのインストールディレクトリです。JAVA_HOMEには ""を付与しないでくだ
さい。
次のとおり定義します。

 
{uCosminexusインストールディレクトリ}¥jdk
 

• COSMINEXUS_PORTAL_CLASSPATH
ツール起動時のクラスパスです。uCosminexus Portal Frameworkをインストール
したときに，自動的に環境変数へ登録されます。
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥lib配下の各種 jar
ファイルにパスが設定されている事を確認してください。ただし，
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portletwebsso.jar，および portletwebssolib.jarは設定されません。なお，値には
""を付与しないでください。

• CLASSPATH
JDBCドライバのクラスパスを追加します。クラスパスには ""を付与しないでくだ
さい。
定義例を次に示します。

 
{uCosminexusインストールディレクトリ}¥DABJ¥JdbcDbpsv.jar
 

5. アクセス権移行ツールを実行します。
APサーバでアクセス権移行ツール（DBConvertFrom0610.bat）を実行し，
Cosminexus Portal Framework 06-00または Cosminexus Portal Framework 06-10
の DB構成から，uCosminexus Portal Framework 07-00以降の DB構成に移行しま
す。
DBConvertFrom0610.batファイルは次のディレクトリに格納されています。なお，
実行する際はこのディレクトリをカレントディレクトリとして実行してください。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
アクセス権移行ツールの実行例を次に示します。
 
DBConvertFrom0610.bat　¥“root¥” ¥“root¥”
 

DBConvertFrom0610.batの引数には次の値を指定します。

第 1引数
移行処理を行なう DBのユーザ名。「"」や「'」がある場合は「¥"」「¥'」に置き
換えてください。

第 2引数
第 1引数に指定したユーザ名に対応するパスワード。「"」や「'」がある場合は
「¥"」「¥'」に置き換えてください。

実行結果はログファイル（dbconvfrom0610.log）としてカレントディレクトリに出力
されます。
なお，同名ファイルがある場合は上書きされます。アクセス権移行ツールを複数回実
行する場合は，必ず dbconvfrom0610.logファイルのバックアップを取得してくださ
い。
以上で，アクセス権の移行は終了です。続いて，移行結果を確認します。

6. コマンドを実行し，HiRDBへログインするための環境変数を設定します。
実行するコマンドを次に示します。なお，ユーザ名，パスワードには，それぞれ
HiRDBのログインユーザ名，パスワードを指定します。
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set pduser={ユーザ名}/{パスワード}

7. 確認作業用 SQLを実行します。SQL文は 2種類実行されます。
確認作業用 SQL（dbconvfrom0610check.sql）は次のディレクトリに格納されていま
す。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
実行するコマンドを次に示します。
 
pdsql -h DBのホスト名またはIPアドレス -n ポート番号 < 
dbconvfrom0610check.sql
 

画面上に出力された SQL実行結果と，手順 5.で出力された dbconvfrom0610.log
ファイルの内容を確認します。最初に実行された SQL文の実行結果を「SQL文実行
結果１」として，2番目に実行された SQL文の実行結果を「SQL文実行結果２」と
します。

図 C-4　SQL文実行結果例

次の 2点を確認します。
• Collaboration - Online Community Management連携で作成したグループのポート
レット利用権限が削除されていること
SQL文実行結果１で，「KFPA12100-I No rows satisfying search condition」が出力
されていることを確認します。1レコードも検索されていなければ成功です。
1レコード以上検索された場合には，ログファイルのバックアップを取得し，再度
アクセス権移行ツールを実行してください。

• 新規グループ "CollaborationHome"にポートレットが追加されていること
ログファイルをテキストエディタなどで開き，内容を確認します。アクセス権移行
ツールの初回実行時にエラーが発生し，再度実行した場合には，初回実行時のログ
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ファイルを確認してください。
「portlets are …」と記述されている行の下のリストと SQL文実行結果２を比較し，
含まれるポートレット名が同じであれば成功です。なお，ポートレット名の記述順
は関係ありません。

図 C-5　移行の確認内容

なお，ポートレット名が一致しない場合は，次のように対処してください。
　
SQL文の実行結果に含まれないポートレットがログに出力されたポートレット名の
リストに含まれている場合
ログファイルのバックアップを取得し，再度アクセス権移行ツールを実行してくだ
さい。
　
上記以外の場合
今回のアクセス権移行ツールの実行以前に，アクセス権移行ツールが実行されてい
る可能性があります。バックアップデータをリストアした後，すでに
「CollaborationHome」，または対応するグループが存在するかどうかを，運用管理
ポートレットで確認してください。なお，「CollaborationHome」は，実行定義
ファイル（dbconvfrom0610.properties）で，名称が変更されていることがありま
す。実行定義ファイルの「empowermentdb.add.portlet.tool.groupname」に指定
されている名称のグループが存在するかどうかも確認してください。
存在する場合：すでに移行後のデータ構成になっています。
存在しない場合：バックアップデータをリストア後，再度移行ツールを実行してく
ださい。

（3） 障害発生時の対応

アクセス権移行ツールの実行中にエラーが発生した場合，次の 2点を確認してください。

• 実行定義ファイル（dbconvfrom0610.properties）に誤りがないか。
•「(2)　アクセス権の移行手順」の手順 4.で設定した環境変数に誤りがないか。

誤りがあった場合，誤りを訂正したあと，アクセス権移行ツールを再実行してください。

また，一度のトランザクションで追加するポートレットの最大レコード数
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（empowermentdb.add.portlet.tool.commit.count）が多過ぎる場合があります。この場
合は実行定義ファイル（dbconvfrom0610.properties）で最大レコード数を小さい値に変
更してください。

設定値を修正したあと，アクセス権移行ツールを再実行してください。

定義に誤りがないのに再度エラーが起きる場合や，エラー後にアクセス権移行ツールが
起動しなくなった場合は，事前にバックアップした DBをリストアしたあと，もう一度
「(2)　アクセス権の移行手順」に従って，アクセス権の移行を実施してください。

付録 C.10　設定ファイルのエンコーディングの変更
uCosminexus Portal Framework 06-20以前のバージョンからバージョンアップする場
合は，設定ファイルのエンコーディングを変更します。

設定ファイルは次のディレクトリに格納されています。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからのバージョンアップの場合
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからのバージョンアップの場合
{設定ファイル格納ディレクトリ }

　

エンコーディングを変更する設定ファイルは次のとおりです。

• jetspeed-config.jcfg
• controllers.xml

これらの設定ファイルはすべて XMLで記述されています。1行目に記載されている
XML宣言の encodingを UTF-8に変更して，UTF-8形式で保存してください。

注意事項
uCosminexus Portal Frameworkは，UTF-8に付加された「BOM」には対応して
いません。このため，設定ファイルを変更する際は，「BOM」が付加されないテキ
ストエディタを使用してください。

付録 C.11　ポートレットグループの移行
uCosminexus Portal Framework 07-00では，従来のバージョンとポートレットグルー
プの管理方法が変更になりました。このため，ポートレットグループを設定している場
合は，ポートレットグループを移行する必要があります。ここでは，ポートレットグ
ループの移行手順について説明します。
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（1） ポートレットグループの管理方法の変更点（ポートレットグループの移
行）

uCosminexus Portal Framework 07-00では，従来システム管理者が Portal Managerを
使用して管理していたポートレットグループを，運用管理者または部門管理者が，運用
管理ポートレットを使用して管理することになりました。これに伴って，ポートレット
グループの設定情報の格納ファイルも変更されています。

uCosminexus Portal Framework 06-30以前，および uCosminexus Portal Framework 
07-00以降でのポートレットグループの管理方法の差異を次の表に示します。

表 C-8　ポートレットグループの管理方法の差異

ポートレットグループの移行では，新しい管理方法に対応するために，DBまたはポータ
ル管理グループ定義ファイル（EmPowerment.xml）へ情報を追加します。ポートレッ
トグループの移行を実施して作成されたポートレットグループの情報は，次のように設
定されます。

表 C-9　移行後のポートレットグループの設定

項番 項目 uCosminexus Portal Framework 
06-30以前

uCosminexus Portal Framework 
07-00以降

1 ポートレットグループを
管理するユーザ

システム管理者 運用管理者または部門管理者

2 ポートレットグループを
管理するためのツール

Portal Manager 運用管理ポートレット

3 共通情報 共通情報として扱えない 共通情報として扱える

4 ポートレットグループ情
報を格納する場所

• ポートレットグループ定義
ファイル
（PortletGroup.xml）

• ポートレット定義ファイル
（jetspeed-config.jcfg）

共通情報として扱う場合
DB

共通情報として扱わない場合
ポータル管理グループ定義
ファイル
（EmPowerment.xml）

5 ポートレット管理グルー
プの階層化

できない できる

項番 項目 設定内容

1 ポートレットグループ ID（半角英数
字）

自動採番

2 ポートレットグループタイトル 移行前のポートレットグループの，ポートレットグ
ループ表示名称（PortletGroup.xmlの
<portlet-group>タグの value属性）

3 ポートレットグループタイトル（日本
語以外）

設定されない

4 ポートレットグループの説明文 設定されない

5 ポートレットグループの階層 ルートポートレットグループの下位
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（2） ポートレットグループの移行手順

ポートレットグループの移行手順を次に示します。なお，リポジトリに DBを使用して
いる場合は，ポートレットグループを移行する前に，DBのバックアップを取得してくだ
さい。

1. ポートレットグループ移行用定義ファイル（portletgroupconv.properties）を設定しま
す。
portletgroupconv.propertiesの格納ディレクトリ，および設定するプロパティについ
ては，「(3)　portletgroupconv.propertiesの詳細」を参照してください。

2. ポートレットグループ移行ツール（portletgroupconv.bat）を実行します。
ポートレットグループ移行ツール（portletgroupconv.bat）は次のディレクトリで実
行してください。

実行ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　
実行するコマンドは，共通情報を使用している場合と使用していない場合で異なりま
す。それぞれの場合のコマンドを示します。

共通情報を使用している場合
portletgroupconv.bat {DBのユーザ名} {DBのパスワード}

共通情報を使用していない場合
portletgroupconv.bat
 

処理の実行中にエラーが発生した場合は，エラーメッセージの内容に従って対処して
ください。
なお，ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログファイルは，
portletgroupconv.propertiesの jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFileに設定した
ディレクトリに出力されます。デフォルトの出力ディレクトリおよびファイル名は次
のとおりです。なお，Xは 1から始まる連番です。同名のファイルが存在する場合
は，ファイルに追加出力します。

ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログのファイル名
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb¥portletgroupconvX.log

6 下位のポートレットグループ 設定されない

7 ポートレットグループに所属するポー
トレット

移行前のポートレットグループに所属していたポート
レット

項番 項目 設定内容
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（3） portletgroupconv.propertiesの詳細

ポートレットグループ移行ツールの動作を設定する portletgroupconv.propertiesについ
て説明します。

portletgroupconv.propertiesの格納ディレクトリを次に示します。

格納ディレクトリ
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ
}¥samples¥config¥empowermentdb

　

portletgroupconv.propertiesで設定する項目について，次の表に示します。

表 C-10　portletgroupconv.propertiesの属性一覧

（凡例）　○：必須　　×：任意
注※　ポートレットグループ情報を共通情報として扱う場合だけ，必須の項目です。

各属性の詳細を次に説明します。

属性名：属性名：属性名：属性名：

属性名 設定内容 必
須

empowerment.portletgroup.conv.tool.portal
common.isdbused

ポートレットグループ情報を共通情報として扱う
かどうか

○
※

empowerment.portletgroup.conv.tool.input
property.directory

ポートレットグループ移行ツールの入力情報とな
る設定ファイルが格納されているディレクトリ

○

empowerment.portletgroup.conv.tool.outpu
tproperty.directory

ポートレット移行ツールの内容チェックに使用す
る設定ファイル，および出力先となる設定ファイ
ルが格納されているディレクトリ

○

empowerment.portletgroup.conv.tool.driver JDBCドライバの完全修飾名 ○
※

empowerment.portletgroup.conv.tool.jdbcu
rl

JDBC URL ○
※

empowerment.portletgroup.conv.tool.comm
it.count

レコードの追加・削除処理でのコミット処理のし
きい値

○
※

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFile ポートレットグループ移行ツール実行時に出力さ
れるログファイルの出力先

×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLevel ポートレットグループ移行ツール実行時に出力さ
れるログファイルの出力レベル

×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNum ポートレットグループ移行ツール実行時に出力さ
れるログファイルの面数

×

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSize ポートレットグループ移行ツール実行時に出力さ
れるログファイル 1個当たりの最大サイズ

×
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empowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedempowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedempowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedempowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbused
型：String
説明：ポートレットグループ情報を共通情報として扱うかどうかを設定します。値
の範囲は trueまたは falseです。範囲外の値を設定した場合には，デフォルト値が
使用されます。
• true：ポートレットグループ情報を共通情報として扱う
• false：ポートレットグループ情報を共通情報として扱わない

共通情報を使用している場合は，trueを設定してください。
デフォルト値：false

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowerment.portletgroup.conv.tool.inputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.inputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.inputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.inputproperty.directory
型：String
説明：ポートレットグループ移行ツールの入力情報となる，次の設定ファイルが格
納されているディレクトリです。
• PortletGroup.xml
• jetspeed-config.jcfg

指定する値は次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョンアップする
場合

{PROJECT_HOME}/WEB-INF/conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからバージョンアップす
る場合

{設定ファイル格納ディレクトリ }

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowerment.portletgroup.conv.tool.outputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.outputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.outputproperty.directoryempowerment.portletgroup.conv.tool.outputproperty.directory
型：String
説明：ポートレットグループ情報を DBまたはファイルに書き込む際に，内容
チェックに使用する jetspeed-config.jcfgファイルが格納されているディレクトリで
す。また，ポートレットグループ情報を共通情報として扱わない場合は，このディ
レクトリに格納されている EmPowerment.xmlファイルに情報を書き込みます。
指定する値は次のとおりです。

Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョンアップする
場合

{PROJECT_HOME}/WEB-INF/conf

uCosminexus Portal Framework 06-11以降のバージョンからバージョンアップす
る場合

{設定ファイル格納ディレクトリ }
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属性名：属性名：属性名：属性名：

empowerment.portletgroup.conv.tool.driverempowerment.portletgroup.conv.tool.driverempowerment.portletgroup.conv.tool.driverempowerment.portletgroup.conv.tool.driver
型：String
説明：JDBCドライバの完全修飾名です。ポートレットグループ情報を共通情報と
して扱う場合は，必ず指定してください。
なお，empowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedpプロパティ
で「false」を設定している場合，このプロパティは無視されます。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowerment.portletgroup.conv.tool.jdbcurlempowerment.portletgroup.conv.tool.jdbcurlempowerment.portletgroup.conv.tool.jdbcurlempowerment.portletgroup.conv.tool.jdbcurl
型：String
説明：JDBC URLです。記述は各ドライバに従ってください。ポートレットグルー
プ情報を共通情報として扱う場合は，必ず指定してください。
なお，empowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedpプロパティ
で「false」を設定している場合，このプロパティは無視されます。

属性名：属性名：属性名：属性名：

empowerment.portletgroup.conv.tool.commit.countempowerment.portletgroup.conv.tool.commit.countempowerment.portletgroup.conv.tool.commit.countempowerment.portletgroup.conv.tool.commit.count
型：int
説明：レコードの追加・削除処理を実行する際のコミット処理のしきい値です。追
加・削除レコード数がこの値以上の場合に，コミット処理を行ないます。値の範囲
は 1～ 100,000,000の整数です。範囲外の値を設定した場合には，デフォルト値が
使用されます。
ポートレットグループ情報を共通情報として扱う場合は，必ず指定してください。
なお，empowerment.portletgroup.conv.tool.portalcommon.isdbusedpプロパティ
で「false」を設定している場合，このプロパティは無視されます。
デフォルト値：1,000

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFilejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceFile
型：String
説明：ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログファイルの出力先
です。出力先のフルパスとログファイルのプレフィックスを記述します。
なお，製品出荷時には次の値が指定されています。
 
${portal.install.dir}/samples/config/empowermentdb/
portletgroupconv
 

デフォルト値：C:/tmp/portal

属性名：属性名：属性名：属性名：
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jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLeveljp.co.hitachi.soft.portal.util.log.TraceLevel
型：int
説明：ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログファイルの出力レ
ベルです。値の範囲は，-1または 0～ 1,000の整数です。範囲外の値を設定した場
合には，デフォルト値が使用されます。
なお，製品出荷時には，「10」が設定されています。

デフォルト値：0

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNumjp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileNum
型：int
説明：ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログファイルの面数で
す。値の範囲は 1～ 16の整数です。範囲外の値を設定した場合には，ログが出力さ
れません。
デフォルト値：1

属性名：属性名：属性名：属性名：

jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSizejp.co.hitachi.soft.portal.util.log.FileSize
型：int
説明：ポートレットグループ移行ツール実行時に出力されるログファイル 1個当た
りの最大サイズです。単位はバイトで，値の範囲は 4,096～ 2,147,483,647の整数
です。4,095以下の値を設定した場合には，ログが出力されません。また，
2,147,483,648以上の値を設定した場合には，デフォルト値が使用されます。
デフォルト値：1,048,576

付録 C.12　設定ファイル格納ディレクトリの見直し
Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョンアップする場合
は，設定ファイルおよびポートレット配置情報ファイルの格納ディレクトリを見直しま
す。

J2EEサーバモードの場合，設定ファイルおよびポートレット配置情報ファイルの格納
ディレクトリを変更すると，ポータルサーバを再起動するだけで，設定ファイルおよび
ポートレット配置情報ファイルでの設定変更を反映できるようになります。設定ファイ
ルおよびポートレット配置情報ファイルの格納ディレクトリを変更しない場合は，設定
ファイルおよびポートレット配置情報ファイルを変更したあとで，ポータルプロジェク
トのWebアプリケーションファイルを再作成する必要があります。

設定ファイルおよびポートレット配置情報ファイルの格納ディレクトリの移行手順を次
に示します。

1. 設定ファイルを任意のディレクトリに移動します。
対象となるファイルは {PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥confディレクトリ配下の次
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のファイルです。
• controllers.xml
• EmPowerment.xml
• formbase-auth.cfg
• jetspeed-config.jcfg
• JetspeedResources.properties
• PortalResources.properties
• PortletGroup.xml
• Repository.xml
• TurbineResources.properties
• UserAgentType.xml

2. web.xmlを編集します。
web.xmlで定義している jetspeedサーブレットのプロパティ値の
TurbineResources.propertiesファイルを指定しているパスを，移動したパスに変更
します。ここでは，C:¥portal¥confディレクトリに移動した場合とします。
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3. PortalResources.propertiesファイルのプロパティを修正します。
修正前および修正後のプロパティ内容を次の表に示します。なお，修正後の太字部分
は，修正が必要な個所です。
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表 C-11　PortalResources.propertiesファイルの修正内容

追加するプロパティ内容を次の表に示します。

表 C-12　PortalResources.propertiesファイルへの追加内容

4. JetspeedResources.propertiesファイルのプロパティを修正します。
修正前および修正後のプロパティ内容を次の表に示します。なお，修正後の太字部分
は，修正が必要な個所です。

項
番

修
正
前
／
修
正
後

プロパティ内容

1 修
正
前

jp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filename=${webapp.dir}/WEB-INF/conf/
controllers.xml

修
正
後

jp.co.hitachi.soft.portal.services.controllers.filename=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/controllers.xml

2 修
正
前

jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filename=${webapp.dir}/WEB-INF/conf/
EmPowerment.xml

修
正
後

jp.co.hitachi.soft.portal.services.empowerment.filename=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/EmPowerment.xml

3 修
正
前

jp.co.hitachi.soft.portal.services.portletgroup.filename=${webapp.dir}/WEB-INF/conf/
PortletGroup.xml

修
正
後

jp.co.hitachi.soft.portal.services.portletgroup.filename=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/PortletGroup.xml

4 修
正
前

jp.co.hitachi.portal.services.repository.filename=${webapp.dir}/WEB-INF/conf/
Repository.xml

修
正
後

jp.co.hitachi.portal.services.repository.filename=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/Repository.xml

項番 プロパティ内容

1 jp.co.hitachi.soft.portal.webapp.formbase.cfg=${config.dir}/formbase-auth.cfg
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表 C-13　JetspeedResources.propertiesファイルの修正内容

5. ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）を移動します。
{PROJECT_HOME}¥WEB-INF¥psml配下のすべてのファイル（サブディレクトリ
を含みます）を任意のディレクトリに移動します。ここでは，C:¥portal¥psmlに設
定する場合とします。

6. psmlファイルディレクトリを設定します。
PortalResources.propertiesファイルの jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dirプロ
パティに 5.で移動したディレクトリを設定します。
＜設定例＞
jp.co.hitachi.soft.portal.access.psml.dir=C:/portal/psml/

付録 C.13　管理者用レイアウトカスタマイズポートレットの
削除

uCosminexus Portal Framework 07-01では，管理者用レイアウトカスタマイズポート
レットが削除され，標準画面レイアウトを編集するための［レイアウト編集画面］は運
用管理ポートレットからだけ表示するようになりました。このため，uCosminexus 
Portal Framework 07-00以前のバージョンからバージョンアップする場合は，管理者用
レイアウトカスタマイズポートレットを削除してください。

ここでは，管理者用レイアウトカスタマイズポートレットの削除手順について説明しま
す。この作業は省略しても問題ありません。

管理者用レイアウトカスタマイズポートレットの削除手順を次に示します。なお，
Portal Managerの起動方法については，「2.4.1　Portal Managerの起動方法」を参照し
てください。

1. Portal Managerのメニュー部から［ポートレットの設定］－［ポートレットの追加・

項番 修正前／
修正後

プロパティ内容

1 修正前 services.RegistryManager.url=/WEB-INF/conf/jetspeed-config.jcfg

修正後 services.RegistryManager.url=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/jetspeed-config.jcfg

2 修正前 UserAgentType.xml.url=${webapp.dir}/WEB-INF/conf/UserAgentType.xml

修正後 UserAgentType.xml.url=${config.dir}${config.dir}${config.dir}${config.dir}/UserAgentType.xml

3 修正前 customization.psml=/WEB-INF/psml/customize.psml

修正後 customization.psml=${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}/customize.psml

4 修正前 customization.admin.psml=/WEB-INF/psml/portaladmin.psml

修正後 customization.admin.psml=${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}/portaladmin.psml

5 修正前 customization.section.psml=/WEB-INF/psml/portalsection.psml     

修正後 customization.section.psml=${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}${psml.dir}/portalsection.psml     
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変更・削除］を選択します。

2.［ポートレットの追加・変更・削除］画面の［削除］ボタンをクリックします。

3. 管理者用レイアウトカスタマイズポートレットのチェックボックスにチェックを入
れ，［OK］ボタンをクリックします。
削除するかどうかを確認する画面が表示されます。
なお，管理者用レイアウトカスタマイズポートレットのポートレット名は次のとおり
です。
• portaladmin
• portalsection

4.［OK］ボタンをクリックします。
管理者用レイアウトカスタマイズポートレットが削除されます。

付録 C.14　製品名称の変更
uCosminexus Portal Framework 06-11では，製品名称が変更されました。このため，
Cosminexus Portal Framework 06-10以前のバージョンからバージョンアップする場
合，製品名称を変更しないと，画面に古い製品名称が表示されてしまいます。

ここでは，運用管理グループ，部門管理グループ，サンプルグループ，ホームグループ
のポータル管理グループ説明文，およびレイアウト説明文中に記載されている製品名称
を変更する手順について説明します。この作業は省略しても問題ありません。

製品名称の変更手順を次に示します。この操作は，運用管理者の権限を持ったユーザが
行ってください。なお，手順 5.～ 7.で行うレイアウト説明文の変更は，リポジトリとし
て DBを使用している場合だけ，必要な手順です。

1. ポータルサーバを起動し，ログインします。
2. 運用管理ポートレットで，［グループ管理］－［運用管理グループ］を選択します。
3.［タイトル］タブをクリックします。
4.［ポータル管理グループ説明文］テキストボックスの製品名称を次のように変更し，
［OK］ボタンをクリックします。
変更前：Cosminexus Portal Framework
変更後：uCosminexus Portal Framework

5.［レイアウト］タブをクリックします。
6. ポータル運用管理レイアウトの編集ボタンをクリックします。
7.［レイアウト説明文］テキストボックスの製品名称を手順 4.と同様に変更し，［OK］
ボタンをクリックします。

8. 部門管理グループ（ポータル部門管理レイアウト），サンプルグループ（ウェルカム
画面），およびホームグループ（ホーム画面）について，手順 2.～ 7.の操作を行いま
す。
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付録 D　Collaboration - Online Community 
Managementを使用する場合の設定

Collaboration - Online Community Managementでコミュニティを作成すると，コミュ
ニティに対応するポータル管理グループが uCosminexus Portal Frameworkに作成され
ます。このポータル管理グループは，運用管理ポートレットで作成した通常のポータル
管理グループとは異なって，運用管理ポートレットから操作できません（運用管理ポー
トレットに表示されません）。

このため，Collaboration - Online Community Managementを使用する場合は，ポート
レットのアクセス権や標準画面レイアウトについて，あらかじめシステム管理者が設定
しておく必要があります。

●ポートレットのアクセス権
Collaboration - Online Community Management連携で作成されたグループに対して
はポートレットの利用権限は付加しません。

●標準画面レイアウト
コミュニティに対応するポータル管理グループ単位では，標準画面レイアウト（コ
ミュニティワークプレースに表示されるポートレットやその配置）を設定できません。
標準画面レイアウトはシステムで一つだけ定義できて，すべてのコミュニティワーク
プレースに適用されます。
標準画面レイアウトを定義するには，システム管理者が PortalResources.properties
ファイルの jp.co.hitachi.soft.portal.collaboration.layout項目で，表示するポートレッ
トを指定します。指定されたポートレットは，コミュニティワークプレースに指定さ
れた順に上から１列で並べられます。PortalResources.propertiesファイルの詳細は，
「10.1.1　PortalResources.propertiesの詳細」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

コミュニティに対応するポータル管理グループに所属するユーザは，コミュニティメンバに
なります。運用管理ポートレットからは，ポータル管理グループに所属するユーザを追加，
削除できません。ユーザを追加，削除したい場合は，Collaboration - Online Community 
Managementでコミュニティメンバを追加，削除してください。
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付録 E　メッセージ
uCosminexus Portal Frameworkが出力するメッセージについて説明します。

付録 E.1　メッセージの形式
メッセージの形式を次に示します。

KDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-i：メッセージ：メッセージ：メッセージ：メッセージ IDIDIDIDです。です。です。です。

英語メッセージテキスト

日本語メッセージテキスト
メッセージの説明文

（S）：メッセージを出力したあとにシステムがする主な処理を示します。

（O）：メッセージを確認したあとにユーザがする処理を説明します。この説明に従って対
処してください。

付録 E.2　Windowsイベントログ
uCosminexus Portal Frameworkが出力するWindowsイベントログの一覧を次に示し
ます。

Windowsイベントログ一覧

メッセージ ID メッセージ出力レベル※ 1

KDPF11001-I LOG_INFO

KDPF11002-I LOG_INFO

KDPF11008-E LOG_ERR

KDPF11011-I LOG_INFO

KDPF11012-I LOG_INFO

KDPF11018-E LOG_ERR

KDPF11022-I LOG_INFO

KDPF11023-I LOG_INFO

KDPF11024-I LOG_INFO

KDPF11025-I LOG_INFO

KDPF11026-I LOG_INFO

KDPF11027-W LOG_WARNING

KDPF11028-I LOG_INFO

KDPF11029-E LOG_ERR
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KDPF11040-I LOG_INFO

KDPF11041-W LOG_WARNING

KDPF11042-I LOG_INFO

KDPF11043-I LOG_INFO

KDPF11052-I LOG_INFO

KDPF11053-I LOG_INFO

KDPF11054-I LOG_INFO

KDPF11055-E LOG_ERR

KDPF11056-E LOG_ERR

KDPF11057-E LOG_ERR

KDPF11058-E LOG_ERR

KDPF11059-E LOG_ERR

KDPF11061-E LOG_ERR

KDPF11062-E LOG_ERR

KDPF11121-E LOG_ERR

KDPF11122-W LOG_WARNING

KDPF11126-E LOG_ERR

KDPF11127-E LOG_ERR

KDPF11201-E LOG_ERR

KDPF11202-E LOG_ERR

KDPF11203-E LOG_ERR

KDPF11204-E LOG_ERR

KDPF11205-E LOG_ERR

KDPF11206-E LOG_ERR

KDPF11460-E LOG_ERR

KDPF11464-E LOG_ERR

KDPF11600-E LOG_ERR

KDPF11601-E LOG_ERR

KDPF11602-W LOG_WARNING

KDPF11603-E LOG_ERR

KDPF11800-W LOG_WARNING

KDPF11801-E LOG_ERR

KDPF11802-E LOG_ERR

KDPF11803-E LOG_ERR

KDPF11804-I LOG_INFO

メッセージ ID メッセージ出力レベル※ 1
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KDPF11805-W LOG_WARNING

KDPF11806-I LOG_INFO

KDPF11807-W LOG_WARNING

KDPF11808-E LOG_ERR

KDPF11809-W LOG_WARNING

KDPF11810-W LOG_WARNING

KDPF11811-W LOG_WARNING

KDPF13001-W LOG_ERR

KDPF13002-E LOG_WARNING

KDPF190001-I LOG_INFO

KDPF19000-I LOG_INFO

KDPF19002-I LOG_INFO

KDPF19004-E LOG_ERR

KDPF19005-E LOG_ERR

KDPF19006-E LOG_ERR

KDPF19009-W LOG_WARNING

KDPF19010-W LOG_WARNING

KDPF19011-W LOG_WARNING

KDPF19012-W LOG_WARNING

KDPF19013-W LOG_WARNING

KDPF19015-E LOG_ERR

KDPF19016-W LOG_WARNING

KDPF19017-W LOG_WARNING

KDPF19019-W LOG_WARNING

KDPF19020-W LOG_WARNING

KDPF19021-W LOG_WARNING

KDPF19022-W LOG_WARNING

KDPF19023-W LOG_WARNING

KDPF19024-W LOG_WARNING

KDPF19025-W LOG_WARNING

KDPF19026-W LOG_WARNING

KDPF19027-W LOG_WARNING

KDPF19028-W LOG_WARNING

KDPF19029-W LOG_WARNING

KDPF19031-W LOG_WARNING

メッセージ ID メッセージ出力レベル※ 1
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KDPF19032-W LOG_WARNING

KDPF19034-E LOG_ERR

KDPF19035-E LOG_ERR

KDPF19036-E LOG_ERR

KDPF19037-E LOG_ERR

KDPF19038-E LOG_ERR

KDPF19039-W LOG_WARNING

KDPF19040-W LOG_WARNING

KDPF19041-W LOG_WARNING

KDPF21007-I LOG_INFO

KDPF21029-E LOG_ERR

KDPF21030-E LOG_ERR

KDPF31002-W LOG_WARNING

KDPF31003-W LOG_WARNING

KDPF31010-W LOG_WARNING

KDPF31011-W LOG_WARNING

KDPF31012-W LOG_WARNING

KDPF31013-W LOG_WARNING

KDPF31015-W LOG_WARNING

KDPF31016-W LOG_WARNING

KDPF31017-W LOG_WARNING

KDPF31018-W LOG_WARNING

KDPF31020-W LOG_WARNING

KDPF31021-W LOG_WARNING

KDPF31022-W LOG_WARNING

KDPF31023-W LOG_WARNING

KDPF31024-W LOG_WARNING

KDPF31025-W LOG_WARNING

KDPF31026-W LOG_WARNING

KDPF31027-W LOG_WARNING

KDPF31028-W LOG_WARNING

KDPF31029-W LOG_WARNING

KDPF31031-W LOG_WARNING

KDPF31032-W LOG_WARNING

KDPF31033-W LOG_WARNING

メッセージ ID メッセージ出力レベル※ 1
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注※１　メッセージ出力レベルは，イベントログを出力するレベルで，プロパティファイル
（PortalResources.propertis）のプロパティ（jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.MessageLevel）で指
定します。

付録 E.3　メッセージテキスト

KDPF11001-IKDPF11001-IKDPF11001-IKDPF11001-I
The user manager has started.

KDPF33001-W LOG_WARNING

KDPF41009-E LOG_ERR

KDPF41015-E LOG_ERR

KDPF41016-E LOG_ERR

KDPF41017-E LOG_ERR

KDPF41018-E LOG_ERR

KDPF41019-E LOG_ERR

KDPF41020-E LOG_ERR

KDPF41021-E LOG_ERR

KDPF41022-E LOG_ERR

KDPF41023-E LOG_ERR

KDPF41059-E LOG_ERR

KDPF41060-E LOG_ERR

KDPF41062-E LOG_ERR

KDPF43001-E LOG_ERR

KDPF47101-E LOG_ERR

KDPF47102-E LOG_ERR

KDPF47103-E LOG_ERR

KDPF47104-E LOG_ERR

KDPF60002-E LOG_ERR

KDPF61100-I LOG_INFO

KDPF61102-E LOG_ERR

KDPF61103-E LOG_ERR

KDPF61104-E LOG_ERR

KDPF61400-E LOG_ERR

KDPF61401-E LOG_ERR

KDPF61612-E LOG_ERR

メッセージ ID メッセージ出力レベル※ 1
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ユーザマネジャを開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11002-IKDPF11002-IKDPF11002-IKDPF11002-I
The user manager has ended.

ユーザマネジャを終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11008-EKDPF11008-EKDPF11008-EKDPF11008-E
The user manager setting is invalid or no such setting.

ユーザマネジャが設定されていないか，またはユーザマネジャが見つかりません。

（S）ユーザマネジャがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを停止して，TurbineResource.propertiesファイルに次のプロパ
ティが設定されているかどうかを確認してください。

　
services.TurbineSecurityService.user.manager=jp.co.hitachi.soft
.portal.services.security.PortalUserManager
　

TurbineResource.propertiesファイルの格納場所を次に示します。
　
{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ}¥webapp¥conf

KDPF11009-EKDPF11009-EKDPF11009-EKDPF11009-E
Unrecoverable obstacle occurred in the user manager.

ユーザマネジャで回復できない障害が発生しました。

（S）ユーザマネジャの処理を中止します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。ポータルサーバ停止時に本エラーが発生す
る場合は，全てのユーザがログアウトしたことを確認してからポータルサーバを停止し
てください。

KDPF11011-IKDPF11011-IKDPF11011-IKDPF11011-I
The security service has started.

セキュリティサービスを開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF11012-IKDPF11012-IKDPF11012-IKDPF11012-I
The security service has ended.

セキュリティサービスを終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11018-EKDPF11018-EKDPF11018-EKDPF11018-E
The security service was not set or the setting is invalid.

セキュリティサービスが設定されていないか，またはセキュリティサービスが見つかり
ません。

（S）セキュリティサービスがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを停止して，プロパティファイル（PortalResources.properties）が
壊れていないかを確認してください。

KDPF11019-EKDPF11019-EKDPF11019-EKDPF11019-E
The obstacle that cannot be recovered occurred in the security service.

セキュリティサービスで回復できない障害が発生しました。

（S）セキュリティサービスがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF11023-IKDPF11023-IKDPF11023-IKDPF11023-I
The login process has started.

ポータルサーバ内でログイン処理が開始されました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11024-IKDPF11024-IKDPF11024-IKDPF11024-I
The login process has ended.

ポータルサーバ内でログイン処理を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11025-IKDPF11025-IKDPF11025-IKDPF11025-I
The logout process has started.

ポータルサーバ内でログアウト処理が開始されました。

（S）処理を続行します。
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（O）特にありません。

KDPF11026-IKDPF11026-IKDPF11026-IKDPF11026-I
The logout process has ended.

ポータルサーバ内でログアウト処理を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11027-WKDPF11027-WKDPF11027-WKDPF11027-W

The user failed in login successively.（user: aa...aa，Connection from:bb...bb）
ユーザが規定回数以上ログインに失敗しました。または統合ユーザ管理フレームワーク
の設定が不十分なため，ログイン処理が続行できません。
aa...aa：ユーザ項目名
bb...bb：接続元ホスト

（S）処理を続行します。

（O）通常は特にありません。
ただし，このメッセージが短時間に頻繁に表示される場合は，不正なアクセスのお
それがあります。その場合は次の対処のどちらかをしてください。
• ユーザのパスワードを変更する。
• アカウントの使用を一時的に停止する。

アカウントの停止については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を
参照してください。
また，このメッセージが異なるユーザや異なる接続元で頻繁に表示される場合は，
統合ユーザ管理フレームワークの設定を確認してください。次を確認してください。
• 統合ユーザ管理フレームワークが起動しているか。
• ディレクトリサーバが起動しているか。
• ディレクトリサーバとの通信が正常にできるか。
• ディレクトリサーバ上にリポジトリファイル（Repository.xml）で記述した属性が
あるか。

KDPF11028-IKDPF11028-IKDPF11028-IKDPF11028-I

The session was timeout.（user:aa...aa）
セッションのタイムアウトのためログアウトしました。
aa...aa：ユーザ ID

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
667



付録 E　メッセージ
KDPF11029-EKDPF11029-EKDPF11029-EKDPF11029-E
The login processing has ended abnormally.

統合ユーザ管理フレームワークの異常のため，ログイン処理が異常終了しました。

（S）ユーザのログインをキャンセルし，内部異常画面を表示します。

（O）次を確認してください。
• 統合ユーザ管理フレームワークが起動しているか。
• ディレクトリサーバが起動しているか。
• ディレクトリサーバとの通信が正常にできるか。
• ディレクトリサーバ上にリポジトリファイル（Repository.xml）で記述した属性が
あるか。

• JAASのコンフィグレーションファイルの設定内容が正しいか。

KDPF11040-IKDPF11040-IKDPF11040-IKDPF11040-I

The password has been changed.（user:aa...aa，［Connection from: bb...bb］）
ユーザがパスワードを変更しました。
注　［　］で囲まれた内容は表示しない場合があります。
aa...aa：ユーザ ID
bb...bb：接続元 IPアドレス

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11041-WKDPF11041-WKDPF11041-WKDPF11041-W

The process of changing password has ended abnormally.（user:aa...aa，Connection from: 
bb...bb）

旧パスワードの認証に失敗したため，パスワードの変更に失敗しました。または，統合
ユーザ管理フレームワークの設定が不十分なため，パスワードの変更ができません。
aa...aa：ユーザ ID
bb...bb：接続元 IPアドレス

（S）処理を続行します。

（O）通常は特にありません。
ただし，このメッセージが短時間に頻繁に表示される場合は，不正なアクセスのお
それがあります。その場合は次の対処のどちらかをしてください。
• ユーザのパスワードを変更する。
• アカウントの使用を一時的に停止する。

アカウントの停止については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を
参照してください。
また，このメッセージが異なるユーザや異なる接続元で頻繁に表示される場合は，
統合ユーザ管理フレームワークの設定を確認してください。次を確認してください。
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• 統合ユーザ管理フレームワークが起動しているか。
• ディレクトリサーバが起動しているか。
• ディレクトリサーバとの通信が正常にできるか。
• ディレクトリサーバ上にリポジトリファイル（Repository.xml）で記述した属性が
あるか。

KDPF11042-IKDPF11042-IKDPF11042-IKDPF11042-I
The changing password has started.

ポータル内部でパスワード変更処理を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11043-IKDPF11043-IKDPF11043-IKDPF11043-I
The changing password has ended.

ポータル内部でパスワードの変更処理を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11049-EKDPF11049-EKDPF11049-EKDPF11049-E
The changing password did not succeed.

パスワードの変更処理中に内部で異常が発生しました。

（S）ユーザに異常を示す画面を表示して，パスワード変更処理をキャンセルします。

（O）次を確認してください。
• 統合ユーザ管理フレームワークが起動しているか。
• ディレクトリサーバが起動しているか。
• ディレクトリサーバとの通信が正常にできるか。
• ディレクトリサーバ上にリポジトリファイル（Repository.xml）で記述した属性が
あるか。

KDPF11051-IKDPF11051-IKDPF11051-IKDPF11051-I
The repository service has started.

リポジトリサービスを開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11052-IKDPF11052-IKDPF11052-IKDPF11052-I
The repository service has ended.

リポジトリサービスを終了しました。
669



付録 E　メッセージ
（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11053-IKDPF11053-IKDPF11053-IKDPF11053-I
Initialization of the repository service has started.

ポータル内部でリポジトリサービスの初期化処理を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11054-IKDPF11054-IKDPF11054-IKDPF11054-I
Initialization of the repository service has ended.

ポータル内部でリポジトリサービスの初期化を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11055-EKDPF11055-EKDPF11055-EKDPF11055-E
Required parameters of the repository file are not set.

リポジトリファイル（Repository.xml）内に必要な項目が不足しています。

（S）リポジトリサービスがないものとして処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の内容を確認して，必要な項目を追加して
ください。

KDPF11056-EKDPF11056-EKDPF11056-EKDPF11056-E
The location of the repository file is not set.

プロパティファイル（PortalResources.properties）にリポジトリファイル
（Repository.xml）の場所の設定がありません。

（S）リポジトリサービスがないものとして処理を続行します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）の内容を確認して，リポジトリ
ファイル（Repository.xml）の設定を追加してください。

KDPF11057-EKDPF11057-EKDPF11057-EKDPF11057-E
No repository file is found.

リポジトリファイル（Repository.xml）がないか，リポジトリファイル
（Repository.xml）のアクセス権がありません。

（S）リポジトリサービスがないものとして，処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）があるかを確認してください。また，リポ
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ジトリファイル（Repository.xml）にポータルサーバからアクセスできるかを確認してく
ださい。

KDPF11058-EKDPF11058-EKDPF11058-EKDPF11058-E

The contents of the repository file are incorrect.（aa...aa）
リポジトリファイル（Repository.xml）の記述形式が誤っています。
aa...aa：XMLパーサのメッセージ

（S）リポジトリサービスがないものとして，処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の次の内容を確認してください。
• リポジトリファイル（Repository.xml）の内容が XML形式であるか。
• リポジトリファイル（Repository.xml）の各属性は正しいか。また，項目数は正し
いか。

KDPF11059-EKDPF11059-EKDPF11059-EKDPF11059-E
The obstacle that cannot be recovered occurred in the repository service.

リポジトリサービス内部で，回復できない障害が発生しました。

（S）リポジトリサービスがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF11060-EKDPF11060-EKDPF11060-EKDPF11060-E
No JSP template is found.

画面を表示しようとしましたが，画面テンプレートの JSPファイルが見つかりませんで
した。

（S）画面にエラーを表示して処理を中止します。

（O）画面テンプレートの JSPファイルがあるかを確認してください。ない場合は JSP
ファイルを追加してください。

KDPF11061-EKDPF11061-EKDPF11061-EKDPF11061-E
A template directory is not specified.

JSPテンプレートのベースディレクトリが指定されていません。

（S）ユーザ画面に内部異常画面を表示して，処理を中止します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）に JSPテンプレートディレク
トリの指定があるか，または正しく指定されているかを確認してください。

KDPF11062-EKDPF11062-EKDPF11062-EKDPF11062-E
No repository service is found.

リポジトリサービスが起動されていません。このため，ディレクトリサーバなどから情
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報が一切取得できません。

（S）ユーザ画面に内部異常画面を表示して，処理を中止します。

（O）KDPF11055-E～ KDPF11059-Eの内容を参考にして，リポジトリサービスを起動
できる環境を整えてください。

KDPF11101-IKDPF11101-IKDPF11101-IKDPF11101-I
The Access control service has started.

アクセス制御サービスを開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11102-IKDPF11102-IKDPF11102-IKDPF11102-I
The Access control service has ended.

アクセス制御サービスを終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11103-EKDPF11103-EKDPF11103-EKDPF11103-E
Initialization of the access control service did not succeed.

アクセス制御サービスの初期化に失敗しました。

（S）アクセス制御がなかったものとして，すべてのポートレットアクセス拒否で動作し
ます。

（O）アクセス制御関連の設定を確認してください。

KDPF11106-EKDPF11106-EKDPF11106-EKDPF11106-E
The location of the access control file is not set.

プロパティファイル（PortalResources.properties）にアクセス権設定ファイルの設定が
ありません。

（S）アクセス制御サービスがないものとして処理を続行します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）にアクセス権設定ファイルのパ
スを設定したことを確認してください。確認後，ポータルサーバを再起動してください。

KDPF11107-EKDPF11107-EKDPF11107-EKDPF11107-E
No access control file is found.

アクセス権設定ファイルが見つからないか，アクセス権がありません。

（S）アクセス制御サービスがないものとして処理を続行します。
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（O）アクセス権設定ファイルがあることを確認してください。また，アクセス権設定
ファイルへのアクセス権があることを確認してください。確認後，ポータルサーバを再
起動してください。

KDPF11108-EKDPF11108-EKDPF11108-EKDPF11108-E
The access control file setting is invalid. The following are errors:aa...aa

アクセス権設定ファイルの設定が誤っています。
aa...aa：ファイルパーサのメッセージ

（S）アクセス制御サービスがないものとして処理を続行します。

（O）アクセス権設定ファイルを確認してください。確認後，ポータルサーバを再起動し
てください。

KDPF11109-EKDPF11109-EKDPF11109-EKDPF11109-E
Unrecoverable obstacle occurred in the access control service.

アクセス制御サービスで修復できないエラーが発生しました。アクセス制御サービスを
終了し，すべてのアクセス制御の問い合わせに対してアクセス権がない場合の応答を返
します。

（S）アクセス制御サービスがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF11121-EKDPF11121-EKDPF11121-EKDPF11121-E
Errors are in the database. The following are errors:aa...aa

属性取得・属性書き込み時に，接続先リポジトリで異常が発生しました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容に対処してください。エラー内容はリポジトリによって異なります。

KDPF11122-WKDPF11122-WKDPF11122-WKDPF11122-W
The contradiction is found in the data. The following are errors and actions:aa...aa

統合ユーザ管理フレームワークとリポジトリファイル（Repository.xml）の接続情報およ
び構成情報の設定で矛盾を検知しました。
aa...aa：エラー内容

（S）エラー部分を無視して処理を続行します。ただし，処理を中止する場合はそのエ
ラー内容を表示します。

（O）統合ユーザ管理フレームワークの設定，リポジトリファイル（Repository.xml）お
よびディレクトリサーバの内容を確認してください。
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KDPF11125-EKDPF11125-EKDPF11125-EKDPF11125-E
Some attributes of key have been specified in the following map. Only one attribute of key can be 
specified in a map. The Map name=aa...aa

リポジトリファイル（Repository.xml）で，キー項目が複数登録されているものがありま
す。
aa...aa：キーが重複登録されているマッピング項目の PortalUserか
PortalOrganizationalUnitのどちらか。

（S）アクセス制御サービスがないものとして処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の内容を確認してください。

KDPF11126-EKDPF11126-EKDPF11126-EKDPF11126-E
The contents of the map in the repository file are incorrect. The following are the incorrect map 
information. aa...aa

リポジトリファイル（Repository.xml）で，キー項目が複数登録されているものがありま
す。
aa...aa：キーが重複登録されているマップの PortalUserか PortalOrganizationalUnit
のどちらか。

（S）リポジトリサービスがないものとして処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の内容を確認してください。

KDPF11127-EKDPF11127-EKDPF11127-EKDPF11127-E
The required acquisition parameters in the repository file are not specified. The following are the 
incorrect map information. aa...aa

リポジトリファイル（Repository.xml）で，定義する必要のある項目が定義されていませ
ん。
aa...aa：キーが重複登録されているマップの PortalUserか PortalOrganizationalUnit
のどちらか。

（S）リポジトリサービスがないものとして処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の次の内容を確認してください。
• 該当する <Mapping>項目が cosminexus="false"となっているか。または

cosminexus指定なしとなっているか。
• 該当する <Mapping>項目が key="false"となっているか。または key指定なしと
なっているか。

• <Mapping>項目が hptlPersonalizeInfoの場合，type="string"および
options="multivalue"となっているか。

KDPF11128-EKDPF11128-EKDPF11128-EKDPF11128-E
The format is different from that of Repository.xml. aa...aa
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リポジトリファイル（Repository.xml）で指定された形式と異なる形式で書き込みが行わ
れました。
aa...aa：キーが重複登録されているマップの PortalUserか PortalOrganizationalUnit
のどちらか。

（S）書き込みがないものとして処理を続行します。

（O）リポジトリファイル（Repository.xml）の次の内容を確認してください。
• 該当する <Mapping>項目が cosminexus="false"となっているか。または

cosminexus指定なしとなっているか。
• 該当する <Mapping>項目が key="false"となっているか。または key指定なしと
なっているか。

• <Mapping>項目が hptlPersonalizeInfoの場合，type="string"および 
options="multivalue"となっているか。

KDPF11200-WKDPF11200-WKDPF11200-WKDPF11200-W
Devicetype was not decided. The process continues HTML.

クライアント種別が判定できませんでした。HTMLとして処理します。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF11201-EKDPF11201-EKDPF11201-EKDPF11201-E
No file is found at the specified URL. Portlet Name:aa...aa

指定された URLにファイルがありません。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）マッピング定義ファイルの URLを修正してください。

KDPF11202-EKDPF11202-EKDPF11202-EKDPF11202-E
The URL was not set or the setting is invalid. 

Fileポートレットまたは日立 APIポートレットのマッピング定義ファイルに URLが指
定されていません。

（S）処理を続行します。

（O）マッピング定義ファイルに URLを追加してください。

KDPF11203-EKDPF11203-EKDPF11203-EKDPF11203-E
No XML definition file is found. aa..aa

マッピング定義ファイルまたはクライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）
がありません。
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aa..aa：ファイル情報

（S）定義ファイルがないものとして処理を続行します。

（O）定義ファイルがあるかを確認してください。

KDPF11204-EKDPF11204-EKDPF11204-EKDPF11204-E
The XML definition file is invalid.

マッピング定義ファイル，クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml），また
はポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の記述形式が誤っています。

（S）定義ファイルがないものとして処理を続行します。

（O）定義ファイルの次の内容を確認してください。
• 定義ファイルの内容が XML形式であるか。
• 定義ファイルの各属性は正しいか。または，項目は正しいか。

KDPF11205-EKDPF11205-EKDPF11205-EKDPF11205-E
The obstacle that cannot be recovered occurred in the portlet.

マッピング定義ファイルの読み込みで，回復できない障害が発生しました。

（S）マッピング定義ファイルがないものとして処理を続行します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF11206-EKDPF11206-EKDPF11206-EKDPF11206-E
Portlet name was not set or the setting is invalid.

ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）のポートレット名が指定されていませ
ん。

（S）ポートレットがないものとして処理を続行します。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）のポートレット名を指定してく
ださい。

KDPF11207-EKDPF11207-EKDPF11207-EKDPF11207-E
The mediatype is not supported.

マッピング定義ファイルのmediaに対応していないメディアタイプが指定されています。

（S）ポートレットがないものとして処理を続行します。

（O）マッピング定義ファイルのmediaに正しいメディアタイプを指定してください。

KDPF11404-EKDPF11404-EKDPF11404-EKDPF11404-E
An error occurred during processing of directory or database reference.[aa..aa]

ディレクトリへの接続または検索処理中にエラーが発生しました。
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aa...aa：エラー情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー情報を基に障害を取り除いてから再度実行してください。
• ディレクトリが停止中でないことを確認してください。
• リポジトリの接続先など，情報の設定が正しいか確認してください。

KDPF11460-EKDPF11460-EKDPF11460-EKDPF11460-E

The problem occurred on the customize screen. aa...aa ［command:b］ ［parameter:c］ 
［position:d］

カスタマイズ画面で問題が発生しました。
※　［　］で囲まれた内容は表示しない場合があります。

aa...aa：問題が発生した詳細内容
問題が発生した詳細内容を示します。次の表を参照してください。

b　　　：要求コマンド名称
レイアウトカスタマイズ機能のメソッド名称を示します。次の表を参照してくださ
い。

c　　　：問題が発生した要求パラメタ名称
問題が発生したメソッドの引数の内容を示します。

d　　　：問題が発生したパラメタ位置
引数の位置を示します。

表 E-1　KDPF11460-Eの詳細内容

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）

There are items other than 
Controller.

Controller以外の項目を指定し
ています。処理を中止します。

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを見直してください。

Portlet is not specified. 画面構成情報が収集できません
でした。処理を中止します。

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。
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An error occurred during 
processing of generating an entry. 
Error information:y

ポートレットのエントリ処理で
エラーが発生しました。処理を
中止します。y：内部情報

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

An error occurred during 
processing of generating a Portlet 
group. Error information:y

ポートレット群の生成処理でエ
ラーが発生しました。処理を中
止します。y：エラーが発生した
内部情報

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

The arrangement number is 
specified incorrectly.
Arrangement number: "y"

配列番号に数値以外の値を指定
しました。処理を中止します。
y：エラーが発生した配列番号

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。

The base class is not specified. 
Evaluated name:y

基底クラスが指定されていませ
ん。処理を中止します。y：ポー
トレット配置情報ファイル
（PSMLファイル）内に記載され
ている controller名称

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。
また，ポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）
の内容が正しく定義されてい
るかを確認してください。

No portlet exists or portlet 
divides into more than two 
<portlets>. <portlets>:y

エントリがないか，エントリが
複数の <portlets>に分かれてい
ます。処理を中止します。y：内
部情報

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。
また，ポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）
の内容が正しく定義されてい
るかを確認してください。

The number of arguments is 
invalid. number:y

引数の個数に誤りがあります。
処理を中止します。y：指定した
引数の数

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。

The data of setting contains an 
error.

引数に設定されているデータに
誤りがあります。処理を中止し
ます。

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。

The deletion sentence of Portlets 
is incorrect. incorrect deletion 
sentence:y

ポートレットの削除文が誤って
います。処理を中止します。y：
誤った削除文

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。

Specification of the deletion 
position of Portlet is incorrect. 
incorrect deletion position:y

ポートレットの削除位置に誤り
があります。処理を中止します。
y：誤った削除位置

カスタマイズ用の JSPファイ
ルを確認してください。

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）
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KDPF11461-EKDPF11461-EKDPF11461-EKDPF11461-E
A tab name is duplicated.

指定したタブ名称はすでにあります。

（S）処理を中止します。

Parsing failure(1) リポジトリ情報アクセス中に障
害が発生しました。

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

Parsing failure(2) リポジトリ情報アクセス中に障
害が発生しました。

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

Database access information are 
invalid. user:x Device ID:y

リポジトリ情報に誤りがありま
す。x：ユーザ名称 y：内部情報

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

The database is unusable. user:x リポジトリが利用できません。
x：ユーザ名称

•［標準に戻す］ボタンをク
リックしても問題が発生す
る場合は，リポジトリの情
報（接続情報，構成情報，
およびマッピング情報）を
見直してください。

• エラーが発生するユーザの
パーソナライズ情報を取得
して，システム管理者に連
絡してください。

• uCosminexus Portal 
Frameworkまたはディレク
トリの環境設定を確認して
から，システム管理者に連
絡してください。

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）
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（O）重複しないタブ名称を指定してください。

KDPF11462-WKDPF11462-WKDPF11462-WKDPF11462-W
The contents that must not be specified are specified. aa...aa

uCosminexus Portal Frameworkで設定できない内容を指定しました。
aa...aa：問題が発生した詳細内容
問題が発生した詳細内容を次の表に示します。

表 E-2　KDPF11462-Wの詳細内容

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）

Contents which are incorrect:a 「%」および表 E-3に示す半角
文字は設定できません。処理を
中止します。
なお，画面レイアウトの更新要
求情報はすべて無効となりま
す。

設定内容を変更してください。

Character which cannot be set:a 表 E-3に示す半角文字は設定で
きません。処理を中止します。
なお，画面レイアウトの更新要
求情報はすべて無効となりま
す。

設定内容を変更してください。

The title name is duplicated. 
Title name:a

タイトル名称が重複していま
す。処理を中止します。
なお，画面レイアウトの更新要
求情報はすべて無効となりま
す。

重複しないタイトル名称を指定
してください。

The title that consists of only 
numbers cannot be set.

タブ名称に半角数字だけのタイ
トルは指定できません。処理を
中止します。
なお，画面レイアウトの更新要
求情報はすべて無効となりま
す。

数字以外の文字を含むタイトル
名称を指定してください。

The title’s length is invalid. 0文字以下，または 65文字以
上のタブ名称を指定できませ
ん。処理を中止します。なお，
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

1文字以上かつ 64文字以下の
タイトル名称を指定してくださ
い。

The first character is invalid:a タブ名称の先頭の文字に半角記
号は指定できません。処理を中
止します。なお，画面レイアウ
トの更新要求情報はすべて無効
となります。

先頭文字が半角記号（「-」「#」
「'」）以外の文字を指定してくだ
さい。
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表 E-3　カスタマイズで使用できない半角文字

（凡例）－：該当しません。
注　半角記号として「#」，「-」，「'」は指定できます。

KDPF11463-EKDPF11463-EKDPF11463-EKDPF11463-E
Not all portlets can be deleted.

すべてのポートレットを削除できません。

（S）処理を中止します（画面レイアウトの更新要求情報はすべて無効となります）。

（O）ポートレットを一つは残して，再度カスタマイズしてください。

KDPF11464-EKDPF11464-EKDPF11464-EKDPF11464-E
The problem occurred during processing of renewing the customize information. aa...aa

カスタマイズ情報更新中に問題が発生しました。
aa...aa：問題が発生した詳細内容
問題が発生した詳細内容を次の表に示します。

表 E-4　KDPF11464-Eの詳細内容

文　字 ASCIIコード
（16進）

文　字 ASCIIコード
（16進）

文　字 ASCIIコード
（16進）

! 0x21 . 0x2e ¥ 0x5c

" 0x22 / 0x2f ] 0x5d

$ 0x24 : 0x3a ^ 0x5e

% 0x25 ; 0x3b _ 0x5f

& 0x26 < 0x3c ` 0x60

( 0x28 = 0x3d { 0x7b

) 0x29 > 0x3e | 0x7c

* 0x2a ? 0x3f } 0x7d

+ 0x2b @ 0x40 ~ 0x7e

, 0x2c [ 0x5b － －

aa...aa （S） （O）

Parsing is impossible. (1) 構文が解析できません (1)。
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

再度カスタマイズしてくださ
い。
システム管理者に連絡してくだ
さい。

Parsing is impossible. (2) 構文が解析できません (2)。
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

再度カスタマイズしてくださ
い。
システム管理者に連絡してくだ
さい。
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KDPF11465-EKDPF11465-EKDPF11465-EKDPF11465-E
Please relog in. [user:x]

再度ログインしてください。[ユーザ :x]

（S）ユーザ xで問題が発生しました。処理を中止します。

（O）再度ログインしてください。

KDPF11600-EKDPF11600-EKDPF11600-EKDPF11600-E
The JSP/HTML file or Servlet class could not be found.

ポートレットで障害が発生しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次のことを確認してください。
• URLが正しいか。
• 設定した JSP/HTMLファイルまたは Servletクラスがあるか。

KDPF11601-EKDPF11601-EKDPF11601-EKDPF11601-E

An error occurred at the portlet. ［Portlet: {aa...aa}, Operation:{bb...bb}］
ポートレットまたはテンプレートで障害が発生しました。
※　［　］で囲まれた内容は表示しない場合があります。
aa...aa：エラーが発生したポートレット名
bb...bb：エラーが発生した操作

（S）イベントログを出力します。

（O）次のことを確認してください。
• URLが正しいか。

Database access information are 
invalid.
user: aa...aa<->bb...bb Device 
ID:xx...xx<->yy...yy

リポジトリ情報に誤りがありま
す。ユーザ名称 aa...aaと
bb...bbが異なっている，または
デバイス識別子 xx...xxと
yy...yyが異なっています。
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

再度カスタマイズしてくださ
い。

The database is unusable. 
user:aa...aa

リポジトリが利用できません。
ユーザは aa...aaです。
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

システム管理者に連絡してくだ
さい。

Infomational writing went 
wrong.

情報の書き込みに失敗しまし
た。
画面レイアウトの更新要求情報
はすべて無効となります。

再度カスタマイズしてくださ
い。
システム管理者に連絡してくだ
さい。

aa...aa （S） （O）
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• 作成したポートレットに使用できない HTML要素やタグが含まれていないか。
• ポートレットの業務に問題がないか。

KDPF11602-WKDPF11602-WKDPF11602-WKDPF11602-W
The attribute of the Cache Tag is invalid. :aa...aa

属性値として不正な値が設定されているか，または属性値が設定されていません。
aa...aa：属性名

（S）デフォルト値を使用します。
デフォルト値がない属性の場合は，キャッシュを使用しません。

（O）ポートレットユーティリティタグライブラリの uu:cacheタグの属性値を確認してく
ださい。

KDPF11603-EKDPF11603-EKDPF11603-EKDPF11603-E

The access is invalid. Portlet:aa...aa　URL:bb...bb
不正なアクセスがありました。
aa...aa：ポートレット名
bb...bb：アクセスされた不正な URL

（S）イベントログを出力します。

（O）不正なアクセスが頻繁にある場合には，該当する事象について調査してください。

KDPF11800-WKDPF11800-WKDPF11800-WKDPF11800-W
A HTTP Response Error was found during processing of acquiring the Web Page.

Webページ取得処理中に HTTPレスポンスエラーを検出しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次のことを確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。

KDPF11801-EKDPF11801-EKDPF11801-EKDPF11801-E
An I/O Error occurred during processing of acquiring the Web Page.

Webページ取得処理中に入出力エラーが発生しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次のことを確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。
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KDPF11802-EKDPF11802-EKDPF11802-EKDPF11802-E
An invalid URL was specified.

不正な URLが指定されました。

（S）イベントログを出力します。

（O）URLが正しいかどうかを確認してください。

KDPF11803-EKDPF11803-EKDPF11803-EKDPF11803-E
An error occurred at the portlet.

ポートレットで障害が発生しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次を確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。

KDPF11804-IKDPF11804-IKDPF11804-IKDPF11804-I
The encoding that is not supported was found. Continue with the default encoding.

対応していない文字エンコーディングを検出しました。

（S）文字エンコーディングを自動判定して，処理を続行します。

（O）エンコーディングの設定を確認してください。

KDPF11805-WKDPF11805-WKDPF11805-WKDPF11805-W
Original parameter is invalid. Continue with the default value.

初期パラメタが不正です。

（S）デフォルト値を用いて処理を続行します。

（O）パラメタの設定を確認してください。

KDPF11806-IKDPF11806-IKDPF11806-IKDPF11806-I
The Cache-Control that is not supported was found. Continue with the default Cache-Control value.

対応していない Cache-Control識別子を検出しました。

（S）デフォルトの Cache-Control値を用いて処理を続行します。

（O）Cache-Controlの設定が正しいかどうかを確認してください。

KDPF11807-WKDPF11807-WKDPF11807-WKDPF11807-W
An exception was found during processing of finding Cache compulsory validation command. 
Continue the process assuming there is no Cache compulsory validation indication.
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キャッシュ強制検証コマンド検出処理中に例外を検出しました。

（S）強制検証指示がないと仮定して処理を続行します。

（O）強制検証コマンドを再度実行してください。

KDPF11808-EKDPF11808-EKDPF11808-EKDPF11808-E
Unreported exception was found during processing of analyzing HTML.

HTML解析中に未知の例外を検出しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）コンテンツの内容が正しいかどうかを確認してください。

KDPF11809-WKDPF11809-WKDPF11809-WKDPF11809-W
The Base Tag contains an invalid URL. Continue the process disregarding the Base Tag.

BASE要素を検出しましたが不正な URLでした。

（S）BASE要素を無視して，処理を続行します。

（O）URLが正しいかどうかを確認してください。

KDPF11810-WKDPF11810-WKDPF11810-WKDPF11810-W
An exception was found during processing of translating URL. Continue with no translation.

URL変換中に例外を検出しました。

（S）URL変換をしないで処理を続行します。

（O）URLが正しいかどうかを確認してください。

KDPF11811-WKDPF11811-WKDPF11811-WKDPF11811-W
The specification of the parameter is invalid. :aa...aa

パラメタ指定が不正です。
aa...aa：パラメタ名

（S）パラメタを無視して，処理を続行します。

（O）パラメタの設定を確認してください。

KDPF19000-IKDPF19000-IKDPF19000-IKDPF19000-I
Turbine started.

Turbineを起動しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF19001-IKDPF19001-IKDPF19001-IKDPF19001-I
Turbine ended.

Turbineを終了しました。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19002-IKDPF19002-IKDPF19002-IKDPF19002-I
aa...aa was initialized.

Turbineの各サービスの初期化を完了しました。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19003-IKDPF19003-IKDPF19003-IKDPF19003-I
aa...aa ended.

Turbineの各サービスを終了しました。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19004-EKDPF19004-EKDPF19004-EKDPF19004-E
aa...aa could not be initialized.

Turbineの各サービスの初期化に失敗しました。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF19005-EKDPF19005-EKDPF19005-EKDPF19005-E
An internal error occurred.

内部エラーが発生しました。

（S）異常を示す画面を表示します。

（O）ポータルサーバを再起動してください。

KDPF19006-EKDPF19006-EKDPF19006-EKDPF19006-E
The MIME-Type that is not supported was specified.

対応していないMIME-Typeが指定されました。
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（S）異常を示す画面を表示します。

（O）対応しているMIME-Typeを使用してポータルサーバにアクセスしてください。

KDPF19007-EKDPF19007-EKDPF19007-EKDPF19007-E
Unreported registry name was specified.

未知のレジストリ名が指定されました。

（S）異常を示す画面を表示します。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を修正してポータルサー
バを再起動してください。

KDPF19008-WKDPF19008-WKDPF19008-WKDPF19008-W
The default setting is being used because the file or the class is not found.

ファイルまたはクラスが見つからないためデフォルトの設定を使用します。

（S）デフォルトの設定値を使用し，処理を続行します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）または JARファイルを確認し
てください。

KDPF19009-WKDPF19009-WKDPF19009-WKDPF19009-W
No portlet was found.

ポートレットが見つかりません。

（S）特にありません。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を確認してください。

KDPF19010-WKDPF19010-WKDPF19010-WKDPF19010-W
The url could not be downloaded. :aa...aa

URLをダウンロードできませんでした。
aa...aa：ダウンロードに失敗した URL

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19011-WKDPF19011-WKDPF19011-WKDPF19011-W
The cache directory could not be found.

キャッシュディレクトリが見つかりません。

（S）キャッシュディレクトリを作成し，処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF19012-WKDPF19012-WKDPF19012-WKDPF19012-W
A Portlet could not be created.

ポートレットの生成に失敗しました。

（S）URLManagerに不良 URLとして登録します。

（O）設定ファイルの内容を確認してください。

KDPF19013-WKDPF19013-WKDPF19013-WKDPF19013-W
The RegistryManager could not be initialized.

レジストリマネージャの初期化に失敗しました。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19014-WKDPF19014-WKDPF19014-WKDPF19014-W
The following files do not exist. :aa...aa

ファイルが見つかりません。
aa...aa：ファイル名

（S）処理を続行します。

（O）指定されたファイルを用意してください。

KDPF19015-WKDPF19015-WKDPF19015-WKDPF19015-W
The FeedDaemon could not start.

FeedDaemonが起動できません。

（S）FeedDaemonの処理をしないで，次の処理へ進みます。

（O）特にありません。

KDPF19016-WKDPF19016-WKDPF19016-WKDPF19016-W
The URL cannot be accessed.

URLにアクセスできません。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19017-WKDPF19017-WKDPF19017-WKDPF19017-W
The file could not be uploaded.

ファイルのアップロードに失敗しました。

（S）特にありません。

（O）特にありません。
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KDPF19019-WKDPF19019-WKDPF19019-WKDPF19019-W
The object of the class is not supported. Class:aa...aa

クラスのオブジェクトがサポートされていません。
aa...aa：クラス名

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19020-WKDPF19020-WKDPF19020-WKDPF19020-W
aa...aa was not found in the registry.

aa...aaは registryの中に見つかりません。
aa...aa：ポートレットエントリ名

（S）特にありません。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を確認してください。

KDPF19021-WKDPF19021-WKDPF19021-WKDPF19021-W
The parent of the entry has not been registered. Entry: aa...aa  parent:bb...bb

aa...aaの parent:bb...bbが登録されていません。
aa...aa：ポートレットエントリ名
bb...bb：親ポートレットエントリ名

（S）特にありません。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を確認してください。

KDPF19022-WKDPF19022-WKDPF19022-WKDPF19022-W
The form of XML is invalid. / The document does not accord the XML schema.

ポートレット配置情報ファイルの書式がスキーマ定義ファイルの内容と一致していませ
ん。

（S）特にありません。

（O）ポートレット配置情報ファイルのスキーマ内容を確認して修正してください。

KDPF19023-WKDPF19023-WKDPF19023-WKDPF19023-W
It takes mm minute(s) to download the following URL.

次の URLはダウンロードにmm分かかります。
mm：ダウンロードに掛かる時間（分）

（S）特にありません。

（O）特にありません。
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KDPF19024-WKDPF19024-WKDPF19024-WKDPF19024-W
The daemon file could not be processed.

処理できない daemonファイルです。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19025-WKDPF19025-WKDPF19025-WKDPF19025-W
The resource in <aa...aa> could not be found. 

ユーザのプロファイルリソースが見つかりませんでした。
aa...aa：リソースファイル名

（S）異常を示す画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF19026-WKDPF19026-WKDPF19026-WKDPF19026-W
The File Watcher class stopped on the monitor.

FileWatcherクラスがモニタで停止しています。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19027-WKDPF19027-WKDPF19027-WKDPF19027-W
A problem occurred while the thread is running.

スレッドの実行中に問題が発生しました。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19028-WKDPF19028-WKDPF19028-WKDPF19028-W
The URLManager could not restore (return) the state.

URLManagerは状態を返せません。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19029-WKDPF19029-WKDPF19029-WKDPF19029-W
The URLManager could not save the state.

URLManagerの状態を保存できません。

（S）特にありません。
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（O）特にありません。

KDPF19031-WKDPF19031-WKDPF19031-WKDPF19031-W
The registration of the URL could not be deleted.

URLの登録削除に失敗しました。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19032-WKDPF19032-WKDPF19032-WKDPF19032-W
The Bad URL is added to the URLManager.

URLManagerに不良URLを追加します。

（S）特にありません。

（O）特にありません。

KDPF19034-EKDPF19034-EKDPF19034-EKDPF19034-E
An error occurred during processing of template. aa...aa

aa...aa：エラーが発生したテンプレート
テンプレートの処理中にエラーが発生しました。

（S）異常を示す画面を表示します。

（O）テンプレートファイル（JSPなど）を修正してください。

KDPF19035-EKDPF19035-EKDPF19035-EKDPF19035-E
The following screens could not be found. Check if the setting is correct.:aa...aa

スクリーンが見つかりません。
aa...aa：スクリーン名

（S）異常を示す画面を表示します。

（O）JARファイルの中に該当するクラスがあるか確認してください。

KDPF19036-EKDPF19036-EKDPF19036-EKDPF19036-E
The following services did not exist. Check if the setting is correct. :aa...aa

サービスが見つかりません。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）JARファイルの中に該当するクラスがあるかを確認してください。
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KDPF19037-EKDPF19037-EKDPF19037-EKDPF19037-E
The specified service cannot be used (as the service). Check if the setting is correct. :aa...aa

指定したサービスはサービスとして使用できません。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）の内容を確認して修正してくだ
さい。そのあとポータルサーバを再起動してください。

KDPF19038-EKDPF19038-EKDPF19038-EKDPF19038-E
The specified service could not start. Check if the setting is correct. :aa...aa

指定されたサービスを起動できません。
aa...aa：サービス名

（S）特にありません。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）の内容を確認して修正してくだ
さい。そのあとポータルサーバを再起動してください。

KDPF19039-WKDPF19039-WKDPF19039-WKDPF19039-W
The setting of the property is duplicated. Check if the setting is correct. :aa...aa

プロパティの設定が重複しています。
aa...aa：プロパティの属性

（S）先頭の設定値を使用します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）の内容を確認して修正してくだ
さい。そのあとポータルサーバを再起動してください。

KDPF19040-WKDPF19040-WKDPF19040-WKDPF19040-W
The property could not be acquired. :aa...aa

プロパティが取得できません。
aa...aa：プロパティの属性

（S）処理を続行します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）の内容を確認して修正してくだ
さい。そのあとポータルサーバを再起動してください。

KDPF19041-WKDPF19041-WKDPF19041-WKDPF19041-W

The specification of the parameter is invalid. Portlet name:aa...aa　parameter name:bb...bb
不正なパラメタが指定されています。
aa...aa：ポートレット名
bb...bb：パラメタ名
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（S）特にありません。

（O）：ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を確認してください。

KDPF19043-EKDPF19043-EKDPF19043-EKDPF19043-E
Failed to access file. (file: aa...aa)

ファイルへのアクセスに失敗しました。
aa...aa：ファイル名

（S）処理を続行します。

（O）ファイルが読み書きできる状態か確認してください。

KDPF19045-EKDPF19045-EKDPF19045-EKDPF19045-E
Not found. (detail: kind = aa...aa, key=bb...bb)

必要な情報が検索できませんでした。
aa...aa：検索対象とした情報
bb...bb：検索キー

（S）処理を中止します。

（O）検索対象が存在するか確認してください。

KDPF19046-EKDPF19046-EKDPF19046-EKDPF19046-E
Failed to access file.(file:aa..aa, operation:bb...bb)

ファイルへのアクセスに失敗しました。

aa...aa：ファイル名

bb...bb：READ：ファイル読み込み
WRITE：ファイル書き込み
COPY：ファイルコピー
XML ACCESS：XMLファイル読み書き
XML：XMLファイルエンコード指定読み込み

（S）処理を中止します。

（O）失敗した原因を取り除いてください。

KDPF19099-EKDPF19099-EKDPF19099-EKDPF19099-E
Unexcepted error: [aa..aa]

予期しないエラーが発生しました。
aa...aa：詳細情報

（S）処理を中止します。

（O）詳細情報をシステム管理者に連絡してください。
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KDPF21004-IKDPF21004-IKDPF21004-IKDPF21004-I

User Manager API（JavaBeans）is started.
ユーザ管理 API（JavaBeans）を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF21005-IKDPF21005-IKDPF21005-IKDPF21005-I

User Manager API（JavaBeans）is ended.
ユーザ管理 API（JavaBeans）を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF21007-IKDPF21007-IKDPF21007-IKDPF21007-I
Unsupported character encoding was detected. Auto-detection is performed and processing is 
continued.

対応していない文字エンコーディングを検出しました。

（S）文字エンコーディングを自動判定し，処理を続行します。

（O）エンコーディングの設定を確認してください。

KDPF21029-EKDPF21029-EKDPF21029-EKDPF21029-E
Interval must be a positive number.

障害監視の設定プロパティに誤りがあります。

（S）起動処理を中止します。

（O）障害監視の設定プロパティで，活動を監視する間隔の設定を見直してください。

KDPF21030-EKDPF21030-EKDPF21030-EKDPF21030-E
Timeout must be a positive number.

障害監視の設定プロパティに誤りがあります。

（S）起動処理を中止します。

（O）障害監視の設定プロパティで，活動監視時にタイムアウトとみなす時間の設定を見
直してください。

KDPF25002-IKDPF25002-IKDPF25002-IKDPF25002-I

エンコードの設定が完了しました。
エンコードの設定が完了しました。

（S）処理を続行します。
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（O）特にありません。

KDPF25003-IKDPF25003-IKDPF25003-IKDPF25003-I

ログインモジュールの登録が完了しました。
ログインモジュールの登録が完了しました。

（S）［ログインモジュールの登録］画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF25004-IKDPF25004-IKDPF25004-IKDPF25004-I

接続情報の登録が完了しました。
接続情報の登録が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25005-IKDPF25005-IKDPF25005-IKDPF25005-I

構成情報の登録が完了しました。
構成情報の登録が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25006-IKDPF25006-IKDPF25006-IKDPF25006-I

マッピング情報（ユーザ）の登録が完了しました。
マッピング情報（ユーザ）の登録が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25007-IKDPF25007-IKDPF25007-IKDPF25007-I

マッピング情報（グループ）の登録が完了しました。
マッピング情報（グループ）の登録が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25008-IKDPF25008-IKDPF25008-IKDPF25008-I

マッピング情報（組織単位）の登録が完了しました。
マッピング情報（組織単位）の登録が完了しました。

（S）処理を続行します。
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（O）特にありません。

KDPF25010-IKDPF25010-IKDPF25010-IKDPF25010-I

ポートレットの登録が完了しました。
ポートレットの登録が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25011-IKDPF25011-IKDPF25011-IKDPF25011-I

PAR形式ポートレットの追加が完了しました。
PAR形式のポートレットの追加が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25012-IKDPF25012-IKDPF25012-IKDPF25012-I

PAR形式ポートレットの削除が完了しました。
PAR形式のポートレットの削除が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25013-IKDPF25013-IKDPF25013-IKDPF25013-I

レイアウト選択が完了しました。
レイアウト選択が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25014-IKDPF25014-IKDPF25014-IKDPF25014-I

キャッシュクリアが完了しました。
キャッシュクリアが完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25015-IKDPF25015-IKDPF25015-IKDPF25015-I

PAR形式ポートレットの削除をキャンセルしました。
PAR形式のポートレットの削除をキャンセルしました。

（S）処理を中止し，再度［PAR形式のポートレットの削除］画面を表示します。
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（O）特にありません。

KDPF25016-IKDPF25016-IKDPF25016-IKDPF25016-I

PAR形式ポートレットの追加をキャンセルしました。
PAR形式のポートレットの追加をキャンセルしました。

（S）処理を中止し，再度［PAR形式のポートレットの追加］画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF25017-IKDPF25017-IKDPF25017-IKDPF25017-I

接続情報を削除しました。
接続情報を削除しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25018-IKDPF25018-IKDPF25018-IKDPF25018-I

構成情報を削除しました。
構成情報を削除しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25019-IKDPF25019-IKDPF25019-IKDPF25019-I

ユーザ定義項目を追加しました。
ユーザ定義項目を追加しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25020-IKDPF25020-IKDPF25020-IKDPF25020-I

ユーザ定義項目を削除しました。
ユーザ定義項目を削除しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25021-IKDPF25021-IKDPF25021-IKDPF25021-I

マッピング情報を削除しました。
マッピング情報を削除しました。

（S）処理を続行します。
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（O）特にありません。

KDPF25023-IKDPF25023-IKDPF25023-IKDPF25023-I

ポートレットを削除しました。
ポートレットを削除しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25025-IKDPF25025-IKDPF25025-IKDPF25025-I

ポートレットの削除をキャンセルしました。
ポートレットの削除をキャンセルしました。

（S）処理を中止し，再度［ポートレットの追加・変更・削除］画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF25027-IKDPF25027-IKDPF25027-IKDPF25027-I

接続情報の削除をキャンセルしました。
接続情報の削除をキャンセルしました。

（S）処理を中止し，再度接続情報の設定画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF25028-IKDPF25028-IKDPF25028-IKDPF25028-I

構成情報の削除をキャンセルしました。
構成情報の削除をキャンセルしました。

（S）処理を中止し，再度［構成情報の設定］画面を表示します。

（O）特にありません。

KDPF25029-IKDPF25029-IKDPF25029-IKDPF25029-I

ポートレット定義を設定しました。
ポートレット定義を設定しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25030-IKDPF25030-IKDPF25030-IKDPF25030-I

ポートレットが登録されていません。

ポートレットが登録されていません。

（S）処理を続行します。
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（O）ポートレットを登録してください。

KDPF25031-IKDPF25031-IKDPF25031-IKDPF25031-I

プロジェクトホームを選択してください。
次の原因が考えられます。
• プロジェクトホームを未選択のまま「ポータルプロジェクトの選択」以外のメニュー
を選択した。

• セッションタイムアウトが発生した。

（S）処理を続行します。

（O）プロジェクトホームを選択してください。

KDPF25032-IKDPF25032-IKDPF25032-IKDPF25032-I

レイアウトパターンの設定が完了しました。
レイアウトパターンの設定が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25033-IKDPF25033-IKDPF25033-IKDPF25033-I

レイアウトパターンを削除しました。
指定したレイアウトパターンを削除しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25034-IKDPF25034-IKDPF25034-IKDPF25034-I

レイアウトパターンの削除をキャンセルしました。
レイアウトパターンの削除をキャンセルしました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25035-IKDPF25035-IKDPF25035-IKDPF25035-I

ポートレット並列実行の設定が完了しました。
ポートレット並列実行の設定が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF25036-IKDPF25036-IKDPF25036-IKDPF25036-I

ログ・トレースの設定が完了しました。
ログ・トレースの設定が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25037-IKDPF25037-IKDPF25037-IKDPF25037-I

レイアウトの基本設定が完了しました。
レイアウトの基本設定が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25038-IKDPF25038-IKDPF25038-IKDPF25038-I

ポートレット定義をキャンセルしました。
ポートレット定義をキャンセルしました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF25039-IKDPF25039-IKDPF25039-IKDPF25039-I

サーバの設定が完了しました。
サーバの設定が完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF31002-WKDPF31002-WKDPF31002-WKDPF31002-W
URL translator flag is not found. Continue with default value.

URL変換規則の切り替えが設定されていません。

（S）デフォルト値（false）を使用して，処理を続行します。

（O）URL変換規則の切り替えを設定してください。

KDPF31003-WKDPF31003-WKDPF31003-WKDPF31003-W
URL translator flag is Illegal value.

URL変換規則の切り替えの設定が不正です。

（S）デフォルト値（false）を使用して，処理を続行します。

（O）URL変換規則の切り替えのプロパティには，trueまたは falseを設定してくださ
い。
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KDPF31004-WKDPF31004-WKDPF31004-WKDPF31004-W
Mimetype service was not set or the setting is invalid. The process continues using default value.

クライアント情報定義機能のmimetype属性に値が設定されていません。

（S）デフォルト値（text/html）と判定して処理を続行します。

（O）クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）のmimetype属性を設定し
てください。

KDPF31005-WKDPF31005-WKDPF31005-WKDPF31005-W
Devicetype service was not set or the setting is invalid. The process continues using default value.

クライアント情報定義機能の devicetype属性に値が設定されていません。

（S）デフォルト値（HTML）と判定して処理を続行します。

（O）クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）の devicetype属性を設定
してください。

KDPF31006-WKDPF31006-WKDPF31006-WKDPF31006-W
UserAgenttype service was not set or the setting is invalid.

クライアント情報定義機能の useragenttype属性に値が設定されていません。

（S）デフォルト値（null）と判定して処理を続行します。

（O）クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）の useragenttype属性を設
定してください。

KDPF31007-WKDPF31007-WKDPF31007-WKDPF31007-W
Matchingpattern service was not set or the setting is invalid.

クライアント情報定義機能のmatchingpattern属性に値が設定されていません。

（S）デフォルト値（PORTAL）と判定して処理を続行します。

（O）クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）のmatchingpattern属性を
設定してください。

KDPF31008-WKDPF31008-WKDPF31008-WKDPF31008-W
Invalid parameter was put in the method of JavaBeans.

JavaBeansのメソッドに渡されたパラメタが不正です。

（S）処理を中止します。

（O）パラメタの値を確認してください。

KDPF31009-WKDPF31009-WKDPF31009-WKDPF31009-W
Customize information of portlet could not be found.
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指定されたキーでポートレットのカスタマイズ情報が取得できません。

（S）ポートレットのカスタマイズ情報がないものとして，処理を続行します。

（O）アプリケーションキーの値が正しいかを確認してください。

KDPF31010-WKDPF31010-WKDPF31010-WKDPF31010-W
The specified loginmodule could not be used.

指定されたログインモジュールを使用できません。

（S）デフォルト値を使用して，処理を続行します。

（O）ログインモジュールがあるか，およびログインモジュール名が正しいかを確認して
ください。

KDPF31011-WKDPF31011-WKDPF31011-WKDPF31011-W
aa...aa is illegal value.   aa...aa

レイアウト設定のデフォルト設定値が不正です。
aa...aa：プロパティ名

（S）デフォルト値を使用して処理を続行します。

（O）プロパティ値を修正してください。

KDPF31012-WKDPF31012-WKDPF31012-WKDPF31012-W
aa...aa is illegal argument.   aa...aa

LayoutBeanに渡されたパラメタが不正です。
aa...aa：パラメタ名

（S）falseまたは空文字列を戻して，処理を続行します。

（O）JSPファイルのメソッドの引数を修正してください。

KDPF31013-WKDPF31013-WKDPF31013-WKDPF31013-W
LayoutBean is not initialized.

LayoutBeanが初期化されていません。

（S）falseまたは空文字列を戻して，処理を続行します。

（O）ポートレットテンプレート Beanの initBean()メソッドを呼び出す前にほかのメ
ソッドを使用していないかを JSPファイルで確認してください。

KDPF31014-WKDPF31014-WKDPF31014-WKDPF31014-W
Specified parameter aa...aa is not found.

指定されたパラメタが設定されていません。
aa...aa：パラメタ名
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（S）nullを戻します。

（O）JSPファイルで，ポートレット情報取得 Beanの getparameter()メソッドの引数
nameと同一名称のパラメタがあるかを確認してください。

KDPF31015-WKDPF31015-WKDPF31015-WKDPF31015-W
PortletInfoBean is not initialized.

ポートレット情報取得 Beanが初期化されていません。

（S）nullを戻して処理を続行します。

（O）JSPファイルで，ポートレット情報取得 Beanの initBean()メソッドを呼び出す前
にほかのメソッドを使用していないかを確認してください。

KDPF31016-WKDPF31016-WKDPF31016-WKDPF31016-W

Daemon process failed. （Daemon name:{2} Code:{1}）
デーモン操作に失敗しました。

（S）デーモン操作を中止します。

（O）書き換え禁止のファイルが壊れていないかを確認してください。また，
uCosminexus Portal Frameworkが正常に起動し，終了しているかを確認してください。

KDPF31017-WKDPF31017-WKDPF31017-WKDPF31017-W
Connection failed. URL:{1} 

接続に失敗しました。

（S）データなしとして処理します。

（O）設定ファイルの URL項目で，表示された URLがあるかを確認してください。
URLがある場合は，URLを修正してください。また，ポータルサーバ停止時に本警告
が発生する場合は，全てのユーザがログアウトしたことを確認してからポータルサーバ
を停止してください。

KDPF31018-WKDPF31018-WKDPF31018-WKDPF31018-W

Tag failed.（Tag:{1} Code:{2}）
タグライブラリの使用に失敗しました。

（S）タグライブラリの呼び出し元に対してエラーを出力します。

（O）タグライブラリの使用方法が正しいかを確認してください。また，uCosminexus 
Portal Frameworkが正常に起動し，終了しているかを確認してください。

KDPF31019-WKDPF31019-WKDPF31019-WKDPF31019-W
HTTP response error returned while trying to fetch a web page.

Webページ取得中に HTTPレスポンスエラーを検出しました。
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（S）イベントログを出力します。

（O）次の点を確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。

KDPF31020-WKDPF31020-WKDPF31020-WKDPF31020-W
Initial parameter is invalid. Default value is used. 

初期パラメタが不正です。

（S）デフォルト値を使用して処理を続行します。

（O）パラメタの設定を確認してください。

KDPF31021-WKDPF31021-WKDPF31021-WKDPF31021-W
Unsupported Cache-Control directive was detected. Default value is used.

対応していない Cache-Control識別子を判定しました。

（S）デフォルトの Cache-Control識別子を使用して処理を続行します。

（O）Cache-Controlの設定が正しいかを確認してください。

KDPF31022-WKDPF31022-WKDPF31022-WKDPF31022-W
Cache validation detecting function throws exception. Processing is continued assuming no force 
cache validation flag.

キャッシュ強制検証コマンド検出中に例外を検出しました。

（S）強制検証指示がないものとして処理を続行します。

（O）強制検証コマンドを再度実行してください。

KDPF31023-WKDPF31023-WKDPF31023-WKDPF31023-W
BASE element was detected but invalid URL was specified. Ignore this URL and processing is 
continued.

BASE要素を検出しましたが，不正なURLでした。

（S）BASE要素を無視して処理を続行します。

（O）URLが正しいかを確認してください。

KDPF31024-WKDPF31024-WKDPF31024-WKDPF31024-W
Exception was detected while trying to convert a URL. Conversion cannot be performed and 
processing is continued.

URL変換中に例外を検出しました。

（S）URLを変換しないで処理を続行します。
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（O）URLが正しいかを確認してください。

KDPF31025-WKDPF31025-WKDPF31025-WKDPF31025-W
Invalid parameter. : <aa...aa>

パラメタの指定が不正です。
aa...aa：パラメタ名

（S）不正なパラメタを無視して処理を続行します。

（O）パラメタの設定を確認してください。

KDPF31026-WKDPF31026-WKDPF31026-WKDPF31026-W
Specified filterling pattern(s) does not matched. Regex filterling was not performed. <aa...aa>

指定されたフィルタリングパターンがマッチしませんでした。正規表現フィルタリング
は行われませんでした。
aa...aa：パラメタ名

（S）フィルタリングしないで，コンテンツを戻します。

（O）正しい文字列パターンを指定してください。

KDPF31027-WKDPF31027-WKDPF31027-WKDPF31027-W
Exception was detected while trying to filtering the html content. Regex filtering cannot be 
performed and processing is continued.

コンテンツフィルタリング中に例外が発生しました。フィルタリングを中止して処理を
続行します。

（S）フィルタリングしないで，処理を続行します。

（O）正しい文字列パターンを指定してください。

KDPF31028-WKDPF31028-WKDPF31028-WKDPF31028-W
Coressponding authorization info could not be found. Single Sign On could not be performed.

コンテンツに対する認証情報が得られません。シングルサインオンできませんでした。

（S）フォームを出力して，ユーザに入力画面を表示します。

（O）ディレクトリサーバに認証情報を設定してください。

KDPF31029-WKDPF31029-WKDPF31029-WKDPF31029-W
Invalid 01-00 compatible setting. portlet:aa...aa

iframeタグの URL変換設定に誤りがあります。
aa...aa：ポートレット名

（S）通常モードで動作します。

（O）iframeタグの URL変換設定では，trueまたは falseのどちらかで設定する必要が
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あります。jetspeed-config.jcfgファイルの設定を修正してください。

KDPF31030-WKDPF31030-WKDPF31030-WKDPF31030-W
Invalid portlet timeout setting. Portlet:aa...aa

タイムアウトの設定に誤りがあります。
aa...aa：ポートレット名

（S）ポートレットの処理を中止します。

（O）ポートレットのタイムアウトの設定に正しい値を設定してください。

KDPF31031-WKDPF31031-WKDPF31031-WKDPF31031-W
The problem occurred during controller definition file reading.xxx

コントローラ定義ファイル読み込み中に問題が発生しました。
xxx：詳細メッセージ

（S）uCosminexus Portal Frameworkを続行します。

（O）xxxによってコントローラ定義ファイルを見直してください。

The setting value of maxRow is a value besides the setting range.
1～ 10までの値を設定してください。

The setting value of maxCol is a value besides the setting range.
1～ 10までの値を設定してください。

A file does not exist.
正しくファイルを配置してください。

KDPF31032-WKDPF31032-WKDPF31032-WKDPF31032-W
The empty threads in a thread pool are insufficient.

スレッドプール内の空きスレッドが不足しています。
このメッセージは，uCosminexus Portal Framework起動後１回出力します。

（S）処理を続行します。
ポートレット並列化機能使用時，空きスレッドが発生するまでポートレットのコン
テンツの取得処理をキューイングします。

（O）以下を実施してください。

ポートレットコンテンツ取得監視時間を見直す
特定のポートレットの処理時間が長い場合（例えば日立 APIポートレットで実
行している業務処理に負荷が掛かっている場合など），または無応答となってい
る場合，スレッドプールのスレッドをそのポートレットのコンテンツ取得処理
が占有するため，ほかのポートレットの処理が待たされるおそれがあります。
この場合，そのポートレットのポートレットコンテンツ取得監視時間を短く設
定し，ほかのポートレット取得処理が動作できるようにします。
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スレッドプールのスレッド数を増加させる
ポートレットコンテンツ取得監視時間を見直しても，そのポートレットのポー
トレットコンテンツ取得監視時間を短く設定できない場合，スレッドプールの
スレッド数を増加させて，ほかのポートレット取得処理が動作できるようにし
ます。

KDPF31033-WKDPF31033-WKDPF31033-WKDPF31033-W
The problem occurred during processing of reading the PSML. aa...aa

ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータを読み込み中に問題が発生
しました。
aa...aa：詳細メッセージ

問題が発生した詳細内容を次の表に示します。

表 E-5　KDPF31033-Wの詳細内容

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）

LayoutPattern does not exist. uCosminexus Portal 
Frameworkを続行します。

システム管理者に連絡してくだ
さい。システム管理者はポート
レット配置情報ファイル
（PSMLファイル）のデータを
見直してください。“sizes”パ
ラメタに設定されているレイア
ウトパターンは無効です。コン
トローラ定義ファイルに存在す
る正しいレイアウトパターン名
を設定してください。

“sizes” parameter’s value is 
invalid.

uCosminexus Portal 
Frameworkを続行します。

システム管理者に連絡してくだ
さい。
システム管理者はポートレット
配置情報ファイル（PSMLファ
イル）のデータを見直してくだ
さい。“sizes”パラメタの値が
不正です。
•“sizes”パラメタにレイアウ
トパターンを設定されている
場合
コントローラ定義ファイルに
設定されている列数と，設定
されている数（<portlets>タ
グの数）が異なりますので，
統一してください。

• 上記以外
“sizes”パラメタの列数と，
設定されている列数
（<portlets>タグの数）が異
なりますので，統一してくだ
さい。
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KDPF33001-WKDPF33001-WKDPF33001-WKDPF33001-W
The problem occurred during processing of acquiring the layout information. aa...aa

レイアウト情報を取得中に問題が発生しました。
aa...aa：詳細メッセージ

問題が発生した詳細内容を次の表に示します。

表 E-6　KDPF33001-Wの詳細内容

KDPF37001-WKDPF37001-WKDPF37001-WKDPF37001-W
Distributed Portlet tried a connection but it was refused.

分散ポートレットで通信障害が発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

Portlet’s size is invalid uCosminexus Portal 
Frameworkを続行します。

システム管理者に連絡してくだ
さい。
システム管理者はポートレット
配置情報ファイル（PSMLファ
イル）のデータを見直してくだ
さい。
表示できないポートレットが設
定されています。コントローラ
定義ファイルに設定されている
レイアウトパターンの列サイズ
と，指定されているポートレッ
トのサイズが異なりますので，
統一してください。

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）

LayoutPattern is invalid. レイアウトを「行列形式」とし
て処理を続行します。「ユーザ
登録形式」のレイアウトは無効
となります。

ポートレット配置情報ファイル
（PSMLファイル）のデータに
設定されているレイアウトパ
ターンが無効です。「行列形式」
としてカスタマイズを続行する
か，別のレイアウトで再度カス
タマイズしてください。システ
ム管理者に連絡してください。

Some portlets can not display. 処理を続行します。 表示できないポートレットが存
在します。必要なポートレット
を選択して，カスタマイズを
行ってください。

aa...aa：
問題が発生した詳細内容

（S） （O）
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KDPF37002-WKDPF37002-WKDPF37002-WKDPF37002-W
Portlet is not found or it is a communication obstacle.

このポートレットは現在調整中，または通信障害が発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF37003-WKDPF37003-WKDPF37003-WKDPF37003-W
Portlet contents is invalid. Maybe it occurred communication obstacle.

コンテンツの形式が不正，または通信障害が発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF41005-EKDPF41005-EKDPF41005-EKDPF41005-E
media&url service was not set or the setting is invalid.

マッピング定義ファイルのmedia属性と url属性に値が設定されていません。

（S）処理を続行します。

（O）マッピング定義ファイルのmedia属性と url属性を設定してください。

KDPF41009-EKDPF41009-EKDPF41009-EKDPF41009-E
Illegal parameter : aa...aa was passed to PortletInfoBean.

ポートレット情報取得 Beanに渡されたパラメタが不正です。
aa...aa：パラメタ名

（S）IllegalArgumentExceptionを返します。

（O）JSPファイルを修正してください。

KDPF41010-EKDPF41010-EKDPF41010-EKDPF41010-E
Interval must be a positive integer.

プロパティの設定が誤っています。

（S）処理を中止します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）で
jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.intervalプロパティが正の整数である
ことを確認してください。

KDPF41011-EKDPF41011-EKDPF41011-EKDPF41011-E
Timeout must be a positive integer.

プロパティの設定が誤っています。
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（S）処理を中止します。

（O）プロパティファイル（PortalResources.properties）で
jp.co.hitachi.soft.portal.services.ActivityService.timeoutプロパティが正の整数である
ことを確認してください。

KDPF41014-EKDPF41014-EKDPF41014-EKDPF41014-E
Cosminexus Portal Framework hasn't be initialized.

uCosminexus Portal Frameworkの起動に失敗した状態で使用しています。

（S）処理を中止します。

（O）uCosminexus Portal Frameworkの起動に失敗した要因を調査して，uCosminexus 
Portal Frameworkを再起動してください。

KDPF41015-EKDPF41015-EKDPF41015-EKDPF41015-E
Failed to get the content.

コンテンツの取得に失敗しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次の点を確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。

KDPF41016-EKDPF41016-EKDPF41016-EKDPF41016-E
Invalid URL was specified.

不正な URLが指定されました。

（S）イベントログを出力します。

（O）URLが正しいかを確認してください。

KDPF41017-EKDPF41017-EKDPF41017-EKDPF41017-E
Obstacle occurred in the portlet.

ポートレットで障害が発生しました。

（S）イベントログを出力します。

（O）次の点を確認してください。
• URLが正しいか。
• フィルタリングで要素を［削除する］に指定していないか。
• ポートレットのWebに問題がないか。
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KDPF41018-EKDPF41018-EKDPF41018-EKDPF41018-E
Failed to parse a html file.

HTMLファイルが解析できませんでした。

（S）イベントログを出力します。

（O）コンテンツの内容が正しいかを確認してください。

KDPF41019-EKDPF41019-EKDPF41019-EKDPF41019-E
An error is in the specification of a file.

フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）の記述に誤りがあります。

（S）フォーム認証定義ファイルの設定を無視して処理を続行します。

（O）フォーム認証定義ファイル（formbase-auth.cfg）の内容を確認してください。

KDPF41020-EKDPF41020-EKDPF41020-EKDPF41020-E
File does not exist.   aa...aa

ファイルが見つかりません。
aa...aa：ファイル名

（S）ファイルがないものとして処理を続行します。

（O）ファイルがあるかを確認してください。

KDPF41021-EKDPF41021-EKDPF41021-EKDPF41021-E
The XSLT file is invalid. File:aa...aa

XSLTファイルの文法に誤りがあります。
aa...aa：XSLTファイルのURL

（S）JSPExceptionを出力します。

（O）XSLTファイルを修正してください。

KDPF41022-EKDPF41022-EKDPF41022-EKDPF41022-E
Scenario file for Web Contents Parser is not found.

Webコンテンツ書き換えのためのパーサが使用する動作設定ファイルが見つかりません。

（S）エラー画面を出力します。

（O）動作設定ファイルの所在を確認します。

KDPF41023-EKDPF41023-EKDPF41023-EKDPF41023-E
There is wrong  Data Schema in {file}.

Webコンテンツ書き換えのためのパーサが使用する動作設定ファイルが不正な文法を使
用しています。
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（S）エラー画面を出力します。

（O）動作設定ファイルを確認します。

KDPF41041-EKDPF41041-EKDPF41041-EKDPF41041-E
Failed to get {PROJECT_HOME}.

{PROJECT_HOME}の取得に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）Portal Managerのディレクトリ構成が正しいか確認してください。

KDPF41042-EKDPF41042-EKDPF41042-EKDPF41042-E
Failed to open the file. aa...aa

各種設定ファイルが開けませんでした。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• メモリが不足していないか。
• 各種設定ファイルの格納場所は正しいか。 
• ポータルプロジェクト以外のパスを指定していないか。

KDPF41043-EKDPF41043-EKDPF41043-EKDPF41043-E
Failed to read the file.aa...aa

各種設定ファイルの読み込みに失敗しました。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• ファイルの属性が読み込み専用になっていないか。
• セキュリティポリシーは正しく設定されているか。
• ファイルが存在しているか。

KDPF41044-EKDPF41044-EKDPF41044-EKDPF41044-E
Failed to read the file. The format of the file was invalid. aa...aa

ファイルフォーマットが正しくないため，ファイルの読み込みに失敗しました。ファイ
ルを確認してください。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• メモリが不足していないか。
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• Portal Managerのディレクトリ構成が正しいか。
• 各種設定ファイルの格納場所は正しいか。
• セキュリティポリシーが正しく設定されているか。

KDPF41045-EKDPF41045-EKDPF41045-EKDPF41045-E
Failed to get the data. The format of the file was invalid.

ファイルフォーマットが正しくないため，ファイルの読み込みに失敗しました。ファイ
ルを確認してください。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）読み込みしようとしたファイルのフォーマットが正しいか確認してください。

KDPF41046-EKDPF41046-EKDPF41046-EKDPF41046-E
Failed to get the data. Required item did not set. aa...aa

読み込みをしたファイルに必須項目が設定されていないため，データが取得できません。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）読み込みしようとしたファイルに，正しくデータが設定されているか確認してくだ
さい。

KDPF41047-EKDPF41047-EKDPF41047-EKDPF41047-E
Failed to get the data. The value of the setting was invalid. aa...aa

データの取得に失敗しました。設定値が正しくありません。ファイルを確認してくださ
い。取得しようとしたデータの，設定値が誤っています。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）読み込みしようとしたファイルに，正しくデータが設定されているか確認してくだ
さい。

KDPF41048-EKDPF41048-EKDPF41048-EKDPF41048-E
Failed to write the file. aa...aa

各種設定ファイルの書き込みに失敗しました。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• ファイルの属性が読み込み専用になっていないか。
• ファイル名に使用できない文字が含まれていないか。
• セキュリティポリシーは正しく設定されているか。
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• メモリが不足していないか。
• ハードディスクの空き容量があるか。

KDPF41049-EKDPF41049-EKDPF41049-EKDPF41049-E
Failed to write the file because the format of the file was invalid. aa...aa

ファイルフォーマットが正しく定義されていないため，ファイルの書き込みに失敗しま
した。
aa...aa：エラーが発生したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）ファイルフォーマットが正しく定義されているか確認してください。

KDPF41050-EKDPF41050-EKDPF41050-EKDPF41050-E
Failed to upload the file.

ファイルのアップロードに失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）正しいファイルを設定してください。

KDPF41052-EKDPF41052-EKDPF41052-EKDPF41052-E
The value that was input was invalid.

各設定画面での入力値が不正です。

（S）処理を中止します。

（O）入力内容が正しいか確認してください。

KDPF41059-EKDPF41059-EKDPF41059-EKDPF41059-E
The problem occurred during controller definition file reading. xxx 

コントローラ定義ファイル読み込み中に問題が発生しました。

xxx：詳細メッセージ

（S）uCosminexus Portal Frameworkを終了します。

（O）xxxによってコントローラ定義ファイルを見直してください。

The controller name is except an alphanumeric character.
コントローラ名を英数字だけにしてください。

The controller name overlaps.
重複しないコントローラ名に変更してください。

A breadth size name is except an alphanumeric character.
横幅サイズ名を英数字だけにしてください。

The size name overlaps.
重複しない横幅サイズ名に変更してください。
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Value of the parameter of a controller does not exist in a breadth size name.
横幅サイズ名に存在する valueを設定してください。

Pixel value specification and % specification are intermingled in value of breadth 
size.

指定を統一して vlalueを設定してください。

An error is in grammar castor.
文法を正しく書き直してください。

A file reads and it is in a prohibition state.
読み込みできる状態にしてください。

KDPF41060-EKDPF41060-EKDPF41060-EKDPF41060-E

An error is in specification of a parameter. name=xxx value=yyy　condition=zzz　{default=aaa}
パラメタの指定に誤りがあります。

xxx：パラメタ名称

yyy：指定した値

zzz：設定できる範囲，値のリスト，データ型などの条件を記述します。
• 設定できる範囲の例：0-100と記述している場合，0から 100まで設定できます。
• 値のリストの例：value1,value2と記述している場合，value1または value2が設
定できます。

• データ型の例：integerと記述している場合，整数値だけ設定できます。
• 条件の例：MultiJSPPortletと記述している場合，日立 APIポートレットだけ指
定できます。

aaa：適用したデフォルト値

（S）デフォルト値が記述している場合，それを適用して処理を続行します。デフォルト
値が記述していない場合，処理を中止します。

（O）設定内容を確認してください。

KDPF41061-EKDPF41061-EKDPF41061-EKDPF41061-E
All portlet cannot be deleted.

ポートレットをすべて削除することはできません。

（S）uCosminexus Portal Frameworkの現在表示されているレイアウトの，ポートレッ
トをすべて削除することはできません。なお，このメッセージは，利用者がホーム画面
または［レイアウト編集画面］でポートレットの閉じるボタンを押したときに表示され
ます。

（O）なし。
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KDPF41062-EKDPF41062-EKDPF41062-EKDPF41062-E
A portlet parallel-ized service cannot be used.

ポートレット並列化機能を使用できません。

（S）ポートレット並列化機能を抑止します。

（O）ポートレットのタイムアウト監視ができません。スレッドプールの初期個数を見直
してください。

KDPF43001-EKDPF43001-EKDPF43001-EKDPF43001-E
The problem occurred during processing of acquiring the PSML data. aa...aa

ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータを取得中に問題が発生しま
した。

aa...aa：詳細メッセージ

問題が発生した詳細内容を以下に示します。

aa...aa：Controller’s name is invalid（path:a layoutgroup:b device:c 
controllername:d）.

（S）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに設定されている
コントローラ名が不正なため，ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）
のデータの取得処理を中止します。

a：ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパス
b：レイアウトグループ名
c：デバイス名
d：コントローラ名

（O）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに，正しいコント
ローラ名を設定してください。

aa...aa：Controller’s name is invalid（user:a device:b controllername:c）.

（S）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに設定されている
コントローラ名が不正なため，処理を中止します。

a：ユーザ ID
b：デバイス名
c：コントローラ名

（O）システム管理者に連絡してください。システム管理者はポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のデータに，正しいコントローラ名を設定してくださ
い。

aa...aa：Control’s name is invalid（path:a layoutgroup:b device:c controlname:d）.

（S）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに設定されている
コントロール名が不正なため，ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）
のデータの取得処理を中止します。
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a：ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のパス
b：レイアウトグループ名
c：デバイス名
d：コントロール名

（O）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに，正しいコント
ロール名を設定してください。

aa...aa：Control’s name is invalid（user:a device:b controlname:c）.

（S）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータに設定されている
コントロール名が不正なため，処理を中止します。

a：ユーザ ID
b：デバイス名
c：コントロール名

（O）システム管理者に連絡してください。システム管理者はポートレット配置情報
ファイル（PSMLファイル）のデータに，正しいコントロール名を設定してくださ
い。

aa...aa：The default PSML(homeCHTML.psml,homeHDML.psml) is not found

デフォルトのポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）が見つかりません
でした。

（S）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）のデータが取得できないの
で，処理を中止します。

（O）設定ファイル格納場所，設定ファイルの内容，デフォルトのポートレット配置
情報ファイル（PSMLファイル）が格納されているパスが 255文字以内であること
を確認してください。

KDPF45001-EKDPF45001-EKDPF45001-EKDPF45001-E

Portal Managerを起動できません。起動ユーザの IPアドレスが未設定です。
起動ユーザの IPアドレスが未設定です。

（S）Portal Managerを終了します。

（O）PortalSetup.propertiesファイルに IPアドレスが正しく設定されているか確認して
ください。

KDPF45003-EKDPF45003-EKDPF45003-EKDPF45003-E

Portal Managerを起動できません。設定ファイルの読み込みに失敗しました。
各種設定ファイルの読み込みに失敗しました。

（S）Portal Managerを終了します。

（O）次のことを確認してください。
• 設定ファイルがあるか。
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• パラメタが正しく設定されているか。
• セキュリティポリシーが正しく設定されているか。

KDPF45007-EKDPF45007-EKDPF45007-EKDPF45007-E

接続情報が登録されていません。構成情報を実行するには，接続情報を登録する必要がありま
す。接続情報を登録してから実行してください。

接続情報が，登録されていません。

（S）処理を中止します。

（O）接続情報を登録してください。

KDPF45008-EKDPF45008-EKDPF45008-EKDPF45008-E

構成情報が登録されていません。マッピング情報を実行するには，構成情報を登録する必要が
あります。構成情報を登録してから実行してください。

構成情報が，登録されていません。

（S）処理を中止します。

（O）構成情報を登録してください。

KDPF45010-EKDPF45010-EKDPF45010-EKDPF45010-E

削除する項目が選択されていません。削除する項目を選択してください。
削除画面で削除する項目が選択されていません。

（S）処理を中止します。

（O）削除画面で削除する項目を選択してください。

KDPF45011-EKDPF45011-EKDPF45011-EKDPF45011-E

ファイルが選択されていません。ファイルを選択してください。
ファイルが選択されていません。

（S）処理を中止して，再度［PAR形式のポートレットの追加］画面を表示します。

（O）［PAR形式のポートレットの追加］画面でファイルを選択してください。

KDPF45012-EKDPF45012-EKDPF45012-EKDPF45012-E

選択されたファイルは対象外のファイルです。PAR形式のファイルを選択してください。
追加する PAR形式のファイルが選択されていません。

（S）処理を中止して，再度［PAR形式のポートレットの追加］画面を表示します。

（O）［PAR形式のポートレットの追加］画面で PAR形式のファイルを選択してくださ
い。
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KDPF45013-EKDPF45013-EKDPF45013-EKDPF45013-E

指定されたポートレットはすでにあります（自動展開されたポートレットではありません）。
PAR形式ポートレットの追加を終了します。

Portal Managerを使用しないで追加されたポートレット内に，指定されたポートレット
があります。

（S）処理を中止します。

（O）［OK］ボタンをクリックしてください。［PAR形式のポートレットの追加］画面に
戻ります。

KDPF45014-EKDPF45014-EKDPF45014-EKDPF45014-E

ファイルがありません。
指定された場所に PAR形式のファイルがありません。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• 指定したパス（ディレクト名およびファイル名）が正しいか。
• 指定したパスに PAR形式のファイルがあるか。

KDPF45015-EKDPF45015-EKDPF45015-EKDPF45015-E

ディレクトリの作成に失敗しました。
ディレクトリの作成に失敗しました。次の原因が考えられます。
• PAR形式ファイルの展開先ディレクトリの作成に失敗した。
• アンデプロイ対象の Portletディレクトリを格納する移動先ディレクトリの作成に失敗
した。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• メモリが不足していないか。
• ハードディスクの空き容量があるか。
• デプロイ定義ファイル（hportlet.xml）にポートレット名が正しく設定されている
か。

• セキュリティポリシーが正しく設定されているか。
• 指定したディレクトリパスがあるか。

KDPF45016-EKDPF45016-EKDPF45016-EKDPF45016-E

par形式ファイルの展開に失敗しました。
PAR形式ファイルの展開に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
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• メモリが不足していないか。
• ハードディスクの空き容量があるか。

KDPF45018-EKDPF45018-EKDPF45018-EKDPF45018-E

ファイルまたはディレクトリの移動に失敗しました。
削除対象の Portletディレクトリの移動に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• メモリが不足していないか。
• ハードディスクの空き容量があるか。
• デプロイ定義ファイル（hportlet.xml）にポートレット名が正しく設定されている
か。

• セキュリティポリシーが正しく設定されているか。

KDPF45019-EKDPF45019-EKDPF45019-EKDPF45019-E

ファイルまたはディレクトリの削除に失敗しました。
移動ディレクトリの一括削除に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• メモリが不足していないか。

KDPF45020-EKDPF45020-EKDPF45020-EKDPF45020-E

選択された接続情報は参照されているため削除できません。
選択された接続情報は参照されているため削除できません。

（S）処理を中止して，再度［接続情報の設定］画面を表示します。

（O）選択された接続情報が参照されていないか確認してください。

KDPF45021-EKDPF45021-EKDPF45021-EKDPF45021-E

選択された構成情報は参照されているため削除できません。
選択された構成情報は参照されているため削除できません。

（S）処理を中止して，再度［構成情報の設定］画面を表示します。

（O）選択された構成情報が参照されていないか確認してください。

KDPF45022-EKDPF45022-EKDPF45022-EKDPF45022-E

指定された項目はすでにあります。
指定された項目はすでにあります。

（S）処理を中止して，操作する前の画面を表示します。
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（O）指定する項目名の値を変更してください。

KDPF45025-EKDPF45025-EKDPF45025-EKDPF45025-E

必須項目が入力されていません。必須項目を入力してください。
必須項目が入力されていません

（S）処理を中止します。

（O）必須項目を入力してください。

KDPF45031-EKDPF45031-EKDPF45031-EKDPF45031-E

指定されたポートレットはすでにあります。
指定されたポートレットはすでにあります。

（S）処理を中止します。

（O）すでに存在するポートレットを削除するか，別のポートレット名を指定してくださ
い。

KDPF45033-EKDPF45033-EKDPF45033-EKDPF45033-E

プロジェクトホームの指定が誤っているか，指定された場所にありません。
プロジェクトホームの指定が誤っているか，指定された場所にありません。

（S）処理を中止します。

（O）プロジェクトホームの指定が正しいか確認してください。

KDPF45034-EKDPF45034-EKDPF45034-EKDPF45034-E

接続情報が登録されていません。
接続情報が登録されていません。

（S）処理を中止します。

（O）接続情報を登録してください。

KDPF45035-EKDPF45035-EKDPF45035-EKDPF45035-E

構成情報が登録されていません。
構成情報が登録されていません。

（S）処理を中止します。

（O）構成情報を登録してください。

KDPF45037-EKDPF45037-EKDPF45037-EKDPF45037-E

PAR形式ポートレットの追加処理中にエラーが発生しました。作業内容は完全に削除できまし
た。
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PAR形式のポートレットの追加処理中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF45038-EKDPF45038-EKDPF45038-EKDPF45038-E

PAR形式ポートレットの追加処理中にエラーが発生しました。作業内容を完全に削除できませ
んでした。

PAR形式のポートレットの追加処理中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF45039-EKDPF45039-EKDPF45039-EKDPF45039-E

キャッシュクリアに失敗しました。

キャッシュクリアに失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）ディスクキャッシュの格納ディレクトリがあるか確認してください。

KDPF45040-EKDPF45040-EKDPF45040-EKDPF45040-E

マッピング定義ファイルの出力先ディレクトリがありません。

マッピング定義ファイルの出力先ディレクトリがありません。

（S）処理を中止します。

（O）マッピング定義ファイルの出力先ディレクトリを作成してください。

KDPF45041-EKDPF45041-EKDPF45041-EKDPF45041-E

ポートレットの定義がありません。

ポートレットの定義がありません。

（S）処理を中止します。

（O）ポートレットの定義をしてください。

KDPF45042-EKDPF45042-EKDPF45042-EKDPF45042-E

指定できない値が選択されています。

指定できない値が選択されています。

（S）処理を中止します。

（O）指定できる値を選択してください。
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KDPF47101-EKDPF47101-EKDPF47101-EKDPF47101-E
Failed to connect with Domino server (server=xxx,Info=yyyy)

サーバに接続できませんでした。
Dominoサーバに接続できませんでした。
xxx：接続先 Dominoサーバ
yyyy：NotesBeanから返却されたエラーコード

（S）処理を中止します。

（O）ユーザの権限に応じて，次のとおり対処してください。

ポータル利用者
Notes Portlet利用中にパスワードを変更している場合，一度ポータルからログ
アウトし，再度ログインしてください。

システム管理者
• ポータルサーバ上で前提ライブラリが正しくセットアップされているか確認
してください。

• Dominoサーバの設定が正しく行われているか，確認してください
（HTTP,DIIOPサーバなど）。

• ポータルサーバと Dominoサーバ間のネットワークが正しく作動しているこ
とを確認してください。

• Dominoサーバのユーザの設定で，ログインするユーザ名が「（共通名）/
（サーバ名）」の形式で登録されていることを確認してください。

• 利用者が使用しているメール DBが前提 DBであることを確認してください。

KDPF47102-EKDPF47102-EKDPF47102-EKDPF47102-E
Failed to get Single-Signon information

Cosminexus Managerからシングルサインオン情報が取得できませんでした。

（S）処理を中止します。

（O）ユーザの権限に応じて，次のとおり対処してください。

ポータル利用者
Cosminexus Managerのシングルサインオン設定を確認してください。

システム管理者
jaas.confに NotesLoginModuleが定義されていることを確認してください。

KDPF47103-EKDPF47103-EKDPF47103-EKDPF47103-E
Received an invalid response from Domino server

Dominoサーバへの要求に対して，Dominoサーバが不正な応答を返しました。

（S）処理を中止します。

（O）システム管理者が次のとおり対処してください。
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• ポータルサーバ上で前提ライブラリが正しくセットアップされているか確認してくだ
さい。

• Dominoサーバの設定が正しく行われているか，確認してください（HTTP,DIIOP
サーバなど）。

• ポータルサーバと Dominoサーバ間のネットワークが正しく作動していることを確認
してください。

• Dominoサーバのユーザの設定で，ログインするユーザ名が「（共通名）/（サーバ
名）」の形式で登録されていることを確認してください。

• 接続ユーザのメール DBが破損していないか確認してください。
• Notesサーバ上でエラーが発生していないか確認してください。エラーが発生してい
る場合，エラーに対処してください。

KDPF47104-EKDPF47104-EKDPF47104-EKDPF47104-E
Occurred an unexpected error

予期しない，修復できないエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）システム管理者が次のとおり対処してください。
• /WEB-INF/log/application??.logをサポートセンターに送付して調査を依頼してくだ
さい。

KDPF50001-IKDPF50001-IKDPF50001-IKDPF50001-I
Starting Cosminexus Portal Framework.

uCosminexus Portal Frameworkを起動します。

（S）uCosminexus Portal Frameworkを起動中です。

（O）特にありません。

KDPF50002-IKDPF50002-IKDPF50002-IKDPF50002-I
Cosminexus Portal Framework has come up.

uCosminexus Portal Frameworkを起動しました。

（S）uCosminexus Portal Frameworkを起動しました。

（O）特にありません。

KDPF50003-EKDPF50003-EKDPF50003-EKDPF50003-E
Initialization failed. Cosminexus Portal Framework stopped.

uCosminexus Portal Frameworkの起動に失敗しました。

（S）uCosminexus Portal Frameworkの起動中にエラーが発生しました。

（O）障害対応機能によって出力されたエラーメッセージやトレース情報を参照して，そ
の内容を基に原因を特定してください。
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エラーの原因と見直し項目を次に示します。
• uCosminexus Portal Frameworkのバージョンアップをした際，移行方法に問題
がなかったか見直してください。

• 構築手順が正しかったか見直してください。
• uCosminexus Portal Frameworkのファイルやプロパティの設定をした場合，設
定内容に問題がないか見直してください。

KDPF50005-IKDPF50005-IKDPF50005-IKDPF50005-I
Stopping Cosminexus Portal Framework.

uCosminexus Portal Frameworkを停止します。

（S）uCosminexus Portal Frameworkを停止中です。

（O）特にありません。

KDPF50006-IKDPF50006-IKDPF50006-IKDPF50006-I
Cosminexus Portal Framework has stopped.

uCosminexus Portal Frameworkを停止しました。

（S）uCosminexus Portal Frameworkを停止しました。

（O）特にありません。

KDPF50010-IKDPF50010-IKDPF50010-IKDPF50010-I
Request Information (username: {aa...aa}, sessionid:{bb...bb}, URL:{cc...cc}, remoteaddr:{dd...dd})

リクエスト情報です。
aa...aa：ユーザ名
bb...bb：セッション ID
cc...cc：URL
dd...dd：IPアドレス

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF50011-IKDPF50011-IKDPF50011-IKDPF50011-I
Request Parameter ({aa...aa})

リクエストパラメタ情報です。
aa...aa：リクエストパラメタ

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF50012-IKDPF50012-IKDPF50012-IKDPF50012-I
Request Header ({aa...aa})

リクエストヘッダ情報です。
aa...aa：リクエストヘッダ

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF50013-IKDPF50013-IKDPF50013-IKDPF50013-I
Request Attribute ({aa...aa})

リクエスト属性情報です。
aa...aa：リクエスト属性

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF60001-EKDPF60001-EKDPF60001-EKDPF60001-E
Crypt functions failed because of the systematic reason.

分散ポートレットの認証で暗号化・複合化の処理に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）Cosminexus暗号処理ライブラリへのパスが正しく設定されているか見直してくだ
さい。

KDPF60002-EKDPF60002-EKDPF60002-EKDPF60002-E
An attempt to load the portlet config information has failed.

ポートレット設定情報（jetspeed-confg.jcfgファイル）の読み込みまたは書き込みに失敗
しました。
• 読み込み処理：ファイルが読み込めない。
• 書き込み処理：ファイル書き込みでタイムアウトが発生した，または書き込みに失敗
した。

（S）処理を中止します。

（O）ポートレット設定情報ファイルが読み書きできる状態にあるか確認してください。

KDPF60004-EKDPF60004-EKDPF60004-EKDPF60004-E
ActionModule not found. (classname: {aa...aa})

アクションモジュールがありません。
aa...aa：指定されたアクションモジュールクラス

（S）ポータルサーバの起動処理を中止します。

（O）正しいアクションモジュールを指定しているか確認してください。
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KDPF60005-EKDPF60005-EKDPF60005-EKDPF60005-E
Illegal Action Module. (classname: aa...aa, reason:bb...bb)

アクションモジュールの指定が無効です。指定したアクションモジュールが
jp.co.hitachi.soft.portal.portlet.api.DefaultActionModule を継承していないか存在して
いません。
aa...aa：指定されたアクションモジュールクラス
bb...bb：エラーが発生した理由

（S）ポータルサーバの起動処理を中止します。

（O）正しいアクションモジュールを指定しているか確認してください。

KDPF60006-EKDPF60006-EKDPF60006-EKDPF60006-E
ERROR MESSAGE WAS SENT TO THE USER SCREEN.(message : aa...aa)

ポートレットのコンテンツ出力に失敗しました。
aa...aa：ポートレットのコンテンツパス，またはエラーメッセージ

（S）エラーテンプレートを表示し処理を続行します。

（O）直前に出力されているエラーメッセージを確認してください。

KDPF60007-EKDPF60007-EKDPF60007-EKDPF60007-E
PortalConfigRegistryManagerService is not active.

ポートレットグループサービスが起動していません。

（S）ポートレット取得不可の状態で処理を続行します。

（O）ポートレットグループサービスの設定を確認したあと，ポータルサーバを再起動し
てください。

KDPF60008-EKDPF60008-EKDPF60008-EKDPF60008-E
Bean error.aa...aa

Beanの処理でエラーが発生しました。
aa...aa：エラー内容
エラーの詳細内容を次の表に示します。

表 E-7　 KDPF60008-Eの詳細内容

aa...aa：エラー内容
（エラー内容の説明）

（S） （O）

Sequence Error: initialize layout 
bean first.
（ポートレットテンプレート Bean
の initBeanメソッドが呼ばれて
いないか，initBeanメソッドでエ
ラーが発生しています。）

デフォルト値を返却します。 InitBeanメソッドを呼び出し
ポートレットテンプレート
Beanを初期化してください。
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KDPF60009-EKDPF60009-EKDPF60009-EKDPF60009-E
Failed to retrieve portlet configuration. (name: aa...aa, reason: bb...bb)

ポートレットのパラメタ取得に失敗しました。
aa...aa：パラメタ取得に失敗したポートレット名称
bb...bb：取得に失敗した理由

（S）エラーテンプレートを表示し処理を続行します。

（O）ポートレット設定情報の内容を確認してください。

KDPF60010-EKDPF60010-EKDPF60010-EKDPF60010-E
Illegal portlet setting. (name:aa...aa, reason:bb...bb)

ポートレット定義に誤りがあります。

Illegal use: 
NavigationPanedLayoutBean 
can use with 
NavigationPanedPortletControl 
ONLY.
（NavigationPanedLayoutBean
がナビゲーションテンプレート以
外で呼ばれています。）

IllegalStateExceptionをスロー
します。

NavigationPanedLayoutBean
の呼び出し場所を変更してく
ださい。

Illegal use: This PortletControl 
should be used with 
PanedPortletControl ONLY.
（PanedLayoutBeanがタブ付きの
ポートレットテンプレート以外で
呼ばれています。）

IllegalStateExceptionをスロー
します。

タブ付きポートレットテンプ
レートで使用してください。

Illegal use: NoTitleLayoutBean 
should be used with 
NoTitleLayoutControl ONLY.
（NoTitleLayoutBeanがタブなし
のポートレットテンプレート以外
で呼ばれています。）

IllegalStateExceptionをスロー
します。

タブなしのポートレットテン
プレートで使用してください。

Illegal use: This bean should be 
used with TitleLayoutControl.
（TitleLayoutBeanがタイトル
バー付きのポートレットテンプ
レート以外で呼ばれています。）

IllegalStateExceptionをスロー
します。

タイトルバー付きのポート
レットテンプレートで使用し
てください。

Internal: Received the illegal 
portlet.
（TitleLayoutBeanに不正なポー
トレットが渡されました。）

IllegalArgumentExceptionまた
は
UnsupportedOperationExceptio
nをスローします。

TitleLayoutBeanに不正な引
数を渡していないか確認して
ください。

Illegal Argument.
（PortletBeanに不正な値が渡され
ました。）

IllegalArgumentExceptionをス
ローします。

PortletBeanに不正な値を渡
していないか確認してくださ
い。

aa...aa：エラー内容
（エラー内容の説明）

（S） （O）
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aa...aa：定義に誤りのあるポートレット名称
bb...bb：エラー内容

（S）デフォルト値を用いて続行します。

（O）ポートレット定義に誤りがないか確認してください。

KDPF60011-EKDPF60011-EKDPF60011-EKDPF60011-E
API error: (aa....aa)

APIの使用方法に誤りがあります。
aa...aa：エラー内容

（S）エラーの発生した APIによって異なります。
タグライブラリの場合：JspExceptionをスローします。
その他：処理を中止します。

（O）呼び出した APIのパラメタを見直してください。

KDPF60012-EKDPF60012-EKDPF60012-EKDPF60012-E
Service unavailable. (service: aa...aa, reason:bb...bb)

サービスの初期化に失敗しました。
aa...aa：起動に失敗したサービス名
bb...bb：起動に失敗した理由

（S）処理を中止します。

（O）直前にエラーメッセージが出力されている場合はエラー内容を確認して対処してく
ださい。

KDPF60013-EKDPF60013-EKDPF60013-EKDPF60013-E
Definition or environment of the portlet is invalid. portlet name : aa...aa

ポートレットの定義または環境が不正です。
aa...aa：読み込みに失敗したポートレット名称

（S）IllegalStateExceptionをスローします。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）が正しいかまたは読み込みでき
るか見直してください。

KDPF60014-EKDPF60014-EKDPF60014-EKDPF60014-E
Communication error. (aa...aa)

通信障害が発生しました。
aa...aa：エラー内容
• プロキシを使用していないのに，応答コード 407を受信しました。
• Max-Forwardsが限界値を超えました。無限ループを防ぐために転送することはでき
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ません。
• Response設定中にエラーが発生しました。
• Webサーバ（もしくはプロキシ）との接続に失敗しました。
• ソケットレベルで例外が発生しました。
• 応答コードが取得できません。
• URLConnectionから有益な情報を引き出せませんでした。
• Postデータの文字列変換に失敗しました。
• Getデータの文字列変換に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF60015-EKDPF60015-EKDPF60015-EKDPF60015-E
Process was stopped by the other thread.

ポートレットコンテンツ取得処理中にスレッド割り込みが発生し，ポートレットアク
ションイベント処理を異常終了しました。

（S）ポートレットアクションイベントの処理を中止します。

（O）ポータルサーバへのリクエストがすべて終了してからポータルサーバを停止するよ
うにしてください。

KDPF60016-EKDPF60016-EKDPF60016-EKDPF60016-E
The screen cannot be displayed.{aa...aa}

画面が表示できません。
aa...aa：エラー内容

（S）エラーメッセージを画面に表示します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。

KDPF60017-EKDPF60017-EKDPF60017-EKDPF60017-E
Failed to parse contents. (Error occured at: {aa....aa})

コンテンツ取得処理に失敗しました。
aa...aa：エラー内容

（S）コンテンツ取得処理を中止します。

（O）正しいコンテンツを返しているか確認してください。また，エラー内容を確認し原
因を取り除いてください。

KDPF60018-EKDPF60018-EKDPF60018-EKDPF60018-E
An error occurred during processing request.

リクエスト処理でエラーが発生しました。
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（S）エラー画面を表示します。

（O）直前に出力されているエラーメッセージを確認し原因を取り除いてください。

KDPF60019-EKDPF60019-EKDPF60019-EKDPF60019-E
Invalid configuration property settings. {aa...aa}

プロパティの設定が不正です。
aa...aa：不正なプロパティ

（S）処理を中止します。

（O）正しいプロパティを設定してください。

KDPF60020-EKDPF60020-EKDPF60020-EKDPF60020-E
PortalPageInfoBean is not initialized.

PortalPageInfoBeanが初期化されていません。

（S）IllegalStateExceptionを発生します。

（O）JSPファイルを修正してください。

KDPF60021-WKDPF60021-WKDPF60021-WKDPF60021-W
The set User definition item was not found. ({aa...aa})

設定されたユーザ定義項目は見つかりませんでした。
aa...aa：見つからなかったユーザ定義項目

（S）見つからなかったユーザ定義項目を出力せずに処理を続行します。

（O）ポートレットアクセスログ出力オプションに正しいユーザ定義項目を設定してくだ
さい。

KDPF60022-WKDPF60022-WKDPF60022-WKDPF60022-W
The data size exceeded the maximum value.

データサイズが上限設定値を超えています。

（S）POSTデータを引き継ぎません。

（O）上限設定値を大きくするか，送信情報を小さくしてください。

KDPF60023-WKDPF60023-WKDPF60023-WKDPF60023-W
The HTTP header is not inclueded. ({aa...aa})

HTTPヘッダーが含まれていません。
aa...aa：HTTPヘッダー名

（S）POSTデータを引き継ぎません。

（O）JSPファイルで HTTPヘッダーを引継ぐ HIDDENパラメタ "hptl.DirectHeader"
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が記述されていることを確認してください。

KDPF60024-WKDPF60024-WKDPF60024-WKDPF60024-W

The specification of the parameter is invalid. parameter name：{aa...aa}
不正なパラメタが指定されています。
aa...aa：パラメタ名

（S）デフォルト値を適用して，処理を続行します。

（O）パラメタに正しい値を指定してください。

KDPF60025-WKDPF60025-WKDPF60025-WKDPF60025-W
The specification of the support LanguageCode is invalid.(aa...aa)

不正な言語種別が設定されています。
aa...aa：不正な言語種別

（S）不正な言語種別を適用しないで処理を続行します。

（O）正しい言語種別を設定してください。

KDPF60026-WKDPF60026-WKDPF60026-WKDPF60026-W
Invalid configuration property settings. aa...aa

不正なパラメタが設定されています。
aa...aa：パラメタ名

（S）デフォルト値を適用して処理を続行します。

（O）パラメタに正しい値を指定してください。

KDPF60027-EKDPF60027-EKDPF60027-EKDPF60027-E
Invalid configuration system property settings.(aa...aa)

Javaシステムプロパティの値が不正です。
aa...aa：不正な Javaシステムプロパティ名

（S）処理を中止します。

（O）web.xmlの system.propertiesで指定した Javaシステムプロパティの値が正しく設
定されているか確認してください。

KDPF60101-WKDPF60101-WKDPF60101-WKDPF60101-W
URLRewritingDisabled service was not set or the setting is invalid.

クライアント情報定義機能の URLRewritingDisabled属性に値が設定されていません。

（S）デフォルト値（true）として処理を続行します。

（O）クライアント情報定義ファイル（UserAgentType.xml）のURLRewritingDisabled
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属性に値を設定してください。

KDPF61100-IKDPF61100-IKDPF61100-IKDPF61100-I
The community manager service has started.

Collaboration - Online Community Managementと連携しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61101-EKDPF61101-EKDPF61101-EKDPF61101-E
An error occurred during creating the Portal Administration Group.

ポータル管理グループの作成中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）次の点を確認してください。
• Collaboration - Online Community Managementから必要なコミュニティ情報，
ワークプレース情報が連携されているか。

• 作成しようとしているポータル管理グループの情報を不正に編集していないか。
• ディスク障害が起きていないか。

KDPF61102-EKDPF61102-EKDPF61102-EKDPF61102-E
An error occurred during modifying the Portal Administration Group.

ポータル管理グループの変更中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）次の点を確認してください。
• Collaboration - Online Community Managementから必要なコミュニティ情報，
およびワークプレース情報が連携されているか。

• 更新しようとしているポータル管理グループの情報を不正に編集していないか。
• ディスク障害が起きていないか。

KDPF61103-EKDPF61103-EKDPF61103-EKDPF61103-E
An error occurred during deleting the Portal Administration Group.

ポータル管理グループの削除中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）次の点を確認してください。
• Collaboration - Online Community Managementから必要なコミュニティ情報，
ワークプレース情報が連携されているか。

• 削除しようとしているポータル管理グループの情報を不正に編集していないか。
• ディスク障害が起きていないか。
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KDPF61104-EKDPF61104-EKDPF61104-EKDPF61104-E
An error occurred during adding the members of the Portal Administration Group.

ポータル管理グループのメンバ追加中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）次の点を確認してください。
• Collaboration - Online Community Managementから必要なコミュニティ情報，
およびワークプレース情報が連携されているか。

• 追加しようとしているポータル管理グループの情報を不正に編集していないか。
• ディスク障害が起きていないか。

KDPF61106-EKDPF61106-EKDPF61106-EKDPF61106-E
An error occurred during deleting the members of the Portal Administration Group.

ポータル管理グループのメンバ削除中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）次の点を確認してください。
• Collaboration - Online Community Managementから必要なコミュニティ情報，
およびワークプレース情報が連携されているか。

• 削除しようとしているポータル管理グループの情報を不正に編集していないか。
• ディスク障害が起きていないか。

KDPF61108-EKDPF61108-EKDPF61108-EKDPF61108-E

An error occurred during access to a portal empowerment information.[aa...aa]※

運用管理情報へのアクセス時にエラーが発生しました。
aa...aa：エラー内容
注※　次の行以降に例外情報が出力される場合があります。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。

KDPF61109-EKDPF61109-EKDPF61109-EKDPF61109-E
The error occurred during access to the database for portal empowerment.aa...aa

運用管理データベースへのアクセス時にエラーが発生しました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。HiRDBのエラーメッセージが出
力されている場合は，HiRDBのマニュアルを参照しエラー原因を取り除いてください。
734



付録 E　メッセージ
KDPF61110-EKDPF61110-EKDPF61110-EKDPF61110-E
Unjust portal empowerment information was set up.aa...aa

運用管理情報に不正な値が設定されました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。

KDPF61111-EKDPF61111-EKDPF61111-EKDPF61111-E
An error occurred during the setup of a portal employment management service.aa...aa

運用管理サービスの設定に失敗しました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。

KDPF61112-EKDPF61112-EKDPF61112-EKDPF61112-E
An error occurred during execution of a portal employment management service.aa...aa

運用管理機能の実行中にエラーが発生しました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し原因を取り除いてください。

KDPF61113-EKDPF61113-EKDPF61113-EKDPF61113-E
File does not exist.file:aa...aa

ファイルが存在しません。
aa...aa：存在しないファイル名

（S）処理を中止します。

（O）ファイルを作成し，uCosminexus Portal Frameworkを再起動してください。

KDPF61114-EKDPF61114-EKDPF61114-EKDPF61114-E
The error occurred in the writing of a file.file:aa...aa

ファイル書き込み時にエラーが発生しました。
aa...aa：ファイル書き込みに失敗したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）ファイルへの書き込みに失敗した原因を調査し，uCosminexus Portal Framework
を再起動してください。
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KDPF61115-EKDPF61115-EKDPF61115-EKDPF61115-E
The error occurred in the reading of a file.file:aa...aa

ファイル読み込み時にエラーが発生しました。
aa...aa：ファイル読み込みに失敗したファイル名

（S）処理を中止します。

（O）ファイルの読み込みに失敗した原因を調査し，uCosminexus Portal Frameworkを
再起動してください。

KDPF61116-EKDPF61116-EKDPF61116-EKDPF61116-E
An error occurred during processing of directory or database reference. detail:aa...aa

ディレクトリサーバまたはデータベース参照時にエラーが発生しました。
aa...aa：エラーの詳細情報
　　@ open()：接続に失敗
　　@ <テーブル名称 >：テーブルの参照に失敗

（S）処理を中止します。

（O）detailの内容によってそれぞれの対応を行い，uCosminexus Portal Frameworkを
再起動してください。

aa...aaが”@ open()”の場合
接続に失敗した情報がログの直前に出力されているので，原因を調査してくだ
さい。

aa...aaが”@ <テーブル名称 >”の場合
必要なテーブルを作成してください。

KDPF61117-EKDPF61117-EKDPF61117-EKDPF61117-E
Failed to transfer the file or directory.(file:aa...aa)

ファイルまたはディレクトリの変更に失敗しました。
aa...aa：失敗したファイル名またはディレクトリ名

（S）処理を中止します。

（O）ファイルまたはディレクトリの変更に失敗した原因を調査し，uCosminexus Portal 
Frameworkを再起動してください。

KDPF61118-EKDPF61118-EKDPF61118-EKDPF61118-E
Unjust resource data information was set up. aa...aa bb...bb

リソースファイルに不正な情報を設定しました。 aa...aa bb...bb
不正な ResourceDataオブジェクトを作成しました。
aa...aa：発生個所
bb...bb：エラー内容
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（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認して，原因を取り除いてください。

KDPF61200-EKDPF61200-EKDPF61200-EKDPF61200-E
LogFile read error.

ログファイルの定義が読み込めません。

（S）処理を中止します。

（O）ポータルをインストールした環境を確認してください。

KDPF61201-EKDPF61201-EKDPF61201-EKDPF61201-E
Portlet deploy error.

デプロイ処理中にエラーが発生しました。 

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF61202-EKDPF61202-EKDPF61202-EKDPF61202-E

ポートレットの上書可否は同時に指定できません。
ポートレットを上書きするかどうかは同時に指定できません。

（S）処理を中止します。

（O）ポートレットの上書き指定を 1種類（上書き実行（-a）または上書き不可（-d））に
してください。

KDPF61203-EKDPF61203-EKDPF61203-EKDPF61203-E

パラメータの指定が不正です。
パラメタの指定が不正です。

（S）処理を中止します。

（O）正しい形式でパラメタを指定してください。 

KDPF61204-EKDPF61204-EKDPF61204-EKDPF61204-E

parファイルを指定してください。
PARファイルを指定してください。

（S）処理を中止します。

（O）パラメタに PARファイルへのパスを指定してください。

KDPF61205-EKDPF61205-EKDPF61205-EKDPF61205-E
Portlet undeploy error.
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アンデプロイ処理中にエラーが発生しました。 

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容についてはログで確認してください。

KDPF61206-EKDPF61206-EKDPF61206-EKDPF61206-E

ポートレット名を指定してください。
ポートレット名を指定してください。

（S）処理を中止します。

（O）パラメタにアンデプロイするポートレット名を指定してください。

KDPF61207-EKDPF61207-EKDPF61207-EKDPF61207-E

ポートレットが存在しません。
ポートレットが存在しません。

（S）処理を中止します。

（O）正常にデプロイされたポートレットで実行してください。

KDPF61210-IKDPF61210-IKDPF61210-IKDPF61210-I
The project was generated.

プロジェクトを生成しました。

（S）処理を終了します。

（O）特にありません。

KDPF61211-EKDPF61211-EKDPF61211-EKDPF61211-E
The error occurred during project generation.

プロジェクト生成中にエラーが発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）直前に出力されているメッセージを確認して対処したあと，再度実行してください。

KDPF61212-EKDPF61212-EKDPF61212-EKDPF61212-E
Creation of temporarily went wrong.

作業ディレクトリの作成に失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）作成しようとしたプロジェクトが存在し，使用中のおそれがあります。停止してか
ら再度実行してください。
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KDPF61213-EKDPF61213-EKDPF61213-EKDPF61213-E
It cannot access.

プロジェクトを生成するディレクトリにアクセスできません。

（S）処理を中止します。

（O）作成しようとしたプロジェクトパスにアクセス権がないか，書き込み権限のない
ファイルまたはディレクトリが存在しています。削除するか，書き込み権限を与えてか
ら再度実行してください。

KDPF61214-EKDPF61214-EKDPF61214-EKDPF61214-E
A project path or a container is not empty.

プロジェクトパスまたはコンテナにファイルまたはディレクトリが存在します。

（S）処理を中止します。

（O）作成しようとしたプロジェクトパスにファイルまたはディレクトリが存在していた
ため処理を中止しました。指定したプロジェクトパス内のファイルおよびディレクトリ
をすべて消すか，または上書き指定で再度実行してください。

KDPF61215-IKDPF61215-IKDPF61215-IKDPF61215-I
PortletApplication:aa...aa deploying will now start.

ポートレットアプリケーション：aa...aaのデプロイを開始します。
標準 APIポートレットのデプロイを開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61216-IKDPF61216-IKDPF61216-IKDPF61216-I
PortletApplication:aa...aa deployed successfully.

ポートレットアプリケーション：aa...aaのデプロイに成功しました。
標準 APIポートレットのデプロイに成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を終了します。

（O）特にありません。

KDPF61217-EKDPF61217-EKDPF61217-EKDPF61217-E
PortletApplication:aa...aa could not be deployed.(reason=bb...bb)

ポートレットアプリケーション：aa...aaのデプロイに失敗しました。(reason：bb...bb)
標準 APIポートレットのデプロイに失敗しました。
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aa...aa：ポートレット名（ポートレット名が取得できなかった場合は「-」を表示）
bb...bb：エラーが発生した原因
エラーが発生した原因を次に示します。

表 E-8　エラーが発生した原因（標準 APIポートレットのデプロイ）

（S）処理を中止します。

（O）bb...bbの内容を参照して，エラーが発生した原因を取り除いてください。

KDPF61218-IKDPF61218-IKDPF61218-IKDPF61218-I
PortletApplication:aa...aa making will now start.

ポートレットアプリケーション：aa...aaの生成を開始します。
標準 APIポートレットの生成を開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

bb...bb：
エラーが発生した原因

説明

Creation of temporarily went wrong.(not 
authorized to write) {ディレクトリパス }

書き込み権限がありません。

Creation of temporarily went wrong.(same path){
ディレクトリパス }

同名のパスがあります。

Creation of temporarily went wrong.(other) そのほかの原因が発生しました。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Illegal File)

指定したファイルがないか，WAR形式ではあり
ません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Illegal portlet.xml)

ポートレットアプリケーション DD
（portlet.xml）がないか，形式が不正です。

The specification of the portlet application is 
illegal.(No portlet)

ポートレット定義が一つもありません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(No Portlet-Class)

ポートレットクラス定義がありません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Servlet)

web.xmlのサーブレット定義，またはサーブレッ
トマッピング定義に，ポートレット名称と同じ
サーブレット名称が定義されています。

The specified portlet application file already 
exists.

出力先にすでに生成するファイルがあります。

Portlet application deploy error. デプロイ処理中に予期しないエラーが発生しまし
た。

An error occurred during the portlet application 
file creation.

ファイル生成時に予期しないエラーが発生しまし
た。
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KDPF61219-IKDPF61219-IKDPF61219-IKDPF61219-I
PortletApplication:aa...aa made successfully.

ポートレットアプリケーション：aa...aaの生成に成功しました。
標準 APIポートレットの生成に成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を終了します。

（O）特にありません。

KDPF61220-EKDPF61220-EKDPF61220-EKDPF61220-E
PortletApplication:aa...aa could not be made.(reason=bb...bb)

ポートレットアプリケーション：aa...aaの生成に失敗しました。(reason：bb...bb)
標準 APIポートレットの生成に失敗しました。
aa...aa：ポートレット名（ポートレット名が取得できなかった場合は「-」を表示）
bb...bb：エラーが発生した原因
エラーが発生した原因を次に示します。

表 E-9　エラーが発生した原因（標準 APIポートレットの生成）

bb...bb：
エラーが発生した原因

説明

Creation of temporarily went wrong.(not 
authorized to write) {ディレクトリパス }

書き込み権限がありません。

Creation of temporarily went wrong.(same path){
ディレクトリパス }

同名のパスがあります。

Creation of temporarily went wrong.(other) その他の原因が発生しました。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Illegal File)

指定したファイルがないか，WAR形式ではあり
ません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Illegal portlet.xml)

ポートレットアプリケーション DD
（portlet.xml）がないか，形式が不正です。

The specification of the portlet application is 
illegal.(No portlet)

ポートレット定義が一つもありません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(No Portlet-Class)

ポートレットクラス定義がありません。

The specification of the portlet application is 
illegal.(Servlet)

web.xmlのサーブレット定義，またはサーブレッ
トマッピング定義に，ポートレット名称と同じ
サーブレット名称が定義されています。

The specified portlet application file already 
exists.

出力先にすでに生成するファイルがあります。

An error occurred during the portlet application 
file creation.

ファイル生成時に予期しないエラーが発生しまし
た。
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（S）処理を中止します。

（O）bb...bbの内容を参照して，エラーが発生した原因を取り除いてください。

KDPF61221-IKDPF61221-IKDPF61221-IKDPF61221-I
PortletApplication:aa...aa undeploying will now start.

ポートレットアプリケーション：aa...aaのアンデプロイを開始します。
標準 APIポートレットのアンデプロイを開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61222-IKDPF61222-IKDPF61222-IKDPF61222-I
PortletApplication:aa...aa undeployed successfully.

ポートレットアプリケーション：aa...aaのアンデプロイに成功しました。
標準 APIポートレットのアンデプロイに成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を終了します。

（O）特にありません。

KDPF61223-EKDPF61223-EKDPF61223-EKDPF61223-E
PortletApplication:aa...aa could not be undeployed.

ポートレットアプリケーション：aa...aaのアンデプロイに失敗しました。
標準 APIポートレットのアンデプロイに失敗しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を中止します。

（O）出力されているメッセージを確認して対処したあと，再度実行してください。

KDPF61300-WKDPF61300-WKDPF61300-WKDPF61300-W
A resource of String is missing.appkey=aaaa,language=bbbb

ストリングリソースが読み込めませんでした。 
aaaa：アプリケーションキー
bbbb：言語コード

（S）言語指定なしのストリングリソースファイルを取得します。

（O）特にありません。
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KDPF61301-EKDPF61301-EKDPF61301-EKDPF61301-E
A resource of String is missing.appkey:aaaa

ストリングリソースが読み込めませんでした。 
aaaa：アプリケーションキー

（S）処理を中止します。

（O）アプリケーションキーが hptlから始まるキーの場合，uCosminexus Portal 
Frameworkのファイルが壊れているおそれがあります。

KDPF61302-EKDPF61302-EKDPF61302-EKDPF61302-E
Initialization of InternationalizationService has failed.

ストリングリソースファイルの読み込みに失敗しました。

（S）起動処理を中止します。

（O）指定したストリングリソースファイルが存在するか確認してください。

KDPF61400-EKDPF61400-EKDPF61400-EKDPF61400-E
Initialization of the layout condition service did not succeed.

レイアウト適用条件サービス機能の初期化中にエラーが発生しました。

（S）処理を続行します。

（O）定義ファイルに誤りがないか見直してください。

KDPF61401-EKDPF61401-EKDPF61401-EKDPF61401-E
An attempt to get the character string of the layout group has failed.

レイアウトグループ文字列の取得に失敗しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61402-EKDPF61402-EKDPF61402-EKDPF61402-E
Initialization of portlet group service has failed.

ポートレットグループサービスの初期化に失敗しました。

（S）処理を続行します。

（O）定義ファイルに誤りがないか見直してください。

KDPF61403-EKDPF61403-EKDPF61403-EKDPF61403-E
Some layouts in layout definition file are not supported.

指定したレイアウト形式はサポートされていません。

（S）処理を中止します。
743



付録 E　メッセージ
（O）ポートレット配置情報ファイル（PSMLファイル）の内容を見直してください。

KDPF61500-EKDPF61500-EKDPF61500-EKDPF61500-E
Permission Denied. (user:{aa...aa}, resource:{bb...bb})

ポートレットの利用権限がありません。
aa...aa：ポートレットを表示しようとしたユーザ ID（ログインしていない場合は，
"<anonymous>"と表示されます）
bb...bb：表示しようとしたポートレット名称

（S）処理を中止し，エラーメッセージを画面に表示します。

（O）不正アクセスが行われているおそれがありますので，ユーザ IDおよびポートレッ
ト名称の確認を行ってください。

KDPF61601-IKDPF61601-IKDPF61601-IKDPF61601-I
Reload of repository information has started.

リポジトリ情報の更新処理を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61602-IKDPF61602-IKDPF61602-IKDPF61602-I
Reload of repository information has ended.

リポジトリ情報の更新処理を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61603-EKDPF61603-EKDPF61603-EKDPF61603-E
Reload of repository information went wrong. reason:aa...aa

リポジトリ情報の更新に失敗しました。
aa...aa：エラーが発生した原因
エラーが発生した原因を次に示します。

表 E-10　エラーが発生した原因（リポジトリ情報の更新）

（S）更新前のリポジトリ情報に戻して，更新処理を終了します。

（O）エラーが発生した原因を取り除いてください。

aa...aa：
エラーが発生した原因

説明

The repository file (name) is not specified. リポジトリ情報定義ファイルの定義がありませ
ん。
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KDPF61604-IKDPF61604-IKDPF61604-IKDPF61604-I
Re-acquisition of user information has started. user:aa...aa

リポジトリ情報が更新されたため，ユーザ情報を再取得します。
aa...aa：ユーザ ID

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61605-IKDPF61605-IKDPF61605-IKDPF61605-I
Re-acquisition of user information has ended. user:aa...aa

ユーザ情報の再取得を終了しました。
aa...aa：ユーザ ID

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61606-EKDPF61606-EKDPF61606-EKDPF61606-E
Re-acquisition of user information went wrong. user:aa...aa , reason:bb...bb

ユーザ情報の再取得に失敗しました。特定のポートレットを使用できなくなるおそれが
あります。
aa...aa：ユーザ ID
bb...bb：エラーが発生した原因（name=<キー名 >,dcArg=<コネクション情報
>,resource name=<:リソース名 >）

（S）再取得処理を終了します。

（O）エラーが発生した原因を取り除いてください。

KDPF61607-EKDPF61607-EKDPF61607-EKDPF61607-E
An attempt to get data to repository has failed. kind:aa...aa id:bb...bb resource name:cc...cc 
mapping name:dd...dd

リポジトリからのデータ取得に失敗しました。
aa...aa：情報種別（ユーザの場合は "user"，組織の場合は "OU"と表示）
bb...bb：指定された ID
cc...cc：エラーが発生したリソース名
dd...dd：エラーが発生したマッピング名

（S）処理を中止します。

（O）リポジトリへの接続を正しく設定してください。
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KDPF61608-EKDPF61608-EKDPF61608-EKDPF61608-E
An attempt to set data to repository has failed. resource kind:aa...aa id:bb...bb resource 
name:cc...cc mapping name:dd...dd

リポジトリへのデータ登録に失敗しました。
aa...aa：情報種別（ユーザの場合は "user"，組織の場合は "OU"と表示されます）
bb...bb：指定された ID
cc...cc：エラーが発生したリソース名称
dd...dd：エラーが発生したマッピングの名称

（S）処理を中止します。

（O）リポジトリへの接続を正しく設定してください。

KDPF61609-EKDPF61609-EKDPF61609-EKDPF61609-E
An attempt to get data to repository has failed. kind:aa...aa resource name:bb...bb mapping 
name:cc...cc

リポジトリからのデータ取得に失敗しました。
aa...aa：情報種別（ユーザの場合は "user"，組織の場合は "OU"と表示）
bb...bb：エラーが発生したリソース名称
cc...cc：エラーが発生したマッピングの名称

（S）処理を中止します。

（O）リポジトリへの接続を正しく設定してください。

KDPF61610-EKDPF61610-EKDPF61610-EKDPF61610-E
The specified data is already registered in the repository. kind:aa...aa id:bb...bb, resource 
name:cc...cc mapping name:dd...dd

すでに同一 IDのユーザ・組織がリポジトリに登録されています。
aa...aa：情報種別（ユーザの場合は "user"，組織の場合は "OU"と表示）
bb...bb：指定された ID
cc...cc：エラーが発生したリソース名称
dd...dd：エラーが発生したマッピングの名称

（S）処理を中止します。

（O）別のユーザ・組織 IDを設定し再度操作するか，または一度削除してから再度作り
直してください。

KDPF61611-EKDPF61611-EKDPF61611-EKDPF61611-E
The specified data is not registered in the repository. kind:aa...aa id:bb...bb, resource name:cc...cc 
mapping name:dd...dd

指定されたユーザ・組織がリポジトリに登録されていません。
aa...aa：情報種別（ユーザの場合は "user"，組織の場合は "OU"と表示されます）
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bb...bb：指定された ID
cc...cc：エラーが発生したリソース名称
dd...dd：エラーが発生したマッピングの名称

（S）処理を中止します。

（O）ユーザ・組織情報を登録してから再度操作してください。

KDPF61620-IKDPF61620-IKDPF61620-IKDPF61620-I
Repository Access has started.query:{aa...aa}

リポジトリへのアクセスを開始しました。
aa...aa：クエリー情報

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61621-IKDPF61621-IKDPF61621-IKDPF61621-I
Repository Access has ended.

リポジトリへのアクセスが正常に終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61700-EKDPF61700-EKDPF61700-EKDPF61700-E
An error occurred in Notes portlet {aa...aa}

Notesポートレットでエラーが発生しました。
aa...aa：エラー内容

（S）処理を中止します。

（O）Notesサーバと接続状態にあるか確認し，前後に出力されているエラーメッセージ
を確認してください。

KDPF61701-EKDPF61701-EKDPF61701-EKDPF61701-E
The logout process failed. (login module:{aa...aa})

Notesサーバへのログアウト処理に失敗しました。
aa...aa：ログインモジュール名

（S）処理を続行します。

（O）Notesサーバと接続状態にあるか確認し，前後に出力されているエラーメッセージ
を確認してください。
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KDPF61800-IKDPF61800-IKDPF61800-IKDPF61800-I
Migration process started.

PSML移行ツールを開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61801-IKDPF61801-IKDPF61801-IKDPF61801-I
Migration process end.

PSML移行ツールが完了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61802-IKDPF61802-IKDPF61802-IKDPF61802-I
The connection test was successful.

テストモードが正常に終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF61821-WKDPF61821-WKDPF61821-WKDPF61821-W
No record is found.

移行対象データが１件も見つかりませんでした。

（S）処理を終了します。

（O）設定ファイル名，プロパティ名，を確認してください。

KDPF61841-WKDPF61841-WKDPF61841-WKDPF61841-W
Translation of personalize file failed.

カスタマイズ情報の変換に失敗しました。

（S）処理を終了します。

（O）処理中ユーザを確認してください。

KDPF61861-EKDPF61861-EKDPF61861-EKDPF61861-E
Invalid settings.

設定ファイルの記述に誤りがあります。

（S）処理を終了します。

（O）設定ファイル名，プロパティ名，を確認してください。
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KDPF61862-EKDPF61862-EKDPF61862-EKDPF61862-E
Invalid XSLT file.

XSLTファイルの解析に失敗しました。

（S）処理を終了します。

（O）詳細原因を確認してください。

KDPF61863-EKDPF61863-EKDPF61863-EKDPF61863-E
File is not found. {aa...aa}

指定されたファイルが存在しません。
aa...aa：設定ファイル名

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61864-EKDPF61864-EKDPF61864-EKDPF61864-E
File processing error. {aa...aa}

指定されたファイルの処理中にエラーが発生しました。
aa...aa：設定ファイル名

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61865-EKDPF61865-EKDPF61865-EKDPF61865-E
Invalid Property file. {aa...aa}

プロパティファイル（psml.properties）の解析に失敗しました。
aa...aa：設定ファイル名

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61866-EKDPF61866-EKDPF61866-EKDPF61866-E
Invalid MultivalueId. {aa...aa}

マルチバリュー識別子に誤りがあります。
aa...aa：処理中ユーザ

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61881-EKDPF61881-EKDPF61881-EKDPF61881-E
DB connection failed. {aa...aa} {bb...bb}
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データベースのアクセスに失敗しました。
aa...aa：詳細原因
bb...bb：接続情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61882-EKDPF61882-EKDPF61882-EKDPF61882-E
LDAP connection failed. {aa...aa}

LDAPアクセスに失敗しました。
aa...aa：詳細原因

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61883-EKDPF61883-EKDPF61883-EKDPF61883-E
Invalid command line option. {aa...aa}

コマンドラインオプションに誤りがあります。
aa...aa：詳細原因

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61884-EKDPF61884-EKDPF61884-EKDPF61884-E
DB select failed. {aa...aa}

データベースの検索に失敗しました。
aa...aa：接続先情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61885-EKDPF61885-EKDPF61885-EKDPF61885-E
DB update failed. {aa...aa}

データベースの更新に失敗しました。
aa...aa：接続先情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61886-EKDPF61886-EKDPF61886-EKDPF61886-E
DB commit failed. {aa...aa}
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トランザクションのコミットに失敗しました。
aa...aa：接続先情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61887-EKDPF61887-EKDPF61887-EKDPF61887-E
DB disconnect failed. {aa...aa}

データベースの切断に失敗しました。
aa...aa：接続先情報

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61888-EKDPF61888-EKDPF61888-EKDPF61888-E
Class of JDBC cannot load. {aa...aa}

JDBCドライバのロードに失敗しました。
aa...aa：ドライバ名

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61897-EKDPF61897-EKDPF61897-EKDPF61897-E
Messageid is not found. {aa...aa}

メッセージが見つかりませんでした。
aa...aa：詳細原因

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61898-EKDPF61898-EKDPF61898-EKDPF61898-E
Out of memory.

処理実行中にメモリ不足が発生しました。

（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61899-EKDPF61899-EKDPF61899-EKDPF61899-E
Occurred unexpected error. {aa...aa}

予期しないエラーが発生しました。
aa...aa：詳細原因
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（S）処理を中止します。

（O）エラー内容を確認し対処してください。

KDPF61900-EKDPF61900-EKDPF61900-EKDPF61900-E
Access Forbidden.(username:aa...aa , sessionid:bb...bb , URL:cc...cc , portlet:dd...dd , 
fieldname:ee...ee , description:ff...ff)

セキュリティ上問題のあるデータが含まれていたためアクセスを拒否しました。
aa...aa：対象となったユーザ ID。ログインしていない場合は，Anonymous
bb...bb：対象となったリクエストのセッション ID。セッション IDを取得できない場合
は，空文字列
cc...cc：対象となった URL
dd...dd：対象となったリクエストが表示しようとしたポートレット名称。ポートレット
以外の場合は空文字列
ee...ee：対象となったフィールド名
ff...ff：チェック内容を説明する説明文を出力する。説明文はWASの動作定義ファイル
の description属性に指定した値，設定していない場合は，空文字列

（S）処理を中止し，エラー画面を表示します。

（O）問題のあるデータを送信したユーザおよび操作を特定し対処してください。

KDPF62200-WKDPF62200-WKDPF62200-WKDPF62200-W
Contents not protected by security are included.

セキュリティで保護されていない項目が含まれています。
https環境で，セキュア属性に falseを指定している項目があります。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF62301-IKDPF62301-IKDPF62301-IKDPF62301-I
The portlet container has come up. (PortletName=aa...aa)

標準ポートレットコンテナを起動しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）対象のポートレットコンテナにリクエストを振り分けます。

（O）特にありません。

KDPF62302-IKDPF62302-IKDPF62302-IKDPF62302-I
The portlet container has stopped. (PortletName=aa...aa)

標準ポートレットコンテナを停止しました。
aa...aa：ポートレット名
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（S）対象のポートレットコンテナにリクエストを振り分けません。

（O）特にありません。

KDPF62311-IKDPF62311-IKDPF62311-IKDPF62311-I
The portlet container processing will now start. (PortletName=aa...aa)

標準ポートレットコンテナのリクエスト処理を開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）Servletリクエスト，Servletレスポンスを基にした Portletリクエスト，および
Portletレスポンスを生成します。

（O）特にありません。

KDPF62312-IKDPF62312-IKDPF62312-IKDPF62312-I
The portlet container processing has ended. (PortletName=aa...aa)

標準ポートレットコンテナのリクエスト処理を終了しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）Portletリクエスト，Portletレスポンスを破棄しました。

（O）特にありません。

KDPF62313-EKDPF62313-EKDPF62313-EKDPF62313-E
The error occurred reading the Log property file.

プロパティファイル（PortletApp.properties）の読み込みに失敗しました。

（S）ログを出力しません。

（O）ログプロパティを見直してください。

KDPF62321-IKDPF62321-IKDPF62321-IKDPF62321-I
processAction() method will now start. (PortletName=aa...aa)

標準 APIポートレット processAction()の処理を開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）標準 APIポートレットの processAction()を呼び出します。

（O）特にありません。

KDPF62322-IKDPF62322-IKDPF62322-IKDPF62322-I
processAction() method has ended. (PortletName=aa...aa)

標準 APIポートレット processAction()の処理を終了しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）標準 APIポートレットの processAction()を呼び出しました。
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（O）特にありません。

KDPF62323-IKDPF62323-IKDPF62323-IKDPF62323-I
render() method will now start. (PortletName=aa...aa)

標準 APIポートレット render()の処理を開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）標準 APIポートレットの render()を呼び出します。

（O）特にありません。

KDPF62324-IKDPF62324-IKDPF62324-IKDPF62324-I
render() method has ended. (PortletName=aa...aa)

標準 APIポートレット render()の処理を終了しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）標準 APIポートレットの render()を呼び出しました。

（O）特にありません。

KDPF62350-WKDPF62350-WKDPF62350-WKDPF62350-W
The specified message-ID does not exist. (message-ID=aa...aa)

監査ログのプロパティ (jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filter)に監査ログに出
力することのないメッセージ IDが設定されました。
aa...aa：監査ログに出力することのないメッセージ ID

（S）設定値を無視し処理を続行します。

（O）存在しないメッセージ IDを削除するか，正しいメッセージ IDを指定する。

KDPF62351-WKDPF62351-WKDPF62351-WKDPF62351-W
The number of parameters exceeds the maximum.

監査ログのプロパティ (jp.co.hitachi.soft.portal.util.log.auditlog.filter)に設定可能な
メッセージ IDの最大数を超えた。

（S）最大数以降の設定を無視し処理を続行します。

（O）最大個数以内で設定してください。

KDPF62352-WKDPF62352-WKDPF62352-WKDPF62352-W
An invalid value is specified. (key=aa...aa, value=bb...bb)

監査ログのプロパティに不正な値が設定された。
aa...aa：属性名
bb...bb：設定された不正な値
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（S）設定値を無視し処理を続行します。

（O）不正な値を削除するか，正しい値を指定してください。

KDPF62353-EKDPF62353-EKDPF62353-EKDPF62353-E
The specified file path is invalid. (path=aa...aa)

監査ログを出力することができません。指定したファイルパスの親ディレクトリを作成
することができないか，ディレクトリではありません。
aa...aa：監査ログファイルのパス

（S）処理を続行します。

（O）監査ログのファイル名に設定されているパスを以下の観点で見直し監査ログファイ
ルを出力可能な状態にしてください。

• 監査ログパスに書き込み権限あるか。
• 監査ログパスにディレクトリ名と同名のファイルが存在しないか。
• 監査ログパスとして使用できない文字を使用していないか。
• 監査ログパスを相対パスで指定していないか。

KDPF62354-EKDPF62354-EKDPF62354-EKDPF62354-E
An exception was generated while writing the audit log.

監査ログ出力中に例外が発生しました。

（S）処理を続行します。

（O）保守ログに出力されている例外情報を参照し，エラー原因を取り除いてください。

KDPF62355-EKDPF62355-EKDPF62355-EKDPF62355-E
The audit logger could not be initialized.

監査ログの初期化処理中にエラーが発生しました。

（S）処理を続行します。

（O）監査ログの設定を見直してください。

KDPF62356-EKDPF62356-EKDPF62356-EKDPF62356-E
An error occurred during rotation of the audit log.

監査ログファイルのローテーション中にエラーが発生しました。

（S）処理を続行します。

（O）以下の観点で見直し監査ログファイルを出力可能な状態にしてください。
• ディスクに空き容量が十分にあるか。
• 監査ログファイルに書き込み権限があるか。
• 監査ログファイルと同一名のディレクトリが存在しないか。
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KDPF62357-EKDPF62357-EKDPF62357-EKDPF62357-E
Failed to open the audit log file or the audit control file.

監査ログファイルまたは監査ログコントロールファイルのオープン処理に失敗しました。

（S）処理を続行します。

（O）以下の観点で見直し監査ログファイルを出力可能な状態にしてください。
• 指定したファイルに書き込み権限があるか。
• 指定したファイルと同名のディレクトリが存在しないか。

KDPF62504-EKDPF62504-EKDPF62504-EKDPF62504-E
The error screen was displayed by the secure communication judgment.

セキュア通信判定でエラー画面を表示しました。
ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）で，セキュリティ保護の対象に指定
されているポートレットを，HTTPリクエストで表示しています。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元のURLを見直してください。

KDPF62505-EKDPF62505-EKDPF62505-EKDPF62505-E
The error screen was displayed by the contents type judgment.

コンテンツタイプ判定でエラー画面を表示しました。
ポートレットが，表示対象のコンテンツタイプをサポートしていません。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）UserAgentType.xmlの内容を見直してください。

KDPF62506-EKDPF62506-EKDPF62506-EKDPF62506-E
Because the context cannot be used, the processAction() method cannot be executed.

コンテキストパスが使用できないため，processAction()メソッドを実行できません。
ポートレットアプリケーションが起動していません。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）ポートレットアプリケーションを起動してください。

KDPF62507-EKDPF62507-EKDPF62507-EKDPF62507-E
The exception was generated while executing the processAction() method.

processAction()メソッドの実行中に例外が発生しました。
ポートレットが不正な動作をしました。

（S）対象ポートレットの処理を中止します。
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（O）ポートレットのログを参照し，問題を取り除いてください。

KDPF62508-EKDPF62508-EKDPF62508-EKDPF62508-E
The specified portlet mode is invalid. (PortletName=aa...aa)

不正なポートレットモードが指定されました。 (PortletName=aa...aa)
ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）で許可されていないモードが指定さ
れています。
aa...aa：処理対象のポートレット名

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元の URLを見直してください。

KDPF62509-EKDPF62509-EKDPF62509-EKDPF62509-E
The portlet mode not changed was specified for portlet of non-display. (PortletName=aa...aa)

表示対象外ポートレットのポートレットモードを変更できません。 (PortletName=aa...aa)
非表示のポートレットに対して，ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）で
許可されていないモードが指定されています。
aa...aa：処理対象のポートレット名

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元の URLを見直してください。

KDPF62510-EKDPF62510-EKDPF62510-EKDPF62510-E
The window state cannot change.

ポートレットウィンドウを変更できません。
不正なウィンドウステートが指定されています。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元の URLを見直してください。

KDPF62511-EKDPF62511-EKDPF62511-EKDPF62511-E
The Illegal mode is specified for the standard portlet. 

標準ポートレットに対して不正なモードが指定されています。
標準 APIポートレットを IFRAMEモードや NEWWINDOWモードで表示しようとしま
した。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元の URLを見直してください。
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KDPF62512-EKDPF62512-EKDPF62512-EKDPF62512-E
The standard portlet is not specified for target ID of URL.

URLのターゲット IDに標準ポートレットが指定されていません。
標準 APIポートレットの URLが不正です。

（S）対象のポートレットを処理しません。

（O）画面遷移元のURLを見直してください。

KDPF62513-EKDPF62513-EKDPF62513-EKDPF62513-E
The error occurred getting the user attribute. (key=aa...aa)

ユーザ属性値取得時にエラーが発生しました。 (key=aa...aa)
ユーザ属性値取得に失敗しました。
aa...aa：取得に失敗したユーザ属性

（S）対象のユーザ属性を取得しません。

（O）Repository.xmlの内容を参照し問題を取り除いてください。

KDPF62514-EKDPF62514-EKDPF62514-EKDPF62514-E
The error occurred processing the redirect.

リダイレクト実行時にエラーが発生しました。
リダイレクト先の URLが不正です。

（S）リダイレクトしません。

（O）ポートレットのログを参照し，問題を取り除いてください。

KDPF62515-EKDPF62515-EKDPF62515-EKDPF62515-E
The specified parameter is invalid. (class name=aa...aa,method name:bb...bb)

指定された引数に誤りがあります。 (class name=aa...aa,method name:bb...bb)
予期しないエラーが発生しました。
aa...aa：引数を設定したクラス名称
bb...bb：引数を設定したメソッド名称

（S）保守ログにエラーログ，スタックトレースを出力して，エラー画面を表示します。

（O）システム管理者に連絡してください。

KDPF62600-IKDPF62600-IKDPF62600-IKDPF62600-I
The portlet rendering has started.(username: {aa...aa} sessionid:{bb...bb}, portletname:{cc...cc})

ポートレットの呼び出しを開始しました。
aa...aa：ユーザ ID
bb...bb：セッション ID
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cc...cc：ポートレット名称

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF62601-IKDPF62601-IKDPF62601-IKDPF62601-I
The portlet rendering has ended.(username: {aa...aa} sessionid:{bb...bb}, portletname:{cc...cc})

ポートレットの呼び出しが終了しました。
aa...aa：ユーザ ID
bb...bb：セッション ID
cc...cc：ポートレット名称

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF62702-WKDPF62702-WKDPF62702-WKDPF62702-W
Get Portlet definition is failed. name:aa...aa default:bb...bb

ポートレット情報の取得に失敗しました。ポートレットアプリケーション DD
（portlet.xml）に記述する内容に誤りがあります。
aa...aa：誤っている項目名
bb...bb：項目に設定するデフォルト値

（S）該当項目を無視する，またはデフォルト値を設定し処理を続行します。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の内容を確認してください。

KDPF62703-IKDPF62703-IKDPF62703-IKDPF62703-I
Refresh Registry started.

レジストリ更新処理を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF62704-IKDPF62704-IKDPF62704-IKDPF62704-I
Refresh Registry ended.

レジストリ更新処理を終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF62705-EKDPF62705-EKDPF62705-EKDPF62705-E
Refresh Registry went wrong.
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レジストリ更新に失敗しました。

（S）更新処理を終了します。

（O）次のことをしてください。
• web.xmlのサーブレット定義，および初期化パラメタに定義されているポート
レット GUIDが正しいかどうか確認してください。

• デプロイコマンド，アンデプロイコマンドを使用して，再度ポートレットをデプ
ロイしてください。

上記で問題がなく，再度エラーが発生した場合は，システム管理者に連絡してくだ
さい。

KDPF62706-EKDPF62706-EKDPF62706-EKDPF62706-E
Put Standard Portlet in Deploy information area went wrong.

デプロイ情報領域への，標準 APIポートレット情報の格納に失敗しました。

（S）処理を終了します。標準 APIポートレット情報は格納されません。

（O）システム管理者に連絡してください。

KDPF62707-EKDPF62707-EKDPF62707-EKDPF62707-E
Remove Standard Portlet from Deploy information area went wrong.

デプロイ情報領域からの，標準 APIポートレット情報の削除に失敗しました。

（S）処理を終了します。標準 APIポートレット情報は削除されません。

（O）システム管理者に連絡してください。

KDPF62708-EKDPF62708-EKDPF62708-EKDPF62708-E
Reading the portlet definition is failed.

ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）の読み込みに失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）直前に出力されたメッセージを確認し，エラー原因を取り除いてください。

KDPF62709-EKDPF62709-EKDPF62709-EKDPF62709-E
The Portlet definition file is invalid. name:aa...aa

ポートレットアプリケーション DD（portlet.xml）に記述する内容に誤りがあります。
aa...aa：誤っている項目のタグ名

（S）処理を中止します。該当ポートレットは使用できません。

（O）ポートレット定義ファイル（jetspeed-config.jcfg）の該当タグの内容を確認してく
ださい。
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KDPF62710-EKDPF62710-EKDPF62710-EKDPF62710-E
The specified context path is invalid. contextPath:aa...aa

コンテキストパスが不正です。
aa...aa：誤っているコンテキストパス名

（S）処理を中止します。該当ポートレットは使用できません。

（O）コンテキストパスを半角英数字 32文字以内に修正してください。

KDPF62801-EKDPF62801-EKDPF62801-EKDPF62801-E
An attempt to connect to process the portlet has failed. (PortletName=aa...aa, MethodId=bb...bb)

標準 APIポートレットでエラーが発生しました。
aa...aa：呼び出し先のポートレット名（ポートレット GUID）
bb...bb：処理 ID

（S）ポートレットに次のメッセージを表示します。
日本語メッセージ：
このポートレットは調整中です。
このエラーが異常だと思われる場合，管理者に連絡してください。
英語メッセージ：
This portlet is currently unavailable.
If it appears abnormal, contact the administrator.

（O）標準 APIポートレットで発生したエラーの原因を取り除いてください。

KDPF62802-EKDPF62802-EKDPF62802-EKDPF62802-E
The error occurred during processing the portlet. (PortletName=aa...aa, MethodId =bb...bb): cc...cc

標準 APIポートレット呼び出し時にエラーが発生しました。
aa...aa：呼び出し先のポートレット名（ポートレット GUID）
bb...bb：処理 ID
cc...cc：発生したエラー情報

（S）ポートレットに次のメッセージを表示します。
日本語メッセージ：
このポートレットは調整中です。
このエラーが異常だと思われる場合，システム管理者に連絡してください。
英語メッセージ：
This portlet is currently unavailable.
If it appears abnormal, contact the administrator.

（O）保守ログおよびコンテナ保守ログを取得して，システム管理者に連絡してください。

KDPF63301-WKDPF63301-WKDPF63301-WKDPF63301-W
An attempt to connect to process the portlet has failed. (PortletName=aa...aa)
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標準 APIポートレットの呼び出しに失敗しました。
aa...aa：呼び出し先のポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）標準 APIポートレットが起動しているかどうか確認してください。

KDPF63302-EKDPF63302-EKDPF63302-EKDPF63302-E
The error occurred during processing the portlet. (PortletName=aa...aa): bb...bb

標準 APIポートレットの処理でエラーが発生しました。
aa...aa：呼び出し先のポートレット名
bb...bb：発生したエラー情報

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）コンテナ保守ログに出力されている，標準 APIポートレットで発生したエラーの原
因を取り除いてください。

KDPF63304-EKDPF63304-EKDPF63304-EKDPF63304-E
The unexpected error occurred. (PortletName=aa...aa): bb...bb

予期しないエラーが発生しました。
aa...aa：呼び出し先のポートレット名
bb...bb：発生したエラー情報

（S）保守ログにエラーログ，スタックトレースを出力して，エラー画面を表示します。

（O）システム管理者に連絡してください。

KDPF63400-WKDPF63400-WKDPF63400-WKDPF63400-W
The input value from screen is invalid. key:aa...aa value:bb...bb

画面からの入力値が不正です。キー：aa...aa 値：bb...bb
画面からの入力値が不正です。
aa...aa：画面の項目名
bb...bb：入力値

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF63401-EKDPF63401-EKDPF63401-EKDPF63401-E
An error occurred during importing file . File name:aa...aa

ファイルのインポートに失敗しました。ファイル名：aa...aa
ファイルのインポートに失敗しました。次の原因が考えられます。
• インポートするファイルがない。
• インポートするデータがない。
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• 読み込み時にエラーが発生した。

aa...aa：ファイル名

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF63402-EKDPF63402-EKDPF63402-EKDPF63402-E
An error occurred during exporting file.

ファイルのエクスポートに失敗しました。
ファイルの書き込み時にエラーが発生しました。

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF63403-IKDPF63403-IKDPF63403-IKDPF63403-I
It succeeded in the importing file. File name:aa...aa

ファイルのインポートに成功しました。ファイル名：aa...aa
ファイルのインポート処理が正常に終了しました。
aa...aa：ファイル名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF63404-IKDPF63404-IKDPF63404-IKDPF63404-I
It succeeded in the exporting file.

ファイルのエクスポートに成功しました。
ファイルのエクスポート処理が正常に終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF63410-EKDPF63410-EKDPF63410-EKDPF63410-E
It failed in the initialization of the component portlet.  PortletName:aa...aa

コンポーネントポートレットの初期化処理に失敗しました。 ポートレット名 :aa...aa
初期化処理に失敗しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。

（O）設定ファイルを見直してください。
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KDPF63411-EKDPF63411-EKDPF63411-EKDPF63411-E
The component definition file doesn't exist.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義ファイルが存在しません。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義ファイルの読み込みに失敗しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。

（O）jetspeed-config.jcfgのコンポーネント定義ファイルの指定を見直してください。

KDPF63412-EKDPF63412-EKDPF63412-EKDPF63412-E
The format of the component definition file is illegal.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義ファイルのフォーマットが不正です。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義ファイルのフォーマットが不正です。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。

（O）コンポーネント定義ファイルのフォーマットを見直してください。

KDPF63413-EKDPF63413-EKDPF63413-EKDPF63413-E
An indispensable item of the component definition file is not specified.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義ファイルの必須項目の指定がありません。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義ファイルの必須項目が指定されていません。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。

（O）コンポーネント定義ファイルのフォーマットを見直してください。

KDPF63414-EKDPF63414-EKDPF63414-EKDPF63414-E
It failed in the generation of the instance of the component.  PortletName:aa...aa

コンポーネントのインスタンスの生成に失敗しました。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義ファイルで，コンポーネントのインスタンスのクラス名が間違って
います。または，コンポーネントのインスタンスクラスの初期化に失敗しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。

（O）コンポーネント定義ファイルの設定を見直してください。

KDPF63415-IKDPF63415-IKDPF63415-IKDPF63415-I
It succeeded in the import of component definition information.  PortletName:aa...aa
764



付録 E　メッセージ
コンポーネント定義情報のインポートに成功しました。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義情報のインポートに成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF63416-EKDPF63416-EKDPF63416-EKDPF63416-E
It failed in the import of component definition information.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義情報のインポートに失敗しました。 ポートレット名 :aa...aa
次の原因が考えられます。
• インポートデータのフォーマットが不正。
• インポート情報を書き込む際の環境が不正。

aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中止します。

（O）保守ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63417-IKDPF63417-IKDPF63417-IKDPF63417-I
It succeeded in the export of component definition information.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義情報のエクスポートに成功しました。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネント定義情報のエクスポートに成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF63418-EKDPF63418-EKDPF63418-EKDPF63418-E
It failed in the export of component definition information.  PortletName:aa...aa

コンポーネント定義情報のエクスポートに失敗しました。 ポートレット名 :aa...aa
次の原因が考えられます。
• パラメタの取得に失敗した。
• エクスポートデータの生成に失敗した。

aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中止します。

（O）保守ログを参照して，原因を取り除いてください。
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KDPF63419-IKDPF63419-IKDPF63419-IKDPF63419-I
It succeeded in the preservation of definition information on the component portlet.  
PortletName:aa...aa

コンポーネントポートレットの定義情報保存に成功しました。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネントポートレットの定義情報保存に成功しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF63420-EKDPF63420-EKDPF63420-EKDPF63420-E
It failed in the preservation of definition information on the component portlet.  PortletName:aa...aa

コンポーネントポートレットの定義情報保存に失敗しました。 ポートレット名 :aa...aa
コンポーネントポートレットの定義情報保存に失敗しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラーメッセージを画面に表示します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63421-EKDPF63421-EKDPF63421-EKDPF63421-E
Failed in the deletion of the component portlet parameter.

コンポーネントポートレットパラメタの削除に失敗しました。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報の削除に失敗しました。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63422-EKDPF63422-EKDPF63422-EKDPF63422-E
Failed in registration and the update of the component portlet parameter.

コンポーネントポートレットパラメタの登録・更新に失敗しました。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報の更新に失敗しました。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63423-EKDPF63423-EKDPF63423-EKDPF63423-E
Failed in the acquisition of the component portlet parameter.

コンポーネントポートレットパラメタの取得に失敗しました。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報の取得に失敗しました。
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（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63424-EKDPF63424-EKDPF63424-EKDPF63424-E
Failed in the access to the component portlet parameter.

コンポーネントポートレットパラメタへのアクセスに失敗しました。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報を格納する DBまたは XMLファイル
（componentParameters.xml）にアクセスできませんでした。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63425-EKDPF63425-EKDPF63425-EKDPF63425-E
There is no necessary parameter information.

必要なパラメタ情報がありません。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報を操作するために必要なパラメタ情報があ
りません。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63426-EKDPF63426-EKDPF63426-EKDPF63426-E
It failed in the acquisition of the instance.

インスタンスの取得に失敗しました。
コンポーネントポートレットのパラメタ情報を操作するために必要なインスタンスがあ
りません。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を中断します。

（O）ログを参照して，原因を取り除いてください。

KDPF63430-EKDPF63430-EKDPF63430-EKDPF63430-E
An error occurred during deleting cache.

キャッシュのクリアに失敗しました。
キャッシュのクリアに失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）設定を見直してください。

KDPF63440-EKDPF63440-EKDPF63440-EKDPF63440-E
The specified url is invalid. URL:aa...aa
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指定されたプロトコルが不正です。URL:aa...aa
URLが不正です。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63441-EKDPF63441-EKDPF63441-EKDPF63441-E
Connection to URL is failed.URL:aa...aa

URLへの接続が失敗しました。URL:aa...aa
指定した URLへの接続に失敗しました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63442-EKDPF63442-EKDPF63442-EKDPF63442-E
The error occurred in the writing of a post data. URL:aa...aa

POSTデータ書き込み時にエラーが発生しました。URL:aa...aa
POSTデータ書き込み時にエラーが発生しました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63443-EKDPF63443-EKDPF63443-EKDPF63443-E
The error occurred getting the contents. URL:aa...aa

コンテンツ取得時にエラーが発生しました。 URL:aa...aa
コンテンツの取得中にエラーが発生しました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63444-EKDPF63444-EKDPF63444-EKDPF63444-E
Character-code of contents is invalid. URL:aa...aa

コンテンツの文字コードが不正です。 URL:aa...aa
コンテンツの文字コードを変換する際にエラーが発生しました。
aa...aa：URL
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（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63445-WKDPF63445-WKDPF63445-WKDPF63445-W
The authentication is not done. URL:aa...aa

該当 URLへの認証がされていません。 URL:aa...aa
未認証のままコンテンツを取得しようとしました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63446-EKDPF63446-EKDPF63446-EKDPF63446-E
An error occurred during analysis of contents.URL:aa...aa

コンテンツの解析中にエラーが発生しました。URL:aa...aa
コンテンツで使用している文字コードを取得しようとした際，エラーが発生しました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63449-WKDPF63449-WKDPF63449-WKDPF63449-W
The authentication is failed. URL:aa...aa

該当 URLへの認証が失敗しました。 URL:aa...aa
認証処理に失敗しました。
aa...aa：URL

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）保守ログを参照して，原因を調査してください。

KDPF63460-WKDPF63460-WKDPF63460-WKDPF63460-W
The specification of the regular expression is invalid.Process:aa...aa

正規表現が不正です。処理：aa...aa
正規表現が不正です。
aa...aa：「切り出し」，「項目切り出し」，または「抽出（出力 1～ 10）」

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。正規表現による加工処理は
しません。

（O）設定項目を見直してください。
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KDPF63461-EKDPF63461-EKDPF63461-EKDPF63461-E
The data type to be sorted is invalid.

ソート対象データのデータ型が不正です。
ソート対象データが，抽出コンポーネントの出力結果ではありません。

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）対象データキーには，正規表現抽出コンポーネントの出力結果を指定してください。

KDPF63462-EKDPF63462-EKDPF63462-EKDPF63462-E
It is not possible to sort it by a numeric type. Key:aa...aa

数値タイプでソートできません。キー：aa...aa
比較タイプに数値が指定されましたが，比較対象データを数値に変換できませんでした。
aa...aa：出力 1～ 10

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）比較タイプを文字列にしてください。または，比較対象データを数値にしてくださ
い。

KDPF63463-EKDPF63463-EKDPF63463-EKDPF63463-E
Application of XSLT is failed.

XSLTの適用に失敗しました。
XSLTの適用に失敗しました。

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF63470-EKDPF63470-EKDPF63470-EKDPF63470-E
Application of template is failed.

テンプレート適用に失敗しました。
テンプレートの適用に失敗しました。

（S）保守ログにエラーログを出力して，エラー画面を表示します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF63471-WKDPF63471-WKDPF63471-WKDPF63471-W
The pageno is invalid.

pageno(現在のページ番号 )が不正です。
pagenoが不正です。

（S）保守ログにエラーログを出力して，処理を続行します。pagenoには適当な値を再設
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定します。

（O）pagenoを見直してください。

KDPF63472-WKDPF63472-WKDPF63472-WKDPF63472-W
The import file exceeded the maximum value.

インポートできるファイル数を超えています。最大：aa...aa
インポートできるファイル数を超えました。
aa...aa：インポートできる最大ファイル数

（S）ポートレットにこのメッセージを表示します。

（O）インポートされているファイルを削除したあと，再度実行してください。

KDPF64201-IKDPF64201-IKDPF64201-IKDPF64201-I
The JSF application has come up. (PortletName=aa...aa)

JSFアプリケーションの起動処理が完了しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF64202-IKDPF64202-IKDPF64202-IKDPF64202-I
The JSF application has stopped. (PortletName=aa...aa)

JSFアプリケーションの停止処理が完了しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF64203-IKDPF64203-IKDPF64203-IKDPF64203-I
The JSF application processing will now start. (PortletName=aa...aa)

JSFアプリケーションのリクエスト処理を開始しました。
aa...aa：ポートレット名

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF64204-IKDPF64204-IKDPF64204-IKDPF64204-I
The JSF application processing has ended. (PortletName=aa...aa)

JSFアプリケーションのリクエスト処理を終了しました。
aa...aa：ポートレット名
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（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF65000-IKDPF65000-IKDPF65000-IKDPF65000-I

新規ポートレット作成をキャンセルしました。
ポートレットの新規作成をキャンセルしました。

（S）ポートレットの新規作成をキャンセルして，［ポートレットの追加・設定・削除］画
面に戻ります。

（O）特にありません。

KDPF65001-IKDPF65001-IKDPF65001-IKDPF65001-I

ポートレットの設定をキャンセルしました。
ポートレットの設定をキャンセルしました。

（S）ポートレットの設定をキャンセルして，［ポートレットの追加・設定・削除］画面に
戻ります。

（O）特にありません。

KDPF65300-EKDPF65300-EKDPF65300-EKDPF65300-E
An attempt to load the PortletFilter definition file has failed. ( file : aa...aa )

ポートレットフィルタ定義の読み込みに失敗しました。
aa...aa 読み込みに失敗したポートレットフィルタ定義ファイル

（S）ポートレットフィルタ処理をスキップします。

（O）ポートレットフィルタ定義ファイルを正しく作成してください。

KDPF65301-EKDPF65301-EKDPF65301-EKDPF65301-E
An attempt to load the filter class has failed. ( filter-class : aa...aa )

ポートレットフィルタクラスの読み込みに失敗しました。
aa...aa 読み込みに失敗したポートレットフィルタクラス名

（S）ポートレットフィルタ処理をスキップします。

（O）ポートレットフィルタクラス名を正しく定義してください。

KDPF65302-EKDPF65302-EKDPF65302-EKDPF65302-E
The specified filter doesn't exist. ( filter-name : aa...aa )

ポートレットで使用するポートレットフィルタ定義が見つかりませんでした。
aa...aa 見つからなかったポートレットフィルタ定義名

（S）ポートレットフィルタ処理をスキップします。
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（O）ポートレットフィルタ定義ファイルを正しく作成してください。

KDPF65303-EKDPF65303-EKDPF65303-EKDPF65303-E
The filter is not defined. ( portlet-name : aa...aa )

ポートレットで使用するポートレットフィルタ定義が見つかりませんでした。
aa...aa フィルタ定義がみつからなかったポートレット ID

（S）ポートレットフィルタ処理をスキップします。

（O）ポートレットフィルタ定義ファイルを正しく作成してください。

KDPF65400-EKDPF65400-EKDPF65400-EKDPF65400-E
An error occurred during processing of reading the definition file. ( file : aa...aa , detail : bb...bb )

データ埋め込み定義ファイルまたはデータ型定義ファイルの読み込みに失敗しました。
aa...aa 読み込みに失敗した定義ファイル
bb...bb 読み込みに失敗した詳細メッセージ

（S）データ埋め込み処理を中止します。

（O）詳細メッセージを確認し，正しいファイルを指定してください。

KDPF65401-EKDPF65401-EKDPF65401-EKDPF65401-E
Definition file does not exist. ( file : aa...aa )

データ埋め込み定義ファイルまたはデータ型定義ファイルが読み込めませんでした。
aa...aa 読み込みに失敗した定義ファイル

（S）データ埋め込み処理を中止します。

（O）aa...aaに出力されているファイルが存在するか確認してください。存在しない場合
は，ファイルを作成するか正しいファイルへのパスを指定してください。

KDPF65402-EKDPF65402-EKDPF65402-EKDPF65402-E
Portlet Infomation is illegal. ( portlet : aa...aa )

データ埋め込み処理でポートレット情報が取得できませんでした。
aa...aa 取得できなかったポートレット ID

（S）データ埋め込み処理を中止します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65403-EKDPF65403-EKDPF65403-EKDPF65403-E
Failed in the acquisition of the portlet contents. ( portlet : aa...aa )

データ埋め込み処理でポートレットのコンテンツを取得できませんでした。
aa...aa 取得できなかったポートレット ID

（S）データ埋め込み処理を中止します。
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（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65404-EKDPF65404-EKDPF65404-EKDPF65404-E
Failed to write response. ( detail : aa...aa )

データ埋め込み処理でコンテンツの出力に失敗しました。
aa...aa 出力に失敗した詳細メッセージ

（S）データ埋め込み処理を中止します。

（O）詳細メッセージおよび保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65407-WKDPF65407-WKDPF65407-WKDPF65407-W
The specified class does not extend java.text.Format. ( class name : aa...aa )

データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラスが java.text.Formatクラスを継承し
ていません。
aa...aa データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラス

（S）データの正規化を行いません。

（O）java.text.Formatクラスを継承したクラスを指定して再度実行してください。

KDPF65408-WKDPF65408-WKDPF65408-WKDPF65408-W
An exception occurred during processing of creating format. ( detail : aa...aa )

データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラスの生成に失敗しました。
aa...aa データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラス

（S）データの正規化を行いません。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65409-WKDPF65409-WKDPF65409-WKDPF65409-W
The specified class is not found. ( class name : aa...aa )

データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラスが見つかりませんでした。
aa...aa データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラス

（S）データの正規化を行いません。

（O）データ型定義ファイルで指定したユーザ編集クラスにクラスパスがとおるように設
定するか，正しいクラス名を指定してください。

KDPF65410-WKDPF65410-WKDPF65410-WKDPF65410-W
The data is not formatted, because the data parsing operation was failed. ( type : aa...aa , data : 
bb...bb )

データ埋め込み処理で抽出したデータの解析に失敗しました。
aa...aa データの解析に失敗したデータ型
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bb...bb 解析に失敗したデータ

（S）データの正規化を行いません。

（O）データの解析パターンを見直してください。

KDPF65411-WKDPF65411-WKDPF65411-WKDPF65411-W
The value set to the file is illegal. ( portlet : aa...aa , file : bb...bb , tag : cc...cc , attribute : dd...dd , 
defined value : ee...ee , detail : ff...ff )

データ埋め込み定義ファイルの設定が不正です。
aa...aa データ埋め込みを実行したポートレット ID
bb...bb データ埋め込み定義ファイルのパス
cc...cc 不正なタグ名
dd...dd 不正な属性名
ee...ee 設定値
ff...ff 詳細メッセージ

（S）設定を無視し処理を続行します。

（O）データ埋め込み定義ファイルを見直してください。

KDPF65412-WKDPF65412-WKDPF65412-WKDPF65412-W
The specified data type cannot be used. ( portlet : aa...aa , file : bb...bb , value : cc...cc )

データ埋め込み定義ファイルで指定したデータ型が不正です。
aa...aa データ埋め込みを実行したポートレット ID
bb...bb データ埋め込み定義ファイルのパス
cc...cc 不正なデータ型

（S）設定を無視し処理を続行します。

（O）データ埋め込み定義ファイルを見直してください。

KDPF65413-WKDPF65413-WKDPF65413-WKDPF65413-W
The specified data type cannot be used. ( file : aa...aa , value : bb...bb )

データ型定義ファイルで定義したデータ型が不正です。
aa...aa データ型定義ファイルのパス
bb...bb 不正なデータ型

（S）設定を無視し処理を続行します。

（O）データ型定義ファイルを見直してください。

KDPF65414-EKDPF65414-EKDPF65414-EKDPF65414-E
An exception occurred during processing of reading the contents.

データ埋め込み処理でポートレットのコンテンツ読み込み処理でエラーが発生しました。
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（S）処理を中止します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65415-EKDPF65415-EKDPF65415-EKDPF65415-E
The file path of the dataput definition file is not defined at the PortletFilter definition file.

データ埋め込み定義ファイルが指定されていません。

（S）処理を続行します。

（O）ポートレットフィルタ定義にデータ埋め込み定義ファイルの正しいパスを指定して
ください。

KDPF65416-WKDPF65416-WKDPF65416-WKDPF65416-W
The specified data type is not defined in dataput definition file. ( portlet : aa...aa , file : bb...bb , value 
: cc...cc )

データ埋め込み定義で指定したデータ型がデータ型定義ファイルに定義されていません。
aa...aa データ埋め込みを実行したポートレット ID
bb...bb データ埋め込み定義ファイルのパス
cc...cc 不正なデータ型

（S）設定を無視し処理を続行します。

（O）データ埋め込み定義ファイルおよびデータ型定義ファイルのデータ型を見直してく
ださい。

KDPF65425-EKDPF65425-EKDPF65425-EKDPF65425-E
WebAPI definition file doesn't exist, or it has fatal format error. ( file path : aa...aa , detailMessage 
: bb...bb )

WebAPI定義ファイルに致命的なエラーがあります。
aa...aa WebAPI定義ファイルのパス
bb...bb 詳細メッセージ

（S）処理を中止します。

（O）詳細メッセージおよび保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65426-WKDPF65426-WKDPF65426-WKDPF65426-W
The file "PortalResources.properties" has no file path definition of WebAPI definition file, applied to 
default value. ( PropertyID : aa...aa , default value : bb...bb )

PortalResources.propertiesファイルにWebAPI定義ファイルのパスが指定されていな
いためデフォルト値を適用して動作します。
aa...aa プロパティ名
bb...bb デフォルト値
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（S）デフォルト値を適用して，処理を続行します。

（O）デフォルト値を変更する場合は，PortalResources.propertiesファイルに値を設定
してください。

KDPF65429-WKDPF65429-WKDPF65429-WKDPF65429-W
WebAPI definition file has illegal value, applied to default value instead of illegal value. ( file path : 
aa...aa , item name : bb...bb , defined value : cc...cc , default value : dd...dd )

WebAPI定義ファイルの設定値が不正です。
aa...aa WebAPI定義ファイルのパス
bb...bb 項目名
cc...cc 定義値
dd...dd デフォルト値

（S）デフォルト値を適用して，処理を続行します。

（O）WebAPI定義ファイルを見直してください。

KDPF65430-WKDPF65430-WKDPF65430-WKDPF65430-W
WebAPI debug mode definition on the file "PortalResources.properties" is illegal, applied to default 
value "false" instead of illegal value. ( PropertyID : aa...aa )

PortalResources.propertiesファイルのWebAPI定義に関する設定値が不正です。
aa...aa プロパティ名

（S）デフォルト値を適用して，処理を続行します。

（O）PortalResources.propertiesファイルを見直してください。

KDPF65451-EKDPF65451-EKDPF65451-EKDPF65451-E
A fatal error occurred by executing webapi. ( Request Parameter aa...aa : bb...bb )

リクエストパラメータが不正です。
aa...aa パラメータ名
bb...bb パラメータ値

（S）処理を中止します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65452-EKDPF65452-EKDPF65452-EKDPF65452-E
The UOC class is not found. ( class name : aa...aa )

WebAPI定義で指定したユーザ編集クラスが見つかりません。
aa...aa クラス名

（S）処理を中止します。

（O）ユーザ編集クラスにクラスパスをとおすか，正しいユーザ編集クラス名を指定して
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ください。

KDPF65453-EKDPF65453-EKDPF65453-EKDPF65453-E
The UOC class is not able to be accessed. ( class name : aa...aa )

WebAPI定義で指定したユーザ編集クラスが見つかりましたが実行する権限がありませ
ん。
aa...aa クラス名

（S）処理を中止します。

（O）ユーザ編集クラスの修飾子を見直してください。

KDPF65454-EKDPF65454-EKDPF65454-EKDPF65454-E
The instance of the UOC class was not generable. ( class name : aa...aa )

WebAPI定義で指定したユーザ編集クラスの生成に失敗しました。
aa...aa クラス名

（S）処理を中止します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65455-EKDPF65455-EKDPF65455-EKDPF65455-E
The method of the UOC class was not found. ( class name : aa...aa , method name : bb...bb )

WebAPI定義で指定したユーザ編集クラスのメソッドが見つかりません。
aa...aa ユーザ編集クラス名
bb...bb メソッド名

（S）処理を中止します。

（O）ユーザ編集クラスおよびWebAPI定義を見直して，正しいメソッド名を指定してく
ださい。

KDPF65456-EKDPF65456-EKDPF65456-EKDPF65456-E
InvocationTargetException was generated in the UOC class. ( class name : aa...aa , method name 
: bb...bb )

WebAPI定義で指定したユーザ編集クラスのメソッドが例外を返しました。
aa...aa ユーザ編集クラス名
bb...bb メソッド名

（S）処理を中止します。

（O）ユーザ編集クラスおよびWebAPI定義を見直して，正しいメソッド名を指定してく
ださい。
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KDPF65457-EKDPF65457-EKDPF65457-EKDPF65457-E
It failed in the acquisition of information on portal. ( exception : aa...aa )

WebAPI実行時に uCosminexus Portal Frameworkの情報の取得に失敗しました。
aa...aa 発生したエラー

（S）処理を続行します。

（O）保守ログを参照し，原因を調査してください。

KDPF65458-WKDPF65458-WKDPF65458-WKDPF65458-W
Title of language used is not defined. ( lang : aa...aa , senarioID : bb...bb )

WebAPI定義にユーザが使用している言語のタイトルが設定されていません。
aa...aa ユーザが使用している言語
bb...bb タイトルが設定されていないシナリオ ID

（S）先頭で定義されたタイトルを使用して，処理を続行します。

（O）ユーザが使用する言語のタイトルを設定してください。

KDPF65475-EKDPF65475-EKDPF65475-EKDPF65475-E
The specified class is invalid. ( class name : aa...aa )

WebAPI定義ファイルで指定したユーザ編集クラス（メニューの表示制御を行うクラス）
に誤りがあります。
aa...aa クラス名

（S）該当メニューを非表示として，処理を続行します。

（O）メニューの表示制御を行うクラスの設定を見直してください。

KDPF65476-EKDPF65476-EKDPF65476-EKDPF65476-E
The exception was generated while executing the UOC class. ( class name : aa...aa )

WebAPI定義ファイルで指定したユーザ編集クラス（メニューの表示制御を行うクラス）
でエラーが発生しました。
aa...aa エラーが発生したユーザ編集クラス名

（S）該当メニューを非表示として，処理を続行します。

（O）メニューの表示制御を行うクラスを見直してください。

KDPF65477-WKDPF65477-WKDPF65477-WKDPF65477-W
The WebAPI definition file is invalid. ( senarioID : aa...aa , TagName : bb...bb , Attribute : cc...cc )

WebAPI定義が不正です。
aa...aa 不正な定義のあるシナリオ ID
bb...bb 不正なタグ名
cc...cc 不正な属性名
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（S）該当メニューを非表示として，処理を続行します。

（O）WebAPI定義を見直してください。

KDPF65478-WKDPF65478-WKDPF65478-WKDPF65478-W
MenuTitle of language used is not defined. ( lang : aa...aa , senarioID : bb...bb )

WebAPI定義にユーザが使用している言語のメニュー表示タイトルが設定されていませ
ん。
aa...aa ユーザが使用している言語
bb...bb シナリオ ID

（S）先頭で定義されたタイトルを使用して，処理を続行します。

（O）ユーザが使用する言語のメニュー表示タイトルを設定してください。

KDPF65479-WKDPF65479-WKDPF65479-WKDPF65479-W
SettingMenuTitle of language used is not defined. ( lang : aa...aa )

WebAPI定義にユーザが使用している言語の入力情報設定メニュー表示名が設定されて
いません。
aa...aa ユーザが使用している言語

（S）先頭で定義されたタイトルを使用して，処理を続行します。

（O）ユーザが使用する言語の入力情報設定メニュー表示名を設定してください。

KDPF65480-WKDPF65480-WKDPF65480-WKDPF65480-W

A CSS file of a language to use is not found. ( lang ： aa...aa )
WebAPI定義にユーザが使用している言語の入力情報設定メニュー表示名が設定されて
いません。
aa...aa ユーザが使用している言語

（S）先頭で定義されたタイトルを使用して，処理を続行します。

（O）ユーザが使用する言語の入力情報設定メニュー表示名を設定してください。

KDPF65800-IKDPF65800-IKDPF65800-IKDPF65800-I
Migration process is started.

処理を開始しました。
移行コマンドの処理を開始しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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KDPF65801-IKDPF65801-IKDPF65801-IKDPF65801-I
Migration process is completed.

処理を完了しました。
移行コマンドの処理が正常に終了しました。

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。

KDPF65810-EKDPF65810-EKDPF65810-EKDPF65810-E
Mandatory file is missed. (File: aa...aa, Directory: bb...bb)

処理に必要なファイルが見つかりません。（ファイル名：aa...aa，指定ディレクトリ：bb...bb）
処理に必要なファイルが見つかりませんでした。
aa...aa：見つからなかったファイル
bb...bb：検索したディレクトリ

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• 処理に必要なファイルがあるか。
• 処理に必要なファイルにアクセスできる状態か。

KDPF65811-EKDPF65811-EKDPF65811-EKDPF65811-E
Invalid file format.(File: aa...aa, Directory: bb...bb, Detail1: cc...cc, Detail2: dd...dd)

ファイルのフォーマットが不正です。（ファイル名 : aa...aa, ディレクトリ : bb...bb, 付加情報 1: 
cc...cc, 付加情報 2: dd...dd）

ファイルのフォーマットが不正なため，処理を続行できませんでした。
aa...aa：フォーマットが不正なファイル
bb...bb：ファイルが格納されているディレクトリ
cc...cc：詳細コード
dd...dd：詳細コード

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。

cc...ccが 1の場合
ファイルが正しい XML形式か。

cc...ccが 2の場合
ファイルが正しいプロパティ形式か。

cc...ccが 11の場合
dd...ddに表示されたポートレットについて，ポートレット定義ファイル
（jetspeed-config.jcfg）の内容が仕様と合っているか。
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cc...ccが 12の場合
dd...ddに表示されたポートレットグループについて，ポートレットグループ定
義ファイルの内容が仕様と合っているか。

cc...ccが 21の場合
dd...ddに表示されたプロパティが設定されているか。

KDPF65812-EKDPF65812-EKDPF65812-EKDPF65812-E
Command arguments are missed.

必要なコマンド引数がありません。
コマンドの引数が不正なため，処理が続行できません。

（S）処理を中止します。

（O）コマンドの引数を確認してください。

KDPF65813-EKDPF65813-EKDPF65813-EKDPF65813-E
Database access failed.

データベースのアクセスに失敗しました。
データベースのアクセスに失敗しました。

（S）処理を中止します。

（O）次のことを確認してください。
• データベースが起動しているか。
• 実行中のサーバからデータベースにアクセスできるか。
• データベースに必要なテーブルが登録されているか。

KDPF66000-EKDPF66000-EKDPF66000-EKDPF66000-E
Currently unavailable.

調整中です。
レイアウトを表示できません。

（S）画面にエラーメッセージを表示します。

（O）保守ログを取得して，システム管理者に連絡してください。

KDPF66002-EKDPF66002-EKDPF66002-EKDPF66002-E
An attempt to connect to process the portlet has failed.

このポートレットは一時的に使用できません。
対象のポートレットのコンテンツが起動していません。

（S）ポートレットにエラーメッセージを表示します。

（O）ポートレットの入れ替え中の場合は，ポートレットの入れ替えが完了してから再度
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実行してください。入れ替え中でない場合は，保守ログを取得して，システム管理者に
連絡してください。

KDPF99997-IKDPF99997-IKDPF99997-IKDPF99997-I
un={aa...aa} act={bb...bb} {cc...cc}

ユーザがログインまたはログアウトしました。
aa...aa：ログインユーザ名
bb...bb：Login/Logout
cc...cc：その他出力情報

（S）処理を続行します。

（O）特にありません。
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付録 F　監査ログメッセージ
uCosminexus Portal Frameworkが出力する監査ログのメッセージについて説明します。

付録 F.1　監査ログメッセージの記述形式
監査ログメッセージの記述形式を次に示します。

KDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-iKDPFnnnnn-i：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
メッセージの説明：メッセージの内容を補完して説明します。

付録 F.2　監査ログメッセージテキスト

KDPF80201-IKDPF80201-IKDPF80201-IKDPF80201-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
ログインに成功しました。

KDPF80202-WKDPF80202-WKDPF80202-WKDPF80202-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

メッセージ
の出力項目
名

メッセージの出
力項目の意味

メッセージの出力内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

ログインを実行したユーザ ID

op 動作情報 Login

msg 自由記述 The login process has succeeded.

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 Authentication
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説明説明説明説明
ログインに失敗しました。

KDPF80203-IKDPF80203-IKDPF80203-IKDPF80203-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
ログアウトが正常に終了しました。

KDPF80204-WKDPF80204-WKDPF80204-WKDPF80204-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
ログアウト処理中にエラーが発生しました。

KDPF80401-IKDPF80401-IKDPF80401-IKDPF80401-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

ログインを実行したユーザ ID

op 動作情報 Login

msg 自由記述 The login process has failed.

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

ログアウトを実行したユーザ ID

op 動作情報 Logout

msg 自由記述 The logout process has succeeded.

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

ログアウトを実行したユーザ ID

op 動作情報 Logout

msg 自由記述 The logout process has failed.

出力項目名 出力項目の意味 出力内容
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説明説明説明説明
新規ユーザ作成に成功しました。

KDPF80402-WKDPF80402-WKDPF80402-WKDPF80402-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
新規ユーザ作成に失敗しました。

KDPF80403-IKDPF80403-IKDPF80403-IKDPF80403-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

新規ユーザ作成を実行したユーザ ID

op 動作情報 Add

msg 自由記述 A new account was added. (uid=aa..aa)
aa..aa：作成したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

新規ユーザ作成を実行したユーザ ID

op 動作情報 Add

msg 自由記述 A new account was not added. (uid=aa..aa)
aa..aa：作成に失敗したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

ユーザ情報変更を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 An account information was changed. (uid=aa..aa)
aa..aa：変更したユーザ ID
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ユーザ情報変更に成功しました。

KDPF80404-WKDPF80404-WKDPF80404-WKDPF80404-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
ユーザ情報変更に失敗しました。

KDPF80405-IKDPF80405-IKDPF80405-IKDPF80405-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
ユーザの削除に成功しました。

KDPF80406-WKDPF80406-WKDPF80406-WKDPF80406-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure 

subj:uid サブジェクト識
別情報

ユーザ情報変更を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 An account information was not changed. (uid=aa..aa)
aa..aa：変更に失敗したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

ユーザの削除を実行したユーザ ID

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 An account was deleted. (uid=aa..aa)
aa..aa：削除したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

ユーザの削除を実行したユーザ ID

op 動作情報 Delete
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説明説明説明説明
ユーザの削除に失敗しました。

KDPF80407-IKDPF80407-IKDPF80407-IKDPF80407-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
管理者条件の編集に成功しました。管理者条件情報は設定画面に表示されている条件全
てが出力されます。

KDPF80408-WKDPF80408-WKDPF80408-WKDPF80408-W：：：：

メッセージのメッセージのメッセージのメッセージの内容内容内容内容

説明説明説明説明
管理者条件の編集に失敗しました。管理者条件情報は設定画面に表示されている条件全
てが出力されます。

msg 自由記述 An account was not deleted. (uid=aa..aa)
aa..aa：削除したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

管理者条件編集を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 Operator condition was changed. (group=aa..aa, condition=bb..bb)
aa..aa： 更新対象のポータル管理グループ
bb..bb： 更新された管理者条件情報

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

管理者条件編集を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 Operator condition was not changed. (group=aa..aa, 
condition=bb..bb)
aa..aa： 更新対象のポータル管理グループ
bb..bb： 設定した管理者条件情報

出力項目名 出力項目の意味 出力内容
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KDPF80409-IKDPF80409-IKDPF80409-IKDPF80409-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
利用者条件の編集に成功しました。利用者条件情報は設定画面に表示されている条件全
てが出力されます。

KDPF80410-WKDPF80410-WKDPF80410-WKDPF80410-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
利用者条件の編集に失敗しました。利用者条件情報は設定画面に表示されている条件全
てが出力されます。

KDPF80801-IKDPF80801-IKDPF80801-IKDPF80801-I：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識
別情報

利用者条件編集を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 User condition was changed. (group=aa..aa, condition=bb..bb)
aa..aa： 更新対象のポータル管理グループ
bb..bb: 更新された利用者条件情報

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識
別情報

利用者条件編集を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 User condition was not changed. (group=aa..aa, condition=bb..bb)
aa..aa： 更新対象のポータル管理グループ
bb..bb: 設定した利用者条件情報

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ContentAccess

result 監査事象の結果 Success
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説明説明説明説明
パスワード変更に成功しました。

KDPF80802-WKDPF80802-WKDPF80802-WKDPF80802-W：：：：

メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容メッセージの内容

説明説明説明説明
パスワード変更に失敗しました。

subj:uid サブジェクト識別
情報

パスワード変更操作を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 User password was changed. (uid=aa..aa)
aa..aa：変更したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ContentAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識別
情報

パスワード変更操作を実行したユーザ ID

op 動作情報 Update

msg 自由記述 User password was not changed. (uid=aa..aa)
aa..aa：変更に失敗したユーザ ID

出力項目名 出力項目の意味 出力内容
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付録 G　各バージョンの変更内容
変更内容（3020-3-H71-40）　uCosminexus Portal Framework　08-70，および
uCosminexus Portal Framework - Light　08-70

変更内容 (3020-3-H71-30)　uCosminexus Portal Framework　08-03，および
uCosminexus Portal Framework - Light　08-03

変更内容 (3020-3-H71-20)　uCosminexus Portal Framework　08-02，および
uCosminexus Portal Framework - Light　08-02

追加・変更内容

uCosminexus Secure Unify - SSO連携の設定を追加しました。

監査ログの出力情報を追加しました。

ホスト名または IPアドレスを変更した時の影響範囲を追加しました。

メッセージを追加しました。
KDPF60027-E，KDPF50013-I

監査ログメッセージを追加しました。
KDPF80801-I，KDPF80802-W

追加・変更内容

uCosminexus Portal Frameworkの動作環境を変更しました。

環境変数の設定方法を変更しました。

SSLアクセラレーターまたはリバースプロキシ使用時の設定を変更しました。

プロトコルとサーバ名を含む URLを生成する変換規則の設定にプロパティ「transinline.compat」を追
加しました。

ポートレットの登録の説明を変更しました。

追加・変更内容

概要について説明を変更しました。

インストール手順について説明を変更しました。

リポジトリサーバの構築の説明を変更しました。

ポータルサーバの構築について説明を変更しました。

ポータル画面のカスタマイズについて説明を変更しました。

ポータル機能のカスタマイズについて説明を変更しました。

保守ログファイルに出力する内容を指定するプロパティを追加しました。

メッセージを変更しました。
KDPF50010-I
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付録 G　各バージョンの変更内容
メッセージを追加しました。
KDPF50011-I，KDPF50012-I，KDPF61620-I，KDPF61621-I，KDPF62600-I，KDPF62601-I

追加・変更内容
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付録 H　このマニュアルの参考情報
付録 H　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 H.1　関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

＜＜＜＜ uCosminexus Portal Frameworkのマニュアル＞のマニュアル＞のマニュアル＞のマニュアル＞

uCosminexus Portal Frameworkについての，他マニュアルを次に示します。

uCosminexus Portal Framework　運用管理者ガイド（3020-3-H72）
ポータルを運用する管理者（運用管理者および部門管理者）が実施する作業（ポー
タルの運用管理および標準画面レイアウトの作成）について説明しています。

uCosminexus Portal Framework　ポートレット開発ガイド（3020-3-H73）
ポートレットの開発方法，および開発時に使用する APIについて説明しています。

uCosminexus Portal Framework　ユーザーズガイド（3020-3-H74）
エンドユーザがポータルを使用するときの操作方法（ポータルへのログイン方法，
ポータル画面のカスタマイズ方法，およびナビゲーションメニューの操作方法）に
ついて説明しています。

＜他製品のマニュアル＞
このマニュアルで参照している他製品のマニュアルを次に示します。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（Webコンテナ）　
（3020-3-U05）

Cosminexus Version 8のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　基本・開発編（コンテナ共通機
能）　（3020-3-U07）

Cosminexus Version 8のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　拡張編　（3020-3-U08）
Cosminexus Version 8のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　機能解説　保守／移行／互換編　
（3020-3-U10）

Cosminexus Version 8の構築・運用するとき，またはアプリケーション開発すると
きに使用するコマンドについて説明しています。
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Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　アプリケーション設定操作ガイド　
（3020-3-U12）

Cosminexus Version 8のサーバ管理コマンドおよび Server Plug-in を使用した
J2EEアプリケーションおよびリソースの操作について説明しています。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リファレンス　コマンド編　（3020-3-U14）
Cosminexus Version 8の構築・運用するとき，またはアプリケーション開発すると
きに使用するコマンドについて説明しています。

Cosminexus　アプリケーションサーバ V8　リファレンス　定義編（サーバ定義）　
（3020-3-U15）

Cosminexus Version 8の構築・運用するとき，またはアプリケーションを開発する
ときに使用するファイルの定義方法について説明しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　基本・開発編（Webコンテナ）　
（3020-3-Y05）

Cosminexus Version 9のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　基本・開発編（コンテナ共通機
能）　（3020-3-Y07）

Cosminexus Version 9のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　拡張編　（3020-3-Y08）
Cosminexus Version 9のアプリケーションサーバの機能の詳細について，アプリ
ケーションの実装方法や実行環境で必要な設定などを含めて解説しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　機能解説　保守／移行編　（3020-3-Y11）
Cosminexus Version 9の構築・運用するとき，またはアプリケーション開発すると
きに使用するコマンドについて説明しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　アプリケーション設定操作ガイド　
（3020-3-Y13）

Cosminexus Version 9のサーバ管理コマンドおよび Server Plug-in を使用した
J2EEアプリケーションおよびリソースの操作について説明しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リファレンス　コマンド編　（3020-3-Y15）
Cosminexus Version 9の構築・運用するとき，またはアプリケーション開発すると
きに使用するコマンドについて説明しています。

Cosminexus V9　アプリケーションサーバ　リファレンス　定義編（サーバ定義）　
（3020-3-Y16）

Cosminexus Version 9の構築・運用するとき，またはアプリケーションを開発する
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付録 H　このマニュアルの参考情報
ときに使用するファイルの定義方法について説明しています。

Collaboration　導入ガイド　（3020-3-H01）
Collaboration製品を導入するための，システム構築，環境設定，および運用方法に
ついて説明しています。

スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8　システム導入・設計ガイド
（Windows(R)用）　（3020-6-352）

HiRDB Version 8を使ってリレーショナルデータベースシステムの構築，および運
用方法について説明しています。

スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8　UAP開発ガイド　（3020-6-356）
HiRDB Version 8のデータベース言語である SQLを使用してユーザアプリケーショ
ンプログラムを開発するための基礎技術，およびHiRDBクライアントの環境設定
について説明しています。

HiRDB Version 9　システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）　（3020-6-452）
HiRDB Version 9を使ってリレーショナルデータベースシステムの構築，および運
用方法について説明しています。

HiRDB Version 9　UAP開発ガイド　（3020-6-456）
HiRDB Version 9のデータベース言語である SQLを使用してユーザアプリケーショ
ンプログラムを開発するための基礎技術，およびHiRDBクライアントの環境設定
について説明しています。

付録 H.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称を次に示す略称で表記しています。

正式名称 略称

HiRDB Version 8 HiRDB

HiRDB Version 9

Java(TM) Java

Java(TM) 2 Platform, Enterprise Edition J2EE

Java(TM) 2 Platform, Standard Edition J2SE

Java(TM) Authentication and Authorization Service JAAS

Java(TM) Servlet Servletまたはサーブレット

Java(TM) Virtual Machines VM

JavaServer Pages(TM) JSP

Lotus Domino Domino

Lotus Notes Notes
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付録 H.3　このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する主な英略語を次に示します。

Oracle9i Oracle

Oracle 10g

Oracle Database 11g

Sun Java(TM) System Directory Server Sun Java System Directory 
Server

英略語 説明

AP Application Program

API Application Programming Interface

ASCII American Standard Code for Information Interchange

BLOB Binary Large OBject

CGI Common Gateway Interface

CHTML Compact Hypertext Markup Language

CIS Case Ignore String

CLOB Character Large Object

cn Common Name

CRC Cyclic Redundancy Check

DB Database

DD Deployment Descriptor

DES Data Encryption Standard

DIIOP Domino Internet Inter-Object Protocol

DN Distinguished Name

EAR Enterprise Archive

EUC Extended Unix Code

FQDN Fully Qualified Domain Name

GMT Greenwich Mean Time

GUI Graphical User Interface

HDML Handheld Device Markup Language

HTML Hypertext Markup Language

HTTP Hypertext Transfer Protocol

IP Internet Protocol

ISO International Organization for Standardization

正式名称 略称
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JAAS Java Authentication and Authorization Service

JAR Java Archive

JDBC Java Database Connectivity

JIS Japan Industrial Standard

JNDI Java Naming and Directory Interface

JSP JavaServer Pages(TM)

LDAP Lightweight Directory Access Protocol 

LDIF LDAP Data Interchange Format

LOB Large OBject

MD Message Digest Algorithm

MIME Multipurpose Internet Mail Extensions

OCI Oracle Call Interface

OID Object Identifier

OS Operating System

ou Organizational Unit

PAR Portlet Application Archive

PC Personal Computer

PSML Portal Structure Markup Language

RD Relational Database

RDB Relational Database

RDF Resource Description Framework

RDN Relative Distinguished Name

RFC Request for Comments

RSS RDF Site Summary

SDK Software Development Kit

SHA Secure Hash Algorithm

SQL Structured Query Language

SSHA Salted Secure Hash Algorithm

SSL Secure Sockets Layer

UAP User Application Program

UCS Universal multi-octet coded Character Set

URI Uniform Resource Identifier

URL Uniform Resource Locator

UTF UCS Transformation Format

VM Virtual Machine

英略語 説明
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付録 H.4　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

WAR Web Archive

XML Extensible Markup Language

XSLT Extensible Stylesheet Language Transformations

英略語 説明
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付録 I　用語解説

（英字）

Fileポートレット
HTML，CHTML，HDMLのどれかで記述されたコンテンツを，ポータル画面に表示するための
ポートレットです。

LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）
ディレクトリサーバにアクセスするための通信プロトコルです。

RDエリア
HiRDBで，リレーショナルデータベースのテーブル，およびインデクスを格納するデータ領域で
す。RDエリアの詳細は，HiRDBのマニュアルを参照してください。

RSS（RDF Site Summary）
RSSは RDF形式で記述したWebサイトのコンテンツを要約したファイルです。XMLで記述され
ています。なお，RDFはWebページでコンテンツの構成を記述するためのメタデータの規格です。

SiteMinder
Webアクセス制御とシングルサインオンを実現する製品です。uCosminexus Portal Framework
は，SiteMinderと連携してログイン時のユーザ認証ができます。

URL Rewriting抑止機能
セキュリティ向上のために提供している機能です。アプリケーションサーバとWebブラウザ間で送
受信しているセッション IDを第三者によって入手されるのを回避します。

UserAgent
アクセス端末ごとの識別情報です。

Webコンテナ
WebアプリケーションサーバのWebコンテナ機能を指します。Webコンテナは JSPおよびサーブ
レットを実行します。

Webコンテンツポートレット
外部のWebサーバからコンテンツを取得して，ポータル画面に表示するためのポートレットです。
取得したデータは，あらかじめ設定した抽出方法やソート方法などに従って，加工して表示されま
す。取得できるコンテンツは，HTML，RSS，または XMLで記述されたページです。

Webポートレット
HTMLで記述されたWebページをポータルに取り込み，ポータル画面に表示するためのポート
レットです。ポータルプロジェクト内のローカルコンテンツ，および外部のWebサーバのコンテン
ツをポータルに統合できます。
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（ア行）

アプリケーションキー
ストリングリソースを区別するためのキーのことです。

インラインオブジェクト
HTMLファイルなどのコンテンツ中に含まれる画像などのことです。

ウェルカム画面
ポータルに最初にアクセスしたときに表示される画面（ログイン前の画面）です。ポータルユーザ
全員に知らせたい情報などを表示します。

運用管理者
ポータルの運用を管理する権限を持つユーザです。システム管理者によって任命されます。運用管
理ポートレットを使用して，ポータルの運用管理に必要なすべての情報（ポータル管理グループ，
ポートレット，および画面レイアウト）を設定できます。
また，ほかのユーザを「部門管理者」に任命して，運用管理権限の一部を委譲できます。

運用管理ポートレット
運用管理者がポータルを運用管理するためのポートレットです。日立 APIポートレットによって作
成されます。

（カ行）

拡張レイアウト形式
行列形式を組み合わせてポートレットを表示できるレイアウト形式です。拡張レイアウト形式では，
例えば，行の中に列を入れ子にするなど，より複雑にポートレットを配置できます。また，ユーザ
がポートレットの配置を変更できるかどうかを，ポートレットを配置する一つの行または列（エリ
ア）ごとに設定できます。

カスタマイズ
ログインしたあとに表示される標準のポータル画面のコンテンツやレイアウトを，ユーザごとに変
更する総称です。特に，画面のレイアウト機能については，レイアウトカスタマイズ機能と呼びま
す。レイアウトカスタマイズ機能については，〔用語解説〕の「レイアウトカスタマイズ機能」を参
照してください。

カスタムポートレット
JSPやサーブレットの技術を用いて独自に作成したコンテンツを，ポータル画面に表示するための
ポートレットです。動的なページを作成したり，企業独自の業務システムをポータルに統合したり，
既存のアプリケーションと連携したりできます。
カスタムポートレットには，標準 APIポートレット，および日立 APIポートレットがあります。

管理者用レイアウトカスタマイズ画面
運用管理ポートレットから表示される画面です。この画面で，運用管理者または部門管理者が，同
じポータル管理グループに属するユーザのポータル画面に表示される共通のレイアウト（標準画面
レイアウト）をカスタマイズします。
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基本テンプレート
uCosminexus Portal Frameworkで標準テンプレートとして実装しているテンプレートです。デ
フォルトでは，このテンプレートが設定されています。

共通情報
運用中の全ポータルサーバ（ポータルプロジェクト）で共通の情報のことです。複数のポータル
サーバが存在する場合に共通情報を定義すると，全ポータルサーバでその情報を利用できるように
なります。
共通情報として定義できるのは，次の情報です。
• 標準画面レイアウト情報
• ポータル管理グループ情報
• ポートレットグループ情報
• Webコンテンツポートレットのパラメタ値情報

なお，共通情報を設定する場合は，四つすべてを共通情報として扱います。

クライアントサイドデータ通信
「ドラッグ &ドロップ」および「データフォーム転送」の総称です。

コミュニティ
Collaboration - Online Community Managementの管理情報で，コミュニティメンバとコミュニ
ティワークプレースをまとめた集合体のことです。

コミュニティメンバ
Collaboration - Online Community Managementの管理情報で，コミュニティに参加中または脱退
依頼中の人のことです。

コミュニティワークプレース（省略時はワークプレース）
Collaboration - Online Community Managementの管理情報で，同じコミュニティに参加している
コミュニティメンバ間で共有するコンテンツを管理するものです。

コンテンツ表示領域
ポートレットが出力するコンテンツ領域のことです。

コンテンツフィルタリング
Webポートレットが表示するコンテンツを一定の条件で部分的に削除または抽出することです。

コントロール名
拡張レイアウトで使用するタイトルコントロールの名称です。

（サ行）

システム管理者
ポータル全体を管理する権限を持つユーザです。ポータルの構築，ポートレットの登録，および
Portal Managerでポータル全体に関する情報を設定します。また，ほかのユーザを運用管理者に任
命できます。
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自動追加ポートレット
拡張レイアウト形式使用時に，利用者画面に強制的に表示するポートレットのことです。ただし，
強制表示ポートレットと異なり，利用者はこのポートレットを削除できます。拡張レイアウトの変
更可能エリアに配置できます。

シナリオ
スマートナビゲーションメニューをクリックしたときに連携先サイトにデータを送信する方法のこ
とです。

シンプルカスタマイザテンプレート
利用者レイアウトカスタマイザ画面をカスタマイズするために提供しているテンプレートです。シ
ンプルカスタマイザを使用することで，画面デザインを直感的にわかりやすくし，表示をグラフィ
カルなデザインにします。

ストリングリソース
ポータル画面に表示する文字列を言語別にまとめたリソースのことです。

設定ファイル格納ディレクトリ
uCosminexus Portal Frameworkの設定ファイルが格納されているディレクトリです。ポータルプ
ロジェクトのWebアプリケーション DD（web.xmlファイル）を編集することで，任意のディレク
トリを指定できます。デフォルトでは，次のディレクトリです。
　{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥conf

（タ行）

タイトルコントロール
拡張レイアウト形式で配置する各ポートレットの画面のデザインです。

タイトルバー
uCosminexus Portal Frameworkが合成するタイトルバーのことです。

ディレクティブ
コンテンツフィルタリング機能でフィルタリングする位置を指定する指示子です。HTMLファイル
のコメント，および正規表現で検索した文字列をディレクティブとして使用します。

ディレクトリサーバ
情報を階層構造で一元管理するサーバです。uCosminexus Portal Frameworkでは，LDAPを使用
したディレクトリサーバで，ユーザ情報を管理します。

デザインテンプレート
基本テンプレートのオプションとして提供しているテンプレートです。ポータル全体の画面を変更
できるテンプレートです。

統合画面
ポータルサーバが提供する View（ナビゲーション領域とタイトルバー）とポートレットとして開発
されたコンテンツの組み合わせによって表示される画面です。標準画面（DEFAULTモード），最大
化画面（MAXMIZEモード），編集画面（EDITモード），および新規ウィンドウ画面
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（NEWWINDOWモード）の 4種類があります。

統合ユーザ管理フレームワーク
Cosminexusで，JAASを用いてユーザを管理するフレームワークです。uCosminexus Portal 
Frameworkは，統合ユーザ管理フレームワークを使用してディレクトリサーバまたは DBと連携し
てユーザを管理します。

（ハ行）

パーソナライズ
パーソナライズとは，ポータル画面の表示形式および表示するコンテンツを，ユーザごとまたはグ
ループごとに変更することです。パーソナライズには，運用管理者または部門管理者によるポータ
ルの標準画面の設定と，各ユーザによるポータルの標準画面のカスタマイズがあります。

日立 APIポートレット
カスタムポートレットの一つで，uCosminexus Portal Frameworkの APIを用いて作成するポート
レットです。

標準 APIポートレット
カスタムポートレットの一つで，Java Portlet Specification 1.0に従って作成するポートレットで
す。

標準画面レイアウト
同じポータル管理グループに所属するユーザのポータル画面に表示される画面のレイアウトです。
表示されるポートレットやポートレットの配置，画面の配色などが設定されています。運用管理者
または部門管理者が作成して，ポータル管理グループに設定します。

表領域
Oracleで，リレーショナルデータベースのテーブル，およびインデクスを格納するデータ領域です。
詳細は，Oracleのマニュアルを参照してください。

部門管理者
ポータルの運用を管理する権限を持つユーザです。運用管理者によって，ポータル管理グループご
とに設定されます。運用管理ポートレットを使用して，ポータル管理グループ内のリソース（ポー
トレットおよび画面レイアウト）についての情報を設定できます。ただし，リソースの管理権限は
設定できません。

プロジェクトホーム
ポータルプロジェクトのディレクトリとして作成したディレクトリのフルパスを指します。このマ
ニュアルでは，{PROJECT_HOME}と記載します。

分散ポートレット
ほかのポータル上に配置されたポートレットを自ポータルに取り込み，ポータル画面に表示するた
めのポートレットです。

ポータル
幾つかのポートレットで構成されたWebサイトです。さまざまな情報を統合したインターネットや
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イントラネットの入り口になります。

ポータル管理グループ
リソース（ポートレットおよび画面レイアウト）のアクセス権を管理するためのグループです。リ
ソースの管理者および利用者を定義します。リソースの管理者は，リソースの内容を編集したり，
アクセス権を変更したりできます。リソースの利用者は，ポータル画面にリソースが表示されて，
リソースを参照したり使用したりできます。

ポータルサーバ
uCosminexus Portal Frameworkを実行して動作しているサーブレットのことです。

ポータルプロジェクト
ポータルサイトを管理する単位です。一つのポータルサイトをポータルプロジェクトとして運用し
ます。各ポータルのファイルを格納するディレクトリ名が，ポータルプロジェクト名になります。

ポートレット
ポータル上で動作するアプリケーションコンポーネントです。

ポートレットグループ
ポートレットを分類するためのグループです。運用管理者が運用管理ポートレットで任意に作成で
きます。

ポートレットコンテンツ
ポートレットとして定義されているコンテンツのことです。

ポートレットタイトル
ポートレットのタイトルのことです。

ポートレット配置情報ファイル
ポータルの標準画面レイアウトを定義するファイルです。PSMLで記述します。
なお，拡張レイアウト形式の場合は，HTMLで記述することもできます。

ポートレット配置情報ファイル格納ディレクトリ
ポートレット配置情報ファイルが格納されているディレクトリです。PortalResources.properties
ファイルを編集することで，任意のディレクトリを指定できます。デフォルトでは，次のディレク
トリです。
　{uCosminexus Portal Frameworkインストールディレクトリ }¥psml

ホーム画面
ウェルカム画面からログインしたときに表示されるユーザごとの画面のことです。
uCosminexus Portal Frameworkでは，運用管理者または部門管理者によって，標準のホーム画面
を設定することもできます。標準のホーム画面を設定すると，ユーザが所属している組織や役職ご
とに異なるホーム画面を表示できます。
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（マ行）

マッピング定義ファイル
アクセスしてきたクライアント種別を判定して，クライアントに合ったポートレットを選択する
ファイルです。このファイルには，Portal Managerを使用してポートレットを登録する際に設定し
た内容が書き込まれます。

メッセージキー
ストリングリソース内のメッセージを識別するためのキーのことです。

メニューベースタイトルバーテンプレート
ポータル画面のタイトルバーをカスタマイズするために提供しているテンプレートです。このテン
プレートを使用すると，タイトルバーに設定される各機能をボタンではなくメニューから操作でき
るようになります。

（ヤ行）

ユーザ
ポータルを使用する人のことです。

要素フィルタリング
Webページをポータル画面に取り込む際に，開始タグ，終了タグ，要素などを削除することです。

（ラ行）

リダイレクト
ある URLからほかの URLに転送させることです。Webページの URLが変更されたことを知らせ
る機能です。

リポジトリ
ユーザ情報，組織単位情報などが格納されているデータストアです。ディレクトリサーバ，DBなど
の総称です。

レイアウト
利用者に表示する画面のことです。レイアウトは，複数のポートレットを集約して構成されます。
レイアウトは，パーソナライズ機能で示した行列形式だけではなく，タブ形式など複数のレイアウ
トを持つ形式も含みます。

レイアウトカスタマイズ機能
ポータル画面のレイアウトをカスタマイズする機能です。ポータル画面に表示するポートレットや
ポートレットの配置などを設定できます。レイアウトカスタマイズ機能の画面（レイアウトカスタ
マイズ画面）には，管理者用と利用者用の 2種類があります。管理者用カスタマイズ画面は，運用
管理ポートレットから表示されます。この画面では，運用管理者または部門管理者が，同じポータ
ル管理グループに属するユーザのポータル画面に表示される共通のレイアウト（標準画面レイアウ
ト）をカスタマイズします。利用者用レイアウトカスタマイズ画面は，各ユーザのポータル画面の
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［レイアウト変更］アンカーまたはボタンから表示されます。この画面では，各ユーザが自分のポー
タル画面を利用しやすいようにカスタマイズします。

レイアウトグループ
レイアウトグループとは，一つの標準画面レイアウトに対してデバイスごとに作成されたポート
レット配置情報ファイル（PSMLファイル）の集まりです。ポートレット配置情報ファイルは，一
つの標準画面レイアウトに対して，PC用（homeHTML.psml），iモード用（homeCHTML.psml），
EZweb用（homeHDML.psml）の三種類のファイルを作成できます。作成したポートレット配置情
報ファイルは，レイアウトグループ名のディレクトリ下に格納します。レイアウトグループ名は，
標準画面レイアウト名になります。例えば，事業所 A配下のユーザのための標準画面レイアウト
（lauoutA）に対して PC用，iモード用，EZweb用のポートレット配置情報ファイルを作成する場
合，「layoutA」というディレクトリを作成して三つのポートレット配置情報ファイルを格納します。
これら三つのポートレット配置情報ファイルは，「layoutA」という名称のレイアウトグループに属
することになります。
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